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文の構成要素と構文解析の書式 

 

文法書によると、日・伊・西・仏・独・英などの言語では異なる文法用語が使用されてい

るが、この文書では英語の文法用語を基本として、独自解釈も交えて構文解析を行う。 

 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」で構成される。 

また「接続詞」や「関係代名詞」などは「文」と「文」を接続してより複雑な文を構成す

るために使用される。 

 

文の構成要素と単語の品詞についておおまかに説明する。 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

「句」は 2 つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2 つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2 つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で and や but で結合） 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態

変化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質・状態を表す「名詞」・「形容詞」・「副詞」。 
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名詞・性と数 

「名詞」は人または事物の名称を表す語であり、文中で「主語」、「直接目的語」、「間接

目的語」または「補語」として用いられる。時には、他の「名詞」を修飾する「形容詞」

として利用されたり、「時」や「場所」に関する「副詞」として利用されることがある。 

「名詞」が「動詞」のように利用されて「前進！」のような命令文が作られることもある。 

さらに、「名詞」として辞書に載っている単語だけでなく、「動詞」や「形容詞」または

「副詞」が「名詞」的に利用されることもあるので、「名詞」の出現頻度は高い。 

 

「代名詞」は「名詞」の代わりをする語である。代名詞を利用することで、文中に同じ

単語が何度も現れるのを防いで、文を明確化することができる。 

 「名詞句」や「名詞節」も文中で「名詞」と同様の機能として使われる。 

 

 「名詞」は数えられる名詞「可算名詞」と数えられない名詞「不加算名詞」に分けられ、

可算名詞は「普通名詞」と「集合名詞」に、不加算名詞は「固有名詞」、「物質名詞」と「抽

象名詞」に分けられる。 

 

 「普通名詞」は「本」、「猫」、「机」など同じ種類の個体を多数持っているものに与えら

れる名称で、単数か複数かという区別を必要とする。単数の場合は「不定冠詞」か「定冠

詞」を付けるのが原則である。 

 「集合名詞」は「委員会」、「家族」、「警察」のように人・動物・物などの集合体を指す

名詞である。 

 

 「固有名詞」は「富士山」、「パリ」、「ニュートン」などのように、人・場所・事物など

に固有の名称である。本来一つしかないものなので不定冠詞をつけたり、複数形にするこ

とは原則としてない。定冠詞を付ける場合と付けない場合がある。 

 「物質名詞」は「空気」、「水」、「ワイン」のように物質を表す名称で、一定の形を持た

ず、また特別な容器を用いない限り、個々には独立して存在しない。不加算名詞なので、

不定冠詞は付かないし、複数形にもならない。 

 「抽象名詞」は「親切」、「愛」、「悲しみ」、「真理」のように、具体的な形を持たない抽

象的な概念を示す名称である。抽象名詞も数えられないから、不定冠詞は付かないし、複

数形にもならない。 

 

 イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語などでは、「名詞」に付属する冠詞・形

容詞は名詞と性・数の一致が必要となり、「名詞」に関係する「動詞」は名詞と数の一致が

必要になる。  
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「直接目的語」と「間接目的語」 

「僕は君にこの本をあげる」という文は、「主語：僕（は）」、「間接目的語：君に」、「直接

目的語：この本（を）」、「動詞：あげる」という構成要素から作られている。そして、「動

詞：あげる」の動作において動作の主体が操作・加工する対象となるものが「直接目的語：

この本（を）」である。「間接目的語：君に」は「直接目的語」（または「主語」）の移動先

（抽象的な概念の場所も含む）を表しており、動作の主体が操作・加工する対象ではない。 

「直接目的語」は動作の主体が操作・加工する対象を示すと考えると、「人」や「物」を表

す「名詞」類が使用されることが分かる。 

「間接目的語」は「直接目的語」または「話者自身」の移動先を示す場所であると考える

と、場所を表す「人」や「物」または「場所を表す空間」を表す「名詞」類または「副詞」

類が使用されることが分かる。参考：「私は両親に従う。」の「両親」は「両親の希望・意

見などの抽象的な概念の場所」を表す「間接目的語」である。「間接目的語」が名詞・代名

詞ならこれを「主語」として受動文を作れるが、副詞類なら受動文を作れない。 

注意：一般の文法書では、「自動詞+前置詞+名詞」の「名詞」を前置詞の「目的語」と説明

しているが、この文書では「前置詞+名詞」または「前置詞+副詞」を「間接目的語」と解

釈して構文解析を進める。この方が文章を理解しやすいと判断したからである。 

この方法によると、「私は学校へ行く」は自動詞の「行く」と前置詞が付いた「学校へ」が

使われており、「学校へ」が「間接目的語」と構文解析されることになる。 

しかし、一般の文法書の解説とは異なるので、学校の試験などでは間違いとされる恐れが

あることを注意する必要がある。しかし、フランス語の文法はこの解釈に近い。 

 

まとめ：「直接目的語」は「名詞」類が使われる。「〜を」 

「間接目的語」は「名詞･副詞」類が使われる。「〜の所へ、〜のために、〜にとって」 

 

形容詞 

「名詞」、「代名詞」を修飾・限定するものを「形容詞」という。「形容詞」は事物の性質・

状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「形容詞」類の例示： 

  代名詞：「私の本」、「この本」、「数冊の本」、「どんな本」の下線を付けた語句。 

  冠詞 ：「一冊の本」、「その本」の下線を付けた語句。 

  分詞 ：「眠っている赤ん坊」、「失われた時間」の下線を付けた語句。 

  名詞 ：「空軍」、「石橋」のように「名詞」+「名詞」の語句。 

 形容詞句：「籠の中の鳥」の下線を付けた語句（前置詞で導かれる）。 

 形容詞節：「これはパリで買った指輪です」の下線を付けた語句（関係代名詞で導かれる）。 

 

まとめ：「形容詞節」を含む「形容詞」類は「名詞」類の前後に使用される。  
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不定冠詞 

「形容詞」類の一つである。様々な意味に使われる。 

１．どれでもよい、不定の人や物の一つを指す。 

２．ある具体的な一つの物（人）を指す。 

３．一つの〜という意味をはっきり示す。 

４．〜につきの意味を示す。 

５．或る〜の意味で用いる。 

話の中で初めて述べる「名詞」には不定冠詞を付けて内容を説明して、二度目以降では定

冠詞を付けて使う。 

 

定冠詞 

「形容詞」類の一つである。加算名詞・不加算名詞を問わず、全ての名詞の前に付けるこ

とができ、その名詞が何らかの意味で特定されたものであることを示す。 

１．先に出た「不定冠詞+名詞」を指す場合。 

２．すでに述べられた事柄に関連して特定される場合。 

３．周囲の状況からそれと分かる場合。 

４．ただ一つしかないものを指す場合。 

５．最上級や唯一的な意味で限定された名詞に付ける。 

６．修飾語句によって限定される場合。 

７．楽器を代表的に指す場合 

 

副詞 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、他の

「副詞」や「形容詞」を修飾する。しかし、名詞・代名詞、句や節または文全体を修飾・

限定することもある。 

 

まとめ：「副詞」類は修飾する語句の近くに置かれるので、「文頭」、「主語」の前後、「動詞」

の前後、「補語」の前後、「文末」のように、文中いたる所に使われる。 

 

比較 

「形容詞」や「副詞」は性質・様態・数量などの程度を表すが、他の物との間の程度の違

いを比較・表現する場合は語形を変えてそれを示す。この語形変化を比較といい、原級、

比較級、最上級の語形と慣用句がある。 
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補語 

「補語」は文中で「主語」や「目的語」の性質・状態・動作を補足説明する語句である。 

「彼は親切だ」、「私は学生だ」など「主語+動詞+補語」の形式で表される文では、下線部

分の事を「補語」といって、「補語」は「主語」の性質・状態を補足説明している。 

また、「私は彼が親切だと分かった」のように「主語+動詞+目的語+補語」の形式で表され

る文では、下線部分の事を「補語」というが、こちらは「主語」ではなく「目的語」（二重

下線部分）を補足説明している。「補語」は主に「名詞」類または「形容詞」類が使われる。 

 

しかし「彼はパリ出身だ」、「この本はカルロスのものだ」、「このテーブルは木製だ」など

の文を「〜である」を表す「動詞」を使って表現すると、下線部分は「副詞句」となる。

この「副詞句」も「主語」の性質・状態を補足説明しているので「補語」である。 

参考：「私は彼が全力を尽くすことを期待している。」は「主語」「不完全他動詞」「目的語」

「補語」の構文によって「補語」が「目的語」の動作を補足説明している。 

「補語」が必要な「動詞」は「〜である」、「〜になる」、「〜と感じる」、「〜と思われる」

などの意味の「動詞」である。 

 

まとめ：「補語」は「動詞・名詞・形容詞・副詞」が使用され性質・状態・動作を補足する。 

 

動詞 

「動詞」は人や様々な事物の動きや状態を述べる語である。 

「主語」は「動詞」の動きを実行する主体である。 

「動詞」の種類について： 

完全自動詞 ：「主語」が「動詞」の動作を実行する。 

不完全自動詞：「動詞」と「補語」によって「主語」の性質・状態を補足説明する。 

完全他動詞 ：「主語」が「直接目的語」に対して「動詞」の動作を実行する。 

間接他動詞 ：「動詞」と「間接目的語」で「主語」の移動先を示す。（フランス語文法） 

授与動詞  ：「主語」が「間接目的語」に対して「直接目的語」を与える。 

不完全他動詞：「目的語」の性質・状態を「補語」によって「動詞」で表現したり、 

「補語」で示される動作を「目的語」に対して「動詞」で表現する。 

 

助動詞 

「助動詞」は「動詞」と結びついて可能「〜する事が出来る」、推量「〜するかもしれない」、

義務「〜しなければならない」など、話し手の判断や心理を表す表現を追加する「法助動

詞」とそれ自身は特に意味を持たず現在分詞・過去分詞と結びついて進行形・受動態・完

了形などの時制・態を形成する助動詞がある。 
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疑問詞 

「誰」、「何」、「どこ（場所）」、「いつ（時）」、「どっち（選択）」など文を形成する要素の一

部分を話し相手に質問する時に、質問の種類を知らせるための語を「疑問詞」という。 

「疑問詞」は文の中で、「主語」、「目的語」、「補語」または「副詞」類として機能するが、

どの場合でも文頭におかれて、最初に質問の種類を明らかにする役目を果たす。 

「疑問代名詞」、「疑問形容詞」および「疑問副詞」の 3 種類がある。 

 

接続詞 

「接続詞」は文中の語・句・節を接続する。 

「等位接続詞」は文法上の働きが対等の関係にある語・句・節を結び付ける。 

 

「従属接続詞」主節の一部として、全体で一つの名詞または副詞の働きをする節を導く接

続詞を従属接続詞と呼ぶ。 

「従属接続詞」+「節」→「従属節」となり、「従属節」が「名詞節」または「副詞節」と

して働くことになる。 

まとめ：「語・句・節」+「等位接続詞」+「語・句・節」の形式で使用される。 

「主語」+「動詞」+「従属接続詞」+「節」の形式で使用される。 

 

関係詞 

文中の「主語」、「目的語」または「補語」に対して説明を加える場合に、それを「先行詞」

として、説明に適当な「関係詞」に続いて説明の「節」を置くことで、説明の行き届いた

文を作ることができる。「先行詞」は「節」の中で「主語」、「目的語」または「補語」とし

て機能する。 

まとめ：「関係代名詞」は「名詞」類を修飾する「形容詞節」を導く。 

「関係副詞」は「時」や「場所」を修飾する「副詞節」を導く。 

 

前置詞 

「名詞」・「代名詞」の前に置いて、それらと共に全体として一つの品詞の働きをする語。 

前置詞と結びついた語句の品詞によって、「形容詞句」または「副詞句」として機能する。 

「形容詞句」は「名詞」と結びついて「名詞句」を構成して、文中で「主語」、「目的語」

または「補語」として機能する。 

「副詞句」は文全体や「動詞」・「形容詞」を修飾したり、「間接目的語」として機能する。 
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構文解析の書式 

構文解析は文を構成要素ごとに区切りを付けて、「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副

詞」および「形容詞節」に分類して、文がどのように構成されているかを分かり易く示す

ことが目的である。 

しかし「形容詞節」は「主語」、「目的語」などと一体化されて、「主語」または「目的語」

として分類することが多い。（「形容詞節」は名詞句の一部になる） 

「目的語」は必要に応じて「間接目的語」と「直接目的語」を明示する。 

 

本文書では、日本語の文を最初に示してから、次の行に外国語の文を示す。そして、外国

語の文の後ろまたは次の行に文全体の構成要素を示す。さらに、その次の行からは、各構

成要素の語句ごとにその読み、語句の品詞（「動詞」の場合はその活用も表記）、日本語の

意味、構成要素名を 1 行から 3 行程度のスペースを使用して表示する。 

複数の語が集まって「主語」、「動詞」、「目的語」または「補語」が作られる場合には、そ

れぞれの単語の読み、品詞、意味を表示する場合がある。この場合には、次の書式に従っ

て表示する。 

「語句」「読み」「品詞の記号」「意味」（「構成要素名」） 

「品詞の記号」 

  名詞 ：男性名詞 n.m、女性名詞 n.f 

  代名詞：pron、pron.f.のように性別を追加することがある。 

  形容詞：男性形容詞 adj.m 女性形容詞 adj.f 

  複数 ：pl. （名詞、代名詞と形容詞の品詞記号の前または後ろに置く） 

  副詞 ：adv.、「構成要素名：修飾する語句」の形式で説明を加える。 

  動詞 ：接続法・1 人称単数現在なら接・1 単現のように表記、自動詞 v.i、他動詞 v.t 

  動詞句：否定詞+動詞、助動詞+動詞、助動詞+過去分詞、動詞+不定詞など複数の動詞関

連語句は、動詞としての機能と自動詞／他動詞の区別などを示す 

注意：動詞の未来、過去または完了形の場合、< 「原形」の形式で示すときは原形の意味

を表示するが、「原形」を示さない場合は未来、過去または完了形の意味を表示する。 

  接続詞：conj. 接続詞は単語そのものを表示する 

  前置詞：prep 

複数の単語によって名詞句などが作られる場合には、複数の単語の品詞を表示してから、

→ 「複数単語の語句」、品詞記号、意味、構成要素名の形式で表示する。 

数字は読みのスペルをカッコ内に表記した。 

構成要素には「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」、「形容詞」のように下線を追

加した。「補語」、「副詞」および「形容詞」は同じ下線である。また、「間接目的語」と「直

接目的語」も同じ下線である。「動詞句」は「動詞」と同じ下線である。 
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構文解析の例 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

Tengo dolor de garganta por el resfriado durante dos semanas. 

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現 < tener v.t 持つ、ある                                  「動詞」 

dolor de garganta ﾄﾞﾛｵｰﾙ･ﾃﾞ･ｶﾞﾙｶﾞﾝﾀ n.m 喉の痛み                       「目的語」 

por el resfriado ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｽﾌﾘｱﾄﾞ adv. 風邪のために 

durante dos semanas ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾄﾞｽ･ｾﾏﾅｽ adv. 2 週間 

→ por el resfriado durante dos semanas                          「副詞句：Tengo」 

 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Hoy he comprado 2 (dos) libros de consulta para llevar un diario en italiano e en español.  

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Hoy ｵｲ adv. 今日                                          「副詞：he comprado」 

he comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現・完了形 購入した                         「動詞句」 

2 libros de consulta ﾄﾞｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｺﾝｽﾙﾀ n.m pl. 2 冊の参考書              「目的語」 

para llevar un diario ﾊﾟﾗ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ･ｳﾝ･ﾃﾞｨｱｰﾘｵ adv. 日記をつけるために 

en italiano e en español ｴﾝ･ｲﾀﾘｱｰﾉ･ｴ･ｴﾝ･ｴｽﾊﾟﾆｮﾙ adv. イタリア語とスペイン語で 

→ para llevar un diario en italiano e en español            「副詞句：he comprado」 

 

山栗が 430g とナスが 2 本採れた。 

He recogido 430 (cuatrocientos treinta) gramos de castaña salvaje y coseché 2 (dos) 

berenjenas.                                 「動詞句」「目的語」y「動詞」「目的語」 

He recogido ｴ･ﾚｺﾋﾄﾞ 1 単現・完了形 拾い集めた                          「動詞句」 

430 gramos de castaña salvaje ｸゎﾄﾛｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｸﾞﾗﾓｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾀﾆｬ･ｻﾙﾊﾞﾍ 

    n.f 山栗を 430g                                                    「目的語」 

coseché ｺｾﾁｪ 1 単点 < cosechar v.t 収穫する                                「動詞」 

2 berenjenas ﾄﾞｽ･ﾍﾞﾚﾝﾍﾅｽ n. 茄子を 2 本                                 「目的語」 

 

 

 

 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり 
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注意：この文書は構文解析を用いて、外国語の文章を日本語に翻訳する方法を示して、外

国語学習者の文法理解を多少なりとも支援するために作成した参考資料です。 

翻訳は辞書に載っている単語や熟語などの意味と構文解析に基づいて、文章の意味を日本

語に訳したものであり、文学作品の文章として翻訳している訳ではありません。 
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A LEÓN WERTH 

 

Pido perdón a los niños por haber dedicado este libro a una persona grande. Tengo una 

seria excusa: esta persona grande es el mejor amigo que tengo en el mundo. Tengo otra 

excusa: esta persona grande puede comprender todo; hasta los libros para niños. Tengo 

una tercera excusa: esta persona grande vive en Francia, donde tiene hambre y frío. 

Tiene verdadera necesidad de consuelo. Si todas estas excusas no fueran suficientes, 

quiero dedicar este libro al niño que esta persona grande fue en otro tiempo. Todas las 

personas grandes han sido niños antes. (Pero pocas lo recuerdan.) Corrijo, pues, mi 

dedicatoria: 

 

A LEÓN WERTH 

CUANDO ERA NIÑO 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レオン・ヴェルトに 

 

この本をある大人の人に捧げたことについて、子供たちに許してもらいたい。まじめな言

い訳がある。この大人の人は私がこの世で持っている最良の友だ。別の言い訳がある。こ

の大人の人は子供用の本まですべての事を理解することが出来る。3 番目の言い訳がある。

この大人の人はフランスに住んでおり、飢えと寒さに苦しんでいる。彼はとても慰めを必

要としている。もしもこれらの言い訳でも十分でなかったならば、この本を、この大人の

人が以前に子供だった頃のその子供に捧げたい。大人はみんな、以前は子供だったのだか

ら。（しかしそのことを覚えている人はほとんどいない。）だから、私の献辞を訂正する。 

 

子供だった時のレオン・ベルトに 
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レオン・ヴェルトに 

A LEÓN WERTH                                                      「副詞句」 

A LEÓN WERTH ｱｱ･ﾚｵﾝ･ｳﾞｪﾙﾄ adv. レオン・ヴェルトに（この本を捧げる）「副詞句」 

 

この本をある大人の人に捧げたことについて、子供たちに許してもらいたい。 

Pido perdón a los niños por haber dedicado este libro a una persona grande. 

「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t (a+人 に) 頼む、求める                          「動詞」 

perdón ﾍﾟﾙﾄﾞﾝ n.m 許し                                               「目的語」 

a los niños ｱ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ adv. 子供たちに                                   「副詞句」 

por +不定詞 ﾎﾟﾙ adv.（原因・理由）〜することで                         「副詞句」 

haber dedicado ｱﾍﾞｰﾙ･ﾃﾞﾃﾞｨｶﾄﾞ 不定詞･完了形(dedicar)v.t 捧げた   「動詞句」 

este libro ｴｽﾃ・リブロ n.m この本を                  「直接目的語」 

a una persona grande. ｱ･ｳﾅ･ﾍﾟﾙｿｰﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ 

 adv. ある大人の人に                              「間接目的語」 

 

まじめな言い訳がある。この大人の人は私がこの世で持っている最良の友だ。 

Tengo una seria excusa: esta persona grande es el mejor amigo que tengo en el mundo.  

「動詞」「目的語」：「主語」「動詞」「補語」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.r ある                                          「動詞」 

una seria excusa: ｳﾅ･ｾﾘｱ･ｴｽｸｰｻ n.f まじめな言い訳が                     「目的語」 

esta persona grande ｴｽﾀ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

el mejor amigo ｴﾙ･ﾒﾎｰﾙ･ｱﾐｺﾞ n.m 最良の友                                「補語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                           「動詞」 

en el mundo. ｴ･ﾈﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. この世で                          「副詞句」 

 

別の言い訳がある。この大人の人は子供用の本まですべての事を理解することが出来る。 

Tengo otra excusa: esta persona grande puede comprender todo; hasta los libros para 

niños.                       「動詞」「目的語」：「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.r ある                                          「動詞」 

otra excusa: ｵﾄﾗ･ｴｽｸｰｻ n.f 別の言い訳が                                 「目的語」 

esta persona grande ｴｽﾀ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は                  「主語」 

puede comprender ﾌﾟｴﾃﾞ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 3 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t 理解することが出来る                                            「動詞句」 
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todo; ﾄﾄﾞ pron すべての事を                                            「目的語」 

hasta los libros ｱｽﾀ･ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ adv. 本まで                                「副詞句」 

para niños. ﾊﾟﾗ･ﾆﾆｮｽ adj. 子供用の                            「形容詞句」 

 

3 番目の言い訳がある。この大人の人はフランスに住んでおり、飢えと寒さに苦しんでいる。 

Tengo una tercera excusa: esta persona grande vive en Francia, donde tiene hambre y 

frío.           「動詞」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞」「動詞」「目的語」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.r ある                                          「動詞」 

una tercera excusa: ｳﾅ･ﾃﾙｾﾗ･ｴｽｸｰｻ n.f 3 番目の言い訳が                   「目的語」 

esta persona grande ｴｽﾀ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人は                  「主語」 

vive ﾋﾞﾍﾞ 3 単現(vivir)v.i 暮らしている、住んでいる                        「動詞」 

en Francia, ｴﾝ･ﾌﾗﾝｼｱ adv. フランスに                                   「副詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. そこで〜する                                           「副詞」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t（状態）〜である                                「動詞」 

hambre y frío. ｱﾝﾌﾞﾚ･ｲ･ﾌﾘｵ n.f 飢えと寒さ                               「目的語」 

 

彼はとても慰めを必要としている。 

Tiene verdadera necesidad de consuelo.                           「動詞」「目的語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

verdadera necesidad ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗ･ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ n.f 本当の必要性                  「目的語」 

de consuelo. ﾃﾞ･ｺﾝｽｴﾛ adj. 慰めの                              「形容詞句」 

 

もしもこれらの言い訳でも十分でなかったならば、この本を、この大人の人が以前に子供

だった頃のその子供に捧げたい。 

Si todas estas excusas no fueran suficientes, quiero dedicar este libro al niño que esta 

persona grande fue en otro tiempo.  

「副詞節」, 「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」「形容詞節」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

todas estas excusas ﾄﾀﾞｽ･ｴｽﾀｽ･ｴｽｸｻｽ pl.n.f これらの言い訳が        「主語」 

no fueran ﾉ･ﾌｴﾗﾝ 接・3 複過･否定(ir)v.i（状態）〜でなかった      「動詞句」 

  仮定法過去「もし〜でなかったら、．．．する」 

suficientes, ｽﾌｨｼｴﾝﾃｽ adj. 十分な                                  「補語」 

quiero dedicar ｷｴﾛ･ﾃﾞﾃﾞｨｶｰﾙ 1 単現･願望(querer+不定詞)v.t 捧げたい       「動詞句」 

este libro ｴｽﾃ･ﾘﾌﾞﾛ n.m この本を                                   「直接目的語」 

al niño ｱﾙ･ﾆﾆｮ adv. 子供に                                         「間接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 
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esta persona grande ｴｽﾀ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f この大人の人が         「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                   「動詞」 

en otro tiempo. ｴﾝ･ｵﾄﾛ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. かつて、以前                「副詞句」 

 

大人はみんな、以前は子供だったのだから。 

Todas las personas grandes han sido niños antes.    「主語」「動詞句」「補語」「副詞」 

Todas las personas grandes ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 全ての大人の人は 「主語」 

han sido ｱﾝ･ｼﾄﾞ 3 複現･完了形(ser)v.i 〜だった                           「動詞句」 

niños ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供                                                   「補語」 

antes. ｱﾝﾃｽ adv. 以前は                                                  「副詞」 

 

（しかしそのことを覚えている人はほとんどいない。）だから、私の献辞を訂正する。 

 (Pero pocas lo recuerdan.) Corrijo, pues, mi dedicatoria: 

(Pero「主語」「目的語」「動詞」) 「動詞」「副詞」「目的語」 

(Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

pocas ﾎﾟｶｽ pron. わずかな人が、ほどんどの人が〜ない                      「主語」 

lo ﾛ pron そのことを                                                   「目的語」 

recuerdan.) ﾚｸｴﾙﾀﾞﾝ 3 複現(recordar)v.t 覚えている                         「動詞」 

Corrijo, ｺﾘﾎ 1 単現(corregir)v.t 訂正する                                   「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから                                                   「副詞」 

mi dedicatoria: ﾐ･ﾃﾞﾃﾞｨｶﾄﾘｱ n.f 私の献辞を                              「目的語」 

 

子供だった時のレオン・ベルトに 

A LEÓN WERTH CUANDO ERA NIÑO                                 「副詞句」 

A LEÓN WERTH ｱ･ﾚｵﾝ･ﾍﾞﾙﾄ adv. レオン・ベルトに                     「副詞句」 

CUANDO ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時の                                    「形容詞節」 

ERA ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                  「動詞」 

NIÑO ﾆﾆｮ n.m 子供                                            「補語」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

I 

  - 17 - 

I 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

僕は、6 歳だった頃、「本当にあった話」という原始林に関する本の中で、素晴らしい挿絵

を一度見たことがある。 

Cuando yo tenía seis años vi una vez una lámina magnífica en un libro sobre el Bosque 

Virgen que se llamaba «Historias Vividas». 

「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」「形容詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年が）〜歳だった                      「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                  「目的語」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見た                                                  「動詞」 

una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度「副詞句」 

una lámina magnífica ｳﾅ･ﾗﾐﾅ・ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ n.f 素晴らしい挿絵を              「目的語」 

  lámina ﾗﾐﾅ n.f 図版、版画  magnífica ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ adj.f 素晴らしい、見事な 

en un libro ｴ･ﾇﾝ･ﾘﾌﾞﾛ adv. 本の中で                                     「副詞句」 

sobre el Bosque Virgen ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾎﾞｽｹ･ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 原始林に関する  「形容詞句」 

  sobre 〜に関する Bosque ﾎﾞｽｹ n.m 森 Virgen ﾋﾞﾙﾍﾝ adj. 未開拓の → 原始林 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

se llamaba ｾ･ｼﾞｬﾏﾊﾞ 3 単線(llamarse) 

v.pr 〜という名前であった、ある                            「動詞句」 

Historias Vividas». ｲｽﾄﾘｱｽ･ﾋﾞﾋﾞﾀﾞｽ pl.n.f 「本当にあった話」      「補語」 

  Historia ｲｽﾄﾘｱ n.f 話、物語 Vivida ﾋﾞﾋﾞﾀﾞ adj.f 体験された、実際にあった 
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それは猛獣を飲み込もうとしているボア大蛇を表していた。 

Representaba una serpiente boa que se tragaba a una fiera. 

「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Representaba ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線(representar)v.t 表していた                  「動詞」 

una serpiente boa ｳﾅ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇を                         「目的語」 

 serpiente ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f へび boa ﾎﾞｱ n.f（動物）ボア → ボア大蛇 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

se tragaba ｾ･ﾀﾗｶﾞﾊﾞ 3 単線(tragarse)v.pr 飲み込んでいた         「動詞句」 

a una fiera. ｱ･ｳﾅ･ﾌｨｴﾗ adv. 猛獣を                          「間接目的語」 

 

ここにその絵の写しがある。 

He aquí la copia del dibujo.                               「動詞」「副詞」「目的語」 

He ｴ 1 単現(haber)v.t ある、持っている                                   「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                     「副詞」 

la copia ﾗ･ｺﾋﾟｱ n.f 写し                                                「目的語」 

del dibujo. ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adj. デッサンの、絵の                   「形容詞句」 

 

その本にはこう書いてあった：「ボア大蛇というものは、獲物をまるごと噛まずに飲み込む、

するともう動けなくなって、獲物を消化するために 6 ヶ月眠り続ける。」 

 El libro decía: «Las serpientes boas tragan sus presas enteras, sin masticarlas. Luego 

no pueden moverse y duermen durante los seis meses de la digestión.» 

「主語」「動詞」： 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「副詞」「動詞句」y「動詞」「副詞句」》 

El libro ｴﾙ･ﾘﾌﾞﾛ n.m その本は                                            「主語」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた、こう書いてあった                  「動詞」 

Las serpientes boas ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇というものは           「主語」 

tragan ﾄﾗｶﾞﾝ 3 複現(tragar)v.t 飲み込む                                   「動詞」 

sus presas ｽｽ･ﾌﾟﾚｻｽ pl.n.f 獲物を                                       「目的語」 

enteras, ｴﾝﾃﾗｽ adj.pl.f まるまる、全部の                         「形容詞」 

sin masticarlas. ｼﾝ･ﾏｽﾃｨｶﾙ･ﾗｽ adv. かみ砕かずに                         「副詞句」 

  sin+不定詞 「〜せずに、〜しないで」masticar ﾏｽﾃｨｶｰﾙ v.t かみ砕く、かむ 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. その後、それから                                        「副詞」 

no pueden moverse ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾓﾍﾞﾙｾ 3 複現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 動けなくなる                                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                   「動詞」 
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durante ﾄﾞｩﾗﾝﾃ prep 〜の間                                            「副詞句」 

los seis meses ﾛｽ･ｾｲｽ･ﾒｾｽ pl.n.m 6 ヶ月                           「目的語」 

de la digestión.» ﾃﾞ･ﾗ･ﾃﾞｨﾍｽﾁｵﾝ adj.（目的）消化のための 「形容詞句」 

 

そこで僕はしばらく密林の冒険についてよく考えた。そして自分で色鉛筆を使って、僕の

初めてのデッサンを描くことに成功した。僕のデッサン第 1 号、それはこんなものだ。 

Reflexioné mucho entonces sobre las aventuras de la selva y, a mi vez, logré trazar con 

un lápiz de color mi primer dibujo. Mi dibujo número 1. Era así: 

「動詞」「副詞句」「間接目的語」y「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

「主語」,「動詞」「補語」 

Reflexioné ﾚﾌﾚｸｼｮﾈ 1 単点(reflexionar)v.i 熟考した、よく考えた              「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. しばらく、長い間                                         「副詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、そこで                                      「副詞」 

sobre las aventuras ｿﾌﾞﾚ･ﾗｽ･ｱﾍﾞﾝﾂﾗｽ adv. 冒険について               「間接目的語」 

de la selva ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾊﾞ adj. ジャングルの、密林の             「形容詞句」 

y, ｲ conj. そして 

a mi vez, ｱ･ﾐ･ﾍﾞｽ adv. ぼくはぼくで、自分で                             「副詞句」 

logré trazar ﾛｸﾞﾚ･ﾄﾗｻﾞｰﾙ 1 単点･成就(lograr+不定詞) 

   v.t 絵を描くことに成功した、うまく絵が描けた                        「動詞句」 

con un lápiz de color ｺﾝ･ｳﾝ･ﾗﾋﾟｽ･ﾃﾞ･ｺﾛｰﾙ adv. 色鉛筆で                   「副詞句」 

mi primer dibujo. ﾐ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の初めてのデッサンを            「目的語」 

Mi dibujo número 1. ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳｰﾉ n.m 僕のデッサン第 1 号              「主語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

así: ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

 

 

 

 

 

 

僕は大人の人たちに僕の傑作を見せて、僕のデッサンが彼らを怖がらせるかを尋ねた。 

Mostré mi obra maestra a las personas grandes y les pregunté si mi dibujo les asustaba. 

「動詞」「直接目的語」「間接目的語」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Mostré ﾓｽﾄﾚ 1 単点(mostrar)v.t 見せた                                     「動詞」 

mi obra maestra ﾐ･ｵﾌﾞﾗ･ﾏｴｽﾄﾗ n.f 僕の傑作を                        「直接目的語」 

  obra ｵﾌﾞﾗ n.f 作品 maestra ﾏｴｽﾄﾗ adj.f(maestro) 優れた 
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a las personas grandes ｱ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちに     「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

si ｼ conj. 〜するかどうかということを                               「直接目的語」 

mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕のデッサンが                        「主語」 

les ﾚｽ pron 彼らを                                          「目的語」 

asustaba. ｱｽｽﾀﾊﾞ 3 単線(asustar)v.t 怖がらせた（時制の一致）    「動詞」 

 

大人たちは僕に答えた：「どうして帽子が人を怖がらせるというの？」 

Me contestaron: «¿Por qué habrá de asustar un sombrero?» 

「間接目的語」「動詞」：《「副詞句」「動詞句」「主語」》 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestaron: ｺﾝﾃｽﾀﾛﾝ 3 複点(contestar)v.t 答えた                           「動詞」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                              「副詞句」 

habrá de +不定詞 ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ 3 単未･義務(haber de+不定詞) 

   v. 〜しなければならない                                             「動詞句」 

  「どうして〜しなければならない？」（反語的） 

asustar ｱｽｽﾀｰﾙ 不定詞 v.t 怖がらせる                               「動詞」 

un sombrero?» ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子が                                      「主語」 

 

僕のデッサンは帽子を表したのではない。象を消化しているボア大蛇を表していたのだ。 

 Mi dibujo no representaba un sombrero. Representaba una serpiente boa digería un 

elefante.                「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕のデッサンは                                   「主語」 

no representaba ﾉ･ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線･否定(representar)v.t 表していなかった 「動詞句」 

un sombrero. ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                                     「目的語」 

Representaba ﾚﾌﾟﾚｾﾝﾀﾊﾞ 3 単線(representar)v.t 表していた                  「動詞」 

una serpiente boa ｳﾅ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇を                         「目的語」 

digería ﾃﾞｨｼﾞｪﾘｱ 3 単線(digerir)v.t 消化している                 「形容詞句」 

un elefante. ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象を                        「目的語」 

 

そこで僕は、大人の人が理解できるように、ボア大蛇の内部を描いた。 

Dibujé entonces el interior de la serpiente boa a fin de que las personas grandes 

pudiesen comprender.                           「動詞」「副詞」「目的語」「副詞節」 

Dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた、スケッチした                      「動詞」 
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entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そこで                                              「副詞」 

el interior de la serpiente boa ｴﾙ･ｲﾝﾃﾘｵｰﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ･ﾎﾞｱ 

  n.m ボア大蛇の内部を                                                「目的語」 

a fin de que+接続法 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ･ｹ adv.（目的）〜するために                 「副詞節」 

las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人が           「主語」 

pudiesen comprender. ﾌﾟﾃﾞｨｴｾﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 接・3 複過･可能･願望(poder+不定詞) 

   v.t 理解できたらと                                           「動詞句」 

 

彼らはいつも説明を必要とする。僕のデッサン第 2 号はこんな風だった。 

Siempre necesitan explicaciones. Mi dibujo número 2 era así: 

「副詞」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

necesitan ﾈｾｼﾀﾝ 3 複現(necesitar)v.t 必要とする                            「動詞」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                                 「目的語」 

Mi dibujo número 2 ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ﾄﾞｽ n.m 僕のデッサン第 2 号は            「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

así: ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

 

 

 

 

 

大人の人たちは、中が見えるものだろうと見えないものだろうとボア大蛇の絵を脇におい

て、もう少し、地理学や歴史や数学や文法に興味を持ちなさいと、僕に助言した。 

 Las personas grandes me aconsejaron que dejara a un lado los dibujos de serpientes 

boas abiertas o cerradas y que me interesara un poco más en la geografía, la historia, el 

cálculo y la gramática.    「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「直接目的語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人は                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejaron ｱｺﾝｾﾊﾛﾝ 3 複点(aconsejar)v.t (que+接続法) 助言した             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

dejara ﾃﾞﾊﾗ 接・1 単過(dejar)v.t 置いておく                    「動詞」 

a un lado ｱ･ｳﾝ･ﾗﾄﾞ adv. 脇に                               「副詞句」 

los dibujos ﾛｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m 絵を                          「目的語」 

de serpientes boas ﾃﾞ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ adj. ボア大蛇の       「形容詞句」 

abiertas o cerradas ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ･ｵ･ｾﾗﾀﾞｽ 
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 adj. 中が見えるものだろうと見えないものだろうと       「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

me interesara ﾒ･ｲﾝﾃﾚｻﾗ 接・1 単過(interesarse)v.pr 興味を示す 「動詞句」 

un poco más ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾏｽ adv. もう少し                         「副詞句」 

en la geografía, ｴﾝ･ﾗ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ adv. 地理学に             「間接目的語」 

la historia, ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f 歴史学に                   「目的語」 

el cálculo ｴﾙ･ｶﾙｸﾛ n.m 数学に                     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

la gramática. ﾗ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ n.f 文法に                 「目的語」 

 

このようにして 6 歳の時に、僕は画家という素晴らしい職業を諦めた。 

Así fue como, a la edad de seis años, abandoné una magnífica carrera de pintor. 

「副詞句」「動詞」「目的語」 

Así fue como, ｱｼ･ﾌｴ･ｺﾓ adv. このようにして                              「副詞句」 

a la edad de seis años, ｱ･ﾗ･ｴﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 歳の時に             「副詞句」 

abandoné ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾈ 1 単点(abandonar)v.t 断念した、諦めた                  「動詞」 

una magnífica carrera ｳﾅ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ･ｶﾚﾗ n.f 素晴らしい職業を              「目的語」 

de pintor. ﾃﾞ･ﾋﾟﾝﾄｰﾙ adj.（同格）画家という                    「形容詞句」 

 

僕のデッサン第 1 号と第 2 号の失敗によって、僕は落胆させられたのだった。 

Estaba desalentado por el fracaso de mi dibujo número 1 y de mi dibujo número 2. 

「動詞句」「副詞句」 

Estaba desalentado ｴｽﾀﾊﾞ･ﾃﾞｻﾚﾝﾀﾄﾞ 1 単線･受動(desalentar) 

v.t 落胆させられた                                                  「動詞句」 

por el fracaso ﾎﾟﾙ･ｴﾙﾌﾗｶｰｿ adv.（原因）失敗によって                     「副詞句」 

de mi dibujo número 1 y de mi dibujo número 2. 

 ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳｰﾉ･ｲ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ﾄﾞｽ 

 adv. 僕のデッサン第 1 号と第 2 号の                           「形容詞句」 

 

大人の人は、たった一人では決して何も分からない、そしていつもいつも彼らに説明しな

ければならないのは、子供たちにとってうんざりである。 

Las personas grandes nunca comprenden nada por sí solas, y es agotador para los niños 

tener que darles siempre y siempre explicaciones. 

「主語」「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」「補語」「副詞句」「主語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人は                  「主語」 
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nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

comprenden ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾝ 3 複現(comprender)v.t 分かる                       「動詞」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

por sí solas, ﾎﾟﾙ･ｼ･ｿﾗｽ adv. たった一人では                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

agotador ｱｺﾞﾀﾄﾞｰﾙ adj. 疲れさせる、うんざりする                          「補語」 

para los niños ﾊﾟﾗ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ adv. 子供たちにとっては                      「副詞句」 

tener que ﾃﾈｰﾙ･ｹ 不定詞 〜しなければならないことは                       「主語」 

darles ﾀﾞﾙ･ﾚｽ 不定詞(dar+les)v.t 彼らに与える                       「動詞句」 

siempre y siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｲ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつもいつも                「副詞句」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                             「目的語」 

 

それで別の職業を選ばなければならなかったので、飛行機の操縦の仕方を習った。そして

ほとんど世界中を飛び回った。 

 Debí, pues, elegir otro oficio y aprendí a pilotar aviones. Volé un poco por todo el mundo.

「動詞句」「目的語」y「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」 

Debí, pues, elegir ﾃﾞﾋﾞ･ﾌﾟｴｽ･ｴﾚﾋｰﾙ 1 単点･義務(deber+不定詞+pues) 

   v.t それで〜を選ばなければならなかった                              「動詞句」 

otro oficio ｵﾄﾛ･ｵﾌｨｼｵ n.m 別の職業を                                    「目的語」 

y ｲ conj. それで 

aprendí a +不定詞 ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ･ｱ 1 単点･学習(aprender a+不定詞) 

   v. 〜の仕方を習った                                                 「動詞句」 

pilotar ﾋﾟﾛﾀｰﾙ 不定詞 v.t 操縦する                                 「動詞」 

aviones. ｱﾋﾞﾖﾈｽ pl.n.m 飛行機を                                        「目的語」 

Volé ﾎﾞﾚ 1 単点(volar)v.i 飛び回った                                       「動詞」 

un poco por todo el mundo. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾎﾟﾙ･ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ 

 adv. ほとんどいたるところを、ほぼ世界中を                           「副詞句」 

 

確かに、地理学は大いに私の役に立った。 

Es cierto que la geografía me sirvió de mucho.                「動詞」「補語」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 確かな                                                   「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

la geografía ﾗ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｱ n.f 地理学は                                 「主語」 

me ﾒ pron 私にとって                                         「間接目的語」 
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sirvió ｼﾙﾋﾞｵ 3 単点(servir)v.i 役に立った                              「動詞」 

de mucho. ﾃﾞ･ﾑﾁｮ adv. 大いに                                      「副詞句」 

  「〜は確かだ。」→「確かに〜だ。」 

 

地理学を勉強していたおかげで、一目で中国とアリゾナ州を見分けることが出来た。 

Al primer golpe de vista estaba en condiciones de distinguir China de Arizona.  

「副詞句」,「動詞」「補語」 

Al primer golpe de vista ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾙ･ｺﾞﾙﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾋﾞｽﾀ adv. 一目で              「副詞句」 

  primero ﾌﾟﾘﾒﾛ adj. 最初の golpe ｺﾞﾙﾍﾟ n.m 一撃 vista ﾋﾞｽﾀ n.f 視線 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

en condiciones ｴﾝ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ adv. 良い状態の → 準備が出来た              「補語」 

de distinguir ﾃﾞ･ﾃﾞｨｽﾁﾝｸﾞｲｰﾙ adv. 見分けるために                  「副詞句」 

 「見分ける準備が出来ていた」→「見分けることができた」 

China de Arizona. ﾁﾅ･ﾃﾞ･ｱﾘｿﾅ n.f 中国とアリゾナ州を       「目的語」 

フランス語原文では、 

Je savais reconnaître と簡素な表現である。スペイン語では単純に、podía distinguir と

せず含みを持たせているところがスペイン人の感性なのかもしれない 

 

夜間、道に迷ってしまったら、地理学は大変役に立つ。 

Es muy útil si uno llega a extraviarse durante la noche.     「動詞」「補語」「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy útil ﾑｲ･ｳﾃｨﾙ adj. 大変役に立つ                                       「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

uno ｳｰﾉ pron 誰かが                                              「主語」 

llega a extraviarse ｼﾞｪｶﾞ･ｱ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱﾙｾ 3 単現･結果(llegar a+不定詞) 

   v.pr 道に迷うことになる                                       「動詞句」 

durante la noche. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜の間に、夜間に              「副詞句」 

 

このようにして僕の人生の流れにおいて、沢山の真面目な人たちと沢山の交際をした。 

Tuve así, en el curso de mi vida, muchísimas relaciones con muchísima gente seria. 

「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t を持った                                       「動詞」 

así, ｱｼ adv. このようにして                                               「副詞」 

en el curso de mi vida, ｴ･ﾈﾙ･ｸﾙｿ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 僕の人生の流れにおいて   「副詞句」 

muchísimas relaciones ﾑｷｼﾏｽ･ﾚﾗｼｵﾈｽ pl.n.f 沢山の交際を                  「目的語」 

  mucho + -ísimo → muchísimo → muchísimas adj.f（絶対最上級）たくさんの 
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con muchísima gente seria. ｺﾝ･ﾑｷｼﾏ･ﾍﾝﾃ･ｾﾘｱ adv. 沢山のまじめな人たちと  「副詞句」 

 

長い間大人の人たちと一緒に暮らして、とても近くから彼らを見てきた。この経験を通し

ても、僕は大人に対する見解をあまり改善することはなかった。 

Viví mucho con personas grandes. Las he visto muy de cerca. No he mejorado 

excesivamente mi opinión. 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「目的語」「動詞句」「副詞」┃「動詞句」「副詞」「目的語」 

Viví ﾋﾞﾋﾞ 1 単点(vivir)v.i 暮らした                                         「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. たくさん、長い間                                         「副詞」 

con personas grandes. ｺﾝ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人の人たちと            「副詞句」 

Las ﾗｽ pron.pl. 彼らを                                                 「目的語」 

he visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 見てきた                           「動詞句」 

muy de cerca. ﾑｲ･ﾃﾞ･ｾﾙｶ adv. とても近くから                              「副詞」 

No he mejorado ﾉ･ｴ･ﾒﾎﾗﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(mejorar)v.t 改善しなかった  「動詞句」 

excesivamente ｴｸｾｼﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 過度に、（否定文で）あまり                  「副詞」 

mi opinión. ﾐ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.f 僕の見解を                                     「目的語」 

 

少し聡明そうな大人の人に出会った時は、いつも持ち歩いていた僕のデッサン第 1 号を使

って試験をした。 

 Cuando encontré alguna que me pareció un poco lúcida, hice la experiencia de mi 

dibujo número 1, que siempre he conservado.  「副詞節」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

encontré ｴﾝｺﾝﾄﾚ 1 単点(encontrar)v.t 出会った                      「動詞」 

alguna ｱﾙｸﾞﾅ pron (alguna persona grande の略) 大人の人の誰かに 「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕にとって                             「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた          「動詞」 

un poco lúcida, ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾙｼﾀﾞ adj.f 少し聡明な              「補語」 

hice ｲｾ 1 単点(hacer)v.t 〜をした                                          「動詞」 

la experiencia ﾗ･ｴｸｽﾍﾟﾘｴﾝｼｱ n.f 試験を                                  「目的語」 

de mi dibujo número 1, ﾃﾞ･ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾇﾒﾛ･ｳﾉ adv. 僕のデッサン第 1 号で    「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                           「形容詞節」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                              「副詞」 

he conservado. ｴ･ｺﾝｾﾙﾊﾞﾄﾞ 1 単現･完了形(conservar) 

v.t 保管していた、持っていた                        「動詞句」 
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僕は、その人が本当に物わかりが良い人かどうかを知りたかったのだ。でも、大人の人は

いつも僕に答えた。「それは帽子だよ。」その時は、その人には、ボア大蛇についても、原

始林についても、星についても話さなかった。 

Quería saber si era verdaderamente comprensiva. Pero siempre me respondía: «Es un 

sombrero.» Entonces no le hablaba ni de serpientes boas, ni de bosques vírgenes, ni de 

estrellas.  「動詞句」「目的語」┃Pero「副詞」「間接目的語」「動詞」：《「動詞」「補語」》 

「副詞」「動詞句」「目的語」 

Quería saber ｹﾘｱ･ｻﾍﾞｰﾙ 1 単線･願望(querer+不定詞)v.t 知りたかった       「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i（時制の一致）（その人が）〜である              「動詞」 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                           「副詞」 

comprensiva. ｺﾝﾌﾟﾚﾝｼﾊﾞ adj. 物わかりの良い                        「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

respondía: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un sombrero.» ｳﾝ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子                                        「補語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで、その時は                                   「副詞」 

no le hablaba ﾉ･ﾚ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 1 単線･否定(hablar+le)v.i その人に話さなかった  「動詞句」 

ni serpientes boas, ﾆ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ･ﾎﾞｱｽ pl.n.f ボア大蛇についても            「目的語」 

ni de bosques vírgenes, ﾆ･ﾃﾞ･ﾎﾞｽｹｽ･ﾋﾞﾙﾍﾈｽ pl.n.m 原始林についても       「目的語」 

ni de estrellas. ﾆ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星についても                        「目的語」 

  ni は並列否定に用いられる「〜も〜もない」 

 （名詞の並列否定）No tengo ni padre ni madre. 私には父も母もいない。（No が必要） 

 （動詞の並列否定）Ni fuma ni bebe. 彼は煙草も吸わないし、酒も飲まない。（No は不要） 

 

ぼくはその人の好みに合わせて、ブリッジやゴルフや政治やネクタイのことを話した。 

Me ponía a su altura. Le hablaba de bridge, de golf, de política y de corbatas.  

「動詞句」「副詞句」┃「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Me ponía ﾒ･ﾎﾟﾆｱ 1 単線(ponerse)v.pr 自分の身を置いた                   「動詞句」 

a su altura. ｱ･ｽ･ｱﾙﾄｩﾗ adv. その人の高さに                              「副詞句」 

   → その人のレベルや好みに合わせた 

Le ﾚ pron その人には                                              「間接目的語」 

hablaba ｱﾌﾞﾗﾊﾞ 1 単線(hablar)v.i (de について) 話した                      「動詞」 

de bridge, ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞ adv. ブリッジのこと                            「間接目的語」 
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de golf, ﾃﾞ･ｺﾞﾙﾌ adv. ゴルフのこと                                  「間接目的語」 

de política ﾃﾞ･ﾎﾟﾘﾁｶ adv. 政治のこと                                「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

de corbatas. ﾃﾞ･ｺﾙﾊﾞﾀｽ adv. ネクタイのこと                          「間接目的語」 

 

そうすると、その大人は、僕がこれほど分別があると知ってとても満足するのだった。 

Y la persona grande se quedaba muy satisfecha de haber conocido a un hombre tan 

razonable.                                      Y「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そうすると 

la persona grande ﾗ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f その大人の人は                      「主語」 

se quedaba ｾ･ｹﾀﾞﾊﾞ 3 単線(quedarse)v.pr すっかり〜の状態になった       「動詞句」 

muy satisfecha ﾑｲ･ｻﾃｨｽﾌｪﾁｬ adj.f とても満足した                          「補語」 

de +不定詞･完了形 ﾃﾞ adv.（原因）〜したことで                          「副詞句」 

haber conocido ｱﾍﾞｰﾙ･ｺﾉｼﾄﾞ 不定詞･完了形(conocer)v.t 知った      「動詞句」 

a un hombre ｱ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男が                               「目的語」 

tan razonable. ﾀﾝ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ adj. かくも分別のあると                   「補語」 

 

II 

 

6 年前サハラ砂漠での故障が起こるまで、このように（大人の話題に合わせて）、本心でお

しゃべりする相手が誰もいないまま、一人で暮らしていた。 

Viví así, solo, sin nadie con quien hablar verdaderamente, hasta que tuve una avería en 

el desierto del Sahara, hace seis años.                 「動詞」「副詞句」, 「副詞節」 

Viví ﾋﾞﾋﾞ 1 単点(vivir)v.i 暮らした                                         「動詞」 

así, solo, ｱｼ･ｿﾛ adv. このように一人で                                   「副詞句」 

sin nadie ｼﾝ･ﾅﾃﾞｨｴ adv. 誰もいないままで                               「副詞句」 

con quien hablar ｺﾝ･ｷｴﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adj. 一緒におしゃべりする      「形容詞句」 

verdaderamente, ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に、本心で        「副詞」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t 持つ                                    「動詞」 

una avería ｳﾅ･ｱﾍﾞﾘｱ n.f 故障                                    「目的語」 

en el desierto del Sahara, ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ･ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠で   「副詞句」 

hace seis años. ｱｾ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 年前                           「副詞句」 
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何かが僕のエンジンの中で壊れたのだ。そして僕と一緒に整備士も乗客もいなかったので、

僕はたった一人で困難な修理をやり遂げようとした。 

Algo se había roto en mi motor. Y como no tenía conmigo ni mecánico ni pasajeros, me 

dispuse a realizar, solo, una reparación difícil. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃Y「副詞節」,「動詞句」「副詞」「目的語」 

Algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが                                                   「主語」 

se había roto ｾ･ｱﾋﾞｱ･ﾛﾄ 3 単線･完了形(romperse)v.pr 壊れた               「動詞句」 

en mi motor. ｴﾝ･ﾐ･ﾓﾄｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                         「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

no tenía ﾉ･ﾃﾆｱ 1 単線･否定(tener)v.t いなかった                   「動詞句」 

conmigo ｺﾝﾐｺﾞ adv. 一緒に                                        「副詞」 

ni mecánico ni pasajeros, ﾆ･ﾒｶﾆｺ･ﾆ･ﾊﾟｻﾍﾛｽ 

 pl.n.m 整備士も乗客も〜ない                                 「目的語」 

me dispuse a +不定詞 ﾒ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｾ･ｱ 1 単点･準備(disponerse a+不定詞) 

   v.t 〜する準備をした、〜しようとした                                「動詞句」 

realizar, ﾚｱﾘｻｰﾙ 不定詞 v.t 実行する、実現する                      「動詞」 

solo, ｿﾛ adv. 一人で                                                     「副詞」 

una reparación difícil. ｳﾅ･ﾚﾊﾟﾗｼｵﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ n.f 困難な修理を              「目的語」 

 

僕にとっては、生きるか死ぬかの問題だった。せいぜい一週間分の水があった。 

Era, para mí, cuestión de vida o muerte. Tenía agua apenas para ocho días. 

「動詞」「副詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Era, ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

para mí, ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                       「副詞句」 

cuestión ｸｴｽﾁｵﾝ n.f 問題                                                 「補語」 

de vida o muerte. ﾃﾞ･ﾋﾞﾀﾞ･ｵ･ﾑｴﾙﾃ adj. 生きるか死ぬかの           「形容詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                         「動詞」 

agua ｱｸﾞｧ n.f 水                                                      「目的語」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. やっと、どうにか、せいぜい                  「副詞」 

para ocho días. ﾊﾟﾗ･ｵﾁｮ･ﾃﾞｨｱｽ adj. 一週間分の                         「形容詞句」 

   今日の曜日から一週間後の同じ曜日までの 8 日間 
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最初の夜、人が住んでいる全ての土地から千マイルも離れた砂の上で寝た。 

 La primera noche dormí sobre la arena a mil millas de toda tierra habitada. 

「副詞句」「動詞」「副詞句」 

La primera noche ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾉﾁｪ n.f 最初の夜                              「副詞句」 

dormí ﾄﾞﾙﾐ 1 単点(dormir)v.i 寝た                                         「動詞」 

sobre la arena ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の上に（で）                           「副詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                      「副詞句」 

de toda tierra ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾃｨｴﾗ adv. 全ての土地から                   「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（tierra に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 

 

大海の真ん中で難破してゴムボートに乗っている人より、もっと孤立していた。 

Estaba más aislado que un náufrago sobre una balsa en medio del océano. 

「動詞」「補語」「副詞句」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

más aislado ﾏｽ･ｱｲｽﾗﾄﾞ adj. ずっと孤立した                                「補語」 

que ｹ conj. 〜よりも                                                   「副詞句」 

un náufrago ｳﾝ･ﾅｳﾌﾗｺﾞ n.m 難破した人                           「目的語」 

sobre una balsa ｿﾌﾞﾚ･ｳﾅ･ﾊﾞﾙｻ adv. ゴムボートで                   「副詞句」 

en medio del océano. ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ｵｾｱﾉ adv. 大海の真ん中で「副詞句」 

 

だから夜明けに、奇妙な可愛らしい声が、僕を起こした時の驚きを想像できるだろう？ 

Imaginaos, pues, mi sorpresa cuando, al romper el día, me despertó una extraña 

vocecita que decía:                          「動詞句」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

Imaginaos, ｲﾏﾋﾅｵｽ 命・2 複現(Imaginados の d が消失する)(imaginarse) 

   v.t 想像してごらん、想像できるだろう？                              「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから                                                   「副詞」 

mi sorpresa ﾐ･ｿﾙﾌﾟﾚｻ n.f 僕の驚きを                                    「目的語」 

cuando, ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時の                                      「形容詞節」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜する時に                                 「副詞句」 

romper ﾛﾝﾍﾟｰﾙ 不定詞 v.i 始まる                          「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 1 日が                                「主語」 

  → 夜明けに 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

despertó ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾄ 3 単点(despertar)v.t 呼び起こした                「動詞」 

una extraña vocecita ｳﾅ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬ･ﾎﾞｾｼﾀ n.f 奇妙な可愛らしい声が   「主語」 

  extraña ｴｸｽﾄﾗﾆｬ adj.f 奇妙な vocecita ﾎﾞｾｼﾀ n.f 小声、可愛らしい声 
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que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

decía: ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                      「動詞」 

 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Por favor ..., ¡dibújame un cordero!             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

「え？」 

--- ¿Eh?                                                               《「間投」》 

¿Eh? ｴ int. なに？、え？                                                 「間投」 

 

「僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Dibújame un cordero...                                    《「動詞句」「目的語」》 

dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 

 

僕は、雷に打たれたかのように跳び起きた。目をこすった。あたりをよく見た。 

 Me puse en pie de un salto, como golpeado por un rayo. Me froté los ojos. Miré bien. 

「動詞句」「副詞句」,「副詞句」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞」 

Me puse ﾒ･ﾌﾟｾ 1 単点(ponerse)v.pr（姿勢を）とった                      「動詞句」 

en pie ｴﾝ･ﾋﾟｴ adv. 足の上に                                            「副詞句」 

de un salto, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｻﾙﾄ adv. 一跳びで                                    「副詞句」 

  → 跳び起きた 

como ｺｰﾓ adv. 〜のように                                              「副詞句」 

golpeado ｺﾞﾙﾍﾟｱﾄﾞ 過去分詞･受動(golpear)v.t 打たれた              「動詞」 

por un rayo. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾗｼﾞｮ adv. 雷に                              「副詞句」 

Me froté ﾒ･ﾌﾛﾃ 1 単点(frotarse)v.pr こすった                             「動詞句」 

los ojos. ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                            「目的語」 

Miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 

bien. ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                     「副詞」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

II 

  - 31 - 

すると、全く不思議な男の子が、僕を真剣に眺めているのが見えた。 

Y vi un hombrecito enteramente extraordinario que me examinaba gravemente. 

Y「動詞」「目的語」「形容詞節」 

Y ｲ conj. そして 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

un hombrecito ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 男の子を                                 「目的語」 

  hombrecito : hombre+-cito「小さい」 

enteramente extraordinario ｴﾝﾃﾗﾒﾝﾃ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ 

 adj. 全く不思議な                                          「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

examinaba ｴｸｻﾐﾅﾊﾞ 3 単線(examinar)v.t 調査していた、眺めていた 「動詞」 

gravemente. ｸﾞﾗｰﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 真剣に                              「副詞」 

 

ここに、後になって描くことが出来た最良の肖像画がある。 

He aquí el mejor retrato que, más tarde, logré hacer de él. 

「動詞」「副詞」「目的語」「形容詞節」 

He ｴ 3 単現(haber)v.t ある                                               「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

el mejor retrato ｴﾙ･ﾒﾎｰﾙ･ﾚﾄﾗﾄ n.m 最良の肖像画                         「目的語」 

que, ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

más tarde, ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                           「副詞句」 

logré hacer ﾛｸﾞﾚ･ｱｾｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

v.t 描くことが出来た                                      「動詞句」 

de él. ﾃﾞ･ｴﾙ adj. 彼の（肖像画）                            「形容詞句」 

 

しかし、たしかに僕の絵は、実物に比べるとかなり魅力に欠けている。 

Pero seguramente mi dibujo es mucho menos encantador que el modelo. 

Pero「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

seguramente ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. たしかに                                       「副詞」 

mi dibujo ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の絵は                                         「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

mucho menos encantador ﾑﾁｮ･ﾒﾉｽ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞｰﾙ adj. かなり魅力に欠けている    「補語」 

que el modelo. ｹ･ｴﾙ･ﾓﾃﾞﾛ adv. 実物よりも                           「副詞句」 
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それは僕の責任ではない。僕が 6 歳の時に、大人達が絵描きの職業に進むことをあきらめ

させたので、中の見えないボアと中の見えるボアしか描き方を学ばなかったのだ。 

No es por mi culpa. Las personas grandes me desalentaron de mi carrera de pintor 

cuando tenía seis años y sólo había aprendido a dibujar las boas cerradas y las boas 

abiertas.       「動詞句」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「副詞節」 

y「動詞句」「目的語」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

por mi culpa. ﾎﾟﾙ･ﾐ･ｸﾙﾊﾟ adv. 僕の責任による                              「補語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人たちが                  「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

desalentaron ﾃﾞｻﾚﾝﾀﾛﾝ 3 複点(desalentar)v.t 気落ちさせた                  「動詞」 

de mi carrera de pintor ﾃﾞ･ﾐ･ｶﾚﾗ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾝﾄｰﾙ adv. 絵描きの職業から        「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（年齢が）〜歳であった                   「動詞」 

seis años ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ pl.n.m 6 歳                                   「目的語」 

y ｲ conj. それで 

sólo había aprendido a +不定詞 ｿﾛ･ｱﾋﾞｱ･ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ･ｱ 1 単現･完了形 

   (aprender a+不定詞)v.t 〜のやりかたしか学ばなかった                  「動詞句」 

dibujar ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t 描く                                   「動詞」 

las boas cerradas y las boas abiertas. ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｾﾗﾀﾞｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ 

   pl.n.f 中の見えないボアと中の見えるボア                              「目的語」 

 

それで僕は、驚きのために見開いた眼でその出現者を見つめた。忘れないでほしい、この

時僕は、人の住むあらゆる地域から千マイルも離れた所にいたのだ。 

 Miré, pues, la aparición con los ojos absortos por el asombro. No olvidéis que me 

encontraba a mil millas de toda región habitada. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Miré, ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

la aparición ﾗ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f その出現者を                                 「目的語」 

con los ojos absortos ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ･ｱﾌﾞｿﾙﾄｽ adv. 見開いた眼で                「副詞句」 

  absorto ｱﾌﾞｿﾙﾄ adj. 没頭した、驚いた、呆然とした、目を見張る 

por el asombro. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱｿﾝﾌﾞﾛ adv. 驚きのために                         「副詞句」 

No olvidéis ﾉ･ｵﾙﾋﾞﾃﾞｲｽ 命・2 複現･否定(olvidar)v.t 忘れないでほしい       「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me encontraba ﾒ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 1 単線(encontrarse)v.pr（場所に）いた 「動詞句」 
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a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                     「副詞句」 

de toda región ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ adv. 全ての地域から                  「副詞句」 

habitada. ｱﾋﾞﾀﾀﾞ adj.f（región に性･数一致）人が住んでいる「形容詞」 

 

 

その上この男の子は、僕からすると、道に迷った風にも、疲労で死にそうにも、空腹で死

にそうにも、喉が渇いて死にそうにも、恐怖で死にそうにも見えなかった。 

Además, el hombrecito no me parecía ni extraviado, ni muerto de fatiga, ni muerto de 

hambre, ni muerto de sed, ni muerto de miedo. 

「副詞」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

Además, ｱﾃﾞﾏｽ adv. その上                                               「副詞」 

el hombrecito ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m この男の子は                               「主語」 
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no ...parecía ﾉ...ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線･否定(parecer)v.i 〜のように見えなかった      「動詞句」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

ni extraviado, ﾆ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱﾄﾞ adj.（ni は否定の併記）道に迷った〜でない      「補語」 

ni muerto de fatiga, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ﾌｧﾃｨｶﾞ adj. 疲労で死にそうな〜でない        「補語」 

 muerto ﾑｴﾙﾄ adj. 死にそうな de ﾃﾞ prep 〜のために fatiga ﾌｧﾃｨｶﾞ n.f 疲労 

ni muerto de hambre, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ｱﾝﾌﾞﾚ adj. 空腹で死にそうな〜でない       「補語」 

ni muerto de sed, ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ｾﾄﾞ adj. 喉が渇いて死にそうな〜でない         「補語」 

ni muerto de miedo. ﾆ･ﾑｴﾙﾄ･ﾃﾞ･ﾐｴﾄﾞ adj. 恐怖で死にそうな〜でない          「補語」 

hambre ｱﾝﾌﾞﾚ n.f 空腹 sed ｾﾄﾞ n.f 喉の渇き miedo ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖 

 

人が住むあらゆる地域から千マイルも離れた砂漠の真ん中で、途方に暮れた子供といった

様子が全くなかった。僕はやっと口がきけるようになって、彼に言った。 

No tenía en absoluto la apariencia de un niño perdido en medio del desierto, a mil millas 

de toda región habitada. Cuando al fin logré hablar, le dije: 

「動詞句」「目的語」「形容詞節」┃「副詞節」,「間接目的語」「動詞」 

No tenía en absoluto ﾉ･ﾃﾆｱ･ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ 3 単線･否定(tener)v.t 全くなかった 「動詞句」 

 en absoluto ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ adv.（否定文で）まったく（〜でない） 

la apariencia ﾗ･ｱﾊﾟﾘｴﾝｼｱ n.f 様子、外観、見かけ                        「目的語」 

de un niño perdido ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた子供の        「形容詞句」 

 perdido ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾄﾞ adj. 途方に暮れた、道に迷った 

en medio del desierto, ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の真ん中で「副詞句」 

a mil millas de toda región habitada. ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾄﾀﾞ･ﾚﾋｵﾝ･ｱﾋﾞﾀﾀﾞ 

   adv. 人が住むあらゆる地域から千マイルの所で              「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに、やっと                               「副詞句」 

logré hablar, ﾛｸﾞﾚ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ 1 単点･達成(lograr+不定詞) 

   v.i 話せるようになった                                       「動詞句」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「でも．．．こんなところで何をしているの？」 

--- Pero ... ¿qué haces aquí?                       《Pero 「目的語」「動詞」「副詞」》 

Pero ... ﾍﾟﾛ conj. でも 

¿qué ｹ pron 何を                                                      「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t している                                       「動詞」 

aquí? ｱｷ adv. ここで                                                     「副詞」 
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すると、彼はとても重大な事のようにとても静かに繰り返した。 

Repitió entonces, muy suavemente, como si fuese una cosa muy seria: 

「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                「動詞」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると                                             「副詞」 

muy suavemente, ﾑｲ･ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. とても静かに                        「副詞句」 

 suavemente ｽゎ-ﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

si ｼ conj. もし〜なら、もしかして〜                                「強調」 

fuese ﾌｴｾ 接・3 単過(ser)v.i 〜である                               「動詞」 

una cosa muy seria: ｳﾅ･ｺｰｻ･ﾑｲ･ｾﾘｱ n.f とても重大な事               「補語」 

 

「お願いだから、僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- Por favor ..., dibújame un cordero...             《「呼びかけ」「動詞句」「目的語」》 

Por favor ..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                             「呼びかけ」 

¡dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい      「動詞句」 

  me は「間接目的語」「僕のために」 

un cordero! ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                       「目的語」 

 

神秘があまりにも感動的な時には、それに従わずにはいられないものだ。 

 Cuando el misterio es demasiado impresionante no es posible desobedecer. 

「副詞節」,「動詞句」「補語」「主語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

el misterio ｴﾙ･ﾐｽﾃﾘｵ n.m 神秘が、謎が                             「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

demasiado impresionante ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｲﾝﾌﾟﾚｼｮﾅﾝﾃ adj. あまりにも感動的な「補語」 

 demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりにも impresionante ｲﾝﾌﾟﾚｼｮﾅﾝﾃ adj. 感動的な 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

posible ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 可能な                                                「補語」 

desobedecer. ﾃﾞｿﾍﾞﾃﾞｾｰﾙ 不定詞 v.t 従わない事は                           「主語」 
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人が住んでいる全ての場所から千マイルも離れたところで、しかも死の危険にさらされな

がら、羊の絵を描くなんてことは、馬鹿げた事と思われたが、僕はポケットから 1 枚の紙

と万年筆を取り出した。 

Por absurdo que me pareciese, a mil millas de todo lugar habitado y en peligro de 

muerte, saqué del bolsillo una hoja de papel y una estilográfica. 

「補語」「間接目的語」「動詞」,「副詞句」 

「動詞」「副詞句」「目的語」 

Por absurdo ﾎﾟﾙ･ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞ adv. 馬鹿げた事と                               「補語」 

que ｹ conj.（主語と動詞の間に挿入して逆接）〜ではあるが 

me ﾒ pron 自分に                                                 「間接目的語」 

pareciese, ﾊﾟﾚｼｴｾ 接・1 単過(parecer)v.i 〜のように見えた                  「動詞」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｬｽ adv. 千マイルの所に                             「副詞句」 

de todo lugar ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. 全ての場所から                          「副詞句」 

habitado. ｱﾋﾞﾀﾄﾞ adj.f（lugar に性･数一致）人が住んでいる        「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

en peligro de muerte, ｴﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾑｴﾙﾃ adv. 死の危険の中で             「副詞句」 

 peligro ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険 muerte ﾑｴﾙﾃ n.f 死 

saqué ｻｹ 1 単点(sacar)v.t 取り出した                                      「動詞」 

del bolsillo ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                               「副詞句」 

una hoja de papel ｳﾅ･ｵﾊ･ﾃﾞ･ﾊﾟﾍﾟﾙ n.f 紙を 1 枚                           「目的語」 

y ｲ conj. そして 

una estilográfica. ｳﾅ･ｴｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌｨｶ n.f 万年筆                             「目的語」 

 

その時、僕は主に地理学、歴史学、計算そして文法を勉強したことを思い出して、その坊

やに（少し不機嫌な様子で）「絵は描けない」と言った。すると彼は答えた。 

Recordé entonces que había estudiado principalmente geografía, historia, cálculo y 

gramática, y dije al hombrecito (con un poco de mal humor) que no sabía dibujar. Me 

contestó:  「動詞」「副詞」「目的語」y「動詞」「間接目的語」（「副詞句」）「直接目的語」 

「間接目的語」「動詞」 

Recordé ﾚｺﾙﾃﾞ 1 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                              「副詞」 

que ｹ conj. 〜といういことを                                           「目的語」 

había estudiado ｱﾋﾞｱ･ｴｽﾄｩﾃﾞｨｱﾄﾞ 1 単線･完了形(estudiar)v.t 勉強した「動詞句」 

principalmente ﾌﾟﾘﾝｼﾊﾟﾙﾒﾝﾃ adv. 主に                              「副詞」 

geografía, historia, cálculo y gramática, ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｰｱ･ｲｽﾄﾘｱ･ｶﾙｸﾛ･ｸﾞﾗﾏﾃｨｶ 

   pl.n. 地理学、歴史学、計算そして文法を                        「目的語」 
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y ｲ conj. そして 

dije ﾃﾞｨﾍ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al hombrecito ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ adv. その坊やに                           「間接目的語」 

 (con un poco de mal humor) ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾏﾙ･ｳﾓｰﾙ 

   adv. 少し機嫌の悪い様子で                                           「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

no sabía dibujar. ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 1 単線･可能･否定(saber+不定詞) 

   v.t 描けない                                                 「動詞句」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestó: ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                 「動詞」 

 

「構わないよ！僕に子羊を描いてちょうだい！」 

--- No importa. Dibújame un cordero.             《「動詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

No importa. ﾉ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importar)v.i 重要ではない、構わない    「動詞句」 

dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 

 

僕は羊の絵を描いたことが一度もなかったので、描くことが出来た 2 つの絵のうちの 1 つ

を描いた。 

 Como jamás había dibujado un cordero, rehíce uno de los dos únicos dibujos que era 

capz de hacer.                             「副詞節」,「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 一度も〜ない                                     「副詞」 

había dibujado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dibujar)v.t 絵を描いた「動詞句」 

un cordero, ｳﾝ･ｺﾛｳﾃﾞﾛ n.m 羊を                                 「目的語」 

rehíce ﾚｲｾ 1 単点(rehacer)v.t また描いた                                   「動詞」 

uno ｳﾉ pron 一つの絵を                                                「目的語」 

de los dos únicos dibujos ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ｳﾆｺｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ adj. 2 つの絵の内の「形容詞句」 

que ｹ pron 〜する                                               「形容詞節」 

era ｴﾗ 1 単線(ser)v.i 〜であった                              「動詞」 

capz de hacer. ｶﾊﾟｽ･ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ adj. 描くことが出来る             「補語」 

 

中の見えないボア大蛇の絵である。そしてその坊やが僕に答えたことを聞

いて、僕はびっくり仰天した。 

El de la boa cerrada. Quedé estupefacto cuando oí al hombrecito que me 

respondía:                       「主語」┃「動詞」「補語」「副詞節」 
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El ｴﾙ pron（dibujo の代用）絵である                                      「主語」 

de la boa cerrada. ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞｱ･ｾﾗﾀﾞ adj. 中の見えないボア大蛇の     「形容詞句」 

Quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i（+補語）〜になった                           「動詞」 

estupefacto ｴｽﾄｩﾍﾟﾌｧｸﾄ adj. びっくり仰天した                              「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜して                                   「副詞節」 

oí ｵｲ 1 単点(oír)v.t 聞いた                                         「動詞」 

al hombrecito ｱﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ adv. その坊やの                    「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                    「直接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                 「間接目的語」 

respondía: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(responder)v.t 答えた        「動詞」 

 

「違う、違う！僕はボア大蛇に飲み込まれた象なんて欲しくないよ。ボア大蛇はとても危

険だし、象はとても場所ふさぎなんだから。」 

---¡No! ¡No! No quiero un elefante dentro de una boa. Una boa es muy peligrosa y un 

elefante muy voluminoso. 

《「応答」┃「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」y「主語」「補語」》 

¡No! ¡No! ﾉ･ﾉ adv. 違う、違う                                           「応答」 

No quiero ﾉ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer)v.t 欲しくない                       「動詞句」 

un elefante ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象なんて                                    「目的語」 

dentro de una boa. ﾃﾞﾝﾄﾛ･ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾎﾞｱ adj. ボア大蛇に飲み込まれた「形容詞句」 

Una boa ｳﾅ･ﾎﾞｱ n.f ボア大蛇は                                           「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy peligrosa ﾑｲ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛｻ adj.f とても危険な                              「補語」 

y ｲ conj. そして 

un elefante  ｳﾝ･ｴﾚﾌｧﾝﾃ n.m 象は                                         「主語」 

muy voluminoso. ﾑｲ･ﾎﾞﾙﾐﾉｿ adj. とてもかさばる、場所ふさぎな             「補語」 

 

「僕の所は、本当に小さいんだ。だから子羊が必要なんだ。僕に子羊を描いて。」 

En mi casa todo es pequeño. Necesito un cordero. Dibújame un cordero. 

《「副詞句」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

En mi casa todo ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕のところは                             「副詞句」 

  todo は強調 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

pequeño. ﾍﾟｹﾆｮ adj. 小さい                                               「補語」 

Necesito ﾈｾｼﾄ 1 単現(necesitar)v.t 〜が必要である                          「動詞」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊                                          「目的語」 
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Dibújame ﾃﾞｨﾌﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dibujar+me)v.t 僕に描いてちょうだい       「動詞句」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                        「目的語」 

 

それで僕は描いた。その坊やは注意深く眺めてから、言った。 

Entonces dibujé. El hombrecito miró atentamente. Luego dijo: 

「副詞」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞」┃「副詞」「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

dibujé. ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた                                   「動詞」 

El hombrecito ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m その坊やは                                 「主語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た、眺めた                                     「動詞」 

atentamente. ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 注意深く                                      「副詞」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「いや違うよ！この子羊はひどい病気にかかっている。別のを描いてよ！僕は別のを描い

た。僕の友人は寛大な態度で優しく微笑んだ。」 

--- ¡No! Este cordero está muy enfermo. Haz otro. Yo dibujaba. Mi amigo sonrió 

amablemente, con indulgencia:《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

¡No! ﾉ adv. いや違うよ！                                                 「応答」 

Este cordero ｴｽﾃ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m この子羊は                                   「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現（ser）v.i 〜である                                        「動詞」 

muy enfermo. ﾑｲ･ｴﾝﾌｪﾙﾓ adj. ひどい病気の                                「補語」 

Haz ｱｽ 命・2 単現(hacer)v.t 描いてちょうだい                              「動詞」 

otro. ｵﾄﾛ pron 他の羊を                                                「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

dibujaba. ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾊﾞ 1 単線(dibujar)v.t 描いた                               「動詞」 

Mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友人は                                         「主語」 

sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                    「動詞」 

amablemente, ｱﾏﾌﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 優しく                                       「副詞」 

con indulgencia: ｺﾝ･ｲﾝﾄﾞﾙﾍﾝｼｱ adv. 寛大な態度で                         「副詞句」 

 

「よく見てよ！これはおとなしい子羊じゃあなくて、気の荒い雄羊だよ。

だって角があるもの。」 

---¿Ves?... No es un cordero; es un carnero. Tiene cuernos... 

《「動詞」┃「動詞句」「補語」;「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 
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¿Ves?... ﾍﾞｽ 2 単現･命令(ver)v.t よく見てよ                                 「動詞」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

un cordero; ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m おとなしい子羊                                  「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un carnero. ｳﾝ･ｶﾙﾈﾛ n.m 気の荒い雄羊                                    「補語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

cuernos... ｸｪﾙﾉｽ pl.n.m 角                                              「目的語」 

 

それで、もう一度僕の絵を描きなおした。しかし彼はそれを前作と同様に拒否した。 

Rehíce, pues, otra vez mi dibujo. Pero lo rechazó como los anteriores: 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃Pero「目的語」「動詞」「副詞句」 

Rehíce, ﾚｲｾ 1 単点(rehacer)v.t 描きなおした                                「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                         「副詞句」 

mi dibujo. ﾐ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 僕の絵を                                       「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

rechazó ﾚﾁｬｿ 3 単点(rechazar)v.t 拒絶した、却下した                       「動詞」 

como los anteriores: ｺﾓ･ﾛｽ･ｱﾝﾃﾘｵﾚｽ adv. 前作と同様に                    「副詞句」 

 anterior ｱﾝﾃﾘｵｰﾙ adj. 前の lo anterior ﾛ･ｱﾝﾃﾘｵｰﾙ n.m 前作 

 

 

 

 

「これは年をとりすぎているよ。僕は長生きしそうな羊が欲しいんだよ。」 

--- Éste es demasiado viejo. Quiero un cordero que viva mucho tiempo. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Éste ｴｽﾃ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

demasiado viejo. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとりすぎた                         「補語」 

 demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりに viejo ﾋﾞｴﾎ adj. 年をとった 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 欲しい                                       「動詞」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                          「目的語」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

viva ﾋﾞﾊﾞ 接・3 単現(vivir)v.i 生きるだろう                       「動詞」 

mucho tiempo. ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い間                         「副詞句」 
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それから、僕は急いでエンジンの分解をしたかったので、我

慢しきれずに、こんな絵をなぐり描きして、彼に言った。 

Entonces, impaciente, como tenía prisa por comenzar a desmontar mi motor, garabateé 

este dibujo. Y le largué:       「副詞句」,「動詞」「目的語」┃Y「間接目的語」「動詞」 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

impaciente, ｲﾝﾊﾟｼｴﾝﾃ adj. 忍耐力のない（状態になって）                   「副詞」 

como ｺｰﾓ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t あった                                  「動詞」 

prisa ﾌﾟﾘｻ n.f 緊急性                                           「目的語」 

por +不定詞 ﾎﾟﾙ adj. 〜するための                             「形容詞句」 

comenzar a desmontar ｺﾒﾝｻｰﾙ･ｱ･ﾃﾞｽﾓﾝﾀｰﾙ 不定詞･開始 

v.t 分解を始める                                    「動詞句」 

mi motor, ﾐ･ﾓﾄｰﾙ n.m エンジンを                       「目的語」 

garabateé ｶﾞﾗﾊﾞﾃｴ 1 単点(garabatear)v.t なぐり描きした                    「動詞」 

este dibujo. ｴｽﾃ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m こんな絵を                                 「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

largué: ﾗﾙｹﾞ 1 単点(largar)v.t 言った                                      「動詞」 

 

「これは箱だよ。君が欲しがっている羊は中にいるよ。」 

--- Ésta es la caja. El cordero que quieres está dentro. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」》 

Ésta ｴｽﾀ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la caja. ﾗ･ｶﾊ n.f 箱                                                      「補語」 

El cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊は                                            「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 欲しがっている              「動詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i（存在）いる                                      「動詞」 

dentro. ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中に                                                  「副詞」 

 

僕の幼い審判員の顔がパット輝いたのを見て、僕は本当に驚いた。 

Quedé verdaderamente sorprendido al ver iluminarse el rostro de mi joven juez : 

「動詞」「補語」「副詞句」 

Quedé ｹﾃﾞ 1 単点(quedar)v.i（〜の状態に）なった                          「動詞」 
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verdaderamente sorprendido ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. 本当に驚いた    「補語」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜して                                              「副詞句」 

ver ﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 見る                                          「動詞」 

iluminarse ｲﾙﾐﾅﾙｾ 不定詞 v.pr（顔が）輝く                         「補語」 

el rostro ｴﾙ･ﾛｽﾄﾛ n.m 顔が                                      「目的語」 

de mi joven juez : ﾃﾞ･ﾐ･ﾎﾍﾞﾝ･ﾌｴｽ adj. 僕の幼い審判員の   「形容詞句」 

 

「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊は草を沢山食べると思う？」 

--- ¡Es exactamente como lo quería! ¿Crees que necesitará mucha hierba este cordero? 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. まったく                                      「副詞」 

como ｺｰﾓ conj. 〜のような                                             「副詞句」 

lo ﾛ pron それ                                                 「目的語」 

quería! ｹﾘｱ 1 単点(querer)v.t 欲しかった                「形容詞節」 

  副詞句全体が「補語」になっている 

¿Crees ｸﾚｴｽ 2 単現(creer)v.t（疑問文で）〜と思うかい？                    「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

necesitará ﾈｾｼﾀﾗ 3 単未(necesitar)v.t 必要とするだろう              「動詞」 

mucha hierba ﾑﾁｬ･ｲｪﾙﾊﾞ n.f 沢山の草を                          「目的語」 

este cordero? ｴｽﾃ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m この羊は                              「主語」 

 

「どうして？」 

---¿Por qué?                                                          《「副詞句」》 

¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ？どうして？                                  「副詞句」 

 

「なぜって、僕の所は本当に小さいから．．．」 

--- Porque en mi casa todo es pequeño...           《Porque「副詞句」「動詞」「補語」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

en mi casa todo ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ･ﾄﾄﾞ adv. 僕の所は                              「副詞句」 

 todo は強調 

es ｴｽ 3 単未(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

pequeño... ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さい                                             「補語」 
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「きっと君の所に入ると思うよ。だってとても小さい羊をあげたんだから。」 

--- Cabrá seguramente. Te he regalado un cordero bien pequeño. 

《「動詞」「副詞」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Cabrá ｶﾌﾞﾗ 3 単未･推量(caber)v.i（君の所に）入るだろう                    「動詞」 

seguramente. ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. おそらく、きっと                              「副詞」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

he regalado ｴ･ﾚｶﾞﾗﾄﾞ 1 単現･完了形(regalar)v.t 贈った、あげた            「動詞句」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                      「直接目的語」 

bien pequeño. ﾋﾞﾔﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. とても小さい               「形容詞句」 

 

彼は絵の方に頭を傾けて覗き込んだ。 

 Inclinó la cabeza hacia el dibujo :                       「動詞」「目的語」「副詞句」 

Inclinó ｲﾝｸﾘﾉ 3 単点(inclinar)v.t 傾けた                                    「動詞」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                               「目的語」 

hacia el dibujo : ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adv. 絵の方に                            「副詞句」 

 

「それほど小さくないな！おや！眠ってしまったよ。」 

--- No tan pequeño ... ¡Mira! Se ha dormido ...     《「応答」┃「間投」┃「動詞句」》 

No tan pequeño ... ﾉ･ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. それほど小さくないな！                「応答」 

 tan ﾀﾝ adv.（否定文で）それほど〜でない 

¡Mira! ﾐﾗ adv.（驚き・奇異）おや！                                      「間投」 

Se ha dormido ... ｾ･ｱ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 3 単遠･完了形(dormirse)v.pr 眠ってしまった  「動詞句」 

 

このようにして僕はその王子様と知り合いになった。 

Y fue así como conocí al proncipito.                         Y「動詞」「副詞」「主語」 

Y ｲ conj. そして 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

como ｺﾓ conj. どのように〜するかということは、〜する様子は               「主語」 

conocí ｺﾉｼ 1 単点(conocer)v.t 知り合いになった                        「動詞」 

al proncipito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m その王子様と                        「目的語」 

 ser／estar ... 関係詞節 「〜するのは．．．」という強調構文 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

III 

  - 44 - 

III 

 

僕が王子様がどこから来たのかを理解するには長い時間が必要だった。王子様は、僕を質

問攻めにするけれど、僕の質問は全く聞いていないように見えた。 

Necesité mucho tiempo para comprender de dónde venía. El proncipito, que me acosaba 

a preguntas, nunca parecía oír las mías. 

「動詞」「目的語」「副詞句」┃「主語」「形容詞節」「副詞」「動詞句」「目的語」 

Necesité ﾈｾｼﾃ 1 単点(necesitar)v.t 〜が必要だった                          「動詞」 

mucho tiempo ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い時間が                               「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するためには                                   「副詞句」 

comprender ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 理解する                         「動詞」 

de dónde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ n. どこから〜したかということを               「目的語」 

venía. ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i 来た                             「動詞」 

El proncipito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

acosaba ｱｺｻﾊﾞ 3 単線(acosar)v.t 追いまわす                       「動詞」 

a preguntas, ｱ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｽ adv. 質問で                           「副詞句」 

 → 質問攻めにする 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

parecía oír ﾊﾟﾚｼｱ･ｵｲｰﾙ 3 単線(parecer+不定詞)v.i 聞いているように見える   「動詞句」 

las mías. ﾗｽ･ﾐｱｽ pl.n.f（las は preguntas の代用）僕の質問を              「目的語」 

 

そして、たまたま発せられた言葉だけを頼りにして、少しずつ全容を知ることが出来た。 

Y sólo por palabras pronunciadas al azar pude, poco a poco, enterame de todo. 

Y「副詞句」,「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

sólo por palabras ｿﾛ･ﾎﾟﾙ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ adv. 言葉によってだけ                  「副詞句」 

pronunciadas ﾌﾟﾛﾇﾝｼｱﾀﾞｽ 過去分詞・受動(pronunciar)adj.pl 発せられた    「形容詞」 

al azar ｱﾙ･ｱｻｰﾙ adv. たまたま、思いがけなく                     「副詞句」 

pude, ﾌﾟﾃﾞ 1 単点(poder+不定詞)v. 〜することができた                    「動詞句」 

poco a poco, ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しずつ                                    「副詞句」 

enterame ｴﾝﾃﾗﾙ･ﾒ 不定詞 v.pr(de+名詞) 〜を知る                  「動詞句」 

de todo. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞ pron 全容を                                            「目的語」 
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彼が初めて僕の飛行機を見たとき、（僕は飛行

機は描かない、僕には複雑すぎる絵だ）、彼は

僕に尋ねた。 

Cuando vio mi avión por primera vez (no dibujaré mi avión porque es un dibujo 

demasiado complicado para mí), me preguntó : 

「副詞節」,（「動詞句」「目的語」「副詞句」）,「間接目的語」「動詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜すると                                「副詞節」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                        「動詞」 

mi avión ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                             「目的語」 

por primera vez ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾗ･ﾍﾞｽ adv. 初めて                      「副詞句」 

(no dibujaré ﾉ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾚ 1 単未･意思･否定(dibujar)v.t 描かない              「動詞句」 

mi avión ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                                     「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら、〜なので                                   「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

un dibujo ｳﾝ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 絵                                        「補語」 

demasiado complicado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｺﾝﾌﾟﾘｶﾄﾞ adj. 複雑すぎる    「形容詞句」 

para mí), ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                 「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó : ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.i 尋ねた                            「動詞」 
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「この物は何なの？」 

--- ¿Qué es esta cosa?                                    《「動詞」「補語」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何                                                         「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

esta cosa? ｴｽﾀ･ｺｰｻ n.f この物は                                          「主語」 

 

「これは物ではないよ。これは飛ぶんだよ。飛行機だよ。僕の飛行機だよ。」 

--- No es una cosa. Vuela. Es un avión. Es mi avión. 

《「動詞句」「補語」┃「動詞」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

una cosa. ｳﾝｱ･ｺｰｻ n.f 物                                                 「補語」 

Vuela. ﾌﾞｴﾗ 3 単現(volar)v.i 飛ぶ                                          「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un avión. ｳﾝ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.f 飛行機                                            「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

mi avión. ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.f 僕の飛行機                                         「補語」 

 

そしてこれが飛ぶんだということを彼に分からせることが出来て、僕は誇らしくなった。

その時、彼は大声を上げた。 

 Y me sentí orgulloso haciéndole saber que volaba. Entonces exclamó : 

Y「動詞句」「補語」「副詞句」┃「副詞」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾃｨ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                  「動詞句」 

orgulloso ｵｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. 誇り高い、誇らしい                               「補語」 

haciéndole saber ｱｼｴﾝﾄﾞ･ﾚ･ｻﾍﾞｰﾙ 現在分詞･使役(hacer+人+不定詞) 

   v.t 彼に分からせることができて                                      「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

volaba. 3 単線(volar)v.i 飛ぶ                               「動詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

exclamó : ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ、大声を上げた                 「動詞」 

 

「なんだって？君は空から落ちてきたのかい？」 

--- ¿Cómo? ¿Has caído del cielo?                   《「感嘆」┃「動詞句」「副詞句」》 

¿Cómo? ｺﾓ int. 何だって！                                               「感嘆」 

¿Has caído ｱｽ･ｶｲﾄﾞ 2 単現･完了形(caer)v.i 落ちてきた                     「動詞句」 

del cielo? ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 空から                                           「副詞句」 
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「そうだよ。僕は謙虚に言った」 

--- Sí --- dije modestamente.                           《「応答」┃「動詞」「副詞」》 

Sí --- ｼ adv. そうだよ                                                    「応答」 

dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

modestamente. ﾓﾃﾞｽﾀﾒﾝﾃ adv. 謙虚に                                      「副詞」 

 

「ああ、それはおかしいな！」 

--- ¡Ah! ¡Qué gracioso!...                                               《「間投」》 

¡Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「間投」 

¡Qué gracioso!... ｹ･ｸﾞﾗｼｵｿ int. 何とおかしな！                             「間投」 

 

そう言って王子様は大声で笑って、僕をすごく苛立たせた。人々には僕の災難をまじめに

受け取って欲しいんだ。 

Y el principito soltó una magnífica carcajada que me irritó mucho. Quiero que se tomen 

en serio mis desgracias.   Y「主語」「動詞」「目的語」「形容詞節」┃「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

soltó ｿﾙﾄ 3 単点(soltar)v.t 発した                                          「動詞」 

una magnífica carcajada ｳﾅ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｶ･ｶﾙｶﾊﾀﾞ n.f すごく大きな笑い声を     「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                              「目的語」 

irritó mucho. ｲﾘﾄ･ﾑﾁｮ 3 単点(irritar)v.t すごく苛立たせた        「動詞句」 

Quiero ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 望む                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

se ｾ pron 人々は                                                 「主語」 

tomen ﾄﾒﾝ 接・3 複現(tomar)v.t 受け止める                         「動詞」 

en serio ｴﾝ･ｾﾘｵ adv. adv. 真剣に、真面目に                        「副詞句」 

mis desgracias. ﾐｽ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱｽ pl.n.f 僕の災難を                    「目的語」 

 

それから、彼は付け加えた。 

 Después agregó:                                                 「副詞」「動詞」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから                                           「副詞」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 
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「それじゃあ、君も空から来たんだね！どの惑星から来たの？」 

--- Entonces ¡tú también vienes del cielo! ¿De qué planeta eres? 

《「副詞」,「主語」「動詞」「副詞句」┃「補語」「動詞」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv.（接続詞的）それじゃあ                              「副詞」 

¡tú también ﾄｩ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 君も                                         「主語」 

vienes ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来た                                         「動詞」 

del cielo! ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 空から                                           「副詞句」 

¿De qué planeta ﾃﾞ･ｹ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. どの惑星から                             「補語」 

eres? ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

 → 「どの惑星の出身なの？」→ 「どの惑星から来たの？」 

 

瞬間的に、僕は、彼がこんなところに居るという謎の中に一筋の光が垣間見えたので、ぶ

っきらぼうに尋ねた。 

 Entreví rápidamente una luz en el misterio de su presencia y pregunté bruscamente : 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」y「動詞」「副詞」 

Entreví ｴﾝﾄﾚﾋﾞ 1 単点(entrever)v.t 垣間見た                               「動詞」 

rápidamente ﾗﾋﾟﾀﾞﾒﾝﾃ adv. すばやく                                      「副詞」 

una luz ｳﾅ･ﾙｰｽ n.f 一条の光を                                          「目的語」 

en el misterio ｴﾝ･ｴﾙ･ﾐｽﾃﾘｵ adv. 謎の中に                                「副詞句」 

de su presencia ﾃﾞ･ｽ･ﾌﾟﾚｾﾝｼｱ adj. 彼の存在という              「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

pregunté ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

bruscamente : ﾌﾞﾘｭｽｶﾒﾝﾃ adv. ぶっきらぼうに                              「副詞」 

 

「それじゃあ、君は他の惑星から来たの？」 

--- ¿Vienes, pues, de otro planeta?                             《「動詞」「副詞句」》 

¿Vienes, ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来た                                       「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それじゃあ                                               「副詞」 

de otro planeta? ﾃﾞ･ｵﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 他の惑星から                         「副詞句」 

 

しかし彼は僕に返事をしなかった。飛行機を見ながら、頭をそっと振っていた。 

 Pero no me contestó. Meneaba la cabeza suavemente mientras miraba el avión. 

Pero「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃「動詞」「目的語」「副詞」「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no ...contestó. ﾉ...ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点･否定(contestar)v.t 返事をしなかった         「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 
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Meneaba ﾒﾈｱﾊﾞ 3 単線(menear)v.t 振っていた                              「動詞」 

la cabeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                               「目的語」 

suavemente ｽゎﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、優しく                                 「副詞」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜しながら                                       「副詞節」 

miraba ﾐﾗﾊﾞ 3 単線(mirar)v.t 見ていた                             「動詞」 

el avión. ｴﾙ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 飛行機を                                 「目的語」 

 

「本当に、これを使ったのなら、それほど遠くから来ることはできなかったはずだ。」 

--- Verdad es que, en esto, no puedes haber venido de muy lejos ... 

《「補語」「動詞」「主語」》 

Verdad ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ adj. 本当、真実                                           「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

que, ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

en esto, ｴﾝ･ｴｽﾄ adv.（仮定の条件文として）これを使ったのなら      「副詞句」 

no puedes +不定詞･完了形 ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞｽ 2 単現･可能性･否定 

v.i 〜することが出来なかったはずだ（かもしれない）             「動詞句」 

haber venido ｱﾍﾞｰﾙ･ﾍﾞﾆﾄﾞ 不定詞･完了形(venir)v.i 来た     「動詞句」 

de muy lejos ... ﾃﾞ･ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv.（否定文で）そんなに遠くから        「副詞句」 

 la verdad es que+直説法 「本当は〜だ」que 節が仮定法の条件文+帰結文になっている 

 → 「本当の所、この飛行機を使ったのなら、そんなに遠くから来られたはずがないな。」 

 

そして彼は夢想に沈み込み、それは長く続いた。 

 Y se hundió en un ensueño que duró largo tiempo.  Y「動詞」「副詞句」,「形容詞節」 

Y ｲ conj. そして 

se hundió ｾ･ｳﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(hundirse)v.pr 沈んでいった                    「動詞句」 

en un ensueño ｴ･ﾇﾝ･ｴﾝｽｪﾝﾆｮ adv. 夢想の中に                            「副詞句」 

que ｹ pron（主語）それは〜する                                      「形容詞節」 

duró ﾄﾞｩﾛ 3 単点(durar)v.i 続いた                                「動詞」 

largo tiempo. ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 長い時間                        「副詞句」 

 

それからポケットから僕が描いた羊を取り出して、彼の宝物の鑑賞にふけった。 

Después sacó el cordero del bolsillo y se abismó en la contemplación de su tesoro. 

「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」y「動詞句」「副詞句」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから                                           「副詞」 

sacó ｻｺ 3 単点(sacar)v.t 取り出した                                        「動詞」 

el cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                                           「目的語」 
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del bolsillo ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

se abismó ｾ･ｱﾋﾞｽﾓ 3 単点(abismarse)v.pr (en に) ふけった                「動詞句」 

en la contemplación ｴﾝ･ﾗ･ｺﾝﾃﾌﾟﾗｼｵﾝ adv. 熟視、瞑想、鑑賞に             「副詞句」 

de su tesoro. ﾃﾞ･ｽ･ﾃｿﾛ adj. 彼の宝物の                         「形容詞句」 

 

他の惑星に関する彼の半ば打ち明け話が、どれほど僕の好奇心をそそったかを、君たちは

想像がつくだろう。だから、僕はもっと何かを知ろうと努めた。 

Imaginaos cuánto pudo haberme intrigado esa semi confidencia sobre los 《otros 

planetas》. Me esforcé por saber algo más : 「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」 

Imaginaos ｲﾏﾋﾅ･ｵｽ 命・2 複現･推量(imaginarse) 

v.pr 想像してごらん、想像できるだろう                               「動詞句」 

cuánto ｸゎﾝﾄ conj. どれほど〜であるかということを                      「目的語」 

pudo +不定詞･完了形 ﾌﾟﾄﾞ 3 単点･可能性(poder+haber+過去分詞) 

   v. 〜したかもしれない                                        「動詞句」 

haberme intrigado ｱﾍﾞﾙ･ﾒ･ｲﾝﾄﾘｶﾞﾄﾞ 不定詞･完了形(intrigar+me) 

   v.t 僕の好奇心をそそった                                     「動詞句」 

esa semi confidencia ｴｻ･ｾﾐ･ｺﾝﾌｨﾃﾞﾝｼｱ n.f この半ば打ち明け話が      「主語」 

 semi- は「半分」を表す「接頭辞」 

sobre los 《otros planetas》. ｿﾌﾞﾚ･ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ 

 adj. 他の惑星に関する                                「形容詞句」 

Me esforcé ﾒ･ｴｽﾌｫﾙｾ 1 単点(esforzarse)v.pr (por に) 努めた、努力した      「動詞句」 

por saber algo más : ﾎﾟﾙ･ｻﾍﾞｰﾙ･ｱﾙｺﾞ･ﾏｽ adv. もっと何かを知ることに      「副詞句」 

 

「坊や、どこから来たの？君の所って、どこにあるの？僕の羊をどこに連れて行きたいの？」 

 --- ¿De dónde vienes, hombrecito? ¿Dónde queda 《tu casa》? ¿Adónde quieres llevar 

mi cordero? 

《「副詞句」「動詞」「呼びかけ」┃「副詞」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」》 

¿De dónde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこから                                      「副詞句」 

vienes, ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来た                                        「動詞」 

hombrecito? ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

¿Dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 何処？                                                「副詞」 

queda ｹﾀﾞ 3 単現(quedar)v.i（おおよその位置が）〜にある                  「動詞」 

《tu casa》?  ﾄｩ･ｶｻ n.f 君の所は                                         「主語」 

¿Adónde ｱﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 何処に                                             「副詞」 

quieres llevar ｷｴﾚｽ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 2 単現･願望(querer+不定詞) 
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   v.t 連れて行きたい                                                  「動詞句」 

mi cordero? ﾐ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 僕の羊を                                      「目的語」 

 

彼は、静かに瞑想してから、答えた。 

Después de meditar en silencio, respondió :                      「副詞句」,「動詞」 

Después de +不定詞 ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ adv. 〜した後で                          「副詞句」 

meditar ﾒﾃﾞｨﾀｰﾙ 不定詞 v.i 瞑想する                                「動詞」 

en silencio, ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 静かに、黙って                         「副詞句」 

respondió : ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

 

「僕は、君がくれた箱が気に入っているよ。夜には、僕の羊の家として役に立つからね。」 

 --- Me gusta la caja que me has regalado, porque de noche le servirá de casa. 

《「間接目的語」「動詞」「主語」,「副詞節」》 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                                     「動詞」 

la caja ﾗ･ｶﾊ n.f その箱が                                                 「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                           「間接目的語」 

has regalado, ｱｽ･ﾚｶﾞﾗﾄﾞ 2 単現･完了形(regalar)v.t くれた         「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

de noche ﾃﾞ･ﾉﾁｪ adv. 夜には                                     「副詞句」 

le ﾚ pron 羊に                                              「間接目的語」 

servirá ｾﾙﾋﾞﾗ 3 単未(servir)v.i (de として) 役立つだろう              「動詞」 

de casa. ﾃﾞ･ｶｻ adv. 家として                                     「副詞句」 

 

「その通りだよ。それにもし君がいい子なら、昼の間に羊をつなぐためにロープもあげる

よ。それに棒杭も。」 

--- Seguramente. Y si eres amable te daré tambien una cuerda para atarlo durante el día. 

Y una estaca. 

《「副詞」┃Y「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「目的語」》 

Seguramente. ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. たしかに、その通りだよ                        「副詞」 

Y ｲ conj. それに 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

amable ｱﾏﾌﾞﾚ adj. 優しい、おとなしい、（子供が）いい子            「補語」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 
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daré ﾀﾞﾚ 1 単未･意思(dar)v.t あげるよ                                     「動詞」 

tambien una cuerda ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｳﾅ･ｸｴﾙﾀﾞ n.f ロープも                       「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（目的）〜するために                             「副詞句」 

atarlo ｱﾀﾙ･ﾛ 不定詞 v.t 羊をつなぐ                              「動詞句」 

durante el día. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 昼の間                      「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

una estaca. ｳﾅ･ｴｽﾀｶ n.f 棒杭も                                         「目的語」 

 

この提案は王子様の気に入らなかったように見えた。 

La proposición pareció disgustar al principito :            「主語」「動詞句」「目的語」 

La proposición ﾗ･ﾌﾟﾛﾎﾟｼｼｵﾝ n.f この提案は                                 「主語」 

pareció +不定詞 ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer+不定詞)v.i 〜するように見えた       「動詞句」 

disgustar ﾃﾞｨｽｸﾞｽﾀｰﾙ 不定詞 v.t 〜の気に入らない、不快にする       「動詞」 

al principito : ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                 「目的語」 

 

「羊をつないでおくだって？とても奇妙な考えだね！」 

--- ¿Atarlo? ¡Qué idea tan rara!                                        《「感嘆」》 

¿Atarlo? ｱﾀﾙ･ﾛ 不定詞(atar+lo)v.t 羊をつないでおくだって？                「感嘆」 

¡Qué ｹ int. なんて                                                      「感嘆」 

idea tan rara! ｲﾃﾞｱ･ﾀﾝ･ﾗﾗ n.f とても奇妙な考え                       「感嘆」 

 

「だけど、羊をつないでおかないと、どこへでも行ってしまって、迷子になってしまうよ。」 

--- Pero si no lo atas se irá a cualquier parte y se perderá... 

《Pero「副詞節」,「動詞句」「副詞句」y「動詞句」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

no ...atas ﾉ...ｱﾀｽ 2 単現･否定(atar)v.t つながない                   「動詞句」 

lo ﾛ pron 羊を                                                  「目的語」 

se irá ｾ･ｲﾗ 3 単未(irse)v.pr 行ってしまうだろう                           「動詞句」 

a cualquier parte ｱ･ｸﾜﾙｷｴ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どんな場所にでも                    「副詞句」 

 cualquiera の語尾切断 

y ｲ conj. そして 

se perderá... ｾ･ﾍﾟﾙﾃﾞﾗ 3 単未(perderse)v.pr 迷子になるだろう              「動詞句」 
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僕の友人はまたけらけらと笑った。 

 Mi amigo tuvo un nuevo estallido de risa :                 「主語」「動詞」「目的語」 

Mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友人は                                         「主語」 

tuvo ﾄｩﾎﾞ 3 単点(tener)v.t（+動作名詞を）した                             「動詞」 

un nuevo ｳﾝ･ﾇｴﾎﾞ adj. また〜を                                         「目的語」 

estallido de risa : ｴｽﾀｼﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾘｻ n.m 笑いの破裂を                「目的語」 

 

「でも、羊にどこへ行って欲しいというの（行く所なんてないよ）？」 

--- Pero ¿adónde quieres que vaya?                 《Pero「副詞」「動詞」「目的語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

¿adónde ｱﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこへ                                        「副詞：vaya」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現･願望(querer)v.t 望んでいる                            「動詞」 

que ｹ conj. 〜することを                                               「目的語」 

vaya? ﾊﾞﾔ 接・3 単現(ir)v.i 行く                                   「動詞」 

 → 羊がどこへ行けばよいと（君は思うのか？） 

 →（反語的）王子様のところは狭いので、迷子になるほど、遠くへ行くところは無い 

 

「どこへでも！まっすぐ前に！」 

--- A cualquier parte. Derecho, siempre adelante ...          《「副詞句」┃「副詞句」》 

A cualquier parte. ｱ･ｸゎﾙｷｴ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どこへでも                        「副詞句」 

Derecho, ﾃﾞﾚﾁｮ adv. まっすぐに                                          「副詞」 

siempre adelante ... ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. 前に前にと                      「副詞句」 

 siempre は強調 

 

その時、王子様が真面目な顔で指摘した。 

Entonces el principito observó gravemente :           「副詞」「主語」「動詞」「副詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が                                    「主語」 

observó ｵﾌﾟｾﾙﾎﾞ 3 単点(observar)v.t 指摘した                              「動詞」 

gravemente : ｸﾞﾗｰﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 重々しく、真面目な顔で                       「副詞」 

 

「問題ないよ！僕んとこはすごく狭いから！」 

--- ¡No importa! ¡Mi casa es tan pequña!...    《「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

¡No importa! ﾉ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単現･否定(importar)v.i 重要ではない、問題ない   「動詞句」 

¡Mi casa ﾐ･ｶｰｻ n.f 僕の所は                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 
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tan pequña!... ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾆｬ adj. とても小さい                                 「補語」 

 

そして、たぶん少し憂鬱な様子で付け足した。 

 Y con un poco de melancolía, quizá, agregó :                   Y「副詞句」,「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

con ｺﾝ prep 〜の状態で、〜の様子で                                    「副詞句」 

un poco de melancolía, ｳﾝ･ﾎﾟｯｺ･ﾃﾞ･ﾒﾗﾝｺﾘｱ n.m 少し憂鬱           「目的語」 

quizá, ｷｻ adv. たぶん                                                    「副詞」 

agregó : ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け足した、付加した                    「動詞」 

 

「自分の前へ、ずっと真っすぐに行けと言ったって、そんなに遠くへ行く事はできないよ！」 

--- Derecho, siempre adelante de uno, no se puede ir muy lejos ... 

《「副詞句」,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Derecho, ﾃﾞﾚﾁｮ adv.（譲歩）まっすぐといっても                          「副詞句」 

siempre adelante ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｱﾃﾞﾗﾝﾃ adv. ずっと前に                  「副詞句」 

de uno, ﾃﾞ･ｳﾉ adj. 自分の                              「形容詞句」 

no ...puede ir ﾉ...ﾌﾟﾃﾞ･ｲｰﾙ 3 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.i 行く事は出来ない                                                「動詞句」 

se ｾ pron 人は                                                          「主語」 

muy lejos ... ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv.（否定文で）そんなに遠くへ                      「副詞句」 

 

IV 

 

このようにして、僕は 2 番目のとても重要な事を知った。彼の出身の惑星は、1 件の家より

もほんの少し大きいくらいだということだ！ 

Supe así una segunda cosa muy importante. ¡Su planeta de origen era apenas más 

grande que una casa!             「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Supe ｽﾍﾟ 1 単点(saber)v.t 知った                                          「動詞」 

así ｱｼ adv. このようにして                                               「副詞」 

una segunda cosa ｳﾅ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ｺｰｻ n.f 2 番目の事を                         「目的語」 

muy importante. ﾑｲ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. とても重要な                 「形容詞句」 

¡Su planeta ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 彼の惑星は                                       「主語」 

de origen ﾃﾞ･ｵﾘﾍﾝ adj. 出身の                                   「形容詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

apenas más grande ｱﾍﾟﾅｽ･ﾏｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. ほんの少し大きな                 「補語」 

que una casa! ｹ･ｳﾅ･ｶｰｻ adv. 1 件の家よりも                         「副詞句」 
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そのことはあまり僕を驚かさなかった。地球、木星、火星それに金星のように名前がある

大きな惑星の他に、何百もの名前が無い惑星があって、時には、あまりにも小さくて望遠

鏡を使ってもほとんど見ることが出来ないということをよく知っていたから。 

 No podía sorprenderme mucho. Sabía bien que fuera de los grandes planetas como la 

Tierra, Júpiter, Marte y Venus, que tienen nombre, hay centenares de planetas, a veces 

tan pequeños que apenas se los puede ver con el telescopio. 

「動詞句」「副詞」「動詞」「副詞」「目的語」 

No podía sorprenderme ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾄﾞ･ﾒ 3 単線･可能･否定(poder+不定詞+me) 

   v.t 僕を驚かすことはできなかった                                    「動詞句」 

mucho. ﾑﾁｮ adv.（否定文で）あまり                                       「副詞」 

Sabía ｻﾋﾞｱ 1 単線(saber)v.t 知っていた                                    「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

fuera de ﾌｴﾗ･ﾃﾞ adv. 〜の他に                                   「副詞句」 

los grandes planetas ﾛｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ pl.n.m 大きな惑星  「目的語」 

como ｺﾓ adj. 〜のような                                「形容詞句」 

la Tierra, Júpiter, Marte y Venus, ﾗ･ﾃｨｴﾗ･ﾌﾋﾟﾃﾙ･ﾏﾙﾃ･ｲ･ﾍﾞﾇｽ 

   pl.n. 地球、木星、火星、それに金星            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                      「形容詞節」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t ある          「動詞」 

nombre, ﾉﾝﾌﾞﾚ n.m 名前が               「目的語」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t ある                                「動詞」 

centenares de planetas, ｾﾝﾃﾅﾚｽ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ 

 pl.n.m 何百もの星が                                   「目的語」 

a veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時には                                「副詞句」 

tan pequeños ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾆｮｽ adj. あまりにも小さい               「補語」 

que ｹ conj.（tan...que）それで〜できないほど            「形容詞節」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. ほとんど〜ない                 「副詞」 

se ｾ pron 人は                                   「主語」 

los ﾛｽ pron それらの惑星を                     「目的語」 

puede ver ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾍﾞｰﾙ 3 単現･可能(poder+不定詞) 

v.t（否定文で）見ることが出来ない            「動詞句」 

con el telescopio. ｺﾝ･ｴﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾌﾟ adv. 望遠鏡で    「副詞句」 
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天文学者が名前のない惑星を発見すると、そ

れに名前の代わりに番号を付ける。例えば、

それを「小惑星 3251」と呼ぶ。 

Cuando un astrónomo descubre alguno le da un número por nombre. Lo llama por 

ejemplo : 《el asteroide 3251》. 

「副詞節」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

「目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

un astrónomo ｳﾝ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m 天文学者が                           「主語」 

descubre ﾃﾞｽｸﾌﾞﾚ 3 単現(descubrir)v.t 発見する                     「動詞」 

alguno ｱﾙｸﾞﾉ pron 名前のない惑星を                             「目的語」 

le ﾚ pron それに                                                   「間接目的語」 

da ﾀﾞ 3 単現(dar)v.t（名前）をつける                                      「動詞」 

un número ｳﾝ･ﾇﾒﾛ n.m 番号を                                      「直接目的語」 

por nombre. ﾎﾟﾙ･ﾉﾝﾌﾞﾚ adv. 名前として、名前の代わりに                  「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

llama ｼﾞｬﾏ 3 単現(llamar)v.t 呼ぶ                                         「動詞」 

por ejemplo : ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                    「副詞句」 

《el asteroide 3251》. ｴﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾄﾚｽ･ﾐﾙ･ﾄﾞｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ｼﾝｸｪﾝﾃｨｳﾉ 

   n.m 小惑星 3251                                                      「補語」 

 

僕には、王子様の出身の惑星が「小惑星 B612」であると信ずる真面目な理由がある。 

 Tengo serias razones para creer que el planeta de donde venía el principito es el 

asteroide B612.                                        「動詞」「目的語」「副詞句」 
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Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

serias razones ｾﾘｱｽ･ﾗｿﾈｽ pl.n.f 真面目な理由が                           「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ 〜するために                                         「副詞句」 

creer ｸﾚｴﾙ 不定詞 v.t 信じる                                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星は                       「主語」 

de donde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ conj. そこから〜する          「形容詞節」 

venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i 来た             「動詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                              「動詞」 

el asteroide B612. ｴﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

 n.m 「小惑星 B612」                                  「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

この小惑星は、1909 年にトルコの天文学者に

よって望遠鏡を使って一度しか発見されたこ

とがなかった。 

Este asteroide sólo ha sido visto una vez con el telescopio, en 1909, por un astrónomo 

turco.                                          「主語」「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Este asteroide ｴｽﾃ･ｱｽﾃﾛｵｲﾃﾞ n.m この小惑星は                             「主語」 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

ha sido visto ｱ･ｼﾄﾞ･ﾋﾞｽﾄ 3 単現･完了形･受動(ver)v.t 見出された            「動詞句」 

una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度                                                 「副詞」 

con el telescopio, ｺﾝ･ｴﾙ･ﾃﾚｽｺｰﾌﾟ adv. 望遠鏡を使って                     「副詞句」 

en 1909, ｴﾝ･ﾐﾙ･ﾉﾍﾞｼｴﾝﾄｽ･ﾇｴﾍﾞ adv. 1909 年に                             「副詞句」 

por un astrónomo turco. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ･ﾄｩﾙｺ 

 adv. トルコの天文学者によって                                       「副詞句」 
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その天文学者は、当時、国際天文学会で彼の発見についての立派な発表を行いました。 

El astrónomo hizo, entonces, una gran demostración de su descubrimiento en un 

Congreso Internacional de Astronomía.    「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

El astrónomo ｴﾙ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m その天文学者は                               「主語」 

hizo, ｲｿ 3 単点(hacer)v.t 行った                                           「動詞」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. 当時、その時                                       「副詞」 

una gran demostración ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾃﾞﾓｽﾄﾗｼｵﾝ n.f 立派な発表を               「目的語」 

de su descubrimiento ﾃﾞ･ｽ･ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘﾐｴﾝﾄ adj. 彼の発見についての  「形容詞句」 

en un Congreso Internacional de Astronomía. ｴﾝ･ｳﾝ･ｺﾝｸﾞﾚｿ･ｲﾝﾃﾙﾅｼｮﾅﾙ･ﾃﾞ･ｱｽﾄﾛﾉﾐｱ 

   adv. 国際天文学会で                                                 「副詞句」 

 

ところが、彼の着ている服が場違いだったので、誰も彼を信用しませんでした。大人とい

うのはそのようなものです。 

Pero nadie le creyó por culpa de su vestido. Las personas grandes son así. 

Pero「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                             「主語」 

le ﾚ pron 彼を                                                         「目的語」 

creyó ｸﾚｲｼﾞｮ 3 単点(creer)v.t（否定文で）信じなかった                      「動詞」 

por culpa de su vestido. ﾎﾟﾙ･ｸﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｽ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ 

   adv. 彼の衣服の間違いのために、服が場違いだったので                 「副詞句」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人というのは              「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

así. ｱｼ adv. そのような                                                   「補語」 

 

小惑星 B612 の評判にとって幸運だったのは、トルコの独裁者が、違反すれば死刑という条

件で、国民がヨーロッパ風の服を着るように義務付けたことだ。 

 Felizmente para la reputación del asteroide B612, un dictador turco obligó a su pueblo, 

bajo pena de muerte, a vestirse a la europea. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」「補語」 

Felizmente ﾌｪﾘｽﾒﾝﾃ adv. 幸運なことに                                    「副詞」 

para la reputación ﾊﾟﾗ･ﾗ･ﾚﾋﾟｭﾀｼｵﾝ adv. 評判にとって               「副詞句」 

del asteroide B612, ﾃﾞﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

 adj. 小惑星 B612 の                                  「形容詞句」 

un dictador turco ｳﾝ･ﾃﾞｨｸﾀﾄﾞｰﾙ･ﾄｩﾙｺ n.m トルコの独裁者が                 「主語」 

obligó ｵﾌﾞﾘｺﾞ 3 単点(obligar)v.t (a+不定詞) 〜することを義務付けた          「動詞」 
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a su pueblo, ｱ･ｽ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adv. 国民に                                     「目的語」 

bajo pena de ... ﾊﾞﾎ･ﾍﾟｰﾅ･ﾃﾞ adv.（違反すれば）〜の罰を受ける条件で      「副詞句」 

 pena ﾍﾟｰﾅ n.d 罰 bajo pena de ... 〜という罰のもとで 

muerte, ﾑｴﾙﾃ n.f 死                                            「目的語」 

a vestirse ｱ･ﾍﾞｽﾃｨﾙｾ 不定詞 v.pr（国民が）服を着る                         「補語」 

a la europea. ｱ･ﾗ･ｴｳﾛﾍﾟｱ adv. ヨーロッパ風に                       「副詞句」 

 

その天文学者は、1920 年に大変上品な服を着て、学会での発表をやり直した。すると今回

は、皆が彼の意見に同意した。 

El astrónomo repitió su demostración en 1920, con un traje muy elegante. Y esta vez 

todo el mundo compartió su opinión. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」 

El astrónomo ｴﾙ･ｱｽﾄﾛﾉﾓ n.m その天文学者は                               「主語」 

repitió ﾚﾍﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t もう一度行った                             「動詞」 

su demostración ｽ･ﾃﾞﾓｽﾄﾗｼｵﾝ n.f 発表を                                 「目的語」 

en 1920, ｴﾝ･ﾐﾙ･ﾉﾍﾞｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃ adv. 1920 年に                            「副詞句」 

con un traje muy elegante. ｺﾝ･ｳﾝ･ﾄﾗﾍ･ﾑｲ･ｴﾚｶﾞﾝﾃ adv. 大変上品な服を着て  「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

esta vez ｴｽﾀ･ﾍﾞｽ n.f 今回は                                             「副詞句」 

todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 皆が                                     「主語」 

compartió ｺﾝﾊﾟﾙﾁｵ 3 単点(compartir)v.t 共有した、同意した                 「動詞」 

su opinión. ｽ･ｵﾋﾟﾆｵﾝ n.m 彼の意見に                                    「目的語」 

 

君たちに小惑星 B612 に関するこのような細かなことを語ったり、その番号を打ち明けたり

したが、それは大人の人たちのためなのだ。 

 Si os he referido estos detalles acerca del asteroide B612 y si os he confiado su número 

es por las personas grandes.                  「副詞節」y「副詞節」,「動詞」「補語」 

Si ｼ conj.（事実の提示・対立）〜ではあるが                             「副詞節」 

os ｵｽ pron 君たちに                                        「間接目的語」 

he referido ｴ･ﾚﾌｪﾘﾄﾞ 1 単現･完了形(referir)v.t 語った              「動詞句」 

estos detalles ｴｽﾄｽ･ﾃﾞﾀｼﾞｪｽ pl.n.m このような細かなことを       「目的語」 

acerca del asteroide B612 ｱｾﾙｶ･ﾃﾞﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

   adj. 小惑星 B612 に関する                          「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj.（事実の提示・対立）〜ではあるが                             「副詞節」 

os ｵｽ pron 君たちに                                        「間接目的語」 
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he confiado ｴ･ｺﾝﾌｨｱﾄﾞ 1 単現･完了形(confiar)v.t 打ち明けた        「動詞句」 

su número ｽ･ﾇﾒﾛ n.m その番号を                                「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

por las personas grandes. ﾎﾟﾙ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人のため           「補語」 

 por は間接的な原因を表す de は直接的な原因を表す 

 

大人の人たちは数字が好きだ。君たちが彼らに新しい友達のことを話しても、彼らは肝心

なことは絶対に訊かない。 

Las personas grandes aman las cifras. Cuando les habláis de un nuevo amigo, no os 

interrogan jamás sobre lo esencial. 

「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞句」「目的語」「動詞句」「間接目的語」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちは              「主語」 

aman ｱﾏﾝ 3 複現(amar)v.t 好きだ                                         「動詞」 

las cifras. ﾗｽ･ｼﾌﾗｽ pl.n.f 数字が                                         「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に、〜すると                              「副詞節」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                         「間接目的語」 

habláis ｱﾌﾞﾗｲｽ 2 複現(hablar)v.i (de について) 話す                 「動詞」 

de un nuevo amigo, ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾇｴﾎﾞ･ｱﾐｺﾞ adv. 新しい友達について  「間接目的語」 

no ...interrogan jamás ﾉ...ｲﾝﾃﾛｶﾞﾝ･ﾊﾏｽ 3 複現･否定(interrogar+ jamás) 

   v.t （彼らは）絶対に訊かない                                        「動詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                                   「目的語」 

sobre lo esencial. ｿﾌﾞﾚ･ﾛ･ｴｾﾝｼｱﾙ adv. 肝心なことについて             「間接目的語」 

 

君たちにこんな風には絶対に言わない。「その友達はどんな声をしているの？好きな遊びは

何なの？蝶の収集をしているの？」 

Jamás os dicen : 《¿Cómo es el timbre de su voz? ¿Cuáles son los juegos que prefiere? ¿

Colecciona mariposas?》 

「動詞句」「目的語」「動詞句」： 

《「副詞」「動詞」「主語」┃「補語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」》 

Jamás ...dicen : ﾊﾏｽ...ﾃﾞｨｾﾝ 3 複現･否定(decir)v.t 絶対に言わない           「動詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

《¿Cómo ｺﾓ adv. どのような                                              「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

el timbre ｴﾙ･ﾃｨﾝﾌﾞﾚ n.m 響きは                                           「主語」 

de su voz? ﾃﾞ･ｽ･ﾎﾞｽ adj. 友達の声の                              「形容詞句」 

¿Cuáles ｸゎﾚｽ pron.pl 何                                                 「補語」 
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son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

los juegos ﾛｽ･ﾌｴｺﾞｽ pl.n.m 遊びは                                         「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

prefiere? ﾌﾟﾚﾌｨｴﾚ 3 単現(preferir)v.t その人が好きである      「動詞」 

¿Colecciona ｺﾚｸｼｮﾅ 3 単現(coleccionar)v.t 収集している                      「動詞」 

mariposas?》ﾏﾘﾎﾟｻｽ pl.n.f 昆虫を                                       「目的語」 

 

代わりに、こう訊く。「その子は何歳？兄弟は何人？体重はどれだけ？お父さんの収入は？」 

En cambio, os preguntan : 《¿Qué edad tiene? ¿Cuántos hermanos tiene? ¿Cuáñto 

pesa? ¿Cuánto gana su padre?》 

「副詞句」「間接目的語」「動詞」： 

《「目的語」「動詞」┃「目的語」「動詞」┃「副詞」「動詞」┃「副詞」「動詞」「主語」》 

En cambio, ｴﾝ･ｶﾝﾋﾞｵ adv. その代わり                                    「副詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

preguntan : ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾝ 3 複現(preguntar)v.t 尋ねる                          「動詞」 

¿Qué edad ｹ･ｴﾀﾞ n.f 何歳                                              「目的語」 

tiene? ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t（年齢が〜歳）である                           「動詞」 

¿Cuántos hermanos ｸゎﾝﾄｽ･ｴﾙﾏﾉｽ pl.n.m 何人の兄弟が                   「目的語」 

tiene? ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t いる                                          「動詞」 

¿Cuáñto ｸゎﾝﾄ adv. どれだけ                                             「副詞」 

pesa? ﾍﾟｻ 3 単現(pesar)v.i（体重の）重さがある                            「動詞」 

¿Cuánto ｸゎﾝﾄ adv. どれだけ                                             「副詞」 

gana ｶﾞﾅ 3 単現(ganar)v.t（金）を稼いでいる、収入がある                  「動詞」 

su padre?》ｽ･ﾊﾟﾄﾞﾚ n.m その子のお父さんは                               「主語」 

 

そうしてやっと、友達のことが分かったと思う。もし君たちが大人の人にこう言ったとし

たら．．． 

Sólo entonces creen conocerle. Si decís a las personas grandes :  

「副詞句」「動詞句」┃「副詞節」 

Sólo entonces ｿﾛ･ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうしてやっと                            「副詞句」 

creen conocerle. ｸﾚｴﾝ･ｺﾉｾﾙ･ﾛ 3 複現･判断(creer+不定詞+lo) 

   v.t 友達のことが分かったと思う                                      「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

decís ﾃﾞｼｽ 2 複現(decir)v.t 言う                                   「動詞」 

a las personas grandes : ｱ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人の人に 「間接目的語」 
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「窓にはジェラニウムがあって屋根には鳩が

いる、赤レンガの綺麗な家を見たよ。」これで

は、大人たちはその家をうまく想像すること

が出来ない。 

《He visto una hermosa casa de ladrillos rojos con geranios en las ventanas y palomas 

en el techo...》, no acertarán a imaginarse la casa. 

《「動詞句」「目的語」》,「動詞句」「目的語」 

He visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 〜を見た                           「動詞句」 

una hermosa casa ｳﾅ･ｴﾙﾓｻ･ｶｻ n.f 綺麗な家を                            「目的語」 

de ladrillos rojos ﾃﾞ･ﾗﾄﾞﾘｼﾞｮ･ﾛﾎｽ adj. 赤レンガの               「形容詞句」 

con ｺﾝ prep 〜のある                                          「副詞句」 

geranios ﾍﾗﾆｵｽ pl.n.m ジェラニウム                     「目的語」 

en las ventanas ｴﾝ･ﾗｽ･ﾍﾞﾝﾀﾅｽ adv. 窓に                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

palomas ﾊﾟﾛﾏｽ pl.n.f 鳩                                「目的語」 

en el techo...》, ｴﾝ･ｴﾙ･ﾃﾁｮ adv. 屋根には                 「副詞句」 

no acertarán a imaginarse ﾉ･ｱｾﾙﾀﾗﾝ･ｱ･ｲﾏﾋﾅﾙｾ 3 複未･否定(acertar a+不定詞) 

   v.pr うまく想像することが出来ない                                   「動詞句」 

la casa. ﾗ･ｶｻ n.f その家を                                              「目的語」 

 

彼らには、こう言う必要がある。「10 万フランの家を見たよ。」 

Es necesario decirles : 《He visto una casa de cien mil francos.》  

「動詞」「補語」「主語」：《「動詞句」「目的語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 

decirles : ﾃﾞｼｰﾙ･ﾚｽ 不定詞(ddecir+les)v.t 彼らにこう言うことが              「主語」 

He visto ﾍ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 見た                               「動詞句」 

una casa ｳﾅ･ｶｻ n.f 家を                                                「目的語」 

de cien mil francos.》 ﾃﾞ･ｼｴﾝ･ﾐﾙ･ﾌﾗﾝｺｽ adj. 10 万フランの        「形容詞句」 
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そうすると彼らは叫ぶ。「なんて素晴らしい家だろう！」 

Entonces exclaman : 《¡Qué hermosa es!》        「副詞」「動詞」：《「補語」「動詞」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうすると                                         「副詞」 

exclaman : ｴｸｽｸﾗﾏﾝ 3 複現(exclamar)v.i 彼らは叫ぶ                         「動詞」 

¡Qué hermosa ｹ･ｴﾙﾓｻ adj. なんと素晴らしい                               「補語」 

es!》ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

 

もし大人達に、「王子様が存在していたという証拠は、彼は素敵だった、彼が笑った、彼が

羊を欲しがったという事だ。そして羊を欲しがることは、その人が存在する証拠である。」

などと言うならば、大人たちは肩をすくませて君たちを子ども扱いするだろう。 

 Si les decís : 《La prueba de que el principito existió es que era encantador, que reía y 

que quería un cordero. Querer un cordero es prueba de que se existe》, se encogerán de 

hombros y os tratarán como se trata a un niño. 

「副詞節」,「動詞句」「目的語」y「間接目的語」「動詞」「副詞節」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                         「間接目的語」 

decís : ﾃﾞｼｽ 2 複現(decir)v.t 言う                                  「動詞」 

《》内は                                                   「直接目的語」 

La prueba ﾗ･ﾌﾟﾙｴﾊﾞ n.f 証拠は                         「主語」 

de que ﾃﾞ･ｹ conj. 〜ということの                   「形容詞節」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は         「主語」 

existió ｴｸｼｽﾁｵ 3 単点(existir)v.i 存在していた    「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                              「補語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                    「動詞」 

encantador, ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞｰﾙ adj.m 素敵な              「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                              「補語」 

reía ﾚｲｱ 3 単線(reír)v.i 笑った                    「動詞」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということ                              「補語」 

quería ｹﾘｱ 3 単線(querer)v.t 欲しがった           「動詞」 

un cordero. ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                 「目的語」 

Querer ｹﾚｰﾙ 不定詞 v.t 欲しがることは                 「主語」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊を                 「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                           「動詞」 
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prueba ﾌﾟﾙｴﾊﾞ n.f 証拠                                「補語」 

de que ﾃﾞ･ｹ conj. 〜ということの              「形容詞節」 

se existe》, ｾ･ｴｸｼｽﾃ 3 単現(existir+se) 

v.i 彼が存在する                    「動詞句」 

se encogerán ｾ･ｴﾝｺﾍﾗﾝ 3 複未(encogerse)v.pr 縮ませるだろう              「動詞句」 

de hombros ﾃﾞ･ｵﾝﾌﾞﾛｽ pl.n.m 肩を                                      「目的語」 

 → 肩をすくませるだろう 

y ｲ conj. そして 

os ｵｽ pron 君たちを                                               「間接目的語」 

tratarán ﾄﾗﾀﾗﾝ 3 複未(tratar)v.t 取り扱うだろう                           「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜するように                                            「副詞節」 

se trata ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr 人が〜と付き合う              「動詞句」 

a un niño. ｱ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ n.m 子供と                             「間接目的語」 

 

しかし、彼らに「王子様の出身は小惑星 B612 という惑星である。」と言うならば、彼らは

納得して、それ以上質問をせずに、君たちをそっとしておいてくれるだろう。 

Pero si les decís : 《El planeta de donde venía es el asteroide B612》, entonces quedarán 

convencidos y os dejarán tranquilos sin preguntaros más. 

Pero「副詞節」,「副詞」「動詞」「補語」y「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                          「間接目的語」 

decís : ﾃﾞｼｽ 2 複現(decir)v.t 言う                                   「動詞」 

《》内は                                                   「直接目的語」 

El planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星は                   「主語」 

de donde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ pron そこから〜する            「形容詞節」 

venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i やって来た、出身の「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                           「動詞」 

el asteroide B612》, ｴﾙ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ･ﾍﾞ･ｾｲｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾞｾ 

   n.m 小惑星 B612                                   「補語」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうすると                                          「副詞」 

quedarán ｹﾀﾞﾗﾝ 3 複未(queder)v.i（〜の状態に）なるだろう                 「動詞」 

convencidos ｺﾝﾍﾞﾝｼﾄﾞｽ adj.pl. 確信した、納得した                          「補語」 

y ｲ conj. そして 

os ｵｽ pron 君たちを                                                   「目的語」 

dejarán ﾃﾞﾊﾗﾝ 3 複未(dejar)v.t（+目的格補語 の状態に）しておくだろう      「動詞」 
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tranquilos ﾄﾗﾝｷﾛｽ adj.pl 静かな、平穏な                                   「補語」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜することなく、〜しないで                         「副詞句」 

preguntaros ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｰﾙ･ｵｽ 不定詞(preguntar+os) 

  v.t 君たちに質問する                                          「動詞句」 

más. ﾏｽ adv. それ以上                                            「副詞」 

 

大人達というのはそんなものだ。だけど彼らを非難してはいけない。子供たちは大人達に

対してとても寛大でいなければならない。 

Son así. Y no hay que reprocharles. Los niños deben ser muy indulgentes con las 

personas grandes.         「動詞」「補語」┃Y「動詞句」┃「主語」「動詞句」「補語」 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

así. ｱｼ adv. このような                                                   「補語」 

Y ｲ conj. そして 

no hay que +不定詞 ﾉ･ｱｲ･ｹ 3 単現･禁止 v. 〜してはならない               「動詞句」 

reprocharles. ﾚﾌﾟﾛﾁｬｰﾙ･ﾚｽ 不定詞(reprochar+les) 

   v.t 彼らを非難する                                           「動詞句」 

Los niños ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちは                                      「主語」 

deben ser ﾃﾞﾍﾞﾝ･ｾｰﾙ 3 複現･必要(deber+不定詞)v.i 〜でいなければならない 「動詞句」 

muy indulgentes ﾑｲ･ｲﾝﾄﾞｩﾙﾍﾝﾃｽ adj. とても寛大な                          「補語」 

con las personas grandes. ｺﾝ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人達に対して 「副詞句」 

 

しかしもちろん、人生をよく分かっている僕たちは、数字をそれほど大事にしない。 

 Pero, claro está, nosotros, que comprendemos la vida, nos burlamos de los números. 

Pero「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

claro está,  ｸﾗﾛ･ｴｽﾀ adv. もちろん                                      「副詞句」 

nosotros, ﾉｿﾄﾛｽ pron.pl. 僕たちは                                         「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

comprendemos ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾓｽ 1 複現(comprender)v.t 理解する、分かる「動詞」 

la vida, ﾗ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 人生を                                     「目的語」 

nos burlamos ﾉｽ･ﾌﾞﾙﾗﾓｽ 1 複現(burlarse)v.pr(de を) あざ笑う、軽んじる   「動詞句」 

de los números. ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾇﾒﾛｽ pl.n.m 数字を                               「目的語」 

 

出来ることなら、この物語を妖精の物語のような調子で始めたかったのだが。できれば次

のように言いたかった。 

Hubiera deseado comenzar esta historia a la manera de los cuentos de hadas. Hubiera 
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deseado decir :                           「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」 

Hubiera deseado +不定詞 ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 接・1 単過･完了形･婉曲(desear+不定詞) 

   v. 〜したかったのだが                                               「動詞句」 

comenzar ｺﾒﾝｻｰﾙ 不定詞 v.t 始める                                「動詞」 

esta historia ｴｽﾀ･ｲｽﾄﾘｱ n.f この物語を                                  「目的語」 

a la manera ｱ･ﾗ･ﾏﾈﾗ adv. 〜の様子で                                    「副詞句」 

de los cuentos de hadas. ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸｪﾝﾄｽ･ﾃﾞ･ｱﾀﾞｽ adj. 妖精の物語の  「形容詞句」 

 cuento ｸｪﾝﾄ n.m 話、物語 hada ｱﾀﾞ n.f 妖精 

Hubiera deseado +不定詞 ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞｾｱﾄﾞ 接・1 単過･完了形･婉曲(desear+不定詞) 

   v. 〜したかったのだが                                               「動詞句」 

decir : ﾃﾞｼｰﾙ 不定詞 v.t 言う                                       「動詞」 

 

「昔々、王子様がいました。彼は自分自身よりほんの少し大きい惑星に住んでいて、友達

を必要としていました。」 

 《Había una vez un principito que habitaba un planeta apenas más grande que él y 

que tenía necesidad de un amigo ...》                  《「動詞」「副詞句」「目的語」》 

Había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜がいました                                 「動詞」 

una vez ｳﾝｱ･ﾍﾞｽ adv. 昔々                                              「副詞句」 

un principito ｳﾝ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 一人の王子様が                           「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

habitaba ｱﾋﾞﾀﾊﾞ 3 単線(habitar)v.t 住んでいた                    「動詞」 

un planeta ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星に                               「目的語」 

apenas más grande que él ｱﾍﾟﾅｽ･ﾏｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ･ｹ･ｴﾙ 

  adj. 自分自身よりほんの少し大きい                 「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t あった                                「動詞」 

necesidad de un amigo ...》ﾈｾｼﾀﾞ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ n.f 友達の必要が    「目的語」 

 

人生が分かる人にとっては、こちらのほうがずっと本当らしく聞こえるかも知れない。 

Para quienes comprenden la vida habría parecido mucho más cierto. 

「副詞節」,「動詞句」「補語」 

Para quienes ﾊﾟﾗ･ｷｴﾈｽ pron 〜する人のためには                         「副詞節」 

comprenden ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾝ 3 複現(comprender)v.t 分かる               「動詞」 

la vida ﾗ･ﾋﾞｰﾀﾞ n.f 人生を                                      「目的語」 

habría parecido ｱﾌﾞﾘｱ･ﾊﾟﾚｼﾄﾞ 3 単線･完了形(parecer)v.i 見えたかもしれない「動詞句」 
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mucho más cierto. ﾑﾁｮ･ﾏｽ･ｼｴﾙﾄ adj. ずっと本当らしく                      「補語」 

 

なぜなら僕はこの本を軽々しく読んで貰いたくないから。王子様との思い出を語ることは

僕にはつらいことなんだ。僕の友人が羊と一緒に行ってしまってから、もう 6 年にもなる。 

 Pues no me gusta que se lea mi libro a la ligera. ¡Me apena tanto relatar estos 

recuerdos!... Hace ya seis años que mi amigo se fue con su cordero. 

Pues「動詞句」「主語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」┃「副詞句」「副詞節」 

Pues ﾌﾟｴｽ conj. なぜなら〜なので 

no me gusta ﾉ･ﾒ･ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar)v.i 〜は私にとって好ましくない  「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

se lea ｾ･ﾚｱ 接・3 単現･再帰受動(leerse)v.pr 読まれる                「動詞句」 

mi libro ﾐ･ﾘﾌﾞﾛ n.m 僕の本が                                       「主語」 

a la ligera. ｱ･ﾗ･ﾘｹﾞﾗ adv. 軽率に、軽々しく                        「副詞句」 

¡Me ﾒ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

apena ｱﾍﾟﾅ 3 単現(apenar)v.t つらい思いをさせる                          「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. とても                                                    「副詞」 

relatar ﾚﾗﾀｰﾙ 不定詞 v.t 〜を語ることは                                   「主語」 

estos recuerdos!... ｴｽﾄｽ･ﾚｸｪﾙﾄﾞｽ pl.n.m この思い出を                「目的語」 

Hace ya seis años ｱｾ･ｼﾞｬ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ 3 単現(hacer...que) 

v.h（単人称）〜してからもう 6 年になる                                「副詞句」 

que ｹ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

mi amigo ﾐ･ｱﾆｺﾞ n.m 僕の友人が                                  「主語」 

se fue ｾ･ﾌｴ 3 単点(irse)v.pr 行ってしまった                       「動詞句」 

con su cordero. ｺﾝ･ｽ･ｺﾙﾃﾞﾛ adv. 羊と一緒に                       「副詞句」 

 

ここに彼のことを書こうとしているのは、彼を忘れないため。友達を忘れるのは悲しい事

だ。誰もが友達を持った事があるわけではない。 

Si intento describirlo aquí es para no olvidarlo. Es triste olvidar a un amigo. No todos 

han tenido un amigo. 

「副詞節」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Si ｼ conj.（事実の提示）〜ではあるが、〜しているのは                   「副詞節」 

intento describirlo ｲﾝﾃﾝﾄ･ﾃﾞｽｸﾘﾋﾞｰﾙ･ﾛ 1 単現･試行(intentar+不定詞) 

  v.t 彼のことを書こうとしている                               「動詞句」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                              「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するため                                       「副詞句」 
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no olvidarlo. ﾉ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ･ﾛ 不定詞･否定 v.t 彼を忘れない           「動詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

triste ﾄﾘｽﾃ adj. 悲しい                                                   「補語」 

olvidar ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t 忘れることは                                  「主語」 

a un amigo. ｱ･ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達を                                「目的語」 

No todos ﾉ･ﾄﾄﾞｽ pl.n.m（部分否定）全ての人が〜とは限らない               「主語」 

han tenido ｱﾝ･ﾃﾆﾄﾞ 3 複現･完了形(tener)v.t 持った事がある                「動詞句」 

un amigo. ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達を                                          「目的語」 

 

それに、僕自身も数字にしか興味を示さない大人みたいな人間に変わってしまうかもしれ

ない。だから絵の具と鉛筆の箱を買ったんだ。 

Y puedo transformarme como las personas grandes, que no se interesan más que en las 

cifras. Por eso he comprado una caja de colores y de lápices. 

Y「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

puedo transformarme ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾏﾙ･ﾒ 1 単現･可能性(poder+不定詞) 

   v.pr 僕自身が変わってしまうかもしれない                             「動詞句」 

como las personas grandes, ｺﾓ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adv. 大人のように       「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

no se interesan más que ﾉ･ｾ･ｲﾝﾃﾚｻﾝ･ﾏｽ･ｹ 3 複現･否定(interesarse) 

v.pr 〜にしか興味を示さない                         「動詞句」 

en las cifras. ｴﾝ･ﾗｽ･ｼﾌﾗｽ adv. 数字に関して          「間接目的語」 

Por eso ﾎﾟﾙ･ｴｿ adv. そのために                                         「副詞句」 

he comprado ｴ･ｺﾝﾌﾟﾗﾄﾞ 1 単現･完了形(comprar)v.t 買った                 「動詞句」 

una caja ｳﾅ･ｶｰﾊ n.f 箱を                                               「目的語」 

de colores y de lápices. ﾃﾞ･ｺﾛﾚｽ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗﾋﾟｾｽ 

  adv. 絵の具と鉛筆の                                        「形容詞節」 

 color ｺﾛｰﾙ n.m 絵の具 lápiz ﾗﾋﾟｽ n.m 鉛筆 

 

6 歳の時に、中の見えないボア大蛇と中が見えるボア大蛇しか描いたことがなかったこの僕

が、この年齢になってからまた絵を描き始めるのは辛いことなんだ。 

Es penoso retomar el dibujo, a mi edad, cuando no se han hecho más tentativas que la 

de la boa cerrada y la de la boa abierta, a la edad de seis años. 

「動詞」「補語」「主語」,「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

penoso ﾍﾟﾉｿ adj. 骨の折れる、つらい                                      「補語」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

IV 

  - 70 - 

retomar ﾚﾄﾏｰﾙ 不定詞 v.t 再び始めることは                                「主語」 

el dibujo, ｴﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m デッサンを                               「目的語」 

a mi edad, ｱ･ﾐ･ｴﾀﾞﾄﾞ adv. この年齢で                              「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj.（譲歩）〜するにもかかわらず                        「副詞節」 

no se han hecho ﾉ･ｾ･ｱﾝ･ｴﾁｮ 3 複現･完了形･再帰受動･否定(hacerse) 

   v.pr 作られたことがなかった                                  「動詞句」 

más tentativas ﾏｽ･ﾃﾝﾀﾃｨﾊﾞｽ pl.n.f それ以上の作品が                 「主語」 

que la de la boa cerrada y la de la boa abierta, ｹ･ﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞｱ･ｾﾗﾀﾞ･ｲ･ﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾎﾞｱ･ｱﾋﾞｴﾙﾀ 

  adj. 中の見えないボア大蛇と中が見えるボア大蛇しか           「形容詞句」 

a la edad de seis años. ｱ･ﾗ･ｴﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ｾｲｽ･ｱﾆｮｽ adv. 6 歳の時に      「副詞句」 

 

もちろん僕は、肖像画を出来る限り似ているものにしようと努めるつもりだ。しかし、上

手くできるかどうかは確信がない。ある絵は上手く描けているが、他の絵はまずい出来だ。 

Trataré, por cierto, de hacer los retratos lo más parecidos posible. Pero no estoy del todo 

seguro de lograrlo. Unos dibujos salen bien y otros no. 

             「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」「補語」┃Pero「動詞句」「補語」 

「主語」「動詞」「補語」y「主語」「補語」 

Trataré, ...de hacer ﾄﾗﾀﾚ...ﾃﾞ･ｱｾｰﾙ 1 単未･意思(tratar de+不定詞) 

   v.t 〜しようと努める                                                「動詞句」 

por cierto, ﾎﾟﾙ･ｼｴﾙﾄ adv. 間違いなく、もちろん                          「副詞句」 

los retratos ﾛｽ･ﾚﾄﾗﾄｽ pl.n.m 肖像画を                                   「目的語」 

lo más parecidos posible. ﾛ･ﾏｽ･ﾊﾟﾚｼﾄﾞｽ･ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 出来る限り似ている      「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no estoy ﾉ･ｴｽﾄｲ 1 単現･否定(estar)v.i 〜でない                           「動詞句」 

del todo seguro ﾃﾞﾙ･ﾄﾄﾞ･ｾｸﾞﾛ adj. (de を) 確信した                         「補語」 

de lograrlo. ﾃﾞ･ﾛｸﾞﾗｰﾙ･ﾛ adv. それがうまくできると                 「副詞句」 

Unos dibujos ｳﾉｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m ある絵は                                 「主語」 

salen ｻﾚﾝ 3 複現(salir)v.i（結果として）〜になる                           「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. 上手に                                                    「補語」 

y ｲ conj. しかし 

otros ｵﾄﾛｽ pl.n.m 他の絵は                                               「主語」 

no. ﾉ adv. 上手く描けていない                                            「補語」 

 

身長についても少し間違えている。こちらの絵では、王子様は背が高すぎる。あちらの絵

では背が低すぎる。王子様の服の色についてもためらいがある。 

Me equivoco también un poco en la talla. Aquí el principito es demasiado alto. Allá es 
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demasiado pequño. Vacilo, también, acerca del color de su vestido. 

「動詞句」「副詞句」┃「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

「副詞」「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」 

Me equivoco ﾒ･ｴｷﾎﾞｺ 1 単現(equivocarse)v.pr 間違えている                「動詞句」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

un poco en la talla. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｴﾝ･ﾗ･ﾀｼﾞｬ adv. 身長を少し                    「副詞句」 

Aquí ｱｷ adv. こちらの絵では                                             「副詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

demasiado alto. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｱﾙﾄ adj. 背が高すぎる                             「補語」 

Allá ｱｼﾞｬ adv. あちらの絵では                                            「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

demasiado pequño. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 背が低すぎる                      「補語」 

Vacilo, ﾊﾞｼﾛ 1 単現(vacilar)v.i ためらっている                              「動詞」 

también, ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. その上に、〜もまた                                  「副詞」 

acerca del color ｱｾﾙｶ･ﾃﾞﾙ･ｺﾛｰﾙ adv. 色について                           「副詞句」 

de su vestido. ﾃﾞ･ｽ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ adj. 服の                            「形容詞句」 

 

それでどうにかこうにか手探りで絵を描き進めている。結局、もっと重要な細部について

間違えてしまうかもしれない。 

Entonces voy tanteando de una manera u otra. He de equivocarme, en fin, sobre ciertos 

detalles más importantes.         「副詞」「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

voy tanteando ﾎﾞｲ･ﾀﾝﾃｱﾝﾄﾞ 1 単現･進行(ir+現在分詞 tantear) 

    v.i 手探りで進んでいる                                             「動詞句」 

de una manera u otra. ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾏﾈﾗ･ｳ･ｵﾄﾗ adv. なんとか、どうにかこうにか  「副詞句」 

He de equivocarme, ｴ･ﾃﾞ･ｴｷﾎﾞｶｰﾙ･ﾒ 1 単現･近接未来(haber de+不定詞) 

   v.pr 間違えるだろう                                                 「動詞句」 

en fin, ｴﾝ･ﾌｨﾝ adv. 結局、結局のところ                                  「副詞句」 

sobre ciertos detalles más importantes. ｿﾌﾞﾚ･ｼｴﾙﾄｽ･ﾃﾞﾀｼﾞｪｽ･ﾏｽ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｽ 

   adv. もっと重要な細部について                                       「副詞句」 

 

しかし僕を許してほしい。僕の友人は一度も説明してくれなかった。おそらく、僕が彼と

似た人間だと思っていたのだろう。 

Pero habrá de perdonárseme. Mi amigo jamás daba explicaciones. Quizá me creía 

semejante a él. 
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Pero「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞」「目的語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

habrá de perdonárseme. ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾙｾﾒ 3 単未･義務(haber de+不定詞) 

   v.t あなたは僕を許すべきだ                                          「動詞句」 

Mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友人は                                         「主語」 

jamás daba ﾊﾏｽ･ﾀﾞﾊﾞ 3 単線･否定(dar)v.t 一度も与えなかった              「動詞句」 

explicaciones. ｴｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾈｽ pl.n.f 説明を                                 「目的語」 

Quizá ｷｻ adv. たぶん、おそらく                                          「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

creía ｸﾚｲｱ 3 単線(creer)v.t 思っていた                                     「動詞」 

semejante a él. ｾﾒﾊﾝﾃ･ｱ･ｴﾙ adj. 彼に似た                                  「補語」 

 

しかし残念なことに僕は箱を通して羊を見ることが出来ない。たぶん僕も少し大人のよう

なのかもしれない。年をとってしまったのに違いない。 

Pero yo, desgraciadamente, no sé ver corderos a través de las cajas. Soy quizá un poco 

como las personas grandes. Debo de haber envejecido. 

Pero「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo, ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

desgraciadamente, ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 残念なことに                       「副詞」 

no sé ver ﾉ･ｾ･ﾍﾞｰﾙ 1 単現･可能･否定(saber+不定詞)v.t 見ることが出来ない  「動詞句」 

corderos ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 羊を                                            「目的語」 

a través de las cajas. ｱ･ﾄﾗﾍﾞｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｶﾊｽ adv. 箱を通して                  「副詞句」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

quizá ｷｻ adv. たぶん                                                     「副詞」 

un poco como las personas grandes. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ 

   adv. 少し大人のような                                                 「補語」 

Debo de +不定詞完了形 ﾃﾞﾎﾞ･ﾃﾞ 1 単現･推定 (deber de+不定詞完了形) 

   v. 〜してしまったのかもしれない、〜に違いない                         「動詞句」 

haber envejecido. ｱﾍﾞｰﾙ･ｴﾝﾍﾞﾍｼﾄﾞ 不定詞完了形(envejecer) 

   v.i 年をとってしまった                                       「動詞句」 
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V 

 

日ごとに、惑星の事や出発の事や旅行の事について、何か新しい事を知るようになった。 

Cada día sabía algo nuevo sobre el planeta, sobre la partida, sobre el viaje. 

「副詞句」「動詞」「目的語」「形容詞句」 

Cada día ｶﾀﾞ･ﾃﾞｨｱ adv. 毎日                                            「副詞句」 

sabía ｻﾋﾞｱ 1 単線(saber)v.t 知った                                        「動詞」 

algo nuevo ｱﾙｺﾞ･ﾇｴﾎﾞ n.m 何か新しい事を                               「目的語」 

sobre el planeta, ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adj. 惑星についての                    「形容詞句」 

sobre la partida, ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾊﾟﾙﾁﾀﾞ adj. 出発についての                    「形容詞句」 

sobre el viaje. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾋﾞｱﾍ adj. 旅行についての                       「形容詞句」 

 

何か新しい事は、偶然に話された彼の考え事によって、ゆっくりと分かってきた。そして 3

日目にバオバブの悲劇を知った。 

Venía lentamente, al azar de las reflexiones. Al tercer día me enteré del drama de los 

baobabs.                         「動詞」「副詞句」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Venía ﾍﾞﾆｱ 3 単線(venir)v.i（何か新しい事は）やって来た                   「動詞」 

lentamente, ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

al azar ｱﾙ･ｱｻﾞｰﾙ adv. 偶然によって                                     「副詞句」 

de las reflexiones. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾚﾌﾚｸｼｵﾈｽ adj. 彼の熟考の              「形容詞句」 

  偶然に話された彼の考え事によって 

Al tercer día ｱﾙ･ﾃﾙｾﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 3 日目に                                 「副詞句」 

me enteré ﾒ･ｴﾝﾃﾚ 1 単点(enterarse)v.pr (de を) 知った                    「動詞句」 

del drama de los baobabs. ﾃﾞﾙ･ﾄﾞﾗﾏ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ 

   n.m バオバブの悲劇を                                               「目的語」 

 

またしても羊のおかげだった。というのは、王子様がまるで深い疑念にとりつかれたみた

いに突然ぼくに尋ねたからだ。 

 Fue otra vez gracias al cordero, pues el principito me interrogó bruscamente, como 

asaltado por una duda profunda : 

「動詞」「副詞句」「補語」pues「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

otra vez ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. またしても                                       「副詞句」 

gracias al cordero, ｸﾞﾗｼｱｽ･ｱﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.f 羊のおかげで                       「補語」 

 gracias a ... 「〜のおかげで」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので、というのは〜だから 
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el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

interrogó ｲﾝﾃﾛｺﾞ 3 単点(interrogar)v.t 質問した、尋ねた                    「動詞」 

bruscamente, ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然、ぶっきらぼうに                         「副詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のように                                               「副詞句」 

asaltado ｱｻﾙﾀﾄﾞ 過去分詞･受動(asaltar)v.t 攻撃された、降りかかられた「動詞」 

por una duda profunda : ﾎﾟﾙ･ｳﾝｱ･ﾄﾞｩﾀﾞ･ﾌﾟﾛﾌﾝﾀﾞ 

   adv. 深い疑念によって                                        「副詞句」 

 

「羊が低木を好んで食べるというのは、本当なの？そうじゃないの？」 

 ---¿Es verdad, no es cierto, que a los corderos les gusta comer arbustos? 

《「動詞」「補語」,「動詞」「補語」,「主語」》 

¿Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である？                                          「動詞」 

verdad, ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                 「補語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない？                                  「動詞」 

cierto, ｼｴﾙﾄ adj. 確実な                                                  「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                              「主語」 

a los corderos ｱ･ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ adv. 羊にとって                    「間接目的語」 

les ﾚｽ pron 彼らにとって                                    「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 好ましい                               「動詞」 

comer ｺﾒｰﾙ 不定詞 v.t 食べることは                                 「主語」 

arbustos? ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木を                            「目的語」 

 

「そう、本当だよ」 

 --- Sí. Es verdad.                                    《「応答」┃「動詞」「補語」》 

Sí. ｼ adv. そうだ                                                        「応答」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdad. ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                 「補語」 

 

「ああ、それならよかった！」 

 ---¡Ah! ¡Qué contento estoy!                          《「感嘆」┃「補語」「動詞」》 

¡Ah! ｱ int. ああ                                                         「感嘆」 

¡Qué contento ｹ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. なんと嬉しい                                  「補語」 

estoy! ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                      「動詞」 
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僕は、羊が低木を食べることがなぜそれほど重要なのかが分からなかった。しかし、王子

様は付け加えて言った。 

 No comprendí por qué era tan importante que los corderos comiesen arbustos. Pero el 

principito agregó :                            「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」 

No comprendí ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(comprender)v.t 分からなかった     「動詞句」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ conj. なぜ〜であるかと言う事を                           「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

tan importante ﾀﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. それほど重要な                    「補語」 

que ｹ conj. 〜ということが                                        「主語」 

los corderos ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 羊が                           「主語」 

comiesen ｺﾐｴｾﾝ 接・3 複過(comer)v.t 食べるだろう             「動詞」 

arbustos. ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木を                           「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

agregó : ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えて言った                        「動詞」 

 

「従って、羊たちはバオバブも食べるということだよね？」 

 ---¿De manera que comen también baobabs?    《De manera que「動詞」「目的語」》 

¿De manera que +直説法 ﾃﾞ･ﾏﾈﾗ･ｹ conj. 従って〜する 

comen ｺﾒﾝ 3 複現(comer)v.t 食べる                                        「動詞」 

también baobabs? ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブも                    「目的語」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて教会の建物みたいな大木なんだと言う事を分か

らせて、さらに、もし彼が象の群れ全体を連れて行ったとしてもその群れはたった一本の

バオバブさえも食べつくせないだろうと気づかせた。 

 Hice notar al principito que los baobabs no son arbustos, sino árboles grandes como 

iglesias, y que aun si llevara con él toda una tropa de elefantes, la tropa no acabaría con 

un solo baobab.               「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」y「直接目的語」 

Hice notar ｲｾ･ﾉﾀｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 〜を気づかせた          「動詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                              「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブは                    「主語」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定（ser）v.i 〜ではない                  「動詞」 

arbustos, ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木                                「補語」 

sino ｼﾉ conj. (no+) そうではなくて 

árboles grandes ｱﾙﾎﾞﾚｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m 大木                   「補語」 
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como iglesias, ｺﾓ･ｲｸﾞﾚｼｱ adv. 教会の建物みたいな     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

aun si ｱｳﾝ･ｼ conj. もし〜したとしても                       「副詞節」 

llevara ｼﾞｪﾊﾞﾗ 接・3 単過（仮定法過去）(llevar) 

v.t 連れて行った                                   「動詞」 

con él ｺ･ﾈﾙ adv. 彼と一緒に                         「副詞句」 

toda una tropa de elefantes, ﾄﾀﾞ･ｳﾅ･ﾄﾙﾊﾟ･ﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｽ 

 n.f 象の群れ全部を                              「目的語」 

la tropa ﾗ･ﾄﾛﾊﾟ n.f その群れは                                 「主語」 

no acabaría ﾉ･ｱｶﾊﾞﾘｱ 3 単未･否定(acabar) 

v.i (con を) 食べつくせないだろう                          「動詞句」 

con un solo baobab. ｺﾝ･ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾞｵﾊﾞｳ 

 adv. たった一本のバオバブも                              「目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

象の群れという思い付きは王子様を笑わせた。 

 La idea de la tropa de elefantes hizo reír al principito : 

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

La idea ﾗ･ｲﾃﾞｱ n.f その思い付きは                                        「主語」 

de la tropa de elefantes ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾛﾊﾟ･ﾃﾞ･ｴﾚﾌｧﾝﾃｽ adj.（同格）象の群れという「形容詞句」 

hizo reír ｲｿﾞ･ﾚｲﾙ 3 単点･使役(hacer+不定詞)v.i 笑わせた                  「動詞句」 

al principito : ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様を                            「間接目的語」 

 

「象たちを次々に重ねなければならないだろうな」 

 --- Habría que ponerlos unos sobre otros...             「動詞句」「目的語」「副詞句」 
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Habría que ponerlos ｱﾌﾞﾘｱ･ｹ･ﾎﾟﾈﾙ･ﾛｽ 1 単過未･必要(haber que+不定詞) 

   v.t 象たちを乗せなければならないだろうな                            「動詞句」 

unos ｳﾉｽ n.m 何頭かを                                                 「目的語」 

sobre otros... ｿﾌﾞﾚ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の象の上に                               「副詞句」 

 

しかし賢明にも、こう指摘した。 

 Y observó sabiamente :                                          Y「動詞」「副詞」 

Y ｲ conj. しかし 

observó ｵﾌﾟｾﾙﾎﾞ 3 単点(observar)v.t 指摘した                              「動詞」 

sabiamente : ｻﾋﾞｱﾒﾝﾃ adv. 賢明にも                                       「副詞」 

 

「成長する前は、バオバブでも最初は小さいんでしょう？」 

 --- Los baobabs, antes de crecer, comienzan por ser pequños. 

「主語」「副詞句」「動詞句」「補語」 

Los baobabs, ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                                「主語」 

antes de crecer, ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｸﾚｾﾙ adv. 成長する前は                          「副詞句」 

comienzan por +不定詞 ｺﾐｴﾝｻﾝ･ﾎﾟﾙ 3 複現･開始(comenzar por+不定詞) 

  v.i 最初は〜である                                                   「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜である                                        「動詞」 

pequños. ﾍﾟｹﾆｮｽ adj.pl 小さい                                            「補語」 

 

「その通り！だけど、どうして君の羊が小さいバオバブを食べる事を望むの？」 

 --- ¡Es cierto! Pero ¿por qué quieres que tus corderos comas baobabs pequeños? 

《「動詞」「補語」┃Pero「副詞句」「動詞」「目的語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

cierto! ｼｴﾙﾄ adj. 確実な、正しい                                          「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

¿por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                           「副詞句」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 望む                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜と言う事を                                               「目的語」 

tus corderos ﾄｩｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 君の羊が                          「主語」 

coman ｺﾏﾝ 接・3 複現(comer)v.t 食べるだろう                      「動詞」 

baobabs pequeños? ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ･ﾍﾟｹﾆｮｽ pl.n.m 小さいバオバブを      「目的語」 

 

まるで証明済みのことのように、彼は答えた。「おやおや、何だって！」 

 Me contestó : 《¡Bueno! ¡Vamos!》, como si ahí estuviera la prueba. 
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「間接目的語」「動詞」：《「感嘆」》,「副詞節」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

contestó : ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.t 答えた                                「動詞」 

《¡Bueno! ¡Vamos!》, ﾌﾞｴﾉ･ﾊﾞﾓｽ 

 adv.（反語・皮肉）おやおや、何だって！                               「感嘆」 

 「何だって！そんなのは分かりきった事じゃないか！話を進めようよ」という感じ 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜のように                                    「副詞節」 

ahí ｱｲ adv. そこに                                               「副詞」 

estuviera ｴｽﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・3 単過(estar)v.i 〜があった                 「動詞」 

la prueba. ﾗ･ﾌﾟﾙｴﾊﾞ n.f 証拠、証明                                「主語」 

 

そしてその問題を自分一人で理解するために、かなり頭を使わなければならなかった。 

Y necesité un gran esfuerzo de inteligencia para comprender por mí mismo el problema. 

Y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

necesité ﾈｾｼﾃ 1 単点(necesitar)v.t 必要だった                              「動詞」 

un gran esfuerzo ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝ･ｴｽﾌｴﾙｿ n.m 大きな努力が                      「目的語」 

de inteligencia ﾃﾞ･ｲﾝﾃﾘﾍﾝｼｱ adj. 知能の                        「形容詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

comprender ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 理解する                         「動詞」 

por mí mismo ﾎﾟﾙ･ﾐ･ﾐｽﾓ adv. 自分一人で                          「副詞句」 

el problema. ｴﾙ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾏ n.m その問題を                           「目的語」 

 

実際に、王子様の惑星には全ての惑星と同じように、良い草と悪い草があった。 

 En efecto, en el planeta del principito, como en todos los planetas, había hierbas 

buenas y hierbas malas.                               「副詞句」,「動詞」「目的語」 

En efecto, ｴﾝ･ｴﾌｪｸﾄ adv. 実際に                                         「副詞句」 

en el planeta del principito, ｴﾝ･ｴﾙﾌﾟﾗﾈﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

como en todos los planetas, ｺﾓ･ｴﾝ･ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ 

  adv. 全ての惑星と同じように                                          「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t（+単数･複数名詞）〜がいた、あった             「動詞」 

  英語の there is と同様だが、名詞が複数でも動詞は三人称単数形を使用する 

hierbas buenas y hierbas malas. ｲｴﾙﾊﾞｽ･ﾌﾞｴﾅｽ･ｲ･ｲｴﾙﾊﾞｽ･ﾏﾗｽ 

   pl.n.f 良い草と悪い草                                                「目的語」 
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それは、良い草の良い種と悪い草の悪い種による結果だった。 

Como resultado de buenas semillas de buenas hierbas y de malas semillas de malas 

hierbas.                                                               「副詞句」 

Como resultado ｺﾓ･ﾚｽﾙﾀﾄﾞ adv. 結果として                              「副詞句」 

de buenas semillas de buenas hierbas ﾃﾞ･ﾌﾞｴﾅｽ･ｾﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞｴﾅｽ･ｲｴﾙﾊﾞｽ 

   adj. 良い草の良い種の                                     「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de malas semillas de malas hierbas. ﾃﾞ･ﾏﾗ s･ｾﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾏﾗｽ･ｲｴﾙﾊﾞｽ 

   adj. 悪い草の悪い種の                                     「形容詞句」 

 

しかし種は目には見えない。彼らはその中のどれかが目覚める気になるまで、地面の神秘

の中で眠り続けているのだ。 

Pero las semillas son invisibles. Duermen en el secreto de la tierra hasta que a una de 

ellas se le ocurre despertarse. 

Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

las semillas ﾗｽ･ｾﾐｼﾞｬｽ pl.n.f 種は                                         「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

invisibles. ｲﾝﾋﾞｼﾌﾞﾚｽ adj.pl. 目に見えない                                 「補語」 

Duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠っている                             「動詞」 

en el secreto de la tierra ｴﾝ･ｴﾙ･ｾｸﾚﾄ･ﾃﾞ･ﾀ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面の神秘の中で      「副詞句」 

hasta que ｱｽﾀ･ｹ conj. 〜するまで                                       「副詞節」 

a una de ellas ｱ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. その中の一つにとって       「間接目的語」 

se le ocurre despertarse. ｾ･ﾚ･ｵｸﾚ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ 3 単現(ocurrirse+不定詞) 

   v.pr 目を覚ます気になる                                      「動詞句」 

 ocurrirse+不定詞 ｵｸﾘﾙ･ｾ v.pr 〜する気になる（不定詞が主語：gustar 型動詞） 

 le は「間接目的語」その種にとって 

despertarse ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ v.pr 目を覚ます、目覚める 

 

それから背伸びをして、最初は遠慮がちに、罪のない魅力的な小枝を太陽に向かって伸ば

していく。 

Entonces se estira y, tímidamente al comienzo, crece hacia el sol una encantadora 

briznilla inofensiva.         「副詞」「動詞句」y「副詞句」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それから                                           「副詞」 

se estira ｾ･ｴｽﾃｨﾗ 3 単現(estirarse)v.pr 背伸びをする                      「動詞句」 

y, ｲ conj. そして 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

V 

フランス語原文では、  - 80 - 

tímidamente ﾁﾐﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おずおずと、遠慮がちに                         「副詞」 

al comienzo, ｱﾙ･ｺﾐｴﾝｿ adv. 初めは                                      「副詞句」 

crece ｸﾚｾ 3 単現(crecer)v.t 伸ばしていく                                   「動詞」 

hacia el sol ｱｼｱ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽の方へ                                   「副詞句」 

una encantadora briznilla inofensiva. ｳﾅ･ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾗ･ﾌﾞﾘﾂﾆｼﾞｬ･ｲﾉﾌｪﾝｼﾊﾞ 

   n.f 罪のない魅力的な小枝を                                          「目的語」 

 encantadora ｴﾝｶﾝﾀﾄﾞﾗ adj.f 魅力的な briznilla ﾌﾞﾘﾂﾆｼﾞｬ n.f(brizna+illa) 一辺 

 -illo は<示小接尾辞> inofensiva ｲﾉﾌｪﾝｼﾊﾞ adj.f 無害な 

 

フランス語原文では、 

ここに、「赤カブや薔薇の木の小枝なら、それが芽を出すままにさせておけば良い。S’il s’agit 

d’une brindille de radis ou de rosier, on peut la laisser pousser comme elle veut.」という

文があった。別のスペイン語版では「Si se trata de una ramita de rábano o de rosal, se la 

puede dejar que crezca como quiera.」（直訳は、もしハツカダイコンやバラの枝の問題な

らば、それが伸びたいようにさせておけばよい）という文が入っている。 

 

もし悪い植物の問題ならば、それと気づいたらすぐに引き抜かなければならない。 

Si se trata de una planta mala, debe arrancarse la planta inmediatamente, en cuanto se 

ha podido reconocerla.              「副詞節」,「動詞句」「目的語」「副詞」「副詞節」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

se trata ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr (de の) 問題である            「動詞句」 

  問題は〜である、〜が問題である 

de una planta mala, ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗﾝﾀ･ﾏﾗ adj. 悪い植物の              「補語」 

debe arrancarse ﾃﾞﾍﾞ･ｱﾗﾝｶﾙ･ｾ 3 単現･必要(deber+不定詞) 

  v.t（根元から）引き抜かなければならない                              「動詞句」 

 se は「人は」の意味で、主語を表す 

la planta ﾗ･ﾌﾟﾗﾝﾀ n.f その植物を                                        「目的語」 

inmediatamente, ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾀﾒﾝﾃ adv. すぐに                                 「副詞」 

en cuanto +直説法 ｴﾝ･ｸゎﾝﾄ conj. 〜するとすぐに                        「副詞節」 

se ｾ pron 人が                                                  「主語」 

ha podido reconocerla. ｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ﾚｺﾉｾﾙ･ﾗ 3 単現･完了形･可能(poder+不定詞) 

  v.t 悪い植物と気付いた                                       「動詞句」 
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ところで王子様の惑星には恐ろしい種があった。それはバオバブの種だった。 

Había, pues, semillas terribles en el planeta del principito. Eran las semillas de los 

baobabs.                        「動詞」pues「目的語」「副詞句」┃「動詞」「補語」 

Había, ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 〜があった                                   「動詞」 

 There is... , There are ... を兼用する（スペイン語では常に三人称単数形を用いる） 

pues, ﾌﾟｴｽ conj.（引き継ぎ）それで、ところで 

semillas terribles ｾﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾘﾌﾞﾚｽ pl.n.f 恐ろしい種が                      「目的語」 

en el planeta del principito. ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

Eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

las semillas ﾗｽ･ｾﾐｼﾞｬｽ pl.n.f 種                                           「補語」 

de los baobabs. ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ adj. バオバブの                   「形容詞句」 
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その惑星の地面にはバオバブの種がはびこっていた。そしてもし一本のバオバブでも、丁

度良い時に引き抜かないと、もう厄介払いすることは不可能になる。そしてバオバブが惑

星全体を覆いつくしてしまう。 

El suelo del planeta estaba infestado. Y si un baobab no se arranca a tiempo, ya no es 

posible desembarazarse de él. Invade todo el planeta. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Y「副詞節」,「副詞」「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「目的語」 

El suelo del planeta ｴﾙ･ｽｴﾛ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星の地面は                「主語」 

estaba infestado. ｴｽﾀﾊﾞ･ｲﾝﾌｪｽﾀﾄﾞ 3 単線･受動(infestar) 

v.t （バオバブの種に）はびこられていた                              「動詞句」 

  能動態に翻訳する 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もしなにならば                                              「副詞節」 

un baobab ｳﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブが                      「主語」 

no se arranca ﾉ･ｾ･ｱﾗﾝｶ 3 単現･再帰受動･否定(arrancarse) 

v.pr 引き抜かれない                                         「動詞句」 

a tiempo, ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 丁度良い時に                           「副詞句」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

posible ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. 可能な                                                「補語」 

desembarazarse ﾃﾞｾﾝﾊﾞﾗｻｰﾙ･ｾ 不定詞 v.pr (de を) 厄介払いすることは        「主語」 

de él. ﾃﾞ･ｴﾙ adv. バオバブを                                   「間接目的語」 

Invade ｲﾝﾊﾞﾃﾞ 3 単現(invadir)v.t 侵略する                                 「動詞」 

todo el planeta. ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星全体を                            「目的語」 

 

根によってそれに穴を開ける。そしてもしその惑星が小さすぎて、バオバブが多すぎる時

には、バオバブはその惑星を破裂させてしまう。 

Lo perfora con sus raíces. Y si el planeta es demaciado pequño y si los baobabs son 

demaciado numerosos, lo hacen estallar. 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃Y「副詞節」y「副詞節」, 「目的語」「動詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

perfora ﾍﾟﾙﾌｫﾗ 3 単現(perforar)v.t 〜に穴を開ける                          「動詞」 

con sus raíces. ｺﾝ･ｽｽ･ﾗｲｾｽ adv. 根によって                              「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星が                                「主語」 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

demaciado pequño ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さすぎる                  「補語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブが                         「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

demaciado numerosos, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾇﾒﾛｿｽ adj. 多すぎる                 「補語」 

lo ﾛ pron その惑星を                                                   「目的語」 

hacen estallar. ｱｾﾝ･ｴｽﾀｼﾞｬｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 爆発（破裂）させてしまう                                        「動詞句」 

 

「それは規律の問題なんだ」と後になって王子様は僕に言った。 

 《Es cuestión de disciplina --- me decía más tarde el principito ---.  

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cuestión ｸｪｽﾁｵﾝ n.f 問題                                                 「補語」 

de disciplina --- ﾃﾞ・ﾃﾞｨｯｼﾌﾟﾘﾅ adj. 規律の                       「形容詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

más tarde ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 後になって                                      「副詞句」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

 

「朝に自分の身づくろいを終えたら、星の手入れを入念にしなくてはいけないんだ。」 

Cuando uno termina de arreglarse por la mañana, debe hacer cuidadosamente la 

limpieza del planeta.                    《「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人が                                                「主語」 

termina de arreglarse ﾃﾙﾐﾅ･ﾃﾞ･ｱﾚｸﾞﾗﾙｾ 3 単現･完了(terminar de+不定詞) 

   v.pr 身づくろいを終わらせる                                 「動詞句」 

 terminar de+不定詞 「〜し終える」 

por la mañana, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ adv. 朝に                            「副詞句」 

debe hacer ﾃﾞﾍﾞ･ｱｾｰﾙ 3 単現･必要(deber+不定詞)v.t 〜しなければならない  「動詞句」 

cuidadosamente ｸｲﾀﾞﾄﾞｻﾒﾝﾃ adv. 入念に、注意深く                       「副詞句」 

la limpieza ﾗ･ﾘﾝﾋﾟｴｻ n.f 掃除を、手入れを                               「目的語」 

del planeta. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adj. 星の                               「形容詞句」 
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「とても小さい時はバラによく似ているそれらの枝をバラの間から見分けたらすぐに、し

っかりとバオバブを引き抜くことに専念しなければならないんだ。」 

Hay que dedicarse regularmente a arrancar los baobabs en cuanto se los distingue entre 

los rosales, a los que se parecen mucho cuando son muy jóvenes.  

《「動詞句」「副詞句」「間接目的語」「副詞節」》 

Hay que +不定詞 ｱｲ･ｹ 3 単現(hay que+不定詞)v. 〜しなければならない     「動詞句」 

dedicarse ﾃﾞﾃﾞｨｶﾙｾ 不定詞 v.pr (a+不定詞 〜することに) 専念する  「動詞句」 

regularmente ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                                 「副詞句」 

a arrancar ｱ･ｱﾗﾝｶｰﾙ 不定詞 v.t 〜を引き抜くことに                   「間接目的語」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブを                   「目的語」 

en cuanto ｴﾝ･ｸゎﾝﾄ conj. 〜するとすぐに                                「副詞節」 

se ｾ pron 人が                                                   「主語」 

los ﾛｽ pron それらを                                            「目的語」 

distingue ﾃﾞｨｽﾃｨﾝｹﾞ 3 単現(distinguir)v.t 見分ける                   「動詞」 

entre los rosales, ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾛｻﾚｽ adv. バラの中から                 「副詞句」 

a los ｱ･ﾛｽ pron バラに                                     「間接目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

se parecen ｾ･ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecerse)v.pr 似ている      「動詞句」 

mucho ﾑﾁｮ adv. とても                                 「副詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                         「副詞節」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                    「動詞」 

muy jóvenes. ﾑｲ･ﾎﾍﾞﾈｽ adj.pl. とても若い          「補語」 

 

「とても退屈な仕事だけど、実に簡単だよ」 

Es un trabajo muy aburrido, pero muy fácil.》        《「動詞」「補語」,pero「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un trabajo ｳﾝ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 仕事                                             「補語」 

muy aburrido, ﾑｲ･ｱﾌﾞﾘﾄﾞ adj. とても退屈な                      「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

muy fácil.》ﾑｲ･ﾌｧｼﾙ adj. とても簡単な                                     「補語」 
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そしてある日王子様は、地球の子供たちの頭によく入るように、美しい絵を描き上げるこ

とに専念するように僕に勧めた。 

Y un día me aconsejó que me aplicara a lograr un hermoso dibujo, para que entrara bien 

en la cabeza de los niños de mi tierra.  Y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejó ｱｺﾝｾﾎ 3 単点(aconsejar)v.t 勧めた、助言した                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

me aplicara a +不定詞 ﾒ･ｱﾌﾟﾘｶﾗ･ｱ 接・1 単過(aplicarse a+不定詞) 

   v. 〜することに専念する                                  「動詞句」 

lograr ﾛｸﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.t 成し遂げる、達成する           「動詞」 

un hermoso dibujo, ｳﾝ･ｴﾙﾓｯｿ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ n.m 美しい絵を          「目的語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                    「副詞節」 

entrara ｴﾝﾄﾗﾗ 接・3 単過(entrar)v.i 入る                「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                   「副詞」 

en la cabeza ｴﾝ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ adv. 頭の中に                 「副詞句」 

de los niños de mi tierra. ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ･ﾃﾞ･ﾐ･ﾃｨｴﾗ 

 adj. 地球の子供たちの                   「形容詞句」 

 

「いつか彼らが旅行するとき」と僕に言った。「彼らの役に立つかもしれないよ」 

《Si algún día viajan --- me decía --- podrá serles útil.  

《「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞句」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

algún día ｱﾙｸﾞﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. いつか                               「副詞句」 

viajan --- ﾋﾞｱﾊﾝ 3 複現(viajar)v.i 旅行する                          「動詞」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

decía --- ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

podrá +不定詞 ﾎﾟﾄﾞﾗ 3 単未･可能性(poder+不定詞)v. 〜するかもしれない   「動詞句」 

serles ｾｰﾙ･ﾚｽ 不定詞 v.i 彼らにとって〜になる                   「動詞句」 

útil. ｳﾃｨﾙ adj. 役に立つ                                                  「補語」 

 

「時には、仕事を後回しにしても不都合が生じないことがある」 

A veces no hay inconveniente en dejar el trabajo para más tarde.  

《「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

A veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時々、時には                                       「副詞句」 
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no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t 〜がない                              「動詞句」 

inconveniente ｲﾝｺﾝﾍﾞﾆｴﾝﾃ n.m 不都合が                                 「目的語」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することにおいて、〜しても                        「副詞句」 

dejar ﾃﾞﾊｰﾙ 不定詞 v.t（の状態に）しておく                         「動詞」 

el trabajo ｴﾙ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 仕事を                                  「目的語」 

para más tarde. ﾊﾟﾗ･ﾏｽ･ﾀﾙﾃﾞ adv. もっと遅くに、後回しに         「副詞句」 

 

しかしバオバブの話ならば、後回しにすることは大惨事につながる。 

Pero, si se trata de los baobabs, es siempre una catástrofe.  

Pero「副詞節」,「動詞」「副詞」「補語」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

se trata ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr (de 〜についての) 話である     「動詞句」 

de los baobabs, ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ adv. バオバブについての       「間接目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつだって                                          「副詞」 

una catástrofe. ｳﾅ･ｶﾀｽﾄﾛﾌｪ n.f 大惨事                                     「補語」 

 

「怠け者が住んでいた星を知っているよ。彼は 3 本の低木を放っておいたんだ．．．」 

Conocí un planeta habitado por un perezoso. Descuidó tres arbustos ...》 

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」》 

Conocí ｺﾉｼ 1 単点(conocer)v.t 知っていた                                  「動詞」 

un planeta ｳﾅ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m ある惑星を                                    「目的語」 

habitado ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 過去分詞･受動(habitar)adj. 住まれていた         「形容詞」 

por un perezoso. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾍﾟﾚｿｿ adv. 怠け者によって        「副詞句」 

Descuidó ﾃﾞｽｸｲﾄﾞ 3 単点(descuidar)v.t おろそかにした                      「動詞」 

tres arbustos ...》ﾄﾚｽ･ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 3 本の低木を                        「目的語」 

 それはただの低木ではなくて、バオバブだったので、結果は大惨事という訳さ 

 

それで王子様の指示に従って、その惑星を描いた。 

Y, según las indicaciones del principito, dibujé aquel planeta.  

Y「副詞句」,「動詞」「目的語」 

Y, ｲ conj. それで 

según las indicaciones del principito, ｾｸﾞﾝ･ﾗｽ･ｲﾝﾃﾞｨｶｼｵﾈｽ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

   adv. 王子様の指示に従って                                           「副詞句」 

dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた                                    「動詞」 
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aquel planeta. ｱｹﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その惑星を                                「目的語」 

 

道徳家の口調で言う事は、僕はあまり好きではない。 

No me gusta mucho adoptar tono de moralista.                    「動詞句」「主語」 

No me gusta mucho ﾉ･ﾒ･ｸﾞｽﾀ･ﾑﾁｮ 3 単現･否定(gustar)v.i あまり好きでない 「動詞句」 

 me は「間接目的語」僕にとって 

adoptar ｱﾄﾞﾌﾟﾀｰﾙ 不定詞 v.t 〜を採用することは                           「主語」 

tono de moralista. ﾄﾉ･ﾃﾞ･ﾓﾗﾘｽﾀ n.m 道徳家の口調を                「目的語」 

 

しかしバオバブの危険性はあまり知られていない、そして小惑星で道に迷った人によって

もたらされる危険はあまりにも重大なので、一度だけ私の慎み深さを忘れることにする。 

Pero el peligro de los baobabs es tan poco conocido, y los riesgos corridos por quien se 

extravía en un asteroide son tan importantes, que, por una vez, salgo de mi reserva. 

Pero「主語」「動詞句」Y「主語」「動詞」「補語」que「副詞句」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el peligro de los baobabs ｴﾙ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ n.m バオバブの危険性    「主語」 

es tan poco conocido, ｴｽ･ﾀﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾉｼﾄﾞ 3 単現･受動･否定(conocer) 

v.t（否定文で）あまり知られていない                                 「動詞句」 

 tan poco ﾀﾝ･ﾎﾟｺ adv.（否定文で）あまり〜ない 

y ｲ conj. そして 

los riesgos ﾛｽ･ﾘｴｽｺﾞｽ pl.n.m 危険は                                       「主語」 

corridos ｺﾘﾄﾞｽ 過去分詞･受動.pl(correr)v.t さらされた、もたらされた「形容詞句」 

por quien ﾎﾟﾙ･ｷｴﾝ adv. 〜する人によって                  「副詞句」 

se extravía ｾ･ｴｸｽﾄﾗﾋﾞｱ 3 単現(extraviarse) 

v.pr 道に迷っている                            「動詞句」 

en un asteroide ｴ･ﾇﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞ adv. 小惑星で        「副詞句」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

tan importantes, ﾀﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｽ adj. あまりにも重大な                       「補語」 

que, ｹ conj.(tan...que) それで〜する 

 tan ... que+直説法（肯定文）「あまりに．．．なので〜する」 

 tan ... que+接続法（否定文）「〜できないほど．．．ではない」 

  No es tan caro que no pueda comprarlo. それは私が買えないほど高価ではない。 

por una vez, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 一度だけ                                   「副詞句」 

salgo ｻﾙｺﾞ 1 単現(salir)v.i (de から) 離れる                                 「動詞」 

de mi reserva. ﾃﾞ･ﾐ･ﾚｾﾙﾊﾞ adv. 私の慎重さから、慎み深さから             「副詞句」 
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そしてこう言いたい：「子供たちよ！バオバブには用心するんだよ」 

Y digo: 《¡Niños! ¡Cuidado con los baobabs!》 

Y「動詞」：《「呼びかけ」┃「動詞」「間接目的語」》 

Y ｲ conj. そして 

digo: ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t こう言いたい                                  「動詞」 

¡Niños! ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちよ！                                     「呼びかけ」 

¡Cuidado ｸｲﾀﾞﾄﾞ 過去分詞･命令(cuidar)v.i (con に) 用心しなさい             「動詞」 

con los baobabs!》ｺﾝ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                     「間接目的語」 

 

僕と同様、それと知らずにいる僕の友達をずっと前から付け狙っている危険があることを、

彼らに知らせるために、僕はそんなにもこの絵に集中して仕上げたんだ。 

Para prevenir a mis amigos de un peligro que desde hace tiempo los acecha, como a mí 

mismo, sin conocerlo, he trabajado tanto en este dibujo. 

「副詞句」,「動詞句」「副詞」「間接目的語」 

Para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

prevenir ﾌﾟﾚﾍﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.t (de 危険を) 知らせる                   「動詞」 

a mis amigos ｱ･ﾐｽ･ｱﾐｺﾞｽ adv. 友達に                         「間接目的語」 

de un peligro ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険を                       「直接目的語」 

que ｹ pron 〜する                                             「形容詞節」 

desde hace tiempo ﾃﾞｽﾃﾞ･ｱｾ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 以前から、昔から「副詞句」 

los ﾛｽ pl.pron 彼らを                                  「目的語」 

acecha, ｱｾﾁｬ 3 単現(acechar) 

v.t 見張っている、つけねらっている                   「動詞」 

como a mí mismo, ｺﾓ･ｱ･ﾐ･ﾐｽﾓ adv. 僕と同様に          「副詞句」 

sin conocerlo, ｼﾝ･ｺﾉｾﾙ･ﾛ adv. それを知らずに           「副詞句」 

he trabajado ｴ･ﾄﾗﾊﾞﾊﾄﾞ 1 単現･完了形(trabajar)v.i 作業した               「動詞句」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. そんなにも                                                「副詞」 

en este dibujo. ｴﾝ･ｴｽﾃ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adv. この絵に                          「間接目的語」 

 

僕が与える教訓は考慮する価値がある。たぶん君たちは疑問に思うだろう。「どうしてこの

本には、バオバブの絵のように立派な絵が他にないのだろう」と。 

La lección que doy es digna de tenerse en cuenta. Quizá os preguntaréis: 《¿Por qué no 

hay, en este libro, otros dibujos tan grandiosos como el dibujo de los baobabs?》 

「主語」「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞句」： 

《「副詞句」「動詞句」「副詞句」「目的語」「形容詞句」》 

La lección ﾗ･ﾚｸｼｵﾝ n.f 教訓は                                             「主語」 
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que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

doy ﾄﾞｲ 1 単現(dar)v.t 与える                                    「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

digna ﾃﾞｨｸﾞﾅ adj.f (de+不定詞) 〜する値がある                             「補語」 

de tenerse en cuenta. ﾃﾞ･ﾃﾈﾙｾ･ｴﾝ･ｸｪﾝﾀ 不定詞 v.pr 考慮する          「動詞句」 

Quizá ｷｻ adv. 多分                                                      「副詞」 

os preguntaréis: ｵｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾚｲｽｵｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾚｲｽ 2 複未(preguntarse) 

   v.i 疑問に思うだろう                                                「動詞句」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                          「副詞句」 

no hay, ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t ない                                 「動詞句」 

en este libro, ｴﾝ･ｴｽﾃ･ﾘﾌﾞﾛ adv. この本には                               「副詞句」 

otros dibujos ｵﾄﾛｽ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎｽ pl.n.m 別の絵が                              「目的語」 

tan grandiosos ﾀﾝ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｵｿｽ adj. これほど堂々とした、立派な         「形容詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                     「副詞句」 

el dibujo de los baobabs?》ｴﾙ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ 

   n.m バオバブの絵                                  「目的語」 

 

答えはとても簡単。他の絵も描いてみたけど、上手くいかなかったんだ。バオバブの絵を

描いた時は、急を要するという意識が僕を駆り立てていたんだ。 

La respuesta es bien simple: He intentado hacerlos, pero sin éxito. Cuando dibujé los 

baobabs me impulsó el sentido de la urgencia. 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

「副詞節」, 「目的語」「動詞」「主語」 

La respuesta ﾗ･ﾚｽﾌﾟｴｽﾀ n.f 答えは                                        「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

bien simple: ﾋﾞｴﾝ･ｼﾝﾌﾟﾚ adj. とても簡単な                                 「補語」 

He intentado hacerlos, ｴ･ｲﾝﾃﾝﾀﾄﾞ･ｱｾﾙ･ﾛｽ 1 単現･完了形･試行(intentar+不定詞) 

   v.t 他の絵も描いてみた                                              「動詞句」 

pero sin éxito. ﾍﾟﾛ･ｼﾝ･ｴｸｼﾄ adv. しかし成功せずに、上手くいかなかった    「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t を描いた                           「動詞」 

los baobabs ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m バオバブを                       「目的語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

impulsó ｲﾝﾌﾟﾙｿ 3 単点(impulsar)v.t 駆り立てていた                        「動詞」 

el sentido ｴﾙ･ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意識が                                           「主語」 

de la urgencia. ﾃﾞ･ﾗ･ｳﾙﾍﾝｼｱ adj. 緊急の                          「形容詞句」 
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VI 

 

 

 

ああ、王子様。このように少しづつ、君の憂鬱な人生が分かってきた。 

¡Ah, principito! Así, poco a poco, comprendí tu pequeña vida melancólica. 

「感嘆」┃「副詞句」「動詞」「目的語」 

¡Ah, principito! ｱ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ int. ああ、王子様                              「感嘆」 

Así, ｱｼ adv. このように                                                  「副詞」 

poco a poco, ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しづつ、ゆっくり                          「副詞句」 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かってきた                   「動詞」 

tu pequeña vida melancólica. ﾄｩ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ･ﾋﾞﾀﾞ･ﾒﾗﾝｺﾘｶ 

   n.f 君の憂鬱な人生を                                                「目的語」 

 pequeña ﾍﾟｹﾝﾆｬ adj.f 小さい、いとしい vida ﾋﾞﾀﾞ n.f 人生 

 melancólica ﾒﾗﾝｺﾘｶ adj.f 憂鬱な 

 

長い間、穏やかな日の入りだけが君の気晴らしだったんだね。 

Durante mucho tiempo tu única distracción fue la suavidad de las puestas de sol. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Durante mucho tiempo ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い間                   「副詞句」 

tu única distracción ﾄｩ･ｳﾆｶ･ﾃﾞｨｽﾄﾗｸｼｵﾝ n.f 君の唯一の娯楽は               「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

la suavidad ﾗ･ｽゎﾋﾞﾀﾞ n.f 穏やかさ                                       「補語」 
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de las puestas de sol. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ adj. 日の入りの         「形容詞句」 

 puesta ﾌﾟｴｽﾀ n.f（日・月の）入り 

 

4 日目の朝、君が僕に言った時、僕はこの新しい細部を知った。 

Me enteré de este nuevo detalle, en la mañana del cuarto día, cuando me dijiste: 

「動詞句」「間接目的語」「副詞句」「副詞節」 

Me enteré ﾒ･ｴﾝﾃﾚ 1 単点(enterarse)v.pr (de+名詞 を) 知った               「動詞句」 

de este nuevo detalle, ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ﾇｴﾎﾞ･ﾃﾞﾀｼﾞｪ adv. この新しい細部を      「間接目的語」 

en la mañana del cuarto día, ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ･ﾃﾞﾙ･ｸﾜﾙﾄ･ﾃﾞｨｱ 

   adv. 4 日目の朝に                                                    「副詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                           「副詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                             「間接目的語」 

dijiste: ﾃﾞｨﾋｽﾃ 2 単点(decir)v.t 言った                               「動詞」 

 

「僕、日の入りが大好きなんだ。日の入りを見に行こうよ」 

--- Me encantan las puestas de sol. Vamos a ver una puesta de sol. 

《「目的語」「動詞」「主語」┃「動詞句」「目的語」》 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

encantan ｴﾝｶﾝﾀﾝ 3 複現(encantar)v.t 魅了する                             「動詞」 

las puestas de sol. ﾗｽ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りは                        「主語」 

Vamos a ver ﾊﾞﾓｽ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ 1 複現･勧誘(ir a+不定詞)v.t 見に行こうよ         「動詞句」 

una puesta de sol. ｳｰﾅ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 日の入りを                       「目的語」 

 

「でも待たなくてはならない」 

--- Pero tenemos que esperar ...                                  《Pero「動詞句」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

tenemos que esperar ... ﾃﾈﾓｽ･ｹ･ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 1 複現･必要(tener que+不定詞) 

  v.i 待たなければならない                                             「動詞句」 

 

「何を待たなくちゃならないの？」 

--- ¿Esperar qué？                                           《「動詞句」「目的語」》 

¿Esperar ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.i 待たなくてはならない                        「動詞句」 

  tenemos que が省略されている 

qué？ｹ pron 何を？                                                    「目的語」 
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「日が沈むのを、待たなくては」 

--- Esperar a que el sol se ponga.                             「動詞」「間接目的語」 

Esperar ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.i 待つ                                          「動詞」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜することを                                       「間接目的語」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                       「主語」 

se ponga. ｾ･ﾎﾟﾝｶﾞ 接・3 単現(ponerse)v.pr 沈む               「動詞句」 

 

最初、君はとても驚いたように見えた。そして君は自分自身をあざ笑って、僕に言ったね。 

 Al principio pareciste muy sorprendido; luego, te reíste de ti mismo. Y me dijiste: 

「副詞句」「動詞」「補語」;「副詞」「動詞句」「間接目的語」┃「間接目的語」「動詞」 

Al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初は                                    「副詞句」 

pareciste ﾊﾟﾚｼｽﾃ 2 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                       「動詞」 

muy sorprendido; ﾑｲ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. とても驚いた                        「補語」 

luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

te reíste ﾃ･ﾚｲｽﾃ 2 単点(reírse)v.pr (de を) あざ笑った                     「動詞句」 

de ti mismo. ﾃﾞ･ﾃｨ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身を                             「間接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijiste: 2 単点(decir)v.t 言った                                             「動詞」 

 

「まだ自分の星にいるつもりでいたよ」 

--- ¡Me creo siempre en mi casa!                             《「動詞句」「副詞句」》 

¡Me creo ﾒ･ｸﾚｵ 1 単現(creerse)v.pr 自分が〜であると思う                 「動詞句」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. まだ                                                「副詞」 

en mi casa! ｴﾝ･ﾐ･ｶｻ adv. 自分のところに                                「副詞句」 

 

なるほど、アメリカ合衆国で正午の時に、フランスでは日が沈むということは、誰もが知

っていることだ。 

 En efecto. Todo el mundo sabe que cuando es mediodía en los Estados Unidos el sol se 

pone en Francia.                             「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」 

En efecto. ｴﾝ･ｴﾌｪｸﾄ adv. 実際に、なるほど                               「副詞句」 

Todo el mundo ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ pron 誰もが                                   「主語」 

sabe ｻﾍﾞ 3 単現(saber)v.t 知っている                                      「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                   「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                               「動詞」 
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mediodía ﾒﾃﾞｨｵﾃﾞｨｱ n.m 正午                              「補語」 

en los Estados Unidos ｴﾝ･ﾛｽ･ｴｽﾀﾄﾞｽ･ｳﾆﾄﾞｽ 

 adv. アメリカ合衆国で                                「副詞句」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                           「主語」 

se pone ｾ･ﾎﾟﾈ 3 単現(ponerse)v.pr 沈む                           「動詞句」 

en Francia. ｴﾝ･ﾌﾗﾝｼｱ adv. フランスでは                          「副詞句」 

 

日の入りを見るには、フランスに 1 分で行く事が出来れば十分なのだが。 

Bastaría poder ir a Francia en un minuto para asistir a la puesta del sol. 

「動詞句」「主語」「副詞句」 

Bastaría +不定詞 ﾊﾞｽﾀﾘｱ 3 単過未(bastar+不定詞)v.i 〜すれば十分なのだが 「動詞句」 

 bastar +不定詞／que+接続法 「不定詞／que+接続法」が「主語」である 

poder ir ﾎﾟﾃﾞｰﾙ･ｲｰﾙ 不定詞･可能(poder+不定詞)v.i 行くことが出来ることが   「主語」 

a Francia ｱ･ﾌﾗﾝｼｱ adv. フランスに                            「間接目的語」 

en un minuto ｴ･ﾇﾝ･ﾐﾇﾄ adv. 1 分で                                「副詞句」 

para asistir ﾊﾟﾗ･ｱｼｽﾃｨｰﾙ adv. (a に) 居合わせるために                    「副詞句」 

a la puesta del sol. ｱ･ﾗ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adv. 日の入りに         「間接目的語」 

 

残念なことに、フランスは遠すぎる。しかし君の小さな星の上なら、君の椅子を数歩だけ

動かすだけで十分だった。 

Desgraciadamente, Francia está demasiado lejos. Pero sobre tu pequeño planeta te 

bastaba mover tu silla algunos pasos. 

「副詞」「主語」「動詞」「補語」┃Pero「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Desgraciadamente, ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 残念なことに                       「副詞」 

Francia ﾌﾗﾝｼｱ n.f フランスは                                             「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

demasiado lejos. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾚﾎｽ adj. 遠すぎる                                「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sobre tu pequeño planeta ｿﾌﾞﾚ･ﾄｩ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 君の小さな星の上なら 「副詞句」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

bastaba +不定詞 ﾊﾞｽﾀﾊﾞ 3 単線(bastar+不定詞)v.i 〜すれば十分だった      「動詞句」 

mover ﾓﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 動かすことが                                      「主語」 

tu silla ﾄｩ･ｼｼﾞｬ n.f 君の椅子を                                    「目的語」 

algunos pasos. ｱﾙｸﾞﾉｽ･ﾊﾟｿｽ adv. 数歩だけ                          「副詞句」 
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だから君は、見たいと思うたびにたそがれをじっと見ていたんだね。 

Y contemplabas el crepúsculo cada vez que lo querías.   Y「動詞」「目的語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

contemplabas ｺﾝﾃﾝﾌﾟﾗﾊﾞｽ 2 単線(contemplar)v.t じっと見ていた             「動詞」 

el crepúsculo ｴﾙ･ｸﾚﾌﾟｰｽｸﾛ n.m たそがれを                               「目的語」 

cada vez ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ adv. 毎回、そのたびごとに                             「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

lo ﾛ pron それを                                             「目的語」 

querías. ｹﾘｱｽ 2 単線(querer)v.t 望む                             「動詞」 

 

「ある日、僕は日の入りを 43 回見たよ」 

--- Un día, vi ponerse el sol cuarenta y tres veces. 

《「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」「副詞句」》 

Un día, ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                            「副詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver+O+不定詞)v.t （O が〜するのを）見た                      「動詞」 

ponerse ﾎﾟﾈﾙｾ 不定詞 v.pr 沈む                                           「補語」 

el sol ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                「目的語」 

cuarenta y tres veces. ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾍﾞｾｽ pl.n.f 43 回                     「副詞句」 

フランス語原版でも 43回だが、 

「フランス語で読もう 星の王子様」では 44 回に変わっている（quarante-quatre fois!） 

 

そして少したってから、君は付け加えたよね。 

Y poco después agregaste:                                      Y「副詞句」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

poco después ﾎﾟｺ･ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. 少し後になって                           「副詞句」 

agregaste: ｱｸﾞﾚｶﾞｽﾃ 2 単点(agregar)v.t 言い足した                          「動詞」 

 

「あのね？本当に悲しい時って、日の入りは気持ちが安らぐものでしょう？」 

--- ¿Sabes? ... Cuando uno está verdaderamente triste son agradables las puestas de 

sol...                           《「呼びかけ」┃「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」》 

¿Sabes? ... ｻﾍﾞｽ int. あのね、ねえ                                     「呼びかけ」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人が                                                「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                 「動詞」 

verdaderamente triste ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ﾄﾘｽﾃ adj. 本当に悲しい          「補語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 
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agradables ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚｽ adj.pl 快い、気持ちの良い                          「補語」 

las puestas de sol... ﾗｽ･ﾌﾟｴﾙﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りは                      「主語」 

 

「それじゃあ、43 回日の入りを見た日は、本当に悲しかったんだね？」 

--- ¿Estabas, pues, verdaderamente triste el día de las cuarenta y tres veces? 

《「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」》 

¿Estabas, ｴｽﾀﾊﾞｽ 2 単線(estar)v.i 〜だった                                 「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それでは                                                 「副詞」 

verdaderamente triste ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ﾄﾘｽﾃ adj. 本当に悲しい                 「補語」 

el día ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m その日は                                            「副詞句」 

de las cuarenta y tres veces? ﾃﾞ･ﾗｽ･ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾍﾞｾｽ 

   adj. 43 回日の入りを見た                                    「形容詞句」 

フランス語原版でも 43回だが、 

「フランス語で読もう 星の王子様」では 44 回に変わっている（quarante-quatre fois!） 

 

王子様は返事をしなかった。 

 El principito no respondió.                                      「主語」「動詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

no respondió. ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.i 返事をしなかった     「動詞句」 

 

VII 

 

5 日目に、また羊のおかげで、王子様の人生のあの秘密が僕に明かされた。 

Al quinto día, siempre gracias al cordero, me fue revelado este secreto de la vida del 

principito.                              「副詞句」,「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Al quinto día, ｱﾙ･ｷﾝﾄ･ﾃﾞｨｱ adv. 5 日目に                                 「副詞句」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. また                                                「副詞」 

gracias al cordero, ｸﾞﾗｼｱｽ･ｱﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ adv. 羊のおかげで                    「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

fue revelado ﾌｴ･ﾚﾍﾞﾗﾄﾞ 3 単点･受動(revelar)v.t 明かされた                「動詞句」 

este secreto ｴｽﾃ･ｾｸﾚﾄ n.m あの秘密が                                     「主語」 

de la vida del principito. ﾃﾞ･ﾗ･ﾋﾞﾀﾞ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

 adj. 王子様の人生の                                          「形容詞句」 
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ぶっきらぼうにそして長い間黙って考え抜いた問題の結果であるかのように、僕に尋ねた。 

Me preguntó bruscamente, y sin preámbulos, como fruto de un problema largo tiempo 

meditado en silencio:                      「間接目的語」「動詞」「副詞」y「副詞句」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

bruscamente, ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. ぶっきらぼうに                               「副詞」 

y ｲ conj. そして 

sin preámbulos, ｼﾝ･ﾌﾟﾚｱﾝﾌﾞﾛｽ adv. 前置きなしに                         「副詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                       「副詞句」 

fruto ﾌﾙﾄ n.m 結果                                      「目的語」 

de un problema ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾏ adj. 問題の              「形容詞句」 

largo tiempo ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い間                     「副詞句」 

meditado en silencio: ﾒﾃﾞｨﾀﾄﾞ･ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ 

 adj. 黙って考え抜いた                        「形容詞句」 

 

「もし羊が低木を食べるのなら、花も食べるんでしょう？」 

--- Si un cordero come arbustos, ¿come también flores? 

《「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊が                                    「主語」 

come ｺﾒ 3 単現(comer)v.t 食べる                                  「動詞」 

arbustos, ｱﾙﾌﾞｽﾄｽ pl.n.m 低木を                                「目的語」 

¿come ｺﾒ 3 単現(comer)v.t 食べる                                         「動詞」 

también flores? ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花も                                  「目的語」 

 

「羊は出会う物はなんでも食べるよ」 

--- Un cordero come todo lo que encuentra.               《「主語」「動詞」「目的語」》 

Un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊は                                            「主語」 

come ｺﾒ 3 単現(comer)v.t 食べる                                          「動詞」 

todo lo ﾄﾄﾞ･ﾛ pron 全てのものを                                        「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

encuentra. ｴﾝｸｴﾝﾄﾗ 3 単現(encontrar)v.t 出会う                   「動詞」 

 

「とげのある花まで？」 

--- ¿Hasta las flores que tienen espinas?                               《「目的語」》 

¿Hasta las flores ｱｽﾀ･ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花まで？                            「目的語」 
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que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t がある                              「動詞」 

espinas? ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげ                                     「目的語」 

 

「そうだよ。とげのある花まで」 

--- Sí. Hasta las flores que tienen espinas.                   《「応答」┃「目的語」》 

Sí. ｼ adv. そうだよ                                                      「応答」 

Hasta las flores que tienen espinas. ｱｽﾀ･ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ･ｹ･ﾃｨｴﾈﾝ･ｴｽﾋﾟﾅｽ 

  pl.n.f とげのある花まで                                               「目的語」 

 

「それじゃあ、とげは何のために役に立つの？」 

--- Entonces, las espinas, ¿para qué sirven?         《副詞「主語」「副詞句」「動詞」》 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それじゃあ                                         「副詞」 

las espinas, ﾗｽ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげは                                       「主語」 

¿para qué ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 何のために                                        「副詞句」 

sirven? ｼﾙﾍﾞﾝ 3 複現(servir)v.i 役に立つ                                   「動詞」 

 

僕はそれを知らなかった。その時僕は、エンジンのきつく締まり過ぎたボルトを外そうと

していてとても忙しかった。 

 Yo no lo sabía. Estaba entonces muy ocupado tratando de destornillar un bulón 

demasiado ajustado de mi motor.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no ...sabía. ﾉ...ｻﾋﾞｱ 1 単線･否定(saber)v.t 知らなかった                    「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

muy ocupado ﾑｲ･ｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. とても忙しい                                 「補語」 

tratando de destornillar ﾄﾗﾀﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾞｽﾄﾙﾆｼﾞｬｰﾙ 現在分詞(tratar de+不定詞) 

   v.t 〜のネジ釘を外そうとしていて                                    「副詞句」 

un bulón ｱﾝ･ﾌﾞﾛﾝ n.m ボルトを                                  「目的語」 

demasiado ajustado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｱﾌｽﾀﾄﾞ adj. きつく締まり過ぎた     「形容詞句」 

de mi motor. ﾃﾞ･ﾐ･ﾓﾄｰﾙ adj. エンジンの               「形容詞句」 
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故障がとても深刻だということが分かり始めた上に、水が底をついて最悪の事態に対する

恐怖が起こってきたので、僕はとても心配になっていた。 

Estaba muy preocupado, pues mi avería comenzaba a resultarme muy grave y el agua 

que se agotaba me hacía temor lo peor.                   「動詞」「補語」,「副詞節」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

muy preocupado, ﾑｲ･ﾌﾟﾚｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. とても心配な                          「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

mi avería ﾐ･ｱﾍﾞﾘｱ n.f 故障が                                      「主語」 

comenzaba a resultarme ｺﾒﾝｻﾊﾞ･ｱ･ﾚｽﾙﾀﾙ･ﾒ 3 単線･開始(comenzar a+不定詞+me) 

   v.i 僕にとって〜の結果になり始めていた                       「動詞句」 

 comenzar a+不定詞 「〜し始める」 resultar ﾚｽﾙﾀｰﾙ v.i 〜の結果になる 

muy grave ﾑｲ･ｸﾞﾗｰﾍﾞ adj. とても深刻な                            「補語」 

y ｲ conj. そして 

el agua ｴﾙ･ｱｸﾞｧ n.m 水は                                         「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

se agotaba ｾ･ｱｺﾞﾀﾊﾞ 3 単線(agotarse)v.pr 枯渇している   「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                             「間接目的語」 

hacía ｱｼｱ 3 単線(hacer)v.t 〜を生じさせた、起こさせた               「動詞」 

temor lo peor. ﾃﾓｰﾙ･ﾚ･ﾍﾟｵｰﾙ n.m 最悪の恐怖を                     「目的語」 

 

「とげは何の役に立つの？」 

--- Las espinas, ¿para qué sirven?                      《「主語」「副詞句」「動詞」》 

Las espinas, ﾗｽ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげは                                      「主語」 

¿para qué ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 何のために                                        「副詞句」 

sirven? ｼﾙﾍﾞﾝ 3 複現(servir)v.i 役に立つ                                   「動詞」 

 

王子様は、一度言い出した質問は決してあきらめなかった。 

 El principito jamás renunciaba a una pregunta, una vez que la había formulado. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

jamás renunciaba ﾊﾏｽ･ﾚﾇﾝｼｱﾊﾞ 3 単線･否定(renunciar) 

v.i 決してあきらめなかった                                          「動詞句」 

a una pregunta, ｱ･ｳﾅ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 質問を                           「間接目的語」 

una vez que ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｹ conj. 一度〜したら                                「副詞節」 

 この「副詞節」は pregunta を修飾する「形容詞節」と考えても良い 

la ﾗ pron それを                                               「目的語」 
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había formulado. ｱﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾑﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(formular) 

v.t（考えを）表明した                                        「動詞句」 

 

僕はボルトのせいで苛立っていたので、いい加減に答えた。 

Yo estaba irritado por mi bulón y respondí cualquier cosa: 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」y「動詞」「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

irritado ｲﾘﾀﾄﾞ 過去分詞(irritar)adj. 苛立った                              「補語」 

por mi bulón ﾎﾟﾙ･ﾐ･ﾌﾞﾛﾝ adv. ボルトのせいで                           「副詞句」 

y ｲ conj. それで 

respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

cualquier cosa: ｸゎﾙｷｴ･ｺｰｻ n.f 適当なことを                             「目的語」 

  cualquiera ｸゎﾙｷｴﾗ adj.（名詞の前では cualquier）（+名詞）どんな（〜でも） 

 

「とげは、何の役にも立たないよ。それは全く花の意地悪だよ」 

--- Las espinas no sirven para nada. Son pura maldad de las flores. 

《「主語」「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

Las espinas ﾗｽ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげは                                       「主語」 

no sirven ﾉ･ｼﾙﾍﾞﾝ 3 複現･否定(servir)v.i 役に立たない                     「動詞句」 

para nada. ﾊﾟﾗ･ﾅﾀﾞ adv. 何のためにも                                   「副詞句」 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

pura maldad ﾌﾟﾗ･ﾏﾙﾀﾞﾄﾞ n.f まったくの意地悪                             「補語」 

 puro ﾌﾟﾛ adj.ｍ, pura ﾌﾟﾗ adj.f まったくの、純粋な maldad ﾏﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 悪さ 

de las flores. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ adj. 花の                               「形容詞句」 

 

「ああ！」 

--- ¡Oh!                                                               《「感嘆」》 

¡Oh! ｵ int. おや、ああ「感嘆」 

 

少し黙ってから、ある種の恨みを込めて僕に言った。 

Después de un silencio me largó, con cierto rencor: 

「副詞句」,「間接目的語」「動詞」,「副詞句」 

Después de un silencio ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 少し黙ってから          「副詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

largó, ﾗﾙｺﾞ 3 単点(largar)v.t（嫌な風に）言った                            「動詞」 
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con cierto rencor: ｺﾝ･ｼｴﾙﾄ･ﾚﾝｺｰﾙ adv. いくらかの恨みを込めて             「副詞句」 

 cierto ｼｴﾙﾄ adj.（+名詞）いくらかの、ある rencor ﾚﾝｺｰﾙ n.m 恨み 

 

「君は信用できないよ！花はか弱いんだ。無邪気なんだ。出来るだけ、身を守ろうとして

いるんだ。とげがあることで、自分が怖い存在だと思っているんだ」 

--- ¡No te creo! Las flores son débiles. Son ingenuas. Se defienden como pueden. Se 

creen terribles con sus espinas. 

《「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」 

「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「補語」》 

¡No ...creo! ﾉ...ｸﾚｵ 1 単現･否定(creer)v.t 信用しない                       「動詞句」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

Las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花は                                             「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

débiles. ﾃﾞﾋﾞﾚｽ adj.pl か弱い                                             「補語」 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

ingenuas. ｲﾝﾍﾇｱｽ adj.f.pl 無邪気                                          「補語」 

Se defienden ｾ･ﾃﾞﾌｨｴﾝﾃﾞﾝ 3 複現(defender)v.pr 身を守っている            「動詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜するように                                             「副詞節」 

pueden. ﾌﾟｴﾃﾞﾝ 3 複現(poder)v.t 出来る                             「動詞」 

Se creen ｾ･ｸﾚｴﾝ 3 複現(creerse)v.pr 自分を〜だと思っている               「動詞句」 

terribles ﾃﾘﾌﾞﾚｽ adj.pl 恐ろしい                                          「補語」 

con sus espinas. ｺﾝ･ｽｽ･ｴｽﾋﾟﾅｽ adv. とげが有ることで               「副詞句」 

 

僕は何も答えなかった。その瞬間、心の中で思っていた。「もしこのボルトがまだ抵抗する

なら、金槌で飛ばしてやろう」 

No respondí nada. En ese instante me decía: 《Si este bulón todavía resiste, lo haré 

saltar de un martillazo.》               「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」： 

《「副詞節」,「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

No respondí ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(responder)v.t 答えなかった           「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

En ese instante ｴﾝ･ｴｾ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. その瞬間                             「副詞句」 

me decía: ﾒ･ﾃﾞｼｱ 1 単線(decirse)v.pr 心の中で思っていた                  「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

este bulón ｴｽﾃ･ﾌﾞﾛﾝ n.m このボルトが                            「主語」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                         「副詞」 

resiste, ﾚｼｽﾃ 3 単現(resistir)v.i 抵抗する                           「動詞」 
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lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

haré saltar ｱﾚ･ｻﾙﾀｰﾙ 1 単未･使役(hacer+不定詞)v.t 飛ばしてやろう         「動詞句」 

de un martillazo.》ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｬｿ adv. 金槌で                           「副詞句」 

 

王子様はまたしても僕の熟考を邪魔した。 

El principito interrumpió de nuevo mis reflexiones:「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

interrumpió ｲﾝﾃﾙﾝﾋﾟｵ 3 単点(interrumpir)v.t 遮った、邪魔をした            「動詞」 

de nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. またしても                                       「副詞句」 

mis reflexiones: ﾐｽ･ﾚﾌﾚｸｼｵﾈｽ pl.n.f 僕の熟考を                           「目的語」 

 

「それで、君、君は思っているのか？花というものは．．．」 

--- ¿Y tú, tú crees que las flores ...?         《Y「呼びかけ」「主語」「動詞」「目的語」》 

¿Y ｲ conj. それで 

tú, ﾄｩ pron 君                                                       「呼びかけ」 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

crees ｸﾚｴｽ 2 単現(creer)v.t 思っている                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

las flores ...? ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花というものは                         「主語」 

 

「いや、いや。僕は何も思っていないよ。君にはいい加減に返事をしただけだよ。僕は今

真面目な事をやっているんだから」 

--- ¡No, no! ¡Yo no creo nada! Te he contestado caulquier cosa. ¡Yo me ocupo de cosas 

serias!    《「応答」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

¡No, no! ﾉ･ﾉ adv. いや、いや                                             「応答」 

¡Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

no creo ﾉ･ｸﾚｵ 1 単現･否定(creer)v.t 思っていない                         「動詞句」 

nada! ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

he contestado ｴ･ｺﾝﾃｽﾀﾄﾞ 1 単現･完了形(contestar)v.t 返事をした           「動詞句」 

caulquier cosa. ｸゎﾙｷｴ･ｺｰｻ n.f いい加減なことを                     「直接目的語」 

¡Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

me ocupo ﾒ･ｵｸﾎﾟ 1 単現(ocuparse)v.pr (de に) 従事している               「動詞句」 

de cosas serias! ﾃﾞ･ｺｻｽ･ｾﾘｱｽ adv. 真面目なことに                     「間接目的語」 
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彼は呆然として僕を見つめた。 

Me miró estupefacto.                                     「目的語」「動詞」「副詞」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

estupefacto. ｴｽﾄｩﾍﾟﾌｧｸﾄ adv. 茫然として                                  「副詞」 

 

「真面目なことにだって！」 

--- ¡De cosas serias!                                                  《「副詞句」》 

De cosas serias! ﾃﾞ･ｺｻｽ･ｾﾘｱｽ adv. 真面目なことにだって！                「副詞句」 

 

彼は僕を見ていた。僕は彼にとってはとても醜く見えるものにかがみ込んで、手には金

槌をもち、指はグリースで真っ黒になっていた。 

Me veía con el martillo en la mano y los dedos negros de grasa, inclinado sobre un 

objeto que le parecía muy feo.                  「目的語」「動詞」「形容詞句」,「形容詞

句」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

veía ﾍﾞｲｱ 3 単線(ver)v.t 見ていた                                         「動詞」 

con ｺﾝ adj. 〜の                                                    「形容詞句」 

el martillo en la mano ｺﾝ･ｴﾙ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｮ･ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾉ n.m 手に金槌     「目的語」 

y ｲ conj. そして 

los dedos negros de grasa, ﾛｽ･ﾃﾞﾄﾞｽ･ﾈｸﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗｻ 

 pl.n.m グリースで真っ黒の指                               「目的語」 

inclinado ｲﾝｸﾘﾅﾄﾞ adj. 傾いた、かがみ込んだ                           「形容詞句」 

sobre un objeto ｿﾌﾞﾚ･ｳﾝ･ｵﾌﾟﾍﾄ adv. 物体の上に                  「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                          「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼にとって                            「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜に見える             「動詞」 

muy feo. ﾑｲ･ﾌｪｵ adj. とても醜い                        「補語」 

 

「君は、大人みたいな話し方をしているね！」 

--- ¡Hablas como las personas grandes!                         《「動詞」「副詞句」》 

¡Hablas ｱﾌﾞﾗｽ 2 単現(hablar)v.i 話している                                「動詞」 

como +名詞 ｺﾓ adv. 〜のように                                         「副詞句」 

las personas grandes! ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人たち          「目的語」 

 como +直説法／接続法 「〜するように」 
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彼の言葉を聞いて、僕は少し恥ずかしくなった。しかし、彼は冷酷にも付け加えた。 

Me avergonzó un poco. Pero, despiadado, agregó: 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃Pero「副詞」「動詞」 

Me ﾒ pron 僕に                                                       「目的語」 

avergonzó ｱﾍﾞﾙｺﾞﾝｿ 3 単点(avergonzar)v.t 恥をかかせた                    「動詞」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

despiadado, ﾃﾞｽﾋﾟｱﾀﾞﾄﾞ adv. 冷酷にも、無慈悲にも                         「副詞」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

 

「すべてを混同している！何もかも、まぜこぜにしている！」 

--- ¡Confundes todo!... ¡Mezclas todo!       《「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」》 

¡Confundes ｺﾝﾌﾝﾃﾞｽ 2 単現(confundir)v.t 混同している                      「動詞」 

todo! ﾄﾄﾞ pron すべての事を                                            「目的語」 

¡Mezclas ﾒｽｸﾗｽ 2 単現(mezclar)v.t まぜこぜにしている                      「動詞」 

todo! ﾄﾄﾞ pron すべての事を                                            「目的語」 

 

彼は本当にすごく苛立っていた。金色の髪を風になびかせていた。 

Estaba verdaderamente muy irritado. Sacudía al viento sus cabellos dorados. 

「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞句」「目的語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当に                            「副詞」 

muy irritado. ﾑｲ･ｲﾘﾀﾄﾞ adj. すごく苛立った                                「補語」 

Sacudía ｻｸﾃﾞｨｱ 3 単線(sacudir)v.t 揺り動かしていた                        「動詞」 

al viento ｱﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ adv. 風に                                            「副詞句」 

sus cabellos dorados. ｽｽ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ･ﾄﾞﾗﾄﾞｽ pl.n.m 金色の髪を               「目的語」 

 

「僕、深紅色さんが住んでいる惑星を知っているよ。その人は、たった一本の花の香りを

かいだ事もないし、たった一つの星のほうへ視線を向けたこともなければ、誰も愛したこ

とがないんだ。」 

--- Conozco un planeta donde hay un Señor carmesí. Jamás ha aspirado una flor. Jamás 

ha mirado a una estrella. Jamás ha querido a nadie. 

《「動詞」「目的語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」 

「動詞句」「間接目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

Conozco ｺﾉｽｺ 1 単現(conocer)v.t 知っている                                「動詞」 

un planeta ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m ある星を                                      「目的語」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

VII 

  - 105 - 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ pron そこで〜する                                       「形容詞節」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がいる                                 「動詞」 

un Señor carmesí. ｳﾝ･ｾﾆｮｰﾙ･ｶﾒﾙｼ n.m 深紅色の人                 「主語」 

Jamás ﾊﾏｽ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

ha aspirado ｱ･ｱｽﾋﾟﾗﾄﾞ 3 単現･完了形(aspirar)v.t 吸った、香りをかいだ     「動詞句」 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾗ n.f たった一本の花を                                  「目的語」 

Jamás ha mirado ﾊﾏｽ･ｱ･ﾐﾗﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(mirar) 

v.i 視線を向けたことがない                                          「動詞句」 

a una estrella. ｱ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. たった一つの星のほうへ            「間接目的語」 

Jamás ha querido ﾊﾏｽ･ｱ･ｹﾘﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(querer) 

v.t 愛したことがない                                                 「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                       「目的語」 

 「目的語」が特定の人の場合は、他動詞でも目的語の前に a を付ける 

 

 

 

 

 

「彼は、足し算と引き算しかやったことがない

んだ。そして一日中、君みたいに繰り返し言っ

ているよ。“自分は真面目な男だ！自分は真面目

な男だ！”って」 

No ha hecho más que sumas y restas. Y todo el 

día repite como tú: “¡Soy un hombre serio! ¡

Soy un hombre serio! ” 

《「動詞句」「目的語」 

Y「副詞句」「動詞」「副詞句」》：  

“「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」” 

 

 

No ha hecho más que ﾉ･ｱ･ｴﾁｮ･ﾏｽ･ｹ 3 単現･完了形(hacer) 

v.t 〜しかしたことがない                                            「動詞句」 

 no ...más que 〜しか．．．ない 

sumas y restas. ｽﾏｽ･ｲ･ﾚｽﾀｽ pl.n.f 足し算と引き算                        「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

todo el día ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 一日中                                     「副詞句」 
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repite ﾚﾋﾟﾃ 3 単現(repetir)v.t 繰り返し言っている                          「動詞」 

como tú: ｺﾓ･ﾄｩ adv. 君のように                                         「副詞句」 

¡Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

un hombre serio! ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｾﾘｵ n.m まじめな男                            「補語」 

¡Soy un hombre serio! ｿｲ･ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｾﾘｵ  自分は真面目な男だ！ 

フランス語原文では、 

「足し算」だけである 

 

「彼は傲慢によって膨れ上がっているんだ。だけどあれは人間じゃない、キノコだよ！」 

Se infla de orgullo. Pero no es un hombre, ¡es un hongo! 

《「動詞句」「副詞句」┃Pero「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

Se infla ｾ･ｲﾝﾌﾗ 3 単現(inflarse)v.pr 膨らんでいる                         「動詞句」 

de orgullo. ﾃﾞ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮ adv.（原因）傲慢によって                         「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

un hombre, ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 人間                                           「補語」 

¡es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un hongo! ｳﾝ･ｵﾝｺﾞ n.m キノコ                                            「補語」 

 

「何だって？」 

--- ¿Un qué?                                                           《「応答」》 

¿Un qué? ｳﾝ･ｹ pron 何だって                                             「応答」 

 

「キノコだよ！」 

--- ¡Un hongo!                                                         《「応答」》 

Un hongo! ｳﾝ･ｵﾝｺﾞ n.m キノコだよ                                        「応答」 

 

王子様は、今では激怒のために真っ青になっていた。 

El principito estaba ahora pálido de cólera.           「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今では                                                   「副詞」 

pálido ﾊﾟﾘﾄﾞ adj.（顔色が）青白い                                        「補語」 

de cólera. ﾃﾞ･ｺﾚﾗ adv.（原因）激怒のために                        「副詞句」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

VII 

  - 107 - 

「何百万年も前から花はとげを作っているし、何百万年も前から羊たちは、とげがあろう

がなかろうが、花を食べている」 

--- Hace millones de años que las flores fabrican espinas. Hace millones de años que los 

corderos comen igualmente las flores. 

《「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Hace millones de años que ｱｾ･ﾐﾛﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾆｮｽ･ｹ conj. 何百万年も前から〜した「副詞句」 

 この hace ｱｾ 3 単現(hacer) は、前置詞的な役割である。「〜前に、〜前から」 

las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花たちは                                         「主語」 

fabrican ﾌｧﾌﾞﾘｶﾝ 3 複現(fabricar)v.t 作っている                            「動詞」 

espinas. ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげを                                           「目的語」 

Hace millones de años que ｱｾ･ﾐﾛﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾆｮｽ･ｹ conj. 何百万年も前から〜した「副詞句」 

los corderos ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ pl.n.m 羊たちは                                    「主語」 

comen ｺﾒﾝ 3 複現(comer)v.t 食べている                                    「動詞」 

igualmente ｲｸﾞﾜﾙﾒﾝﾃ adv. 同様に、（とげがあろうと）                      「副詞」 

las flores. ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花を                                           「目的語」 

 

「それでは、花たちが何のためにも役に立たないとげを作ることにあれほどまでに努力し

ているのは何が目的なのかを理解することが真面目じゃないっていうのか？」 

¿Y no es serio intentar comprender por qué las flores se esfuerzan tanto en fabricar 

espinas que no sirven nunca para nada?                 《Y「動詞」「補語」「主語」》 

¿Y ｲ conj. それでは 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜でない                                         「動詞」 

serio ｾﾘｵ adj. 真面目な                                                   「補語」 

intentar comprender ｲﾝﾃﾝﾀｰﾙ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾙ 不定詞(intentar+不定詞) 

   n. 〜を理解しようとすることが                                         「主語」 

por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. 何のために〜するということを               「間接目的語」 

las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花たちは                                    「主語」 

se esfuerzan ｾ･ｴｽﾌｴﾙｻﾝ 3 複現(esforzarse)v.pr 努力する              「動詞句」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. それほどまでに                                       「副詞」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することに                                   「副詞句」 

fabricar ﾌｧﾌﾞﾘｶｰﾙ 不定詞 v.t 作る                             「動詞」 

espinas ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげを                                「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

no sirven nunca ﾉ･ｼﾙﾍﾞﾝ･ﾇﾝｶ 3 複現･否定(servir) 

v.i 全く役に立たない                           「動詞句」 

para nada? ﾊﾟﾗ･ﾅﾀﾞ adv. 何のためにも〜ない   「間接目的語」 
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「羊と花の戦争は重要じゃないって言うの？太っちょの深紅色さんの足し算よりも、真面

目でも重要でもないというの？」 

¿No es importante la guerra de los corderos y las flores? ¿No es más serio y más 

importante que las sumas de un Señor gordo y rojo? 

《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「補語」》 

¿No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない？                                 「動詞」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                          「補語」 

la guerra ﾗ･ｸﾞｪｯﾗ n.f 戦争は                                              「主語」 

de los corderos y las flores? ﾃﾞ･ﾛｽ･ｺﾙﾃﾞﾛｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ 

  adj. 羊と花の                                                  「形容詞句」 

¿No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない？                                 「動詞」 

más serio y más importante ﾏｽ･ｾﾘｵ･ｲ･ﾏｽ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ 

   adj.（否定文で）あまり真面目でも重要でも〜ない                        「補語」 

que ｹ adv. 〜よりも                                              「副詞句」 

las sumas ﾗｽ･ｽﾏｽ pl.n.f 足し算                             「目的語」 

de un Señor gordo y rojo? ﾃﾞ･ｳﾝ･ｾﾆｮﾙ･ｺﾞﾙﾄﾞ･ｲ･ﾛﾎ 

   adj. 太っちょの深紅色さんの                    「形容詞句」 

 

「僕の星以外のどんな場所にも存在しない、この世で唯一の一輪の花を僕が知っていて、

その花を子羊が、ある朝自分がしていることの意味も分からずに、ただの一撃で消滅させ

てしまうかもしれないということが、重要ではないというのか？」 

¿Y no es importante que yo conozca una flor única en el mundo, que no existe en 

ninguna parte, salvo en mi planeta, y que un corderito puede aniquilar una mañana, así, 

de un solo golpe, sin darse cuenta de lo que hace? 

《Y「動詞句」「補語」「主語」y「主語」》 

¿Y ｲ conj. そして 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定･疑問(estar)v.i 〜でないというのか？               「動詞句」 

importante ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                          「補語」 

 主節が価値判断を表す無人称表現なので、従属節は接続法となる 

que ｹ conj.（+接続法）〜ということが                                     「主語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                   「主語」 

conozca ｺﾉｽｶ 接・1 単現(conocer)v.t 知っている                       「動詞」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                                    「目的語」 

única en el mundo, ｳﾆｶ･ｴ･ﾈﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adj. この世で唯一の      「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                  「形容詞節：flor」 
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no existe ﾉ･ｴｸｼｽﾃ 3 単現･否定(existir)v.i 存在しない   「動詞句」 

en ninguna parte, ｴﾝ･ﾆﾝｸﾞﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どんな場所にも 「副詞句」 

salvo en mi planeta, ｻﾙﾎﾞ･ｴﾝ･ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

 adj. 僕の星以外の                       「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ conj.（目的語）その花を〜することが                                「主語」 

un corderito ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾘﾄ n.m 子羊が                                  「主語」 

 cordero ｺﾙﾃﾞﾛ n.m ヒツジ + -ito（示小接尾辞）→ corderito ｺﾙﾃﾞﾘﾄ n.m 子羊 

puede aniquilar ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱﾆｷﾗｰﾙ 3 単現･可能性(poder+不定詞) 

   v.t 消滅させるかもしれない                                     「動詞句」 

una mañana, ｳﾅ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. ある朝                                「副詞句」 

así, ｱｼ adv. このように                                             「副詞」 

de un solo golpe, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｿﾛ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv.（手段）ただの一撃で          「副詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜しないで                                    「副詞句」 

darse cuenta de ﾀﾞﾙｾ･ｸｪﾝﾀ･ﾃﾞ 不定詞 v.pr 〜に気付く        「動詞句」 

lo ﾛ pron そのこと                                        「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

hace? ｱｾ 3 単現(hacer)v.t 自分がしている            「動詞」 

 

「これが重要ではないというのか？」 

¿Esto no es importante?                                 《「主語」「動詞」「補語」》 

¿Esto ｴｽﾄ pron これが                                                   「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定･疑問(estar)v.i 〜でないというのか？               「動詞句」 

importante? ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                         「補語」 

 

王子様は顔を赤らめて、言い足した。 

Enrojeció y agregó:                                              「動詞」y「動詞」 

Enrojeció ｴﾝﾛﾍｼｵ 3 単点(enrojecer)v.i 顔が赤くなっていた                   「動詞」 

y ｲ conj. そして 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 言い足した                              「動詞」 

 

「もし誰かが、何百万、何千万という星の中に一例しか存在しないという、たった一輪の

花を愛しているなら、星たちを見るだけで十分幸せになれる。」 

--- Si alguien ama a una flor de la que no existe más que un ejemplar entre los millones 

y millones de estrellas, es bastante para que sea feliz cuando mira a las estrellas. 

《「副詞節」,「動詞」「補語」「副詞節」》 
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Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

ama ｱﾏ 3 単現(amar)v.t 愛している                                「動詞」 

a una flor ｱ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                             「目的語」 

de la ﾃﾞ･ﾗ adj.（同格）〜という花の                           「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

no existe ﾉ･ｴｸｼｽﾃ 3 単現･否定(existir)v.i 存在しない     「動詞句」 

más que un ejemplar ﾏｽ･ｹ･ｳﾝ･ｴﾍﾝﾌﾟﾗｰﾙ adv. 一例しか   「副詞句」 

entre los millones y millones de estrellas, ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ｲ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ 

   adv. 何百万、何千万という星のなかで               「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

bastante ﾊﾞｽﾀﾝﾃ adj. 十分な                                              「補語」 

para que +接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ conj. 〜するために                              「副詞節」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜になる                                 「動詞」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                             「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                 「副詞節」 

mira ﾐﾗ 3 単現(mirar)v.t 見る                              「動詞」 

a las estrellas. ｱ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちを              「目的語」 

 「どれかの星に自分が愛すべき花が咲いているのだから」 

 

その人は心の中で思う：「僕の花はあそこにある、あの星の中のどれかに」 

Se dice: 《Mi flor está allí, en alguna parte...》 「動詞句」：《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Se dice: ｾ･ﾃﾞｨｾ 3 単現(decirse)v.pr 心の中で思う                          「動詞句」 

Mi flor ﾐ･ﾌﾛｰﾙ n.f 僕の花は                                               「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜にある                                         「動詞」 

allí, ｱｼﾞ adv. あそこに                                                   「副詞」 

en alguna parte...》ｴﾝ･ｱﾙｸﾞﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. あの星の中のどれかに              「副詞句」 

 parte ﾊﾟﾙﾃ n.f 場所 → ここでは、無数の星の中のどれかという意味 

 

だから羊が花を食べてしまったら、その人にとって、それはすべての星が突然消えてしま

ったようなものだ。それでも、これが重要ではないというのか？ 

Y si el cordero come la flor, para él es como si, bruscamente, todas las estrellas se 

apagaran. Y esto, ¿no es importante? 

Y「副詞節」,「副詞句」「動詞」「補語」┃Y「主語」「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 
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el cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m ヒツジが                                  「主語」 

come ｺﾒ 3 単現(comer)v.t 食べる                                   「動詞」 

la flor, ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花を                                          「目的語」 

para él ﾊﾟﾗ･ｴﾙ adv. その人にとって                                     「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

como si, +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するようなこと                         「補語」 

bruscamente, ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                    「副詞」 

todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星が               「主語」 

se apagaran. ｾ･ｱﾊﾟｶﾞﾗﾝ 接・3 複過(apagarse)v.pr 消えてしまった     「動詞句」 

Y ｲ conj. それでも 

esto, ｴｽﾄ pron これが（羊と花の戦争が）                                  「主語」 

¿no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

importante? ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要な                                         「補語」 

 

彼はそれ以上なにも言えなかった。突然、すすり泣いた。日はとっくに暮れていた。 

No pudo decir nada más. Estalló bruscamente en sollozos. La noche había caído. 

「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」 

No pudo decir ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単点･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 言うことが出来なかった                                          「動詞句」 

nada más. ﾅﾀﾞ･ﾏｽ pron それ以上なにも〜ない                           「目的語」 

Estalló ｴｽﾀｼﾞｮ 3 単点(estallar)v.i (en で)（感情が）爆発した                「動詞」 

bruscamente ﾌﾞﾙｽｶﾒﾝﾃ adv. 突然                                         「副詞」 

en sollozos. ｴﾝ･ｿｼﾞｮｿｽ adv. すすり泣きに                                「副詞句」 

La noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 夜は                                                  「主語」 

había caído. ﾊﾋﾞｱ･ｶｲﾄﾞ 3 単線･完了形(caer)v.i すでに暮れていた            「動詞句」 

 

僕はすでに工具を手放していた。かなづちも、ボルトも、喉の渇きも、死の恐怖でさえ、

どうでもよかった。 

Yo había dejado mis herramientas. No me importaban ni el martillo, ni el bulón, ni la 

sed, ni la muerte.                   「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

había dejado ｱﾋﾞｱ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 1 単線･完了形(dejar)v.t 手放していた             「動詞句」 

mis herramientas. ﾐｽ･ｴﾗﾐｴﾝﾀｽ pl.n.f 工具を                              「目的語」 

No me importaban ﾉ･ﾒ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾊﾞﾝ 3 複線･否定(importar)v.i 重要でなかった 「動詞句」 

  me は「間接目的語」僕にとって 

ni el martillo, ﾆ･ｴﾙ･ﾏﾙﾃｨｼﾞｮ n.m かなづちも                               「主語」 
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 ni は連続で否定する接続詞 〜も〜も．．．ない 

ni el bulón, ﾆ･ｴﾙ･ﾌﾞﾛﾝ n.m ボルトも                                 「主語」 

ni la sed, ﾆ･ﾗ･ｾﾄﾞ n.f 喉の渇きも                                    「主語」 

ni la muerte. ﾆ･ﾗ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死も                                     「主語」 

 

1 つの星の上に、惑星の上に、僕の星、地球の上に、慰めを必要とする 1 人の王子様がいた。 

En una estrella, en un planeta, el mío, la Tierra, había un principito que necesitaba 

consuelo.                                              「副詞句」「動詞」「目的語」 

En una estrella, ｴﾝ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. 1 つの星の上に                       「副詞句」 

en un planeta, ｴﾝ･ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 惑星の上に                             「副詞句」 

el mío, la Tierra, ｴﾙ･ﾐｵ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 僕の星、地球の上に                  「副詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t いた                                          「動詞」 

un principito ｳﾝ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 1 人の王子様が                            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

necesitaba ﾈｾｼﾀﾊﾞ 3 単線･時制の一致(necesitar)v.t 必要としている  「動詞」 

consuelo. ｺﾝｽｴﾛ n.m 慰めを                                    「目的語」 

 

彼を両腕で抱き上げて、ゆりかごのように揺すった。彼に言った：「君の愛する花はもう危

険にさらされていないよ！君の羊に、口輪を描いてあげる。花には囲いを描いてあげるよ。

描いてあげるよ．．．」 

Lo tomé en mis brazos. Lo acuné. Le dije: 《La flor que amas no corre peligro... Dibujaré 

un bozal para tu cordero. Dibujaré una armadura para tu flor... Di...》 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃「目的語」「動詞」┃「間接目的語」「動詞」 

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」》 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

tomé ﾄﾒ 1 単点(tomar)v.t（手に）取った、つかんだ                         「動詞」 

en mis brazos. ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕の中に                              「副詞句」 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

acuné. ｱｸﾈ 1 単点(acunar)v.t（抱いて）揺すった                            「動詞」 

Le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dije: ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

《La flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                 「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

amas ｱﾏｽ 2 単現(amar)v.t 愛している                            「動詞」 

no corre ﾉ･ｺﾚ 3 単現･否定(correr)v.t さらされていない                    「動詞句」 
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peligro... ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険                                              「目的語」 

Dibujaré ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾚ 1 単未･意思(dibujar)v.t 描いてあげるよ                    「動詞」 

un bozal ﾎﾞｻﾙ n.m 口輪を                                              「目的語」 

para tu cordero. ﾊﾟﾗ･ﾄｩ･ｺﾙﾃﾞﾛ adv. 君の羊のために                       「副詞句」 

Dibujaré ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾚ 1 単未･意思(dibujar)v.t 描いてあげるよ                    「動詞」 

una armadura ｳﾅ･ｱﾙﾏﾄﾞｩﾗ n.f 甲冑、骨組み、囲い                        「目的語」 

para tu flor... ﾊﾟﾗ･ﾄｩ･ﾌﾛｰﾙ adv. 花のために                               「副詞句」 

Di...》ﾃﾞｨ... 描いて．．．                                                   「動詞」 

 

何を言うべきかがよく分からなかった。自分がひどく間抜けに思われた。どうしたら彼の

心に届くのか、どこでその答えに出会えるのか分からなかった。涙の国というのは、それ

ほど不思議なところ！ 

No sabía bien qué decir. Me sentía muy torpe. No sabía cómo llegar a él, dónde 

encontrarlo... ¡Es tan misterioso el país de las lágrimas!... 

「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「補語」┃「動詞句」「目的語」 

No sabía bien ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾋﾞｴﾝ 1 単線･否定(saber)v.t よく分からなかった       「動詞句」 

qué decir. ｹ･ﾃﾞｼｰﾙ pron 何を言うべきかと言う事を                       「目的語」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

muy torpe. ﾑｲ･ﾄｵﾙﾍﾟ adj. ひどく間抜けな、不器用な                        「補語」 

No sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 1 単線･否定(saber)v.t 分からなかった                    「動詞句」 

cómo +不定詞 ｺﾓ adv. どのようにして〜するかという方法                 「目的語」 

llegar ｼﾞｪｶﾞｰﾙ 不定詞 v.i（心に）届く                              「動詞」 

a él, ｱ･ｴﾙ pron 彼の心に                                   「間接目的語」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜するかという方法                             「目的語」 

encontrarlo... ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙ･ﾛ 不定詞 v.t それに出会う                  「動詞句」 

 lo は彼の心に届くための方法を指す 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

tan misterioso ﾀﾝ･ﾐｽﾃﾘｵｿ adj. それほど不思議な                            「補語」 

el país de las lágrimas!... ｴﾙ･ﾊﾟｲｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾗｸﾞﾘﾏｽ n.m 涙の国は               「主語」 
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VIII 

 

間もなく、僕はその花をもっとよく知ることになった。王子様の惑星にはいつも、一列の

花弁で飾られ、ほとんど場所も取らず、誰にも迷惑をかけないとても素朴な花があった。 

Aprendí bien pronto a conocer mejor esa flor. En el planeta del principito siempre había 

habido flores muy simples, adornadas con una sola hilera de pétalos, que apenas 

ocupaban lugar y que no molestaban a nadie. 

「動詞句」「副詞句」「動詞句」「副詞」「目的語」 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「形容詞句」 

Aprendí ｱﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(aprender)v.i (a+不定詞 仕方を) 習った           「動詞句」 

bien ﾋﾞｪﾝ adv. 良く                                                     「副詞」 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 間もなく                                              「副詞」 

a conocer ｱ･ｺﾉｾｰﾙ 不定詞 v.t 知る                                 「動詞句」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adv. もっと                                                   「副詞」 

esa flor. ｴｻ･ﾌﾛｰﾙ n.f その花を                                           「目的語」 

En el planeta del principito ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

   adv. 王子様の惑星では                                               「副詞句」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

había habido ｱﾋﾞｱ･ｱﾋﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(haber)v.t あった                  「動詞句」 

flores ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花が                                                  「目的語」 

muy simples, ﾑｲ･ｼﾝﾌﾟﾚｽ adj. とても素朴な                             「形容詞句」 

adornadas ｱﾄﾞﾙﾅﾄﾞ 過去分詞(adornar)adj.f.pl 飾った                     「形容詞」 

con una sola hilera de pétalos, ｺﾝ･ｳﾅ･ｿﾗ･ｲﾚﾗﾃﾞ･ﾍﾟﾀﾛｽ 

 adv. 一列の花弁で                                           「副詞句」 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

apenas ｱﾍﾟﾅｽ adv. ほとんど〜ない                              「副詞」 

ocupaban ｵｸﾊﾟﾊﾞﾝ v.t（場所を）占める                          「動詞」 

lugar ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                      「目的語」 

y ｲ conj. そして 

que ｹ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

no molestaban ﾉ･ﾓﾚｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線･否定(molestar) 

v.t 邪魔する、迷惑をかける                                「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰にも〜ない                           「目的語」 
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それらの花はある朝草の間から姿を現し、その後夜には消えてしまうのだった。 

Aparecían una mañana entre la hierba y luego se extinguían por la noche.  

「動詞」「副詞句」y「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Aparecían ｱﾊﾟﾚｼｱﾝ 3 複線(aparecer)v.i 姿を見せた、現れた                  「動詞」 

una mañana ｳﾅ･ﾐｬｰﾅ adv. ある朝                                       「副詞句」 

entre la hierba ｴﾝﾄﾚ･ﾗ･ｲｴﾙﾊﾞ adv. 草の間から                            「副詞句」 

  hierba ｲｴﾙﾊﾞ n.f（時に集合名詞）草、草木 

y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから、その後                                         「副詞」 

se extinguían ｾ･ｴｸｽﾁﾝｷﾞｱﾝ 3 複線(extinguirse)v.pr 消えた                 「動詞句」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜には                                     「副詞句」 

 

しかしあの花が、何処かわからない所から運ばれてきた種からある朝芽を出したので、王

子様は他の芽とは似ていないその芽をとても近くから監視していた。 

Pero aquélla había germinado un día de una semilla traída no se sabe de dónde y el 

principito había vigilado, muy de cerca, a esa brizna que no se parecía a las otras 

briznas.       Pero「主語」「動詞句」「副詞句」y「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

aquélla ｱｹｼﾞｬ pron.f あの花は                                            「主語」 

 aquélla ｱｹｼﾞｬ pron.f あれ、あのもの 

había germinado ｱﾋﾞｱ･ﾍﾙﾐﾅﾄﾞ 3 単線･完了形(germinar)v.i 芽を出した      「動詞句」 

un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

de una semilla ﾃﾞ･ｳﾅ･ｾﾐｼﾞｬ adv. 種から                                 「副詞句」 

traída ﾄﾗｲﾀﾞ 過去分詞･受動(traer)adj.f 運ばれてきた              「形容詞」 

no se sabe de dónde ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ 

 adv. 何処かわからない所から                          「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

había vigilado, ｱﾋﾞｱ･ﾋﾞﾋﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(vigilar)v.t 監視していた         「動詞句」 

muy de cerca, ﾑｲ･ﾃﾞ･ｾﾙｶ adv. とても近くから                            「副詞句」 

a esa brizna ｱ･ｴｻ･ﾌﾞﾘｽﾅ n.f その芽を                                    「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

no se parecía ﾉ･ｾ･ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線･否定(parecerse) 

v.pr (a に) 似ていなかった                                  「動詞句」 

a las otras briznas. ｱ･ﾗｽ･ｵﾄﾗｽ･ﾌﾞﾘｽﾅｽ adv. 他の花の芽と     「間接目的語」 
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それはバオバブの新種かもしれない。しかしその低木はすぐに成長を止めて、1 つの花をつ

け始めた。 

Podía ser un nuevo género de baobab. Pero el arbusto cesó pronto de crecer y comenzó a 

elaborar una flor.    「動詞句」「補語」┃Pero「主語」「動詞句」y「動詞句」「目的語」 

Podía ser ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｾｰﾙ 3 単線･可能性(poder+不定詞)v.i 〜であるかもしれない 「動詞句」 

un nuevo género ｳﾝ･ﾇｴﾎﾞ･ﾍﾈﾛ n.m 新種                                    「補語」 

de baobab. ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの                           「形容詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el arbusto ｴﾙ･ｱﾙﾌﾞｽﾄ n.m その低木は                                      「主語」 

cesó pronto de crecer ｾｿ･ﾌﾟﾛﾝﾄ･ﾃﾞ･ｸﾚｾｰﾙ 3 単点･停止(cesar de+不定詞+ pronto) 

   v.i すぐに成長を止めた                                              「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

comenzó a elaborar ｺﾒﾝｿ･ｱ･ｴﾗﾎﾞﾗｰﾙ 3 単点･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.t を作り始めた                                                    「動詞句」 

 elaborar ｴﾗﾎﾞﾗｰﾙ v.t 生成する、加工する、入念に考える 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 1 つの花を                                         「目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巨大なつぼみが出来ていくシーンに立ち会った王子様

は、奇跡の出現が起こりそうだと感じた。しかしその

花は、緑の部屋の避難所にこもって化粧を続けていた。 

El principito, que asistió a la formación de un capullo enorme, sentía que iba a surgir 

una aparición milagrosa, pero, al abrigo de su cámara verde, la flor no terminaba de 

preparar su embellecimiento. 

「主語」「動詞」「目的語」,pero「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」 

El principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 
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asistió ｱｼｽﾁｵ 3 単点(asistir)v.i (a に) 居合わせた、立ち会った      「動詞」 

a la formación ｱ･ﾗ･ﾌｫﾙﾏｼｵﾝ 

 adv. 形成に、作られていくシーンに                     「間接目的語」 

de un capullo enorme, ﾃﾞ･ｳﾝ･ｶﾌﾟｼﾞｮ･ｴﾉﾙﾒ adj. 巨大なつぼみの 「形容詞句」 

sentía ｾﾝﾁｱ 3 単線(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

iba a surgir ｲﾊﾞ･ｱ･ｽﾙﾋｰﾙ 3 単線･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.i 起こるところだ、現れるところだ                           「動詞句」 

una aparición milagrosa, ｳﾅ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ･ﾐﾗｸﾞﾛｻ n.f 奇跡の出現          「主語」 

pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

al abrigo ｱﾙ･ｱﾌﾞﾘｺﾞ adv. 避難所で                                       「副詞句」 

 abrigo ｱﾌﾞﾘｺﾞ n.m オーバー、外套、援助、避難所 

de su cámara verde, ﾃﾞ･ｽ･ｶﾏﾗ･ﾍﾞﾙﾃﾞ adj. 自分の緑の部屋の      「形容詞句」 

 cámara ｶﾏﾗ n.f カメラ、部屋 

la flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f その花は                                                「主語」 

no terminaba de preparar ﾉ･ﾃﾙﾐﾅﾊﾞ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ 3 単線･停止･否定(terminar de+不定詞) 

   v.t を準備するのを止めなかった                                      「動詞句」 

su embellecimiento. ｽ･ｴﾝﾍﾞｼﾞｪｼﾐｪﾝﾄ n.m 化粧を                          「目的語」 

 

注意深く自分の色を選んでいた。ゆっくりと服を着て、花弁を 1 枚ずつ調節していた。 

Elegía con cuidado sus colores. Se vestía lentamente y ajustaba uno a uno sus pétalos. 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞」y「動詞」「副詞句」「目的語」 

Elegía ｴﾚﾋｱ 3 単線(elegir)v.t 選んでいた                                   「動詞」 

con cuidado ｺﾝ･ｸｲﾀﾞﾄﾞ adv. 丁寧に、注意深く                            「副詞句」 

sus colores. ｽｽ･ｺﾛﾚﾂﾞ pl.n.m 自分の色を                                 「目的語」 

Se vestía ｾ･ﾍﾞｽﾁｱ 3 単線(vestirse)v.pr 服を着ていた                       「動詞句」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

y ｲ conj. そして 

ajustaba ｱﾌｽﾀﾊﾞ 3 単線(ajustar)v.t 調節していた                            「動詞」 

uno a uno ｳﾉ･ｱ･ｳﾉ adv. 1 枚ずつ、1 枚 1 枚                               「副詞句」 

sus pétalos. ｽｽ･ﾍﾟﾀﾛｽ pl.n.m 花弁を                                     「目的語」 
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ヒナゲシのようにしわだらけの状態で外に出たくなかった。自分の美しさの完全な輝きを

まとって、姿を見せたかった。 

No quería salir llena de arrugas como las amapolas. Quería aparecer con el pleno 

resplandor de su belleza.                   「動詞句」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

No quería salir ﾉ･ｹﾘｱ･ｻﾘｰﾙ 3 単線･願望･否定(querer+不定詞) 

   v.i 外に出たくなかった                                              「動詞句」 

llena de arrugas ｼﾞｪﾅ･ﾃﾞ･ｱﾙｶﾞｽ adj. しわだらけの状態で                    「補語」 

como las amapolas. ｺﾓ･ﾗｽ･ｱﾏﾎﾟﾗｽ adv. ヒナゲシのように             「副詞句」 

Quería aparecer ｹﾘｱ･ｱﾊﾟﾚｾｰﾙ 3 単線･願望(querer+不定詞) 

   v.i 姿を見せたかった                                                「動詞句」 

con el pleno resplandor ｺﾝ･ｴﾙ･ﾌﾟﾚﾉ･ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞｰﾙ adv. 完全な輝きをまとって 「副詞句」 

de su belleza. ﾃﾞ･ｽ･ﾍﾞｼﾞｪｻ adj. 自分の美しさの                 「形容詞句」 

 

そうなのだ！彼女はとてもおしゃれだったのだ！彼女の神秘的な盛装は、何日も続いた。 

¡Ah!, ¡sí! ¡Era muy coqueta! Su misterioso atavío había durado días y días. 

「感嘆」┃「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

¡Ah!, ¡sí! ｱｰ･ｼｰ int. ああ、そうなんだ                                    「感嘆」 

¡Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                           「動詞」 

muy coqueta! ﾑｲ･ｺｹﾀ adj.f とてもおしゃれな                               「補語」 

Su misterioso atavío ｽ･ﾐｽﾃﾘｵｿ･ｱﾀﾋﾞｵ n.m 彼女の神秘的な盛装は             「主語」 

 atavío ｱﾀﾋﾞｵ n.m 美しく着飾ること、盛装 

había durado ｱﾋﾞｱ･ﾄﾞｩﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(durar)v.i 続いた                 「動詞句」 

días y días. ﾃﾞｨｱｽ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ adv. 何日も                                  「副詞句」 

 

そしてついに、ある朝正確に日の出の時間に、彼女は姿を現した。 

Y he aquí que una mañana, exactamente a la hora de la salida del sol, se mostró. 

Y「動詞」「副詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

he ｴ 1 単現(haber)v.t ある、持っている                                 「動詞」 

aquí ｱｷ adv. 今、ここに、ついに                                       「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                          「目的語」 

una mañana, ｳﾅ･m ﾆｬﾅ adv. ある朝                           「副詞句」 

exactamente a la hora ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ･ｱ･ﾗ･ｵﾗ adv. 正確な時間に      「副詞句」 

de la salida del sol, ﾃﾞ･ﾗ･ｻﾘﾀﾞ･ﾃﾞﾙ･ｿﾙ adj. 日の出の  「形容詞句」 

se mostró. ｾ･ﾓｽﾄﾛ 3 単点(mostrarse)v.pr 姿を現した            「動詞句」 
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そして、きっちりとお化粧をした花はあくびをしながら言った。 

Y la flor, que había trabajado con tanta precisión, dijo en medio de un bostezo: 

Y「主語」「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

la flor, ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

había trabajado ｱﾋﾞｱ･ﾄﾗﾊﾞﾊﾄﾞ 3 単線･完了形(trabajar) 

v.i 仕事をした、お化粧をした                          「動詞句」 

con tanta precisión, ｺﾝ･ﾀﾝﾀ･ﾌﾟﾚｼｼｵﾝ 

 adv. とても正確に、きっちりと                        「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

en medio de ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞ adv. (de の) 最中に                             「副詞句」 

un bostezo: ｳﾝ･ﾎﾞｽﾃｿ n. あくび                                  「目的語」 

  en medio de algo  「〜の最中に」「〜をしながら」 

 

「ああ、やっと目が覚めたわ．．．ごめんなさいね．．．まだ髪がすっかり乱れていて．．．」 

---¡Ah!, acabo de despertarme... Perdóname... Todavía estoy toda despeinada... 

《「感嘆」,「動詞句」--「動詞句」--「副詞」「動詞」「補語」》 

¡Ah!, ｱｰ int. ああ「感嘆」 

acabo de despertarme... ｱｶﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙﾒ 1 単現･完了(acabar de+不定詞) 

  v.pr 目が覚めた                                                      「動詞句」 

 acabar de+不定詞 ｱｶﾊﾞｰﾙ･ﾃﾞ （肯定・線過去の場合は、〜したばかりである：近接過去） 

（肯定・線過去以外の場合は、〜し終える：完了） 

（否定・線過去の場合は、なかなか〜しない） 

（肯定・線過去以外の場合は、とうとう〜しなかった） 

 despertarse ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ v.pr 目を覚ます、目覚めた 

Perdóname... ﾍﾟﾙﾄﾞﾅﾒ 命・2 単現(perdonar+me)v.t 許してくれ、ごめん     「動詞句」 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                                 「副詞」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

toda despeinada... ﾄﾀﾞ･ﾃﾞｽﾍﾟｲﾅﾀﾞ adj. 髪がすっかり乱れた                  「補語」 

 todo ﾄﾄﾞ, toda ﾄﾀﾞ adv. すっかり despeinada 過去分詞(despeinar)adj.f 髪が乱れた 

（この花は、十分に時間をかけて納得がいくまで化粧をすましてから姿を現したのに、わ

ざと髪がすっかり乱れていると言ったのだ！） 
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そのとき王子様は感嘆の念を禁じえなかった。 

El principito, entonces, no pudo contener su admiración: 

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」 

El principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

no pudo contener ﾉ･ﾌﾟﾄﾞ･ｺﾝﾃﾈｰﾙ 3 単点･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 〜を抑制することができなかった                                  「動詞句」 

su admiración: ｽ･ｱﾄﾞﾐﾗｼｵﾝ n.f 感嘆の感情を                             「目的語」 

 

「あなたは、なんと美しいのだ！」 

---¡Qué hermosa eres!                                          《「補語」「動詞」》 

¡Qué hermosa ｹ･ｴﾙﾓｻ adj.f なんと美しい                                  「補語」 

 qué ｹ adv.（感嘆文で）なんという hermosa ｴﾙﾓｻ adj.f 美しい 

eres! ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

 

「そうでしょう？」とその花は静かに返事をした。 

---¿Verdad? --- respondió suavementte la flor ---.    《「応答」》,「動詞」「副詞」「主語」 

-¿Verdad? ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実、（付加疑問）そうでしょう？                    「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 返事をした                       「動詞」 

suavementte ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに                                 「副詞」 

la flor ---. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f その花は                                            「主語」 

 

「それに、私は太陽と同時に生まれたのよ．．．」 

Y he nacido al mismo tiempo que el sol...                    《Y「動詞句」「副詞句」》 

Y ｲ conj. そして 

he nacido ｴ･ﾅｼﾄﾞ 1 単現･完了形(nacer)v.i 生まれた                        「動詞句」 

al mismo tiempo ｱﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 同じ時間に                          「副詞句」 

que el sol... ｹ･ｴﾙ･ｿﾙ adv. 太陽（が生まれたの）と                  「副詞句」 

 

王子様は、その花があまり謙虚ではないことに気付いたが、同時に感動するほど美しいと

思った。 

El principito advirtió que no era demasiado modesta, ¡pero era tan conmovedora!... 

「主語」「動詞」「目的語」pero「動詞」「補語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

advirtió ｱﾄﾞﾋﾞﾙﾁｵ 3 単点(advertir)v.t 〜に気付いた                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜と言う事に                                               「目的語」 
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no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定･時制の一致(ser)v.i 〜でない                「動詞」 

demasiado modesta, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾓﾃﾞｽﾀ adj.f あまり謙虚では〜ない      「補語」 

¡pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

era ｴﾗ 3 単線･時制の一致(ser)v.i 〜である                                  「動詞」 

tan conmovedora!... ﾀﾝ･ｺﾝﾓﾍﾞﾄﾞﾗ adj.f なんという感動するほど美しい        「補語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「もう朝食の時間だと思うわ」とすぐに花は付け加えた。 

--- Creo que es la hora del desayuno --- agregó enseguida la flor ---. 

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t (que +直説法) 〜だと思う                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

la hora ﾗ･ｵﾗ n.f 時間                                             「補語」 

del desayuno --- ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｻﾕﾉ adj. 朝食の                    「形容詞句」 

agregó ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

enseguida ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

la flor ---. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                「主語」 

 

「もしも親切心がおありになるなら、私のことを思い出していただけないでしょうか？」 

¿Tendrías la bondad de acordarte de mí?                        《「動詞」「目的語」》 

¿Tendrías ﾃﾝﾄﾞﾘｱｽ 2 単過未(tener)v.t 〜を持っていただけないでしょうか？   「動詞」 

  過去未来時制は「丁寧な依頼」の意味で使用される 

la bondad ﾗ･ﾎﾞﾝﾀﾞﾄﾞ n.f 親切心、好意                                   「目的語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj.（同格）〜するという                        「形容詞句」 

acordarte ｱｺﾙﾀﾞﾙ･ﾃ 不定詞(acordarse)v.pr (de を) 思い出す「動詞句」 
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de mí? ﾃﾞ･ﾐ adv. わたくしのことを                  「間接目的語」 

 

そう言われてすっかり恐縮してしまった王子様は、新鮮な水をじょうろに 1 杯くんできて、

花にかけてあげた。 

Y el principito, confuso, habiendo ido a buscar una regadera de agua fresca, sirvió a la 

flor.                                          Y「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

confuso, ｺﾝﾌｿ adj. 恥じ入った、恐縮した                           「形容詞」 

habiendo ido a buscar ｱﾋﾞｴﾝﾄﾞ･ｲﾄﾞ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 現在分詞･完了形(ir a buscar) 

   adv. 〜取りに行ってから                                             「副詞句」 

 buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ v.t 探す、取りに行く、（+不定詞）〜しようとする 

una regadera ｳﾅ･ﾚｶﾞﾃﾞﾗ n.f じょうろ一杯を                       「目的語」 

de agua fresca, ﾃﾞ･ｱｸﾞｱ･ﾌﾚｽｺ adj. 新鮮な水の            「形容詞句」 

sirvió ｼﾙﾋﾞｵ 3 単点(servir)v.t かけてあげた                                 「動詞」 

a la flor. ｱ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花に                                             「目的語」 

 

このようにして彼はすぐに、少し付き合いずらい彼女の虚栄心に悩まされることになった。 

Así lo atormentó bien pronto con su vanidad un poco sombría. 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「副詞句」 

Así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

lo ﾛ pron 彼を                                                     「間接目的語」 

atormentó ｱﾄﾙﾒﾝﾄ 3 単点(atormentar)v.t 拷問にかけた、苦痛を与えた        「動詞」 

 受動態に翻訳するほうが分かりやすい → 「〜に悩まされた」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. とても                                                    「副詞」 

pronto con su vanidad ﾌﾟﾛﾝﾄ･ｺﾝ･ｽ･ﾊﾞﾆﾀﾞﾄﾞ 

 adv. すぐに彼女の虚栄心のために                                     「副詞句」 

un poco sombría. ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｿﾝﾌﾞﾘｱ adj. 少し陰気な、少し嫌味な    「形容詞句」 

 「物事を間接的に気取った言い方で言う性格の」 

 

例えばある日は、自分の 4 本のとげについて話しながら、王子様に言った。 

Un día, por ejemplo, hablando de las cuatro espinas, dijo al principito: 

「副詞句」,「動詞」「間接目的語」 

Un día, ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日は                                          「副詞句」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                     「副詞句」 

hablando ｱﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(hablar)v.i (de について) 話しながら           「副詞句」 
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de las cuatro espinas, ﾃﾞ･ﾗｽ･ｸゎﾄﾛ･ｴｽﾋﾟﾅｽ 

 adv. 4 本のとげについて                                  「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al principito: ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                             「間接目的語」 

 

「今、大きな鉤爪のあるトラたちが来たって、構わないわ！」 

--- ¡Ya pueden venir los tigres con sus garras!            《「副詞」「動詞句」「主語」》 

¡Ya ﾔｰ adv. 今すぐ                                                       「副詞」 

pueden venir ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾌﾞﾆｰﾙ 3 複過･許可(poder+不定詞)v.i 来ても構わない   「動詞句」 

los tigres ﾛｽ･ﾃｨｸﾞﾚｽ pl.n.m トラが                                        「主語」 

con sus garras! ｺﾝ･ｽｽ･ｶﾞｯﾗｽ adj. 大きな鉤爪のある                「形容詞句」 

 

「僕の惑星にはトラはいませんよ」と王子様は反論して、さらに「トラは草を食べません

よ」と付け加えた。 

--- En mi planeta no hay tigres --- objetó el principito ---; y además, los tigres no comen 

hierba.                            《「副詞句」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」, 

y「副詞」,《「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

En mi planeta ｴﾝ･ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 僕の惑星には                             「副詞句」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                                「動詞句」 

tigres --- ﾃｨｸﾞﾚｽ pl.n.m トラは                                          「目的語」 

objetó ｵﾌﾟﾍﾄ 3 単点(objetar)v.t 異議を唱えた、反論した                     「動詞」 

el principito ---; ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                「主語」 

y ｲ conj. そして 

además, ｱﾃﾞﾏｽ adv. さらに、その上                                       「副詞」 

los tigres ﾛｽ･ﾃｨｸﾞﾚｽ pl.n.m トラは                                        「主語」 

no comen ﾉ･ｺﾒﾝ 3 複現･否定(comer)v.t 食べない                          「動詞句」 

hierba. ｲｴﾌﾞﾗ n.f 草を                                                  「目的語」 

 

「私は草ではありませんよ」と花は静かに返事をした。 

--- Yo no soy una hierba --- respondió suavemente la flor. 

《「主語」「動詞句」「補語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

Yo ｼﾞｮ pron 私は                                                        「主語」 

no soy ﾉ･ｿｲ 1 単現･否定(ser)v.i 〜ではない                               「動詞句」 

una hierba --- ｳﾅ･ｲｴﾙﾊﾞ n.f 草                                            「補語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 返事をした                       「動詞」 

suavemente ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 静かに、そっと                                  「副詞」 
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la flor. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                   「主語」 

 

「ごめんなさい．．．」 

--- Perdóname...                                                        《「応答」》 

Perdóname... ﾍﾟﾙﾄﾞﾅ･ﾒ 命・2 単現(perdonar+me)v.t 僕を許して下さい      「動詞句」 

 

「トラなんて怖くないわ、でも空気の流れが嫌なのです。ついたてをお持ちじゃありませ

ん？」 

--- No temo a los tigres, pero siento horror a las corrientes de aire. ¿No tendrías un 

biombo?《「動詞句」「目的語」,pero「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

No temo ﾉ･ﾃﾓ 1 単現･否定(temer)v.t 恐れない                            「動詞句」 

a los tigres, ｱ･ﾛｽ･ﾃｨｸﾞﾚｽ pl.n.m トラを                                  「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siento ｼｴﾝﾄ 1 単現(sentir)v.t 感じる                                       「動詞」 

horror ｵﾛｰﾙ n.m 恐怖、嫌悪                                            「目的語」 

a las corrientes ｱ･ﾗｽ･ｺﾘｴﾝﾃｽ adv. 流れに対して                           「副詞句」 

de aire. ﾃﾞ･ｱｲﾚ adj. 空気の                                    「形容詞句」 

¿No tendrías ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾘｱｽ 2 単過未･否定(tener) 

v.t 〜をお持ちではなかったかしら？                                  「動詞句」 

un biombo? ｳﾝ･ﾋﾞｵﾝﾎﾞ n.m 風除け、ついたて                            「目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「空気の流れが嫌いだって？植物

にとっては、運が悪いな！」と王子

様は思った。「この花はかなり気難

しいな．．．」 

《Horror a las corrientes de aire... No es una suerte para una planta --- observó el 

principito ---. Esta flor es bien complicada...》 

《「補語」┃「動詞」「補語」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 
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Horror ｵﾛｰﾙ n.m 嫌い                                                    「補語」 

a las corrientes de aire... ｱ･ﾗｽ･ｺﾘｴﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｱｲﾚ adv. 空気の流れを      「副詞句」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

una suerte ｳﾅ･ｽｪﾙﾃ n.f 幸運                                              「補語」 

para una planta --- ﾊﾟﾗ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗﾝﾃ adv. 植物にとって                      「副詞句」 

observó ｵﾌﾟｾﾙﾎﾞ 3 単点(observar)v.t 気づいた                              「動詞」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Esta flor ｴｽﾀ･ﾌﾛｰﾙ n.f この花は                                           「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

bien complicada...》ﾋﾞﾔﾝ･ｺﾝﾌﾟﾘｶﾀﾞ adj. とても複雑な、かなり気難しい        「補語」 

 

「夜になったら、私に覆いをかけてくださいね。ここはとても寒いから。居心地がよくな

いわ。私がいた場所はね．．．」 

--- Por la noche me meterás bajo un globo. Aquí hace mucho frío. Hay pocas comodidades. 

Allá, de donde vengo... 

《「副詞句」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「副詞」「動詞」「目的語」 

「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜になったら                               「副詞句」 

me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 

meterás ﾒﾃﾗｽ 2 単未(meter)v.t に入れてください                           「動詞」 

bajo un globo. ﾊﾞﾎ･ｳﾝ･ｸﾞﾛﾎﾞ adv. 覆いの下に                             「副詞句」 

Aquí ｱｷ adv. ここは                                                     「副詞」 

hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.h（天候が）〜である                               「動詞」 

mucho frío. ﾑﾁｮ･ﾌﾘｵ n.m すごい寒さ                                    「目的語」 

Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                         「動詞」 

pocas comodidades. ﾎﾟｶｽ･ｺﾓﾃﾞｨﾀﾞﾃﾞｽ pl.n.f 快適さ〜ほとんどない          「目的語」 

Allá, ｱｼﾞｬ adv. あちら                                                 「副詞句」 

de donde vengo... ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ･ﾍﾞﾝｺﾞ adj. そこから私が来た         「形容詞句」 

 

しかし彼女は話を中断した。彼女は種の形でここへ来たのだった。だから他の世界のこと

は何も知ることはできなかったはずだ。 

Pero se interrumpió. Había venido bajo forma de semilla. No había podido conocer nada 

de otros mundos.        Pero「動詞句」┃「動詞句」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se interrumpió. ｾ･ｲﾝﾃﾙﾝﾋﾟｵ 3 単点(interrumpirse)v.pr 話しを中断した      「動詞句」 

Había venido ｱﾋﾞｱ･ﾍﾞﾆﾄﾞ 3 単線･完了形(venir)v.i 来た                    「動詞句」 
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bajo forma ﾊﾞﾎ･ﾌｫﾙﾏ adv. 形で                                          「副詞句」 

de semilla. ﾃﾞ･ｾﾐｼﾞｬ adj. 種の                                 「形容詞句」 

No había podido conocer ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｺﾉｾｰﾙ 3 単線･完了形･可能(poder+不定詞) 

  v.t 知ることは出来なかった（はずだ）                                 「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

de otros mundos. ﾃﾞ･ｵﾄﾛｽ･ﾑﾝﾄﾞｽ adj. 他の世界の                「形容詞句」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彼女はかくも無邪気な嘘の準備中に見破られたことに面目を失

って、2、3 度咳払いをして、その過ちを王子様に押し付けた。 

Humillada por haberse dejado sorprender en la preparación de una mentira tan 

ingenua, tosió dos o tres veces para poner en falta al principito. 

「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Humillada ｳﾐｼﾞｬﾀﾞ 過去分詞.f(humillar)adv. 面目を失って                「副詞句」 

por +不定詞 〜して                                            「副詞句」 

haberse dejado sorprender ｱﾍﾞﾙｾ･ﾃﾞﾊﾄﾞ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞･完了形(dejarse+不定詞) 

   v.t 見破られてしまう                                「動詞句」 

en la preparación ｴﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｼｵﾝ adv. 準備中に         「副詞句」 

de una mentira ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾒﾝﾁﾗ adj. 嘘の          「形容詞句」 

tan ingenua, ﾀﾝ･ｲﾝﾍﾇｱ adj. かくも無邪気な     「形容詞句」 

tosió ﾄｼｵ 3 単点(toser)v.i 咳払いをした                                    「動詞」 

dos o tres veces ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ﾍﾞｾｽ adv. 2、3 度                             「副詞句」 

para poner ﾊﾟﾗ･ﾎﾟﾈｰﾙ adv. そして押し付けた                            「副詞句」 

en falta ｴﾝ･ﾌｧﾙﾀ adv. 誤りを                                    「目的語」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                         「副詞句」 

 

「それで、ついたては？」 

--- ¿Y el biombo?                                                   《Y「目的語」》 

¿Y ｲ conj. それで 
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el biombo? ｴﾙ･ﾋﾞﾖﾝﾎﾞ n.m ついたて                                     「目的語」 

 

「僕はそれを取りに行こうとしていたんだけれど、あなたが僕に話しかけるので．．．」 

--- ¡Lo iba a buscar, pero como me estabas hablando!... 

《「目的語」「動詞句」,「副詞節」》 

¡Lo ﾛ pron それを                                                     「目的語」 

iba a buscar, ｲﾊﾞ･ｱ･ﾌﾞｽｶｰﾙ 1 単線･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.t 取りに行こうとしていた                                          「動詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                            「間接目的語」 

estabas hablando!... ｴｽﾀﾊﾞｽ･ｱﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 2 単線･進行形(estar+現在分詞) 

   v.i 話しかけていた                                           「動詞句」 

 

その時花はわざと咳払いをして、そう言われたのに、王子様に良心の呵責を押し付けた。 

Entonces la flor forzó la tos para infligirle, aun así, remordimientos. 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

la flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                    「主語」 

forzó ﾌｫﾙｿ 3 単点(forzar)v.t（+動作名詞）無理に〜をした                    「動詞」 

la tos ﾗ･ﾄｽ n.f 咳を                                                    「目的語」 

para infligirle, ﾊﾟﾗ･ｲﾝﾌﾘﾋｰﾙ･ﾚ adv. 彼に〜を課するために                 「副詞句」 

  「そして彼に〜を課した」と翻訳する 

aun así, ｱｳﾝ･ｱｼ adv. そう言われても、そうであっても             「副詞句」 

remordimientos. ﾚﾓﾙﾃﾞｨﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m 良心の呵責を                「目的語」 

 

こうして王子様は、恋心から始まった善意だったけれども、早くも彼女を疑ったのだった。 

De este modo, el principito, a pesar de la buena voluntad de su amor, pronto dudó de 

ella.                             「副詞句」,「主語」「副詞句」「動詞」「間接目的語」 

De este modo, ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ﾓﾄﾞ adv. こうして                                 「副詞句」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

a pesar de ｱ･ﾍﾟｻｰﾙ･ﾃﾞ adv. 〜にもかかわらず                            「副詞句」 

la buena voluntad ﾗ･ﾌﾞｴﾅ･ﾎﾞﾙﾝﾀﾄﾞ n.f 善意                       「目的語」 

de su amor, ﾃﾞ･ｽ･ｱﾓｰﾙ adj. 彼の恋心から発生した        「形容詞句」 

 de は「起点」を表す 

pronto ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. すぐに、早くも                                         「副詞」 
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dudó ﾄﾞｩﾄﾞ 3 単点(dudar)v.i (de を) 疑った                                「動詞」 

de ella. ﾃﾞ･ｴｼﾞｬ adv. 彼女を                                        「間接目的語」 

 

彼はどうでもいいような言葉をまじめに受け止めてしまい、自分が大変不幸だと感じた。 

Había tomado en serio palabras sin importancia y se sentía muy desgraciado. 

「動詞句」「副詞句」「目的語」y「動詞句」「補語」 

Había tomado ｱﾋﾞｱ･ﾄﾏﾄﾞ 3 単線･完了形(tomar)v.t（物事を）受け止めた     「動詞句」 

en serio ｴﾝ･ｾﾘｵ adv. まじめに                                           「副詞句」 

palabras ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ pl.n.f 言葉を                                          「目的語」 

sin importancia ｼﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝｼｱ adj. どうでもいいような、つまらない「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

se sentía ｾ･ｾﾝﾁｱ 3 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                  「動詞句」 

muy desgraciado. ﾑｲ･ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱﾄﾞ adj. 大変不幸な                           「補語」 

 

「僕は、彼女の言う事を聞くべきではなかったんだ」と王子様はある日僕に打ち明けた。「決

して花の言う事を聞いてはいけないんだ」 

--- No debí haberla escuchado --- me confió un día ---; nunca hay que escuchar a las 

flores.      《「動詞句」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「副詞」「動詞句」「目的語」》 

No debí +不定詞 ﾉ･ﾃﾞﾋﾞ 1 単点(no deber+不定詞)v.t 〜するべきでなかった  「動詞句」 

haberla escuchado --- ｱﾍﾞﾙ･ﾗ･ｴｽｸﾁｬﾄﾞ 不定詞･完了形(escuchar+la) 

   v.t 彼女の言う事を聞いた                                     「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

confió ｺﾝﾌｨｵ 3 単点(confiar)v.t 打ち明けた                                 「動詞」 

un día ---; ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                         「副詞句」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                            「副詞」 

hay que escuchar ｱｲ･ｹ･ｴｽｸﾁｬｰﾙ 3 単現･必要(hay que+不定詞) 

   v.t 人は聞かなければならない                                        「動詞句」 

a las flores. ｱ･ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花の言う事を                               「目的語」 

 

「花を見て、その香りをかがなくてはいけないんだ。僕の花は、僕の惑星を香りで包んで

くれたけど、僕はその香りを楽しむことができなかったんだ」 

Hay que mirarlas y aspirar su aroma. La mía perfumaba mi planeta, pero yo no podía 

gozar con ello. 

《「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」pero「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

Hay que +不定詞 ｱｲ･ｹ 3 単現･必要 v. 〜しなければならない               「動詞句」 

mirarlas y aspirar ﾐﾗｰﾙ･ﾗｽ･ｲ･ｱｽﾋﾟﾗｰﾙ 不定詞(mirar+las, aspirar) 
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   v.t 花を見て、吸い込む                                       「動詞句」 

su aroma. ｽ･ｱﾛﾏ n.m 花の香りを                                        「目的語」 

La mía ﾗ･ﾐｱ pron.f 僕の花は                                             「主語」 

perfumaba ﾍﾟﾙﾌﾏﾊﾞ 3 単線(perfumar)v.t 〜の香りで包んだ                  「動詞」 

mi planeta, ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 僕の惑星を                                    「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no podía gozar ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ｺﾞｻｰﾙ 1 単線･否定(poder+不定詞) 

v.i (con を) 楽しめなかった                                          「動詞句」 

con ello. ｺﾝ･ｴｼﾞｮ adv. その香りを（aroma の代用）                   「間接目的語」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「僕をとても苛立たせたあの鉤爪の話だって、僕を

ほろりとさせたはずなんだ」 

La historia de las garras, que tanto me había fastidiado, debe de haberme enternecido... 

《「主語」「動詞句」》 

La historia ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f 話は                                              「主語」 

de las garras, ﾃﾞ･ﾗｽ･ｶﾞﾗｽ adj. 鉤爪の                             「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. とても                                           「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                               「目的語」 

había fastidiado, ｱﾋﾞｱ･ﾌｧｽﾃｨﾃﾞｨﾔﾄﾞ 3 単線･完了形(fastidiar) 

v.t 不快にした、苛立たせた                                  「動詞句」 

debe de +不定詞 ﾃﾞﾍﾞ･ﾃﾞ 3 単現･推定(deber de+不定詞)v.i 〜するはずだ     「動詞句」 

haberme enternecido... ｱﾍﾞﾙ･ﾒ･ｴﾝﾃﾙﾈｼﾄﾞ 不定詞･完了形(enternecer+me) 

   v.t 僕をほろりとさせた                                       「動詞句」 
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そしてさらに僕に打ち明けて言った。 

Y me confió aún:                                    Y「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

confió ｺﾝﾌｨｵ 3 単点(confiar)v.t 打ち明けた                                 「動詞」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                    「副詞」 

 

「その時は、何も理解できなかったんだ。彼女の言葉ではなくて、行いによって彼女を判

断しなければならなかったんだ」 

No supe comprender nada entonces. Debí haberla juzgado por sus actos y no por sus 

palabras.                       《「動詞句」「目的語」「副詞」┃「動詞句」「副詞句」》 

No supe comprender ﾉ･ｽﾍﾟ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 1 単点･可能･否定(saber+不定詞) 

   v.t 理解できなかった                                                「動詞句」 

 saber+不定詞「〜する能力がある」 poder+不定詞「ある状況下で〜できる」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

entonces. ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時は                                           「副詞」 

Debí haberla juzgado ﾃﾞﾋﾞ･ｱﾍﾞﾙ･ﾗ･ﾌｽﾞｶﾞﾄﾞ 1 単点･義務(deber+不定詞･完了形) 

   v.t 彼女を判断しなければならなかった                                「動詞句」 

por sus actos ﾎﾟﾙ･ｽｽ･ｱｸﾄｽ adv. 彼女の行いによって                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

no por sus palabras. ﾉ･ﾎﾟﾙ･ｽｽ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ adv. 彼女の言葉によってではなく   「副詞句」 

 

「彼女は、僕を香りで包んでくれたし、僕を明るく照らしてくれた。決して逃げるべきで

はなかったんだ。彼女の哀れなずる賢さの背後にある優しさを見抜くべきだったんだ。」 

Me perfumaba y me iluminaba. ¡No debí haber huido jamás! Debí haber adivinado su 

ternura, detrás de sus pobres astucias. 

《「目的語」「動詞」y「目的語」「動詞」┃「動詞句」「副詞」┃「動詞句」「目的語」》 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

perfumaba ﾍﾟﾙﾌﾏﾊﾞ 3 単線(perfumar)v.t 香りで包んだ                      「動詞」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

iluminaba. ｲﾙﾐﾅﾊﾞ 3 単線(iluminar)v.t 照らした                            「動詞」 

¡No debí haber huido ﾉ･ﾃﾞﾋﾞ･ｱﾍﾞｰﾙ･ｳｲﾄﾞ 1 単点･義務･否定(deber+不定詞･完了形) 

   v.i 逃げるべきではなかったんだ                                      「動詞句」 

jamás! ﾊﾏｽ adv. 決して〜ない                                            「副詞」 

Debí haber adivinado ﾃﾞﾋﾞ･ｱﾍﾞｰﾙ･ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅﾄﾞ 1 単点･義務(deber+不定詞･完了形) 
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   v.t 〜を見抜くべきだったんだ                                        「動詞句」 

su ternura, ｽ･ﾃﾙﾇﾗ n.f 彼女の優しさを                                   「目的語」 

detrás de sus pobres astucias. ﾃﾞﾄﾗｽ･ﾃﾞ･ｽｽ･ﾎﾟﾌﾞﾚｽ･ｱｽﾄｩｼｱ 

 adj. 彼女の哀れなずる賢さの背後にある                      「形容詞句」 

 

「花というのは、かくも矛盾したものなのだ。しかし僕は若すぎて、彼女の愛し方がわか

らなかったんだ」 

¡Las flores son tan contradictorias! Pero yo era demasiado joven para saber amarla. 

《「主語」「動詞」「補語」┃Pero「主語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

¡Las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花というのは                                    「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

tan contradictorias! ﾀﾝ･ｺﾝﾄﾗﾃﾞｨｸﾄﾘｱｽ adj.pl.f それほど矛盾した              「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

era ｴﾗ 1 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

demasiado joven ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾎﾍﾞﾝ adj. 若すぎる                               「補語」 

para saber amarla. ﾊﾟﾗ･ｻﾍﾞｰﾙ･ｱﾏﾙ･ﾗ adv. 彼女の愛し方を知るには         「副詞句」 

  → demasiado +形容詞 para +不定詞 「あまりにも．．．で〜できない」 

 

IX 

 

僕は、王子様が脱出するために野鳥の渡りを利用したと思っている。出発の朝には、自分

の惑星をきちんと整理した。 

Creo que, para su evasión, aprovechó una migración de pájaros silvestres. La mañana 

de la partida puso en orden su planeta.  

「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t (que+直説法) 〜だと思う                          「動詞」 

que, ｹ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

para su evasión, ﾊﾟﾗ･ｽ･ｴﾊﾞｼｵﾝ adv. 彼の脱出のために             「副詞句」 

 → すぐ後に、王子様が自分の惑星から旅に出発するための脱出であると分かる 

aprovechó ｱﾙﾛﾍﾞﾁｮ 3 単点(aprovechar)v.t 利用した                  「動詞」 

una migración ｳﾅ･ﾐｸﾞﾗｼｵﾝ n.f 渡りを                            「目的語」 

de pájaros silvestres. ﾃﾞ･ﾊﾟﾊﾛｽ･ｼﾙﾍﾞｽﾄﾚｽ adj. 野鳥の     「形容詞句」 

 pájaro ﾊﾟﾊﾛ n.m 鳥 silvestre ｼﾙﾍﾞｽﾄﾚ adj. 野生の 

La mañana ﾗ･ﾏﾆｬｰﾅ n.f 朝は                                           「副詞句」 

de la partida ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾙﾁﾀﾞ adj. 出発の                         「形容詞句」 
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puso ﾌﾟｿ 3 単点(poner)v.t (+目的語+補語) 〜の状態にした                   「動詞」 

en orden ｴﾝ･ｵﾙﾃﾞﾝ adv. きちんとしている、整っている                     「補語」 

su planeta. ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 彼の惑星を                                    「目的語」 

 

入念に活火山の煤払いをした。王子様は活火山を 2 つ所有していたのだ。 

Deshollinó cuidadosamente los volcanes en actividad. Poseía dos volcanes en actividad. 

「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

Deshollinó ﾃﾞｿｼﾞﾉ 3 単点(deshollinar)v.t の煤払いをした                    「動詞」 

cuidadosamente ｸｲﾀﾞﾄﾞｻﾒﾝﾃ adv. 入念に                                   「副詞」 

los volcanes en actividad. ﾛｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ･ｴﾝ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾀﾞﾄﾞ pl.n.m 活火山を       「目的語」 

Poseía ﾎﾟｾｲｱ 3 単線(poseer)v.t 持っていた                                 「動詞」 

dos volcanes en actividad. ﾄﾞｽ･ﾎﾞﾙｧﾈｽｴﾝ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾀﾞﾄﾞ pl.n.m 2 つの活火山を  「目的語」 

 

活火山は、朝の食事を暖めるにはとても便利だった。王子様は、休火山も 1 つ持っていた。 

Era muy cómodo para calentar el desayuno de la mañana. Poseía también un volcan 

extinguido.                    「動詞」「補語」「副詞句」┃「動詞」「副詞」「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

muy cómodo ﾑｲ･ｺﾓﾄﾞ adj. とても便利な                                    「補語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するためには                                   「副詞句」 

calentar ｶﾚﾝﾀｰﾙ 不定詞 v.t 暖める                                  「動詞」 

el desayuno de la mañana. ｴﾙ･ﾃﾞｻﾕﾉ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾆｬﾅ n.m 朝の食事を    「目的語」 

Poseía ﾎﾟｾｲｱ 3 単線(poseer)v.t 持っていた                                 「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

un volcan extinguido. ｳﾝ･ﾎﾞﾙｶﾝ･ｴｸｽﾁﾝｷﾞﾄﾞ n.m 休火山を 1 つ              「目的語」 

 extinguido ｴｸｽﾁﾝｷﾞﾄﾞ 過去分詞(extinguir)adj. 消えた 

 

しかし、王子様が言っていたように：「何が起こるか分かったものじゃない！」 

Pero, como decía el principito: 《¡No se sabe nunca!》 

Pero「副詞節」：《「動詞句」「副詞」》 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた                              「動詞」 

el principito: ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が                            「主語」 

¡No se sabe ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ 3 単現･否定(saber)v.t 誰も分からない                 「動詞句」 

 se は一般的な人を指す 

nunca!》ﾇﾝｶ adv. 決して                                                  「副詞」 
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 → 休火山だからといって、噴火しないという保証はない 
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だから、休火山も同じように煤払いをした。火山がしっかりと煤払いされていれば、穏や

かにそして規則的に燃えて、爆発を起こさないからだ。 

Deshollinó, pues, igualmente el volcán extinguido. Si se deshollinan bien los volcanes, 

arden suave y regularmente, sin erupciones. 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「副詞句」 

Deshollinó, ﾃﾞｿｼﾞﾉ 3 単点(deshollinar) v.t の煤払いをした                   「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. だから、それで                                           「副詞」 

igualmente ｲｸﾞｱﾙﾒﾝﾃ adv. 同じように                                     「副詞」 

el volcán extinguido. ｴﾙ･ﾎﾞﾙｶﾝ･ｴｸｽﾁﾝｷﾞﾄﾞ n.m 休火山を                   「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

se deshollinan ｾ･ﾃﾞｿｼﾞﾅﾝ 3 複現･再帰受動(deshollinarse) 

v.pr 煤払いされている                                        「動詞句」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく、十分に                                      「副詞」 

los volcanes, ﾛｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 火山が                             「主語」 

arden ｱﾙﾃﾞﾝ 3 複現(arder)v.i 燃える                                       「動詞」 

suave ｽゎﾍﾞ adv. 穏やかに                                               「副詞」 

y ｲ conj. そして 

regularmente, ﾚｸﾞﾗﾙﾒﾝﾃ adv. 規則正しく                            「副詞」 

sin erupciones. ｼﾝ･ｴﾙﾌﾟｼｵﾈｽ adv. 爆発せずに                             「副詞句」 

 

火山の爆発は煙突の火花みたいなものだ。 

Las erupuciones volcánicas son como el fuego de las chimeneas.  

「主語」「動詞」「補語」 

Las erupuciones ﾗｽ･ｴﾙﾌﾟｼｵﾈｽ pl.n.f 爆発は                                 「主語」 

volcánicas ﾎﾞﾙｶﾆｶｽ adj.f.pl 火山の                                  「形容詞」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜のようなもの                                             「補語」 

el fuego ｴﾙ･ﾌｴｺﾞ n.m 火                                           「目的語」 

de las chimeneas. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾁﾒﾈｱｽ adj. 煙突の                 「形容詞句」 

 ストーブの煙突を十分に煤払いしておくと、煙は煙突を滑らかに通り抜けていくが、掃除

を怠ると煙突内部に煤が詰まって、煙が通りずらくなる。煙突の中で圧力が高くなった時

に爆発的に火花を出して通り道を作る。これは火事の原因になるので危険である。 

 

当然ながらこの地球上では、私たちは小さすぎて地球の火山を煤払いすることはできない。

だから、火山は私たちに沢山の厄介ごとを引き起こすのだ。 

Evidentemente, en nuestra tierra, somos demasiado pequeños para deshollinar 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

IX 

  - 135 - 

nuestros volcanes. Por eso nos causan tantos disgustos. 

「副詞句」,「動詞」「補語」「副詞句」┃「副詞句」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Evidentemente, ｴﾋﾞﾃﾞﾝﾃﾒﾝﾃ adv. 明らかに、当然ながら                     「副詞」 

en nuestra tierra, ｴﾝ･ﾇｴｽﾄﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. この地球上では                      「副詞」 

somos ｿﾓｽ 1 単現(ser)v.i 〜である                                         「動詞」 

demasiado pequeños ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾆｮｽ adj. あまりにも小さい                 「補語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv.（demasiado ... para+不定詞） 

   そのために〜できない                                               「副詞句」 

deshollinar ﾃﾞｿｼﾞﾅｰﾙ 不定詞 v.t 〜の煤払いをする                  「動詞」 

nuestros volcanes. ﾇｴｽﾄﾛｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 地球の火山を           「目的語」 

Por eso ﾎﾟﾙ･ｴｿ adv. 従って、だから                                     「副詞句」 

nos ﾉｽ pron 私たちに                                              「間接目的語」 

causan ｶｳｻﾝ 3 複現(causar)v.t 〜を引き起こす、〜の原因となる              「動詞」 

tantos disgustos. ﾀﾝﾄｽ･ﾃﾞｨｽｸﾞｽﾄｽ pl.n.m 沢山の厄介ごとを            「直接目的語」 

 

王子様は、少し憂鬱そうにバオバブの最新の芽を引き抜くこともした。 

 El principito arrancó también, con un poco de melancolía, los últimos brotes de baobabs.

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様                                     「主語」 

arrancó ｱﾗﾝｺ 3 単点(arrancar)v.t（根元から）引き抜いた                    「動詞」 

también, ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も                                               「副詞」 

con un poco de melancolía, ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾒﾗﾝｺﾘｱ adv. 少し憂鬱そうに      「副詞句」 

los últimos brotes ﾛｽ･ｳﾙﾁﾓｽ･ﾌﾞﾛﾃｽ pl.n.m 最新の芽を                     「目的語」 

 último ｳﾙﾁﾓ adj. 最後の、最近の、最新の 

de baobabs. ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽﾞ adj. バオバブの                      「形容詞句」 

 

彼は、もう二度と戻ってくることはないと思っていた。しかし、その朝は、これら全ての

毎日の仕事が非常に楽しいものに思われた。 

Creía que no iba a volver jamás. Pero todos estos trabajos cotidianos le parecieron 

extremadamente agradables esa mañana. 

「動詞」「目的語」┃Pero「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Creía ｸﾚｲｱ 3 単線(creer)v.t 〜と思っていた                                 「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no iba a volver jamás. ﾉｲﾊﾞ･ｱ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ﾊﾏｽ 3 単線･近接未来･否定･時制一致(ir a+不定詞) 

   v.i 二度と戻らないだろう                                     「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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todos estos trabajos cotidianos ﾄﾄﾞｽ･ｴｽﾄｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎｽ･ｺﾁﾃﾞｨｱﾉｽ 

 pl.n.m これらの全ての毎日の仕事は                                     「主語」 

le ﾚ pron 彼には                                                   「間接目的語」 

parecieron ﾊﾟﾚｼｴﾛﾝ 3 複点(parecer)v.i 〜のように見えた                     「動詞」 

extremadamente agradables ｴｸｽﾄﾚﾏﾀﾞﾒﾝﾃ･ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚｽ adj.pl 非常に楽しい    「補語」 

esa mañana. ｴｻ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. その朝は                                    「副詞句」 

 

そして王子様の花に最後の水をかけて、ガラスの覆いをかぶせてやろうとしたとき、王子

様は泣きだしたいという自分自身の欲求に気がついた。 

Y cuando regó por última vez la flor, y se dispuso a ponerla al abrigo de su globo, 

descubrió que tenía deseos de llorar.                  Y「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                           「副詞節」 

regó ﾚｺﾞ 3 単点(regar)v.t 〜に水をかけた                            「動詞」 

por última vez ﾎﾟﾙ･ｳﾙﾁﾏ･ﾍﾞｽ adv. 最後に                          「副詞句」 

la flor, ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 王子様の花に                                  「目的語」 

y ｲ conj. そして 

se dispuso a ponerla ｾ･ﾃﾞｨｽﾌﾟｿ･ｱ･ﾎﾟﾈｰﾙ･ﾗ 3 単点･試行(disponerse a+不定詞 poner+la) 

   v.t 花に〜を着せようとした                                    「動詞句」 

al abrigo de su globo, ｱﾙ･ｱﾌﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｽ･ｸﾞﾛﾎﾞ adv. ガラスの覆いを 「間接目的語」 

descubrió ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘｵ 3 単点(descubrir)v.t 発見した                           「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 〜がある                                「動詞」 

deseos ﾃﾞｾｵｽ pl.n.m 欲求                                       「目的語」 

de llorar. ﾃﾞ･ｼﾞｮﾗｰﾙ adj. 泣くという                    「形容詞句」 

 

「さようなら」と王子様は、花にむかって言った。 

--- Adiós --- dijo a la flor.                          《「感嘆」》,「動詞」「間接目的語」 

Adiós --- ｱﾃﾞｨｵｽ int. さようなら                                           「感嘆」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

a la flor. ｱ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ adv. 花に                                        「間接目的語」 
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しかし花は彼に答えなかった。 

Pero la flor no le contestó.             Pero「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

la flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                    「主語」 

no le contestó. ﾉ･ﾚ･ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点･否定(contestar+le)v.t 彼に答えなかった    「動詞句」 

 

「さようなら」と王子様はもう一度言った。 

--- Adiós --- repitió.                                            《「感嘆」》,「動詞」 

Adiós --- ｱﾃﾞｨｵｽ int. さようなら                                           「感嘆」 

repitió. ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                「動詞」 

 

花は咳をした。しかし風邪のせいではなかった。 

 La flor tosió. Pero no por el resfriado.              「主語」「動詞」┃Pero「副詞句」 

La flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                   「主語」 

tosió. ﾄｼｵ 3 単点(toser)v.i 咳をした                                        「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no por ﾉ･ﾎﾟﾙ adv.（原因）〜のせいではなく                              「副詞句」 

el resfriado. ｴﾙ･ﾚｽﾌﾘｱﾄﾞ n.m 風邪                                「目的語」 

 

「私がバカだったわ」と花はついに彼に口を開いた。「ごめんなさいね。幸せになるのよ」 

--- He sido tonta --- le dijo por fin ---. Te pido perdón. Procura ser feliz. 

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」, 

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「動詞句」「補語」》 

He sido ｴ･ｼﾄﾞ 1 単現･完了形(ser)v.i 〜だった                             「動詞句」 

tonta --- ﾄﾝﾀ adj.f ばかな                                                 「補語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

por fin ---. ﾎﾟﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                                          「副詞句」 

Te ﾃ pron あなたに                                                「間接目的語」 

pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t 願う、求める                                    「動詞」 

perdón. ﾍﾟﾙﾄﾞﾝ n.m 許しを                                         「直接目的語」 

Procura +不定詞 ﾌﾟﾛｸﾗ 命・2 単現(procurar+不定詞) 

v.t 〜するようにしてください                                        「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                       「動詞」 

feliz. ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 
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王子様は、何も非難されなかったので驚いた。 

 Quedó sorprendido por la ausencia de reproches.           「動詞」「補語」「副詞句」 

Quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i（+補語）〜になった                           「動詞」 

sorprendido ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ adj. 驚いた                                      「補語」 

por la ausencia ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｱｳｾﾝｼｱ adv. 欠如のために                          「副詞句」 

de reproches. ﾃﾞ･ﾚﾌﾟﾛｼｪ adj. 非難の                           「形容詞句」 

 

手にガラスの覆いを持ったまま、困惑してそこに立ち尽くしていた。彼女のその静かな応

対が理解できないでいた。 

Permaneció allí, desconcertado, con el globo en la mano. No comprendía esa calma 

mansedumbre.                             「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」 

Permaneció ﾍﾟﾙﾏﾈｼｵ 3 単点(permanecer)v.i とどまった                      「動詞」 

allí, ｱｼﾞ adv. そこに                                                     「副詞」 

desconcertado, ﾃﾞｽｺﾝｾﾙﾀﾄﾞ adv. 困惑して                                  「副詞」 

con el globo en la mano. ｺﾝ･ｴﾙ･ｸﾞﾛﾎﾞ･ｴﾝ･ﾗ･ﾏﾉ adv. ガラスの覆いを手にもって「副詞句」 

No comprendía ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｱ 3 単線･否定(comprender)v.t 理解できないでいた 「動詞句」 

esa calma mansedumbre. ｴｻ･ｶﾙﾏ･ﾏﾝｾﾄﾞｩﾝﾌﾞﾚ n.f その静かな応対            「目的語」 

 calmo ｶﾙﾓ adj. 静かな mansedumbre ﾏﾝｾﾄﾞｩﾝﾌﾞﾚ n.f おとなしさ、我慢強さ 

 

「そう、そうなの。わたくし、あなたが好きよ」と花は話を続けた。「私の過ちのせいで、

あなたは何も分からなかったのよ」 

--- Sí, sí, te quiero --- prosiguió la flor ---. No has sabido nada, por mi culpa. 

《「応答」「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Sí, sí, ｼ･ｼ adv. そう、そうなの                                            「応答」 

te ﾃ pron あなたを                                                    「目的語」 

quiero --- ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 好きだ                                     「動詞」 

prosiguió ﾌﾟﾛｼｷﾞｵ 3 単点(proseguir)v.t 継続した                            「動詞」 

la flor ---. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                「主語」 

No has sabido ﾉ･ｱｽ･ｻﾋﾞﾄﾞ 2 単現･完了形･否定(saber)v.t 分からなかった    「動詞句」 

nada, ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

por mi culpa. ﾎﾟﾙ･ﾐ･ｸﾙﾊﾟ adv. わたくしの過ちのせいで                    「副詞句」 

 

「そんなこと気にすることはないわ。だけどあなたも私と同じようにバカだったのよ」 

No tiene importancia. Pero has sido tan tonto como yo. 

《「動詞句」「目的語」┃Pero「動詞句」「補語」》 

No tiene ﾉ･ﾃｨｴﾈ 3 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 
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importancia. ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝｼｱ n.f 重要性                                      「目的語」 

 → あなたが気にすることはない、大したことはない、なんでもない 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

has sido ｱｽ･ｼﾄﾞ 2 単現･完了形(ser)v.i 〜だった                           「動詞句」 

tan tonto ﾀﾝ･ﾄﾝﾄ adj. とてもばかな                                        「補語」 

como yo. ｺﾓ･ｼﾞｮ adv. 私と同じように                               「副詞句」 

 

「幸せになるのよ。ガラスの覆いを取り払ってちょうだい。もういらないわ。」 

Procura ser feliz ... Deja el globo en paz. Ya no lo quiero. 

「動詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「補語」┃「副詞句」「動詞句」 

Procura +不定詞 ﾌﾟﾛｸﾗ 命・2 単現(procurar+不定詞) 

v.t 〜するようにしてください                                        「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                       「動詞」 

feliz... ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                  「補語」 

Deja ﾃﾞﾊ 命・2 単現(dejar)v.t（SVOC）O を C の状態にしてください         「動詞」 

el globo ｴﾙ･ｸﾞﾛﾎﾞ n.m ガラスの覆いを                                   「目的語」 

en paz. ｴﾝ･ﾊﾟｽ adv. 平和な、平安な                                       「補語」 

 → ガラスの覆いを休ませる → ガラスの覆いを取り払う 

Ya ﾔｰ adv. もう                                                        「副詞句」 

no lo quiero. ﾉ･ﾛ･ｷｴﾛ 1 単現･否定(querer+lo)v.t それは必要ない            「動詞句」 

 

「だけど風が．．．」 

--- Pero el viento...                                                《Pero「主語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

el viento... ｴﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ n.m 風が．．．「主語」 

 

「そんなに風邪をひいている訳ではないの。夜の涼しい風が私を元気にしてくれるはずよ。

私は花なんだから」 

--- No estoy tan resfriada como para... El aire fresco de la noche me hará bien. Soy una 

flor.        《「動詞句」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

No estoy ﾉ･ｴｽﾄｲ 1 単現･否定(estar)v.i 〜ではない                         「動詞句」 

tan resfriada ﾀﾝ･ﾚｽﾌﾘｱﾀﾞ adj.f そんなに風邪をひいた                       「補語」 

como para... ｺﾓ･ﾊﾟﾗ adv. ．．．〜みたいに                           「副詞句」 

El aire fresco ｴﾙ･ｱｲﾚ･ﾌﾚｽｺ n.m 涼しい風が                                 「主語」 

de la noche ﾃﾞ･ﾗ･ﾉﾁｪ adj. 夜の                                   「形容詞句」 

me ﾒ pron 私を                                                       「目的語」 
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hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t する                                            「動詞」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. 元気に                                                   「補語」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花                                                  「補語」 

 

「だけど動物たちが．．．」 

--- Pero los animales...                                            《Pero「主語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

los animales... ﾛｽ･ｱﾆﾏﾚｽ pl.n.m 動物たちが．．．                            「主語」 

 

「蝶々と知り合いになりたいなら、2 匹や 3 匹の毛虫は我慢しなくちゃならないわ」 

--- Es preciso que soporte dos o tres orugas si quiero conocer a las mariposas. 

《「動詞」「補語」「主語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

preciso ﾌﾟﾚｼｿ adj.（判断）必要な                                          「補語」 

que ｹ conj.（接続法）〜ということが                                      「主語」 

soporte ｿﾎﾟﾙﾃ 接・1 単現(soportar)v.t 耐える、耐え忍ぶ               「動詞」 

dos o tres orugas ﾄﾞｽ･ｵ･ﾄﾚｽ･ｵﾙｶﾞｽ pl.n.f 2 匹や 3 匹の毛虫を         「目的語」 

si ｼ conj. もしなにならば                                         「副詞節」 

quiero conocer ｷｴﾛ･ｺﾉｾｰﾙ 1 単現･願望(querer+不定詞) 

   v.t と知り合いになりたい                               「動詞句」 

a las mariposas. ｱ･ﾗｽ･ﾏﾘﾎﾟｻｽ pl.n.f 蝶々と                  「目的語」 

 

「蝶々ってとてもきれいだと思うわ。蝶々でなければ、誰が私を訪ねてくれるのかしら？

あなたは遠くへ行くのでしょう？」 

¡Parece que es tan hermoso! Si no, ¿quien habrá de visitarme? Tú estarás lejos. 

《「動詞」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」》 

¡Parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜のように思われる、見える                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

tan hermoso! ﾀﾝ･ｴﾙﾓｿ adj. とてもきれいな                           「補語」 

Si no, ｼ･ﾉ adv. 蝶々でなければ                                          「副詞句」 

¿quien ｷｴﾝ pron 誰が                                                    「主語」 

habrá de +不定詞 ｱﾌﾞﾗ･ﾃﾞ 3 単未･必要(haber de+不定詞) 

   v.t 〜しなければならない                                            「動詞句」 

visitarme? ﾋﾞｼﾀﾙ･ﾒ 不定詞 v.t 私を訪問する                      「動詞句」 
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Tú ﾄｩ pron あなたは                                                     「主語」 

estarás ｴｽﾀﾗｽ 2 単未(estar)v.i 行くのでしょう                              「動詞」 

lejos. ﾚﾎｽ adv. 遠くへ                                                  「副詞句」 

 

「大きな動物のことは、怖くないわ。私だって鉤爪があるんだから」 

En cuanto a los animales grandes, no les temo. Tengo mis garras. 

《「副詞句」「動詞句」┃「動詞」「目的語」》 

En cuanto a ｴﾝ･ｸゎﾝﾄ･ｱ adv. 〜に関しては                               「副詞句」 

los animales grandes, ﾛｽ･ｱﾆﾏﾚｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.m 大きな動物        「目的語」 

no les temo. ﾉ･ﾚｽ･ﾃﾓ 1 単現･否定(temer)v.t 恐れない、怖がらない          「動詞句」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

mis garras. ﾐｽ･ｶﾞﾗｽ pl.n.f 私の鉤爪                                     「目的語」 

 

そして無邪気にも 4 本の棘を見せた。それから付け加えた。 

 Y mostró ingenuamente sus cuatro espinas. Después agregó: 

Y「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

mostró ﾓｽﾄﾛ 3 単点(mostrar)v.t 見せた                                     「動詞」 

ingenuamente ｲﾝﾍﾇｱﾒﾝﾃ adv. 無邪気にも                                 「副詞句」 

sus cuatro espinas. ｽｽ･ｸゎﾄﾛ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f 4 本の棘を                     「目的語」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから                                           「副詞」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

 

「これ以上立ち止まっていないで、迷惑だわ。出発すると決めたんでしょう？行ってしま

いなさい」 

--- No te detengas más, es molesto. Has decidido partir. Vete. 

《「動詞句」「副詞」,「動詞」「補語」┃「動詞句」┃「動詞句」》 

No te detengas ﾉ･ﾃ･ﾃﾞﾃﾝｶﾞｽ 命・2 単現･否定(detenerse)v.pr 立ち止まるな  「動詞句」 

más, ﾏｽ adv. これ以上                                                   「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

molesto. ﾓﾚｽﾄ adj. 迷惑な、不愉快な                                      「補語」 

Has decidido partir. ｱｽ･ﾃﾞｼﾃﾞｨﾄﾞ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 2 単現･完了形･決心(decidir+不定詞) 

   v.i 出発すると決めた                                                「動詞句」 

Vete. ﾍﾞｰﾃ 命・2 単現(irse)v.pr 行ってしまいなさい                       「動詞句」 
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王子様に、泣いているのを見られたくなかったからだ。それほど誇り高い花だった。 

 Pues no quería que la viese llorar. Era una flor tan orgullosa... 

Pues「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

Pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので 

no quería ﾉ･ｹﾘｱ 3 単線･否定(querer)v.t 望まなかった                      「動詞句」 

que ｹ conj.（接続法）〜ということを                                    「目的語」 

la ﾗ pron 彼女が                                               「目的語」 

viese ﾋﾞｴｾ 接・3 単過(ver)v.t 見る                                  「動詞」 

llorar. ｼﾞｮﾗｰﾙ 不定詞 v.i 泣く                                      「補語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花                                                   「補語」 

tan orgullosa...ﾀﾝ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. それほど誇り高い                 「形容詞句」 

 

X 

 

王子様は、小惑星 325, 326, 327, 328, 329 および 330 の重力圏内に入ってきた。 

Se encontraba en la región de los asteroides 325, 326, 327, 328, 329 y 330. 

「動詞句」「副詞句」 

Se encontraba ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾊﾞ 3 単線(encontrarse)v.pr（ある場所に）いた      「動詞句」 

en la región ｴﾝ･ﾗ･ﾚﾋｵﾝ adv. 領域内に                                    「副詞句」 

 → 小惑星の重力の影響を受ける領域内（圏内）に 

de los asteroides ﾃﾞ･ﾛｽ･ｱｽﾃﾛｲﾃﾞｽ adj. 小惑星の                 「形容詞句」 

325, 326, 327, 328, 329 y 330. 

 ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨｼﾝｺ・ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨｾｲｽ･ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨｼｴﾃ･ 

 ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨｵﾁｮ･ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨﾇｴﾍﾞ･ｲ･ﾄﾚｽ･ｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾚｲﾝﾀ 

 adj. 325, 326, 327, 328, 329 および 330 の            「形容詞句」 

 

それで、仕事を見つけて勉強をするために、それらの小惑星を訪問し始めた。 

Comenzó, pues, a visitarlos para buscar una ocupación y para instruirse. 

「動詞句」「副詞句」 

Comenzó, pues, a visitarlos ｺﾒﾝｿ･ﾌﾟｴｽ･ｱ･ﾋﾞｼﾀﾙ･ﾛｽ 3 単点･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.t それでそれらを訪問し始めた                                      「動詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 探す                                    「動詞」 

una ocupación ｳﾅ･ｵｸﾊﾟｼｵﾝ n.f 仕事、職業                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 
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para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

instruirse. ｲﾝｽﾄﾙｲﾙｾ 不定詞 v.pr 勉強する                           「動詞」 

 

最初の小惑星には、1 人の王様が住んでいた。赤紫の服と白テンの毛皮を着た王様は、とて

も簡素だが、威厳のある玉座に座っていた。 

El primero estaba habitado por un rey. El rey, vestido de púrpura y armiño, estaba 

sentado en un trono muy sencillo y sin embargo majestuoso. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

El primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ pron.m（asteroide の代用）最初の小惑星は             「主語」 

estaba habitado ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動(habitar)v.t 住まれていた        「動詞句」 

por un rey. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾚｲ adv. 1 人の王様によって                            「副詞句」 

 能動態に翻訳する 

El rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

vestido ﾍﾞｽﾃｨﾄﾞ adj. (de を) 着た                                「形容詞句」 

de púrpura y armiño, ﾃﾞ･ﾌﾟﾙﾌﾟﾗ･ｲ･ｱﾙﾐﾆｮ 

 adj. 赤紫の服と白テンの毛皮を                        「目的語」 

 púrpura ﾌﾟﾙﾌﾟﾗ adj. 赤紫の armiño ｱﾙﾐﾆｮ n.m オコジョ、アーミン、白貂（テン） 

 白テンの毛皮は上流階級の証とされた、冬毛のオコジョは純白でアーミンとも呼ばれた 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

sentado ｾﾝﾀﾄﾞ adj.m 座った                                              「補語」 

en un trono ｴﾝ･ｳﾝ･ﾄﾛﾉ adv. 玉座に                                      「副詞句」 

muy sencillo ﾑｲ･ｾﾝｼｼﾞｮ adj. とても簡素な                      「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず      「副詞句」 

majestuoso. ﾏﾍｽﾄｩｵｰｿ adj. 威厳のある                         「形容詞句」 

 

「ああ、ここに家臣が来たぞ！」と王子様を見て、王様が大声で言いました。 

--- ¡Ah! ¡He aquí un súbdito! --- exclamó el rey cuando vio al principito. 

《「感嘆」┃「動詞」「副詞」「目的語」》, 「動詞」「主語」「副詞節」 

¡Ah! ｱｰ int. ああ                                                        「感嘆」 

¡He ｴ 1 単現(haber)v.t 〜がいる                                          「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

un súbdito! --- ｳﾝ･ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄ n.m 家臣                                     「目的語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                 「動詞」 

el rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                  「主語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜して                                   「副詞節」 
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vio ｳﾞｨｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                       「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                          「目的語」 

 

それで王子様は疑問に思いました。 

Y el principito se preguntó:                                     Y「主語」「動詞句」 

Y ｲ conj. それで 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

se preguntó: ｾ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntarse)v.pr 自問した、疑問に思った   「動詞句」 

 

「以前に一度もあったことがないのに、どうして僕が分かるのだろう？」 

--- ¿Cómo puede reconocerme si nunca me ha visto antes? 

《「副詞」「動詞句」「副詞節」》 

¿Cómo ｺﾓ adv. どうして                                                  「副詞」 

puede reconocerme ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾚｺﾉｾﾙ･ﾒ 3 単現･可能(poder+不定詞+me) 

   v.t 僕を識別できる                                                  「動詞句」 

si ｼ conj.（対立）〜だというのに                                        「副詞節」 

nunca me ha visto ﾇﾝｶ･ﾒ･ｱ･ﾋﾞｽﾄ 3 単現･完了形･否定(ver+me) 

   v.t 一度も僕に会ったことがない                               「動詞句」 

antes? ｱﾝﾃｽ adv. 以前に                                         「副詞句」 

 

王様たちにとっては世の中がとても単純化されているということを、王子様は知らなかっ

た。つまりすべての人間が家臣なのだ。 

No sabía que para los reyes el mundo está muy simplificado. Todos los hombres son 

súbditos.                             「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

No sabía ﾉ･ｻﾋﾞｱ 3 単線･否定(saber)v.t 知らなかった                      「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

para los reyes ﾊﾟﾗ･ﾛｽ･ﾚｲｼﾞｪｽ adv. 王様にとって                   「副詞句」 

el mundo ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m 世の中は                                   「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                  「動詞」 

muy simplificado. ﾑｲ･ｼﾝﾌﾟﾘﾌｨｶﾄﾞ adj. 単純な                       「補語」 

Todos los hombres ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m すべての人間が                   「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

súbditos. ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄｽ pl.n.m 家臣                                           「補語」 
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「君がもっとよく見えるように、ちこう寄れ！」と、ついに誰かの王様になって鼻高々の

王様は、王子様に言った。 

--- Acércate para que te vea mejor --- le dijo el rey, que estaba orgulloso de ser al fin rey 

de alguien.         《「動詞句」「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「形容詞節」 

Acércate ｱｾﾙｶ･ﾃ 命・2 単現(acercarse)v.pr 近づきなさい                  「動詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 〜するように                                      「副詞節」 

te ﾃ pron お前を                                               「目的語」 

vea ﾍﾞｱ 接・1 単現(ver)v.t 見える                                  「動詞」 

mejor --- ﾒﾎｰﾙ adv. もっとよく                                     「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                           「動詞」 

orgulloso ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. (de を) 自慢する                         「補語」 

de ser ﾃﾞ･ｾｰﾙ n. 〜になったことを                       「目的語」 
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al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                               「副詞句」 

rey de alguien. ﾚｲ･ﾃﾞ･ｱﾙｷﾞｴﾝ n.m 誰かの王様              「補語」 

 

王子様は、視線を巡らせて自分が座るべき場所を探したが、この星は白テンの見事なマン

トですっかり覆われていた。 

 El principito buscó con la mirada un lugar donde sentarse, pero el planeta estaba 

totalmente cubierto por el magnífico manto de armiño. 

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」pero「主語」「動詞句」「副詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

buscó ﾌﾞｽｺ 3 単点(buscar)v.t 探した                                       「動詞」 

con la mirada ｺﾝ･ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ adv. 目で、視線を巡らせて                      「副詞句」 

un lugar ｳﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                          「目的語」 

donde sentarse, ﾄﾞﾝﾃﾞ･ｾﾝﾀﾙｾ adv. そこに座るべき               「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m この惑星は                                       「主語」 

estaba totalmente cubierto ｴｽﾀﾊﾞ･ﾄﾀﾙﾒﾝﾃ･ｸﾋﾞｴﾙﾄ 3 単線･受動(cubrir+ totalmente) 

   v.t すっかり覆われていた                                            「動詞句」 

por el magnífico manto ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾏｸﾞﾆﾌｨｺ･ﾏﾝﾄ adv. 見事なマントで           「副詞句」 

de armiño. ﾃﾞ･ｱﾙﾐﾆｮ adj. 白テンの                             「形容詞句」 

 

それで立ったままでいたが、疲れていたのであくびをした。 

Quedó、pues, de pie, y como estaba fatigado, bostezó. 

「動詞」「副詞」「補語」y「副詞節」,「動詞」 

Quedó、ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i (+補語) 〜のままでいた                       「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

de pie, ﾃﾞﾋﾟｴ adj. 立って                                                 「補語」 

y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                              「動詞」 

fatigado, ﾌｧﾁｶﾞﾄﾞ adj. 疲れた                                      「補語」 

bostezó. ﾎﾞｽﾃｿ 3 単点(bostezar)v.i あくびをした                            「動詞」 

 

「王の面前であくびをすることは儀礼に反する」と、君主は王子様に言った。「君にあくび

を禁止する」 

--- Es contrario al protocolo bostezar en presencia de un rey --- le dijo el monarca ---. Te 

lo prohíbo.                 《「動詞」「補語」「主語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 
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《「間接目的語」「直接目的語」「動詞」》 

Es ｴｽ 3単現(ser)v.i 〜である                                               「動詞」 

contrario ｺﾝﾄﾗﾘｵ adj. (a に、と) 反対の                                    「補語」 

al protocolo ｱﾙ･ﾌﾟﾛﾄｺﾛ adv.（公式の）儀礼に                        「副詞句」 

bostezar ﾎﾞｽﾃｱｰﾙ 不定詞 v.i あくびをすることは                            「主語」 

en presencia de ｴﾝ･ﾌﾟﾚｾﾝｼｱ･ﾃﾞ adv. 〜のいる前で                   「副詞句」 

un rey --- ｳﾝ･ﾚｲ n.m 王                                   「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el monarca ---. ｴﾙ･ﾓﾅﾙｶ n.m 君主が                                       「主語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

lo ﾛ pron あくびを                                                 「直接目的語」 

prohíbo. ﾌﾟﾛｲﾎﾞ 1 単現(prohibir)v.t 禁ずる                                 「動詞」 

 

「あくびを我慢できなかったのです」と、恐縮して王子は答えた。「長旅をしてきて、眠っ

ていないのです」 

--- No puedo evitarlo --- respondió confuso el principito ---. He hecho un largo viaje y no 

he dormido... 

《「動詞句」》,「動詞」「副詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」y「動詞句」》 

No puedo evitarlo --- ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ｴﾋﾞﾀｰﾙ･ﾛ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t あくびを我慢できなかった                                        「動詞句」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

confuso ｺﾝﾌｿ adv. 恐縮して                                               「副詞」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

He hecho ｴ･ｴﾁｮ 1 単現･完了形(hacer)v.t 〜をした                         「動詞句」 

un largo viaje ｳﾝ･ﾗﾙｺﾞ･ﾋﾞｱﾍ n.m 長旅を                                 「目的語」 

y ｲ conj. そして 

no he dormido... ﾉ･ｴ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(dormir) 

   v.i 眠っていない                                                    「動詞句」 

 

「それならば」と、王は彼に言った。「君にあくびをするように命ずる」 

--- Entonces --- le dijo el rey --- te ordeno bostezar. 

《「副詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「補語」》 

Entonces --- ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それならば                                       「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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el rey --- ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王は                                                 「主語」 

te ﾃ pron 君に                                                        「目的語」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t (+不定詞 〜するように) 命じる             「動詞」 

bostezar. ﾎﾞｽﾃｻｰﾙ 不定詞 v.i あくびをする                                 「補語」 

 

「何年も前から、誰かがあくびをするのを見たことがない。あくびはわしにとって興味深

いものじゃ。さあ、もう一度あくびをするのだ。これは命令じゃ」 

No he visto bostezar a nadie desde hace años. Los bostezos son una curiosidad para mí. 

¡Vamos!, bosteza otra vez. Es una orden. 

《「動詞句」「補語」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

「感嘆」,「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」》 

No he visto ﾉ･ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形･否定(ver)v.t 見たことがない           「動詞句」 

bostezar ﾎﾞｽﾃｻｰﾙ 不定詞 v.i あくびをする                                  「補語」 

a nadie ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron だれも〜ない                                     「目的語」 

desde hace años. ﾃﾞｽﾃﾞ･ｱｾ･ｱﾆｮｽ adv. 何年も前から                       「副詞句」 

Los bostezos ﾛｽ･ﾎﾞｽﾃｿｽ pl.n.m あくびは                                  「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

una curiosidad ｳﾅ･ｸﾘｵｼﾀﾞﾄﾞ n.f 珍しいもの                                「補語」 

para mí. ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. わしにとっては                               「副詞句」 

¡Vamos!, ﾊﾞﾓｽ int. さあ                                                  「感嘆」 

bosteza ﾎﾞｽﾃｻ 命・2 単現(bostezar)v.i あくびをしなさい                     「動詞」 

otra vez. ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                         「副詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

una orden. ｳﾅ･ｵﾙﾃﾞﾝ n.f 命令                                             「補語」 

 

「そのように命令されても、僕はおじけづいてしまってあくびはできませんよ」と、顔を

赤くして王子様は言った。 

--- Eso me intimida..., no puedo... --- dijo el principito, enrojeciendo. 

《「主語」「目的語」「動詞」,「動詞句」》,「動詞」「主語」「副詞」 

Eso ｴｿ pron.n（中性の指示代名詞）その命令は                             「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

intimida..., ｲﾝﾁﾐﾀﾞ 3 単現(intimidar)v.t 威嚇する                           「動詞」 

 → intimidarse ｲﾝﾁﾐﾀﾞﾙｾ v.pr おじけづく 

no puedo... ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ 1 単現･否定(poder+不定詞 bostezar を省略) 

v.i あくびをできない                                                「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

enrojeciendo. ｴﾝﾛﾍｼｴﾝﾄﾞ 現在分詞(ennrojecer)v.i 顔を赤くして               「副詞」 

 

「エヘン、エヘン」と王様は答えました。「それでは君．．．君に命じる。あくびをしたり、

しなかったり．．．」 

--- ¡Hum! ¡Hum! --- respondió el rey ---. Entonces te ... te ordeno bostezar o no bos... 

《「感嘆」》,「動詞」「主語」,《「副詞」「目的語」「動詞」「補語」》 

¡Hum! ¡Hum! --- ｳﾝ･ｳﾝ int. エヘン、エヘン                              「感嘆」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                              「主語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それならば                                        「副詞」 

te ... te ﾃ．．．ﾃ pron 君に                                              「目的語」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命ずる                                   「動詞」 

bostezar o no bos... ﾎﾞｽﾃｻｰﾙ･ｵ･ﾉ･ﾎﾞｽ．．． 不定詞 

v.i あくびをしたり、しなかったり．．．                                 「補語」 

 

王様は、少し早口で話し、怒っているように見えた。 

 Farfulló un poco y pareció irritado.              「動詞」「副詞句」y「動詞」「補語」 

Farfulló ﾌｧﾙﾌｼﾞｮ 3 単点(farfullar)v.i 早口で話した                          「動詞」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

irritado. ｲﾘﾀﾄﾞ 過去分詞(irritar)adj. 怒った                                「補語」 

 

王様というのは、本質的に、自分の権限が尊重されることを求める。そして、それに従わ

ない者は許さない。 

 El rey exigía esencialmente que su autoridad fuera respetada. Y no toleraba la 

desobediencia.               「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」 

El rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

exigía ｴｸｼﾋｱ 3 単線(exigir)v.t 要求する                                     「動詞」 

esencialmente ｴｾﾝｼｱﾙﾒﾝﾃ adv. 本質的に、もともと                          「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

su autoridad ｽ･ｱｳﾄﾘﾀﾞﾄﾞ n.f 彼の権限が                            「主語」 

fuera respetada. ﾌｴﾗ･ﾚｽﾍﾟﾀﾀﾞ 接・3 単過･受動.f(respetar) 

v.t 尊重されるであろう                                       「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 
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no toleraba ﾉ･ﾄﾚﾗﾊﾞ 3 単線･否定(tolerar)v.r 大目に見る、許す              「動詞句」 

la desobediencia. ﾗ･ﾃﾞｿﾍﾞﾃﾞｨｴﾝｼｱ n.f 従わない者を                       「目的語」 

 

彼は絶対君主だったのだ。しかし大変お人よしだったので、分別のある命令を下していた。 

Era un monarca absoluto. Pero, como era muy bueno, daba órdenes razonables. 

「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

un monarca absoluto. ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ n.m 絶対君主                       「補語」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

muy bueno, ﾑｲ･ﾌﾞｴﾉ adj. 大変ひとのいい                            「補語」 

daba ﾀﾞﾊﾞ 3 単線(dar)v.t 与えていた                                       「動詞」 

órdenes razonables. ｵﾙﾃﾞﾈｽ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚｽ pl.n.m 分別のある命令を             「目的語」 

 

「もしわしが命令したら．．．」と王様はいつも言っていた。「もしわしがある将軍に、海鳥

に変身するように命令して、その将軍がそれに従わないとしたら、それは将軍の過ちでは

なく、わしの過ちだろう」 

《Si ordeno --- decía habitualmente ---, si ordeno a un general que se transforme en ave 

marina y si el general no obedece, no será culpa del general. Será culpa mía.》 

《「副詞節」》,「動詞」「副詞」,《「副詞節」y「副詞節」,「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

Si ordeno --- ｼ･ｵﾙﾃﾞﾉ adv. もしわしが命令したら                          「副詞節」 

decía ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言っていた                                     「動詞」 

habitualmente ---, ｱﾋﾞﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv. いつも                                 「副詞」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命令する                           「動詞」 

a un general ｱ･ｳﾝ･ﾍﾈﾗﾙ adv. ある将軍に                       「間接目的語」 

que ｹ 〜ということを                                        「直接目的語」 

se transforme ｾ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾒ 接・3 単現(transformarse) 

v.pr 変身する                                      「動詞句」 

en ave marina ｴﾝ･ｱﾍﾞ･ﾏﾘﾅ adv. 海鳥に                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. 〜ならば                                                     「副詞節」 

el general ｴﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.m その将軍が                                 「主語」 

no obedece, ﾉ･ｵﾍﾞﾃﾞｾ 3 単現･否定(obedecer)v.t 従わない            「動詞句」 

no será ﾉ･ｾﾗ 3 単未･否定(ser)v.i 〜でないだろう                            「動詞」 
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culpa del general. ｸﾙﾊﾟ･ﾃﾞﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.f 将軍の過ち                            「補語」 

Será ｾﾗ 3 単未 (ser)v.i 〜だろう                                          「動詞」 

culpa mía.》ｸﾙﾊﾟ･ﾐｱ n.f わしの過ち                                       「補語」 

 

「腰かけてもよろしいでしょうか？」と、王子様はおずおずと尋ねた。 

--- ¿Puedo sentarme? --- inquirió tímidamente el principito. 

《「動詞句」》,「動詞」「副詞」「主語」 

¿Puedo sentarme? --- ﾌﾟｴﾄﾞ･ｾﾝﾀﾙﾒ 1 単現･許可･疑問文(poder+不定詞 sentarse) 

   v.pr 腰かけてもよろしいでしょうか？                              「動詞句」 

inquirió ｲﾝｷﾘｵ 3 単点(inquirir)v.t 尋ねた                                「動詞」 

tímidamente ﾁﾐﾀﾞﾒﾝﾃ adv. おずおずと                                  「副詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                               「主語」 

 

「腰かけるよう命ずる」と王様は答えると、白貂のマントのすそを威厳のある様子でたく

しあげた。 

--- Te ordeno sentarte --- le respondió el rey, que recogió majestuosamente un faldón de 

su manto de armiño.《「目的語」「動詞」「補語」》, 

「間接目的語」「動詞」「主語」, 「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Te ﾃ pron 君に                                                        「目的語」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命じる                                    「動詞」 

sentarte --- ｾﾝﾀﾙﾃ 不定詞(sentarse)v.pr 腰かける                            「補語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）そして王様は（〜する）                               「主語」 

recogió ﾚｺﾋｵ 3 単点(recoger)v.t（服の）すそをたくしあげた                 「動詞」 

majestuosamente ﾏﾍｽﾄｩｵｻﾒﾝﾃ adv. 威厳のある様子で                       「副詞」 

un faldón ｳﾝ･ﾌｧﾙﾄﾞﾝ n.m すそを                                        「目的語」 

de su manto de armiño. ﾃﾞ･ｽ･ﾏﾝﾄ･ﾃﾞ･ｱﾙﾆﾆｮ adj. 白貂のマントの  「形容詞句」 

 

王子様は驚いた。その星は非常に小さかったのだ。王様は何を支配できているのだろうか？ 

 El principito se sorprendió. El planeta era minúsculo. ¿Sobre qué podía reinar el rey? 

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞句」「主語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

se sorprendió. ｾ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(sorprenderse)v.pr 驚いた              「動詞句」 

El planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m その星は                                        「主語」 
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era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

minúsculo. ﾐﾇｽｸﾛ adj. 非常に小さい                                      「補語」 

¿Sobre qué ｿﾌﾞﾚ･ｹ adv. 何に対して                                  「間接目的語」 

podía reinar ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾚｲﾅｰﾙ 3 単線･可能(poder+不定詞) 

   v.i 支配できている                                                  「動詞句」 

el rey? ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

 

「陛下！」と彼に言った。「質問することをお許し願いたいのですが．．．」 

--- Sire... --- le dijo ---, os pido perdón por interrogaros... 

《「呼びかけ」》, 「間接目的語」「動詞」,《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Sire... ｼﾚ n.m（仏語 Sire ｼﾙ より、スペイン語 señor に相当）陛下       「呼びかけ」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

dijo ---, ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

os ｵｽ pron（二人称敬称）あなたに                                 「間接目的語」 

pido ﾋﾟﾄﾞ 1 単現(pedir)v.t 願う                                           「動詞」 

perdón ﾍﾟﾙﾄﾞﾝ n.m (por 〜の) 許しを                               「直接目的語」 

por interrogaros... ﾎﾟﾙ･ｲﾝﾃﾛｶﾞｰﾙ･ｵｽ adj. あなたに質問する   「形容詞句」 

説明： 

スペイン語で「呼びかけ」の「陛下」は Vuestra Majestad を使用するのだが、 

ここではフランス語原文で使用されている Sire をそのまま使用している。 

 

「わしに質問するように命ずる」と、王様は急いで言った。 

--- Te ordeno interrogarme --- se apresuró a decir el rey. 

《「目的語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」 

Te ﾃ pron 君に                                                        「目的語」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命ずる                                    「動詞」 

interrogarme --- ｲﾝﾃﾛｶﾞｰﾙ･ﾒ 不定詞(interrogar+me)v.t わしに質問する        「補語」 

se apresuró a decir ｾ･ｱﾌﾟﾚｽﾛ･ｱ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単点･急ぎ(apresurarse a+不定詞) 

   v.t 急いで言った                                                    「動詞句」 

el rey. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

 

「陛下．．．何を支配していらっしゃるのですか？」 

--- Sire... ¿sobre qué reináis?                 《「呼びかけ」...「間接目的語」「動詞」》 

Sire... ｼﾚ n.m（仏語 Sire ｼﾙ より、スペイン語 señor に相当）陛下       「呼びかけ」 

¿Sobre qué ｿﾌﾞﾚ･ｹ adv. 何に対して                                  「間接目的語」 

reináis? ﾚｲﾅｲｽ 2複現(reinar)v.i 支配している                             「動詞」 
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「すべてじゃよ」と、王様はまったく簡潔に答えた。 

--- Sobre todo --- respondió el rey, con gran simplicidad. 

《「応答」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

Sobre todo --- ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ adv. すべてについて                                「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

con gran simplicidad. ｺﾝ･ｸﾞﾗﾝ･ｼﾝﾌﾟﾘｼﾀﾞﾄﾞ adv. まったく簡潔に            「副詞句」 

 

「すべてですって？」 

--- ¿Sobre todo?                                                         「応答」 

¿Sobre todo? ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ adv. すべてですって？                              「応答」 

 

王様は、控えめな身振りで、自分の惑星と他の惑星とその他の星たちを指さした。 

 El rey con un gesto discreto señaló su planeta, los otros planetas y las estrellas. 

「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

El rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

con un gesto discreto ｺﾝ･ｳﾝ･ﾍｽﾄ･ﾃﾞｨｽｸﾚﾄ adv. 控えめな身振りで           「副詞句」 

 gesto ﾍｽﾄ n.m 身振り、手ぶり discreto ﾃﾞｨｽｸﾚﾄ adj. 控え目な、慎み深い 

señaló ｾﾆｬﾛ 3 単点(señalar)v.t 指し示した、指摘した                        「動詞」 

su planeta, ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 自分の惑星                                     「目的語」 

los otros planetas ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀｽ pl.n.m 他の惑星                「目的語」 

y  

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 他の星たち                       「目的語」 

 

「あれらをみんな？」と、王子様は言った。 

--- ¿Sobre todo eso? --- dijo el principito.                  《「応答」》,「動詞」「主語」 

¿Sobre todo eso? --- ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ･ｴｿ adv. あれらをみんな？                     「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「あれらをみんなじゃよ」と、王様は答えた。 

--- Sobre todo eso... --- respondió el rey.                   《「応答」》,「動詞」「主語」 

Sobre todo eso... ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ･ｴｿ adv. あれらをみんなじゃよ                    「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 
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それというのは、彼は絶対君主だっただけでなく宇宙の君主でもあったから。 

 Pues no sólo era un monarca absoluto sino un monarca universal. 

Pues「動詞句」「補語」sino「補語」 

Pues ﾌﾟｴｽ conj. それというのは 

no sólo era ﾉ･ｿﾛ･ｴﾗ 3 単線･否定(ser)v.i 〜だっただけではない              「動詞句」 

un monarca absoluto ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ n.m 絶対君主                        「補語」 

sino ｼﾉ conj. そうではなく〜である 

un monarca universal. ｳﾝ･ﾓﾅﾙｶ･ｳﾆﾍﾞﾙｻﾙ n.m 宇宙の君主                    「補語」 

 

「それで星たちはあなたに従うのですか？」 

--- ¿Y las estrellas os obedecen?                      《Y「主語」「目的語」「動詞」》 

¿Y ｲ conj. それで 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

os ｵｽ pron あなたに                                                   「目的語」 

obedecen? ｵﾍﾞﾃﾞｾﾝ 3 複現(obedecer)v.t 従う                                「動詞」 

 

「もちろんだ」と、王様は彼に言った。「彼らはすぐに従う。わしは規則違反は許さない」 

--- Por supuesto --- le dijo el rey ---. Obedecen al instante. No tolero la indisciplina. 

《「応答」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

Por supuesto --- ﾎﾟﾙ･ｽﾌﾟｴｽﾄ adv. もちろんだとも                           「応答」 

 supuesto ｽﾌﾟｴｽﾄ n.m 推測、仮定、前提 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

Obedecen ｵﾍﾞﾃﾞｾﾝ 3 複現(obedecer)v.t 従う                                「動詞」 

al instante. ｱﾙ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. すぐに                                      「副詞句」 

No tolero ﾉ･ﾄﾚﾛ 1 単現･否定(tolerar)v.t 許さない                          「動詞句」 

la indisciplina. ﾗ･ｲﾝﾃﾞｨｼﾌﾟﾘﾅ n.f 不服従を、規律違反を                   「目的語」 

 

それほどの権力に、王子様は驚嘆した。 

 Un poder tal maravilló al principito.                      「主語」「動詞」「目的語」 

Un poder tal ｳﾝ･ﾎﾟﾃﾞｰﾙ･ﾀﾙ n.m それほどの権力が                          「主語」 

maravilló ﾏﾗﾋﾞｼﾞｮ 3 単点(maravillar)v.t 驚嘆させた                        「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                 「目的語」 

 → 王子様を主語にして翻訳する 
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もし彼がそんな権力を持っていたなら、43 回といわず 72 回も、いや 100 回も、もしかす

ると 200 回さえも、全く椅子を動かす必要もなく、同じ日のうちに日の入りを何度も見る

ことができただろうに。 

¡Si él lo hubiera detentado, habría podido asistir, no a cuarenta y tres, sino a setenta y 

dos, o aun a cien, o aun a doscientas puestas de sol en el mismo día, sin necesidad de 

mover jamás la silla!              「副詞節」,「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

¡Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

él ｴﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

lo ﾛ pron そんな権力を                                         「目的語」 

hubiera detentado, ｳﾋﾞｴﾗ･ﾃﾞﾃﾝﾀﾄﾞ 接・3 単過･完了形･仮定(detentar) 

   v.t（権力を）不当に保持していたら                           「動詞句」 

habría podido asistir, ｱﾌﾞﾘｱ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｱｼｽﾃｨｰﾙ 3 単過未･完了形･可能(poder+不定詞) 

   v.i 居合わせることが出来ただろうに                                  「動詞句」 

  → 〜を見ることがで出来ただろうに 

no a cuarenta y tres, ﾉ･ｱ･ｸゎﾚﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ adv. 43 回ではなく                 「副詞句」 

sino a setenta y dos, ｼﾉ・ア・せてんた･ｲ･ﾄﾞｽ adv. そうではなく 72 回      「副詞句」 

o aun a cien, ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ｼｴﾝ adv. 100 回さえも                              「副詞句」 

o aun a doscientas ｵ･ｱｳﾝ･ｱ･ﾄﾞｽｼｴﾝﾀｽ adv. もしかすると 200 回さえも       「副詞句」 

puestas de sol ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りを                            「目的語」 

en el mismo día, ｴ･ﾈﾙ･ﾐｽﾓ･ﾃﾞｨｱ adv. 同じ日に、1 日のうちに              「副詞句」 

sin necesidad de +不定詞 ｼﾝ･ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ adv. 〜する必要もなく            「副詞句」 

mover ﾓﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 動かす                                     「動詞」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 全く〜ない、一度も〜ない                          「副詞」 

la silla! ﾗ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子を                                       「目的語」 

フランス語原版でも 43回だが、 

「フランス語で読もう 星の王子様」では 44 回に変わっている（quarante-quatre fois!） 

 

そして自分が見捨てた小さな惑星を思い出して少し悲しくなったので、思い切って自分の

望みを王様にお願いした。 

Y como se sentía un poco triste por el recuerdo de su pequeño planeta abandonado, se 

atrevió a solocitar una gracia al rey: 

Y「副詞節」,「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

se sentía ｾ･ｾﾝﾁｱ 3 単線(sentirse)v.pr 自分が〜と感じた             「動詞句」 
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un poco triste ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾄﾘｽﾃ adj. 少し悲しい                          「補語」 

por el recuerdo ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｸｴﾙﾄﾞ adv. 思い出のために、〜を思い出して「副詞句」 

de su pequeño planeta abandonado, ﾃﾞ･ｽ･ﾍﾟｸﾝﾆｮ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅﾄﾞ 

  adj. 彼が見捨てた小さな惑星の                        「形容詞句」 

se atrevió a solicitar ｾ･ｱﾄﾚﾋﾞｵ･ｱ･ｿﾘｼﾀｰﾙ 3 単点･思い切り(atreverse a+不定詞) 

   v.t 思い切って〜を懇願した                                          「動詞句」 

una gracia ｳﾅ･ｸﾞﾗｼｱ n.f 自分の望みを                               「直接目的語」 

al rey: ｱﾙ･ﾚｲ adv. 王様に                                           「間接目的語」 

 

「出来れば日の入りを見たいのですが。僕を喜ばせてください。太陽に沈むように命令し

てください。」 

--- Quisiera ver una puesta de sol... Dame el gusto... Ordena al sol que se ponga... 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Quisiera ver ｷｼｴﾗ･ﾍﾞｰﾙ 接・1 単過･願望(querer+不定詞) 

   v.t 出来れば見たいのですが                                          「動詞句」 

una puesta de sol... ｳﾅ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 日の入りを                       「目的語」 

Dame ﾀﾞ･ﾒ 命・2 単現(dar+me)v.t 私に〜をください                      「動詞句」 

el gusto... ｴﾙ･ｸﾞｽﾄ n.m 喜びを                                          「目的語」 

Ordena ｵﾙﾃﾞﾅ 命・2 単現(ordenar)v.t 命令してください                     「動詞」 

al sol ｱﾙ･ｿﾙ adv. 太陽に                                            「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜することを                                           「直接目的語」 

se ponga... ｾ･ﾎﾟﾝｶﾞ 接・1 単現(ponerse)v.pr（太陽が）沈む     「動詞句」 

 

「もしわしが将軍に、蝶々のように花から花へ飛べと命令したり、悲劇を書けと命令した

り、海鳥に変身しろと命令したとして、その将軍が命令に従わないとしたら、彼とわしの

どちらが間違えているのだろうか？」 

--- Si ordeno a un general que vuele de flor en flor como una mariposa, o que escriba una 

tragedia, o que se transforme en ave marina, y si el general no ejecuta la orden recibida, 

¿quién, él o yo, estaría en falta?     《「副詞節」y「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ordeno ｵﾙﾃﾞﾉ 1 単現(ordenar)v.t 命令する                          「動詞」 

a un general ｱ･ｳﾝ･ﾍﾈﾗﾙ adv. 将軍に                         「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

vuele ﾌﾞｴﾚ 接・3 単現(volar)v.i 飛ぶ、飛べ              「動詞」 

de flor en flor ﾃﾞ･ﾌﾛｰﾙ･ｴﾝ･ﾌﾛｰﾙ adv. 花から花へ        「副詞句」 

como una mariposa, ｺﾓ･ｳﾅ･ﾏﾘﾎﾟｻ adv. 蝶々のように    「副詞句」 
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o ｵ conj. または 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

escriba ｴｽｸﾘﾊﾞ 接・3 単現(escribir)v.t 書け              「動詞」 

una tragedia, ｳﾅ･ﾄﾗﾍﾃﾞｨｱ n.f 悲劇作品を              「目的語」 

o ｵ conj. または 

que ｹ conj. 〜ということを                                 「直接目的語」 

se transforme ｾ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾒ 接・3 単現(transformarse) 

v.pr 変身しろ                                    「動詞句」 

en ave marina, ｴﾝ･ｱﾍﾞ･ﾏﾘﾅ adv. 海鳥に           「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

el general ｴﾙ･ﾍﾈﾗﾙ n.m その将軍が                                「主語」 

no ejecuta ﾉ･ｴﾍｸﾀ 3 単現･否定(ejecutar)v.t 実行しない             「動詞句」 

la orden recibida, ﾗ･ｵﾙﾃﾞﾝ･ﾚｼﾋﾞﾀﾞ n.f 受けた命令を               「目的語」 

¿quién, ｷｴﾝ pron 誰が                                                   「主語」 

él o yo, ｴﾙ･ｵ･ｼﾞｮ adj. 彼かわしの                                「形容詞句」 

estaría ｴｽﾀﾘｱ 3 単過未(estar)v.i 〜であろうか                              「動詞」 

en falta? ｴﾝ･ﾌｧﾙﾀ adv. 間違えている                                      「補語」 

 

「それはあなたです」と、王子様はきっぱりと言った。 

--- Vos --- dijo firmemente el principito.            《「応答」》,「動詞」「副詞」「主語」 

Vos --- ﾎﾞｽ pron あなたです                                              「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

firmemente ﾌｨﾙﾒﾒﾝﾃ adv. きっぱりと                                      「副詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「その通り！誰であっても、自分が出来ることを相手に要求しなければならない」と、王

様は言い返した。 

--- Exacto. Hay que exigir a cada uno lo que cada uno puede hacer --- replicó el rey ---. 

《「応答」┃「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」》,「動詞」「主語」 

Exacto. ｴｸｻｸﾄ int. そのとおり！                                          「応答」 

Hay que exigir ｱｲ･ｹ･ｴｸｼﾋｰﾙ 3 単現･必要 v.t 要求しなければならない        「動詞句」 

a cada uno ｱ･ｶﾀﾞ･ｳﾉ adv. それぞれの相手に対して                    「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを                                                   「直接目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

cada uno ｶﾀﾞ･ｳﾉ pron それぞれの人が                            「主語」 
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puede hacer --- ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱｾｰﾙ 3 単現･可能(poder+不定詞)v.t 出来る   「動詞句」 

replicó 3 単点(replicar)v.t 言い返した                                      「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

 

「権威というものは、まず、道理に基づいている。」 

La autoridad reposa, en primer término, sobre la razón.   《「主語」「動詞」「副詞句」》 

La autoridad ﾗ･ｱｳﾄﾘﾀﾞﾄﾞ n.f 権威というものは                             「主語」 

reposa, ﾚﾎﾟｻ 3 単現(reposar)v.i 横になっている                             「動詞」 

en primer término, ｴﾝ･ﾌﾟﾘﾒｰﾙ･ﾃﾙﾐﾉ adv. まず、最初に                    「副詞句」 

 en primer término ｴﾝ･ﾌﾟﾘﾒｰﾙ･ﾃﾙﾐﾉ adv. まず、最初に 

 en último término ｴﾝ･ｳﾙﾁﾓ･ﾃﾙﾐﾉ adv. 最後の手段として、最後に 

sobre la razón. ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾗｿﾝ adv. 道理の上に                              「副詞句」 

 

「もし君が、自分の国民に対して海に行って自殺しろと言ったら、革命が起こるだろう。

わしの命令は道理にかなっているから、国民に服従を要求する権利があるのじゃ」 

Si ordenas a tu pueblo que vaya a arrojarse al mar, hará una revolución. Tengo derecho 

a exigir obediencia porque mis órdenes son razonables. 

《「副詞節」,「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ordenas ｵﾙﾃﾞﾅｽ 2 単現(ordenar)v.t 命令する                         「動詞」 

a tu pueblo ｱ･ﾄｩ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adv. 君の国民に対して                「間接目的語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                   「直接目的語」 

vaya a arrojarse ﾊﾞﾔ･ｱ･ｱﾛﾊﾙｾ 接・3 単現･命･行く(ir a+不定詞 arrojarse) 

   v.pr 自殺しに行け                                  「動詞句」 

al mar, ｱﾙ･ﾏｰﾙ adv. 海に                              「副詞句」 

hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t 〜を生じさせるだろう                             「動詞」 

una revolución. ｳﾅ･ﾚﾎﾞﾙｼｵﾝ n.f 革命を                                   「目的語」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

derecho ﾃﾞﾚﾁｮ n.m 権利                                                「目的語」 

a exigir ｱ･ｴｸｼﾋｰﾙ 不定詞 adj. 〜を要求する                             「形容詞句」 

obediencia ｵﾍﾞﾃﾞｨｴﾝｼｱ n.f 服従を                              「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

mis órdenes ﾐｽ･ｵﾙﾃﾞﾈｽ pl.n.m わしの命令は                        「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                     「動詞」 

razonables. ﾗｿﾅﾌﾞﾚｽ adj.pl 道理にかなった                         「補語」 
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「それで、僕の日の入りのことは？」と、王子様は答えた。彼は一度言い出した質問は決

して忘れなかった。 

--- ¿Y mi puesta de sol? --- respondió el principito, que jamás olvidaba una pregunta una 

vez que la había formulado. 《Y「目的語」》,「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「目的語」 

¿Y ｲ conj. それで 

mi puesta de sol? --- ﾐ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 僕の日の入りのお願いは？          「目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron 彼は                                                         「主語」 

jamás olvidaba ﾊﾏｽ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾊﾞ 3 単線･否定(olvidar)v.t 決して忘れなかった   「動詞句」 

una pregunta ｳﾅ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 質問を                                    「目的語」 

una vez que ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｹ conj. 一度〜した                                「形容詞節」 

la ﾗ pron それを                                            「目的語」 

había formulado. ｱﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾑﾗﾄﾞ 3 単線･完了形(formular) 

v.t 表明した                                              「動詞句」 

 

「君の日の入りは見られるだろう。そのように要請しておく。しかし、わしの統治術によ

ると、条件が整うまで待つことにしよう」 

--- Tendrás tu puesta de sol. Lo exigiré. Pero esperaré, con mi ciencia de gobernante, a 

que las condiciones sean favorables. 

《「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」┃Pero「動詞」「副詞句」「目的語」》 

Tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 手に入れるだろう                          「動詞」 

tu puesta de sol. ﾄｩ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.f 日の入りを                          「目的語」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

exigiré. ｴｸｼﾋﾚ 1 単未(exigir)v.t 要請しておこう                             「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

esperaré, ｴｽﾍﾟﾗﾚ 1 単未･意思(esperar)v.t 待とう                            「動詞」 

con mi ciencia de gobernante, ｺﾝ･ﾐ･ｼｴﾝｼｱ･ﾃﾞ･ｺﾞﾍﾞﾙﾅﾝﾃ 

   adv. 統治術を使って                                                 「副詞句」 

a que ｱ･ｹ conj. 〜ということを                                         「目的語」 

las condiciones ﾗｽ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ pl.n.f 条件が                         「主語」 

sean ｾｱﾝ 接・3 複現(ser)v.i 〜になる                              「動詞」 

favorables. ﾌｧﾎﾞﾗﾌﾞﾚｽ adj.pl 好都合な                             「補語」 

 

「それはいつになるのですか？」と、王子様は問い詰めた。 

--- ¿Y esto cuándo sucederá? --- indagó el principito. 
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《Y「主語」「副詞」「動詞」》,「動詞」「主語」 

¿Y ｲ conj. それで 

esto ｴｽﾄ pron それは                                                     「主語」 

cuándo ｸゎﾝﾄﾞ adv. いつ                                                 「副詞」 

sucederá? --- ｽｾﾃﾞﾗ 3 単未(suceder)v.i 起こる                               「動詞」 

indagó ｲﾝﾀﾞｺﾞ 3 単点(indagar)v.i 尋問した、問い詰めた                     「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「えーと」と、まず大きいカレンダーを調べてから、王様は答えた。「えーと、それは．．．

およそ．．．、それは今晩 7 時 40 分ちょうどくらいになるだろう」 

--- ¡Hem! ¡Hem! --- le respondió el rey, que consultó antes un grueso calendario ---, ¡

hem!, ¡hem!, ¡será a las..., a las..., será esta noche a las siete y cuarenta en punto!  

《「言いよどみ」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞節」, 

《「言いよどみ」,「動詞」「副詞句」, 「動詞」「副詞句」》 

¡Hem! ¡Hem! --- ｴﾝ･ｴﾝ int. えーと                                  「言いよどみ」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ conj. 〜をして                                                   「副詞節」 

consultó ｺﾝｽﾙﾄ 3 単点(consultar)v.t 調べた、参照した                「動詞」 

antes ｱﾝﾃｽ adv. 先に、まず                                       「副詞」 

un grueso calendario ---, ｳﾝ･ｸﾞﾙｴｿ･ｶﾚﾝﾀﾞﾘｵ n.m 大きいカレンダーを「目的語」 

¡hem!, ¡hem!, ｴﾝ･ｴﾝ int. えーと                                    「言いよどみ」 

¡será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜頃になるだろう                                   「動詞」 

a las..., a las..., ｱ･ﾗｽ．．．ｱ･ﾗｽ adv. 何時ごろ                              「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜頃になるだろう                                   「動詞」 

esta noche ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩                                           「副詞句」 

a las siete y cuarenta ｱ･ﾗｽ･ｼｴﾃ･ｲ･ｸゎﾚﾝﾀ adv. 7 時 40 分                   「副詞句」 

en punto! ｴﾝ･ﾌﾟﾝﾄ adv. ちょうど                                        「副詞句」 

 

「その時になれば、どれほどわしの命令が守られるかが分かるだろう」 

¡Y verás cómo soy obedecido!                               《Y「動詞」「目的語」》 

¡Y ｲ conj. そうすれば、その時になれば 

verás ﾍﾞﾗｽ 2 単未(ver)v.t 分かるだろう                                    「動詞」 

cómo ｺﾓ adv. どれほど〜するかと言う事を                               「目的語」 

soy obedecido! ｿｲ･ｵﾍﾞﾃﾞｼﾄﾞ 1 単現･受動(obedecer)v.t 従われている  「動詞句」 
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王子様はあくびをした。見損なった日の入りのことを悔やんでいた。それにもう、少し退

屈していた。 

 El principito bostezó. Lamentaba la pérdida de su puesta de sol. Y como ya se aburría 

un poco:                         「主語」「動詞」┃「動詞」「目的語」┃Y「副詞節」: 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

bostezó. ﾎﾞｽﾃｿ 3 単点(bostezar)v.i あくびをした                            「動詞」 

Lamentaba ﾗﾒﾝﾀﾊﾞ 3 単線(lamentar)v.t 残念に思っていた                   「動詞」 

la pérdida ﾗ･ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾀﾞ n.f 喪失、失った事                                「目的語」 

de su puesta de sol. ﾃﾞ･ｽ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ adj. 日の入りの           「形容詞句」 

Y ｲ conj. そして 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                   「副詞」 

se aburría ｾ･ｱﾌﾞﾘｱ 1 単線(aburrirse)v.pr 退屈した                  「動詞句」 

un poco: ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                        「副詞句」 

 

「ここにはやるべきことはもうありません」と、王様に言った。「出発します！」 

--- No tengo nada más que hacer aquí --- dijo al rey ---. ¡Voy a partir! 

《「動詞句」「目的語」「副詞」》,「動詞」「間接目的語」,《「動詞句」》 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

nada más que hacer ﾅﾀﾞ･ﾏｽ･ｹ･ﾊｾｰﾙ pron するべきことはもう何も〜ない   「目的語」 

aquí --- ｱｷ adv. ここには                                                 「副詞」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al rey ---. ｱﾙ･ﾚｲ adv. 王様に                                        「間接目的語」 

¡Voy a partir! ﾎﾞｲ･ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 1 単現･近接未来･意思(ir a+不定詞) 

   v.i 出発します                                                      「動詞句」 

 

「発ってはならぬ！」と、家臣を持って誇らしかった王様は言った。「発ってはならぬ！君

を大臣にしよう！」 

--- No partas --- respondió el rey, que estaba muy orgulloso de tener un súbdito ---. ¡No 

partas, te hago ministro! 

《「応答」》,「動詞」「主語」「形容詞節」,《「応答」「目的語」「動詞」「補語」》 

No partas --- ﾉ･ﾊﾟﾙﾀｽ 命・2 単現･否定(partir)v.i 発ってはならぬ             「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el rey, ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 
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estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                           「動詞」 

muy orgulloso ﾑｲ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj. とても誇らしい                  「補語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adv.（原因）〜したので                         「副詞句」 

tener ﾃﾈｰﾙ 不定詞 v.t 持つ                               「動詞」 

un súbdito ---. ｳﾝ･ｽﾌﾞﾃﾞｨﾄ n.m 臣下を                  「目的語」 

¡No partas, ﾉ･ﾊﾟﾙﾀｽ 命・2 単現･否定(partir)v.i 発ってはならぬ              「応答」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

hago ｱｺﾞ 1 単現(hacer)v.t (VOC) O を C にする                             「動詞」 

ministro! ﾐﾆｽﾄﾛ n.m 大臣に                                              「補語」 

 

「何の大臣に？」 

--- ¿Ministro de qué?                                                   《「応答」》 

¿Ministro de qué? ﾐﾆｽﾄﾛ･ﾃﾞ･ｹ n.m 何の大臣に？                           「応答」 

 

「法．．．法務大臣に」 

--- De... ¡de justicia!                                                    《「応答」》 

De... ¡de justicia! ﾄﾞｩ．．．ﾄﾞｩ･ﾌｽﾃｨｼｱ adj. 法．．．法務大臣に                 「応答」 

 

「でも、裁くべき人は一人もいませんよ！」 

--- ¡Pero no hay a quién juzgar!                         《Pero「動詞句」「目的語」》 

¡Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                                「動詞句」 

a quién juzgar! ｱ･ｷｴﾝ･ﾌｽｶﾞｰﾙ pron 裁くべき人が                         「目的語」 

 

「それは誰も分からん」と、王様は彼に言った。 

--- No se sabe --- le dijo el rey ---.            《「応答」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

No se sabe --- ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ 3 単現･否定(saberse)v.pr それは誰も分からん          「応答」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

 

わしはまだ、わが王国を視察したことがないのじゃ。わしは年をとったが、馬車を置く場

所がないのじゃ、歩くのは疲れる。 

Todavía no he visitado mi reino. Soy muy viejo, no tengo lugar para una carroza y me 

fatiga caminar.       《「副詞」「動詞句」「目的語」 

「動詞」「補語」,「動詞」「目的語」y「目的語」「動詞」「主語」》 
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Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                                 「副詞」 

no he visitado ﾉ･ｴ･ﾋﾞｼﾀﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(visitar)v.t 視察したことがない「動詞句」 

mi reino. ﾐ･ﾚｲﾉ n.m わが王国を                                         「目的語」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

muy viejo, ﾑｲ･ﾋﾞｴﾎ adj. とても年をとった                                  「補語」 

no tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                                 「動詞」 

lugar ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所が                                                「目的語」 

para una carroza ﾊﾟﾗ･ｳﾅ･ｶﾛｻ adj. 馬車のための                 「形容詞句」 

y ｲ  

me ﾒ pron わしを                                                     「目的語」 

fatiga ﾌｧﾃｨｶﾞ 3 単現(fatigar)v.t 疲れさせる                                「動詞」 

caminar. ｶﾐﾅｰﾙ 不定詞 v.i 歩くことは                                     「主語」 

 

「おお！でも僕はもう惑星を見てきましたよ」と、王子様は言って、惑星の反対側をちら

りと見た。 

--- ¡Oh! Pero yo ya lo he visto ... --- dijo el principito, que se asomó para echar otra 

mirada hacia el lado opuesto del planeta ---. 

《「感嘆」┃Pero「主語」「副詞」「目的語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「形容詞節」 

¡Oh! ｵｰ int. おお！                                                      「感嘆」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

lo ﾛ pron 星を                                                         「目的語」 

he visto ... ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(visto)v.t 見てきた                        「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

se asomó ｾ･ｱｿﾓ 3 単点(asomarse)v.pr ちらりと見た              「動詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                            「副詞句」 

echar ｴﾁｬｰﾙ 不定詞 v.t 投げかける                         「動詞」 

otra mirada ｵﾄﾗ･ﾐﾗﾀﾞ n.f もう一度視線を                「目的語」 

hacia el lado opuesto del planeta ---. ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾗﾄﾞ･ｵﾌﾟｴｽﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

   adv. 惑星の反対側に                                 「副詞句」 

 

「あちら側も、同じように誰もいませんよ！」 

No hay nadie allí, tampoco...                        《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 
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No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                               「動詞句」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                           「目的語」 

allí, tampoco... ｱｼﾞ･ﾀﾝﾎﾟｺ adv. あちらにも同じように〜ない               「副詞句」 

 

「それでは、自分自身を裁きなさい」と、王様は返事をした。 

--- Te juzgarás a ti mismo --- le respondió el rey ---. 

《「目的語」「動詞」「目的語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

juzgarás ﾌｽﾞｶﾞﾗｽ 2 単未・勧誘(juzgar)v.t 裁きなさい                        「動詞」 

a ti mismo --- ｱ･ﾃｨ･ﾐｽﾓ pron 自分自身を                                 「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 返事をした                       「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

 

「それは最も難しいことだ。自分自身を裁くことは、他人を裁くことよりもずっと難しい

ことなのだ」 

Es lo más difícil. Es mucho más difícil juzgarse a sí mismo que a los demás. 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」「副詞句」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

lo más difícil. ﾛ･ﾏｽ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ pron もっとも難しいこと                       「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

mucho más difícil ﾑﾁｮ･ﾏｽ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj. もっとずっと難しい                  「補語」 

juzgarse ﾌｶﾞﾙｾ 不定詞 v.pr 裁くことは                                     「主語」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ pron 自分自身を                               「目的語」 

que a los demás. ｹ･ｱ･ﾛｽ･ﾃﾞﾏｽ adv. 他人を裁くことよりも                  「副詞句」 

 

「もし自分を正しく裁くことが出来れば、君は真の賢者ということだ」 

Si logras juzgarte bien a ti mismo eres un verdadero sabio. 

《「副詞節」,「動詞」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

logras juzgarte ﾛｸﾞﾗｽ･ﾌｽﾞｶﾞﾙﾃ 2 単現･成功(lograr+不定詞 juzgarse) 

   v.t 裁くことが出来る                                         「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. うまく、正しく                                     「副詞」 

a ti mismo ｱ･ﾃｨ･ﾐｽﾓ pron 自分自身を                             「目的語」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

un verdadero sabio. ｳﾝ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾛ･ｻﾋﾞｵ n.m 真の賢者                        「補語」 
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「僕は．．．」と、王子様は言った。「僕はどこに居たって、自分自身を裁くことが出来るん

です。ここに住む必要はありません」 

--- Yo --- dijo el principito --- puedo juzgarme a mí mismo en cualquier parte. No tengo 

necesidad de vivir aquí. 

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「動詞句」「目的語」》 

Yo --- ｼﾞｮ pron 僕は                                                     「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito --- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

puedo juzgarme ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾌｽﾞｶﾞﾙﾒ 1 単現･可能(poder+不定詞 juzgarse) 

   v.pr 裁くことができる                                               「動詞句」 

a mí mismo ｱ･ﾐ･ﾐｽﾓ pron 自分自身を                                   「目的語」 

en cualquier parte. ｴﾝ･ｸゎﾙｷｴ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どんな場所に居ても              「副詞句」 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t 〜がない                          「動詞句」 

necesidad ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ n.f 必要性が                                         「目的語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj. 〜すべき                                          「形容詞句」 

vivir ﾋﾞﾋﾞｰﾙ 不定詞 v.i 暮らす、住む                             「動詞」 

aquí. ｱｷ adv. ここに                                            「副詞」 

 

「えへん、えへん」と、王様は言った。「この惑星のどこかに年老いたネズミが 1 匹いると

思う。夜になると、それの音が聞こえるのじゃ」 

--- ¡Hem! ¡Hem! --- dijo el rey ---. Creo que en algún lugar del planeta hay una vieja 

rata. La oigo por la noche. 

《「感嘆」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「副詞句」》 

¡Hem! ¡Hem! --- ｴﾝ･ｴﾝ int.えへん、えへん                                 「感嘆」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey ---. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                               「主語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t(que) 〜だと思う                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

en algún lugar del planeta ｴﾝ･ｱﾙｸﾞﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

   adv. この惑星のどこかに                                     「副詞句」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t いる                                      「動詞」 

una vieja rata. ｳﾅ･ｳﾞｨｴﾊ･ﾗﾀ n.f 年老いたネズミが                 「目的語」 

La ﾗ pron それの音が                                                  「目的語」 

oigo ｵｲｺﾞ 1 単現(oír)v.t 聞こえる                                          「動詞」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                       「副詞句」 
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その年老いたネズミを裁いてくれないか？時々、そのネズミに死刑を宣告してくれないか。 

Podrás juzgar a la vieja rata. La condenarás a muerte de vez en cuando. 

「動詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Podrás juzgar ﾎﾟﾄﾞﾗｽ･ﾌｽｶﾞｰﾙ 2 単未･依頼(poder+不定詞) 

   v.t 裁判をしてくれないかね                                          「動詞句」 

a la vieja rata. ｱ･ﾗ･ﾋﾞｴﾊ･ﾗﾀ n.f その年老いたネズミを                     「目的語」 

La ﾗ pron そのネズミに                                            「間接目的語」 

condenarás ｺﾝﾃﾞﾅﾗｽ 2 単未･依頼(condenar)v.t 判決を下してくれ             「動詞」 

a muerte ｱ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死、死刑を                                     「直接目的語」 

de vez en cuando. ﾃﾞ･ﾍﾞｽ･ｴﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時々                            「副詞句」 

 

そうするとネズミの命は君の判決次第になるだろう。しかしネズミを生かしておくために、

毎回そのネズミを赦免してくれ。ネズミは 1 匹しかいないのだから。 

Así su vida dependerá de tu justicia. Pero la indultarás cada vez para conservarla. No 

hay más que una.                 「副詞」「主語」「動詞」「間接目的語」 

Pero「目的語」「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

Así ｱｼ adv. そうすると                                                   「副詞」 

su vida ｽ･ﾋﾞﾀﾞ n.f ネズミの命は                                          「主語」 

dependerá ﾃﾞﾍﾟﾝﾃﾞﾗ 3 単未(depender)v.i 〜次第になるだろう                「動詞」 

de tu justicia. ﾃﾞ･ﾄｩ･ﾌｽﾃｨｼｱ adv. 君の判決                           「間接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

la ﾗ pron そのネズミを                                                「目的語」 

indultarás ｲﾝﾄﾞｩﾙﾀﾗｽ 2 単未･依頼(indultar)v.t 赦免してくれ                 「動詞」 

cada vez ｶﾀﾞ･ﾍﾞｽ adv. 毎回                                             「副詞句」 

para conservarla. ﾊﾟﾗ･ｺﾝｾﾙﾊﾞﾙ･ﾗ adv. ネズミを残しておくために           「副詞句」 

No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                               「動詞句」 

más que una. ﾏｽ･ｹ･ｳﾅ pron（否定文で）1 匹しか                         「目的語」 

 

「僕は、死刑を宣告するのは嫌です」と、王子様は答えた。「立ち去ろうと思います」 

--- A mí no me gusta condenar a muerte --- respondió el principito ---. Y creo que me voy. 

《「間接目的語」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」》 

A mí ｱ･ﾐ adv. 僕にとって、僕は                                     「間接目的語」 

no me gusta ﾉ･ﾒ･ｸﾞｽﾀ 3 単現･否定(gustar)v.t 気に入らない                「動詞句」 

condenar ｺﾝﾃﾞﾅｰﾙ 不定詞 v.t 判決を下すことが                             「主語」 

a muerte --- ｱ･ﾑｴﾙﾃ n.f 死刑を                                    「目的語」 
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respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Y ｲ conj. そして 

creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t (que) 〜だと思う                                  「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

me voy. ﾒ･ﾎﾞｲ 1 単現(irse)v.pr 立ち去る                           「動詞句」 

 

「行ってはならん！」と、王様は言った。 

--- No --- dijo el rey.                                     《「応答」》,「動詞」「主語」 

No --- ﾉ adv. 行ってはならん！                                            「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el rey. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

 

しかし王子様は、もう出発の準備も出来ていたし、年老いた君主を苦しめたくなかった。 

 Pero el principito, habiendo concluido sus preparativos, no quiso afligir al viejo 

monarca:                                 Pero「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

habiendo concluido ｱﾋﾞｴﾝﾄﾞ･ｺﾝｸﾙｲﾄﾞ 現在分詞･完了形(concluir) 

v.t 〜を終えていたので                                              「副詞句」 

sus preparativos, ｽｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗﾃｨﾎﾞｽ pl.n.m 準備を                  「目的語」 

no quiso afligir ﾉ･ｷｿ･ｱﾌﾘﾋｰる 3 単点･願望･否定(querer+不定詞) 

   v.t 苦しめたくなかった                                              「動詞句」 

al viejo monarca: ｱﾙ･ﾋﾞｴﾎ･ﾓﾅﾙｶ n.m 年老いた君主を                      「目的語」 

 

「もし陛下がきちんと命令に従って欲しいならば、分別のある命令をしてください」 

--- Si Vuestra Majestad desea ser obedecido puntualmente podría darme una orden 

razonable.                                        《「副詞節」,「動詞句」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

Vuestra Majestad ﾌﾞｴｽﾄﾗ･ﾏﾍｽﾀﾄﾞ n.f 陛下が                         「主語」 

desea ﾃﾞｾｱ 3 単現(desear)v.t (+不定詞) 〜したい                    「動詞句」 

ser obedecido ｾｰﾙ･ｵﾍﾞﾃﾞｼﾄﾞ 不定詞･受動(obedecer)v.t 従われる「動詞句」 

puntualmente ﾌﾟﾝﾄｩｱﾙﾒﾝﾃ adv. きちんと                      「副詞」 

podría darme ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ﾀﾞﾙ･ﾒ 3 単過未･仮定(poder+不定詞) 

   v.t 私に与えるのが良いでしょう                                      「動詞句」 

una orden razonable. ｳﾅ･ｵﾙﾃﾞﾝ･ﾗｿﾅﾌﾞﾚ n.m 分別のある命令を             「目的語」 
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「例えば、すぐに出発しなさい、と僕に命令されたら良いと思います。私には、状況が好

都合なように見えます」 

Podría ordenarme, por ejemplo, que parta antes de un minuto. Me parece que las 

condiciones son favorables... 

《「動詞句」「副詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

Podría ordenarme, ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｵﾙﾃﾞﾅﾙ･ﾒ 3 単過未･仮定(poder+不定詞) 

   v.t 僕に命令してはいかがですか                                      「動詞句」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                    「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

parta ﾊﾟﾙﾀ 接・3 単現･命令(partir)v.i 出発しなさい                  「動詞」 

antes de un minuto. ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾐﾇﾄ adv. すぐに、1 分以内に       「副詞句」 

Me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜に見える、思われる                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

las condiciones ﾗｽ･ｺﾝﾃﾞｨｼｵﾈｽ pl.n.f 状況が                            「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

favorables... ﾌｧﾎﾞﾗﾌﾞﾚｽ adj.pl 好都合な                                「補語」 

 

王様が何も答えようとしなかったので、王子様は少しためらったが、やがてため息をつい

て出発した。 

 Como el rey no respondiera nada, el principito vaciló un momento, y luego, con un 

suspiro, emprendió la partida. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」y「副詞句」「動詞」「目的語」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

el rey ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様が                                           「主語」 

no respondiera ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｴﾗ 接・3 単過･否定(responder) 

v.t 答えようとしなかった                                       「動詞句」 

nada, ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                       「目的語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

vaciló ﾊﾞｼﾛ 3 単点(vacilar)v.i ためらった                                   「動詞」 

un momento, ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少し                                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego, ﾙｴｺﾞ adv. やがて、その後に                                        「副詞」 

con un suspiro, ｺﾝ･ｳﾝ･ｽｽﾋﾟﾛ adv. ため息をついて                        「副詞句」 

emprendió ｴﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(emprender)v.t 開始した                      「動詞」 
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la partida. ﾗ･ﾊﾟﾙﾁﾀﾞ n.f 出発を                                         「目的語」 

 

「君を大使にしてやるぞ！」と、その時、王様は大急ぎで怒鳴った。 

--- Te hago embajador --- se apresuró entonces a gritar el rey. 

《「目的語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」 

Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

hago ｱｺﾞ 1 単現(hacer)v.t 〜にしてやる                                    「動詞」 

embajador --- ｴﾝﾊﾞﾊﾄﾞｰﾙ n.m 大使に                                       「補語」 

se apresuró entonces a gritar ｾ･ｱﾌﾟﾚｽﾛ･ｴﾝﾄﾝｾｽ･ｱ･ｸﾞﾘﾀｰﾙ 3 単点･急ぎ 

   (apresurarse a+不定詞+ entonces)v.t その時大急ぎでどなった           「動詞句」 

el rey. ｴﾙ･ﾚｲ n.m 王様は                                                 「主語」 

 

王様は、とても威厳のある様子をしていた。 

Tenía un aire muy autoritario.                                   「動詞」「目的語」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（特徴を）していた                              「動詞」 

un aire ｳﾝ･ｱｲﾚ n.m 様子を                                             「目的語」 

muy autoritario. ﾑｲ･ｱｳﾄﾘﾀﾘｵ adj. とても威厳のある              「形容詞句」 

 

〈大人の人たちはとても奇妙だな〉と、王子様は旅の間中心の中で思った。 

Las personas grandes son bien extrañas, díjose a sí mismo el principito durante el viaje. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「間接目的語」「主語」「副詞句」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちは              「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bien extrañas, ﾋﾞｴﾝ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬｽ adj.f.pl とても奇妙な                         「補語」 

díjose ﾃﾞｨﾎ･ｾ 3 単点(decir+se)v.t 言った、思った                         「動詞句」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に                                 「間接目的語」 

  心の中で思った 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

durante el viaje. ﾄﾞｫｳﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾋﾞｱﾍ adv. 旅の間中                          「副詞句」 

 

XI 

 

2 番目の惑星には、1 人の見栄っ張りが住んでいた。 

El segundo planeta estaba habitado por un vanidoso:      「主語」「動詞句」「副詞句」 

El segundo planeta ｴﾙ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 2 番目の惑星は                    「主語」 

estaba habitado ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動(habitar)v.t 住まれていた        「動詞句」 
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por un vanidoso: ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. 1 人の見栄っ張りによって            「副詞句」 

 能動文に翻訳する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「やあ、やあ！おれのファンがきたぞ！」 

--- ¡Ah! ¡Ah! ¡He aquí la visita de un admirador! --- 

《「感嘆」┃「動詞」「副詞」「目的語」》 

¡Ah! ¡Ah! ｱｰ･ｱｰ int. ああ！ああ！                                        「感嘆」 

¡He ｴ 1 単現(haber)v.t ある                                              「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

la visita ﾗ･ﾋﾞｼﾀ n.f 訪問                                                「目的語」 

de un admirador! ﾃﾞ･ｳﾝ･ｱﾄﾞﾐﾗﾄﾞｰﾙ adj. ファンの                「形容詞句」 

 admirador ｱﾄﾞﾐﾗﾄﾞｰﾙ n.m ファン、崇拝者、称賛者 
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王子様を見つけるやいなや、見栄っ張りは遠くから叫んだ。 

exclamó desde lejos el vanidoso no bien vio al principito. 

「動詞」「副詞句」「主語」,「副詞節」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                「動詞」 

desde lejos ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 遠くから                                     「副詞句」 

el vanidoso ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                   「主語」 

no bien ﾉ･ﾋﾞﾔﾝ adv. 〜するやいなや                                     「副詞節」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見つけた                                    「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                          「目的語」 

 

というのは、見栄っ張り達にとって、他の人間たちは自分のファンなのだった。 

 Pues, para los vanidosos, los otros hombres son admiradores. 

Pues「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Pues, ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので、というのは〜だから 

para los vanidosos, ﾊﾟﾗ･ﾛｽ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿｽ adv. 見栄っ張り達にとって            「副詞句」 

los otros hombres ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 他の人間たちは                   「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

admiradores. ｱﾄﾞﾐﾗﾄﾞﾚｽ pl.n.m ファンたち                                「補語」 

 

「こんにちは！」と、王子様は言った。「風変わりな帽子をかぶっていますね！」 

--- Buenos días --- dijo el principito ---. ¡Qué sombrero tan raro tienes! 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

Buenos días --- ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                「主語」 

¡Qué sombrero tan raro ｹ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ･ﾀﾝ･ﾗﾛ n.m なんと風変わりな帽子を     「目的語」 

tienes! ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t かぶっている、持っている                    「動詞」 

 

「挨拶するためだよ」と、見栄っ張りは答えた。 

--- Es para saludar --- le respondió el vanidoso ---. 

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

para saludar --- ﾊﾟﾗ･ｻﾙﾀﾞｰﾙ adv. 挨拶するため                             「補語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el vanidoso ---. ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                「主語」 
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「拍手喝采された時に、挨拶するためなんだよ。残念ながら、誰もこのあたりを通らない

がね」 

Es para saludar cuando me aclaman. Desgraciadamente, nunca pasa nadie por aquí. 

《「動詞」「補語」「副詞節」┃「副詞」「動詞句」「主語」「副詞句」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

para saludar --- ﾊﾟﾗ･ｻﾙﾀﾞｰﾙ adv. 挨拶するため                             「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時に                                        「副詞節」 

me ﾒ pron 私に                                                「目的語」 

aclaman. ｱｸﾗﾏﾝ 3 複現(aclamar)v.t 拍手喝采する                    「動詞」 

  受動態に翻訳する 

Desgraciadamente, ﾃﾞｽｸﾞﾗｼｱﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 残念ながら                         「副詞」 

nunca pasa ﾇﾝｶ･ﾊﾟｻ 3 単現･否定(pasar)v.i 決して通らない                 「動詞句」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                             「主語」 

por aquí. ﾎﾟ･ﾗｷ adv. このあたりを                                       「副詞句」 

 

「ああ、そうなんだ？」と、王子様は意味が分からないまま返事をした。 

--- ¿Ah, sí? --- dijo el principito sin comprender.  《「応答」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

¿Ah, sí? --- ｱｰ･ｼ int. ああ、そうなんだ？                                   「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                            「動詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜しないで                                         「副詞句」 

comprender. ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰる 不定詞 v.t 分かる、理解する               「動詞」 

 

「拍手しなさい」と、見栄っ張りは勧めた。 

--- Golpea tus manos, una contra otra --- aconsejó el vanidoso. 

《「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

Golpea ｺﾞﾙﾍﾟｱ 命・2 単現(golpear)v.t 打ち付けなさい                       「動詞」 

tus manos, ﾄｩｽ･ﾏﾉｽ pl.n.m 君の手を                                     「目的語」 

una contra otra --- ｳﾅ･ｺﾝﾄﾗ･ｵﾄﾗ adv. 一方の手をもう一方に                「副詞句」 

  「拍手しなさい」 

aconsejó ｱｺﾝｾﾎ 3 単点(aconsejar)v.t 助言した、勧めた                       「動詞」 

el vanidoso. ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                  「主語」 

 

王子様は拍手をした。見栄っ張りは、帽子を持ち上げて、うやうやしく挨拶した。 

El principito golpeó sus manos, una contra otra. El vanidoso saludó modestamente, 
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levantando el sombrero. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

golpeó ｺﾞﾙﾍﾟｵ 3 単点(golpear)v.t 打ち付けた                                「動詞」 

sus manos, ｽｽ･ﾏﾉｽ pl.n.m 自分の手を                                   「目的語」 

una contra otra. ｳﾅ･ｺﾝﾄﾗ･ｵﾄﾗ adv. 一方の手をもう一方に                  「副詞句」 

El vanidoso ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                  「主語」 

saludó ｻﾙﾄﾞ 3 単点(saludar)v.t 挨拶した                                   「動詞」 

modestamente, ﾓﾃﾞｽﾀﾒﾝﾃ adv. うやうやしく                                「副詞」 

levantando ﾚﾊﾞﾝﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(levantar)v.t 持ち上げながら                「副詞句」 

el sombrero. ｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                              「目的語」 

 

「これは王様の所に訪問するより面白いや！」と、王子様は心の中で思った。 

--- Esto es más divertido que la visita al rey --- se dijo para sí el principito. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「副詞句」「主語」 

Esto ｴｽﾄ pron これは                                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

más divertido ﾏｽ･ﾃﾞｨﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ adj. もっと面白い                            「補語」 

que ｹ adv. 〜よりも                                              「副詞句」 

la visita ﾗ･ﾋﾞｽﾀ n.f 訪問                                   「目的語」 

al rey --- ｱﾙ･ﾚｲ adj. 王様への                     「形容詞句」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                         「動詞句」 

para sí ﾊﾟﾗ･ｼ adv. そうだと                                            「副詞句」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

それで、王子様はまた拍手した。すると、見栄っ張りも帽子を持ち上げて、また挨拶した。 

Y volvió a golpear sus manos, una contra otra. El vanidoso volvió a saludar, levantando 

el sombrero.            Y「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Y ｲ conj. それで 

volvió a golpear ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ｺﾞﾙﾍﾟｱｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞) 

   v.t また打ち付けた                                                  「動詞句」 

sus manos, ｽｽ･ﾏﾉｽ pl.n.m 自分の手を                                   「目的語」 

una contra otra. ｳﾅ･ｺﾝﾄﾗ･ｵﾄﾗ adv. 一方の手をもう一方に                  「副詞句」 

El vanidoso ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                  「主語」 

volvió a saludar, ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ｻﾙﾀﾞｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞) 

  v.t また挨拶した                                                     「動詞句」 
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levantando ﾚﾊﾞﾝﾀﾝﾄﾞ 現在分詞(levantar)v.t 持ち上げながら                「副詞句」 

el sombrero. ｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m 帽子を                              「目的語」 

 

5 分間の実習の後で、王子様はゲームの単調さに飽きてしまった。 

 Después de cinco minutos de ejercicio el principito se cansó de la monotonía del juego. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Después de ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ adv. 〜の後で                                   「副詞句」 

cinco minutos de ejercicio ｼﾝｺ･ﾐﾇﾄｽ･ﾃﾞ･ｴﾍﾙｼｼｵ n.m 5 分間の実習    「目的語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

se cansó ｾ･ｶﾝｿ 3 単点(cansarse)v.pr (de に) 飽きてしまった               「動詞句」 

de la monotonía ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾉﾄﾆｱ adv. 単調さに                           「間接目的語」 

del juego. ﾃﾞﾙ･ﾌｴｺﾞ adj. ゲームの                          「形容詞句」 

 

「それで、帽子が降りるためには、何をしなければならないの？」と、王子様は尋ねた。 

--- ¿Y qué hay que hacer para que el sombrero caiga? --- preguntó... 

《Y「目的語」「動詞句」「副詞節」》,「動詞」 

¿Y ｲ conj. それで 

qué ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

hay que hacer ｱｲ･ｹ･ｱｾｰﾙ 3 単現(hay que+不定詞)v.t しなければならない    「動詞句」 

para que ﾊﾟﾗ･ｹ conj. 〜するためには                                    「副詞節」 

el sombrero ｴﾙ･ｿﾝﾌﾞﾚﾛ n.m その帽子が                             「主語」 

caiga? --- ｶｲｶﾞ 接・3 単現(caer)v.i 降りる                           「動詞」 

preguntó... ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                            「動詞」 

 

しかし見栄っ張りは彼の言う事を聞いていなかった。見栄っ張りというのは、自分を褒め

たたえる言葉しか聞こうとしないんだ。 

Pero el vanidoso no le oyó. Los vanidosos no oyen sino las alabanzas. 

Pero「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el vanidoso ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ n.m 見栄っ張りは                                   「主語」 

no ...oyó. ﾉ...ｵﾖ 3 単点･否定(oír)v.t 聞いていなかった                        「動詞」 

le ﾚ pron 彼の言う事を                                                 「目的語」 

Los vanidosos ﾛｽ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿｽ pl.n.m 見栄っ張りというのは                     「主語」 

no oyen ﾉ･ｵｲｴﾝ 3 複現･否定(oír)v.t 聞かない                              「動詞句」 

sino las alabanzas. ｼﾉ･ﾗｽ･ｱﾗﾊﾞﾝｻｽ pl.n.f 賞賛の言葉しか                  「目的語」 
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「本当に僕を褒めたたえてくれているのかい？」と、王子様に尋ねた。 

--- ¿Me admiras mucho verdaderamente? --- preguntó al principito. 

《「目的語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「目的語」 

¿Me ﾒ pron 僕を                                                      「目的語」 

admiras ｱﾄﾞﾐﾗｽ 2 単現(admirar)v.t 賞賛している                           「動詞」 

mucho verdaderamente? --- ﾑﾁｮ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 本当にこころから       「副詞句」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t (a+人 に) 尋ねた                    「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様に                                 「目的語」 

 

「褒めたたえるって、どういう意味なの？」 

--- ¿Qué significa 《admirar》?                          「目的語」「動詞」「主語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《admirar》? ｱﾄﾞﾐﾗｰﾙ 不定詞 n. 「褒めたたえる」という言葉は             「主語」 

 

「褒めたたえるというのは、この私がこの惑星で最も美しい男で、最も良い服を着ていて、

一番金持ちで、一番あたまがいいと認めることだよ」 

--- Admirar significa reconocer que soy el hombre más hermoso, mejor vestido, más rico 

y más inteligente del planeta.                             《「主語」「動詞」「補語」》 

Admirar ｱﾄﾞﾐﾗｰﾙ n. 「褒めたたえる」ってことは                           「主語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                             「動詞」 

reconocer ﾚｺﾉｾｰﾙ 不定詞 n. 〜を認めるということ                          「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                「動詞」 

el hombre más hermoso, ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾏｽ･ｴﾙﾓｿ n.m 最も美しい男   「補語」 

mejor vestido, ﾒﾎｰﾙ･ﾍﾞｽﾁﾄﾞ adj. 最も良い服を着た             「補語」 

más rico ﾏｽ･ﾘｺ adj. 一番金持ちの                            「補語」 

y ｲ conj. そして 

más inteligente ﾏｽ･ｲﾝﾃﾘﾍﾝﾃ adj. 一番あたまがよい             「補語」 

del planeta. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. この惑星で                     「副詞句」 

 

「でも、この惑星にはあなたしかいないでしょう？」 

--- ¡Pero si eres la única persona en el planeta!                      「動詞」「補語」 

¡Pero si eres ﾍﾟﾛ･ｼ･ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜じゃあないか、〜でしょう           「動詞」 

 Pero si は「抗議・強調：si のみで用いられることもある」 

la única persona ﾗ･ｳﾆｶ･ﾍﾟﾙｿﾅ n.f 唯一の人                                 「補語」 
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en el planeta! ｴﾝ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. この惑星で                         「副詞句」 

 

「喜ばせておくれよ！それでも、褒めたたえておくれよ！」 

--- ¡Dame el placer! ¡Admírame de todos modos! 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」》 

¡Dame ﾀﾞ･ﾒ 命・2 単現(dar+me)v.t 与えてくれ                           「動詞句」 

el placer! ｴﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ n.m 喜びを                                        「目的語」 

¡Admírame ｱﾄﾞﾐﾗ･ﾒ 命・2 単現(admirar+me)v.t 褒めたたえてくれ         「動詞句」 

de todos modos! ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾓﾄﾞｽ adv. それでも、とにかく                   「副詞句」 

 

「君を褒めたたえてあげるよ」と、王子様は両肩をすくめながら言った。「でも、僕が君を

褒めたたえることについて、なぜ君がそんなに興味があるの？」 

--- Te admiro --- dijo el principito, encogiéndose de hombros ---. Pero ¿por qué puede 

interesarte que te admire? 

《「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」「副詞句」,《Pero「副詞句」「動詞句」「主語」》 

Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

admiro --- ｱﾄﾞﾐﾛ 1 単現(admirar)v.t 褒めたたえる                           「動詞」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

encogiéndose ｴﾝｺﾋｴﾝﾄﾞｾ 現在分詞(encogerse)v.pr（体を）縮ませながら      「副詞句」 

de hombros ---. ﾃﾞ･ｵﾝﾌﾞﾛｽ pl.n.m 両肩を                          「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

¿por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                               「副詞句」 

puede interesarte ﾌﾟｴﾃﾞ･ｲﾝﾃﾚｻﾙ･ﾃ 3 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t 君の興味を引くことが出来る                                      「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                               「主語」 

te ﾃ pron 君を                                                   「目的語」 

admire? ｱﾄﾞﾐﾚ 接・1 単現(admirar)v.t 褒めたたえるとしたら           「動詞」 

 

それで王子様は立ち去った。 

 Y el principito se fue.                                         Y「主語」「動詞句」 

Y ｲ conj.  それで 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

se fue. ｾ･ﾌｴ 3 単点(irse)v.pr 立ち去った                                  「動詞句」 
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〈大人の人たちは本当に奇妙だな〉と、王子様は旅の間中心の中で思った。 

Las personas grandes son decididamente muy extrañas, se decía para sus adentros 

durante el viaje.                      《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「副詞句」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人の人たちは              「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

decididamente muy extrañas, ﾃﾞｼﾃﾞｨﾀﾞﾒﾝﾃ･ﾑｲ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬｽ 

 adj.f.pl 断固としてとても奇妙な                                          「補語」 

se decía ｾ･ﾃﾞｼｱ 3 単線(decirse)v.pr 自分に言った                         「動詞句」 

para sus adentros ﾊﾟﾗ･ｽｽ･ｱﾃﾞﾝﾄﾛｽ adv. 内心                             「副詞句」 

durante el viaje. ﾄﾞｫｳﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾋﾞｱﾍ adv. 旅の間中                          「副詞句」 

 

XII 

 

 

次の惑星には、呑兵衛が住んでいた。 

El planeta siguente estaba habitado por un bebedor.      「主語」「動詞句」「副詞句」 

El planeta siguente ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ｼｷﾞｴﾝﾃ n.m 次の惑星は                       「主語」 

estaba habitado ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単線･受動(habitar)v.t 住まれていた        「動詞句」 

por un bebedor. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. 呑兵衛によって                     「副詞句」 

 能動文に翻訳する 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XII 

  - 178 - 

 

この訪問はごく短いものだったが、王子様を深い憂鬱の中に沈めた。 

Esta visita fue muy breve, pero sumío al principito en una gran melancolía. 

「主語」「動詞」「補語」pero「動詞」「目的語」「副詞句」 

Esta visita ｴｽﾀ･ﾋﾞｼﾀ n.f この訪問は                                       「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

muy breve, ﾑｲ･ﾌﾞﾚﾍﾞ adj. とても短い                                      「補語」 

pero ﾍﾟﾛ ｺﾝ j。sikasi 

sumío ｽﾐｵ 3 単点(sumir)v.t 沈めた                                        「動詞」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                  「目的語」 

en una gran melancolía. ｴﾝ･ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾒﾗﾝｺﾘｱ adv. 深い憂鬱の中に           「副詞句」 

 

「そこで何をしているの？」と、呑兵衛に尋ねた。王子様は、彼が沢山の空き瓶と酒が詰

まった沢山の瓶の前で静かに座っているのに気がついた。 

--- ¿Qué haces ahí? --- preguntó al bebedor, a quien encontró instalado en silencio, ante 

una colección de botellas vacías y una colección de botellas llenas. 

《「目的語」「動詞」「副詞」》,「動詞」「目的語」 

「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t している                                       「動詞」 

ahí? --- ｱｲ adv. そこで                                                   「副詞」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

al bebedor, ｱﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ n.m 呑兵衛に                                   「目的語」 

a quien ｱ･ｷｴﾝ pron その人が                                           「目的語」 

encontró ｴﾝｺﾝﾄﾛ 3 単点(encontrar)v.t (+目的格補語) 発見した                「動詞」 

instalado en silencio, ｲﾝｽﾀﾗﾄﾞ･ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adj. 静かに座った                   「補語」 

ante ｱﾝﾃ adv. 〜の前に                                                 「副詞句」 

una colección de botellas vacías ｳﾅ･ｺﾚｸｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾃｼﾞｬｽ･ﾊﾞｼｱｽ 

   pl.n.f 沢山の空き瓶                                           「目的語」 

 colección ｺﾚｸｼｵﾝ n.f 多数、収集品 vacío ﾊﾞｼｵ adj. 空の 

y ｲ conj. そして 

una colección de botellas llenas. ｳﾅ･ｺﾚｸｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾎﾞﾃｼﾞｬｽ･ｼﾞｪﾅｽ 

   pl.n.f 沢山の実入りの瓶                                       「目的語」 

 lleno ｼﾞｪﾉ adj. 満ちた、一杯の 
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「酒を飲んでいるんだ」と、呑兵衛は陰気な様子で答えた。 

--- Bebo ---respondió el bebedor, con aire lúgubre. 《「動詞」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

Bebo --- ﾍﾞﾎﾞ 1 単現(beber)v.t 酒を飲んでいる                              「動詞」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el bebedor, ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ n.m 呑兵衛は                                     「主語」 

con aire lúgubre. ｺﾝ･ｱｲﾚ･ﾙｸﾞﾌﾞﾚ adv. 陰鬱な様子で                       「副詞句」 

 

「なぜ飲んでいるの？」と、王子様は尋ねた。 

--- ¿Por qué bebes? ---preguntole el principito.   《「副詞句」「動詞」》,「動詞」「主語」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ、なんで                                       「副詞句」 

 para qué ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 何のために con qué objeto ｺﾝ･ｹ･ｵﾌﾟﾍﾄ adv. 何のために 

bebes? --- ﾍﾞﾍﾞｽ 2 単現(beber)v.t 飲んでいる                                「動詞」 

preguntole ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ･ﾚ 3 単点(preguntó+le)v.t 彼に尋ねた                  「動詞句」 

 最後の音節にアクセント記号が付いた単語の後ろに 1 音節追加されると、 

アクセント記号が不要になる（単語のアクセントのルールで o が強勢になる） 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

単語のアクセントのルール： 

(1) アクセント記号がある単語は、その位置にアクセントを置く。 

  japonés (日本の)、fábrica (工場)  

(2) アクセント記号がなく、母音字 (a, e, i, o, u) または n、s で終わる単語は、後ろから

二番目の母音にアクセントを置く。 

  espacio (空間)、examen (試験)、regalos (プレゼント)  

(3) アクセント記号がなく、n、s 以外の子音字で終わる単語は、最後の母音にアクセント

を置く。  usted (あなた)、andar (歩く)、canal (運河) 

注意：複数の母音が連続しているものは多重母音と言って、1 個の母音とみなす。しかし、

連続した母音のどれかにアクセント記号が付いている場合は複数の母音とみなす。 

例 : río (川、ri-o) Raúl (ラウール［人名］、ra-ul) 

 

「忘れるためだよ」と、呑兵衛は答えた。 

--- Para olvidar ---respondió el bebedor.                   《「応答」》,「動詞」「主語」 

Para olvidar --- ﾊﾟﾗ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ adv. 忘れるためだよ                          「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el bebedor. ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ n.m 呑兵衛は                                     「主語」 

 

「何を忘れるためなの？」と尋ねたが、王子様はすでに彼を哀れんでいた。 

--- ¿Para olvidar qué ---inquirió el principito, que ya le compadecía. 
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《「質問」》,「動詞」「主語」,「主語」「副詞」「間接目的語」「動詞」 

¿Para olvidar qué --- ﾊﾟﾗ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ･ｹ adv. 何を忘れるため？                 「質問」 

inquirió ｲﾝｷﾘｵ 3 単点(inquirir)v.t 尋ねた                                   「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron 彼は                                                         「主語」 

ya ﾔｰ adv. すでに                                                        「副詞」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

compadecía. ｺﾝﾊﾟﾃﾞｼｱ 3 単線(compadecer)v.t 〜に同情していた、を哀れんでいた「動詞」 

 

「恥ずかしいということを忘れるためだよ！」と、呑兵衛はうつむいて打ち明けた。 

--- Para olvidar que tengo vergüenza ---confesó el bebedor bajando la cabeza. 

《「応答」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

Para olvidar ﾊﾟﾗ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ adv. 〜を忘れるため                            「応答」 

que ｹ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                             「動詞」 

vergüenza --- ﾍﾞﾙｸﾞｪﾝｻ n.f 恥                              「目的語」 

 tener vergüenza ﾃﾈｰﾙ･ﾍﾞﾙｸﾞｪﾝｻ v.i 恥ずかしい 

confesó ｺﾝﾌｪｿ 3 単点(confesar)v.t 告白した、打ち明けた                     「動詞」 

el bebedor ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ n.m 呑兵衛は                                     「主語」 

bajando ﾊﾞﾊﾝﾄﾞ 現在分詞(bajar)v.t 〜を下げて                           「副詞句」 

la cabeza. ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                      「目的語」 

 bajar la cabeza ﾊﾞﾊｰﾙ･ﾗ･ｶﾍﾞｻ  「頭を下げる、うつむく」 

 

「何が恥ずかしいの？」と尋ねた、王子様は彼を助けてやりたかったのだ。 

--- ¿Vergüenza de qué? ---indagó el principito, que deseaba socorrerle. 

《「質問」》,「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」 

¿Vergüenza de qué? --- ﾍﾞﾙｸﾞｪﾝｻ･ﾃﾞ･ｹ n.f 何が恥ずかしいの？               「質問」 

indagó ｲﾝﾀﾞｺﾞ 3 単点(indagar)v.t 尋ねた                                   「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron 王子様は                                                     「主語」 

deseaba socorrerle. ﾃﾞｾｱﾊﾞ･ｿｺﾚｰﾙ･ﾚ 3 単線･願望(desear+不定詞+le) 

   v.t 彼を助けてやりたかった                                          「動詞句」 

 

「酒を飲むことが恥ずかしいのさ」と言い終わると、呑兵衛は決定的に沈黙の中に閉じこ

もってしまった。 

--- ¡Vergüenza de beber! ---terminó el bebedor, que se encerró definitivamente en el 
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silencio.                     《「応答」》,「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

¡Vergüenza de beber! --- ﾍﾞﾙｸﾞｪﾝｻ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ n.m 酒を飲むことが恥ずかしい  「応答」 

terminó ﾃﾙﾐﾉ 3 単点(terminar)v.i 言い終わった                             「動詞」 

el bebedor, ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ n.m 呑兵衛は                                     「主語」 

que ｹ pron 呑兵衛は                                                     「主語」 

se encerró ｾ･ｴﾝｾﾛ 3 単点(encerrarse)v.pr 閉じこもった                    「動詞句」 

definitivamente ﾃﾞﾌｨﾆﾃｨﾊﾞﾒﾝﾃ adv. 決定的に                               「副詞」 

en el silencio. ｴﾝ･ｴﾙ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 沈黙の中に                              「副詞句」 

 

それで王子様は、途方に暮れてそこを立ち去った。 

 Y el principito se alejó, perplejo.                        Y「主語」「動詞句」「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

se alejó, ｾ･ｱﾚﾎ 3 単点(alejarse)v.pr 遠ざかった、立ち去った               「動詞句」 

perplejo. ﾍﾟﾙﾌﾟﾚﾎ adv. 当惑して、途方に暮れて                             「副詞」 

 

〈大人の人たちはとても奇妙だな〉と、王子様は旅の間中心の中で思った。 

 Las personas grandes son decididamente muy, pero muy extrañas, se decía a sí mismo 

durante el viaje.         〈「主語」「動詞」「補語」〉,「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人は                      「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

decididamente muy, pero muy extrañas, ﾃﾞｼﾃﾞｨﾀﾞﾒﾝﾃ･ﾑｲ･ﾍﾟﾛ･ﾑｲ･ｴｸｽﾄﾗﾆｬｽ 

   adj.f.pl 本当に奇妙な                                                  「補語」 

se decía ｾ･ﾃﾞｼﾃﾞｨｱ 3 単線(decirse)v.pr 独り言を言った                    「動詞句」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に                                 「間接目的語」 

durante el viaje. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾋﾞｱﾍ adv. 旅の間中                           「副詞句」 

 

XIII 

 

4 番目の惑星は事業家の惑星だった。その男はあまりにも忙しくて、王子様がやって来ても、

頭を上げさえしなかった。 

El cuatro planeta era el del hombre de negocios. El hombre estaba tan ocupado que ni 

siquiera levantó la babeza cuando llegó el principito. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

El cuatro planeta ｴﾙ･ｸゎﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 4 番目の惑星は                       「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 
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el del hombre de negocios. ｴﾙ･ﾃﾞﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家の惑星        「補語」 

 el は el planeta の代用 negocio ﾈｺﾞｼｵ n.m 事業 hombre de negocios 事業家 

El hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m その男は                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

tan ocupado ﾀﾝ･ｵｸﾊﾟﾄﾞ adj. あまりにも忙しい                              「補語」 

que ｹ conj.（tan...que+直説法）その結果〜する                           「副詞節」 

ni siquiera levantó ﾆ･ｼｷｴﾗ･ｪﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantar) 

v.t 上げることさえもしなかった                               「動詞句」 

 ni ﾆ adv. 〜さえ（ない） siquiera ｼｷｴﾗ adv.（否定の強調）〜さえ（ない） 

la babeza ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                       「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                   「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                         「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が                     「主語」 

「こんにちは！」と、王子様は言った。「タバコの火が消えていますよ」 

--- Buenos días ---le dijo éste ---. Su cigarrillo está apagado. 

《「挨拶」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Buenos días --- ﾌﾞｴﾉｿｳ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは！                            「挨拶」 
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le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

éste ---. ｴｽﾃ pron 王子様は（el principito の代用）                          「主語」 

Su cigarrillo ｽ･ｼｶﾞﾘｼﾞｮ n.m あなたの紙巻きたばこは                       「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

apagado. ｱﾊﾟｶﾞﾄﾞ adj. 消えた                                             「補語」 

 

「2 たす 3 は 5。5 たす 7 は 12。12 たす 3 は 15。こんにちは！15 たす 7 は 22」 

--- Tres y dos son cinco. Cinco y siete, doce. Doce y tres, quince. Buenos días. Quince y 

siete, veintidós.         《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」 

「挨拶」┃「動詞」「補語」》 

Tres y dos ﾄﾚｽ･ｲ･ﾄﾞｽ n. 2 たす 3                                           「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cinco. ｼﾝｺ n. 5                                                           「補語」 

Cinco y siete, ｼﾝｺ･ｲ･ｼｴﾃ n. 5 たす 7                                        「主語」 

doce. ﾄﾞｾ n. 12                                                          「補語」 

Doce y tres, ﾄﾞｾ･ｲ･ﾄﾚｽ n. 12 たす 3                                        「主語」 

quince. ｷﾝｾ n. 15                                                        「補語」 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

Quince y siete, ｷﾝｾ･ｲ･ｼｴﾃ n. 15 たす 7                                     「主語」 

veintidós. ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ n. 22                                                「補語」 

 

「22 たす 6 は 28。タバコに火をつけなおす時間がない。26 たす 5 は 31」 

Veintidós y seis, veintiocho. No tengo tiempo para volver a encenderlo. Veintiséis y cinco, 

treinta y uno.            《「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」》 

Veintidós y seis, ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ･ｲ･ｾｲｽ 22 たす 6                                「主語」 

veintiocho. ﾍﾞｲﾝﾃｨｵﾁｮ n. 28                                              「補語」 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

para +不定詞 adj. 〜するための                                「形容詞句」 

volver a encenderlo. ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ｱ･ｴﾝｾﾝﾃﾞﾙ･ﾛ 不定詞･再度(volver a+不定詞) 

   v.t またそれに火をつける                            「動詞句」 

Veintiséis y cinco, ﾍﾞｲﾝﾃｨｾｲｽ･ｲ･ｼﾝｺ n. 26 たす 5                            「主語」 

  本当は veintiocho y cinco になるはずだが、王子様に気を散らされて間違えた。 

treinta y uno. ﾄﾚｲﾝﾀ･ｲ･ｳﾉ n. 31                                           「補語」 
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「ああ！これで、合計 5 億百六十二万二千七百三十一になった」 

¡Uf! Da un total, pues, de quinientos un millones seiscientos veintidós mil setecientos 

treinta y uno.                     《「感嘆」┃「動詞」「目的語」「副詞」「形容詞句」》 

¡Uf! ｳﾌ int. ああ                                                        「感嘆」 

Da ﾀﾞｰ 3 単現(dar)v.t 与える、〜になる                                   「動詞」 

un total, ｳﾝ･ﾄﾀﾙ n.m 合計                                              「目的語」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. これで                                                   「副詞」 

de quinientos un millones seiscientos veintidós mil setecientos treinta y uno. 

 ﾃﾞ･ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｳﾝ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ｾｲｽｼｴﾝﾄｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ･ｾﾃｼｴﾝﾄｽ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｲ･ｳﾉ 

   adj.（同格）5 億百六十二万二千七百三十一という              「形容詞句」 

 

「何が 5 億なの？」 

--- ¿Quinientos millones de qué?                                          「主語」 

¿Quinientos millones de ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ adj. 5 億の             「形容詞句」 

qué? ｹ pron 何                                                          「主語」 

 

「えっ！まだそこに居るのか？5 億 100 万の．．．もう分からない。仕事は沢山ある。俺は真

面目なんだ、くだらないお喋りで時間を潰したりしないんだ。2 たす 5 は 7」 

--- ¡Eh! ¿Sigues ahí? Quinientos un millones de... Ya no sé... ¡Tengo tanto trabajo! Yo 

soy serio, no me divierto con tonterías. Dos y cinco, siete... 

《「感嘆」┃「動詞」「副詞」┃「計算」┃「副詞」「動詞句」┃「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」┃「主語」「補語」》 

¡Eh! ｴｰ int. えっ！                                                      「感嘆」 

¿Sigues ｼｹﾞｽ 2 単現(seguir)v.i 〜し続けている                             「動詞」 

ahí? ｱｲ adv. そこに（いる）                                             「副詞」 

Quinientos un millones de... ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｳﾝ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ...  

   adj. 5 億 100 万の．．．                                                  「計算」 

Ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no sé... ﾉ･ｾ 1 単現(saber)v.i 分からない                                  「動詞句」 

¡Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                         「動詞」 

tanto trabajo! ﾀﾝﾄ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 沢山の仕事が                              「目的語」 

Yo ｼﾞｮ pron 俺は                                                        「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

serio, ｾﾘｵ adj. 真面目な                                                  「補語」 

no me divierto ﾉ･ﾒ･ﾃﾞｨﾋﾞｴﾙﾄ 1 単現･否定(diviertirse)v.pr 楽しんだりしない 「動詞句」 

con tonterías. ｺﾝ･ﾄﾝﾃﾘｱｽ adv. 愚かな言動で                              「副詞句」 
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Dos y cinco, ﾄﾞｽ･ｲ･ｼﾝｺ n. 2 たす 5                                         「主語」 

siete... ｼｴﾃ n. 7                                                          「補語」 

 

「何が 5 億なの？」と、王子様は繰り返した。彼は、一度質問をすると、決して途中であ

きらめたことがなかった。 

--- ¿Quinientos millones de qué? ---repitió el principito, que nunca en su vida había 

renunciado a una pregunta, una vez que la había formulado. 

《「質問」》,「動詞」「主語」, 

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

¿Quinientos millones de qué? ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｹ pron 何が 5 億なの？      「質問」 

repitió ﾚﾍﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron 彼は                                                         「主語」 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

en su vida ｴﾝ･ｽ･ﾋﾞﾀﾞ adv.（否定の強調）決して〜ない                    「副詞句」 

había renunciado ﾊﾋﾞｱ･ﾚﾇﾝｼｱﾄﾞ 3 単線･完了形(renunciar)v.t あきらめた    「動詞句」 

a una pregunta, ｱ･ｳﾅ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 質問を                                「目的語」 

una vez que +直説法 ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｹ conj. 一度〜したら                        「副詞節」 

la ﾗ pron それを                                              「目的語」 

había formulado. ｱﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾏﾄﾞ 3 単線･完了形(formar) 

v.t（質問を）した                                           「動詞句」 

フランス語原版でも「何が五億なの？」だが、 

「フランス語で読もう 星の王子様」では「何が五億百万なの？」に変わっている 

 

事業家は頭を上げた。 

 El hombre de negocios levantó la cabeza:                  「主語」「動詞」「目的語」 

El hombre de negocios ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家は                   「主語」 

levantó ﾚﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantar)v.t 上げた                                  「動詞」 

la cabeza: ﾗ･ｶﾍﾞｻ n.f 頭を                                              「目的語」 

 

「この惑星に住んで 54 年の間に、邪魔されたのは 3 回しかない」 

--- En los cincuenta y cuatro años que habito este planeta, sólo he sido molestado tres 

veces.                                    《「副詞句」,「副詞」「動詞句」「副詞句」》 

En los cincuenta y cuatro años ｴﾝ･ﾛｽ･ｼﾝｸｪﾝﾀ･ｲ･ｸゎﾄﾛ･ｱﾆｮｽ adv. 54 年の間に「副詞句」 

que ｹ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

habito ｱﾋﾞﾄ 1 単現(habitar)v.t 住んでいる                           「動詞」 
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este planeta, ｴｽﾃ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m この惑星に                          「目的語」 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

he sido molestado ｴ･ｼﾄﾞ･ﾓﾚｽﾀﾄﾞ 1 単現･完了形･受動(molestar)v.t 邪魔された「動詞句」 

tres veces. ﾄﾚｽ･ﾍﾞｾｽ adv. 3 回                                           「副詞句」 

 

最初は 22 年前、どこからか落ちてきたコガネムシのせいだった。 

La primera fue hace veintidós años por un abejorro que cayó Dios sabe de dónde. 

《「主語」「動詞」「副詞句」》 

La primera ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ n.f 最初は                                            「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

hace veintidós años ｱｾ･ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ･ｱﾝﾆｮｽ adv. 22 年前                      「副詞句」 

por ﾎﾟﾙ adv. 〜のために                                                「副詞句」 

un abejorro ｳﾝ･ｱﾍﾞﾎﾛ n.m コガネムシ                            「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 落ちてきた                        「動詞」 

Dios sabe de dónde. ﾃﾞｨｵｽ･ｻﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ 

 adv. 神のみが知る所から、どこからか                「副詞句」 

 

そいつがすさまじい雑音を出したので、足し算を 4 回も間違えてしまった。 

Produjo un ruido espantoso y cometí cuatro errores en una suma. 

《「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Produjo ﾌﾟﾛﾄﾞｩﾎ 3 単点(producir)v.t 生産した、（音を）たてた               「動詞」 

un ruido ｳﾝ･ﾙｲﾄﾞ n.m 雑音を                                           「目的語」 

espantoso ｴｽﾊﾟﾝﾄｿ adj. すさまじい、恐ろしい                     「形容詞」 

y ｲ conj. そして 

cometí ｺﾒﾃｨ 1 単点(cometer)v.t（過ちを）犯した                            「動詞」 

cuatro errores ｸゎﾄﾛ･ｴﾛｰﾚｽ pl.n.m 4 回の間違いを                        「目的語」 

en una suma. ｴﾝ･ｳﾅ･ｽﾏ adv. 足し算で                                   「副詞句」 

 

2 回目は 11 年前、リューマチの発作のせいだった。運動が必要なんだ。 

La segunda fue hace once años por un ataque de reumatismo. Me hace falta ejercicio. 

《「主語」「動詞」「副詞句」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

La segunda ﾗ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ n.f 2 回目は                                         「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

hace once años ｱｾ･ｵﾝｾ･ｱﾝﾆｮｽ adv. 11 年前                                「副詞句」 

por un ataque de reumatismo. ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ｱﾀｹ･ﾃﾞ･ﾚｳﾏﾃｨｽﾓ 
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   adv. リューマチの発作のせい                                         「副詞句」 

Me ﾒ pron 私には                                                 「間接目的語」 

hace falta ｱｾ･ﾌｧﾙﾀ 3 単現(hacer falta)v.t 〜が必要だ                      「動詞句」 

ejercicio. ｴﾍﾙｼｼｵ n.m 運動が                                        「直接目的語」 

 

体を動かす時間がないんだ。おれは真面目なんだ。 

No tengo tiempo para moverme. Yo soy serio.  

《「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

para moverme. ﾊﾟﾗ･ﾓﾍﾞﾙｾ adv. 動くための、体を動かすための    「形容詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

serio. ｾﾘｵ adj. まじめな                                                  「補語」 

 

3 回目は．．．それが今回だ！えーと、5 億 1 万．．．と言っていたな．．． 

La tercera vez... ¡Hela aquí! Decía, pues, quinientos un millones... 

《「主語」「補語」┃「動詞」「副詞」「目的語」》 

La tercera vez... ﾗ･ﾃﾙｾﾗ･ﾍﾞｽ n.f 3 回目は                                   「主語」 

¡Hela aquí! ｴﾗ･ｱｷ adv. それが今回だ                                      「補語」 

Decía, ﾃﾞｼｱ 1 単線(decir)v.t 言っていた                                    「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. えーと                                                   「副詞」 

quinientos un millones... ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｳﾝ･ﾐｼﾞｮﾈｽ n. 5 億 1 万．．．n.              「目的語」 

 

「何が百万なの？」 

--- ¿Millones de qué?                                                   《「質問」》 

¿Millones de qué? ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｹ pron 百万の何なの？                        「質問」 

 

事業家は、安らぎの希望がないということを理解した。 

 El hombre de negocios comprendió que no había esperanza de paz. 

「主語」「動詞」「目的語」 

El hombre de negocios ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家は                   「主語」 

comprendió ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(comprender)v.t 理解した                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no había ﾉ･ｱﾋﾞｱ 3 単線･否定(haber)v.t ない                       「動詞句」 

esperanza de paz. ｴｽﾍﾟﾗﾝｻ･ﾃﾞ･ﾊﾟｽ n.f 安らぎの希望               「目的語」 
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「時々空に見える、あの無数の小さな物だよ」 

--- Millones de esas cositas que se ven a veces en el cielo.                   《「主語」》 

Millones de esas cositas ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｴｻｽ･ｺｼﾀｽ pl.n.f あの無数の小さな物だ     「主語」 

  cosa ｺｻ n.f 物 –ito, -ita は「小さい」を表す → cosita 「小さな物」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

se ven ｾ･ﾍﾞﾝ 3 複現(verse)v.pr 見える                    「動詞句」 

a veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時々                                「副詞句」 

en el cielo. ｴ･ﾈﾙ･ｼｴﾛ adv. 空に                           「副詞句」 

 

「ハエのことなの？」 

--- ¿Moscas?                                                           《「確認」》 

¿Moscas? ﾓｽｶｽ pl.n.f ハエ？                                              「確認」 

 

「違うよ、キラキラ光る小さな物だよ」 

--- No, cositas que brillan.                                        《「応答」「主語」》 

No, ﾉ adv. 違う                                                          「応答」 

cositas ｺｼﾀｽ pl.n.f 小さな物                                              「主語」 

que brillan. ｹ･ﾌﾞﾘｼﾞｬﾝ adj.pl キラキラ光っている                 「形容詞節」 

 

「ミツバチなの？」 

--- ¿Abejas?                                                            《「主語」》 

¿Abejas? ｱﾍﾞﾊｽ pl.n.f ミツバチ                                            「主語」 

 

「違うよ！なまけ者たちを夢中にさせる金色の小さな物だよ。だけどおれは真面目なんだ。

夢中になっている時間はないんだ！」 

--- ¡No, no! Cositas doradas que hacen desvariar a los holgazanes. ¡Pero yo soy serio! 

No tengo tiempo para desvariar. 

《「応答」「主語」┃Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

¡No, no! ﾉ･ﾉ adv. 違うよ！                                               「応答」 

Cositas doradas ｺｼﾀｽ･ﾄﾞﾗﾀﾞｽ pl.n.f 金色の小さな物だよ                     「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

hacen desvariar ｱｾﾝ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ 3 複現･使役(hacer+不定詞) 

   v.i 精神錯乱を起こさせる、夢中にさせる                     「動詞句」 

 desvariar ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ v.i うわごとを言う、精神錯乱を起こす 

a los holgazanes. ｱ･ﾛｽ･ｵﾙｶﾞｻﾈｽ pl.n.m なまけ者たちを          「目的語」 
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¡Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ｼﾞｮ pron おれは                                                      「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

serio! ｾﾘｵ adj. まじめな                                                  「補語」 

No tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

para desvariar. ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｽﾊﾞﾘｱｰﾙ adj. 夢中になっている            「形容詞句」 

 

「ああ、空の星のことか！」 

--- ¡Ah! ¡Estrellas!                                                      「応答」 

¡Ah! ¡Estrellas! ｱｰ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. ああ、空の星！                          「応答」 

 

「そう、それ。星だよ」 

--- Eso es. Estrellas.                                   《「補語」「動詞」┃「補語」》 

Eso ｴｿ pron それ                                                        「補語」 

es. ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

Estrellas. ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星                                              「補語」 

 

「それで、5 億の星で君は何をするの？」 

--- ¿Y qué haces tú con quinientos millones de estrellas? 

《Y「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

¿Y ｲ conj. それで 

qué ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t する                                           「動詞」 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

con quinientos millones de estrellas? ｺﾝ･ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ 

   adv. 5 億の星で                                                      「副詞句」 

 

「5 億 162 万 2731 だよ！おれは真面目なんだ。おれは正確なんだ！」 

--- Quinientos un millones seiscientas veintidós mil setecientas treinta y una. Yo soy 

serio, soy preciso.               《「応答」┃「主語」「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

Quinientos un millones seiscientas veintidós mil setecientas treinta y una.  

 ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｳﾝ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ｾｲｽｼｴﾝﾀｽ･ﾍﾞｲﾝﾃｨﾄﾞｽ･ﾐﾙ･ｾﾃｼｴﾝﾀｽ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｲ･ｳﾅ 

 n. 5 億 162 万 2731 だ                                                    「応答」 

yo ｼﾞｮ pron おれは                                                      「主語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 
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serio, ｾﾘｵ adj. まじめな                                                  「補語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

preciso. ﾌﾟﾚｼｿ adj. 正確な                                                「補語」 

 

「それで、その星で何をするの？」 

--- ¿Y qué haces con esas estrellas?                  《Y「目的語」「動詞」「副詞句」》 

¿Y ｲ conj. それで 

qué ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t する                                           「動詞」 

con esas estrellas? ｺﾝ･ｴｻｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. その星で                        「副詞句」 

 

「何をするかだって？」 

--- ¿Qué hago?                                               《「目的語」「動詞」》 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

hago? ｱｺﾞ 1 単現(hacer)v.t（疑問文で）するかだって？                     「動詞」 

 

「そう」 

--- Sí.                                                                   「応答」 

Sí. ｼ adv. そう                                                          「応答」 

 

「何もしない。それらを所有しているのさ。」 

--- Nada. Las poseo.                               《「目的語」┃「目的語」「動詞」》 

Nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

Las ﾗｽ pron それらを                                                  「目的語」 

poseo. ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 所有している                                 「動詞」 

 

「星たちを所有しているだって？」 

--- ¿Posees las estrellas?                                       《「動詞」「目的語」》 

¿Posees ﾎﾟｾｴｽ 2 単現(poseer)v.t 所有している                              「動詞」 

las estrellas? ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちを                                「目的語」 

 

「そうだよ」 

--- Sí.                                                                   「応答」 

Sí. ｼ adv. そう                                                          「応答」 
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「だけど、以前に会った王様は．．．」 

--- Pero he visto un rey que...                《Pero「動詞句」「目的語」「形容詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

he visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 会った                             「動詞句」 

un rey ｳﾝ･ﾚｲ n.m 王様に                                               「目的語」 

que... ｹ pron（主語）〜する                                          「形容詞節」 

 

「王たちは所有しない、<支配する>んだ。これは全く違うことだよ」 

--- Los reyes no poseen, 《reinan》. Es muy diferente. 

《「主語」「動詞句」,「動詞」┃「動詞」「補語」》 

Los reyes ﾛｽ･ﾚｲｴｽ pl.n.m 王たちは                                        「主語」 

no poseen, ﾉ･ﾎﾟｾｴﾝ 3 複現･否定(poseer)v.t 所有しない                     「動詞句」 

《reinan》. ﾚｲﾅﾝ 3 複現(reinar)v.t 支配する                                「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy diferente. ﾑｲ･ﾃﾞｨﾌｪﾚﾝﾃ adj. 全く違う                                 「補語」 

 

「それで、星を所有することが君にとって何の役に立つの？」 

--- ¿Y para qué te sirve poseer las estrellas? 

《Y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」》 

¿Y ｲ conj. それで 

para qué ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 何のために                                         「副詞句」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

sirve ｼﾙﾍﾞ 3 単現(servir)v.i 役に立つ                                      「動詞」 

poseer ﾎﾟｾｴﾙ 不定詞 v.t 所有することが                                   「主語」 

las estrellas? ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                              「目的語」 

 

「俺が金持ちになるのに役立つのさ」 

--- Me sirve para ser rico.                         《「間接目的語」「動詞」「副詞句」》 

Me ﾒ pron 自分にとって                                           「間接目的語」 

sirve ｼﾙﾍﾞ 3 単現(servir)v.i 役に立つ                                      「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するのに                                       「副詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                        「動詞」 

rico. ﾘｺ adj. 金持ちの                                             「補語」 

 

「それで、金持ちになることは、何の役に立つの？」 

--- ¿Y para qué te sirve ser rico?          《Y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」》 
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¿Y ｲ conj. それで 

para qué ﾊﾟﾗ･ｹ adv. 何のために                                         「副詞句」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

sirve ｼﾙﾍﾞ 3 単現(servir)v.i 役に立つ                                      「動詞」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜になること                                           「主語」 

rico? ﾘｺ adj. 金持ちの                                              「補語」 

 

「誰かが他の星を見つけたら、それを買うのに役立つ」 

--- Para comprar otras estrellas, si alguien las encuentra.       《「副詞句」「副詞節」》 

Para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために（役に立つ）                         「副詞句」 

comprar ｺﾝﾌﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.t 買う                                   「動詞」 

otras estrellas, ｵﾄﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 別の星を                     「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

alguien ｱﾙｷﾞｴﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

las ﾗｽ pron.pl 星を                                             「目的語」 

encuentra. ｴﾝｸｪﾝﾄﾗ 3 単現･推測(encontrar)v.t 見つけた              「動詞」 

 

この男は、と王子様は心の中で思った、ちょっとあの酔っ払いみたいな理屈を言っている。

それでも、質問を続けた。 

 Éste, se dijo a sí mismo el principito, razona un poco como el ebrio. Sin embargo, siguió 

preguntando:  「主語」,「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」 

Éste, ｴｽﾃ pron この男は                                                  「主語」 

「副詞節」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                 「動詞句」 

a sí mismo ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に対して                       「副詞句」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟ ﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                          「主語」 

razona ﾗｿﾅ 3 単現(razonar)v.i 理屈を言っている                            「動詞」 

un poco como ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｺﾓ adv. 少し〜のように                             「副詞句」 

el ebrio. ｴﾙ･ｴﾌﾞﾘｵ n.m あの酔っ払い                                     「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

siguió preguntando: ｼｷﾞｵ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾝﾄﾞ 3 単点･継続(seguir+現在分詞) 

  v.t 質問を続けた                                                     「動詞句」 

 

「どうしたら、星を所有できるの？」 

--- ¿Cómo se puede poseer estrellas?                   《「副詞」「動詞句」「目的語」》 

¿Cómo ｺﾓ adv. どうしたら                                                「副詞」 
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se puede poseer ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾎﾟｾｴﾙ 3 単現･可能(poderse+不定詞) 

   v.pr （一般に人は）所有できる                                       「動詞句」 

estrellas? ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                          「目的語」 

 

「星は、誰のものかね？」と不愛想に、事業家は言い返した。 

--- ¿De quién son? ---replicó, hosco, el hombre de negocios. 

《「補語」「動詞」》,「動詞」「副詞」「主語」 

¿De quién ﾃﾞ･ｷｴﾝ adj. 誰の物                                             「補語」 

son? ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

replicó, ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単点(replicar)v.t 言い返した                               「動詞」 

hosco, ｵｽｺ adv. 不愛想に                                                 「副詞」 

el hombre de negocios. ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家は                   「主語」 

 

「知らない。誰のものでもないよ」 

--- No sé. De nadie.                                         《「動詞句」┃「補語」》 

No sé. ﾉ･ｾ 1 単現･否定(saber)v.t 知らない                               「動詞句」 

De nadie. ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adj. 誰のものでもない                                 「補語」 

 

「それなら、星は俺のものだ。俺が最初に所有することを思いついたんだから」 

--- Entonces, son mías, pues soy el primero en haberlo pensado. 

《「副詞」「動詞」「補語」「副詞節」》 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それならば                                         「副詞」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

mías, ﾐｱｽ pron.f.pl わしの物だ                                            「補語」 

pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                     「動詞」 

el primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ n.m 最初の者                                 「補語」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することにおいて                          「副詞句」 

haberlo pensado. ｱﾍﾞｰﾙ･ﾛ･ﾍﾟﾝｻﾄﾞ 不定詞･完了形(pensar+lo) 

   v.t それを思いついた                                 「動詞句」 

 

「それで十分なの？」 

--- ¿Es suficiente?                                               《「動詞」「補語」》 

¿Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

suficiente? ｽﾌｨｼｴﾝﾃ adj. 十分な                                           「補語」 
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「間違いない。君が、誰のものでもないダイヤモンドを見つけたら、それは君のものだ。

君が、誰のものでもない島を見つけたら、それは君のものだ。」 

--- Sin duda. Cuando encuentras un diamante que no es de nadie, es tuyo. Cuando 

encuentras una isla que no es de nadie, es tuya. 

《「補語」┃「副詞節」「動詞」「補語」┃「副詞節」「動詞」「補語」》 

Sin duda. ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adj. 間違いない                                       「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時、〜したら                                「副詞節」 

encuentras ｴﾝｸｪﾝﾄﾗｽ 2 単現(encontrar)v.t 見つける                  「動詞」 

un diamante ｳﾝ･ﾃﾞｨｱﾏﾝﾃ n.m ダイアモンドを                     「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                   「動詞」 

de nadie, ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adj. 誰の物でも〜ない                 「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuyo. ﾄｩﾖ pron.m 君のもの                                               「補語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                          「副詞節」 

encuentras ｴﾝｸｪﾝﾄﾗｽ 2 単現(encontrar)v.t 見つける                  「動詞」 

una isla ｳﾅ･ｲｽﾗ n.f 島を                                         「目的語」 

que no es de nadie, ｹ･ﾉ･ｴｽ･ﾃﾞ･ﾅﾃﾞｨｴ adj. 誰のものでもない「形容詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuya. ﾄｩﾔ pron.f 君の物                                                  「補語」 

 

もし君が最初にある考えを思いついたら、それを特許にするんだ。そうすればその考えは、

君のものだ。おれは星を所有している、なぜなら俺よりも先に星を所有することを思いつ

いた奴はいないんだから。 

Cuando eres el primero en tener una idea, la haces patentar: es tuya. Yo poseo las 

estrellas porque jamás nadie antes que yo soñó con posseerlas. 

「副詞節」,「目的語」「動詞句」：「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜したら                                          「副詞節」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                    「動詞」 

el primero ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾒﾛ n.m 最初の人                                 「補語」 

en +不定詞 ｴﾝ adv. 〜することにおいて                          「副詞句」 

tener ﾃﾈｰﾙ 不定詞 v.t 取る、生み出す                      「動詞」 

una idea, ｳﾅ･ｲﾃﾞｱ n.f ある考え                          「目的語」 

la ﾗ pron それを                                                      「目的語」 

haces patentar: ｱｾｽ･ﾊﾟﾃﾝﾀｰﾙ 2 単現･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 特許にさせる                                                    「動詞句」 
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es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tuya. ﾄｩﾔ pron.f 君の物                                                  「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron わしは                                                      「主語」 

poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 所有している                                 「動詞」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                            「副詞節」 

jamás nadie ﾊﾏｽ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 決して誰も〜ない                    「主語」 

antes que yo ｱﾝﾃｽ･ｹ･ｼﾞｮ adv. おれよりも前に                    「副詞句」 

soñó ｿﾝﾆｮ 3 単点(soñar) 

v.i（否定文で） (con+不定詞) 〜する夢を見なかった             「動詞」 

con posseerlas. ｺﾝ･ﾎﾟｾｴﾙ･ﾗｽ con+不定詞 

 adv. それを所有することを                              「間接目的語」 

 

「それはその通りだ」と、王子様は言った。「それで、その星で何をするの？」 

--- Es verdad ---dijo el principito---. ¿Y qué haces tú con las estrellas? 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《Y「目的語」「動詞」「主語」「副詞句」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdad --- ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ adj. 事実、その通り                                    「補語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¿Y ｲ conj. それで 

qué ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t する                                           「動詞」 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

con las estrellas? ｺﾝ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. その星で                          「副詞句」 

 

「星を管理するんだ。星を数えて、また数え直すんだ」と、事業家は言った。 

--- Las administro. Las cuento y las recuento ---dijo el hombre de negocios---.  

《「目的語」「動詞」┃「目的語」「動詞」y「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

Las ﾗｽ pl.pron それらを                                                「目的語」 

administro. ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾛ 1 単現(administrar)v.t 管理する                       「動詞」 

Las ﾗｽ pl.pron それらを                                                「目的語」 

cuento ｸｪﾝﾄ 1 単現(contar)v.t 数える                                      「動詞」 

y ｲ conj. そして 

las ﾗｽ pl.pron それらを                                                「目的語」 

recuento --- ﾚｸｪﾝﾄ 1 単現(recontar)v.t 再び数える                           「動詞」 
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dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el hombre de negocios---. ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家は                 「主語」 

 

「これは困難なことだよ！だけど俺は真面目な人間だ！」 

Es difícil. ¡Pero soy un hombre serio!       《「動詞」「補語」┃Pero「動詞」「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

difícil. ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj. 困難な、難しい                                       「補語」 

¡Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un hombre serio! ｳﾝ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ｾﾘｵ n.m まじめな人間                          「補語」 

 

王子様は、まだ満足しなかった。 

 El principito todavía no estaba satisfecho.           「主語」「副詞」「動詞」「補語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                                 「副詞」 

no estaba ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線･否定(estar)v.i 〜でなかった                       「動詞」 

satisfecho. ｻﾃｨｽﾌｪﾁｮ adj. 満足した                                        「補語」 

 

「もし僕がスカーフを持っていたら、それを首に巻いて持ち運ぶことができる。もし僕が

花を持っていたら、それを摘み取って持ち運ぶことができる。だけど、君は星を所有して

いると言っているけど、それを空から摘み取ることはできないよ。」 

--- Yo, si poseo un pañuelo, puedo ponerlo alrededor de mi cuello y llevármelo. Si poseo 

una flor, puedo cortarla y llevármela. ¡Pero tú no puedes cortar las estrellas! 

《「主語」,「副詞節」,「動詞句」「副詞句」y「動詞句」┃ 

「副詞節」, 「動詞句」y「動詞句」┃Pero「主語」「動詞句」「目的語」》 

Yo, ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 持っている                           「動詞」 

un pañuelo, ｳﾝ･ﾊﾟﾆｭｴﾛ n.m スカーフ（ハンカチ）を              「目的語」 

 スカーフ：首に巻いたり、肩に欠けたり、頭をおおったりする装飾と実用を兼ねた正方形、

長方形の布で、防寒の目的はあまりない。 

マフラー：防寒用の長方形の布で、首、頭、顔、肩を包む。 

puedo ponerlo ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾎﾟﾈﾙ･ﾛ 1 単現･可能(poder+不定詞+lo) 

   v.t それを身に着けることが出来る                                    「動詞句」 

alrededor de mi cuello ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾐ･ｸｴｼﾞｮ adv. 僕の首の周りに         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIII 

  - 197 - 

llevármelo. ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ･ﾒ･ﾛ 不定詞(llevarsi+lo)v.t 持ち運ぶことができる       「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 所有している                          「動詞」 

una flor, ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花を                                       「目的語」 

puedo cortarla ﾌﾟｴﾄﾞ･ｺﾙﾀｰﾙ･ﾗ 1 単現･可能(poder+不定詞+la) 

   v.t それを摘み取ることが出来る                                      「動詞句」 

y  

llevármela. ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ･ﾒ･ﾗ 不定詞(llevarsi+la)v.t 持ち運ぶことができる       「動詞句」 

¡Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tú ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

no puedes cortar ﾉ･ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ｺﾙﾀｰﾙ 2 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 切り取ることは出来ない                                          「動詞句」 

las estrellas! ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

 

「その通り、摘み取れない。だがそれを銀行に預けておくことができる。」 

--- No, pero puedo depositarlas en el banco.        《「応答」pero「動詞句」「副詞句」》 

No, ﾉ adv. その通り、摘み取れない                                        「応答」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

puedo depositarlas ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾃﾞﾎﾟｼﾀｰﾙ･ﾗｽ 1 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t それらを預けておくことができる                                  「動詞句」 

en el banco. ｴ･ﾈﾙ･ﾊﾞﾝｺ adv. 銀行に                                      「副詞句」 

 

「それはどういう意味なの？」 

--- ¿Qué quiere decir eso?                             《「目的語」「動詞句」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

quiere decir ｷｴﾚ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単現･願望(querer+不定詞) 

   v.t 言いたい                                                        「動詞句」 

  querer decir que... 「〜という意味である」 

eso? ｴｿ pron それは                                                     「主語」 

 

「小さな紙切れに自分の星の個数を書いておくということだよ。それからその紙を引き出

しに入れて、鍵をかけてしまっておくのさ。」 

--- Quiere decir que escribo en un papelito la cantidad de mis estrellas. Y después cierro 

el papelito, bajo llave, en un cajón. 

《「動詞句」「目的語」┃Y「副詞」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Quiere decir ｷｴﾚ･ﾃﾞｼｰﾙ 3 単現 3 単現･願望(querer+不定詞) 
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   v.t (que+直説法) 〜という意味である                                  「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

escribo ｴｽｸﾘﾎﾞ 1 単現(escribir)v.t 書く                             「動詞」 

en un papelito ｴ･ﾇﾝ･ﾊﾟﾍﾟﾘﾄ adv. 小さな紙切れに                  「副詞句」 

la cantidad ﾗ･ｶﾝﾁﾀﾞ n.f 数字を、数量を                          「目的語」 

de mis estrellas. ﾃﾞ･ﾐｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adj. 自分の星の        「形容詞句」 

Y ｲ conj. そして 

después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. それから                                           「副詞」 

cierro ｼｴﾛ 1 単現(cerrar)v.t 閉じ込める、しまっておく                      「動詞」 

el papelito, ｴﾙ･ﾊﾟﾍﾟﾘﾄ n.m その紙きれを                                 「目的語」 

bajo llave, ﾊﾞﾎ･ｼﾞｬﾍﾞ adv. カギを掛けて                                 「副詞句」 

en un cajón. ｴ･ﾇﾝ･ｶﾎﾝ adv. 引き出しの中に                               「副詞句」 

 

「それで完了なの？」 

--- ¿Es todo?                                                   《「動詞」「補語」》 

¿Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

todo? ﾄﾄﾞ pron すべて                                                   「補語」 

 

「それで充分さ！」 

--- Es suficiente.                                                 「動詞」「補語」》 

¿Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

suficiente. ｽﾌｨｼｴﾝﾃ adj. 十分な                                           「補語」 

 

「これは面白い」と、王子様は思った。「かなり誌的だけど、あまり真面目じゃないな」 

 Es divertido, pensó el principito. Es bastante poético. Pero no es muy serio. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」┃Pero「動詞」「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

divertido, ﾃﾞｨﾍﾞﾙﾁﾄﾞ adj. 面白い                                          「補語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.i 思った                                       「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bastante poético. ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾎﾟｴﾃｨｺ adj. かなり誌的な                         「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

muy serio. ﾑｲ･ｾﾘｵ adj.（否定文で）あまり真面目で〜ない                   「補語」 
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王子様は、真面目ということについて、大人たちとは全く異なる考えを持っていた。 

 El principito tenía sobre las cosas serias ideas muy diferentes de las ideas de las 

personas grandes.                               「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t 持っていた                                     「動詞」 

sobre las cosas serias ｿﾌﾞﾚ･ﾗｽ･ｺｻｽ･ｾﾘｱｽ adv. 真面目ということについて    「副詞句」 

ideas ｲﾃﾞｱｽ pl.n.f 考えを                                               「目的語」 

muy diferentes de las ideas ﾑｲ･ﾃﾞｨﾌｪﾚﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｲﾃﾞｱｽ  

adj. 考えとは非常に異なる                                    「形容詞句」 

de las personas grandes. ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ adj. 大人たちの  「形容詞句」 

 

「僕は」と王子様はさらに言った。「一輪の花を持っていて、毎日それに水をやっていた。

それから火山を 3 つ持っていて、毎週煤払いをしていた」 

--- Yo ---dijo aún--- poseo una flor que riego todos los días. Poseo tres volcanes que 

deshollino todas las semanas. 

《「主語」》,「動詞」「副詞」,《「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」》 

Yo --- ｼﾞｮ pron 僕は                                                     「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún--- ｱｳﾝ adv. さらに                                                   「副詞」 

poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 持っている                                   「動詞」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                                         「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

riego ﾘｴｺﾞ 1 単現(regar)v.t 〜に水をかける                 「動詞」 

todos los días. ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. 毎日                  「副詞句」 

Poseo ﾎﾟｾｵ 1 単現(poseer)v.t 持っている                                   「動詞」 

tres volcanes ﾄﾚｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 火山を 3 つ                             「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

deshollino ﾃﾞｿｼﾞﾉ 1 単現(deshollinar)v.t 〜の煤払いをする 「動詞」 

todas las semanas. ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｾﾏﾅｽ adv. 毎週             「副詞句」 

 

それに休火山も煤払いをしていた。何が起こるか分からないから。僕がそれらを持ってい

ることは、火山にとっても花にとっても役立つことなんだ。 

Pues deshollino también el que está extinguido. No se sabe nunca. Es útil para mis 

volcanes y es útil para mi flor que yo los posea. 

「副詞」「動詞」「目的語」┃「動詞句」「副詞」┃「動詞」「補語」y「動詞」「補語」「主語」 

Pues ﾌﾟｴｽ adv. それに                                                   「副詞」 
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deshollino ﾃﾞｿｼﾞﾉ 1 単現(deshollinar)v.t 〜の煤払いをする                  「動詞」 

también el ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｴﾙ pron 火山も                                      「目的語」 

 el は volcan の代用 

que ｹ pron（主語）〜する                                           「形容詞節」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                               「動詞」 

extinguido. ｴｸｽﾃﾝｸﾞｲﾄﾞ adj. 消えた                              「補語」 

No se sabe ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ 3 単現･否定(saberse)v.t 人は分からない                「動詞句」 

nunca. ﾇﾝｶ adv. 決して                                                   「副詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

útil ｳﾃｨﾙ adj. 役立つ                                                     「補語」 

para mis volcanes ﾊﾟﾗ･ﾐｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ adv. 僕の火山にとって                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

útil ｳﾃｨﾙ adj. 役立つ                                                     「補語」 

para mi flor ﾊﾟﾗ･ﾐ･ﾌﾛｰﾙ adv. 僕の花にとって                             「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                   「主語」 

los ﾛｽ pl.pron それらを                                           「目的語」 

posea. ﾎﾟｾｱ 接・1 単現(poseer)v.t 持っている                          「動詞」 

 

だけど君は星たちに対して役立っていない。 

Pero tú no eres útil a las esterllas...                      Pero「主語」「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

no eres ﾉ･ｴﾚｽ 2 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                 「動詞」 

útil ｳﾃｨﾙ adj. 役立つ                                                     「補語」 

a las esterllas... ｱ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星たちに対して                 「副詞句」 

 

事業家は口を開けたが答えが見つからなかった。それで王子様はそこを立ち去った。 

 El hombre de negocios abrió la boca pero no encontró respuesta y el principito se fue. 

「主語」「動詞」「目的語」pero「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞句」 

El hombre de negocios ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ n.m 事業家は                   「主語」 

abrió ｱﾌﾞﾘｵ 3 単点(abrir)v.t 開けた                                        「動詞」 

la boca ﾗ･ﾎﾞｶ n.f 口を                                                  「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no encontró ﾉ･ｴﾝｺﾝﾄﾛ 3 単点･否定(encontrar)v.t 見つからなかった          「動詞句」 
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respuesta ﾚｽﾌﾟｴｽﾀ n.f 答えが                                           「目的語」 

y ｲ conj. それで 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

se fue. ｾ･ﾌｴ 3 単点(irse)v.pr 立ち去った                                  「動詞句」 

 

〈断固として、大人というのは本当にどうしようもないな〉と、王子様は旅の間中ずっと

心の中で思った。 

 Decididamente las personas grandes son extraordinarias, se decía para sus adentros 

durante el viaje.              〈「副詞」「主語」「動詞」「補語」〉,「動詞句」「副詞句」 

Decididamente ﾃﾞｼﾃﾞｨﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 断固として                               「副詞」 

las personas grandes ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人は                      「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

extraordinarias, ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｱｽ adj.f.pl. 途方もない                       「補語」 

se decía ｾ･ﾃﾞｼｱ 3 単線(decirse)v.pr 自分に言った                         「動詞句」 

para sus adentros ﾊﾟﾗ･ｽｽ･ｱﾃﾞﾝﾄﾛｽ adv. 内心で                           「副詞句」 

durante el viaje. ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ｴﾙ･ﾋﾞｱﾍ adv. 旅の間中ずっと                    「副詞句」 

 

XIV 

 

5 番目の惑星はとても奇妙な星だった。それは全ての星の中で一番小さかった。 

El quinto planeta era muy extraño. Era el más pequeño de todos. 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」 

El quinto planeta ｴﾙ･ｷﾝﾄ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 5 番目の惑星は                         「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

muy extraño. ﾑｲ･ｴｸｽﾄﾗﾆｮ adj. とても奇妙な                                「補語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

el más pequeño ｴﾙ･ﾏｽ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ n.m 一番小さい星                            「補語」 

de todos. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ adj. 全ての中で                                「形容詞句」 

 

1 本の街灯と 1 人の点灯夫を入れるのにぎりぎりの場所があった。 

Había apenas lugar para alojar un farol y un farolero.    「動詞」「目的語」「副詞句」 

Había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                       「動詞」 

apenas lugar ｱﾍﾟﾅｽ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m ぎりぎりの場所が                        「目的語」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するのに                                      「副詞句」 

alojar ｱﾛﾊｰﾙ 不定詞 v.t（物を）入れる                              「動詞」 

un farol y un farolero. ｳﾝ･ﾌｧﾛｰﾙ･ｲ･ｳﾝ･ﾌｧﾛﾚﾛ 
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   pl.n.m 1 本の街灯と 1 人の点灯夫を                            「目的語」 

 

空の真ん中で、家もないし、人もいない惑星の上で、1 本の街灯と 1 人の点灯夫が何の役に

立つのか王子様はうまく理解できなかった 

El principito no lograba explicarse para qué podían servir, en medio del cielo, en un 

planeta sin casa ni población, un farol y un farolero. 

「主語」「動詞句」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

no lograba explicarse ﾉ･ﾛｸﾞﾗﾊﾞ･ｴｸｽﾌﾟﾘｶﾙｾ 3 単線･否定(lograr+不定詞) 

   v.pr うまく理解することができなかった                               「動詞句」 

 lograr+不定詞 「〜することが出来る」 explicarse v.pr 理解する 

para qué ﾊﾟﾗ･ｹ conj. 何のために〜するかということ                      「目的語」 

podían servir, ﾎﾟﾃﾞｨｱﾝ･ｾﾙﾋﾞｰﾙ 3 複線･可能性(poder+不定詞) 

   v.i 役に立つだろう                                           「動詞句」 

en medio del cielo, ｴﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の真ん中で           「副詞句」 

en un planeta ｴﾝ･ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 惑星の上で                      「副詞句」 

sin casa ni población, ｼﾝ･ｶｰｻ･ﾆ･ﾎﾟﾌﾞﾗｼｵﾝ 

 adv. 家もないし、人もいない                         「副詞句」 

un farol y un farolero. ｳﾝ･ﾌｧﾛｰﾙ･ｲ･ｳﾝ･ﾌｧﾛﾚﾛ 

   pl.n.m 1 本の街灯と 1 人の点灯夫が                             「主語」 

 

それでも、心の中で思った。 

Sin embargo, se dijo a sí mismo:                       「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 自分に言った                           「動詞句」 

a sí mismo: ｱ･ｼ･ﾐｽﾓ adv. 自分自身に対して                              「副詞句」 

 

「この男は理屈に合わないかもしれないな。それでも、あの王様や見栄っ張りや事業家や

呑兵衛に来ればたらそれほど馬鹿げていないかも知れないな」 

--- Tal vez este hombre es absurdo. Sin embargo, es menos absurdo que el rey, que el 

vanidoso, que el hombre de negocios y que el bebedor. 

《「副詞句」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Tal vez ﾀﾙ･ﾍﾞｽ adv. たぶん                                             「副詞句」 

este hombre ｴｽﾃ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m この男は                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

absurdo. ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 不条理な、ばかげた、理屈に合わない                 「補語」 
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Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

menos absurdo ﾒﾉｽ･ｱﾌﾟｽﾙﾄﾞ adj. 馬鹿げていない                           「補語」 

  menos adv. より少なく、〜ほど．．．ない 

que el rey,  ｹ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. あの王様よりも                                「副詞句」 

que el vanidoso, ｹ･ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. あの見栄っ張りよりも                  「副詞句」 

que el hombre de negocios ｹ･ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ adv. あの事業家よりも    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

que el bebedor. ｹ･ｴﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. あの呑兵衛よりも                     「副詞句」 

 

少なくとも、彼の仕事には意味がある。街灯を点灯する時は、まるで星をもう一つ、また

は花をもう一輪誕生させるようなものだ。 

Por lo menos su trabajo tiene sentido. Cuando enciende el farol es como si hiciera nacer 

una estrella más, o una flor. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」 

Por lo menos ﾎﾟﾙ･ﾛ･ﾒﾉｽ adv. 少なくとも                                 「副詞句」 

su trabajo ｽ･ﾄﾗﾊﾞﾎ n.m 彼の仕事は                                        「主語」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜がある                                       「動詞」 

sentido. ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 意味                                                「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

enciende ｴﾝｼｴﾝﾃﾞ 3 単現(encender)v.t 点灯する                     「動詞」 

el farol ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                    「目的語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

como si +接続法 ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                       「補語」 

hiciera nacer ｲｼｴﾗ･ﾅｾｰﾙ 接・3 単過･使役(hacer+不定詞) 

   v.t 誕生させる                                                「動詞句」 

una estrella más, ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ･ﾏｽ n.f 星をもう一つ                  「目的語」 

o ｵ conj. または 

una flor. ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花をもう一輪                                「目的語」 

 

街灯を消す時は、花や星を眠らせるんだ。 

Cuando apaga el farol, hace dormir a la flor o a la estrella.「副詞節」,「動詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

apaga ｱﾊﾟｶﾞ 3 単現(apagar)v.t 消す                                「動詞」 

el farol, ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                    「目的語」 

hace dormir ｱｾ･ﾄﾞﾙﾐｰる 3 単現･使役(hacer+不定詞)v.t 眠らせる            「動詞句」 
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a la flor ｱ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花を                                              「目的語」 

o ｵ conj. または、や 

a la estrella. ｱ･ﾗ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f 星を                                       「目的語」 

 

これは美しい仕事だ。美しいから、本当に役に立つ仕事なんだ。 

Es una ocupación muy hermosa. Es verdaderamente útil porque es hermosa. 

「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

una ocupación ｳﾅ･ｵｸﾊﾟｼｵﾝ n.f 仕事、職業                                  「補語」 

muy hermosa. ﾑｲ･ｴﾙﾓｻ adj. とても美しい                         「形容詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdaderamente útil ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ｳﾃｨﾙ adj. 本当に役に立つ仕事             「補語」 

 verdaderamente adv. 本当に、確かに útil adj. 役立つ、有用な 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので、〜だから                                   「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

hermosa. ｴﾙﾓｻ adj.美しい                                          「補語」 

 

この星に着いたとき、王子様はうやうやしく点灯夫に挨拶した。 

 Cuando llegó al planeta saludó con respeto al farolero: 

「副詞節」,「副詞」「動詞句」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

llegó ｼﾞｪｺﾞ 3 単点(llegar)v.i 着いた                                「動詞」 

al planeta ｱﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. この惑星に                         「間接目的語」 

saludó ｻﾙﾄﾞ 3 単点(saldar)v.t に挨拶した                                   「動詞」 

con respeto ｺﾝ･ﾚｽﾍﾟﾄ adv. うやうやしく、敬意を込めて                   「副詞句」 

al farolero: ｱﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫                                        「目的語」 

 

「こんにちは。どうして今街灯を消したの？」 

--- Buenos días. ¿Por qué acabas de apagar el farol? 

《「挨拶」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」》 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

¿Por qué ﾎﾟﾙｹ adv. どうして                                            「副詞句」 

acabas de apagar ｱｶﾊﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾊﾟｶﾞｰﾙ 2 単現･完了直後(acabar de+不定詞) 

   v.t ちょうど今消した                                                「動詞句」 

el farol? ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                          「目的語」 
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「指令なんだ」と、点灯夫は答えた。「こんにちは」 

--- Es la consigna ---respondió el farolero---. Buenos días. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

la consigna --- ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令                                           「補語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

 

「指令って、何なの？」 

--- ¿Qué es la consigna?                                 《「主語」「動詞」「補語」》 

¿Qué ｹ pron 何が                                                       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

la consigna? ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令                                            「補語」 

 

「街灯を消すことだよ。こんばんは」 

--- Apagar el farol. Buenas noches.                            《「補語」┃「挨拶」》 

Apagar ｱﾊﾟｶﾞｰﾙ 不定詞 v.t 消すこと                                       「補語」 

el farol. ｴﾙ･ﾌｧﾛｰﾙ n.m 街灯を                                     「目的語」 

Buenas noches. ﾌﾞｴﾅｽ･ﾉﾁｪｽ adv. こんばんは                               「挨拶」 

 

そしてまた街灯を点灯した。 

Y volvió a encenderlo.                                                 Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a encenderlo. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ｴﾝﾃﾝﾃﾞﾙ･ﾛ 3 単点･再度(volver a+不定詞+lo) 

   v.t また街灯を点灯した                                              「動詞句」 

 

「だけど、どうして今街灯を点灯したの？」 

--- Pero ¿por qué acabas encenderlo?                    《Pero「副詞句」「動詞句」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

¿por qué ﾎﾟﾙｹ adv. どうして                                            「副詞句」 

acabas encenderlo? ｱｶﾊﾞｽ･ｴﾝｾﾝﾃﾞﾙ･ﾛ 2 単現･完了直後(acabar de+不定詞) 

   v.t 今それを点灯した                                                「動詞句」 

 

「指令だよ」と、点灯夫が答えた。 

--- Es la consigna ---respondió el farolero.          《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 
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Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

la consigna --- ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令                                           「補語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el farolero. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                        「主語」 

 

「理解できないな」と、王子様は言った。 

--- No comprendo ---dijo el principito.                   《「動詞句」》,「動詞」「主語」 

No comprendo --- ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾄﾞ 1 単現･否定(comprender)v.t 理解できない     「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「理解すべきことなんて何もないさ。」と、点灯夫が言った。「指令は指令さ。こんにちは」 

--- No hay nada que comprender ---dijo el farolero---. La consigna es la consigna. Buenos 

días.     《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」┃「挨拶」》 

No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t 〜がない                             「動詞句」 

nada que +不定詞 ﾅﾀﾞ･ｹ pron 〜すべきものが何も．．．ない                「目的語」 

comprender --- ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 理解する                      「動詞」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

La consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la consigna. ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令                                            「補語」 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                 「挨拶」 

 

そう言って、街灯を消した。 

Y apagó el farol.                                               Y「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

apagó ｱﾊﾟｺﾞ 3 単点(apagar)v.t 消した                                     「動詞」 

el farol. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾙ n.m 街灯を                                            「目的語」 

 

それから赤い格子縞のハンカチで自分の額を拭いた。 

Luego se enjugó la frente con un pañuelo a cuadros rojos. 

「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

se enjugó ｾ･ｴﾝﾌｺﾞ 3 単点(enjugarse)v.pr（自分の体の）〜を拭いた         「動詞句」 

la frente ﾗ･ﾌﾚﾝﾃ n.f 額を                                               「目的語」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XIV 

  - 207 - 

con un pañuelo  ｺ･ﾇﾝ･ﾊﾟﾆｭｴﾛ adv. ハンカチで                            「副詞句」 

a cuadros ｱ･ｸゎﾄﾞﾛｽ adj. 格子縞の                             「形容詞句」 

rojos. ﾛﾎｽ adj.pl. 赤の                               「形容詞句」 

 

「恐ろしい仕事をしているのさ。昔は理にかなっていたんだ」 

--- Tengo un oficio terrible. Antes era razonable. 

《「動詞」「目的語」┃「副詞」「動詞」「補語」》 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t（+動作名詞）をしている                        「動詞」 

un oficio ｳﾝ･ｵﾌｨｼｵ n.m 仕事を                                          「目的語」 

terrible. ﾃﾘﾌﾞﾚ adj. 恐ろしい                                    「形容詞」 

Antes ｱﾝﾃｽ adv. 以前は、昔は                                            「副詞」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

razonable. ﾗｿﾅﾌﾞﾚ adj. 道理にかなった、妥当な                            「補語」 

 

朝には街灯を消し、夜になると街灯を点灯していたんだ。昼間の残りは休んで過ごし、夜

の残りは眠ったものだよ。 

Apagaba por la mañana y encendía por la noche. Tenía el resto del día para descansar, y 

el resto de la noche para dormir...   「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 

「動詞」「目的語」「副詞句」y「目的語」「副詞句」 

Apagaba ｱﾊﾟｶﾞﾊﾞ 3 単線(apagar)v.t 消した                                 「動詞」 

por la mañana ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾏﾆｬｰﾅ adv. 朝に、午前中に                         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

encendía ｴﾝｾﾝﾃﾞｨｱ 3 単線(encender)v.t 点灯する                            「動詞」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                       「副詞句」 

Tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t（日･時を）過ごした                             「動詞」 

el resto del día ｴﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 昼間の残りを                       「目的語」 

para descansar, ﾊﾟﾗ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ adv. 休むために                           「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

el resto de la noche ｴﾙ･ﾚｽﾄ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾉﾁｪ n.m 夜の残りを                     「目的語」 

para dormir... ﾊﾟﾗ･ﾄﾞﾙﾐｰﾙ adv. 眠るために                               「副詞句」 

 

「それで、その後で指令が変わったの？」 

--- Y después de esa época, ¿la consigna cambió?      《Y「副詞句」,「主語」「動詞」》 

Y ｲ conj. そして 

después de esa época, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｴｻ･ｴﾎﾟｶ adv. その時期の後で            「副詞句」 

¿la consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 
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cambió? ｶﾝﾋﾞｵ 3 単点(cambiar)v.i 変わったの？                             「動詞」 

 

「指令は変わっていない」と、点灯夫は言った。「そこに悲劇があるんだ！年ごとに惑星は

少しずつ早く自転しているんだ。それでも指令は変わっていないんだよ」 

--- La consigna no ha cambiado ---dijo el farolero---. ¡Ahí está el drama! Año tras año el 

planeta gira más rápido y la consigna no ha cambiado. 

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「副詞」「動詞」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」y「主語」「動詞句」》 

La consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

no ha cambiado ﾉ･ｱ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(cambiar)v.i 変わらなかった「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

¡Ahí ｱｲ adv. そこに                                                      「副詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(ser)v.i 〜がある                                          「動詞」 

el drama! ｴﾙ･ﾄﾞﾗﾏ n.m 悲劇が                                            「主語」 

Año tras año ｱﾆｮ･ﾄﾗｽ･ｱﾆｮ adv. 年々、年ごとに                           「副詞句」 

el planeta ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星は                                           「主語」 

gira ﾋﾗ 3 単現(girar)v.i 自転している                                      「動詞」 

más rápido ﾏｽ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. 少しずつ早く                                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la consigna ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ n.f 指令は                                          「主語」 

no ha cambiado. ﾉ･ｱ･ｶﾝﾋﾞｱﾄﾞ 3 単現･完了形･否定(cambiar)v.i 変わらなかった「動詞句」 

 

「それで？」と、王子様は言った。 

--- ¿Entonces? ---dijo el principito.                       《「応答」》,「動詞」「主語」 

¿Entonces? --- ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで？                                       「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「それで今では、1 分ごとに 1 回転するので、1 秒も休めないのさ。1 分ごとに、街灯を点

灯したり、消灯しているんだよ」 

--- Entonces, ahora que da una vuelta por minuto, no tengo un segundo de descanso. 

Enciendo y apago una vez por minuto. 

《「副詞句」,「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」》 

Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

ahora ｱｵﾗ adv. 今では                                                   「副詞」 
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que ｹ conj.（理由）〜するので                                          「副詞節」 

da ﾀﾞ 3 単現(dar)v.t（動作を）する                                 「動詞」 

una vuelta ｳﾅ･ﾌﾞｴﾙﾀ n.f 1 回転を                                 「目的語」 

por minuto, ﾎﾟﾙ･ﾐﾇｰﾄ adv. 1 分ごとに                             「副詞句」 

no tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 

un segundo ｳﾝ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ n.m 1 秒                                         「目的語」 

de descanso. ﾃﾞ･ﾃﾞｽｶﾝｿ adj. 休むための                        「形容詞句」 

Enciendo y apago ｴﾝｼｴﾝﾄﾞ･ｲ･ｱﾊﾟｺﾞ 1 単現(encender, apagar) 

   v.t 街灯を点灯して消灯する                                          「動詞句」 

una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 1 回                                               「副詞句」 

por minuto. ﾎﾟﾙ･ﾐﾇｰﾄ adv.1 分ごとに                             「副詞句」 

 

「それはおかしい！君の惑星では、1 日が 1 分間で終わってしまうなんて！」 

--- ¡Qué raro! ¡En tu planeta los días duran un minuto! 

《「感嘆」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」》 

¡Qué raro! ｹ･ﾗﾛ adj. なんとおかしい！                                    「感嘆」 

¡En tu planeta ｴﾝ･ﾄｩ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 君の惑星では                           「副詞句」 

los días ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 1 日は                                           「主語」 

duran ﾄﾞｩﾗﾝ 3 複現(durar)v.i 続く                                        「動詞」 

un minuto! ｳﾝ･ﾐﾇｰﾄ adv. 1 分間                                         「副詞句」 

 

「少しもおかしくないよ」と、点灯夫が言った。「一緒に話し始めてから、もう 1 ヶ月にな

るんだ」 

--- No es raro en absoluto ---dijo el farolero---. Hace ya un mes que estamos hablando 

juntos.      《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「副詞」「目的語」「副詞節」》 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

raro ﾗﾛ adj. おかしい                                                    「補語」 

en absoluto --- ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙｰﾄ adv.（否定文で）まったく〜でない        「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                      「主語」 

Hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.t（que 〜してから）〜になる                       「動詞」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

un mes ｳﾝ･ﾒｽ n.m 1 ヶ月                                               「目的語」 

que ｹ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

estamos hablando ｱｽﾀﾓｽ･ｱﾌﾞﾗﾝﾄﾞ 1 複現･進行形(hablar) 

v.i 話している                                               「動詞句」 
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juntos. ﾌﾝﾄｽ adv. 一緒に                                           「副詞」 

 

 

「1 ヶ月だって？」 

--- ¿Un mes?                                                           《「応答」》 

¿Un mes? ｳﾝ･ﾒｽ n.m 1 ヶ月だって？                                       「応答」 
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「そう、30 分。30 日だよ！こんにちは」 

--- Sí. Treinta minutos. ¡Treinta días! Buenas noches. 

《「応答」「副詞句」「応答」「挨拶」》 

Sí. ｼ adv. そう                                                          「応答」 

Treinta minutos. ﾄﾚｲﾝﾀ･ﾐﾇﾄｽ pl.n.m 30 分                               「副詞句」 

¡Treinta días! ﾄﾚｲﾝﾀ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.f 30 日だよ！                              「応答」 

Buenas noches. ﾌﾞｴﾅｽ･ﾉﾁｪｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

 

そう言って、点灯夫はまた街灯を点灯した。 

Y volvió a encender el farol.                                   Y「動詞句」「目的語」 

Y ｲ conj. そして、そう言って 

volvió a encender ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ｴﾝｾﾝﾃﾞｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞) 

   v.t また点灯した                                                    「動詞句」 

el farol. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾙ n.m 街灯を                                            「目的語」 

 

王子様はじっと彼を見つめた。王子様は、指令に対してそんなに忠実な、その点灯夫が好

きになった。昔、椅子を動かして、彼自身が追いかけていた日の入りを思い出した。 

 El principito lo miró y le gustó el farolero que era tan fiel a la consigna. Recordó las 

puestas de sol que él mismo había perseguido, en otro tiempo, moviendo su silla. 

「主語」「目的語」「動詞」y「間接目的語」「動詞」「主語」┃「動詞」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t じっと見つめた                                  「動詞」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼にとって                                               「間接目的語」 

gustó ｸﾞｽﾄ 3 単点(gustar)v.i 気に入った、好きになった                     「動詞」 

el farolero ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m その点灯夫は                                    「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                             「動詞」 

tan fiel ﾀﾝ･ﾌｨｴﾙ adj. そんなに忠実な                       「補語」 

a la consigna. ｱ･ﾗ･ｺﾝｼｸﾞﾅ adv. 指令に対して              「副詞句」 

Recordó ﾚｺﾙﾄﾞ 3 単点(recordar)v.t 思い出した                              「動詞」 

las puestas de sol ﾗｽ･ﾌﾟｴｽﾀ･ﾃﾞ･ｿﾙ pl.n.f 日の入りを                       「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

él mismo ｴﾙ･ﾐｽﾓ pron 彼自身が                           「主語」 
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había perseguido, ｱﾋﾞｱ･ﾍﾟﾙｾｷﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(perseguir) 

v.t 追いかけていた                                   「動詞句」 

en otro tiempo, ｴﾝ･ｵﾄﾛ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 昔、かつて            「副詞句」 

moviendo ﾓﾋﾞｴﾝﾄﾞ 現在分詞(mover)v.t（手段）〜を動かして「副詞句」 

su silla. ｽ･ｼｼﾞｬ n.f 椅子を                       「目的語」 

 

友人を助けたいと思った。 

Quiso ayudar a su amigo:                                      「動詞句」「目的語」 

Quiso ayudar ｷｿ･ｱﾕﾀﾞｰﾙ 3 単点･願望(querer+不定詞)v.t 助けたいと思った   「動詞句」 

a su amigo: ｱ･ｽ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達を                                       「目的語」 

 

「ねえ？僕、君が好きな時に休める方法を知っているんだ．．．」 

--- ¿Sabes?..., conozco un medio para que descanses cuando quieras... 

《「呼びかけ」┃「動詞」「目的語」》 

¿Sabes?..., ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 知っている、ねえ                      「呼びかけ」 

conozco ｺﾉｽｺ 1 単現(conocer)v.t 知っている                                 「動詞」 

un medio ｳﾝ･ﾒﾃﾞｨｵ n.m 手段、方策                                     「目的語」 

para que+接続法 ﾊﾟﾗ･ｹ adj. 〜するための                      「形容詞節」 

descanses ﾃﾞｽｧﾝｾｽ 接・2 単現(descansar)v.i 休む           「動詞」 

cuando quieras... ｸゎﾝﾄﾞ･ｷｴﾚｽ adv. 君が望むときに       「副詞節」 

 

「いつだって休みたいよ！」と、点灯夫が答えた。 

--- Siempre quiero ---dijo el farolero.               《「副詞」「動詞」》,「動詞」「主語」 

Siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつでも                                            「副詞」 

quiero --- ｷｴﾛ 1 単現(querer)v.t 望んでいる                                 「動詞」 

 descansar が省略されている 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫が                                        「主語」 

 

それというのも人は皆、勤勉であると同時に怠け者でもあるのだから。 

Pues se puede ser, a la vez, fiel y perezoso.               Pues「動詞」「副詞」「補語」 

Pues ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので、それというのも〜だから 

se puede ser, ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ｾｰﾙ 3 単現･一般性(poderse+不定詞) 

   v.pr 人は一般的に〜である                                           「動詞句」 

a la vez, ｱ･ﾗ･ﾍﾞｽ adv. 同時に                                           「副詞句」 

fiel y perezoso. ﾌｨｴﾙ･ｲ･ﾍﾟﾚｿｿ adj. 勤勉でありしかも怠け者                  「補語」 
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王子様は、話を続けた。 

El principito prosiguió:                                            「主語」「動詞」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

prosiguió: ﾌﾟﾛｼｷﾞｵ 3 単点(proseguir)v.t 続行した                           「動詞」 

 

「君の惑星はすごく小さいから、おおまたぎ 3 回で一周できるね。いつも太陽の下にとど

まるには、ほんとうにゆっくり歩くだけでいいよ」 

--- Tu planeta es tan pequeño que puedes recorrerlo en tres zancadas. No tienes más que 

caminar bastante lentamente para quedar siempre al sol. 

《「主語」「動詞」「補語」「副詞節」┃「動詞句」「副詞句」》 

Tu planeta ﾄｩ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.f 君の惑星は                                       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan pequeño ﾀﾝ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. すごく小さい                                  「補語」 

que ｹ conj. (tan...que) だから〜する                                     「副詞節」 

puedes recorrerlo ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ﾚｺﾚﾙ･ﾛ 2 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t その全体を歩き回れる                                     「動詞句」 

en tres zancadas. ｴﾝ･ﾄﾚｽ･ｻﾝｶﾀﾞｽ adv. おおまたぎ 3 回で            「副詞句」 

No tienes más que caminar ﾉ･ﾃｨｴﾈｽ･ﾏｽ･ｹ 2 単現･必要･否定(no tener más que+不定詞) 

   v.i 歩きさえすればよい                                              「動詞句」 

bastante lentamente ﾊﾞｽﾀﾝﾃ･ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 相当にゆっくり                 「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するためには                                   「副詞句」 

quedar ｹﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.i 〜にとどまる                              「動詞」 

siempre al sol. ｼｴﾝﾌﾟﾚ･ｱﾙ･ｿﾙ adv. いつも太陽の場所に             「副詞句」 

 

「君が休みたいときは歩くといいよ、そうすれば君が望むだけずっと昼間が続くよ」 

Cuando quieras descansar, caminarás... y el día durará tanto tiempo como quieras. 

《「副詞節」,「動詞」y「主語」「動詞」「副詞句」》 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj.  〜する時は                                       「副詞節」 

quieras descansar, ｷｴﾗｽ･ﾃﾞｽｶﾝｻｰﾙ 2 単現･願望(querer+不定詞) 

   v.i 休みたい                                                 「動詞句」 

caminarás... ｶﾐﾅﾗｽ 3 単未･勧誘(caminar)v.i 歩きなさいよ                   「動詞」 

y ｲ conj. そして 

el día ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 昼間が                                                「主語」 

durará ﾄﾞｩﾗﾗ 3 単未(durar)v.i 続くだろう                                  「動詞」 

tanto tiempo ﾀﾝﾄ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. ずっと長く                                「副詞句」 
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como quieras. ｺﾓ･ｷｴﾗｽ adv. 君が望むだけ                        「副詞節」 

 

「そんなことをしても、あまり得にはならないね。」と、点灯夫は言った。「この世で好き

なことは、眠ることだよ！」 

--- Con eso no adelanto gran cosa ---dijo el farolero---. Lo que me gusta en la vida es 

dormir.   《「副詞句」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Con eso ｺﾝ･ｴｿ adv. そんなことをしても                                  「副詞句」 

no adelanto ﾉ･ｱﾃﾞﾗﾝﾄ 1 単現･否定(adelantar)v.t 得られない                「動詞句」 

gran cosa --- ｸﾞﾗﾝ･ｯｺｰｻ n.f（否定文で）あまり大したものを                「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫は                                      「主語」 

Lo ﾛ pron 事は                                                          「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕にとって                              「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                      「動詞」 

en la vida ｴﾝ･ﾗ･ﾋﾞﾀﾞ adv. 人生で、この世で              「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

dormir. ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 不定詞 v.i 眠ること                                        「補語」 

 

「それはあいにくだね」と、王子様は言った。 

--- Eso es no tener suerte ---dijo el principito.《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

Eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

no tener ﾉ･ﾃﾈｰﾙ 不定詞･否定 v.t 〜がない状態の                            「補語」 

suerte --- ｽｪﾙﾃ n.f 運                                             「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「それはあいにくだよ。」と、点灯夫は言った。「おはよう」 

--- Eso es no tener suerte ---dijo el farolero---. Buenos días. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

Eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

no tener ﾉ･ﾃﾈｰﾙ 不定詞･否定 v.t 〜がない状態の                            「補語」 

suerte --- ｽｪﾙﾃ n.f 運                                             「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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el farolero---. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫は                                     「主語」 

Buenos días. ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. おはよう                                   「挨拶」 

 

それから街灯を消した。 

Y apagó el farol.                                               Y「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

apagó ｱﾊﾟｺﾞ 3 単点(apagar)v.t（明かりを）消した                          「動詞」 

el farol. ｴﾙ･ﾌｧﾛﾙ n.m 街灯を                                            「目的語」 

 

「この人は．．．」と、王子様はさらに遠くまで旅を続けながら心の中で思った。「この人は、

他のみんなから、王様からも、見栄っ張りからも、呑兵衛からも、事業家からも軽蔑され

るだろうな」 

《Éste ---se dijo el principito mientras proseguía su viaje hacia más lejos---, éste sería 

despreciado por todos los otros, por el rey, por el vanidoso,  

por bebedor, por el hombre de negocios. 

《主語》,「動詞句」「主語」「副詞節」,《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Éste --- ｴｽﾃ pron この人は                                                「主語」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(deccirse)v.pr 心の中で思った                        「動詞句」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜しながら                                       「副詞節」 

proseguía ﾌﾟﾛｾｷﾞｱ 3 単線(proseguir)v.i 続けた                      「動詞」 

su viaje ｽ･ﾋﾞｱﾍ n.m 旅を                                       「目的語」 

hacia más lejos---, ｱｼｱ･ﾏｽ･ﾚﾎｽ adv. さらに遠くまで               「副詞句」 

éste ｴｽﾃ pron この人は                                                   「主語」 

sería despreciado ｾﾘｱ･ﾃﾞｽﾌﾟﾚｼｱﾄﾞ 3 単過未･受動･推測(desprecer)v.t 

   v.t 軽蔑されるだろう                                                「動詞句」 

  過去未来時制は推測を表す（英語では would be despised） 

por todos los otros, ﾎﾟﾙ･ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ adv. 他のみんなから                「副詞句」 

por el rey, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾚｲ adv. 王様から                                      「副詞句」 

por el vanidoso, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿ adv. 見栄っ張りから                      「副詞句」 

por bebedor, ﾎﾟﾙ･ﾍﾞﾍﾞﾄﾞｰﾙ adv. 呑兵衛から                               「副詞句」 

por el hombre de negocios. ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ adv. 事業家から       「副詞句」 

 

とはいえ彼は僕にとって滑稽に見えない唯一の人だ。おそらく自分以外の事に従事してい

るからだろう。 

Sin embargo, es el único que no me parece ridículo. Quizá porque se ocupa de una cosa 
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ajena a sí mismo.》 

《「副詞句」「動詞」「補語」┃「副詞」porque「動詞句」「間接目的語」》 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず              「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

el único ｴﾙ･ｳﾆｺ n.m 唯一の人                                             「補語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

no me parece ﾉ･ﾒ･ﾊﾟﾚｾ 3 単現･否定(parecer) 

v.i 私に〜と思えない                                  「動詞句」 

ridículo. ﾘﾃﾞｨｸﾛ adj. 滑稽な                                「補語」 

Quizá ｷｻ adv. おそらく                                                  「副詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので 

se ocupa ｾ･ｵｸﾊﾟ 3 単現(ocuparse)v.pr (de に) 従事している                「動詞句」 

de una cosa ﾃﾞ･ｳﾅ･ｺｰｻ adv. ある事に                                「間接目的語」 

ajena a sí mismo.》ｱﾍﾅ･ｱ･ｼ･ﾐｼﾑ adj. 自分自身とは異なる     「形容詞句」 

 

王子様は望郷の念がよぎってため息をつき、さらに思った。 

 Suspiró nostálgico y se dijo aún:                 「動詞」「副詞」y「動詞句」「副詞」 

Suspiró ｽｽﾋﾟﾛ 3 単点(suspirar)v.i ため息をついた                           「動詞」 

nostálgico ﾉｽﾀﾙﾋｺ adv. 望郷の念がよぎって                                 「副詞」 

y ｲ conj. そして 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 自分で思った                           「動詞句」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

 

「この人は、僕が友達にすることが出来た唯一の人だ。だけど彼の惑星は本当に小さすぎ

る。2 人分の場所がないんだから」 

--- Éste es el único de quien pude haberme hecho amigo. Pero su planeta es 

verdaderamente demasiado pequeño. No hay lugar para dos... 

《「主語」「動詞」「補語」┃Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

Éste ｴｽﾃ pron この人は                                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

el único ｴﾙ･ｳﾇｺ n.m 唯一の人                                             「補語」 

de quien ﾃﾞ･ｷｴﾝ pron（目的語）その人を〜する                   「形容詞節」 

pude haberme hecho ﾌﾟﾃﾞ･ｱﾍﾞﾙ･ﾒ･ｴﾁｮ 1 単点･可能(poder+不定詞･完了形 hacer) 

   v.pr O を C にすることが出来た                         「動詞句」 

amigo. ｱﾐｺﾞ n.m 友達                                      「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 
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su planeta ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 彼の惑星は                                       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdaderamente demasiado pequeño. ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ 

   adj. 本当に小さすぎる                                                 「補語」 

No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t 〜がない                             「動詞句」 

lugar ﾙｶﾞｰﾙ ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所が                                          「目的語」 

para dos... ﾊﾟﾗ･ﾄﾞｽ adj. 2 人分の                               「形容詞句」 

 

王子様は、なにより 24 時間に 1440 回の日の入りが見られるがゆえに祝福されたこの惑星

に心が引き付けられていたことをあえて自分自身に認めなかった。 

 El principito no osaba confesarse que añoraba a este bendito planeta, sobre todo, por 

las mil cuatrocientas cuarenta puestas de sol, ¡cada veinticuatro horas! 

「主語」「動詞句」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

no osaba confesarse ﾉ･ｵｻﾊﾞ･ｺﾝﾌｪｻﾙ･ｾ 3 単線･否定(osar+不定詞) 

   v.pr あえて自分自身に認めなかった                                   「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

añoraba ｱﾆｮﾗﾊﾞ 3 単線(añorar)v.t 懐かしむ、心が引き付けられていた 「動詞」 

a este bendito planeta, ｱ･ｴｽﾃ･ﾍﾞﾝﾃﾞｨﾄ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

 n.m この祝福された惑星を                                   「目的語」 

sobre todo, ｿﾌﾞﾚ･ﾄﾄﾞ adv. とりわけ、なにより                    「副詞句」 

por las mil cuatrocientas cuarenta puestas de sol, 

 ﾎﾟﾙ･ﾗｽ･ﾐﾙ･ｸｧﾄﾛｼﾝﾀｽ･ｸゎﾚﾝﾀ･ﾌﾟｴｽﾀｽ･ﾃﾞ･ｿﾙ 

 adv. 1440 回の日の入りのために                               「副詞句」 

¡cada veinticuatro horas! ｶﾀﾞ･ﾍﾞｲﾝﾃｨｸゎﾄﾛ･ｵﾗｽ 

 adv. 24 時間ごとに                                    「副詞句」 

 

XV 

 

6 番目の惑星は、10 倍大きな惑星だった。 

El sexto planeta era un planeta diez veces más grande.        「主語」「動詞」「補語」 

El sexto planeta ｴﾙ･ｾｸｽﾄ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 6 番目の惑星は                         「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

un planeta ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星                                            「補語」 

diez veces más grande. ﾃﾞｨｴｽ･ﾍﾞｾｽ･ﾏｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 10 倍大きな      「形容詞句」 
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巨大な本を書いている老人が住んでいた。 

Estaba habitado por un Anciano que escribía enormes libros.     「動詞句」「副詞句」 

Estaba habitado ｴｽﾀﾊﾞ･ｱﾋﾞﾀﾄﾞ 3 単過･受動(habitar)v.t 住まれていた       「動詞句」 

por un Anciano ﾎﾟﾙ･ｳﾝ･ｱﾝｼｱﾉ adv. 一人の老人に                          「副詞句」 

  「老人」を主語にして翻訳する 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

escribía ｴｽｸﾘﾋﾞｱ 3 単線･時制の一致(escribir)v.t 書いている  「動詞」 

enormes libros. ｴﾉﾙﾒｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ pl.n.m 巨大な本を          「目的語」 

 

「おや！探検家がきたぞ！」と、王子様をみて叫びました。 

 --- ¡Toma! ¡He aquí un explorador! ---exclamó cuando vio al principito. 

《「感嘆」┃「動詞」「副詞」「目的語」》,「動詞」「副詞節」 

¡Toma! ﾄﾏ int.（驚き）おや！                                             「感嘆」 

¡He ｴ 1 単現(haber)v.t 〜がいる                                          「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

un explorador! --- ｳﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家が                          「目的語」 

exclamó ｴｸｽｸﾗﾓ 3 単点(exclamar)v.i 叫んだ                                 「動詞」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜して                                             「副詞節」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                        「動詞」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                         「目的語」 

 

王子様は机の上に腰を掛けて、少し息を切らせた。それほどの旅をしてきたのだった。 

 El principito se sentó sobre la mesa y resopló un poco. ¡Había viajado tanto! 

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「副詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

se sentó ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 腰かけた                             「動詞句」 

sobre la mesa ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾒｻ adv. 机の上に                                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

resopló ﾚｿﾌﾟﾛ 3 単点(resoplar)v.i 息を切らせた、あえいだ                   「動詞」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

¡Había viajado ｱﾋﾞｱ･ﾋﾞｱﾊﾄﾞ 3 単線･完了形(viajar)v.i 既に旅をしてきた     「動詞句」 

tanto! ﾀﾝﾄ adv. それほどの                                             「副詞句」 

 

「どこから来たのかね？」と、老人は彼に言った。 

 --- ¿De dónde vienes? ---díjole el Anciano.       《「副詞句」「動詞」》,「動詞」「主語」 

¿De dónde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこから                                      「副詞句」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  - 219 - 

vienes? --- ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i（疑問文で）来たのかね？                  「動詞」 

díjole ﾃﾞｨﾎ･ﾚ 3 単点(decir+le)v.t 彼に言った                              「動詞句」 

el Anciano. ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人は                                          「主語」 

 

「その分厚い本は何ですか？」と、王子様は尋ねた。「ここで何をしているのですか？」 

 --- ¿Qué es este grueso libro? ---preguntó el principito---. ¿Qué haces aquí? 

《「動詞」「補語」「主語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「副詞」》 

¿Qué ｹ pron 何？                                                       「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

este grueso libro? --- ｴｽﾃ･ｸﾞﾙｴｿ･ﾘﾌﾞﾛ n.m その分厚い本は                   「主語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t している                                       「動詞」 

aquí? ｱｷ adv. ここで                                                     「副詞」 

 

「わしは地理学者じゃよ」と、老人は答えた。 

 --- Soy geógrafo ---dijo el Anciano.                《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

geógrafo --- ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                         「補語」 

díjo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el Anciano. ｴﾙ･ｱﾝｼｱﾉ n.m 老人は                                          「主語」 

 

「地理学者って、何ですか？」 

 --- ¿Qué es un geógrafo?                                 《「動詞」「補語」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何？                                                       「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un geógrafo? ｳﾝ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者というのは                          「主語」 

 

「それは、海や川や町や山や砂漠がどこにあるかを知っている学者のことじゃよ」 

 --- Es un sabio que conoce dónde se encuentran los mares, los ríos, las ciudades, las 

montañas y los desiertos.                                        《「動詞」「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un sabio ｳﾝ･ｻﾋﾞｵ n.m 学者                                               「補語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

conoce ｺﾉｾ 3 単現(conocer)v.t 知っている                    「動詞」 
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dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 何処に〜するかということを              「目的語」 

se encuentran ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗﾝ 3 複現(encontrarse) 

v.pr ある                                      「動詞句」 

los mares, ﾛｽ･ﾏﾚｽ pl.n.m 海が                       「主語」 

los ríos, ﾛｽ･ﾘｵｽ pl.n.m 川が                    「主語」 

las ciudades, ﾗｽ･ｼｳﾀﾞﾃﾞｽ pl.n.f 町が            「主語」 

las montañas ﾗｽ･ﾓﾝﾀﾆｬｽ pl.n.f 山が             「主語」 

y ｲ conj. そして 

los desiertos. ﾛｽ･ﾃﾞｼｴﾙﾄｽ pl.n.m 砂漠が          「主語」 

 

「それは大変興味深いですね」と、王子様は言った。「やっと本当の仕事に巡り合いました」

そう言って、王子様は地理学者の惑星の上を見回した。 

 --- Es muy interesante ---dijo el principito---. ¡Por fin un verdadero oficio! --- Y echó 

una mirada a su alrededor, sobre el planeta del geógrafo. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」》,Y「動詞」「目的語」「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy interesante --- ﾑｲ･ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃ adj. とても興味深い                        「補語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¡Por fin ﾎﾟﾙ･ﾌｨﾝ adv. 最後には、ついに、やっと                          「副詞句」 

un verdadero oficio! --- ｳﾝ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾛ･ｵﾌｨｼｵ n.m 本当の仕事         「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

echó ｴﾁｮ 3 単点(echar)v.t 投げた                                          「動詞」 

una mirada ｳﾅ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 視線を                                         「目的語」 

a su alrededor, ｱ･ｽ･ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ adv. 自分の周りを                         「副詞句」 

sobre el planeta del geógrafo. ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ 

   adv. 地理学者の惑星の上を                                           「副詞句」 

 

王子様は、これほど威厳のある惑星を見たことが一度もなかった。 

Todavía no había visto un planeta tan majestuoso---.      「副詞」「動詞句」「目的語」 

Todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ〜ない                                           「副詞」 

no había visto ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ﾋﾞｽﾄ 3 単線･完了形･否定(ver)v.t 見たことがなかった 「動詞句」 

un planeta ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星を                                        「目的語」 

tan majestuoso---. ﾀﾝ･ﾏｼﾞｪｽﾄｩｵｰｿ adj. これほど威厳のある       「形容詞句」 
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「とても美しいですね、あなたの惑星は。海はあるのですか？」 

Es muy bello vuestro planeta. ¿Tiene océanos? 

《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「目的語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy bello ﾑｲ･ﾍﾞｯﾛ adj. とても美しい                                      「補語」 

vuestro planeta. ﾌﾞｴｽﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m あなたの惑星は                         「主語」 

¿Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                         「動詞」 

océanos? ｵｾｱﾉｽ pl.n.m 海が                                             「目的語」 

 

「それを知ることができないのじゃ」と、地理学者が答えた。 

 --- No puedo saberlo ---dijo el geógrafo.                《「動詞句」》,「動詞」「主語」 

No puedo saberlo --- ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ｻﾍﾞﾙ･ﾛ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞+lo) 

   v.t それを知ることができない                                        「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                   「主語」 

 

「ああ」と言って、王子様はがっかりした。「それじゃあ、山はありますか？」 

 --- ¡Ah! ---El principito estaba decepcionado---. ¿Y montañas? 

《「感嘆」》, 「主語」「動詞句」,《Y「主語」》 

¡Ah! --- ｱｰ int. ああ                                                     「感嘆」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

estaba decepcionado---. ｴｽﾀﾊﾞ･ﾃﾞｾﾌﾟｼｮﾅﾄﾞ 3 単線･完了形･状態(decepcionar) 
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   v.i 失望した                                                        「動詞句」 

 decepcionado は「補語」の様な機能だが、「失望した状態」だったのではなく、「失望す

る状態」になったことを表現している。 

¿Y ｲ conj. それじゃあ 

montañas? ﾓﾝﾀﾆｬｽ pl.n.f 山は                                            「主語」 

 

 

「それを知ることができないのじゃ」と、地理学者が答えた。 

 --- No puedo saberlo ---dijo el geógrafo.                《「動詞句」》,「動詞」「主語」 

No puedo saberlo --- ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ｻﾍﾞﾙ･ﾛ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞+lo) 

   v.t それを知ることができない                                        「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                   「主語」 

 

「それじゃあ、町や川や砂漠はあるんですか？」 

 --- ¿Y ciudades y ríos y desiertos?                 《Y「主語」y「主語」y「主語」》 

¿Y ｲ conj. それじゃあ 

ciudades ｼｳﾀﾞﾃﾞｽ pl.n.f 町は                                              「主語」 

y ｲ conj. そして 

ríos ﾘｵｽ pl.n.m 川は                                                     「主語」 

y ｲ conj. そして 

desiertos? ﾃﾞｼｴﾙﾄｽ pl.n.m 砂漠は                                         「主語」 

 

「それも知ることが出来ないのじゃ」と、地理学者が言った。 

 --- Tampoco puedo saberlo ---dijo el geógrafo.    《「副詞」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

Tampoco ﾀﾝﾎﾟｺ adv. 〜もまた〜ない                                       「副詞」 

puedo saberlo --- ﾌﾟｴﾄﾞ･ｻﾍﾞﾙ･ﾛ 1 単現･可能(poder+不定詞+lo) 

   v.t（否定文で）それを知ることができない                               「動詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                   「主語」 

 

「だけど、あなたは地理学者でしょう！」 

 --- ¡Pero eres geógrafo!                                    《Pero「動詞」「補語》」 

¡Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

geógrafo! ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                           「補語」 
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「そのとおりじゃ！」と、地理学者が言った。「しかしわしは探検家ではない。まったく探

検家がいなくて困っているのじゃ」 

 --- Es cierto ---dijo el geógrafo---, pero no soy explorador. Carezco absolutamente de 

exploradores.                《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《pero「動詞」「補語」┃「動詞」「副詞」「間接目的語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

cierto --- ｼｴﾙﾄ adj. 疑いない、確実な                                      「補語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo---, ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                 「主語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no soy ﾉ･ｿｲ 1 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

explorador. ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家                                       「補語」 

Carezco ｶﾚｽｺ 1 単現(carecer)v.i (de を) 欠く、〜がない                      「動詞」 

absolutamente ｱﾌﾟｿﾙﾀﾒﾝﾃ adv. 絶対的に                                   「副詞」 

de exploradores. ﾃﾞ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ adv. 探検家が                       「間接目的語」 

 

「町や川や山や海や大洋や砂漠の数を数えるのは、地理学者ではないのじゃ」 

No es el geógrafo quien debe hacer el cómputo de las ciudades, de los ríos, de las 

montañas, de los mares, de los océanos y de los desiertos. 

《「動詞」「補語」「主語」》 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

el geógrafo ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者                                      「補語」 

quien ｷｴﾝ pron（主語）〜する人は                                        「主語」 

debe hacer ﾃﾞﾍﾞ･ｱｾｰﾙ 3 単現･義務(deber+不定詞) 

v.t 〜しなければならない                                       「動詞句」 

el cómputo ｺﾝﾌﾟﾄ n.m 計算を                                      「目的語」 

de las ciudades, ﾃﾞ･ﾗｽ･ｼｳﾀﾞﾃﾞｽ adj. 町の                  「形容詞句」 

de los ríos, ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾘｵｽ adj. 川の                           「形容詞句」 

de las montañas, ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾓﾝﾀﾆｬｽ adj. 山の                  「形容詞句」 

de los mares, ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾏﾚｽ adj. 海の                         「形容詞句」 

de los océanos ﾃﾞ･ﾛｽ･ｵｾｱﾉｽ adj. 大洋の                    「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de los desiertos. ﾃﾞ･ﾛｽﾃﾞｼｴﾙﾄｽ adj. 砂漠の                 「形容詞句」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XV 

  - 224 - 

「地理学者は重要な仕事をしているから、歩き回ることができないのじゃ」 

El geógrafo es demasiado importante para ambular.        《「主語」「動詞」「補語」》 

El geógrafo ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                   「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

demasiado importante ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重要すぎる                  「補語」 

para ambular. ﾊﾟﾗ･ｱﾝﾌﾞﾗｰﾙ adv.（結果）それで歩き回れない        「副詞句」 

 demasiado ... para+不定詞 「．．．すぎて〜できない」 

 

「地理学者は事務所を離れてはならない。しかしそこに探検家を迎え入れる。そして彼ら

に尋ねて、彼らの調査結果を書きとる」 

No debe dejar su despacho. Pero recibe allí a los exploradores. Les interroga y toma nota 

de sus observaciones.          《「動詞句」「目的語」┃Pero「動詞」「副詞」「目的語」 

「間接目的語」「動詞」y「動詞」「目的語」》 

No debe dejar ﾉ･ﾃﾞﾍﾞ･ﾃﾞﾊｰﾙ 3 単現･義務･否定(deber+不定詞) 

   v.t 〜から離れてはならない                                          「動詞句」 

su despacho. ｽ･ﾃﾞｽﾊﾟﾁｮ n.m 事務所                                     「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

recibe ﾚｼﾍﾞ 3 単現(recibir)v.t 迎え入れる、受け取る                         「動詞」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                                      「副詞」 

a los exploradores. ｱ･ﾛｽ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞﾚｽ pl.n.m 探検家を                    「目的語」 

Les ﾚｽ pron.pl 彼らに                                             「間接目的語」 

interroga ｲﾝﾃﾛｶﾞ 3 単現(interrogar)v.t 質問する、尋ねる                    「動詞」 

y ｲ conj. そして 

toma ﾄﾏ 3 単現(tomar)v.t 取る                                            「動詞」 

nota ﾉﾀ n.f 覚え書きを                                                 「目的語」 

de sus observaciones. ﾃﾞ･ｽ･ｵﾌﾟｾﾙﾊﾞｼｵﾈｽ adj. 彼らの観測の       「形容詞句」 

 

そしてもし誰かの調査結果が興味深いと思われた時には、地理学者はその探検家の品行に

ついて確認を行う。 

Y si las observaciones de alguno le parecen interesantes, el geógrafo hace 

averiguaciones acerca de la moralidad del explorador. 

Y「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

las observaciones de alguno ﾗｽ･ｵﾌﾟｾﾙﾊﾞｼｵﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾙｸﾞﾉ 

 pl.n.f 誰かの調査結果が                                         「主語」 
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le ﾚ pron 彼に                                         「間接目的語」 

parecen ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecer)v.i 〜のように見える              「動詞」 

interesantes, ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃｽ adj.pl 興味深い                         「補語」 

el geógrafo ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                    「主語」 

hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.t 行う                                             「動詞」 

averiguaciones ｱﾍﾞﾙｲｸﾞゎｼｵﾈｽ pl.n.f 確認、調査                          「目的語」 

acerca de la moralidad ｱｾﾙｶ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾗﾘﾀﾞﾄﾞ adv. 品行について              「副詞句」 

del explorador. ﾃﾞﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ adj. 探検家の                   「形容詞句」 

 

「どうしてそんなことを？」 

 --- ¿Por qué?                                                         《「質問」》 

¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうしてそんなことを？                              「質問」 

 

「なぜなら、嘘をつくような探検家は地理学の本を台無しにしてしまうかもしれないから

じゃ。それに、飲み過ぎるような探検家も同様じゃ」 

 --- Porque un explorador que mintiera ocasionaría desbarajustes en los libros de 

geografía. Y también un explorador que bebiera demasiado. 

《Porque「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「主語」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜なので 

un explorador ｳﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家は                               「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

mintiera ﾐﾝﾃｨｴﾗ 接・3 単過･仮定(mentir) 

v.i 嘘をつくかもしれない                                「動詞」 

ocasionaría ｵｶｼｵﾅﾘｱ 3 単過未･推量(ocasionar)v.t 引き起こすかもしれない     「動詞」 

desbarajustes ﾃﾞｽﾊﾞﾗﾌｽﾃｽ n.m 大混乱、無秩序                           「目的語」 

en los libros de geografía. ｴﾝ･ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｱ adv. 地理学の書物に   「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

también un explorador ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｳﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家も同様である      「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

bebiera ﾍﾞﾋﾞｴﾗ 接・3 単過(beber)v.t 飲むかもしれない        「動詞」 

demasiado. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりにも                        「副詞」 

 

「どうして、そうなの？」と、王子様は尋ねた。 

 --- ¿Por que? ---preguntó el principito.                   《「質問」》,「動詞」「主語」 

¿Por que? --- ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして、そうなの？                             「質問」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 
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el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「なぜなら酔っ払いたちは物が二重に見える。そうすると地理学者は、山が 1 つしかない

所に山を 2 つ記入してしまうだろう」 

 --- Porque los ebrios ven doble. Entonces el geógrafo señalaría dos montañas donde no 

hay más que una sola. 

《Porque「動詞」「主語」「補語」┃「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜だから 

los ebrios ﾛｽ･ｴﾌﾞﾘｵｽ pl.n.m 酔っ払いたちは                                「主語」 

ven ﾍﾞﾝ 3 複現(ver)v.t 見える                                             「動詞」 

doble. ﾄﾞﾌﾞﾚ adj. 二重の                                                  「補語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうすると                                         「副詞」 

el geógrafo ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                    「主語」 

señalaría ｾﾆｬﾗﾘｱ 3 単過未･推量(señalar)v.t 記入してしまうだろう            「動詞」 

dos montañas ﾄﾞｽ･ﾓﾝﾀﾅｽ pl.n.d 山を 2 つ                                「目的語」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 〜する場所に                                         「副詞節」 

no hay más que ﾉ･ｱｲ･ﾏｽ･ｹ 3 単現(haber)v.t 〜しかない            「動詞句」 

una sola. ｳﾅ･ｿﾗ n.f １つだけ                                    「目的語」 

 sola ｿﾗ adj.f(solo) 唯一の montaña が女性なので sola を用いる 

 

「ある人を知っている」と、王子様は言った。「その人は悪い探検家だったかもしれない」 

 Conozco a alguien ---dijo el principito--- que sería un mal explorador. 

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Conozco ｺﾉｽｺ 1 単現(conocer)v.t 知っている                                「動詞」 

a alguien --- ｱ･ｱﾙｷﾞｴﾝ pron ある人を                                    「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito--- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

que ｹ pron その人は                                                     「主語」 

sería ｾﾘｱ 3 単過未･推量(ser)v.i 〜だったかもしれない                       「動詞」 

un mal explorador. ｳﾝ･ﾏﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 悪い探検家                      「補語」 

 

「たぶんそうだろう。だから、探検家の品行がよさそうならば、彼の発見について調査が

行われるのじゃ」 

 --- Es posible. Por tanto, cuando la moralidad del explorador parece aceptable, se hacen 

averiguaciones acerca de su descubrimiento. 

《「動詞」「補語」┃「副詞句」「副詞節」,「動詞句」「主語」「副詞句」》 
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Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

posible. ﾎﾟｯｼﾌﾞﾚ adj. ありうる、可能な                                    「補語」 

Por tanto, ﾎﾟﾙ･ﾀﾝﾄ adv. そのため、したがって                            「副詞句」 

cuando ｸｧﾝﾄﾞ 〜する時                                                 「副詞節」 

la moralidad del explorador ﾗ･ﾓﾗﾘﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ 

   n.f 探検家の品行が                                            「主語」 

parece ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecer)v.i 〜に見える                         「動詞」 

aceptable, ｱｾﾌﾟﾀﾌﾞﾚ adj. 受け入れられる                           「補語」 

se hacen ｾ･ｱｾﾝ 3 複現･再帰受動(haserse)v.pr 〜が行われる                「動詞句」 

averiguaciones ｱﾍﾞﾘｸﾞｧｼｵﾈｽ pl.n.f 調査が                                  「主語」 

acerca de su descubrimiento. ｱｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽﾃﾞｽｨﾌﾞﾘﾐｴﾝﾄ 

   adv. 彼の発見について                                               「副詞句」 

 

「自分で見に行かれるのですか？」 

 --- ¿Se va a ver?                                                     《「動詞句」》 

¿Se va a ver? ｾ･ﾊﾞ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ 3 単現(irse a+不定詞)v.pr 自分で見に行く        「動詞句」 

 

「いいや、行かない。それは複雑すぎるから。しかしその探検家に、証拠の提出を求める」 

 --- No. Es demasiado complicado. Pero se exige al explorador que presente pruebas. 

《「応答」┃「動詞」「補語」┃Pero「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」》 

No. ﾉ adv. いいや                                                       「応答」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

demasiado complicado. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｺﾝﾌﾟﾘｶﾄﾞ adj. 複雑すぎる                   「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se exige ｾ･ｴｸｼﾍ 3 単現･再帰受動(exigirsse)v.pr 要求される                 「動詞句」 

al explorador ｱﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m その探検家自身に                  「間接目的語」 

que ｹ conj.（要求を表すので接続法）〜ということを                  「直接目的語」 

presente ﾌﾟﾚｾﾝﾃ 接・3 単現(presentar)v.t 提出する              「動詞」 

pruebas. ﾌﾟﾙｴﾊﾞｽ pl.n.f 証拠を                               「目的語」 

 

「例えば、大きい山を発見した時には、その山から大きな石を持ってくるように要求する。」 

Si se trara, por ejemplo, del descubrimiento de una gran montaña, se le exige que traiga 

grandes piedras.                                 《「副詞節」,「動詞句」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

se trara, ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現(tratarse)v.pr (de の) 問題である            「動詞句」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                             「副詞句」 
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del descubrimiento de una gran montaña, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘﾐｴﾝﾄ･ﾃﾞ･ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ 

   adv. 大きい山の発見の「補語」 

se le exige ｾ･ﾚ･ｴｸｼﾍ 3 単現(exigirse+le)v.pr 〜を要求される                「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

traiga ﾄﾗｲｶﾞ 接・3 単現(traer)v.t 持ってくる                        「動詞」 

grandes piedras. ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ pl.n.f 大きな石を                「目的語」 

 

地理学者は、急に興奮して言った。 

 El geógrafo se emocionó súbitamente:                  「主語」「動詞句」「副詞句」 

El geógrafo ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                   「主語」 

se emocionó ｾ･ｴﾓｼｵﾉ 3 単点(emocionarse)v.pr 興奮した                   「動詞句」 

súbitamente: ｽｰﾋﾞﾀﾒﾝﾃ adv. 突然、急に                                 「副詞節」 

 

「しかし君、君は遠くからやって来たんだから、探検家じゃあないか。君の惑星のことを

わしに話して聞かせてくれ！」 

 --- Pero tú, ¡tú vienes de lejos! ¡Eres explorador! ¡Vas a describirme tu planeta! 

《Pero「呼びかけ」┃「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tú, ﾄｩ pron 君！                                                     「呼びかけ」 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

vienes ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i やってきた                                   「動詞」 

de lejos! ﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 遠くから                                          「副詞句」 

Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

explorador! ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家                                      「補語」 

¡Vas a describirme ﾊﾞｽ･ｱ･ﾃﾞｽｸﾘﾋﾞﾙ･ﾒ 2 単現･近接未来･依頼(ir a+不定詞+me) 

   v.t わしに話して聞かせてくれ                                        「動詞句」 

tu planeta! ﾄｩ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.f 君の惑星のことを                               「目的語」 

 

そして地理学者は、登録簿を開いて、鉛筆を削った。 

 Y el geógrafo, habiendo abierto su registro, afinó la punta del lápiz. 

Y「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

el geógrafo, ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                   「主語」 

habiendo abierto ｱﾋﾞｴﾝﾄﾞ･ｱﾋﾞｴﾙﾄ 現在分詞･完了形(abrir)v.t 〜を開いて     「副詞句」 

su registro, ｽ･ﾚﾋｽﾄﾛ n.m 登録簿を                               「目的語」 

afinó ｱﾌｨﾉ 3 単点(afinar)v.t 細くした、削った                              「動詞」 
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la punta del lápiz. ﾗ･ﾌﾟﾝﾀ･ﾃﾞﾙ･ﾗﾋﾟｽ n.m 鉛筆の先端を                    「目的語」 

 

探検家たちの報告は、最初は鉛筆で書き留められるのだ。 

Los relatos de los exploradores se anotan con lápiz al principio. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los relatos de los exploradores ﾛｽ･ﾚﾗﾄｽ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞﾚｽ 

 pl.n.m 探検家たちの報告は                                             「主語」 

se anotan ｾ･ｱﾉﾀﾝ 3 複現･再帰受動(anotarse)v.pr 書き留められる           「動詞句」 

con lápiz al principio. ｺﾝ･ﾗﾋﾟｽ･ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初は鉛筆で             「副詞句」 

 

それらをインクで書きあらためるには、探検家が証拠の品を提出するのを待つのだ。 

Para anotarlos con tinta se espera a que el explorador haya suministrado pruebas. 

「副詞句」, 「動詞句」「主語」 

Para anotarlos ﾊﾟﾗ･ｱﾉﾀｰﾙ･ﾛｽ adv. それらを書き留めるために              「副詞句」 

con tinta ｺﾝ･ﾁﾝﾀ adv. インクで                                  「副詞句」 

se espera ｾ･ｴｽﾍﾟﾗ 3 単現･再帰受動(esperarse)v.t 待たれる                 「動詞句」 

a que ｱ･ｹ pron 〜ということが                                           「主語」 

el explorador ｴﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾛﾗﾄﾞｰﾙ n.m 探検家が                          「主語」 

haya suministrado 接・3 単現･完了形(suministrar)v.t 提出する      「動詞句」 

pruebas. ﾌﾟﾙｴﾊﾞｽ pl.n.f 証拠の品を                                「目的語」 

 

「さあ、話してくれたまえ」と、地理学者は尋ねた。 

 --- ¿Decías? ---interrogó el geógrafo.                    《「催促」》,「動詞」「主語」 

¿Decías? --- ﾃﾞｼｱｽ 2 単線･願望(decir)v.t さあ、話してくれたまえ             「催促」 

interrogó ｲﾝﾃﾛｺﾞ 3 単点(interrogar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者は                                   「主語」 

 

「えーと、僕の惑星は」と、王子様が言った。「あまり面白くないですよ。とても小さいん

です。僕は火山を 3 つ持っています。2 つは活火山で 1 つは休火山です。でも何が起こるか

なんて誰にも分りませんよ！」 

 --- ¡Oh! Mi planeta ---dijo el principito--- no es muy interesante, es muy pequño. Tengo 

tres volcanes. Dos volcanes en actividad y un volcán extinguido. Pero no se sabe nunca. 

《「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「補語」,「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」 

「主語」「補語」y「主語」「補語」┃Pero「動詞句」「副詞」》 

¡Oh! Mi planeta --- ｵｰ･ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m えーと、僕の惑星は                    「主語」 
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dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito--- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

muy interesante, ﾑｲ･ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃ adj.（否定文で）あまり面白くない             「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

muy pequño. ﾑｲ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. とても小さい                                 「補語」 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

tres volcanes. ﾄﾚｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 火山を 3 つ                             「目的語」 

Dos volcanes ﾄﾞｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 2 つの火山は                               「主語」 

en actividad ｴﾝ･ｱｸﾃｨﾋﾞﾀﾞ adv. 活動中                                      「補語」 

y ｲ conj. そして 

un volcán ｳﾝ･ﾎﾞﾙｶﾝ n.m 1 つの火山は                                      「主語」 

extinguido. ｴｸｽﾁﾝｸﾞｲﾄﾞ 過去分詞(extinguir)adj. 消えた                      「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no se sabe ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ 3 単現･否定・再帰受動(saberse)v.pr 知られていない     「動詞句」 

nunca. ﾇﾝｶ adv. 決して                                                   「副詞」 

  「休火山は本当に安全なのかどうかは誰にも分からない」 

 

「その通り、誰にもわからない」と、地理学者が答えた。 

 --- No se sabe nunca ---dijo el geógrafo.                  《「応答」》,「動詞」「主語」 

No se sabe nunca --- ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ･ﾇﾝｶ adv. その通り、誰にもわからない            「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                   「主語」 

 

「花も一輪持っています」 

 --- Tengo también una flor.                                    《「動詞」「目的語」》 

Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

también una flor. ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花も一輪                           「目的語」 

 

「わしたち地理学者は、花は書き留めないのじゃ」 

 --- No anotamos las flores ---dijo el geógrafo.  《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

No anotamos ﾉ･ｱﾉﾀﾓｽ 1 複現･否定(anotar)v.t 書き留めない                「動詞句」 

las flores --- ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花を                                         「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                   「主語」 
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「どうして？一番美しいものなのに」 

 --- ¿Por qué? ¡Es lo más lindo!                       《「応答」┃「動詞」「補語」》 

¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして？                                          「応答」 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

lo más lindo! ﾛ･ﾏｽ･ﾘﾝﾄﾞ n.m 一番美しいもの                               「補語」 

 

「なぜなら花ははかないからじゃ」 

 --- Porque las flores son efímeras.                 《「副詞」「主語」「動詞」「補語」》 

Porque ﾎﾟﾙｹ adv. なぜなら                                               「副詞」 

las flores ﾗｽ･ﾌﾛﾚｽ pl.n.f 花は                                             「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

efímeras. ｴﾌｨﾒﾗｽ adj.f.pl はかない                                         「補語」 

 

「はかないってどういう意味なの？」 

 --- ¿Qué significa «efímera»?                           《「目的語」「動詞」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

«efímera»? ｴﾌｨﾒﾗ n. 「はかない」は                                       「主語」 

 

「地理学の書籍というのは」と、地理学者は言った。「あらゆる本のなかで最も有益なもの

なのじゃ」 

 --- Los libros de geografía ---dijo el geógrafo--- son los más valiosos de todos los libros. 

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

Los libros de geografía --- ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｨｱ pl.n.m 地理学の書籍は      「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo--- ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                  「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

los más valiosos ﾛｽ･ﾏｽ･ﾊﾞﾘｵｿｽ pl.n.m 最も有益なもの、信用のおける        「補語」 

de todos los libros. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾘﾌﾞﾛｽ adj. あらゆる本のなかで     「形容詞句」 

 

地理学の書籍は流行遅れになることはない。山の場所が変わることや、海の水がなくなる

はめったにない。地理学者は、永続的な物を書き留めるのじゃ。 

Nunca pasan de moda. Es muy raro que una montña cambie de lugar. Es muy raro que 

un océano pierda su agua. Escribimos cosas eternas. 

「動詞句」「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」 

「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「目的語」 
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Nunca pasan ﾇﾝｶ･ﾊﾟｻﾝ 3 複現･否定(pasar)v.i (de) 決して〜から過ぎ去らない「動詞句」 

de moda. ﾃﾞ･ﾓﾀﾞ adv. 流行から                                          「副詞句」 

 「流行遅れにはならない」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy raro ﾑｲ･ﾗﾛ adj. めったにない                                        「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

una montña ｳﾅ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ n.f 山が                                      「主語」 

cambie ｶﾝﾋﾞｴ 接・3 単現･可能性(cambiar)v.i (de を) 変わる、変える     「動詞」 

de lugar. ﾃﾞ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所を                                  「間接目的語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy raro ﾑｲ･ﾗﾛ adj. めったにない                                        「補語」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

un océano ｳﾝ･ｵｾｱﾉ n.m 海が                                        「主語」 

pierda ﾋﾟｴﾙﾀﾞ 接・3 単現･可能性(perder)v.t 失う                     「動詞」 

su agua. ｽ･ｱｸﾞｧ n.f 水を                                         「目的語」 

Escribimos ｴｽｸﾘﾋﾞﾓｽ 1 複現(escribir)v.t 書き留める                         「動詞」 

cosas eternas. ｺｻｽ･ｴﾃﾙﾅｽ pl.n.f 永続的な物を                             「目的語」 

 

「でも、休火山は目覚めるかもしれませんよ。」と、王子様は遮った。「『はかない』ってど

んな意味なんですか？」 

 --- Pero los volcanes extinguidos pueden despertarse ---interrumpió el principito---. ¿

Qué significa «efímera»?        《Pero》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」「主語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

los volcanes extinguidos ﾛｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ･ｴｸｽﾁﾝｸﾞｨﾄﾞｽ pl.n.m 休火山は            「主語」 

pueden despertarse --- ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾙｾ 3 複現･可能性(poder+不定詞) 

   v.pr 目覚めるかもしれない                                           「動詞句」 

interrumpió ｲﾝﾃﾙﾝﾋﾟｵ 3 単点(interrumpir)v.t 遮った                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                             「動詞」 

«efímera»? ｴﾌｨﾒﾗ adj. 「はかない」は                                     「主語」 
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「火山が休んでいても、目を覚ましていても、わしらには同じことなんじゃ。」と、地理学

者は言った。「わしらにとって重要なのは山なんだ。山は変化しないから」 

 --- Que los volcanes estén extinguidos o se hayan despertado es lo mismo para nosotros 

---dijo el geógrafo---. Lo que cuenta para nosotros es la montaña. La montaña no cambia. 

《「動詞」「補語」「主語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」》 

Que ｹ pron 〜ということは                                              「主語」 

los volcanes ﾛｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 火山が                               「主語」 

estén ｴｽﾃﾝ 接・3 複現･可能性(estar)v.i 〜である                     「動詞」 

extinguidos ｴｸｽﾁﾝｸﾞｨﾄﾞｽ adj. 消えた                                「補語」 

o ｵ conj. または 

se hayan despertado ｾ･ｱﾔﾝ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾄﾞ 接・3 複現･完了形･可能性(despertarse) 

   v.pr 目覚めている                                             「動詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

lo mismo para nosotros --- ﾛ･ﾐｽﾓ･ﾊﾟﾗ･ﾉｿﾄﾛｽ 

   n.m わしらにとっては同じこと                                         「補語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el geógrafo---. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                 「主語」 

Lo que ﾛ･ｹ pron（主語）〜するものは                                     「主語」 

cuenta ｸｪﾝﾀ 3 単現(contar)v.i 重要である                             「動詞」 

para nosotros ﾊﾟﾗ･ﾉｿﾄﾛｽ adv. 我々にとって                         「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la montaña. ﾗ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ n.f 山                                              「補語」 

La montaña ﾗ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ n.f 山は                                            「主語」 

no cambia. ﾉ･ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現･否定(cambiar)v.i 変化しない                   「動詞句」 

 

「でも、『はかない』ってどんな意味なんですか？」と、王子様は繰り返した。彼は一度し

た質問を途中であきらめたことはなかった。 

 --- Pero ¿qué significa «efímera»? ---repitió el principito, que nunca había renunciado a 

una pregunta, una vez que la había formulado. 

《Pero「目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,「形容詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

¿qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                             「動詞」 

«efímera»? ｴﾌｨﾒﾗ adj. 「はかない」は                                     「主語」 

repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                                 「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 
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que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

nunca había renunciado ﾇﾝｶ･ｱﾋﾞｱ･ﾚﾇﾝｼｱﾄﾞ 3 単線･完了形･否定(renunciar) 

   v.i あきらめたことは一度もなかった                         「動詞句」 

a una pregunta, ｱ･ｳﾅ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 質問を                  「間接目的語」 

una vez que +直説法 ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｹ adv. 一度〜したら                「副詞節」 

la ﾗ pron それ質問を                                  「目的語」 

había formulado. ｱﾋﾞｱ･ﾌｫﾙﾏﾄﾞ 3 単線･完了形(formar) 

v.t してしまった                                   「動詞句」 

 

「それは『近いうちに消滅する危機にさらされている』という意味だ」 

 --- Significa «que está amenazado por una próxima desaparición». 

《「動詞」「目的語」》 

Significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 〜を意味する                         「動詞」 

«que ｹ pron（主語） 〜ということを                                    「目的語」 

está amenazado ｴｽﾀ･ｱﾒﾅｻﾄﾞ 3 単現･受動(amenazar)v.i 脅迫されている「動詞」 

por una próxima desaparición». ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾌﾟﾛｷｼﾏ･ﾃﾞｻﾊﾟﾘｼｵﾝ 

   adv. 近日中の消滅によって                                   「副詞句」 

 

「僕の花は、近いうちに消滅する危機にさらされているんですか？」 

 --- ¿Mi flor está amenazada por una próxima desaparición? 

《「主語」「動詞」「副詞句」》 

¿Mi flor ﾐ･ﾌﾛｰﾙ n.f 僕の花は                                              「主語」 

está amenazado ｴｽﾀ･ｱﾒﾅｻﾄﾞ 3 単現･受動(amenazar)v.i 脅迫されている        「動詞」 

por una próxima desaparición? ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾌﾟﾛｷｼﾏ･ﾃﾞｻﾊﾟﾘｼｵﾝ 

   adv. 近日中の消滅によって                                           「副詞句」 

 

「その通り」 

 --- Seguramente.                                                      《「副詞」》 

Seguramente. ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 確かに、その通り                              「副詞」 

 

「僕の花ははかないんだ。」と、王子様は考えた。「そして、世の中から身を守るのにとげ

を 4 本しか持っていない。それなのに、僕はたった独りぼっちで僕の家に残してきたんだ」 

 «Mi flor es efímera ---pensó el principito---, ¡ y sólo tiene cuatro espinas para 

defenderse contra el mundo! ¡Y la he dejado totalmente sola en mi casa!» 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《y「動詞句」「目的語」「副詞句」┃Y「目的語」「動詞句」「副詞句」》 
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Mi flor ﾐ･ﾌﾛｰﾙ n.f 僕の花は                                               「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

efímera --- ｴﾌｨﾒﾗ adj.f はかない                                           「補語」 

pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.i 考えた                                       「動詞」 

el principito---, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¡y ｲ conj. そして 

sólo tiene ｿﾛ･ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 〜しか持っていない                    「動詞句」 

cuatro espinas ｸｧﾄﾛ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f とげを 4 本                            「目的語」 

para defenderse ﾊﾟﾗ･ﾃﾞﾌｪﾝﾃﾞﾙｾ adv. 自分を守るために                    「副詞句」 

contra el mundo! ｺﾝﾄﾗ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世の中から                          「副詞句」 

¡Y ｲ conj. そして 

la ﾗ pron その花を                                                    「目的語」 

he dejado ｴ･ﾃﾞﾊﾄﾞ 1 単現･完了形(dejar)v.t 残してきた                    「動詞句」 

totalmente sola ﾄﾀﾙﾒﾝﾃ･ｿﾗ adv. たった独りぼっちで                      「副詞句」 

en mi casa!» ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕の家に                                    「副詞句」 

 

それは、やり残した事に対する初めての衝撃だった。しかし、彼は落着きを取り戻した。 

 Ése fue su primer impulso de nostalgia. Pero se repuso: 

「主語」「動詞」「補語」┃Pero「動詞句」 

Ése ｴｾ pron それは                                                      「主語」 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

su primer impulso ｽ･ﾌﾟﾘﾒｰﾙ･ｲﾝﾌﾟﾙｿ n.m 初めての衝撃                      「補語」 

de nostalgia. ﾃﾞ･ﾉｽﾀﾙﾋｱ adj. 心残りの                            「形容詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

se repuso: ｾ･ﾚﾌﾟｿ 3 単点(reponerse)v.pr 立ち直った、落ち着いた           「動詞句」 

 

「僕はこれから何を訪れたら良いですか？」と王子様は尋ねた。 

 --- ¿Qué me aconsejáis que vaya a visitar? ---preguntó. 

《「直接目的語」「間接目的語」「動詞」「形容詞節」》,「動詞」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                 「直接目的語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

aconsejáis ｱｺﾝｾﾊｲｽ 2 複現(aconsejar)v.t 助言する                           「動詞」 

que ｹ pron（目的語）〜する                        「形容詞節：Qué」 

vaya a visitar? --- ﾊﾞﾔ･ｱ･ﾋﾞｼﾀｰﾙ 接・1 単現･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.t これから訪れるのが良い               「動詞句」 

preguntó. ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                             「動詞」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVI 

  - 236 - 

 

「地球という惑星がいいだろう」と、地理学者が答えた。 

 --- El planeta Tierra ---le respondió el geógrafo---. 

《「主語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

El planeta Tierra --- ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ･ﾃｨｴﾗ n.m 地球という惑星                    「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                    「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

el geógrafo---. ｴﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫ n.m 地理学者が                                 「主語」 

 

「地球は評判がいい」 

Tiene buena reputación...                                        「動詞」「目的語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t ある                                          「動詞」 

buena reputación... ﾌﾞｴﾅ･ﾚﾌﾟﾀｼｵﾝ n.f よい評判                           「目的語」 

 

それで、王子様は自分の花の事を思いながらそこを離れた。 

 Y el principito partió, pensando en su flor.               Y「主語」「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. それで 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

partió, ﾊﾟﾙﾃｨｵ 3 単点(partir)v.i 出発した                                  「動詞」 

pensando ﾍﾟﾝｻﾝﾄﾞ 現在分詞(pensar)v.i 考えながら                        「副詞句」 

en su flor. ｴﾝ･ｽ･ﾌﾛｰﾙ adv. 彼の花の事を                       「間接目的語」 

 

XVI 

 

7 番目の惑星は、だから、地球だった。 

El séptimo planeta fue, pues, la Tierra.                 「主語」「動詞」pues「補語」 

El séptimo planeta ｴﾙ･ｾﾌﾟﾃｨﾓ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 7 番目の惑星は                    「主語」 

fue, ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ conj. だから、それで 

la Tierra. ﾗ･ﾃｨｴﾗ n.f 地球                                                「補語」 

 

地球は、ありふれた惑星ではない。 

 La Tierra no es un planeta cualquiera.                      「主語」「動詞」「補語」 

La Tierra ﾗ･ﾃｨｴﾗ n.f 地球は                                              「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                    「動詞」 

un planeta ｳﾝ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星                                            「補語」 
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cualquiera. ｸゎﾙｷｴﾗ adj. ありふれた                               「形容詞」 

 

そこには、111 人の王様（もちろん黒人の王様も数えて）、7000 人の地理学者、90 万人の

実業家、750 万人の酔っ払い、3 億 1100 万人の見栄っ張り、つまり、およそ 20 億人の大

人たちが数えられる。 

Se cuentan allí ciento once reyes (sin olvidar, sin duda, los reyes negros), siete mil 

geógrafos, novecientos mil homres de negocios, siete millones y medio de ebrios, 

trescientos once millones de vanidosos, es decir, alrededor de dos mil millones de 

personas grandes.                                        「動詞句」「副詞」「主語」 

Se cuentan ｾ･ｸｴﾝﾀﾝ 3 複現･再帰受動(contarse)v.pr 数えられる、含まれる   「動詞句」 

allí ｱｼﾞ adv. そこには                                                    「副詞」 

ciento once reyes ｼｴﾝﾄ･ｵﾝｾ･ﾚｲｴｽ pl.n.m 111 人の王様                        「主語」 

(sin olvidar, ｼﾝ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ adv. 忘れずに                             「副詞句」 

sin duda, ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. もちろん、疑いもなく                      「副詞句」 

los reyes negros), ﾛｽ･ﾚｲｴｽ･ﾈｸﾞﾛｽ pl.n.m 黒人の王様を               「目的語」 

siete mil geógrafos, ｼｴﾃ･ﾐﾙ･ﾍｵｸﾞﾗﾌｫｽ pl.n.m 7000 人の地理学者              「主語」 

novecientos mil homres de negocios, ﾉﾍﾞｼｴﾝﾄｽ･ﾐﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ 

  pl.n.m 90 万人の実業家                                                 「主語」 

siete millones y medio de ebrios, ｼｴﾃ･ﾐﾘｵﾈｽ･ｲ･ﾒﾃﾞｨｵ･ﾃﾞ･ｴﾌﾞﾘｵｽ 

   pl.n.m 750 万人の酔っ払い                                             「主語」 

trescientos once millones de vanidosos, ﾄﾚｽｼｴﾝﾄｽ･ｵﾝｾ･ﾐﾘｵﾈｽ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾆﾄﾞｿｽ 

   pl.n.m 3 億 1100 万人の見栄っ張り                                      「主語」 

es decir, ｴｽ･ﾃﾞｼｰﾙ adv. つまり                                          「副詞句」 

alrededor de ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞ adv. 約〜の                    「副詞句」 

dos mil millones de ﾄﾞｽ･ﾐﾙ･ﾐﾘｵﾈｽ･ﾃﾞ adj. 20 億人の                「形容詞句」 

personas grandes. ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人が                             「主語」 

 

地球の大きさについてのおよその知識を君たちに与えるために、僕は次のように言いたい。

それは、電気が発明される以前には、6 つの大陸の合計で 462,511 人の点灯夫を保持しなけ

ればならなかったということだ。 

 Para daros una idea de las dimensiones de la Tierra os diré que antes de la invención 

de la electricidad se debía mantener, en el conjunto de seis continentes, un verdarero 

ejército de cuatrocientos sesenta y dos mil quinientos once faroleros. 

「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するように                                     「副詞句」 

daros ﾀﾞﾙ･ｵｽ 不定詞(dar+os)v.t 君たちに与える                   「動詞句」 
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una idea ｳﾅ･ｲﾃﾞｱ n.f およその知識を                            「目的語」 

de las dimensiones de la Tierra ﾃﾞ･ﾗｽ･ﾃﾞｨﾒﾝｼ 0 ﾈｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ 

   adj. 地球の大きさについての                        「形容詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

diré ﾃﾞｨﾚ 1 単未･意思(decir)v.t 言いたい                                   「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

antes de la invención de la electricidad ｱﾝﾃｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｲﾝﾍﾞﾝｼｵﾝ･ﾃﾞ･ﾗ･ｴﾚｸﾄﾘｼﾀﾞﾄﾞ 

   adv. 電気が発明される以前には                            「副詞句」 

se ｾ pron 人は                                                「主語」 

debía mantener, ﾃﾞﾋﾞｱ･ﾏﾝﾃﾈｰﾙ 3 単線･義務(deber+不定詞) 

  v.t 保持しなければならなかった                            「動詞句」 

en el conjunto de seis continentes, ｴﾝ･ｴﾙ･ｺﾝﾌﾝﾄ･ﾃﾞ･ｾｲｽ･ｺﾝﾁﾈﾝﾃｽ 

  adv. 6 つの大陸の合計で                                    「副詞句」 

un verdarero ejército de ｳﾝ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾛ･ｴﾍﾙｼﾄ･ﾃﾞ adj. 1 つの本物の軍隊のような「形容詞句」 

cuatrocientos sesenta y dos mil quinientos once faroleros. 

 ｸゎﾄﾛｼｴﾝﾄｽ･ｾｾﾝﾀ･ｲ･ﾄﾞｽ･ﾐﾙ･ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｵﾝｾ･ﾌｧﾛﾚﾛｽ 

 pl.n.m 462,511 人の点灯夫を                                「目的語」 

 cuatrocientos sesenta y dos ｸゎﾄﾛｼｴﾝﾄｽ･ｾｾﾝﾀ･ｲ･ﾄﾞｽ 462  mil ﾐﾙ 1000 

 quinientos once ｷﾆｴﾝﾄｽ･ｵﾝｾ 511 → 462,511 

 

離れて見ると、点灯夫たちは素晴らしい効果を作っていた。 

 Vistos desde lejos hacían un efecto espléndido.           「副詞句」「動詞」「目的語」 

Vistos ﾋﾞｽﾄｽ 過去分詞･受動.pl(ver)v.t 見られると                         「副詞句」 

desde lejos ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾚﾎｽ adv. 離れて、遠くから                      「副詞句」 

hacían ｱｼｱﾝ 3 複線(hacer)v.t 作っていた                                   「動詞」 

un efecto espléndido. ｳﾝ･ｴﾌｪｸﾄ･ｴｽﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ n. 素晴らしい効果を          「目的語」 

 

この軍隊の動きは、オペラのバレー団のように編成されていました。 

Los movimientos de este ejército estaban organizados como los de un ballet de ópera. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los movimientos ﾛｽ･ﾓﾋﾞﾐｴﾝﾄｽ pl.n.m 動きは                               「主語」 

de este ejército ﾃﾞ･ｴｽﾃ･ｴﾍﾙｼﾄ adj. この軍隊の                     「形容詞句」 

estaban organizados ｴｽﾀﾊﾞﾝ･ｵﾙｶﾞﾆｻﾄﾞ 3 複線･受動(organizar)v.t 編成されていた「動詞句」 

  編成：個々のものを集めて組織的なまとまりとすること 

como los de un ballet de ópera. ｺﾓ･ﾛｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾊﾞﾚ･ﾃﾞ･ｵﾍﾟﾗ 

 adv. オペラのバレー団のように                                       「副詞句」 
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一番最初は、ニュージーランドとオーストラリアの点灯夫たちの順番だった。彼らは、一

度街灯が点灯されると、寝るために立ち去った。 

Primero era el turno de los faroleros de Nueva Zelanda y de de Australia. Una vez 

alumbradas sus lamparillas, se iban a dormir. 

「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞句」 

Primero ﾌﾟﾘﾒﾛ n.m 最初は                                               「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

el turno de los faroleros ｴﾙ･ﾄｩﾙﾉ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾌｧﾛﾚﾛｽ n.m 点灯夫たちの順番        「補語」 

de Nueva Zelanda y de Australia. ﾃﾞ･ﾇｴﾊﾞ･ﾂｪﾗﾝﾀﾞ･ｲ･ﾃﾞ･ｱｳｽﾄﾗﾘｱ 

   adj. ニュージーランドとオーストラリアの                      「形容詞句」 

Una vez ｳﾅ･ﾍﾞｽ adv. 〜した後で、一度〜したら                          「副詞句」 

alumbradas ｱﾙﾑﾌﾞﾗﾀﾞｽ 過去分詞 pl.f(alumbrar)点灯された           「動詞」 

sus lamparillas, ｽｽ･ﾗﾝﾊﾟﾘｼﾞｬｽ pl.n.f 街灯が                        「主語」 

se iban a dormir. ｾ･ｲﾊﾞﾝ･ｱ･ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 3 複線(irse a+不定詞) 

   v.pr 寝るために立ち去った                                           「動詞句」 

 

すると今度は、中国とシベリアの点灯夫たちが、ダンスの順番になって入ってきた。それ

から、彼らもそっと舞台裏に消えて行った。 

Entonces entraban en el turno de la danza los faroleros de China y de Siberia. Luego, 

también se escabullían entre los bastidores. 

「副詞」「動詞」「副詞句」「主語」┃「副詞句」,「動詞」「副詞句」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. すると、その時                                     「副詞」 

entraban ｴﾝﾄﾗﾊﾞﾝ 3 複線(entrar)v.i 入ってきた                             「動詞」 

en el turno de la danza ｴﾝ･ｴﾙ･ﾄｩﾙﾉﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾞﾝｻ adv. ダンスの順番になって    「副詞句」 

los faroleros de China y de Siberia. ﾛｽ･ﾌｧﾛﾚﾛｽ･ﾃﾞ･ﾁﾅ･ｲ･ﾃﾞ･ｼﾍﾞﾘﾔ 

   pl.n.m 中国とシベリアの点灯夫たちが                                   「主語」 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた、同様に                                    「副詞」 

se escabullían ｾ･ｴｽｶﾌﾞﾘｱﾝ 3 複線(escabullirse) 

v.pr（誰にも気づかれずに）紛れ込んだ                                  「動詞」 

entre los bastidores. ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ﾊﾞｽﾁﾄﾞﾚｽ adv. 舞台裏に                     「副詞句」 
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今度は、ロシアとインドの点灯夫の順番だった。それから、アフリカとヨーロッパの点灯

夫。それから、南アメリカの点灯夫。それから、北アメリカの点灯夫が出てきた。 

Entonces era el turno de los faroleros de Rusia y de las Indias. Luego los de África y 

Europa. Luego los de América del Sur. Luego los de América del Norte. 

「副詞」「動詞」「補語」┃「副詞」「主語」┃「副詞」「主語」┃「副詞」「主語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. 今度は                                             「副詞」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

el turno de los faroleros de Rusia y de las Indias.  

  ｴﾙ･ﾄｩﾙﾉ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾌｧﾛﾚﾛｽ･ﾃﾞ･ﾙｼｱ･ｲ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｲﾝﾃﾞｨｱｽ 

  n.m ロシアとインドの点灯夫の順番                                      「補語」  

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

los de África y Europa. ﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾌﾘｶ･ｲ･ｴｳﾛﾊﾟ 

 pl.n.m アフリカとヨーロッパの点灯夫が                                「主語」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

los de América del Sur. ﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾒﾘｶ･ﾃﾞﾙ･ｽﾙ pl.n.m 南アメリカの点灯夫が     「主語」 

Luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

los de América del Norte. ﾛｽ･ﾃﾞ･ｱﾒﾘｶ･ﾃﾞﾙ･ﾉﾙﾃ pl.n.m 北アメリカの点灯夫が  「主語」 

 

そして彼らは決して舞台に登場する順番を間違えなかった。それは壮大な眺めだった。 

Y nunca se equivocaban en el orden de entrada en escena. Era grandioso. 

Y「副詞」「動詞句」「間接目的語」┃「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

nunca ﾇﾝｶ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

se equivocaban ｾ･ｴｷﾎﾞｶﾊﾞﾝ 3 複線(equivocarse)v.pr（否定文で）間違えなかった「動詞句」 

en el orden ｴﾝ･ｴﾙ･ｵﾙﾃﾞﾝ adv. 順番を                                 「間接目的語」 

de entrada ﾃﾞ･ｴﾝﾄﾗﾀﾞ adj. 登場の                          「形容詞句」 

en escena. ｴﾝ･ｴｽｾｰﾅ adv. 舞台に                     「副詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

grandioso. ｸﾞﾗﾝﾃﾞｨｵｿ adj. 壮大な                                          「補語」 

 

北極の唯一の街灯の点灯夫と南極の唯一の街灯の点灯夫だけは、暇で無気力な生活を送っ

ていた：彼らは、1 年に 2 回だけ働いていたのだ。 

 Solamente el falorero del único farol del Polo Norte y su colega del único farol del Polo 

Sur llevaban una vida ociosa e indiferente: trabajaban dos veces al año. 

「主語」「動詞」「目的語」：「動詞」「副詞句」 

Solamente el falorero ｿﾗﾒﾝﾃ･ｴﾙ･ﾌｧﾛﾚﾛ n.m 点灯夫だけは                    「主語」 
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del único farol ﾃﾞﾙ･ｳﾆｺ･ﾌｧﾛﾙ adj. 唯一の街灯の                   「形容詞句」 

del Polo Norte ﾃﾞﾙ･ﾎﾟﾛ･ﾉﾙﾃ adj. 北極の                 「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

su colega ｽ･ｺﾚｶﾞ n.m その同僚は                                          「主語」 

del único farol ﾃﾞﾙ･ｳﾆｺ･ﾌｧﾛﾙ adj. 唯一の街灯の                    「形容詞句」 

del Polo Sur ﾃﾞﾙ･ﾎﾟﾛ･ｽﾙ adj. 南極の                    「形容詞句」 

llevaban ｼﾞｪﾊﾞﾊﾞﾝ 3 複線(llevar)v.t 過ごしていた                           「動詞」 

una vida ｳﾅ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 生活を                                            「目的語」 

ociosa e indiferente: ｵｼｵｻ･ｴ･ｲﾝﾃﾞｨﾌｪﾚﾝﾃ 

   adj.f 暇で無気力な                                         「形容詞句」 

trabajaban ﾄﾗﾊﾞﾊﾊﾞﾝ 3 複線(trabajar)v.i 働いていた                        「動詞」 

dos veces al año. ﾄﾞｽ･ﾍﾞｾｽ･ｱﾙ･ｱﾝﾆｮ adv. 1 年に 2 回                       「副詞句」 

 

XVII 

 

人は、自分の知性をひけらかそうとすると、少し嘘をつくことがある。 

Cuando se quiere ser ingenioso ocurre que se miente un poco.「副詞節」,「動詞」「主語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

se ｾ pron 人は                                                   「主語」 

quiere +不定詞 ｷｴﾚ 3 単現･願望 v. 〜したい                       「動詞句」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜でいる                                 「動詞」 

ingenioso ｲﾝﾍﾆｵｿ adj. 利発な、才気に富んだ                        「補語」 

ocurre ｵｸﾚ 3 単現(ocurrir)v.i 起こる                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

se ｾ pron 自分に                                             「間接目的語」 

miente ﾐｴﾝﾃ 3 単現(mentir)v.i 嘘をつく                              「動詞」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                         「副詞句」 

 

点灯夫たちについて話した時、僕はあまり正直ではなかった。 

No he sido muy honesto cuando hablé de los faroleros.     「動詞句」「補語」「副詞節」 

No he sido ﾉ･ｴ･ｼﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(ser)v.i 〜でなかった               「動詞句」 

muy honesto ﾑｲ･ｵﾈｽﾄ adj.（否定文で）あまり正直では〜ない                「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                           「副詞節」 

hablé ｱﾌﾞﾚ 1 単点(hablar)v.i (de について) 話した                    「動詞」 

de los faroleros. ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾌｧﾛﾚﾛｽ adv. 点灯夫たちについて         「間接目的語」 
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僕たちの惑星を知らない人たちに、間違えた概念を与えてしまう危険がある。 

Corro el riesgo de dar una falsa idea de nuestro planeta a quienes no lo conocen. 

「動詞」「目的語」 

Corro ｺﾛ 1 単現(correr)v.t（危険などに）さらされている                     「動詞」 

el riesgo ｴﾙ･ﾘｴｽｺﾞ n.m 危険に                                          「目的語」 

de dar ﾃﾞ･ﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t 〜を与えるという                    「形容詞句」 

una falsa idea ｳﾅ･ﾌｧﾙｻ･ｲﾃﾞｱ n.f 間違えた概念を     「直接目的語」 

de nuestro planeta ﾃﾞ･ﾇｴｽﾄﾗ･ﾌﾟﾗﾈﾀ 

 adj. 僕たちの惑星の                   「形容詞句」 

a quienes ｱ･ｷｴﾈｽ adv. 人たちに                    「間接目的語」 

no lo conocen. ﾉ･ﾛ･ｺﾉｾﾝ 3 複現･否定(conocer) 

v.t それを知らない                      「動詞句」 

 

人間たちは、地球上でほんのわずかな場所を占領しているにすぎない。 

Los hombrers ocupan muy poco lugar en la Tierra. 「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Los hombrers ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                「主語」 

ocupan ｵｸﾊﾟﾝ 3 複現(ocupar)v.t 占領している                               「動詞」 

muy poco lugar ﾑｲ･ﾎﾟｺ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m ほんのわずかな場所を                  「目的語」 

en la Tierra. ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地球上で                                   「副詞句」 

 

もし地球に住んでいる 20 億人の住人が、少しきつく詰めて集会みたいに立っているとすれ

ば、幅 20 マイルで長さ 20 マイルの公共広場の中に簡単に入ることができるだろう。 

Si los dos mil millones de habitantes que pueblan la Tierra se tuviesen de pie y un poco 

apretados, como en un mitin, podrían alojarse fácilmente en una plaza pública de veinte 

millas de largo por veinte millas de ancho.            「副詞節」,「動詞句」「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

los dos mil millones de habitantes ﾛｽ･ﾄﾞｽ･ﾐﾙ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾀﾝﾃｽ 

   pl.n.m 20 億人の住人が                                        「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

pueblan ﾌﾟｴﾌﾞﾗﾝ 3 複現(poblar)v.t 住んでいる       「動詞」 

la Tierra ﾗ･ﾃｨｴﾗ n.f 地球に                      「目的語」 

se tuviesen ｾ･ﾄｩﾋﾞｴｾﾝ 接・3 複過(tenerse)v.pr 立っていたとする   「動詞句」 

de pie ﾃﾞ･ﾋﾟｴ adv. 立って                                       「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

un poco apretados, ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｱﾌﾟﾚﾀﾄﾞｽ adv. 少しきつく詰めて「副詞句」 

como en un mitin, ｺﾓ･ｴﾝ･ｳﾝ･ﾐﾁﾝ adv. 集会みたいに「副詞句」 
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podrían alojarse ﾎﾟﾄﾞﾘｱﾝ･ｱﾛﾊﾙｾ 3 複過未･推量･可能(poder+不定詞) 

   v.pr 入ることができるだろう                                         「動詞句」 

fácilmente ﾌｧｼﾙﾒﾝﾃ adv. 簡単に                                           「副詞」 

en una plaza pública ｴﾝ･ｳﾅ･ﾌﾟﾗｻ･ﾌﾟﾌﾞﾘｶ adv. 公共広場の中に              「副詞句」 

de veinte millas de largo ﾃﾞ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ﾗﾙｺﾞ 

 adj. 長さ 20 マイルの                                       「形容詞句」 

por veinte millas de ancho. ﾎﾟﾙ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾐｼﾞｬｽ･ﾃﾞ･ｱﾝﾁｮ 

 adv. 幅 20 マイルで                                  「副詞句」 

 

太平洋のとても小さい島の上に、人類を山積みにすることだってできるだろう。 

Podría amontonarse a la humanidad sobre la más mínima islita del Pacífico. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Podría amontonarse ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｱﾓﾝﾄﾅﾙ･ｾ 3 単過未･推量(poder+不定詞) 

   v.t 人は〜を山積みにすることができるだろう                          「動詞句」 

  Podría +不定詞は条件法 amontonarse の se は「主語」で「人は」の意味 

a la humanidad ｱ･ﾗ･ｳﾏﾆﾀﾞﾄﾞ n.f 人類を                                 「目的語」 

sobre la más mínima islita ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾏｽ･ﾐﾆﾏ･ｲｽﾗ adv. とても小さい島の上に  「副詞句」 

del Pacífico. ﾃﾞﾙ･ﾊﾟｼﾌｨｺ adj. 太平洋の                          「形容詞句」 

 

大人たちは、間違いなく、君たちを信じないだろう。 

 Las personas grandes, sin duda, no os creerán. 

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Las personas grandes, ﾗｽ･ﾍﾟﾙｿﾅｽ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞｽ pl.n.f 大人たちは                 「主語」 

sin duda, ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく、きっと                             「副詞句」 

no ...creerán. ﾉ...ｸﾚｴﾗﾝ 3 複未･否定(creer)v.t 信じないだろう               「動詞句」 

os ｵｽ pron 君たちを                                                   「目的語」 

 

彼らは、自分たちが沢山の場所を占めていると思い込んでいる。 

Se imaginan que ocupan mucho lugar.                          「動詞句」「目的語」 

Se imaginan ｾ･ｲﾏﾋﾅﾝ 3 複現(imaginarse) 

v.pr (que+直説法 〜と) 彼らは思い込んでいる                          「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ocupan ｵｸﾊﾟﾝ 3 複現(ocupar)v.t 占めている                         「動詞」 

mucho lugar. ﾑﾁｮ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 沢山の場所を                        「目的語」 
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彼らは、自分がバオバブのように大物だと感じているんだ。 

Se sienten importantes, como los baobabs.               「動詞句」「補語」「副詞句」 

Se sienten ｾ･ｼｴﾝﾃﾝ 3 複現(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じている           「動詞句」 

importantes, ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃｽ adj.pl 重大な、大物の                             「補語」 

como los baobabs. ｺﾓ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ adv. バオバブのように                 「副詞句」 

 

だから彼らに、計算をするように助言してみなさい。 

Les aconsejaréis, pues, que hagan el cálculo. 

「間接目的語」「動詞」「副詞」「直接目的語」 

Les ﾚｽ pron.pl 彼らに                                              「間接目的語」 

aconsejaréis, ｱｺﾝｾﾊﾚｲｽ 2 複未･命令(aconsejar) 

v.t (que+接続法 〜するように) 助言しなさい                             「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで、だから                                           「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

hagan ｱｶﾞﾝ 接・3 複現(hacer)v.t する                          「動詞」 

el cálculo. ｴﾙ･ｶﾙｸﾛ n.m 計算                                「目的語」 

 

大人たちは数字が大好きだから、その助言は彼らの気に入るだろう。 

Les agradará porque adoran las cifras.               「間接目的語」「動詞」「副詞節」 

Les ﾚｽ pron.pl 彼らに                                              「間接目的語」 

agradará ｱｸﾞﾗﾀﾞﾗ 3 単未(agradar)v.i 気に入るだろう                        「動詞」 

  「主語」は「計算しなさい」という「助言」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

adoran ｱﾄﾞﾗﾝ 3 複現(adorar)v.t 熱愛する、大好きである              「動詞」 

las cifras. ﾗｽ･ｼﾌﾗｽ pl.n.f 数字を                                  「目的語」 

 

でも、そんなうんざりすることで時間を無駄にしてはいけない。 

Pero no perdáis el tiempo en esta penitencia.       Pero「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

no perdáis ﾉ･ﾍﾟﾙﾀﾞｲｽ 接・2 複現･命令･否定(perder)v.t（時間を）無駄にするな 「動詞句」 

el tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間を                                        「目的語」 

en esta penitencia. ｴﾝ･ｴｽﾀ･ﾍﾟﾆﾃﾝｼｱ adv. そんな苦行で                    「副詞句」 

 

それは無駄なことだ。 

Es inútil.                                                         「動詞」「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 
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inútil. ｲﾇﾃｨﾙ adj. 無駄な                                                 「補語」 

 

君たちは、僕を信用して欲しいな。 

Tened confianza en mí.                                 「動詞」「目的語」「副詞句」 

Tened ﾃﾈ 命・2 複現(tener)v.t 持ちなさい                                  「動詞」 

confianza ｺﾝﾌｨｱﾝｻ n.f 信頼、信用                                       「目的語」 

en mí. ｴﾝ･ﾐ adv. 僕に対して                                            「副詞句」 

 

一度地球に着いてみると、誰にも会わないので王子様はとても驚いた。 

 Una vez en tierra, el principito quedó muy sorprendido al no ver a nadie. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Una vez en tierra, ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ｵﾝ･ﾃｨｴﾗ adv. 一度地球に着いてみると           「副詞句」 

 una vez +過去分詞／+直説法 一度〜したら、〜した後で 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i（+補語）なった                               「動詞」 

muy sorprendido ﾑｲ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ 過去分詞(sorprender)adj. とても驚いた     「補語」 

al +不定詞 ｱﾙ adv.（原因）〜することに、〜するので、                   「副詞句」 

no ver ﾉ･ﾍﾞｰﾙ 不定詞･否定 v.t 会わない                           「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰にも〜ない                              「目的語」 

 

惑星を間違えたのではないかと心配していた。その時、砂の中で月色の輪が動いた。 

Temía ya haberse equivocado de planeta, cuando un anillo de color de luna se revolvió 

en la arena.                 「動詞句」「副詞句」,「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Temía +不定詞 ﾃﾐｱ 3 単線･心配(temer+不定詞) 

v.t 〜するのではないかと心配していた                                「動詞句」 

ya ﾔｰ adv. すでに、もう                                          「副詞」 

haberse equivocado ｱﾍﾞｰﾙｾ･ｴｷﾎﾞｶﾄﾞ 不定詞･完了形(equivocarse) 

   v.pr(de を) 間違えてしまった                                 「動詞句」 

de planeta, ﾃﾞ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星を                                        「目的語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ adv. その時                                               「副詞」 

un anillo ｳﾝ･ｱﾆｼﾞｮ n.m 輪が                                              「主語」 

de color de luna ﾃﾞ･ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾙﾅ adj. 月の色の                     「形容詞句」 

se revolvió ｾ･ﾚﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(revolverse)v.pr 動いた                       「動詞句」 

en la arena. ｴﾝ･ﾗ･ｴﾚﾅ adv. 砂の中で                                     「副詞句」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVII 

  - 246 - 

「今晩は」と、王子様はあてもなく言った。 

 --- Buenas noches ---dijo al azar el principito.   《「挨拶」》,「動詞」「副詞句」「主語」 

--- Buenas noches --- ﾌﾞｴﾅｽ･ﾉﾁｪｽ adv. 今晩は                               「挨拶」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(deir)v.t 言った                                           「動詞」 

al azar ｱﾙ･ｱｻｰﾙ adv. あてもなく                                        「副詞句」 

el principito. ｴﾙ･ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                「主語」 

 

「今晩は」と、ヘビが言った。 

 --- Buenas noches ---dijo la serpiente.                    《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

--- Buenas noches --- ﾌﾞｴﾅｽ･ﾉﾁｪｽ adv. 今晩は                               「挨拶」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(deir)v.t 言った                                           「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

「僕はどの惑星に落ちたのだろうか？」と、王子様は尋ねた。 

 --- ¿En qué planeta he caído? ---preguntó el principito. 

《「副詞句」「動詞句」》,「動詞」「主語」 

--- ¿En qué planeta ｴﾝ･ｹ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. どの惑星に                          「副詞句」 

he caído? --- ｴ･ｶｲﾄﾞ 1 単現･完了形(caer)v.i 落ちた                         「動詞句」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                              「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「地球だよ、アフリカだよ」 

 --- En la Tierra, en África ---respondió la serpiente.       《「応答」》,「動詞」「主語」 

--- En la Tierra, ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地球だよ                                  「応答」 

en África --- ｴﾝ･ｱﾌﾘｶ adv. アフリカだよ                                    「応答」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

「ああ！．．．それじゃあ、地球には誰もいないの？」 

 --- ¡Ah! ... ¿No hay, pues, nadie en la Tierra? 

《「感嘆」...「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」》 

--- ¡Ah! ... ｱｰ int. ああ！                                                 「感嘆」 

¿No hay, ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                              「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それならば                                               「副詞」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                           「目的語」 

en la Tierra? ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地球には                                   「副詞句」 
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「ここは砂漠だよ。砂漠には誰もいないよ。地球は広いんだ。」と、ヘビが言った。 

 --- Esto es el desierto. En los desiertos no hay nadie. La Tierra es grande ---dijo la 

serpiente. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「補語」》 

---「動詞」「主語」 

--- Esto ｴｽﾄ pron ここは                                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

el desierto. ｴﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ n.m 砂漠                                           「補語」 

En los desiertos ｴﾝ･ﾛｽ･ﾃﾞｼｴﾙﾄｽ adv. 砂漠には                            「副詞句」 

no hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t いない                                「動詞句」 

nadie. ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                           「目的語」 

La Tierra ﾗ･ﾃｨｴﾗ n.f 地球は                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

grande --- ｸﾞﾗﾝﾃﾞ adj. 大きい                                             「補語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 
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王子様は、岩に腰を掛けて、空を見上げた。 

 El principito se sentó sobre una piedra y levantó los ojos hacia el cielo: 

「主語」「動詞句」「副詞句」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

se sentó ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 座った、腰かけた                     「動詞句」 

sobre una piedra ｿﾌﾞﾚ･ｳﾅ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ adv. 岩の上に                          「副詞句」 

y ｲ conj. それから 

levantó ﾚﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantar)v.t 上げた                                   「動詞」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目を                                             「目的語」 

hacia el cielo: ｱｼｱ･ｴﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の方へ                                 「副詞句」 

 

「僕は自分に問いかける」と王子様は言った。「星たちは、誰もがいつかは自分の星を見つ

けられるように輝いているのだろうかと。」 

 --- Me pregunto ---dijo--- si las estrellas están encendidas a fin de que cada uno pueda 

encontrar la suya algún día. 

《「動詞句」》,「動詞」,《si「主語」「動詞」「補語」「副詞節」》 

--- Me pregunto --- ﾒ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 1 単現(preguntarse)v.pr 僕は自分に問いかける「動詞句」 

dijo--- ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                            「主語」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現(estar)v.i 〜である                                「動詞」 

encendidas ｴﾝｾﾝﾃﾞｨﾀﾞｽ 過去分詞(encender)adj.f.pl 輝いている        「補語」 

a fin de que ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ･ｹ conj. 〜するために                       「副詞節」 

cada uno ｶﾀﾞ･ｳﾉ pron 誰もが、それぞれの人が              「主語」 

pueda encontrar ﾌﾟｴﾀﾞ･ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 接・3 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t 見つけられるように                               「動詞句」 

la suya ﾗ･ｽﾔ pron.f 自分の星を                          「目的語」 

algún día. ｱﾙｸﾞﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. いつかは                     「副詞句」 

フランス語原版と「フランス語で読もう 星の王子様」では 

retrouver（見つける、戻る）が使われていて「自分の星に戻れるように」と翻訳されてい

るが、ここでは「見つけられるように」と翻訳した。 

 

「見てごらん、僕の惑星を。僕たちの真上にある．．．けど、なんて遠いんだろう。」 

Mira mi planeta. Está justo sobre nosotros... Pero ¡qué lejos está! 

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「副詞句」...Pero「補語」「動詞」》 

Mira ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見なさい                                     「動詞」 
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mi planeta. ﾐ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 僕の惑星を                                     「目的語」 

Está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜にある                                         「動詞」 

justo ﾌｽﾄ adv. ちょうど                                                  「副詞」 

sobre nosotros... ｿﾌﾞﾚ･ﾉｿﾄﾛｽ adv. 僕たちの上に                           「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

¡qué lejos ｹ･ﾚﾎｽ adj. なんて遠い！                                        「補語」 

está! ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                        「動詞」 

 

「なんて美しいんだ！」と、ヘビが言った。「ここへ何をしにきたの？」 

 ---¡Qué hermoso es! ---dijo la serpiente---. ¿Qué vienes a hacer aquí? 

《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞句」「副詞」》 

---¡Qué hermoso ｹ･ｴﾙﾓｿ adj.m なんて美しいんだ                           「補語」 

es! ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la serpiente---. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                      「主語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

vienes a hacer ﾋﾞｴﾈｽ･ｱ･ｱｾｰﾙ 2 単現(venir a+不定詞) 

   v.t 〜をしに来た                                                    「動詞句」 

aquí? ｱｷ adv. ここに                                                     「副詞」 

 

「ある花と気まずくなったんだよ」と、王子様は言った。 

--- Estoy disgustado con una flor ---dijo el principito.《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

disgustado ﾃﾞｨｽｸﾞｽﾀﾄﾞ adj. 対立した、気まずい                            「補語」 

con una flor --- ｺﾝ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ adv. ある花と                           「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「あ、そう」と、ヘビが答えた。 

---¡Ah! ---dijo la serpiente.                               《「応答」》,「動詞」「主語」 

---¡Ah! --- ｱｰ adv. あ、そう                                               「応答」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(deir)v.t 言った                                           「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

そして二人は黙り込んだ。 

Y quedaron en silencio.                                           Y「動詞」「補語」 
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Y ｲ conj. そして 

quedaron ｹﾀﾞﾛﾝ 3 複点(quedar)v.i 〜になった                              「動詞」 

en silencio. ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 無言に、静かに                                 「補語」 

 

「人間たちはどこにいるの？」とついに王子様は続けた。「人は砂漠ではちょっと独りぼっ

ちだね」 

--- ¿Dónde están los hombres? ---prosiguió al fin el principito---. Se está un poco solo en 

el desierto. 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞句」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

--- ¿Dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこに                                             「副詞」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現(estar)v.i 〜にいる                                       「動詞」 

los hombres? ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                 「主語」 

---prosiguió ﾌﾟﾛｼｷﾞｵ 3 単点(proseguir)v.t 続けた                            「動詞」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                                               「副詞句」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Se ｾ pron 人は                                                          「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

un poco solo ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ｿﾛ adj. ちょっと独りぼっちの                          「補語」 

en el desierto. ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠では                           「副詞句」 

 

「人間たちと一緒に居てもやはり、人は独りぼっちだよ」と、ヘビが言った。 

---Con los hombres también se está solo ---dijo la serpiente. 

《「副詞句」「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Con los hombres ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ adv. 人間たちと一緒に居ても            「副詞句」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. やはり、同じように                                  「副詞」 

se ｾ pron 人は                                                          「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

solo ｿﾛ adj. 独りぼっちの                                                 「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

王子様は、しばらくヘビを見ていた。 

 El principito la miró largo tiempo.               「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

la ﾗ pron（la serpiente の代用）ヘビを                                  「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                             「動詞」 
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largo tiempo. ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. しばらく                                 「副詞句」 

 

「君は、奇妙な動物だね」と、ついにヘビに向かって言った。「指みたいに細くて．．．」 

---Eres un animal raro ---le dijo al fin---. Delgado como un dedo... 

《「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「副詞句」,《「補語」》 

---Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

un animal raro ｳﾝ･ｱﾆﾏﾙ･ﾗﾛ n.m 奇妙な動物                                「補語」 

---le ﾚ pron（la serpiente の代用）ヘビに                            「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

al fin---. ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                                            「副詞句」 

Delgado ﾃﾞﾙｶﾞﾄﾞ adj. 細い                                               「補語」 

como un dedo... ｺﾓ･ｳﾝﾃﾞﾄﾞ adv. 指みたいに                         「副詞句」 

 

「だけど、俺は王様の指よりも強いぜ」と、ヘビが言った。 

---Pero soy más poderoso que el dedo de un rey ---dijo la serpiente. 

《Pero「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

más poderoso ﾏｽ･ﾎﾟﾃﾞﾛｯｿ adj. もっと強い                                  「補語」 

que el dedo ｹ･ｴﾙ･ﾃﾞﾄﾞ adv. 指よりも                               「副詞句」 

de un rey ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾚｲ adj 王様の                           「形容詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

王子様は微笑んだ。 

 El principito sonrió.                                              「主語」「動詞」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

sonrió. ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                   「動詞」 

 

「それほど強くないね．．．足さえ持っていないし．．．旅行だって出来ないよ」 

---No eres muy poderoso..., ni siquiera tienes patas..., ni siquiera puedes viajar... 

《「動詞句」「補語」┃「副詞句」「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞句」》 

---No eres ﾉ･ｴﾚｽ 2 単現･否定(ser)v.i 〜でない                             「動詞句」 

muy poderoso..., ﾑｲ･ﾎﾟﾃﾞﾛｿ adj.（否定文で）それほど強くない               「補語」 

ni siquiera ﾆ･ｼｷｴﾗ adv. 〜さえ．．．ない                                  「副詞句」 

ni ﾆ conj. 〜も．．．もない siquiera ｼｷｴﾗ adv.（否定の強調）〜さえ（ない） 
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tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

patas..., ﾊﾟﾀｽ pl.n.f 脚                                                 「目的語」 

ni siquiera ﾆ･ｼｷｴﾗ adv. 〜さえ．．．ない                                  「副詞句」 

puedes viajar... ﾌﾟｴﾃﾞｽ･ﾋﾞｱﾊｰﾙ 2 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.i 旅行できる                                                      「動詞句」 

「船よりも遠くまで、君を連れていけるぜ」と、ヘビは言った。 

---Puedo llevarte más lejos que un navío ---dijo la serpiente. 

《「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」 
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---Puedo llevarte ﾌﾟｴﾄﾞ･ｼﾞｪﾊﾞﾙ･ﾃ 1 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t 君を連れていける                                                「動詞句」 

más lejos ﾏｽ･ﾚﾎｽ adv. もっと遠くまで                                   「副詞句」 

que un navío ｹ･ｳﾝ･ﾅﾋﾞｵ adv. 船よりも                                   「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが                                         「主語」 

 

ヘビは、金のブレスレットのように、王子様の足首の周りに巻き付いた。 

 Se enroscó alrededor del tobillo del principito como un brazalete de oro. 

「動詞句」「副詞句」 

Se enroscó ｾ･ｴﾝﾛｽｺ 3 単点(enroscarse)v.pr 巻き付いた                     「動詞句」 

alrededor del tobillo ｱﾙﾚﾃﾞﾄﾞｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾋﾞｼﾞｮ adv. 足首の周りに             「副詞句」 

del principito ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adj. 王子様の                      「形容詞句」 

como un brazalete de oro. ｺﾓ･ｳﾝ･ﾌﾞﾗｻﾚﾃ･ﾃﾞ･ｵﾛ adv. 金のブレスレットのように「副詞句」 

 

「俺は人に触って、その人がやってきたもとの場所に戻してやる」と、さらに言った。 

---A quien toco, lo vuelvo a la tierra de donde salió ---dijo aún---. 

《「目的語」「動詞」,「目的語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「副詞」 

---A quien ｱ･ｷｴﾝ pron その人を                                         「目的語」 

toco, ﾄｺ 1 単現(tocar)v.t 触れる、触る                                     「動詞」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

vuelvo ﾌﾞｴﾙﾎﾞ 1 単現(volver)v.t 戻す                                       「動詞」 

a la tierra ｱ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. その土地へ                                     「副詞句」 

de donde ﾃﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. そこから                                        「副詞句」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i やってきた                                       「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

aún---. ｱｳﾝ adv. さらに                                                   「副詞」 

 

「だけど、君は純粋だし、星からやって来たんだ．．．」 

Pero tú eres puro y vienes de una estrella... 

《Pero「主語」「動詞」「補語」y「動詞」「副詞句」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

puro ﾌﾟｰﾛ adj. 純粋な                                                    「補語」 

y ｲ conj. そして 
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vienes ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i やって来た                                   「動詞」 

de una estrella... ﾃﾞ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. 星から                             「副詞句」 

 

王子様は、何も答えなかった。 

 El princippito no respondió nada.                       「主語」「動詞句」「目的語」 

El princippito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

no respondió ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.t 答えなかった         「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

「花崗岩の地球の上でそれほどか弱い君は、僕に哀れみを催させるよ。いつか君が、たま

らなく自分の星が恋しくなったら、君を助けることが出来るよ。おれ、出来るんだ．．．」 

---Me das lástima, tú, tan débil, sobre esta Tierra de granito. Puedo ayudarte si algún 

día extrañas demasiado tu planeta. Puedo... 

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「主語」┃「動詞句」「副詞節」┃「動詞」》 

---Me ﾒ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

das ﾀﾞｽ 2 単現(dar)v.t 起こさせる                                         「動詞」 

lástima, ﾗｽﾃｨﾏ n.f 哀れみを                                        「直接目的語」 

tú, ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

tan débil, ﾀﾝ･ﾃﾞﾋﾞﾙ adj. それほどか弱い                         「形容詞句」 

sobre esta Tierra de granito. ｿﾌﾞﾚ･ｴｽﾀ･ﾃｨｴﾗ･ﾃﾞ･ｸﾞﾗﾆﾄ 

 adv. 花崗岩の地球の上で                             「副詞句」 

Puedo ayudarte ﾌﾟｴﾄﾞ･ｱﾕﾀﾞﾙ･ﾃ 1 単現･可能(poder+不定詞) 

   v.t 君を助けることが出来る                                          「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

algún día ｱﾙｸﾞﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. いつか                                「副詞句」 

extrañas ｴｸｽﾄﾗﾆｬｽ 2 単現･近接未来(extrañar)v.t 〜を恋しく思う      「動詞」 

demasiado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv. あまりにも                                「副詞」 

tu planeta. ﾄｩ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 君の星を                              「目的語」 

Puedo... ﾌﾟｴﾄﾞ 1 単現(poder)v.i 出来る                                      「動詞」 

 

「ああ！よく分かったよ。」と、王子様は言った。「だけど、どうしていつも謎をかけるの？」 

---¡Oh! Te he comprendido muy bien ---dijo el principito---, pero ¿por qué hablas 

siempre con enigmas?    《「間投」┃「目的語」「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」, 

《pero「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

---¡Oh! ｵｰ int. ああ！                                                    「間投」 

Te ﾃ pron 君の言う事を                                                「目的語」 
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he comprendido ｴ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨﾄﾞ 1 単現･完了形(comprender)v.t 分かった     「動詞句」 

muy bien --- ﾑｲ･ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                          「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

el principito---, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

¿por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                               「副詞句」 

hablas ｱﾌﾞﾗｽ 2 単現(hablar)v.i 話す                                       「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

con enigmas? ｺﾝ･ｴﾆｸﾞﾏｽ adv. 謎をかけて                                 「副詞句」 

 

「謎はすべて、俺が解く」と、ヘビが言った。 

---Yo los resuelvo todos ---dijo la serpiente. 

《「主語」「目的語」「動詞」「形容詞」》,「動詞」「主語」 

---Yo ｼﾞｮ pron おれが                                                    「主語」 

los ﾛｽ pron.pl それらを                                                「目的語」 

resuelvo ﾚｽｴﾙﾎﾞ 1 単現(resolver)v.t 解く                                   「動詞」 

todos --- ﾄﾄﾞｽ adj.pl すべての                                   「形容詞」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

la serpiente. ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f ヘビが「主語」 

 

そして彼らは口をつぐんだ。 

Y quedaron en silencio.                                          Y「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

quedaron ｹﾀﾞﾛﾝ 3 複点(quedar)v.i 〜になった                              「動詞」 

en silencio. ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 無言に、静かに                                 「補語」 

 

XVIII 

 

王子様は砂漠を横断したが、1 輪の花以外は何も出会わなかった。花弁が 3 枚の、まったく

つまらない花に．．． 

El principito atraversó el desierto y no encontró más que una flor. Una flor de tres 

pétalos, una flor de nada...  「主語」「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」┃「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

atraversó ｱﾄﾗﾍﾞﾙｿ 3 単点(atraversar)v.t 横断した                          「動詞」 

el desierto ｴﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ n.m 砂漠を                                       「目的語」 

y ｲ conj. そして、しかし 
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no encontró の・ｴﾝｺﾝﾄﾛ 3 単点･否定(encontrar)v.t 出会わなかった         「動詞句」 

más que una flor. ﾏｽ･ｹ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 1 輪の花以外は何も                   「目的語」 

Una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 1 輪の花                                          「目的語」 

de tres pétalos, ﾃﾞ･ﾄﾚｽ･ﾍﾟﾀﾛｽ adj. 花弁が 3 枚の               「形容詞句」 

una flor ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 1 輪の花                                          「目的語」 

de nada... ﾃﾞ･ﾅﾀﾞ adj. まったくつまらない                    「形容詞句」 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。 

--- Buenos días ---dijo el principito.                       《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

--- Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「こんにちは」と、花が言った。 

--- Buenos días ---dijo la flor.                             《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

--- Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la flor. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花が                                                   「主語」 

 

  



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XVIII 

  - 257 - 

「人間たちは、どこにいますか？」と、王子様は丁重に尋ねた。 

---¿Dónde están los hombres? ---preguntó cortésmente el principito. 

《「副詞」「動詞」「主語」》,「動詞」「副詞」「主語」 

---¿Dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこに                                              「副詞」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複過(estar)v.i 〜にいる                                       「動詞」 

los hombres? ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                 「主語」 

---preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                            「動詞」 

cortésmente ｺﾙﾃｽﾒﾝﾃ adv. 礼儀正しく、丁重に                              「副詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

花は、ある日キャラバンが通るのを見たことがあった。 

 Un día la flor había visto pasar una caravana. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. ある日                                             「副詞句」 

la flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花は                                                    「主語」 

había visto ｱﾋﾞｱ･ﾋﾞｽﾄ 3 単線･完了形(ver)v.t 見たことがあった             「動詞句」 

pasar ﾊﾟｻｰﾙ 不定詞 v.i（目的語の動作）通る                                「補語」 

una caravana. ｳﾅ･ｷｬﾗﾊﾞﾅ n.f キャラバンが                               「目的語」 

 

「人間たちですって？6 人か 7 人はいると思うわ」 

---¿Los hombres? Creo que existen seis o siete.         《「確認」┃「動詞」「目的語」》 

---¿Los hombres? ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちですって？                     「確認」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t (+que+直説法) 〜だと思う                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

existen ｴｸｼｽﾃﾝ 3 複現(existir)v.i いる、存在する                     「動詞」 

seis o siete. ｾｲｽ･ｵ･ｼｴﾃ pl.n.m 6 人か 7 人は                          「主語」 

 

何年も前に彼らも見ましたが、どこで彼らに出会えるかは全くわかりません。 

Los he visto hace años. Pero no se sabe nunca dónde encontrarlos. 

「目的語」「動詞句」「副詞句」┃Pero「動詞句」「主語」 

Los ﾛｽ pron 彼らを                                                    「目的語」 

he visto ｴ･ﾋﾞｽﾄ 1 単現･完了形(ver)v.t 見た                               「動詞句」 

hace años. ｱｾ･ｱﾆｮｽ adv. 何年も前に                                     「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

no se sabe nunca ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ･ﾇﾝｶ 3 単現･否定(saberse)v.pr 決して分からない  「動詞句」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜するかということは                             「主語」 
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encontrarlos. ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙ･ﾛｽ 不定詞(encontrar+los) 

   v.t 彼らに出会う                                              「動詞句」 

 

風が彼らを運んでいくんです。彼らには根がないんです。その事で、彼らはとても困って

います。 

El viento los lleva. No tienen raíces. Les molesta mucho no tenerlas. 

「主語」「目的語」「動詞」┃「動詞句」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

El viento ｴﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ n.m 風が                                              「主語」 

los ﾛｽ pl.pron 彼らを                                                  「目的語」 

lleva. ｼﾞｪﾊﾞ 3 単現(llevar)v.t 運んでいく                                   「動詞」 

No tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t ない                            「動詞句」 

raíces. ﾗｲｾｽ pl.n.f(raíz) 根が                                            「目的語」 

Les ﾚｽ pron 彼らに                                                「間接目的語」 

molesta ﾓﾚｽﾀ 3 単現(molestar)v.t 迷惑をかける、調子を狂わす               「動詞」 

mucho ﾑﾁｮ adv. とても                                                   「副詞」 

no tenerlas. ﾉ･ﾃﾈｰﾙ･ﾗｽ 不定詞･否定(tener+las) 

   n. 根が無い事が                                                       「主語」 

 

「さようなら」と、王子様が言った。 

---Adiós ---dijo el principito.                              《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Adiós ｱﾃﾞｨｵｽ int. さようなら                                           「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は「主語」 

 

「さようなら」と、花が言った。 

---Adiós ---dijo la flor.                                   《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Adiós ｱﾃﾞｨｵｽ int. さようなら                                           「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la flor. ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f 花が                                                   「主語」 

 

XIX 

 

王子様は高い山に登った。 

El principito subió a una alta montaña.                「主語」「動詞」「間接目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

subió ｽﾋﾞｵ 3 単点(subir)v.i (a に) 登った                                   「動詞」 
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a una alta montaña. ｱ･ｳﾝｱ･ｱﾙﾀ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ adv. 高い山に                 「間接目的語」 

 

彼が知っていたのは、彼の膝に達する 3 つの火山だけだった。 

Las únicas montañas que había conocido eran los tres volcanes que le llegaban a la 

rodilla.                                                    「主語」「動詞」「補語」 

Las únicas montañas ﾗｽ･ｳﾆｶｽ･ﾓﾝﾀﾆｬｽ pl.n.f ほんの数個の山は               「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

  único ｳﾆｺ adj. 唯一の、特別な （複数の特別な物の場合は únicos を使う） 

había conocido ｱﾋﾞｱ･ｺﾉｼﾄﾞ 3 単線･完了形(conocer) 

v.t 知っていた                                       「動詞句」 

eran ｴﾗﾝ 3 複点(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

los tres volcanes ﾛｽ･ﾄﾚｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 3 つの火山                          「補語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

le ﾚ pron 彼に                                     「間接目的語」 

llegaban ｼﾞｪｶﾞﾊﾞﾝ 3 複線(llegar)v.i 達する                  「動詞」 

a la rodilla. ｱ･ﾗ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬ adv. 膝に                   「間接目的語」 

 

彼は、休火山を腰かけとして使っていた。 

Usaba el volcán apagado como taburete.                 「動詞」「目的語」「副詞句」 

Usaba ｳｻﾊﾞ 3 単線(usar)v.t 使っていた                                    「動詞」 

el volcán ｴﾙ･ﾎﾞﾙｶﾝ n.m 一つの火山を                                   「目的語」 

apagado ｱﾊﾟｶﾞﾄﾞ adj. 消えた、活気のない                       「形容詞」 

como taburete. ｺﾓ･ﾀﾌﾞﾚﾃ adv. 腰かけとして、スツール                    「副詞句」 

 

「このように高い山からならば」と、自分で思った。「惑星全体と全ての人間を一挙に見ら

れるだろうな」 

《Desde una montaña alta como ésta ---se dijo---, veré de un golpe todo el planeta y 

todos los hombres...》         《「副詞句」》,「動詞句」,《「動詞」「副詞句」「目的語」》 

《Desde una montaña ﾃﾞｽﾃﾞ･ｳﾅ･ﾓﾝﾀﾝﾆｬ adv. 山からならば                「副詞句」 

alta como ésta ｱﾙﾀ･ｺﾓ･ｴｽﾀ adj. このように高い                 「形容詞句」 

---se dijo---, ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 自分で思った                      「動詞句」 

veré ﾍﾞﾚ 1 単未(ver)v.t 見えるだろう                                      「動詞」 

de un golpe ﾃﾞ･ｳﾝ･ｺﾞﾙﾍﾟ adv. 一気に、一挙に、一目で                    「副詞句」 

todo el planeta ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m 惑星全体を                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

todos los hombres...》ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 全ての人間を                「目的語」 
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しかしとても尖った岩の針しか見えなかった。 

Pero sólo vio agujas de rocas bien afiladas.             Pero「副詞」「動詞」「目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                                      「副詞」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                               「動詞」 

agujas de rocas ｱｸﾞﾊｽ･ﾃﾞ･ﾛｶｽ pl.n.f 岩の針を                            「目的語」 

bien afiladas. ﾋﾞﾔﾝ･ｱﾌｨﾗﾀﾞｽ adj. とても尖った                  「形容詞句」 

 afilar ｱﾌｨﾗｰﾙ v.t 鋭くする、研ぐ → afilado 過去分詞･受動 adj. 鋭くされた、尖った 

 

「こんにちは」と、王子様はあてもなく言ってみた。 

---Buenos días ---dijo al azar.                          《「挨拶」》,「動詞」「副詞句」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

al azar. ｱﾙ･ｱｻｰﾙ adv. 適当に、あてもなく                                「副詞句」 

 

「こんにちは、こんにちは、こんにちは．．．」と、こだまが答えた。 

---Buenos días... Buenos días... Buenos días...---respondió el eco. 

《「挨拶」「挨拶」「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días... ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                              「挨拶」 

Buenos días... Buenos días... ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ 

 adv. こんにちは、こんにちは                                           「挨拶」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 

el eco. ｴﾙ･ｺｰ n.m こだまが                                               「主語」 

 

「君は誰？」と、王子様は言った。 

---¿Quién eres? ---dijo el principito.                《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

---¿Quién ｷｴﾝ pron 誰                                                    「補語」 

eres? ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「君はだれ？．．．君はだれ？．．．」と、こだまが答えた。 

---¿Quién eres? ..., quién eres... ---respondió el eco. 

《「補語」「動詞」┃「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

---¿Quién ｷｴﾝ pron 誰                                                    「補語」 
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eres? ..., ｴﾚｽ 2単現(ser)v.i 〜である                                         「動詞」 

quién ｷｴﾝ pron 誰                                                       「補語」 

eres... ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                         「動詞」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 

el eco. ｴﾙ･ｺｰ n.m こだまが                                               「主語」 

 

「僕の友達になってちょうだい、僕は独りぼっちなんだ」と、王子様は言った。 

---Sed amigos míos, estoy solo ---dijo el principito. 

《「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Sed ｾｯﾄﾞ 命・2 複現(ser)v.i 〜になってちょうだい                        「動詞」 

amigos míos, ｱﾐｺﾞｽ･ﾐｵｽ pl.n.m 僕の友達に                                 「補語」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

solo ｿﾛ adj. 孤独な、独りぼっちの                                        「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「僕は独りぼっち．．．僕は独りぼっち．．．僕は独りぼっち．．．」と、こだまが答えた。 

---Estoy solo..., estoy solo..., estoy solo ---respondió el eco. 

《「動詞」「補語」．．．「動詞」「補語」．．．「動詞」「補語」．．．》,「動詞」「主語」 

---Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                     「動詞」 

solo..., ｿﾛ adj. 孤独な、独りぼっちの                                        「補語」 

estoy solo..., estoy solo ｴｽﾄｲ･ｿﾛ･ｴｽﾄｲ･ｿﾛ            「動詞」「補語」．．．「動詞」「補語」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 

el eco. ｴﾙ･ｺｰ n.m こだまが                                               「主語」 

 

「なんて奇妙な惑星だろう！」と、その時王子様は思った。「干上がって、先が尖って、厳

しそうだ。」 

《¡Qué planeta tan raro! ---pensó entonces---. Es seco, puntiagudo y salado. 

《「感嘆」》,「動詞」「副詞」,《「動詞」「補語」》 

《¡Qué planeta ｹ･ﾌﾟﾗﾈﾀ n.m なんという惑星だ！                           「感嘆」 

tan raro! ﾀﾝ･ﾗﾛ adj. とても変わった、奇妙な                      「形容詞句」 

---pensó ﾍﾟﾝｿ 3 単点(pensar)v.i 思った                                     「動詞」 

entonces---. ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                           「副詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

seco, ｾｺ adj. 干上がった                                                  「補語」 

puntiagudo ﾌﾟﾝﾃｨｱｸﾞﾄﾞ adj. 先のとがった                                 「補語」 
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y ｲ conj. そして 

salado. ｻﾗﾄﾞ adj. 厳しい、塩分を含んだ                                   「補語」 

  salado は塩分ではなくて、生活するには厳しい環境を表しているのだろう。 

 

それに人々は想像力に欠けている。人が言う事をそのまま繰り返して言っているだけだ。

僕の星では、ぼくは一輪の花を持っていたけど、いつでも彼女が先に話しかけてくれた。 

Y los hombres no tienen imaginación. Repiten lo que se les dice... En mi casa tenía una 

flor: era siempre la primera en hablar...》 

《Y「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

「副詞句」「動詞」「目的語」:「動詞」「副詞」「補語」》 
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Y ｲ conj. そして 

los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人々は                                      「主語」 

no tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t ない                             「動詞句」 

imaginación. ｲﾏﾋﾅｼｵﾝ n.f 想像力                                        「目的語」 

Repiten ﾚﾋﾟﾃﾝ 3 複現(repetir)v.t 繰り返している                            「動詞」 

lo ﾛ pron そのことを                                                   「目的語」 

que ｹ pron（直接目的語）〜する                               「形容詞節」 

se ｾ pron 人が                                          「主語」 

les ﾚｽ pron.pl 彼らに                              「間接目的語」 

dice... ﾃﾞｨｾ 3 単現(decir)v.t 言う                          「動詞」 

En mi casa ｴﾝ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕の星では                                    「副詞句」 

tenía ﾃﾆｱ 1 単線(tener)v.t 持っていた                                      「動詞」 

una flor: ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                                        「目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

la primera ﾗ･ﾌﾟﾘﾒﾗ n.f 1 番、最初                                           「補語」 

en hablar...》ｴﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adv. 話す時は                              「副詞句」 

 

XX 

 

しかし王子様は、長い時間砂地や岩場や雪の上を歩いた後で、たまたま 1 本の道をついに

発見したのだった。 

Pero sucedió que el principito, habiendo caminado largo tiempo a través de arenas, de 

rocas y de nieves, descubrió al fin una ruta.                   Pero「動詞句」「主語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sucedió ｽｾﾃﾞｨｵ 3 単点(suceder)v.i (que+直説法) 〜が起こった、たまたま〜した「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということが                                               「主語」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                              「主語」 

habiendo caminado ﾊﾋﾞｴﾝﾄﾞ･ｶﾐﾅﾄﾞ 現在分詞･完了形(caminar) 

   v.i 歩いた後で                                                 「副詞句」 

largo tiempo ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い時間                    「副詞句」 

a través ｱ･ﾄﾗﾍﾞｽ adv. (de を) 通って                       「副詞句」 

de arenas, ﾃﾞ･ｱﾚﾅｽ pl.n.f 砂地を                    「目的語」 

de rocas ﾃﾞ･ﾛｶｽ pl.n.f 岩場を                       「目的語」 

y ｲ conj. そして 

de nieves, ﾃﾞ･ﾆｴﾍﾞｽ pl.n.f 雪の上を                 「目的語」 
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descubrió ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘｵ 3 単点(descubrir)v.t 発見した                       「動詞」 

al fin ｱﾙ･ﾌｨﾝ adv. ついに                                           「副詞句」 

una ruta. ｳﾅ･ﾙｰﾀ n.f 1 本の道を                                     「目的語」 

 

そして、すべての道は人々の住居まで続いているのだ。 

Y todas las rutas van hacia la morada de los hombres.     Y「主語」「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

todas las rutas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾙﾀｽ pl.n.f 全ての道は                              「主語」 

van ﾊﾞﾝ 3 複現(ir)v.i 〜に達する                                           「動詞」 

hacia la morada ｱｼｱ･ﾗ･ﾓﾗﾀﾞ adv. 住居の方へ                             「副詞句」 

  hacia ｱｼｱ prep 〜の方へ morada ﾓﾗﾀﾞ n.f 住居 

de los hombres. ﾃﾞ･ﾛｽｵﾝﾌﾞﾚｽ adj. 人々の                        「形容詞句」 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。 

---Buenos días ---dijo.                                          《「挨拶」》,「動詞」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

 

そこはバラの花が咲いた庭だった。 

Era un jardín florido de rosas.                                      「動詞」「補語」 

Era ｴﾗ 3 単点（ser）v.i 〜だった                                          「動詞」 

un jardín ｳﾝ･ﾊﾙﾃﾞｨﾝ n.m 庭                                              「補語」 

florido de rosas. ﾌﾛﾘﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ adj. バラの花が咲いた              「形容詞句」 
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「こんにちは」と、バラの花たちが言った。 

---Buenos días ---dijeron las rosas.                        《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---dijeron ﾃﾞｨﾍﾛﾝ 3 複点(decir)v.t 言った                                   「動詞」 

las rosas. ﾗｽ･ﾛｻｽ pl.n.f バラの花たちが「主語」 

 

王子様は、バラの花たちをみた。どれも、王子様の花に似ていた。 

El principito las miró. Todas se parecían a su flor. 

「主語」「目的語」「動詞」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

las ﾗｽ pron.pl バラの花たちを                                          「目的語」 

miró. ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

Todas ﾄﾀﾞｽ pron.pl.f どれも                                              「主語」 

se parecían ｾ･ﾊﾟﾚｼｱﾝ 3 複線(parecerse)v.pr 似ていた                     「動詞句」 

a su flor. ｱ･ｽ･ﾌﾛｰﾙ adv. 王子様の花に                               「間接目的語」 

 

「君たちは誰なの？」と、王子様は驚いて彼らに尋ねた。 

---¿Quiénes sois? ---les preguntó estupefacto. 

《「補語」「動詞」》,「間接目的語」「動詞」「副詞」 

---¿Quiénes ｷｴﾈｽ pron.pl(quién) 誰                                        「補語」 

sois? --- ｿｲｽ 2 複現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.i 尋ねた                              「動詞」 

estupefacto. ｴｽﾄｩﾍﾟﾌｧｸﾄ adv. 驚いて、びっくりして                         「副詞」 

 

「私たちはバラの花よ」と、バラの花が答えた。 

---Somos rosas ---dijeron las rosas.                《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Somos ｿﾓｽ 1 複現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

rosas ﾛｻｽ pl.n.f バラの花                                                「補語」 

---dijeron ﾃﾞｨﾍﾛﾝ 3 複点(decir)v.t 言った                                   「動詞」 

las rosas. ﾗｽ･ﾛｻｽ pl.n.f バラの花たちが                                    「主語」 

 

「ああ！」と、王子様が言った。 

---¡Ah! ---dijo el principito.                              《「感嘆」》,「動詞」「主語」 

---¡Ah! ｱｰ int. ああ！                                                    「感嘆」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 
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el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

そして王子様は自分がとても哀れに感じた。彼の花は、王子様に、自分は宇宙の中でその

種の唯一の花だと語っていたのだった。 

 Y se sintió muy desdichado. Su flor le había contado que era la única de su especie en el 

universo.         Y「動詞句」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Y ｲ conj. そして 

se sintió ｾ･ｼﾝﾁｵ 3 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                  「動詞句」 

muy desdichado. ﾑｲ･ﾃﾞｽﾃﾞｨﾁｬﾄﾞ adj. とても哀れな、不幸な                  「補語」 

Su flor ｽ･ﾌﾛｰﾙ n.f 彼の花は                                               「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

había contado ｱﾋﾞｱ･ｺﾝﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(contar)v.t 語っていた             「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                 「動詞」 

la única ﾗ･ｳﾆｶ n.f 唯一の花                                   「補語」 

de su especie ﾃﾞ･ｽ･ｴｽﾍﾟｼｴ adj. その種の              「形容詞句」 

en el universo. ｴﾝ･ｴﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｿ adv. 宇宙の中で  「副詞句」 

 

しかしここには、たった 1 つの庭の中に 5000 本のどれも良く似た花があるじゃあないか！ 

Y he aquí que había cinco mil, todas semejantes, en un solo jardín. 

Y「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

he ｴ 1 単現(haber)v.t ある                                                「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t 持っている                      「動詞」 

cinco mil, ｼﾝｺ･ﾐﾙ pl.n. 5000 本                            「目的語」 

todas semejantes, ﾄﾀﾞｽ･ｾﾒﾊﾝﾃｽ 

 adj. どれも似たような                        「形容詞句」 

en un solo jardín. ｴﾝ･ｳﾝ･ｿﾛ･ﾊﾙﾃﾞｨﾝ adv. 一つの庭に         「副詞句」 

 

「もしもこれを見たら、とても侮辱されたと感じるだろうな」と、王子様は思った。「ひど

く咳をして、ばつの悪い立場から逃れるために死んだふりをするだろうな」 

《Se sentiría bien vejada si viera esto ---se dijo---; tosería enormemente y aparentaría 

morir para escapar al ridículo. 

《「動詞句」「補語」「副詞節」》,「動詞句」,《「動詞」「副詞」y「動詞句」「副詞句」》 
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《Se sentiría ｾ･ｾﾝﾃｨﾘｱ 3 単過未･推量(sentirse)v.pr 自分を〜だと感じるだろう「動詞句」 

bien vejada ﾋﾞｴﾝ･ﾍﾞﾊﾀﾞ 過去分詞･受動.f(vejar) とても侮辱された              「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                  「副詞節」 

viera ﾋﾞｴﾗ 接・3 単過･仮定法(ver)v.t 見たとする                      「動詞」 

esto ｴｽﾄ pron これを                                             「目的語」 

---se dijo---; ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 思った、自分に言った              「動詞句」 

tosería ﾄｾﾘｱ 3 単過未･推量(toser)v.i 咳をするだろう                        「動詞」 

enormemente ｴﾉﾙﾒﾒﾝﾃ adv. ひどく                                        「副詞」 

y ｲ conj. そして 

aparentaría +不定詞 ｱﾊﾟﾚﾝﾀﾘｱ 3 単過未･推量(aparentar+不定詞) 

   v. 〜したふりをするだろう                                           「動詞句」 

morir ﾓﾘｰﾙ 不定詞 v.i 死んだ                                      「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

escapar ｴｽｶﾊﾟｰﾙ 不定詞 v.i のがれる                               「動詞」 

al ridículo. ｱﾙ･ﾘﾃﾞｨｸﾛ adv. ばつの悪い立場になるのを         「間接目的語」 

 

そして僕は彼女の世話をするふりをしなければならなくなるだろうな。そうしなければ、

僕にも屈辱を与えるために、本当に死んでしまうだろうから。 

Y yo tendría que aparentar cuidarla, pues, si no, para humillarme a mí también, se 

dejaría verdaderamente morir...》                 《Y「主語」「動詞句」,「副詞節」》 

Y ｲ conj. そして 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

tendría que +不定詞 ﾃﾝﾄﾞﾘｱ･ｹ 1 単過未･推量(tener que+不定詞) 

   v. 〜しなければならないだろう                                       「動詞句」 

aparentar +不定詞 ｱﾊﾟﾚﾝﾀｰﾙ 不定詞 v. 〜したふりをする           「動詞句」 

cuidarla, ｸｲﾀﾞｰﾙ･ﾗ 不定詞(cuidar+la)v.t 彼女の世話をする  「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

si no, ｼ･ﾉ adv. さもなければ                                    「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                             「副詞句」 

humillarme ｳﾐｼﾞｬｰﾙ･ﾒ 不定詞(humillar+me) 

v.t 僕に屈辱を与える                                 「動詞句」 

a mí también, ｱ･ﾐ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. ぼくにも                  「副詞句」 

se dejaría verdaderamente morir...》ｾ･ﾃﾞﾊﾘｱ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾃﾞﾗﾒﾝﾃ･ﾓﾘｰﾙ 

   3 単過未･推量(dejarse+自動詞の不定詞 morir + verdaderamente) 

   v.pr 本当に死んでしまうだろう                                「動詞句」 
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それから、王子様はさらに思った：「僕は、この世に唯一の花を持っているので豊かだと思

っていた、だけどありふれた花を一輪もっているだけなんだ」 

 Luego, se dijo aún: 《Me creía rico con una flor única y no poseo más que una rosa 

ordinaria.「副詞」「動詞句」「副詞」：《「動詞句」「補語」「副詞句」y「動詞句」「目的語」》 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decirse)v.pr 思った                                 「動詞句」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

《Me creía ｸﾚｲｱ 1 単線(creerse)v.pr 自分を〜であると思っていた           「動詞句」 

rico ﾘｺ adj. 豊かな                                                       「補語」 

con una flor única ｺﾝ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ･ｳﾆｶ adv. この世に唯一の花を持っているので 「副詞句」 

y ｲ conj. だけど 

no poseo ﾉ･ﾎﾟｾｵ 1 単現･否定(poseer)v.t 持っていない                      「動詞句」 

más que una rosa ﾏｽ･ｹ･ｳﾅ･ﾛｻ n.f 一輪の花しか                           「目的語」 

ordinaria. ｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｱ adj.f ありふれた                             「形容詞」 

 

「あのバラと僕の膝に達する 3 個の火山。1 個の火山は永久に消えたままだろう。」 

La rosa y mis tres volcanes que me llegan a la rodilla, uno de los cuales quizá está 

apagado para siempre.                    《「主語」,「主語」「副詞」「動詞」「補語」》 

La rosa ﾗ･ﾛｻ n.f あのバラは                                              「主語」 

y ｲ conj. そして 

mis tres volcanes ﾐｽ･ﾄﾚｽ･ﾎﾞﾙｶﾈｽ pl.n.m 僕の 3 つの火山は                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕の                                     「間接目的語」 

llegan ｼﾞｪｶﾞﾝ 3 複現(llegar)v.i 届く                         「動詞」 

a la rodilla, ｱ･ﾗ･ﾛﾃﾞｨｼﾞｬ adv. 膝に                    「間接目的語」 

uno de los cuales ｳﾉ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ｸｱﾚｽ n.m そのうちの一つは                     「主語」 

quizá ｷｻ adv. たぶん                                                    「副詞」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

apagado ｱﾊﾟｶﾞﾄﾞ adj. 消えた                                             「補語」 

para siempre. ﾊﾟﾗ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 永久に                             「副詞句」 

 

「現実には、僕は立派な王子なんかじゃない」 

Realmente no soy un gran príncipe...》                    「副詞」「動詞句」「補語」 

Realmente ﾚｱﾙﾒﾝﾃ adv. 現実には                                          「副詞」 

no soy ﾉ･ｿｲ 1 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                 「動詞句」 

un gran príncipe...》ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ n.m 立派な王子様                     「補語」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  - 269 - 

 

そして、草の上に横たわって、王子様は泣いた。 

Y, tendido sobre la hierba, lloró.                               Y「副詞句」,「動詞」 

Y, ｲ conj. そして 

tendido ﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞ 過去分詞(tenderse)v.pr 横たわって                       「副詞句」 

sobre la hierba, ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ｲｴﾙﾊﾞ adv. 草の上に                      「副詞句」 

lloró. ｼﾞｮﾛ 3 単点(llorar)v.i 泣いた                                         「動詞」 

 

 

XXI 

 

その時、キツネが現れた。 

Entonces apareció el zorro.                                 「副詞」「動詞」「主語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

apareció ｱﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(aparecer)v.i 現れた                                「動詞」 

el zorro. ｴﾙ･ｿｯﾛ n.m キツネが                                            「主語」 

 

「こんにちは」と、キツネが言った。 

---Buenos días ---dijo el zorro.                            《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro. ｴﾙ･ｿｯﾛ n.m キツネが                                            「主語」 
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「こんにちは」と、王子様は礼儀正しく答えて、振り返ったが、何も見えなかった。 

---Buenos días ---respondió cortésmente el principito, que se dio la vuelta, pero no vio 

nada.          《「挨拶」》,「動詞」「副詞」「主語」, 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」pero「動詞句」「目的語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 

cortésmente ｺﾙﾃｽﾒﾝﾃ adv. 礼儀正しく                                      「副詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）彼は                                                  「主語」 

se ｾ pron 自分に                                                  「間接目的語」 

dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t 与えた                                            「動詞」 

la vuelta, ﾗ･ｳﾞｴﾙﾀ n.f 回転を                                       「直接目的語」 

   darse la vuelta → 振り返る 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no vio ﾉ･ﾋﾞｵ 3 単点･否定(ver)v.t 見えなかった                            「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

「僕はここにいるよ」と、声が言った。「リンゴの木の下だよ」 

---Estoy aquí ---dijo la voz---, bajo el manzano... 

《「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」》 

---Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i（存在）〜にいる                              「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 
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---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

la voz---, ﾗ･ﾎﾞｽ n.f 声が                                                  「主語」 

bajo ﾊﾞﾎ prep 〜の下に                                                「副詞句」 

el manzano... ｴﾙ･ﾏﾝｻﾉ n.m リンゴの木                           「目的語」 

 

「君はだれ？」と、王子様は言った。「君はとても可愛いね」 

---¿Quién eres? ---dijo el principito---. Eres muy lindo... 

《「補語」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

---¿Quién ｷｴﾝ pron 誰                                                    「補語」 

eres? ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                「主語」 

Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

muy lindo... ﾑｲ･ﾘﾝﾄﾞ adj. とても可愛い                                    「補語」 

 

「ぼくはキツネだよ」と、キツネが言った。 

---Soy un zorro ---dijo el zorro.                    《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

un zorro ｳﾝ･ｿﾛ n.m キツネ                                               「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                             「主語」 

 

「僕と一緒に遊ぼうよ！」と、王子様は彼に申し出た。「僕はこんなに悲しいんだよ」 

---Ven a jugar conmigo ---le propuso el principito---. ¡Estoy tan triste!... 

《「動詞句」「副詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

---Ven a jugar ﾍﾞﾝ･ｱ･ﾌｶﾞｰﾙ 命・2 単現･目的(venir a+不定詞) 

   v.i 遊びにおいで                                                    「動詞句」 

conmigo ｺﾝﾐｺﾞ adv. 僕と一緒に                                           「副詞」 

---le ﾚ pron 彼に                                                   「間接目的語」 

propuso ﾌﾟﾛﾌﾟｿ 3 単点(proponer)v.t 申し出た、提案した                     「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

¡Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                      「動詞」 

tan triste!... ﾀﾝ･ﾄﾘｽﾃ adj. こんなに悲しい                                  「補語」 

 

「君とは遊べないよ！」と、キツネが言った。「飼いならされていないから」 

---No puedo jugar contigo ---dijo el zorro---. No estoy domesticado. 
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《「動詞句」「副詞」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

---No puedo jugar ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾌｶﾞｰﾙ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.i 遊べない                                                        「動詞句」 

contigo ｺﾝﾃｨｺﾞ adv. 君とは                                               「副詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

No estoy domesticado. ﾉ･ｴｽﾄｲ･ﾄﾞﾒｽﾃｨｶﾄﾞ 1 単現･受動･否定(domesticar) 

   v.t 飼いならされていない                                            「動詞句」 

 

「ああ、ごめんね！」と、王子様は言った。 

---¡Ah! Perdón ---dijo el princippito.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---¡Ah! Perdón ｱｰ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾝ adv. ああ、ごめんね！                           「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el princippito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

 

しかし、よく考えてから、付け足した。 

Pero, después de reflexionar, agregó:                         Pero「副詞句」「動詞」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

después de +不定詞 ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ adv. 〜した後で                          「副詞句」 

reflexionar, ﾚﾌﾚｸｼｮﾅｰﾙ 不定詞 v.i 熟考する                          「動詞」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け足した                               「動詞」 

 

「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

---¿Qué significa 《domesticar》?                       《「目的語」「動詞」「主語」》 

---¿Qué ｹ pron 何を                                                   「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《domesticar》? ﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾙ 不定詞 v.t 『飼いならす』は                     「主語」 

 

「きみはここの人じゃないね」と、キツネが言った。「何を探しているの？」 

---No eres de aquí ---dijo el zorro---. ¿Qué buscas? 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

---No eres ﾉ･ｴﾚｽ 2 単現･否定(ser)v.i 〜でない                               「動詞」 

de aquí ﾃﾞ･ｱｷ adv. ここの出身の                                          「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

¿Qué ｹ porn 何を                                                     「目的語」 
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buscas? ﾌﾞｽｶｽ 2 単現(buscar)v.t 探している                                「動詞」 

 

「人間たちを探しているんだ」と、王子様は言った。 

---Busco a los hombres ---dijo el principito ---.    《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

---Busco ﾌﾞｽｺ 1 単現(buscar)v.t 探している                                 「動詞」 

a los hombres ｱ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちを                            「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito ---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

 

 

「『飼いならす』って、どういう意味なの？」 

¿Qué significa 《domesticar》?                          《「目的語」「動詞」「主語」》 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《domesticar》? ﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾙ 不定詞 v.t 『飼いならす』は                     「主語」 

 

「人間たちか」と、キツネが言った。「彼らは鉄砲を持っていて、狩りをするんだ。これは

迷惑な話さ。それから雌鶏も飼っている。これは彼らの唯一のいいとことだよ。君も雌鶏

を探すのかい？」 

---Los hombres ---dijo el zorro--- tienen fusiles y cazan. Es muy molesto. También crían 

gallinas. Es su único interés. ¿Buscas gallinas? 

《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」y「動詞」┃「動詞」「補語」┃ 

「副詞」「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

---Los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                               「主語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

fusiles ﾌｼﾚｽ pl.n.m 鉄砲を                                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

cazan. ｶｻﾝ 3 複現(cazar)v.t 狩りをする                                     「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy molesto. ﾑｲ･ﾓﾚｽﾄ adj. とても迷惑な                                   「補語」 

También ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. その上に                                            「副詞」 

crían ｶﾘｱﾝ 3 複現(criar)v.t 育てている、飼育している                       「動詞」 

gallinas. ｶﾞｼﾞﾅｽ pl.n.f 雌鶏                                             「目的語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 
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su único interés. ｽ･ｳﾆｺ･ｲﾝﾃﾚｽ n.m 彼らの唯一の利点                        「補語」 

¿Buscas ﾌﾞｽｶｽ 2 単現(buscar)v.t 探す                                      「動詞」 

gallinas? ｶﾞｼﾞﾅｽ pl.n.f 雌鶏を                                          「目的語」 

 

「いや、探さない」と、王子様は言った。「僕は、友達を探しているんだ。『飼いならす』

って、どういう意味なの？」 

---No ---dijo el principito---. Busco amigos. ¿Qué significa 《demesticar》? 

《「応答」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「主語」》 

---No ﾉ adv. いや、探さない                                              「応答」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Busco ﾌﾞｽｺ 1 単現(buscar)v.t 探している                                   「動詞」 

amigos. ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 友達を                                            「目的語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《domesticar》? ﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾙ 不定詞 v.t 『飼いならす』は                     「主語」 

 

「それは、皆に忘れられ過ぎた事だよ」と、キツネは言った。「『絆を創る』という意味さ」 

---Es una cosa demasiado olvidada ---dijo el zorro---. Significa 《crear lazos》. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

una cosa ｳﾅ･ｺｰｻ n.f 事                                                   「補語」 

demasiado olvidada ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾀﾞ adj.f 忘れられ過ぎた        「形容詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

Significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《crear lazos》. ｸﾚｱｰﾙ･ﾗｿｽ n. 『絆を創る』こと                          「目的語」 

 

「絆を創る？」 

---¿Crear lazos?                                               《「動詞」「目的語」》 

---¿Crear ｸﾚｱｰﾙ 不定詞 v.t 創る                                           「動詞」 

lazos? ﾗｿｽ pl.n.m 絆、束縛                                             「目的語」 

 

「そうだよ」と、キツネが言った。「僕にとって、君はまだよく似た 10 万人の少年の中の 1

人に過ぎないんだ。だから、僕は君が必要ではないし、君もまた、僕が必要ではない」 

---Sí ---dijo el zorro---. Para mí no eres todavía más que un muchachito semejante a cien 
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mil muchachitos. Y no te necesito. Y tú tampoco me necesitas. 

《「応答」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」「動詞句」「副詞」「補語」 

Y「動詞句」「目的語」┃Y「主語」「副詞」「目的語」「動詞」》 

---Sí ｼ adv. そうだよ                                                     「応答」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

Para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                       「副詞句」 

no eres ﾉ･ｴﾚｽ 2 単現･否定(ser)v.i 〜でない                               「動詞句」 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ                                                 「副詞」 

más que un muchachito ﾏｽ･ｹ･ｳﾝ･ﾑﾁｬﾁﾄ n.m 1 人の少年にしか                「補語」 

semejante ｾﾒﾊﾝﾃ adj. 似ている                                     「形容詞」 

a cien mil muchachitos. ｱ･ｼｴﾝ･ﾐﾙ･ﾑﾁｬﾁﾄｽ adv. 10 万人の少年に 「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

no ...necesito. ﾉ...ﾈｾｼﾄ 1 単現･否定(necesitar)v.t 必要でない                「動詞句」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

tampoco ﾀﾝﾎﾟｺ adv. 〜もまた〜ない                                       「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

necesitas. ﾈｾｼﾀｽ 2 単現(necesitar)v.t 必要である                            「動詞」 

 

「君にとって、僕はよく似た 10 万匹キツネの中の 1 匹に過ぎないんだ。だけど、もし君が

僕を飼いならしたら、お互いに必要になるだろう」 

No soy para ti más que un zorro semejante a cien mil zorros. Pero, si me domesticas, 

tendremos necesidad el uno del otro. 

《「動詞」「副詞句」「補語」┃Pero「副詞節」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

No soy ﾉ･ｿｲ 1 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとって                                          「副詞句」 

más que un zorro ﾏｽ･ｹ･ｳﾝ･ｿﾛ n.m 1 匹のキツネにしか                       「補語」 

semejante a cien mil zorros. ｾﾒﾊﾝﾃ･ｱ･ｼｴﾝ･ﾐﾙ･ｿﾛｽ 

   adj. 10 万匹のキツネに似ている                               「形容詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                                「目的語」 

domesticas, ﾄﾞﾒｽﾃｨｶｽ 2 単現(domesticar)v.t 飼いならす              「動詞」 

tendremos ﾃﾝﾄﾞﾚﾓｽ 1 複未(tener)v.t 持つだろう                             「動詞」 
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necesidad ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ n.f 必要性                                           「目的語」 

el uno del otro. ｴﾙ･ｳﾉ･ﾃﾞﾙ･ｵﾄﾛ adv. 互いに                               「副詞句」 

  el uno al otro 互いに 

 

「君は、僕にとってこの世で唯一の存在になるだろうし、僕も、君にとってこの世で唯一

の存在になるだろう」 

Serás para mí único en el mundo. Seré para tí único en el mundo... 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

Serás ｾﾗｽ 2 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                    「動詞」 

para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとって                                    「副詞句」 

único en el mundo. ｳﾆｺ･ｴﾝ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m この世で唯一の存在                 「補語」 

Seré ｾﾚ 1 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                      「動詞」 

para tí ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとって                                   「副詞句」 

único en el mundo... ｳﾆｺ･ｴﾝ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m この世で唯一の存在               「補語」 

 

「分かって来たよ」と、王子様は言った。 

---Empiezo a comprender ---dijo el principito---.            《「応答」》,「動詞」「主語」 

---Empiezo a comprender ｴﾝﾋﾟｴｿ･ｱ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 1 単現･開始(empezar a+不定詞) 

   v.t 分かって来たよ                                                    「応答」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

 

「一輪の花があってね．．．それが僕を飼いならしたと思うんだ」 

Hay una flor... Creo que me ha domesticado.《「動詞」「目的語」...┃「動詞」「目的語」》 

Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t（存在）があった                                  「動詞」 

una flor... ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花                                         「目的語」 

Creo ｸﾚｵ 1 単現(creer)v.t (que 〜だと) 思う                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

me ﾒ pron 僕を                                                「目的語」 

ha domesticado. ｱ･ﾄﾞﾒｽﾃｨｶﾄﾞ 3 単現･完了形(domesticar) 

v.t 飼いならした                                             「動詞句」 

 

「それはありうることだ」と、キツネは言った。「地球の上では、あらゆることが見られる」 

---Es posible ---dijo el zorro---. ¡En la Tierra se ve toda clase de cosas...! 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」「動詞句」「主語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 
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posible ﾎﾟｼﾌﾞﾚ adj. ありうる、可能な                                      「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

¡En la Tierra ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. この地球上では                            「副詞句」 

se ve ｾ･ﾍﾞ 3 単現･再帰受動(verse)v.pr 見られる                          「動詞句」 

toda clase de cosas...! ﾄﾀﾞ･ｸﾗｾ･ﾃﾞ･ｺｻｽ n.f（全体･単数扱い）全ての事が        「主語」 

 

「いや！地球上のことではないんだ」と、王子様が言った。 

---¡Oh! No es en la Tierra ---dijo el principito. 

《「感嘆」┃「動詞句」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

---¡Oh! ｵｰ adv. おお                                                     「感嘆」 

No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                 「動詞句」 

en la Tierra ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地球上の                                    「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

キツネは、大いに好奇心をそそられたように見えた。 

El zorro pareció muy intrigado.                              「主語」「動詞」「補語」 

El zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                              「主語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜のように見えた                          「動詞」 

muy intrigado. ﾑｲ･ｲﾝﾄﾘｶﾞﾄﾞ 過去分詞･受動(intrigar) 

   adj. 大いに興味をそそられた                                           「補語」 

 

「別の惑星での事だって？」 

---¿En otro planeta?                                                  《「副詞句」》 

---¿En otro planeta? ｴﾝ･ｵﾄﾛ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 別の惑星で                       「副詞句」 

 

「そうだよ」 

---Sí.                                                                  《「応答」》 

---Sí. ｼ adv. そうだ                                                      「応答」 

 

「その惑星に、猟師はいるのかい？」 

---¿Hay cazadores en ese planeta?                     《「動詞」「目的語」「副詞句」》 

---¿Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t いる、ある                                    「動詞」 

cazadores ｶｻﾄﾞﾚｽ pl.n.m 漁師                                           「目的語」 

en ese planeta? ｴﾝ･ｴｾ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. その惑星には                           「副詞句」 
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「いや、いないよ」 

---No.                                                                  《「応答」》 

---No. ﾉ adv. いや、いない                                                「応答」 

 

「それは興味深いね！それじゃあ、雌鶏はいるの？」 

---¡Es interesante eso! ¿Y gallinas?          《「動詞」「補語」「主語」┃Y「目的語」》 

---¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

interesante ｲﾝﾃﾚｻﾝﾃ adj. 興味深い                                        「補語」 

eso! ｴｿ pron それは                                                     「主語」 

¿Y ｲ conj. それじゃあ 

gallinas? ｶﾞｼﾞﾅｽ pl.n.f 雌鶏                                            「目的語」 

  Hay が省略されている 

 

「いや、いないよ」 

---No.                                                                  《「応答」》 

---No. ﾉ adv. いや、いないよ                                              「応答」 

 

「完璧なものなんて無いね」と、キツネはため息をついた。 

---No hay nada perfecto ---suspiró el zorro.     《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

---No hay ﾉ･ｱｲ 3 単現･否定(haber)v.t ない                               「動詞句」 

nada perfecto ﾅﾀﾞ･ﾍﾟﾙﾌｪｸﾄ pron 完璧なものは何も〜ない                 「目的語」 

---suspiró ｽｽﾋﾟﾛ 3 単点(suspirar)v.i ため息をついた                        「動詞」 

el zorro. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                             「主語」 

 

しかしキツネは自分の考えに戻った： 

Pero el zorro volvió a su idea:                         Pero「主語」「動詞」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

el zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                             「主語」 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i (a に) 戻った                              「動詞」 

a su idea: ｱ･ｽ･ｲﾃﾞｱ adv. 自分の考えに                                  「副詞句」 

 

「僕の生活は単調なんだ。僕が雌鶏を追いかけると、人間たちが僕を追いかける。全ての

雌鶏はお互いに似ているそして全ての人間もお互いに似ている」 

---Mi vida es monótona. Cazo gallinas, los hombres me cazan. Todas las gallinas se 

parecen y todos los hombres se parecen. 
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《「主語」「動詞」「補語」┃ 

「動詞」「目的語」,「主語」「目的語」「動詞」┃「主語」「動詞句」y「主語」「動詞句」》 

---Mi vida ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 僕の生活は                                          「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

monótona. ﾓﾉﾄﾅ adj.f 単調な                                              「補語」 

Cazo ｶｿ 1 単現(cazar)v.t 狩りをする、追いかける                           「動詞」 

gallinas, ｶﾞｼﾞﾅｽ pl.n.f 雌鶏を                                           「目的語」 

los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                  「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

cazan. ｶｻﾝ 3 複現(cazar)v.t 追いかける                                     「動詞」 

Todas las gallinas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｶﾞｼﾞﾅｽ pl.n.f 全ての雌鶏は                      「主語」 

se parecen ｾ･ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecerse)v.pr お互いに似ている               「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

todos los hombres ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 全ての人間は                     「主語」 

se parecen. ｾ･ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecerse)v.pr お互いに似ている               「動詞句」 

 

「だから僕はちょっとうんざりしているんだ。だけど、もし君が僕を飼いならしてくれた

ら、僕の生活は沢山の太陽で照らされたみたいになるだろう。」 

Me aburro, pues, un poco. Pero, si me domesticas, mi vida se llenará de sol. 

《「主語」pues「動詞句」「副詞句」┃Pero「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Me aburro, ﾒ･ｱﾌﾞﾛ 1 単現(aburrirse)v.pr うんざりしている、退屈した      「動詞句」 

pues, ﾌﾟｴｽ conj. だから 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. だけど 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                                「目的語」 

domesticas, ﾄﾞﾒｽﾁｶｽ 2 単現(domesticar)v.t 飼い馴らす               「動詞」 

mi vida ﾐ･ﾋﾞﾀﾞ n.f 僕の生活は                                            「主語」 

se llenará ｾ･ｼﾞｪﾅﾗ 3 単未(llenarse)v.pr (de で) 一杯になるだろう           「動詞句」 

de sol. ﾃﾞ･ｿﾙ adv. 太陽で                                               「副詞句」 

 

「他のどんな音とも違うようになっていく足音を聞き分けられるようになるだろう。」 

Conoceré un ruido de pasos que será diferente de todos los otros.  《「動詞」「目的語」》 

Conoceré ｺﾉｾﾚ 1 単未(conocer)v.t（音を）聞き分けられるようになるだろう    「動詞」 

un ruido ｳﾝ･ﾙｲﾄﾞ n.m 物音を                                           「目的語」 

de pasos ﾃﾞ･ﾊﾟｿｽ adj. 歩くときの                             「形容詞句」 
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que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                    「動詞」 

diferente ﾃﾞｨﾌｪﾚﾝﾃ adj. 異なる                          「補語」 

de todos los otros. ﾃﾞ･ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ 

 adv. 他のどんな音とも                             「副詞句」 

注釈：現時点では、王子様の足音は特別な意味が無いので、他の音と区別が出来ない。王

子様がキツネを飼いならし始めると、少しづつ足音が特別なものに変わっていく。 

 

「他の足音は、僕を地面の下へ隠れさせる。」 

Los otros pasos me hacen esconder bajo la tierra. 

《「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

Los otros pasos ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ･ﾊﾟｿｽ pl.n.m 他の足音は                            「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

hacen esconder ｱｾﾝ･ｴｽｺﾝﾃﾞｰﾙ 3 複現･使役(hacer+O+不定詞) 

v.t O を〜隠れさせる                                                 「動詞句」 

bajo la tierra. ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地面の下へ                               「副詞句」 

 

「君の足音は、音楽のように僕を巣穴の外へ呼び出すだろう。その上、ほら見てごらん！

あそこに、見えるだろう、小麦畑が？」 

El tuyo me llamará fuera de la madriguera, como una música. Y además, ¡mira! ¿Ves, 

allá,los campos de trigo? 

《「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「副詞句」「動詞」┃「動詞」「副詞」「目的語」》 

El tuyo ｴﾙ･ﾄｩﾖ pron 君の足音は                                           「主語」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

llamará ｼﾞｬﾏﾗ 3 単未(llamar)v.t 呼び出すだろう                            「動詞」 

fuera de la madriguera, ﾌｴﾗ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾄﾞﾘｹﾞﾗ  adv. 巣穴の外へ               「副詞句」 

como una música. ｺﾓ･ｳﾅ･ﾑｼｶ adv. 音楽のように                          「副詞句」 

Y además, ｲ･ｱﾃﾞﾏｽ adv. その上                                         「副詞句」 

¡mira! ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t 見てごらん                                 「動詞」 

¿Ves, ﾍﾞｽ 2 単現･疑問文(ver)v.t 見えるだろう？                             「動詞」 

allá, ｱｼﾞｬ adv. あそこに                                                  「副詞」 

los campos de trigo? ﾛｽ･ｶﾝﾎﾟｽ･ﾃﾞ･ﾄﾘｺﾞ pl.n.m 小麦畑が                   「目的語」 

 

「僕はパンを食べないから、僕にとって小麦は役に立たない。だから小麦畑は僕に何も思

い出させることはないんだ。」 

Yo no como pan. Para mí el trigo es inútil. Los campos de trigo no me recuerdan nada.  
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《「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no como ﾉ･ｺﾓ 1 単現･否定(comer)v.t 食べない                              「動詞句」 

pan. ﾊﾟﾝ n.m パンを                                                   「目的語」 

Para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとって                                         「副詞句」 

el trigo ｴﾙ･ﾄﾘｺﾞ n.m 小麦は                                              「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

inútil. ｲﾇｰﾃｨﾙ adj. 役に立たない                                          「補語」 

Los campos de trigo ﾛｽ･ｶﾝﾎﾟｽ･ﾃﾞ･ﾄﾘｺﾞ pl.n.m 小麦畑は                     「主語」 

no ...recuerdan ﾉ...ﾚｸｴﾙﾀﾞﾝ 3 複現･否定(recordar)v.t（a+人 に）思い出させない「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も（〜ない）                                     「直接目的語」 

 

「それはとても悲しいことだよ。だけど、君の髪は金色だ。だから君が僕を飼いならして

くれたら、素晴らしい事になるだろう」 

¡Es bien triste! Pero tú tienes cabellos color de oro. Cuando me hayas domesticado, ¡

será maravilloso! 

《「動詞」「補語」┃Pero「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」》 

¡Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

bien triste! ﾋﾞﾔﾝ･ﾄﾘｽﾃ adj. とても悲しい                                   「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t（身体的特徴が）ある                          「動詞」 

cabellos ｶﾍﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 頭髪                                           「目的語」 

color de oro. ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ｵﾛ adj. 金色の                           「形容詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                                「目的語」 

hayas domesticado, ｱﾔｽ･ﾄﾞﾒｽﾁｶﾄﾞ 接・2 単現･完了形（仮定法）(domesticar) 

   v.t 飼い馴らした（とする）                                   「動詞句」 

¡será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                     「動詞」 

maravilloso! ﾏﾗﾋﾞｼﾞｮｿ adj. 素晴らしい                                     「補語」 

 

「金色の小麦は、君を思い出させてくれるだろう。そうすると、僕は、小麦の中を吹き渡

る風の音が好きになるだろうな」 

El trigo dorado será un recuerdo de ti. Y amaré el ruido del viento en el trigo... 
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《「主語」「動詞」「補語」┃Y「動詞」「目的語」》 

El trigo dorado ｴﾙ･ﾄﾘｺﾞ･ﾄﾞﾗﾄﾞ n.m 金色の小麦は                           「主語」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                      「動詞」 

un recuerdo de ti. ｳﾝ･ﾚｸｴﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾃｨ n.m 君の思い出                         「補語」 

Y ｲ conj. そして 

amaré ｱﾏﾚ 1 単未(amar)v.t 好きになるだろう                               「動詞」 

el ruido del viento ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ･ﾃﾞﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ n.m 風の音を                      「目的語」 

en el trigo... ｴﾝ･ｴﾙ･ﾄﾘｺﾞ adv. 小麦の中の                         「副詞句」 

 

キツネは黙り込んで、長いこと王子様を見つめた。 

El zorro calló y miró largo tiempo al principito. 

「主語」「動詞」y「動詞」「副詞句」「目的語」 

El zorro ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                              「主語」 

calló ｶｼﾞｮ 3 単点(callar)v.i 黙った                                         「動詞」 

y ｲ conj. そして 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.i 見た                                             「動詞」 

largo tiempo ﾗﾙｺﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長く                                     「副詞句」 

al principito. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                 「目的語」 

 

「お願いだから、僕を飼いならしておくれよ」と、言った。 

---¡Por favor..., domestícame! ----dijo.                   《「依頼」「動詞句」》,「動詞」 

---¡Por favor..., ﾎﾟﾙ･ﾌｧﾎﾞｰﾙ adv. お願いだから                              「依頼」 

domestícame! ﾄﾞﾒｽﾃｨｶ･ﾒ 命・2 単現(domesticar+me) 

   v.t 僕を飼いならしておくれよ                                        「動詞句」 

----dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                       「動詞」 

 

「僕もそうしたいよ」と、王子様は答えた。「だけどあまり時間が無いんだ。友達を見つけ

たり、沢山の事を知らなければならないんだ」 

---Me gustaría ---respondió el princippito---, pero no tengo mucho tiempo. Tengo que 

encontrar amigos y conocer muchas cosas. 

《「動詞句」》,「動詞」「主語」, 

《pero「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「目的語」y「動詞句」「目的語」》 

---Me gustaría ﾒ･ｸﾞｽﾀﾘｱ 条・1 単現(gustar)v.t できれば僕もそうしたいよ   「動詞句」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 

el princippito---, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                「主語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 
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no tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                               「動詞句」 

mucho tiempo. ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m（否定文で）あまり時間が                 「目的語」 

Tengo que +不定詞 ﾃﾝｺﾞ･ｹ 1 単現(tener que+不定詞)v. 〜しなければならない「動詞句」 

encontrar ｴﾝｺﾝﾄﾗｰﾙ 不定詞 v.t 見つける                           「動詞句」 

amigos ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 友達を                                            「目的語」 

y ｲ conj. そして 

conocer ｺﾉｾｰﾙ 不定詞 v.t 知る                                    「動詞句」 

muchas cosas. ﾑﾁｬｽ･ｺｻｽ pl.n.f 沢山の事を                                「目的語」 

 

「飼いならされた物事しか分からないんだよ」と、キツネは言った。「人間たちは、もう、

お互いによく知り合うための時間が全くないんだ」 

---Sólo se conocen las cosas que se domestican ---dijo el zorro---. Los hombres ya no 

tienen tiempo de conocer nada. 

《「主語」「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,《「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」「副詞」》 

---Sólo ｿﾛ adv. 〜だけ                                               「副詞」 

se conocen ｾ･ｺﾉｾﾝ 3 複現･再帰受動(conocerse)v.pr 知られる                「動詞句」 

las cosas ﾗｽ･ｺｻｽ pl.n.f 物事は                                             「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

se domestican ｾ･ﾄﾞﾒｽﾁｶﾝ 3 複現･再帰受動(domesticarse) 

v.pr 飼い馴らされる                                   「動詞句」 

   → Sólo を含めて「主語」は「飼い馴らされるものだけが」という意味になる 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                           「主語」 

Los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                 「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t ない                             「動詞句」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                              「目的語」 

de conocer ﾃﾞ･ｺﾉｾｰﾙ adj. 知り合うための                       「形容詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ adv. 全く                                                      「副詞」 

 

人間たちは、商人のところで出来上がったものを買って来る。だけど、友達を売る商人は

いないから、人間たちはもう友達がいないんだ。友達が欲しいのなら、僕を飼いならして

おくれよ！ 

Compran cosas hechas a los mercaderes. Pero como no existen mercaderes de amigos, 

los hombres ya no tienen amigos. Si quieres un amigo, ¡domestícame! 

「動詞」「目的語」「副詞句」┃Pero「副詞節」「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」 
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「副詞節」,「動詞句」 

Compran ｺﾝﾌﾟﾗﾝ 3 複現(comprar)v.t（人間たちは）買ってくる               「動詞」 

cosas ｺｻｽ pl.n.f 物を                                                   「目的語」 

hechas ｴﾁｬｽ 過去分詞(hacer)adj.f.pl 出来上がった、作られた       「形容詞」 

a los mercaderes. ｱ･ﾛｽ･ﾒﾙｶﾃﾞﾚｽ adv. 商人の所で                          「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

como ｺﾓ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

no existen ﾉ･ｴｸｼｽﾃﾝ 3 複現･否定(existir)v.i 〜がいない             「動詞句」 

mercaderes de amigos, ﾒﾙｶﾃﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 友達を売る商人は    「主語」 

los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                                  「主語」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t 持っていない                     「動詞句」 

amigos. ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 友達を                                            「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

quieres ｷｴﾚｽ 2 単現(querer)v.t 欲しい                              「動詞」 

un amigo, ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達を                                  「目的語」 

¡domestícame! ﾄﾞﾒｽﾁｶ･ﾒ 命・2 単現･依頼(domesticar+me) 

   v.t 僕を飼いならしておくれ！                                        「動詞句」 

 

「何をすればいいの？」と、王子様は言った。 

 ---¿Qué hay que hacer? ---dijo el principito. 

《「目的語」「動詞」「形容詞句」》,「動詞」「主語」 

---¿Qué ｹ pron 何を                                                   「目的語」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                         「動詞」 

que hacer? ｹ･ｱｾｰﾙ adj. するべき                        「形容詞句：Qué」 

  「するべき何があるの？」→ 「何をすればいいの？」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「忍耐強いことが必要だね」と、キツネが答えた。 

 ---Hay que ser paciente ---respondió el zorro---.  《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

---Hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t がある                                         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

ser ｾｰﾙ 不定詞 v.i 〜でいるべき                                 「形容詞」 

paciente ﾊﾟｼｴﾝﾃ adj. 忍耐強い                             「補語」 

---respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                         「動詞」 
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el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

 

「最初のうちは、僕から少し離れて、こんな風に草の中に座ったらいいよ。僕は、君を横

目で見るだろうけど、君は何も言ってはいけないよ」 

Te sentarás al principio un poco lejos de mí, así, en la hierba. Te miraré de reojo y no 

dirás nada. 《「動詞句」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞句」「目的語」》 

Te sentarás ﾃ･ｾﾝﾀﾗｽ 2 単未･勧誘(sentarse)v.pr 座ったらいいよ             「動詞句」 

al principio ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟｵ adv. 最初のうちは                              「副詞句」 

un poco lejos ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾚﾎｽ adv. 少し遠くに                                「副詞句」 

de mí, ﾃﾞ･ﾐ adv. 僕から                                                「副詞句」 

así, ｱｼ adv. こんな風に                                                 「副詞句」 

en la hierba. ｴﾝ･ﾗ･ｲｴﾙﾊﾞ adv. 草の中に                                  「副詞句」 

Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

miraré ﾐﾗﾚ 1 単未(mirar)v.t 見るだろう                                    「動詞」 

de reojo ﾃﾞ･ﾚﾛﾎ adv. 横目で                                             「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

no dirás ﾉ･ﾃﾞｨﾗｽ 2 単未･否定･勧誘(decir)v.t 言ってはいけない             「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

「言葉というものは、誤解のもとなんだ。それでも、毎日、少しずつ近くに座れるように

なるよ」 

La palabra es fuente de malentendidos. Pero, cada día, podrás sentarte un poco más 

cerca...                《「主語」「動詞」「補語」┃Pero「副詞句」「動詞句」「副詞句」》 

La palabra ﾗ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗ n.f 言葉というものは                                 「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

fuente ﾌｴﾝﾃ n.f 泉、出所                                                 「補語」 

de malentendidos. ﾃﾞ･ﾏﾙｴﾝﾃﾝﾃﾞｨﾄﾞｽ adj. 誤解の                  「形容詞句」 

Pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

cada día, ｶﾀﾞ･ﾃﾞｨｱ adv. 毎日                                            「副詞句」 

podrás sentarte ﾎﾟﾄﾞﾗｽ･ｾﾝﾀﾙﾃ 2 単未･可能(poder+不定詞 sentarse) 

   v.pr 座れるようになるだろう                                         「動詞句」 

un poco más cerca... ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾏｽ･ｾﾙｶ adv. 少しずつ近くに                  「副詞句」 

 

次の日、王子様が戻って来た。 

 Al día siguiente volvió el principito.                       「副詞句」「動詞」「主語」 

Al día siguiente ｱﾙ･ﾃﾞｨｱ･ｼｷﾞｴﾝﾃ adv. 次の日に                           「副詞句」 
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volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻って来た                                 「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「同じ時間に来ていたら、もっと良かっただろうね」と、キツネが言った。「もし君が、例

えば 4 時に来るとすると、僕は 3 時には幸せになり始めるだろう」 

 ---Hubiese sido mejor venir a la misma hora ---dijo el zorro---. Si vienes, por ejemplo, a 

las cuatro de la tarde, comenzaré a ser feliz desde las tres. 

《「動詞句」「補語」「主語」》,「動詞」「主語」,《「副詞節」,「動詞句」「補語」「副詞句」》 

---Hubiese sido ｳﾋﾞｴｾ･ｼﾄﾞ 接・3 単過･完了形（仮定法）(ser) 

   v.i 〜であっただろう                                                「動詞句」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. もっと良い                                               「補語」 

venir ｳﾞｪﾆｰﾙ 不定詞 v.i 来ることが                                        「主語」 

a la misma hora ｱ･ﾗ･ﾐｽﾏ･ｵｰﾗ adv. 同じ時間に                      「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vienes, ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i 来る                                「動詞」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                            「副詞句」 

a las cuatro de la tarde, ｱ･ﾗｽ･ｸゎﾄﾛ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 午後 4 時に   「副詞句」 

comenzaré a ser ｺﾒﾝｻﾚ･ｱ･ｾｰﾙ 1 単未･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.i 〜になり始めるだろう                                            「動詞句」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

desde las tres. ﾃﾞｽﾃﾞ･ﾗｽ･ﾄﾚｽ adv. 3 時から                               「副詞句」 

 

「時間が進むほど、僕はますます幸せだと感じるようになるだろう。4 時になると、そわそ

わして落ち着かなくなり、幸福の代価に気が付くことになるだろう。」 

Cuanto más avance la hora, más feliz me sentiré. A las cuatro me sentiré agitado e 

inquieto; ¡descubriré el precio de la felicidad! 

《「副詞節」, 「補語」「動詞句」┃「副詞句」「動詞句」「補語」；「動詞」「目的語」》 

Cuanto ｸゎﾝﾄ conj. (más...más) 〜すればするほど．．．                    「副詞節」 

más ﾏｽ adv. もっと                                              「副詞」 

avance ｱﾊﾞﾝｾ 接・3 単現(avanzar)v.i 進む                         「動詞」 

la hora, ﾗ･ｵﾗ n.f 時間が                                          「主語」 

más feliz ﾏｽ･ﾌｪﾘｽ adj. ますます幸せな                                     「補語」 

me sentiré. ﾒ･ｾﾝﾁﾚ 1 単未(sentirse)v.pr 感じるようになるだろう           「動詞句」 

A las cuatro ｱ･ﾗｽ･ｸゎﾄﾛ adv. 4 時になると                                「副詞句」 
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me sentiré. ﾒ･ｾﾝﾁﾚ 1 単未(sentirse)v.pr 感じるようになるだろう           「動詞句」 

agitado ｱｼﾞﾀﾄﾞ adj. そわそわした                                         「補語」 

e ｴ conj. そして 

inquieto; ｲﾝｷｴﾄ adj. 落ち着きがない                                       「補語」 

¡descubriré ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘﾚ 1 単未(descubrir)v.t 発見するだろう                   「動詞」 

el precio ｴﾙ･ﾌﾟﾚｼｵ n.m 代価、報い                                      「目的語」 

de la felicidad! ﾃﾞ･ﾗ･ﾌｪﾘｼﾀﾞﾄﾞ adj. 幸福の                      「形容詞句」 

 

「だけど君が、時間を決めずにやって来ると、僕は何時に心の準備をしたらいいかが分か

ららくなってしまうだろう。習わしが必要なんだよ。」 

Pero si vienes a cualquier hora, nunca sabré a qué hora preparar mi corazón... Los ritos 

son necesarios.      《Pero「副詞節」,「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vienes ﾋﾞｴﾈｽ 2 単現(venir)v.i やって来る                           「動詞」 

a cualquier hora, ｱ･ｸゎﾙｷｴﾙ･ｵﾗ adv. どんな時間にでも            「副詞句」 

  不特定な時間に 

nunca sabré ﾇﾝｶ･ｻﾌﾞﾚ 1 単未･否定(saber)v.t 決して分からないだろう       「動詞句」 

a qué hora ｱ･ｹ･ｵﾗ adv. 何時に〜するかということを                      「目的語」 

  de qué hora 何時から para qué hora 何時までに hasta qué hora 何時まで 

preparar ﾌﾟﾚﾊﾟﾗｰﾙ 不定詞 v.t 準備すべきである                     「動詞」 

mi corazón... ﾐ･ｺﾗｿﾝ n.m 心臓、心                               「目的語」 

Los ritos ﾛｽ･ﾘﾄｽ pl.n.m 習わし、儀式が                                    「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

necesarios. ﾈｾｻﾘｵｽ adj.pl 必要な                                          「補語」 

習わし： 

しきたり、風習、習慣の意味。慣わしとも書く。 

 

「『習わし』って、何のこと？」と、王子様は言った。 

 ---¿Qué es un rito? ---dijo el principito.     《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」 

---¿Qué ｹ pron 何                                                       「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un rito? ｳﾝ･ﾘﾄ n.m 習わしは                                             「主語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 
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「それも、忘れられ過ぎたものさ」と、キツネが言った。 

 ---Es también algo demasiado olvidado ---dijo el zorro---. 

《「動詞」「副詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. もまた                                              「副詞」 

algo ｱﾙｺﾞ pron 何か、もの                                               「補語」 

demasiado olvidado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾄﾞ adj. 忘れられ過ぎた        「形容詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

 

「それは、ある 1 日を他の日とは違う 1 日にしたり、ある時間を他の時間とは違う時間に

するものだよ」 

Es lo que hace que un día sea diferente de los otros días; una hora, de las otras horas. 

《「動詞」「補語」》 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

lo ﾛ pron もの                                                           「補語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

hace ｱｾ 3 単現･使役(hacer que+接続法)v.t 〜にさせる         「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                               「目的語」 

un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ n.m ある日が                        「主語」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜である                    「動詞」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  - 289 - 

diferente ﾃﾞｨﾌｪﾚﾝﾃ adj. (de と) 違った、異なった      「補語」 

de los otros días; ﾃﾞ･ﾛｽ･ｵﾄﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ 

 adv. 他の日とは                          「副詞句」 

una hora, ｳﾅ･ｵﾗ n.f ある時間が                      「主語」 

de las otras horas. ﾃﾞ･ﾗｽ･ｵﾄﾗｽ･ｵﾗｽ adv. 他の時間とは「副詞句」 

 

「例えば、猟師たちの間にはある習わしがある。彼らは、村の娘たちと木曜日にダンスを

するんだ」 

Entre los cazadores, por ejemplo, hay un rito. El jueves bailan con las muchachas del 

pueblo.                《「副詞句」,「動詞」「目的語」┃「副詞句」「動詞」「副詞句」》 

Entre los cazadores, ｴﾝﾄﾚ･ﾛｽ･ｶｻﾄﾞﾚｽ adv. 猟師たちの間には               「副詞句」 

por ejemplo, ﾎﾟﾙ･ｴﾍﾝﾌﾟﾛ adv. 例えば                                     「副詞句」 

hay ｱｲ 3 単現(haber)v.t 〜がある                                          「動詞」 

un rito. ｳﾝ･ﾘﾄ n.m ある習わしが                                        「目的語」 

El jueves ｴﾙ･ﾌｴﾍﾞｽ adv. 木曜日には                                     「副詞句」 

bailan ﾊﾞｲﾗﾝ 3 複現(bailar)v.i ダンスをする                                「動詞」 

con las muchachas ｺﾝ･ﾗｽ･ﾑﾁｬﾁｬｽ adv. 娘たちと                           「副詞句」 

del pueblo. ﾃﾞﾙ･ﾌﾟｴﾌﾞﾛ adj. 村の                               「形容詞句」 

 

「すると、木曜日は素晴らしい 1 日になるんだ。僕は、ブドウ畑まで散歩に行くのさ」 

El jueves es, pues, un día maravilloso. Voy a pasearme hasta la viña. 

《「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」》 

El jueves ｴﾙ･ﾌｴﾍﾞｽ n.m 木曜日は                                         「主語」 

es, ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜になる                                             「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. そうすると、それで                                       「副詞」 

un día maravilloso. ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ･ﾏﾗﾋﾞｼﾞｮｿ n.m 素晴らしい 1 日                  「補語」 

Voy a pasearme ﾎﾞｲ･ｱ･ﾊﾟｾｱｰﾙ･ﾒ 1 単現･意思(ir a+不定詞 pasearse) 

   v.pr 散歩に行くんだ                                                 「動詞句」 

hasta la viña. ﾊｽﾀ･ﾗ･ﾋﾞｰﾆｬ adv. ブドウ畑まで                            「副詞句」 

 

「もし漁師たちが決まった日にダンスをしなかったら、毎日が似たようなものになって、

僕には休暇が無くなってしまうだろう」 

Si los cazadores no bailaran en día fijo, todos los días se parecerían y yo no tendría 

vacaciones.             《「副詞節」,「主語」「動詞句」y「主語」「動詞句」「目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

los cazadores ﾛｽ･ｶｻﾄﾞﾚｽ pl.n.m 猟師たちが                         「主語」 
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no bailaran ﾉ･ﾊﾞｲﾗﾗﾝ 接・3 複過･否定（仮定法）(bailar) 

v.i ダンスをしなかった                                       「動詞句」 

en día fijo, ｴﾝ･ﾃﾞｨｱ･ﾌｨﾎ adv. 決まった日に                       「副詞句」 

todos los días ﾄﾄﾞｽ･ﾛｽ･ﾃﾞｨｱｽ pl.n.m 毎日が                                「主語」 

se parecerían ｾ･ﾊﾟﾚｾﾘｱﾝ 3 複過未･可能性(parecerse) 

v.pr 同じようになってしまうだろう                                    「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

yo ﾖ pron 僕は                                                          「主語」 

no tendría ﾉ･ﾃﾝﾄﾞﾘｱ 1 単過未･否定･可能性(tener)v.t 無くなってしまうだろう「動詞句」 

vacaciones. ﾊﾞｶｼｵﾈｽ pl.n.f 休暇が                                       「目的語」 

 

このようにして王子様はキツネを飼い馴らした。そして出発の時が近づいてきた時： 

Así el principito domesticó al zorro. Y cuando se acercó la hora de la partida: 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」┃Y「副詞節」 

Así ｱｼ adv. このように                                                   「副詞」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

domesticó ﾄﾞﾒｽﾁｺ 3 単点(domesticar)v.t 飼い馴らした                       「動詞」 
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al zorro. ｱﾙ･ｿﾛ n.m キツネを                                           「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

se acercó ｾ･ｱｾﾙｺ 3 単点(acercarse)v.pr 近づいてきた               「動詞句」 

la hora ﾗ･ｵﾗ n.f 時が                                              「主語」 

de la partida: ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾙﾁﾀﾞ adj. 出発の                     「形容詞句」 

 

「ああ！」と、キツネが言った。「泣き出しそうだよ」 

 ---¡Ah!... ---dijo el zorro---. Voy a llorar.     《「間投」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

---¡Ah!... ｱｱ int. ああ                                                    「間投」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

Voy a llorar. ﾎﾞｲ･ｱ･ｼﾞｮﾗｰﾙ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.i 泣きだしそうだ                                                  「動詞句」 

 

「君自身のせいだよ」と、王子様は言った。「僕は君を不幸にしようなんて思っていなかっ

た。そうじゃなくて、君が僕に飼い馴らして欲しいと言ったんだよ」 

 ---Tuya es la culpa ---dijo el principito---. No deseaba hacerte mal, pero quisiste que te 

domesticara... 

《「補語」「動詞」「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「補語」,pero「動詞」「目的語」》 

---Tuya ﾄｩﾔ adj. 君の                                                    「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

la culpa ﾗ･ｸﾙﾊﾟ n.f 過ちは                                               「主語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

No deseaba hacerte ﾉ･ﾃﾞｾｱﾊﾞ･ｱｾﾙﾃ 1 単線･願望･否定(desear+不定詞+te) 

   v.t（hacer+O+C）O を C にしようと思わなかった                      「動詞句」 

mal, ﾏﾙ adj. 不幸な                                                      「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし、そうではなくて 

quisiste ｷｼｽﾃ 2 単点(querer)v.t 望んだ                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

te ﾃ pron 君を                                                 「目的語」 

domesticara... ﾄﾞﾒｽﾁｶﾗ 接・1 単過(domesticar)v.t 飼い馴らす         「動詞」 

 

「その通りだよ」と、キツネが言った。 

 ---Sí ---dijo el zorro.                                   《「応答」》,「動詞」「主語」 
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---Sí ｼ adv. その通り                                                    「応答」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

 

「それなのに、君は泣きだしそうだと言うの？」と、王子様は言った。 

 ---¡Pero vas a llorar! ---dijo el principito.          《Pero「動詞句」》,「動詞」「主語」 

---¡Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

vas a llorar! ﾊﾞｽ･ｱ･ｼﾞｮﾗｰﾙ 2 単現･近接未来(ir a+不定詞) 

   v.i 泣きだしそうだ                                                  「動詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

 

「その通りだよ」と、キツネが言った。 

 ---Sí ---dijo el zorro.                                   《「応答」》,「動詞」「主語」 

---Sí ｼ adv. その通り                                                    「応答」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

 

「それじゃあ、君は何も得をしなかったね」 

 ---Entonces, no ganas nada.                          《「副詞」「動詞句」「目的語」》 

---Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それでは                                         「副詞」 

no ganas ﾉ･ｶﾞﾅｽ 2 単現･否定(ganar)v.t（利益）得をしていない             「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も（〜ない）                                         「目的語」 

 

「得したよ！」と、キツネが言った。「小麦の色のおかげで」 

 ---Gano ---dijo el zorro ---, por el color del trigo. 

《「動詞」》,「動詞」「主語」,《「副詞句」》 

---Gano ｶﾞﾉ 1 単現(ganar)v.t 得をしている                                 「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---, ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

por ﾎﾟﾙ prep 〜で、〜のゆえに、〜のおかげで                           「副詞句」 

el color del trigo. ｴﾙ･ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾘｺﾞ n.m 小麦の色                 「目的語」 

 

それから、付け加えた： 

Luego, agregó:                                                    「副詞」「動詞」 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXI 

  - 293 - 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

 

「もう一度行って、バラたちをよく見てごらん。君のバラがこの世で唯一のものだという

ことが分かると思うよ。それから、さよならを言いに戻ってきてよ。そうしたら君に秘密

を 1 つプレゼントするよ」 

 ---Ve y mira nuevamente las rosas. Comprenderás que la tuya es única en el mundo. 

Volverás para decirme adiós y te regalaré un secreto. 

《「動詞句」「副詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」┃ 

「動詞」「副詞句」y「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

---Ve ﾍﾞ 命・2 単現(ir)v.i 行きなさい                                       「動詞」 

y ｲ conj. そして 

mira ﾐﾗ 命・2 単現(mirar)v.t よく見なさい                                 「動詞」 

nuevamente ﾇｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. もう一度                                       「副詞」 

las rosas. ﾗｽ･ﾛｻｽ pl.n.f バラたちを                                      「目的語」 

Comprenderás ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾗｽ 2 単未(comprender)v.t 分かるだろう              「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la tuya ﾗ･ﾄｩﾔ pron.f 君のバラが                                   「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

única ｳﾆｶ adj. 唯一の                                            「補語」 

en el mundo. ｴ･ﾈﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. この世で                      「副詞句」 

Volverás ﾎﾞﾙﾍﾞﾗｽ 2 単未･命令(velver)v.i 戻ってきなさい                     「動詞」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

decirme ﾃﾞｼﾙ･ﾒ 不定詞(decir+me)v.t 僕に言う                     「動詞句」 

adiós ｱﾃﾞｨｵｽ n.m さよならの挨拶を                              「目的語」 

y ｲ conj. そうしたら 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

regalaré ﾚｶﾞﾗﾚ 1 単未･意思(regalar)v.t 贈るよ                              「動詞」 

un secreto. ｳﾝ･ｾｸﾚﾄ n.m 秘密を                                     「直接目的語」 

 

王子様は、もう一度バラたちに会いに行った。 

El principito se fue a ver nuevamente las rosas.   「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

se fue a ver ｾ･ﾌｴ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ 3 単点(irse a+不定詞)v.t 会いに行った            「動詞句」 

nuevamente ﾇｴﾊﾞﾒﾝﾃ adv. もう一度                                       「副詞」 

las rosas. ﾗｽ･ﾛｻｽ pl.n.f バラたちに                                      「目的語」 
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「君たちは、僕のバラに少しも似ていないね；君たちはまだ何物でもないんだ」と、彼ら

に言った。「誰も君たちを飼い馴らさなかったし、君たちだって誰も飼いならさなかった」 

 ---No sois en absoluto parecidas a mi rosa; no sois nada aún ---les dijo---. Nadie os ha 

domesticado y no habéis domesticado a nadie. 

《「動詞句」「補語」；「動詞句」「補語」》,「間接目的語」「動詞」, 

《「主語」「目的語」「動詞句」y「動詞句」「目的語」》 

---No sois ﾉ･ｿｲｽ 2 複現･否定(ser)v.i 〜でない                             「動詞句」 

en absoluto parecidas ｴﾝ･ｱﾌﾟｿﾙﾄ･ﾊﾟﾚｼﾀﾞｽ adv. 全く似ている                 「補語」 

a mi rosa; ｱ･ﾐ･ﾛｻ adv. 僕のバラに                                 「副詞句」 

no sois ﾉ･ｿｲｽ 2 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                 「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何（〜ない）                                              「補語」 

aún ｱｳﾝ adv. まだ                                                  「副詞」 

---les ﾚｽ pron.pl 彼らに                                            「間接目的語」 

dijo---. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

Nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も                                                   「主語」 

os ｵｽ pron 君たちを                                                   「目的語」 

ha domesticado ｱ･ﾄﾞﾒｽﾁｶﾄﾞ 3 単現･完了形(domesticar) 

v.t（否定文で）飼い馴らしていない                                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

no habéis domesticado ﾉ･ｱﾍﾞｲｽ･ﾄﾞﾒｽﾁｶﾄﾞ 2 複現･完了形･否定(domesticar) 

   v.t 飼い馴らしていない                                              「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も                                             「目的語」 

 

「君たちは、僕のキツネみたいなものだ。彼は他の 10 万匹とよく似た 1 匹のキツネに過ぎ

なかった。でも僕は彼を友達にしたから、今ではこの世で唯一の存在になったんだ」 

Sois como mi zorro. No era más que un zorro semejante a cien mil otros. Pero yo lo hice 

mi amigo y ahora es único en el mundo. 

《「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」┃ 

Pero「主語」「目的語」「動詞」「補語」y「副詞」「動詞」「補語」》 

Sois ｿｲｽ 2 複現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

como mi zorro. ｺﾓ･ﾐ･ｿﾛ adv. 僕のキツネみたいな                           「補語」 

No era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定(ser)v.i 〜でなかった                             「動詞句」 

más que un zorro ﾏｽ･ｹ･ｳﾝ･ｿﾛ adj. 1 匹のキツネ以上の                       「補語」 

   no más que un zorro で「1 匹のキツネに過ぎない」 

semejante ｾﾒﾊﾝﾃ adj. 〜に似た                                  「形容詞句」 

a cien mil otros. ｱ･ｼｴﾝ･ﾐﾙ･ｵﾄﾛｽ adv. 10 万匹に             「副詞句」 
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Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ﾖ pron 僕は                                                          「主語」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

hice ｲｾ 1 単点(hacer)v.t（SVOC）O を C にした                            「動詞」 

mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達に                                             「補語」 

y ｲ conj. そして 

ahora ｱｵﾗ adv. 今は                                                     「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

único en el mundo. ｳﾆｺ･ｴ･ﾈﾙ･ﾑﾝﾄﾞ n.m この世で唯一の物                    「補語」 

 

それでバラたちはとても悪い気分になった。 

 Y las rosas se sintieron molestas.                       Y「主語」「動詞句」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

las rosas ﾗｽ･ﾛｻｽ pl.n.f バラたちは                                         「主語」 

se sintieron ｾ･ｼﾝﾁｴﾛﾝ 3 複点(sentirse)v.pr 〜だと感じた                   「動詞句」 

molestas. ﾓﾚｽﾀｽ adj.f.pl 気分を害した                                     「補語」 

 

「君たちは美しいよ、だけど中身がない」と、言って続けた。「誰も君たちのために死なな

いだろうな。きっと普通の通りがかりの人は、僕のバラは君たちに似ていると思うだろう」 

 ---Sois bellas, pero estáis vacías ---continuó---. No se puede morir por vosotras. Sin 

duda que un transeúnte común creerá que mi rosa se os parece. 

《「動詞」「補語」pero「動詞」「補語」》,「動詞」,《「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」》 

---Sois ｿｲｽ 2 複現(ser)v.i 〜である                                         「動詞」 

bellas, ﾍﾞｼﾞｬｽ adj.f.pl 美しい                                             「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

estáis ｴｽﾀｲｽ 2 複現(estar)v.i 〜である                                     「動詞」 

vacías ﾊﾞｼｱｽ adj.f.pl 内容がない、空しい                                  「補語」 

---continuó---. ｺﾝﾁﾇｵ 3 単点 (continuar)v.i 続けた                           「動詞」 

No se puede morir ﾉ･ｾ･ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾓﾘｰﾙ 3 単現･可能性･否定(poder+不定詞 morirse) 

   v.pr 人は死なないだろう                                             「動詞句」 

por vosotras. ﾎﾟｰﾙ･ﾎﾞｿﾄﾗｽ adv. 君たちのためには                         「副詞句」 

Sin duda ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく、たぶん                              「副詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

un transeúnte ｳﾝ･ﾄﾗﾝｾｳﾝﾃ n.m 通りがかりの人は             「主語」 

común ｺﾑﾝ adj. 普通の                              「形容詞」 

creerá ｸﾚｴﾗ 3 単未(creer)v.t(que+直説法) 〜だと思うだろう     「動詞」 
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que ｹ conj. 〜ということを                                「目的語」 

mi rosa ﾐ･ﾛｻ n.f 僕のバラは                          「主語」 

se ...parece. ｾ...ﾊﾟﾚｾ 3 単現(parecerse)v.pr 似ている   「動詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                           「間接目的語」 

 

「だけど、あの花だけは、君たち全員よりももっと大切なんだ。だって、僕が水をかけて

あげたのは、あのバラの花なんだから」 

Pero ella sola es más importante que todas vosotras, puesto que es ella la rosa que he 

regado.                                    《Pero「主語」「動詞」「補語」「副詞節」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

ella sola ｴｼﾞｬ･ｿﾛ pron 彼女だけは、あの花だけは                           「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

más importante ﾏｽ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. もっと大切な                            「補語」 

que todas vosotras, ｹ･ﾄﾀﾞｽ･ﾎﾞｿﾄﾗｽ adv. 君たち全員よりも            「副詞句」 

puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜だから                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                            「主語」 

la rosa ﾗ･ﾛｻ n.f そのバラの花                                     「補語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

he regado. ｴ･ﾚｶﾞﾄﾞ 1 単現･完了形(regar) 

v.t 水をかけてやった                          「動詞句」 

 

「僕がガラスの覆いをかけてあげたのはあのバラの花なんだから。僕がついたてで風から

守ってあげたのはあのバラの花なんだから」 

Puesto que es ella la rosa que puse bajo un globo. Puesto que es ella la rosa que abrigué 

con el biombo.                                           《「副詞節」┃「副詞節」》 

Puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜だから                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                            「主語」 

la rosa ﾗ･ﾛｻ n.f そのバラの花                                     「補語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

puse ﾌﾟｾ 1 単点(poner)v.t 置いた                    「動詞」 

bajo un globo. ﾊﾞﾎ･ｳﾝ･ｸﾞﾛﾎﾞ adv. ガラスの覆いの下に「副詞句」 

Puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜だから                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                            「主語」 
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la rosa ﾗ･ﾛｻ n.f そのバラの花                                     「補語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

abrigué ｱﾌﾞﾘｹﾞ 1 単点(abrigar)v.t 保護した          「動詞」 

con el biombo. ｺﾝ･ｴﾙ･ﾋﾞﾖﾝﾎﾞ adv. ついたてで       「副詞句」 

 

（蝶になる 2, 3 匹を残して）ぼくが毛虫を取り除いてあげたのはあの花なんだから。 

Puesto que es ella la rosa cuyas orugas maté (salvo las dos o tres que se hicieron 

mariposas).                                                          《「副詞節」》 

Puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜だから                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                            「主語」 

la rosa ﾗ･ﾛｻ n.f そのバラの花                                     「補語」 

cuyas orugas ｸﾔｽ･ｵﾙｶﾞｽ adj. それの毛虫を〜した          「形容詞節」 

maté ﾏﾃ 1 単点(matar)v.t（虫を）殺した、取り除いた 「動詞」 

 (salvo ｻﾙﾎﾞ prep 〜を除いて                              「副詞句」 

las dos o tres ﾗｽ･ﾄﾞｽ･ｵ･ｵ t ﾚｽ pl.n.f 2, 3 匹           「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                 「形容詞節」 

se hicieron ｾ･ｲｼｴﾛﾝ 3 複点(hacerse) 

v.pr 〜になる                   「動詞句」 

mariposas). ﾏﾘﾎﾟｻｽ pl.n.f 蝶          「補語」 

 

僕が、あの花が不平を言ったり、自慢したり、時には黙り込んでしまった時にも話を聞い

てあげたのはあのバラの花なんだから。だって、あれは僕のバラの花なんだから。 

Puesto que es ella la rosa a la que escuché quejarse, o alabarse, o aun, algunas veces, 

callarse. Porque ella es mi rosa.           「副詞節」┃Porque「主語」「動詞」「補語」 

Puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj.（理由）〜だから                               「副詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                      「動詞」 

ella ｴｼﾞｬ pron 彼女は                                            「主語」 

la rosa ﾗ･ﾛｻ n.f そのバラの花                                     「補語」 

a la que ｱ･ﾗ･ｹ pron（目的語）その花を〜する             「形容詞節」 

escuché ｴｽｸﾁｪ 1 単点(escuchar)v.t 聞いた            「動詞」 

  escuchar（感覚動詞）+O+不定詞 「O が〜するのを聞く」 不定詞は「補語」である 

quejarse, ｹﾊﾙｾ 不定詞 v.pr 不平を言う               「補語」 

o ｵ conj. または 

alabarse, ｱﾗﾊﾞﾙｾ 不定詞 v.pr 自慢する               「補語」 

o ｵ conj. または 
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aun, algunas veces, ｱｳﾝ･ｱﾙｸﾞﾅｽ･ﾍﾞｾｽ 

 adv. 時には〜さえも                           「副詞句」 

callarse. ｶｼﾞｬﾙｾ 不定詞 v.pr 黙り込む                「補語」 

Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

ella ｴｼﾞｬ pron あの花は                                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

mi rosa. ﾐ･ﾛｰｻ n.f 僕のバラ                                               「補語」 

 

そしてキツネの所に戻った。 

Y volvió hacia el zorro.                                         Y「動詞」「副詞句」 

 Y ｲ conj. そして 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 戻った                                     「動詞」 

hacia el zorro. ｱｼｱ･ｴﾙ･ｿﾛ adv. キツネの所に                              「副詞句」 

 

「さようなら」と、王子様は言った。 

---Adiós ---dijo.                                                《「挨拶」》,「動詞」 

---Adiós ｱﾃﾞｨｵｽ adv. さようなら                                           「挨拶」 

---dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

 

「さようなら」と、キツネが言った。「ほらこれが僕の秘密だよ。とても単純なことさ。心

で見なければ、良く見えないんだよ。物事の本質というのは、目には見えないんだ。」 

 ---Adiós ---dijo el zorro---. He aquí mi secreto. Es muy simple: no se ve bien sino con el 

corazon. Lo esencial es invisible a los ojos. 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「副詞」「目的語」┃ 

「動詞」「補語」：「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

---Adiós ｱﾃﾞｨｵｽ adv. さようなら                                           「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネが                                           「主語」 

He ｴ 1 単現(haber)v.t 〜がある                                           「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

mi secreto. ﾐ･ｾｸﾚﾄ n.m 僕の秘密                                        「目的語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy simple: ﾑｲ･ｼﾝﾌﾟﾚ adj. 単純な                                         「補語」 

no se ve ﾉ･ｾ･ﾍﾞ 3 単現･否定(verse)v.pr 見えない                          「動詞句」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

sino ｼﾉ prep 〜でなければ                                              「副詞句」 
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con el corazon. ｺﾝ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心によって                        「副詞句」 

Lo esencial ﾛ･ｴｾﾝｼｱﾙ n.m 物事の本質は                                    「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

invisible ｲﾝﾋﾞｼﾌﾞﾚ adj. 見えない                                          「補語」 

a los ojos. ｱ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 目には                                   「副詞句」 

 

「物事の本質は目には見えない」と、王子様は覚えておくために繰り返して言った。 

 ---Lo esencial es invisible a los ojos ---repitió el principito, a fin de acordarse. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

---Lo esencial ﾛ･ｴｾﾝｼｱﾙ n.m 物事の本質は                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

invisible ｲﾝﾋﾞｼﾌﾞﾚ adj. 見えない                                          「補語」 

a los ojos ｱ･ﾛｽ･ｵﾎｽ adv. 目には                                    「副詞句」 

---repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                               「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

a fin de +不定詞 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ adv. 〜するために                             「副詞句」 

acordarse. ｱｺﾙﾀﾞｰﾙｾ 不定詞 v.pr 覚えている                       「動詞句」 

 

「君がバラのために無駄にした時間が、君のバラをそんなにも大切なものにしたんだよ」 

 ---El tiempo que perdiste por tu rosa hace que tu rosa sea tan importante. 

《「主語」「動詞」「補語」》 

---El tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                        「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

perdiste ﾍﾟﾙﾃﾞｨｽﾃ 2 単点(perder)v.t（時間を）無駄にした      「動詞」 

por tu rosa ﾎﾟﾙ･ﾄｩ･ﾛｰｻ adv. 君のバラのために              「副詞句」 

hace ｱｾ 3 単現･使役(hacer)v.t(que+接続法)〜にしている、した               「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということに                                               「補語」 

tu rosa ﾄｩ･ﾛｰｻ n.f 君のバラが                                       「主語」 

sea ｾｱ 接・3 単現(ser)v.i 〜である                                   「動詞」 

tan importante. ﾀﾝ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. そんなにも大切な                   「補語」 

 

「僕がバラのために無駄にした時間が．．．」と、王子様は覚えておくために言った。 

 ---El tiempo que perdí por mi rosa... ---dijo el principito, a fin de acordarse. 

《「主語」...》,「動詞」「主語」「副詞句」 

---El tiempo ｴﾙ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間が                                        「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 
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perdí ﾍﾟﾙﾃﾞｨ 1 単点(perder)v.t 無駄にした                   「動詞」 

por mi rosa... ﾎﾟﾙ･ﾐ･ﾛｰｻ adv. バラのために                 「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

a fin de +不定詞 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ adv. 〜するために                             「副詞句」 

acordarse. ｱｺﾙﾀﾞｰﾙｾ 不定詞 v.pr 覚えている                       「動詞句」 

 

「人間たちはこの真理を忘れてしまったんだよ。」と、キツネは言った。「だけど君はそれ

を忘れてはいけないよ。君は、自分が飼い馴らしたものに永久に責任があるんだ。君は、

君のバラの花に責任があるんだよ」 

 ---Los hombres han olvidado esta verdad ---dijo el zorro---. Pero tú no debes olvidarla. 

Eres responsable para siempre de lo que has domesticado. Eres responsable de tu rosa... 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」, 

《Pero「主語」「動詞句」┃「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

---Los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人間たちは                               「主語」 

han olvidado ｱﾝ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞﾄﾞ 3 複現･完了形(olvidar)v.t 忘れてしまった        「動詞句」 

esta verdad ｴｽﾀ･ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f この真理を                                 「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el zorro---. ｴﾙ･ｿﾛ n.m キツネは                                           「主語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

no debes olvidarla. ﾉ･ﾃﾞﾍﾞｽ･ｵﾙﾋﾞﾀﾞｰﾙ･ﾗ 2 単現･禁止･否定(deber+不定詞) 

   v.t それを忘れてはいけない                                          「動詞句」 

Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

responsable ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj.(de に) 責任がある                             「補語」 

para siempre ﾊﾟﾗ･ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. 永久に、永遠に                      「副詞句」 

de lo ﾃﾞ･ﾛ adv. それに                                            「副詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

has domesticado. ｱｽ･ﾄﾞﾒｽﾁｶﾄﾞ 2 単現･完了形(domesticar) 

v.t 飼い馴らした                              「動詞句」 

Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

responsable ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj.(de に) 責任がある                              「補語」 

de tu rosa... ﾃﾞ･ﾄｩ･ﾛｰｻ adv. 君のバラに                             「副詞句」 

 

「僕は、自分のバラの花に責任がある」と、王子様は覚えておくために繰り返した。 

 ---Soy responsable de mi rosa... ---repetió el principito, a fin de acordarse. 
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《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

---Soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

responsable ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj.(de に) 責任がある                             「補語」 

de mi rosa... ﾃﾞ･ﾐ･ﾛｰｻ adv. 僕のバラの花に                         「副詞句」 

---repitió ﾚﾋﾟﾁｵ 3 単点(repetir)v.t 繰り返した                               「動詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

a fin de +不定詞 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ adv. 〜するために                             「副詞句」 

acordarse. ｱｺﾙﾀﾞｰﾙｾ 不定詞 v.pr 覚えている                       「動詞句」 

 

XXII 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。 

---Buenos días ---dijo el principito.                       《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「こんにちは」と、転轍手が言った。 

 ---Buenos días ---dijo el guardagujas.                    《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas. ｴﾙ･ｸﾞゎﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手（てんてつしゅ）が              「主語」 

転轍手（てんてつしゅ）、転轍機（てんてつき） 

鉄道の複数の線路が連結する個所で、どの線路を接続するかを切り替える装置を「転轍機」

または「ポイント」と呼びます。つまり、列車の通り道を切り替える装置で列車運行上、

重要な役目をもっています。かつては転轍手と呼ばれる係員が手で転轍機を操作していま

したが、現在では電力を使う電気方式や圧縮空気を使う電空方式に変わり、人力に頼る機

械てこ式はほとんど見られなくなりました。 

 

「ここで何をしているの？」と、王子様は言った。 

 ---¿Qué haces aquí? ---dijo el principito.《「目的語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」 

---¿Qué ｹ pron 何を                                                   「目的語」 

haces ｱｾｽ 2 単現(hacer)v.t している                                       「動詞」 

aquí? ｱｷ adv. ここで                                                    「副詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 
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「旅行者たちを 1000 人ずつまとめて分類しているのさ」と、転轍手が言った。「彼らを運

ぶ列車を、右側や左側に送っているんだ」 

 ---Clasifico a los viajeros por paquetes de mil ---dijo el guardagujas---. Despacho los 

trenes que los llevan, tanto hacia la derecha como hacia la izquierda. 

《「動詞」「目的語」「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」「副詞句」》 

---Clasifico ｸﾗｼﾌｨｺ 1 単現(clasificar)v.t 分類している                        「動詞」 

a los viajeros ｱ･ﾛｽ･ﾋﾞｱﾍﾛｽ pl.n.m 旅行者たちを                           「目的語」 

por paquetes de mil ﾎﾟﾙ･ﾊﾟｹﾃｽ･ﾃﾞ･ﾐﾙ adv. 1000 人ずつまとめて            「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas---. ｴﾙ･ｸﾞゎﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手（てんてつしゅ）が           「主語」 

Despacho ﾃﾞｽﾊﾟﾁｮ 1 単現(despachar)v.t 処理している、発送している         「動詞」 

los trenes ﾛｽ･ﾄﾚﾈｽ pl.n.m 列車を                                        「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

los ﾛｽ pron 彼らを                                    「目的語」 

llevan, ｼﾞｪﾊﾞﾝ 3 複現(llevar)v.t 運ぶ                      「動詞」 

tanto hacia la derecha ﾀﾝﾄ･ｱｼｱ･ﾗ･ﾃﾞﾚﾁｬ adv. 右の方へ沢山                「副詞句」 

como hacia la izquierda. ｺﾓ･ﾊｼｱ･ﾗ･ｲｽｷｴﾙﾀﾞ 

 adv. 左にも同じくらい                                               「副詞句」 

 

すると明かりのついた特急列車が雷鳴のように轟音をあげて、転轍機の運転席を揺らした。 

 Y un rápido iluminado, rugiendo como el trueno, hizo temblar la cabina de las agujas. 

Y「主語」「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Y ｲ conj. すると 

un rápido ｳﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ n.m(tren rápido) 特急列車が                          「主語」 

  tren expreso ﾄﾚﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾚｿ n.m 急行列車 

iluminado, ｲﾙﾐﾅﾄﾞ adj. 明かりのついた                           「形容詞」 

rugiendo ﾙﾋｴﾝﾄﾞ 現在分詞(rugir)v.i 唸り声を上げながら                  「副詞句」 

como el trueno, ｺﾓ･ｴﾙ･ﾄｩﾙｴﾉ adv. 雷鳴のように                  「副詞句」 

hizo ｲｿ 3 単点･使役(hacer)v.t（+O+不定詞）O に〜をさせた                「動詞」 

temblar ﾃﾝﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.i 震える                                        「補語」 

la cabina ﾗ･ｶﾋﾞﾅ n.f 運転席を                                          「目的語」 

de las agujas. ﾃﾞ･ﾗｽ･ｱｸﾞﾊｽ adj. 転轍機の                       「形容詞句」 

  agujas ｱｸﾞﾊｽ pl.n.f 転轍機 
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「彼らはとても急いでいるんだね」と、王子様は言った。「何を探しているの？」 

---Llevan mucha prisa ---dijo el principito---. ¿Qué buscan? 

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「目的語」「動詞」》 

---Llevan ｼﾞｪﾊﾞﾝ 3 複現(llevar)v.t 持っている、（ある状態に）ある            「動詞」 

mucha prisa ﾑﾁｬ･ﾌﾟﾘｻ n.f すごい緊急性                                  「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

¿Qué ｹ pron 何を                                                     「目的語」 

buscan? ﾌﾞｽｶﾝ 3 複現(buscar)v.t 探している                                「動詞」 

 

「機関士でさえ、それを知らないんだよ」と、転轍手が言った。 

 ---Hasta el hombre de la locomotora lo ignora ---dijo el guardagujas. 

《「副詞」「主語」「目的語」「動詞」》,「動詞」「主語」 

---Hasta ｱｽﾀ adv. 〜さえ                                                 「副詞」 

el hombre ｴﾙ･ｵﾝﾌﾞﾚ n.m 男が                                             「主語」 

de la locomotora ﾃﾞ･ﾗ･ﾛｺﾓﾄﾗ adj. 機関車の                        「形容詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

ignora ｲｸﾞﾉﾗ 3 単現(ignorar)v.t 知らない                                   「動詞」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas---. ｴﾙ･ｸﾞゎﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手（てんてつしゅ）が           「主語」 

 

すると明かりのついた 2 番目の特急列車が、轟音を上げて反対方向へ通過して行った。 

Y un segundo rápido iluminado rugió, en sentido inverso.  Y「主語」「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

un segundo rápido iluminado ｳﾝ･ｾｸﾞﾝﾄﾞ･ﾗﾋﾟﾄﾞ･ｲﾙﾐﾅﾄﾞ 

 n.m 明かりのついた 2 番目の特急列車が                                 「主語」 

rugió, ﾙﾋｵ 3 単点(rugir)v.i 轟音を上げた                                   「動詞」 

en sentido inverso. ｴﾝ･ｾﾝﾁﾄﾞ･ｲﾝﾍﾞﾙｿ adv. 反対方向へ                     「副詞句」 

  en ｴﾝ prep 〜に sentido ｾﾝﾁﾄﾞ n.m 方向、向き inverso ｲﾝﾍﾞﾙｿ adj. 反対の 

 

「もう、帰って来たの？」と、王子様は尋ねた。 

 ---¿Vuelven ya? ---preguntó el principito.         《「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」 

---¿Vuelven ﾌﾞｴﾙﾍﾞﾝ 3 複現(volver)v.i 戻って来る                           「動詞」 

ya? ﾔｰ adv. もう                                                         「副詞」 

---preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.i 尋ねた                            「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 
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「あれは同じ乗客じゃないんだ」と、転轍手が言った。「入れ替えなんだよ」 

 ---No son los mismos ---dijo el guardagujas---. Es un cambio. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

---No son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                「動詞」 

los mismos ﾛｽ･ﾐｽﾓｽ pl.n.m 同じ乗客                                      「補語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas---. ｴﾙ･ｸﾞゎﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手が                            「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un cambio. ｳﾝ･ｶﾝﾋﾞｵ n.m 交替、入れ替え                                  「補語」 

 

「今住んでいる所が気に入らなかったのかな？」 

 ---¿No estaban contentos donde estaban?                      《「動詞句」「補語」》 

---¿No estaban ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞﾝ 3 複線･否定(estar)v.i 〜でなかった               「動詞句」 

contentos ｺﾝﾃﾝﾄｽ adj.pl. 満足した                                         「補語」 

donde estaban? ﾄﾞﾝﾃﾞ･ｴｽﾀﾊﾞﾝ adv. 今いる所に                       「副詞句」 

 

「誰も、今住んでいる所には決して満足しないよ」と、転轍手が言った。それから明かり

のついた 3 番目の特急列車の轟音が響き渡った。 

 ---Nadie está nunca contento donde eatá---dijo el guardagujas. Y rugió el trueno de un 

tercer rápido iluminado.《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」┃Y「動詞」「主語」 

---Nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                           「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

nunca contento ﾇﾝｶ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 決して満足しない                           「補語」 

donde eatá ﾄﾞﾝﾃﾞ･ｴｽﾀ adv. 住んでいる場所に                        「副詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas. ｴﾙ･ｸﾞｱﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手が                              「主語」 

Y ｲ conj. そして 

rugió ﾙﾋｵ 3 単点(rugir)v.i 大声をあげた                                    「動詞」 

el trueno ｴﾙ･ﾄｩﾙｴﾉ n.m 轟音が                                            「主語」 

de un tercer rápido iluminado. ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾃﾙｾﾙ･ﾗﾋﾟﾄﾞ･ｲﾙﾐﾅﾄﾞ 

  adj. 明かりのついた 3 番目の特急列車の                         「形容詞句」 

 

「最初の旅客を追いかけているの？」と、王子様が尋ねた。 

 ---¿Persiguen a los primeros viajeros? ---preguntó el principito. 

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 
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---¿Persiguen ﾍﾟﾙｼｹﾞﾝ 3 複現(perseguir)v.t 追いかけている                  「動詞」 

a los primeros viajeros? ｱ･ﾛｽ･ﾌﾟﾘﾒﾛｽ･ﾋﾞｱﾍﾛｽ pl.n.m 最初の旅客を          「目的語」 

---preguntó ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 3 単点(preguntar)v.t 尋ねた                            「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「まったく何も追いかけていないよ」と、転轍手が言った。「みんな中で眠っているか、あ

くびをしている。子供たちだけは、窓ガラスに鼻を押し付けて外を見ている」 

 ---No persiguen absolutamente nada ---dijo el guardagujas---. Ahí dentro duermen o 

bostezan. Sólo los niños aplastan sus narices contra los vidrios. 

《「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」, 

《「副詞句」「動詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

---No persiguen ﾉ･ﾍﾟﾙｼｹﾞﾝ 3 複現･否定(perseguir)v.t 追いかけていない     「動詞句」 

absolutamente nada ｱﾌﾟｿﾙﾀﾒﾝﾃ･ﾅﾀﾞ pron･否定 全く何も〜ない            「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas---. ｴﾙ･ｸﾞｧﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手は                            「主語」 

Ahí ｱｲ adv. そこで、その時                                              「副詞」 

dentro ﾃﾞﾝﾄﾛ adv. 中で                                                  「副詞」 

duermen ﾄﾞｩｴﾙﾒﾝ 3 複現(dormir)v.i 眠っている                            「動詞」 

o ｵ conj. または 

bostezan. ﾎﾞｽﾃｻﾝ 3 複現(bostezar)v.i あくびをしている                      「動詞」 

Sólo los niños ｿﾛ･ﾛｽ･ﾆｰﾆｮｽ pl.n.m 子供たちだけは                          「主語」 

aplastan ｱﾌﾟﾗｽﾀﾝ 3 複現(aplastar)v.t 押しつぶしている                      「動詞」 

sus narices ｽｽ･ﾅﾘｾｽ pl.n.f 鼻を                                         「目的語」 

contra los vidrios. ｺﾝﾄﾗ･ﾛｽ･ﾋﾞﾄﾞﾘｵ adv. 窓ガラスに当てて                 「副詞句」 

 

「子供たちだけが自分たちが探しているものを知っているんだね。」と、王子様は言った。

「子供たちはぼろきれ人形のために時間を使うから、その人形はとても大切なものになっ

ていくんだ。だから、もしその人形を取り上げられたら、泣いてしまうんだ」 

 ---Sólo los niños saben lo que buscan ---dijo el principito---. Pierden tiempo por una 

muñeca de trapo y la muñeca se taransforma en algo muy importante, y si se les quita la 

muñeca, lloran... 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「目的語」「副詞句」y「主語」「動詞句」「補語」y「副詞節」,「動詞」》 

---Sólo los niños ｿﾛ･ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちだけが                         「主語」 

saben ｻﾍﾞﾝ 3 複現(saber)v.t 知っている                                    「動詞」 

lo que buscan ﾛ･ｹ･ﾌﾞｽｶﾝ pron 自分たちが探しているものを                「目的語」 
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---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Pierden ﾋﾟｴﾙﾃﾞﾝ 3 複現(perder)v.t（時間を）浪費する                       「動詞」 

tiempo ﾃｨｴﾝﾎﾟ n.m 時間を                                              「目的語」 

por una muñeca de trapo ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾑﾆｪｶ･ﾃﾞ･ﾄﾗﾎﾟ adv. ぼろきれ人形のために  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la muñeca ﾗ･ﾑﾆｪｶ n.f その人形は                                          「主語」 

se taransforma ｾ･ﾄﾗﾝｽﾌｫﾙﾏ 3 単現(transformarse)v.pr 〜に変わる          「動詞句」 

en algo muy importante, ｴﾝ･ｱﾙｺﾞ･ﾑｲ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adv. とても大切なものに      「補語」 

y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                  「副詞節」 

se les quita ｾ･ﾚｽ･ｷﾀ 3 単現･再帰受動(quitarse+les)v.pr 取り上げられる「動詞句」 

  les は彼らのを意味する間接目的語 

la muñeca, ﾗ･ﾑﾆｪｶ n.f 人形が                                        「主語」 

lloran... ｼﾞｮﾗﾝ 3 複現(llorar)v.i 泣く                                        「動詞」 

 

「子供たちは、幸運だよ」と、転轍手は言った。 

 ---Tienen suerte ---dijo el guardagujas.          《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

---Tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t 〜がある                                  「動詞」 

suerte ｽｴﾙﾃ n.f 幸運                                                   「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el guardagujas. ｴﾙ･ｸﾞｧﾙﾀﾞｸﾞﾊｽ n.m 転轍手は                               「主語」 

 

XXIII 

 

「こんにちは」と、王子様が言った。 

 ---Buenos días ---dijo el principito.                      《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                               「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「こんにちは」と、商人が言った。 

 ---Buenos días ---dijo el mercader.                       《「挨拶」》,「動詞」「主語」 

---Buenos días ﾌﾞｴﾉｽ･ﾃﾞｨｱｽ adv. こんにちは                                「挨拶」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el mercader. ｴﾙ･ﾒﾙｶﾃﾞｰﾙ n.m 商人が                                       「主語」 
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それは、喉の渇きを和らげる特別の丸薬を売る商人だった。1 週間につき 1 錠を呑めば、も

う水を飲む必要性を感じなくなるというのだ。 

 Era un mercader de píldoras especiales que aplacan la sed. Se toma una por semana y 

ya no se siente necesidad de beber. 

「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」y「副詞」「動詞句」「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

un mercader ｳﾝ･ﾒﾙｶﾃﾞｰﾙ n.m 商人                                        「補語」 

de píldoras especiales ﾃﾞ･ﾋﾟﾙﾄﾞﾗｽ･ｴｽﾍﾟｼｱﾚｽ adj. 特別の丸薬を売る  「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

aplacan ｱﾌﾟﾗｶﾝ 3 複現(aplacar)v.t 和らげる                  「動詞」 

la sed. ﾗ･ｾｯﾄﾞ n.f 喉の渇きを                             「目的語」 

Se ｾ pron 人が                                                          「主語」 

toma ﾄﾏ 3 単現(tomar)v.t 飲む                                            「動詞」 

una ｳﾅｰ n.f 1 錠                                                       「目的語」 

por semana ﾎﾟﾙ･ｾﾏﾅ adv. 1 週間につき                                   「副詞句」 

y ｲ conj. そうすると 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

no se siente ﾉ･ｾ･ｼｴﾝﾃ 3 単現･否定(sentirse)v.pr 感じない                  「動詞句」 

necesidad de beber. ﾈｾｼﾀﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ n.f 水を飲む必要性を              「目的語」 

 

「なぜ、そんな薬を売っているの？」と、王子様は訊いた。 

 ---¿Por qué vendes eso? ---dijo el principito. 

《「副詞句」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

---¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜ                                             「副詞句」 

vendes ﾍﾞﾝﾃﾞｽ 2 単現(vender)v.t 売っている                                「動詞」 

eso? ｴｿ pron それを                                                   「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

 

「それは、すごい時間の節約だよ」と、商人は言った。「専門家があれこれ計算したんだ。

1 週間に 53 分の節約になるんだ。」 

 ---Es una gran economía de tiempo ---dijo el mercader---. Los expertos han hecho 

cálculos. Se ahorran cinsuenta y tres minutos por semana. 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「主語」「副詞句」》 
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---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

una gran economía ｳﾅ･ｸﾞﾗﾝ･ｴｺﾉﾐｱ n.f すごい節約                          「補語」 

de tiempo ﾃﾞ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adj. 時間の                                「形容詞句」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el mercader---. ｴﾙ･ﾒﾙｶﾃﾞｰﾙ n.m 商人が                                    「主語」 

Los expertos ﾛｽ･ｴｸｽﾍﾟﾙﾄｽ pl.n.m 専門家が                                 「主語」 

han hecho ｱﾝ･ｴﾁｮ 3 複現･完了形(hacer)v.t（行為を）した                  「動詞句」 

cálculos. ｶﾙｸﾛｽ pl.n.m 計算を                                           「目的語」 

Se ahorran ｾ･ｱｵﾗﾝ 3 複現･再帰受動(ahorrarse)v.pr 節約される             「動詞句」 

cinsuenta y tres minutos ｼﾝｸｪﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ pl.n.m 53 分が                 「主語」 

por semana. ﾎﾟﾙ･ｾﾏﾅ adv. 1 週間につき                                  「副詞句」 

 

 

「それで、その 53 分で何をするの？」 

 ---¿Y qué se hace con esos cincuenta y tres minutos? 

《Y「目的語」「主語」「動詞」「副詞句」》 

---¿Y ｲ conj. それで 

qué ｹ pron 何を                                                       「目的語」 

se ｾ pron 人は                                                          「主語」 

hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.t（行為を）する                                    「動詞」 

con esos cincuenta y tres minutos? ｺﾝ･ｴｿｽ･ｼﾝｸｴﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ 

   adv. その 53 分で                                                    「副詞句」 

 

「やりたいことをやるのさ」 

 ---Se hace lo que se quiere...                            《「主語」「動詞」「目的語」》 

---Se ｾ pron 人は                                                        「主語」 
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hace ｱｾ 3 単現(hacer)v.t する                                             「動詞」 

lo que se quiere... ﾛ･ｹ･ｾ･ｷｴﾚ pron やりたいことを                        「目的語」 

 

「僕なら．．．」と、王子さまは心の中で思った。「自由に使える 53 分があったら、泉のほう

へゆっくりと歩いていくだろうな」 

 《Yo ---se dijo el principito---, si tuviera cincuenta y tres minutos para gastar, 

caminaría tranquilamente hacia una fuente...》 

《「主語」》,「動詞句」「主語」,《「副詞節」,「動詞」「副詞句」》 

《Yo ｼﾞｭ pron 僕は                                                      「主語」 

---se dijo ｾ･ﾃﾞｨﾎ 3 単半(decirse)v.pr 心の中で思った                       「動詞句」 

el principito---, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

tuviera ﾄｩﾋﾞｴﾗ 接・1 単過･仮定法(tener)v.t 持っていたとしたら       「動詞」 

cincuenta y tres minutos ｼﾝｸｴﾝﾀ･ｲ･ﾄﾚｽ･ﾐﾇﾄｽ pl.n.m 53 分を         「目的語」 

para gastar, ﾊﾟﾗ･ｶﾞｽﾀｰﾙ adj. 使うことが出来る、自由に使える    「形容詞句」 

caminaría ｶﾐﾅﾘｱ 1 単過未･仮定法帰結(caminar)v.i 歩いて行くだろう          「動詞」 

tranquilamente ﾄﾗﾝｷﾗﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                 「副詞」 

hacia una fuente...》ｱｼｱ･ｳﾅ･ﾌｴﾝﾃ adv. 泉の方へ                           「副詞句」 

 

XXIV 

 

砂漠での飛行機の故障から 1 週間目になっていた。僕は、水の貯えの最後の一滴を飲みな

がら、商人の話を聞いていた。 

Estábamos en el octavo día de mi avería en el desierto y había escuchado la historia del 

mercader bebiendo la última gota de mi provisión de agua. 

「動詞」「副詞句」y「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Estábamos ｴｽﾀﾊﾞﾓｽ 1 複線(estar)v.i 〜にいた                               「動詞」 

en el octavo día ｴﾝ･ｴﾙ･ｵｸﾀﾎﾞ･ﾃﾞｨｱ adv. 1 週間目に                        「副詞句」 

  el octavo día 「8 番目の日、1 週間目」 今日から数え始めて 8 日目で 1 週間になる 

de mi avería ﾃﾞ･ﾐ･ｱﾍﾞﾘｱ adv. 故障から                           「副詞句」 

  avería 「機械などの故障、破損」 

en el desierto ｴﾝ･ｴﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠での                 「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

había escuchado ｱﾋﾞｱ･ｴｽｸﾁｬﾄﾞ 1 単線･完了形(escuchar)v.t 聞いていた      「動詞句」 

la historia ﾗ･ｲｽﾄﾘｱ n.f 話を                                             「目的語」 

del mercader ﾃﾞﾙ･ﾒﾙｶﾃﾞﾙ adj. 商人の                            「形容詞句」 
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bebiendo ﾍﾞﾋﾞｴﾝﾄﾞ 現在分詞(beber)v.t 飲みながら                         「副詞句」 

la última gota ﾗ･ｳﾙﾁﾏ･ｺﾞﾀ n.f 最後の一滴を                       「目的語」 

de mi provisión ﾃﾞ･ﾐ･ﾌﾟﾛﾋﾞｼｵﾝ adj. たくわえの           「形容詞句」 

de agua. ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ adj. 水の                   「形容詞句」 

 

「ああ！」と、僕は王子様に言った。「君の思い出話はとても素敵だよ。でも、まだ飛行機

の修理が終わっていないし、飲み水がもうないんだ。だから泉に向かってゆっくり歩いて

行けたらどんなに幸せだろうって、僕も思っているんだ」 

 ---¡Ah! ---dije al proncipito---. Tus recuerdos son muy bonitos, pero todavía no he 

reparado mi avión, no tengo nada para beber y yo también sería feliz si pudiera caminar 

tranquilamente hacia una fuente. 

《「間投」》,「動詞」「間接目的語」,《「主語」「動詞」「補語」,pero 

「副詞」「動詞句」「目的語」,「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞」「補語」「副詞節」》 

---¡Ah! ｱｰ int. ああ                                                      「間投」 

---dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

al proncipito---. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                           「間接目的語」 

Tus recuerdos ﾄｩｽ･ﾚｸｪﾙﾄﾞｽ pl.n.m 君の思い出は                            「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

muy bonitos, ﾑｲ･ﾎﾞﾆﾄｽ adj.pl とてもすてきな                              「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

todavía ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. まだ〜ない                                           「副詞」 

no he reparado ﾉ･ｴ･ﾚﾊﾟﾗﾄﾞ 1 単現･完了形･否定(reparar) 

v.t 修理が終わっていない                                            「動詞句」 

mi avión, ﾐ･ｱﾋﾞﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                                    「目的語」 

no tengo ﾉ･ﾃﾝｺﾞ 1 単現･否定(tener)v.t ない                              「動詞句」 

nada para beber ﾅﾀﾞ･ﾊﾟﾗ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ pron 飲み物が何も〜ない                「目的語」 

y ｲ conj. そして 

yo también ｼﾞｮ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 僕も                                         「主語」 

sería ｾﾘｱ 1 単過未(ser)v.i 〜だろうに                                      「動詞」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

pudiera caminar ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｶﾐﾅｰﾙ 接・1 単過･仮定法(poder+不定詞) 

   v.i 歩くことができたとしたら                                 「動詞句」 

tranquilamente ﾄﾗﾝｷﾗﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                          「副詞」 

hacia una fuente. ｱｼｱ･ｳﾅ･ﾌｴﾝﾃ adv. 泉のほうへ                   「副詞句」 
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「ぼくの友達のキツネが．．．」と、僕に言った。 

 ---Mi amigo el zorro... ---me dijo.                  《「主語」》,「間接目的語」「動詞」 

---Mi amigo ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友達                                         「主語」 

el zorro... ｴﾙ･ｿﾛ n.m 狐が                                                「主語」 

---me ﾒ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「ねえ坊や、もう、キツネの話どころじゃないよ！」 

 ---Mi pequño hombrecito, ¡ya no se trata del zorro! 

《「呼びかけ」, 「副詞」「動詞句」「間接目的語」》 

---Mi pequño hombrecito, ﾐ･ﾍﾟｹﾝﾆｮ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m ねえ坊や               「呼びかけ」 

  pequño ﾍﾟｹﾝﾆｮ adj. 小さい hombrecito ← hombre + -cito 男の子 

¡ya ﾔｰ adv. もう                                                         「副詞」 

no se trata ﾉ･ｾ･ﾄﾗﾀ 3 単現･否定(taratarse)v.pr(de) 〜の問題ではない       「動詞句」 

del zorro! ﾃﾞﾙ･ｿﾛ adv. 狐についての                                 「間接目的語」 

 

「どうして？」 

 ---¿Por qué?                                                            「質問」 

---¿Por qué? ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして？                                        「質問」 

 

「喉が渇いたら、死んでしまうからだよ」 

 ---Porque nos vamos a morir de sed...                 《Porque「動詞句」「副詞句」》 

---Porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら 

nos vamos a morir ﾉｽ･ﾊﾞﾓｽ･ｱ･ﾓﾘｰﾙ 1 複現･近接未来(ir a+不定詞 morirse) 

   v.pr 死んでしまう                                                   「動詞句」 

de sed... ﾃﾞ･ｾｯﾄﾞ adv. 喉の渇きのために                                 「副詞句」 

 

「彼は僕が言ったことの意味が理解できずに、返事をした」 

 No comprendió mi razonamiento y respondió:       《「動詞句」「目的語」y「動詞」》 

No comprendió ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(comprender)v.t 理解できなかった 「動詞句」 

mi razonamiento ﾐ･ﾅｿﾅﾐｴﾝﾄ n.m 僕の言っている理屈が                   「目的語」 

y ｲ conj. そして 

respondió: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 返事をした                       「動詞」 
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「僕たちがじきに死んでいくとすればなおさら、友達を得た事は良いことだと思うよ。キ

ツネという友達を得たことで、僕は満足しているよ」 

 ---Es bueno haber tenido un amigo, aun si vamos a morir. Yo estoy muy contento de 

haber tenido un amigo zorro... 

《「補語」「動詞」「主語」,「副詞節」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

bueno ﾌﾞｴﾉ adj. よい                                                    「補語」 

haber tenido ｱﾍﾞｰﾙ･ﾃﾆﾄﾞ 不定詞･完了形(tener)v.t 持った事は                「主語」 

un amigo, ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ n.m 友達を                                    「目的語」 

aun si ｱｳﾝ･ｼ conj. もし〜するならばなおさら                             「副詞節」 

vamos a morir. ﾊﾞﾓｽ･ｱ･ﾓﾘｰﾙ 1 複現･近接未来(ir a+不定詞 morir) 

   v.i じきに死んでいく                                         「動詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

muy contento ﾑｲ･ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 満足した                                      「補語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adv. 〜することによって                                  「副詞句」 

haber tenido ｱﾍﾞｰﾙ･ﾃﾆﾄﾞ 不定詞･完了形(tener)v.t 持った           「動詞句」 

un amigo zorro... ｳﾝ･ｱﾐｺﾞ･ｿﾛ n.m キツネという友達を             「目的語」 

 

「彼は危険を推し量ることが出来ないんだ」と、僕は心の中で思った。「彼には、空腹も喉

の渇きもないんだ。少しの日光があれば、彼にとっては十分なんだ」 

 《No mide el peligro ---me dije---. Jamás tiene hambre ni sed. Un poco de sol le 

basta...》 

《「動詞句」「目的語」》,「動詞句」,《「動詞句」「目的語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」》 

《No mide ﾉ･ﾐﾃﾞ 3 単現･否定(medir)v.t 推し量れない                     「動詞句」 

el peligro ｴﾙ･ﾍﾟﾘｸﾞﾛ n.m 危険を                                        「目的語」 

---me dije---. ﾒ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                   「動詞句」 

Jamás tiene ﾊﾏｽ･ﾃｨｴﾈ 3 単現･否定(tener+jamás)v.t 決してない            「動詞句」 

hambre ni sed. ﾊﾝﾌﾞﾚ･ﾆ･ｾｯﾄﾞ pl.n.f 空腹も渇きも〜ない                  「目的語」 

Un poco de sol ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｿﾙ n.m 少しの日光が                            「主語」 

le ﾚ pron 彼にとって                                              「間接目的語」 

basta...》ﾊﾞｽﾀ 3 単現(bastar)v.i 十分である                                「動詞」 

 

しかし彼は僕をじっと見つめてから、僕が考えていることに対して答えました。 

 Pero me miró y respondió a mi pensamiento: 

Pero「目的語」「動詞」y「動詞」「間接目的語」 
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Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 眺めた                                          「動詞」 

y ｲ conj. そして 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i (a に) 答えた                     「動詞」 

a mi pensamiento: ｱ･ﾐ･ﾍﾟﾝｻﾐｴﾝﾄ adv. 僕が考えていることに対して     「間接目的語」 

 

「僕ものどが渇いた．．．井戸を探そう．．．」 

 ---Tengo sed también... Busquemos un pozo... 

《「動詞」「目的語」「副詞」┃「動詞」「目的語」》 

---Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t ある                                        「動詞」 

sed ｾﾄﾞ n.f のどの渇き                                                 「目的語」 

también... ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                           「副詞」 

Busquemos ﾌﾞｽｹﾓｽ 接・1 複現･勧誘(buscar)v.t 探そう                       「動詞」 

un pozo... ｳﾝ･ﾎﾟｿ n.m 井戸を                                           「目的語」 

 

僕はうんざりの身振りをした：広大な砂漠の中であてもなく井戸を探すなんてことは、ば

かげている。それでも僕たちは歩き始めた。 

Tuve un gesto de cansancio: es absurdo buscar un pozo, al azar, en la inmensidad del 

desierto. Sin embargo, nos pusimos en marcha. 

「動詞」「目的語」：「動詞」「補語」「主語」┃「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Tuve ﾄｩﾍﾞ 1 単点(tener)v.t（+動詞概念の名詞）をした                       「動詞」 

un gesto ｳﾝ･ﾍｽﾄ n.m 身振りを                                          「目的語」 

de cansancio: ﾃﾞ･ｶﾝｻﾝｼｵ adj. うんざりの                       「形容詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

absurdo ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞ adj. ばかげた                                           「補語」 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 探すことは                                       「主語」 

un pozo, ｳﾝ･ﾎﾟｿ n.m 井戸を                                       「目的語」 

al azar, ｱﾙ･ｱｻｰﾙ adv. 行き当たりばったりに、あてもなく             「副詞句」 

en la inmensidad del desierto. ｴﾝ･ﾗ･ｲﾝﾒﾝｼﾀﾞ･ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ 

 adv. 広大な砂漠の中で                                   「副詞句」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず              「副詞句」 

nos pusimos ﾉｽ･ﾌﾟｼﾓｽ 1 複現(ponerse)v.pr 〜はじめた                     「動詞句」 

en marcha. ｴﾝ･ﾏﾙﾁｬ adv. 進行中の                                      「副詞句」 
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何時間も無言で歩いていると、日が暮れて、星が輝き始めた。 

 Cuando hubimos caminado horas en silencio, cayó la noche y las estrellas comenzaron 

a brillar.                             「副詞節」,「動詞」「主語」y「主語」「動詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると                                          「副詞節」 

hubimos caminado ｳﾋﾞﾓｽ･ｶﾐﾅﾄﾞ 1 複点･完了形･直前過去完了(caminar) 

   v.i 歩いてきた                                               「動詞句」 

horas ｵﾗｽ pl.n.f 何時間も                                       「副詞句」 

en silencio, ｴﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 無言で                                「副詞句」 

cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 傾いた、暮れた                                     「動詞」 

la noche ﾗ･ﾉﾁｪ n.f 夜が                                                  「主語」 

y ｲ conj. そして 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星が                                       「主語」 

comenzaron a brillar. ｺﾒﾝｻﾛﾝ･ｱ･ﾌﾞﾘｼﾞｬｰﾙ 3 複点･開始(comenzar a+不定詞) 

   v.i 輝き始めた                                                      「動詞句」 

直前過去完了 ： 

過去のある時点から見て、その直前に完了した出来事を表す。現代スペイン語では、点過

去または過去完了で代用されるのが普通である。 

喉の渇きのせいで少し熱が出て、僕はまるで夢の中の出来事のように星たちを見ていた。

王子様の言葉が僕の記憶の中で踊っていた。 

Las veía como en sueños, con un poco de fiebre, a causa de mi sed. Las palabras del 

principito danzaban en mi memoria: 

「目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Las ﾗｽ pron.pl 星たちを                                                「目的語」 

veía ﾍﾞｲｱ 1 単線(ver)v.t 見ていた                                          「動詞」 

como en sueños, ｺﾓ･ｴﾝ･ｽｪﾆｮｽ adv. 夢の中のことのように                  「副詞句」 

con un poco de fiebre, ｺﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ﾌｨｴﾌﾞﾚ adv. 少し熱を出して           「副詞句」 

a causa de mi sed. ｱ･ｶｳｻ･ﾃﾞ･ﾐ･ｾｯﾄﾞ adv. 喉の渇きのせいで         「副詞句」 

Las palabras del principito ﾗｽ･ﾊﾟﾗﾌﾞﾗｽ･ﾃﾞﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ 

   pl.n.f 王子様の言葉が                                                  「主語」 

danzaban ﾀﾞﾝｻﾊﾞﾝ 3 複線(danzar)v.i 踊っていた                            「動詞」 

en mi memoria: ｴﾝ･ﾐ･ﾒﾓﾘｱ adv. 僕の記憶の中で                          「副詞句」 

 

「君も、喉が渇いているの？」と、彼に尋ねた。 

 ---¿También tú tienes sed? ---le pregunté. 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「間接目的語」「動詞」 

---¿También tú ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾄｩ pron 君も                                       「主語」 
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tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t ある                                         「動詞」 

sed? --- ｾｯﾄﾞ n.f 喉の渇き                                               「目的語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

pregunté. ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾃ 1 単点(preguntar)v.i 尋ねた                             「動詞」 

 

しかし彼は僕の質問に答えなかった。僕にむかって簡単に言った。 

 Pero no respondió a mi pregunta. Me dijo simplemente: 

Pero「動詞句」「間接目的語」┃「目的語」「動詞」「副詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no respondió ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.i 答えなかった          「動詞句」 

a mi pregunta. ｱ･ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 僕の質問に                         「間接目的語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                       「目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

simplemente: ｼﾝﾌﾟﾚﾒﾝﾃ adv. 簡単に                                       「副詞」 

 

「水は心にとっても良いものかもしれない」 

 ---El agua puede también ser buena para el corazón...    《「主語」「動詞句」「補語」》 

---El agua ｴﾙ･ｱｸﾞｱ n.m 水は                                              「主語」 

puede también ser ﾌﾟｴﾃﾞ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｾｰﾙ 3 単現･可能性(poder+不定詞+ también) 

   v.i 〜でもあるかもしれない                                          「動詞句」 

buena ﾌﾞｴﾅ adj. よい                                                    「補語」 

para el corazón... ﾊﾟﾗ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心にとって                     「副詞句」 

 

僕は彼の返事が理解できなかったが、黙り込んだ。彼に質問してはならないということを

よく知っていたからだ。 

 No comprendí su respuesta, pero me callé... Sabía bien que no había que interrogarlo. 

「動詞句」「目的語」pero「動詞句」┃「動詞」「副詞」「目的語」 

No comprendí ﾉ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点･否定(comprender)v.t 理解できなかった   「動詞句」 

su respuesta, ｽ･ﾚｽﾌﾟｴｽﾀ n.f 彼の返事を                                  「目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me callé... ﾒ･ｶｼﾞｪ 1 単点(callarse)v.pr 黙り込んだ                         「動詞句」 

Sabía ｻﾋﾞｱ 1 単線(saber)v.t 知っていた                                    「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

no había que interrogarlo. ﾉ･ｱﾋﾞｱ･ｹ･ｲﾝﾃﾛｶﾞﾙ･ﾛ 1 単線･必要･否定(heber que+不定詞+lo) 

   v.t 彼に質問してはならない                                   「動詞句」 
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  interrogar ｲﾝﾃﾛｶﾞｰﾙ v.t 質問する lo ﾛ pron 彼に 

 

彼は疲れていた。彼は腰かけた。僕も彼の近くに腰かけた。そしてしばらく沈黙した後で、

彼は付け加えて言った。 

 Estaba fatigado. Se sentó. Me senté cerca de él. Y, después de un silencio, dijo aún: 

「動詞」「補語」┃「動詞句」┃「動詞句」「副詞句」┃Y「副詞句」「動詞」「副詞」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

fatigado. ﾌｧﾁｶﾞﾄﾞ 過去分詞(fatigar)adj. 疲れた                             「補語」 

Se sentó. ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 座った、腰かけた                    「動詞句」 

Me senté ﾒ･ｾﾝﾃ 1 単点(sentarse)v.pr 座った、腰かけた                    「動詞句」 

cerca de él. ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｴﾙ adv. 彼の近くに                                   「副詞句」 

Y, ｲ conj. そして 

después de un silencio, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. しばらく沈黙した後で    「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

 

「星たちは美しい、一輪の見えない花のおかげで。」 

 Las estrellas son bellas, por una flor que no se ve... 

《「主語」「動詞」「補語」,「副詞句」》 

Las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                  「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bellas, ﾍﾞｼﾞｬｽ adj.f.pl 美しい                                             「補語」 

por una flor ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ adv.（原因）一輪の花のおかげで                 「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

no se ve... ﾉ･ｾ･ﾍﾞ 3 単現･再帰受動･否定(verse)v.pr 見えない「動詞句」 

 

僕は、「もちろん」と答えた。それから話すのを止めて、月の下の砂のしわを眺めた。 

 Respondí 《por supuesto》y, sin hablar, miré los pliegues de la arena bajo la luna. 

「動詞」「目的語」y「副詞句」「動詞」「目的語」 

Respondí ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                             「動詞」 

《por supuesto》ﾎﾟﾙ･ｽﾌﾟｴｽﾄ adv. もちろん                               「目的語」 

y, ｲ conj. そして 

sin hablar, ｼﾝ･ｱﾌﾞﾗｰﾙ adv. 話すのを止めて                               「副詞句」 

miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 見た、眺めた                                     「動詞」 

los pliegues ﾛｽ･ﾌﾟﾘｴｹﾞｽ pl.n.m ひだを、しわを                           「目的語」 

de la arena ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾚﾅ adj. 砂の                                 「形容詞句」 
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bajo la luna. ﾊﾞﾎ･ﾗ･ﾙﾅ adv. 月の下の                     「副詞句」 

 

「砂漠は美しい」と、彼は付け加えた。 

 ---El desierto es bello ---agregó.                  《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」 

---El desierto ｴﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ n.m 砂漠は                                       「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

bello ﾍﾞｰｼﾞｮ adj. 美しい                                                  「補語」 

---agregó. ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 言い足した                             「動詞」 

 

それは本当だ。僕はずっと砂漠が好きだった。砂丘の上に座る。何も見えない。何も聞こ

えない。 

 Es verdad. Siempre he amado el desierto. Puede uno sentarse sobre un médano de 

arena. No se ve nada. No se oye nada. 

「動詞」「補語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」┃「動詞句」「副詞句」 

「動詞句」「主語」┃「動詞句」「主語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

verdad. ｳﾞｪﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実、事実                                          「補語」 

Siempre ｼｪﾝﾌﾟﾚ adv. いつも、ずっと                                      「副詞」 

he amado ｴ･ｱﾏﾄﾞ 1 単現･完了形(amar)v.t 愛していた、好きだった          「動詞句」 

el desierto. ｴﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ n.m 砂漠を                                       「目的語」 

Puede uno sentarse ﾌﾟｴﾃﾞ･ｳﾉ･ｾﾝﾀﾙｾ 3 単現･可能性(poderse+不定詞) 

   v.pr 僕は座る（かもしれない）                                       「動詞句」 

  uno は「暗に自分を指す」再帰代名詞 se の代用（sentarse の se と重複を避けるため） 

sobre un médano de arena. ｿﾌﾞﾚ･ｳﾝ･ﾒﾀﾞﾉ･ﾃﾞ･ｱﾚﾅ adv. 砂丘の上に          「副詞句」 

No se ve ﾉ･ｾ･ﾍﾞ 3 単現･否定(verse)v.pr 見えない                         「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も（〜ない）                                           「主語」 

No se oye ﾉ･ｾ･ｵｲｴ 3 単現･否定(oírse)v.pr 聞こえない                      「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も（〜ない）                                           「主語」 

 

それにもかかわらず、何かが静寂の中で輝いている。 

Y sin embargo, algo resplandece en el silencio...  Y「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                        「副詞句」 

algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが                                                   「主語」 

resplandece ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾃﾞｾ 3 単現(resplandecer)v.i 輝く、きらめく               「動詞」 

en el silencio... ｴﾝ･ｴﾙ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 静寂の中で                             「副詞句」 
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「砂漠を美しくしているものは」と、王子様が言った。「それがどこかに井戸を隠している

ということだよ」 

 ---Lo que embellece al desierto ---dijo el principito--- es que esconde un pozo en 

cualquier parte...                      《「主語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「補語」》 

---Lo ﾛ pron そのものは                                                  「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

embellece ｴﾝﾍﾞｼﾞｪｾ 3 単現(embellecer)v.t 美しくする         「動詞」 

al desierto ｱﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ n.m 砂漠を                         「目的語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito--- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

esconde ｴｽｺﾝﾃﾞ 3 単現(esconder)v.t 隠している                        「動詞」 

  主語は desierto 砂漠 

un pozo ｳﾝ･ﾎﾟｿ n.m 井戸を                                        「目的語」 

en cualquier parte... ｴﾝ･ｸゎﾙｷｴ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どこかに                   「副詞句」 

 

砂の神秘的な輝きのことがいきなり分かって、僕は驚いた。 

 Me sorprendí al comprender de pronto el misterioso resplandor de la arena. 

「動詞句」「副詞句」 

Me sorprendí ﾒ･ｿﾙﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(sorprenderse)v.pr 驚いた                「動詞句」 

al comprender ｱﾙ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ adv.（原因）〜がわかって                   「副詞句」 

  al+不定詞 「〜する時、〜した時」のように、同時性を表すこともある 

de pronto ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾝﾄ adv. 突然、いきなり                           「副詞句」 

el misterioso resplandor ｴﾙ･ﾐｽﾃﾘｵｰｿ･ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞｰﾙ n.m 神秘的な輝き   「目的語」 

de la arena. ﾃﾞ･ﾗ･ｱﾚﾅ adj. 砂の                           「形容詞句」 

 

少年だった時、僕は古い家に住んでいた。伝説によると、そこには宝物が隠されていると

言われていた。 

Cuando era muchachito vivía yo en una antigua casa y la leyenda contaba que allí había 

un tesoro escondido.  「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞句」y「主語」「動詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                          「副詞節」 

era ｴﾗ 1 単線(ser)v.i 〜だった                                     「動詞」 

muchachito ﾑﾁｬﾁｰﾄ n.m(muchacho + -ito) 少年                      「補語」 

vivía ﾋﾞﾋﾞｱ 1 単線(vivir)v.i 住んでいた                                     「動詞」 
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yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

en una antigua casa ｴﾝ･ｳﾅ･ｱﾝﾁｸﾞゎ･ｶｰｻ adv. 古い家に                    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

la leyenda ﾗ･ﾚｼﾞｪﾝﾀﾞ n.f 伝説は                                           「主語」 

contaba ｺﾝﾀﾊﾞ 3 単線(contar)v.t 語っていた                                「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                              「副詞」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                「動詞」 

un tesoro escondido. ｳﾝ･ﾃｿﾛ･ｴｽｺﾝﾃﾞｨﾄﾞ n.m 隠れた宝が            「目的語」 

 

たぶん誰もそれを見つけられなかったし、おそらくそれを探しもしなかっただろう。 

Sin duda, nadie supo descubrirlo y quizá nadie lo buscó. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」y「副詞」「主語」「目的語」「動詞」 

Sin duda, ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. たぶん、間違いなく                             「副詞句」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                             「主語」 

supo descubrirlo ｽﾎﾟ･ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘｰﾙ･ﾛ 3 単点･可能(saber+不定詞+lo) 

   v.t それを発見できた                                                「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

quizá ｷｻ adv.( quizás) おそらく                                           「副詞」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                                             「主語」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

buscó. ﾌﾞｽｺ 3 単点(buscar)v.t 探した                                       「動詞」 

 

しかしその宝物が家全体に魔法をかけていた。僕の家は、その中心部の奥に宝物を大事に

保管していた。 

Pero encantaba toda la casa. Mi casa guardaba un secreto en el fondo de su corazón... 

Pero「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

encantaba ｴﾝｶﾝﾀﾊﾞ 3 単線(encantar)v.t（主語は宝物）〜に魔法をかけていた   「動詞」 

toda la casa. ﾄﾀﾞ･ﾗ･ｶｰｻ n.f 家全体に                                     「目的語」 

Mi casa ﾐ･ｶｰｻ n.f 僕の家は                                               「主語」 

guardaba ｸﾞゎﾙﾀﾞｰﾊﾞ 3 単線(guardar)v.t 守っていた、保管していた          「動詞」 

un secreto ｳﾝ･ｾｸﾚﾄ n.m 1 つの秘密を                                    「目的語」 

en el fondo ｴﾝ･ｴﾙ･ﾌｫﾝﾄﾞ adv. 奥に                                       「副詞句」 

de su corazón... ﾃﾞ･ｽ･ｺﾗｿﾝ adj. 家の中心部の                    「形容詞句」 
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「そうだ！」と、僕は王子様に言った。「家のことでも、星や砂漠のことでも、それらを美

しくしているものは目に見えないんだ」 

 ---Sí ---dije al principito---; ya se trate de la casa, de las estrellas o del desierto, lo que 

los embellece es invisible.   《「応答」》,「動詞」「間接目的語」, 

《「副詞」「動詞句」「間接目的語」「主語」「動詞」「補語」》 

---Sí ｼ adv. そうだ！                                                     「応答」 

---dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

al principito---; ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                           「間接目的語」 

ya ﾔｰ adv. conj. 〜であろうと．．．であろうと                               「副詞」 

se trate ｾ･ﾄﾗﾃ 接・3 単現(tratarse)v.pr (de) 〜の話である                  「動詞句」 

de la casa, ﾃﾞ･ﾗ･ｶｰｻ adv. 家の                                      「間接目的語」 

de las estrellas ﾃﾞ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星の                            「間接目的語」 

o ｵ conj. または 

del desierto, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の                                 「間接目的語」 

lo ﾛ pron 物は                                                           「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

los ﾛｽ pron.pl それらを                                  「目的語」 

embellece ｴﾝﾍﾞｼﾞｪｾ 3 単現(embellecer)v.t 美しくする         「動詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

invisible. ｲﾝﾋﾞｼｰﾌﾞﾚ adj. 目に見えない                                     「補語」 

 

「君が、僕の狐と同じ意見なので僕は嬉しいよ」と、彼は言った。 

 ---Me gusta que estés de acuerdo con mi zorro ---dijo. 

《「間接目的語」「動詞」「主語」》,「動詞」 

---Me ﾒ pron 僕にとって                                           「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                                     「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

estés ｴｽﾃｽ 接・2 単現･話者の判断(estar)v.i 〜である                   「動詞」 

de acuerdo ﾃﾞ･ｱｸｴﾙﾄﾞ adj.（意見が）一致した                         「補語」 

con mi zorro ｺﾝ･ﾐ･ｿﾛ adv. 僕のキツネと                       「副詞句」 

---dijo. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

 

王子様が眠ってしまったようなので、両腕に抱えて、また泉探しの旅を続けた。 

 Como el principito se durmiera, lo tomé en mis brazos y volví a ponerme en camino. 

「副詞節」,「目的語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「副詞句」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 
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el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                             「主語」 

se durmiera, ｾ･ﾄﾞｩﾙﾐｴﾗ 接・3 単過･話し手の認識(dormirse) 

v.pr 眠っていた                                              「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

tomé ﾄﾒ 1 単点(tomar)v.t つかんだ、抱えた                                「動詞」 

en mis brazos ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕の中に                              「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

volví a ponerme ﾎﾞﾙﾋﾞ･ｱ･ﾎﾟﾈﾙﾒ 1 単点･再度(volver a+不定詞) 

   v.pr 再び〜に従事した                                               「動詞句」 

en camino. ｴﾝ･ｶﾐﾉ adv. 道のりに、道程に                                「副詞句」 

 

僕は感動していた。僕は壊れやすい宝物を運んでいるように思われた。同時に、これより

も壊れやすいものは地球上にはないと思われた。 

Estaba emocionado. Me parecía cargar un frágil tesoro. Me parecía también que no 

había nada más frágil sobre la Tierra. 

「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞」「主語」┃「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

emocionado. ｴﾓｼｵﾅﾄﾞ adj. 感動した、感激した                              「補語」 

Me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように思われた                       「動詞」 

cargar ｶﾙｶﾞｰﾙ 不定詞 v.t 〜に荷を積むこと                                「主語」 

un frágil tesoro. ｳﾝ･ﾌﾗﾋﾙ･ﾃｿﾛ n.m 壊れやすい宝物を            「直接目的語」 

Me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

parecía ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecer)v.i 〜のように思われた                       「動詞」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜もまた                                            「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

no había ﾉ･ﾊﾋﾞｱ 3 単線･否定(haber)v.t ない                        「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                        「目的語」 

más frágil ﾏｽ･ﾌﾗﾋﾙ adj. それより壊れやすいものは         「形容詞句」 

sobre la Tierra. ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地球上に         「副詞句」 

 

月明かりの下で、僕は彼の青白い顔や、彼の閉じた目や、風に吹かれて揺れる髪の房を見

つめて、心の中で思った： 

A la luz de la luna, miré su frente pálida, sus ojos cerrados, sus mechones de cabellos 

que temblaban al viento, y me dije:          「副詞句」,「動詞」「目的語」y「動詞句」 

A la luz de la luna, ｱ･ﾗ･ﾙｰｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾙﾅ adv. 月の明かりを受けて              「副詞句」 
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miré ﾐﾚ 1 単点(mirar)v.t 眺めた、見つめた                                 「動詞」 

su frente pálida, ｽ･ﾌﾚﾝﾃ･ﾊﾟﾘﾀﾞ n.f 彼の青白い顔を                        「目的語」 

sus ojos cerrados, ｽｽ･ｵﾎｿ･ｾﾗﾄﾞｽ pl.n.m 彼の閉じた目を                   「目的語」 

sus mechones de cabellos ｽｽ･ﾒﾁｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｶﾍﾞｼﾞｮｽ pl.n.m 彼の頭髪の房を     「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

temblaban ﾃﾝﾌﾞﾗﾊﾞﾝ 3 複線(temblar)v.i 揺れていた        「動詞」 

al viento, ｱﾙ･ﾋﾞｴﾝﾄ adv. 風に吹かれて                  「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

me dije: ﾒ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decirse)v.pr 心の中で言った                       「動詞句」 

 

「ここに見えているものはうわべに過ぎない。最も大切なものは目に見えないんだ」 

《Lo que veo aquí es sólo una corteza. Lo más importante es invisible...》 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

《Lo ﾛ pron ものは                                                      「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

veo ﾍﾞｵ 1 単現(ver)v.t 見える、見る                         「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                       「副詞」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

sólo una corteza. ｿﾛ･ｳﾅ･ｺﾙﾃｻ n.f うわべにすぎない                          「補語」 

Lo ﾛ pron 物は                                                          「主語」 

más importante ﾏｽ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 最も大切な                     「形容詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

invisible...》ｲﾝﾋﾞｼｰﾌﾞﾚ adj. 目に見えない                                   「補語」 

 

王子様の唇がわずかにほほ笑んだように見えたので、僕はさらに心の中で思った： 

 Como sus labios entreabiertos esbozaran una media sonrisa, me dije aún:  

「副詞節」,「動詞句」「副詞」 

Como ｺﾓ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

sus labios ｽｽ･ﾗﾋﾞｵｽ pl.n.m 彼の唇が                                「主語」 

entreabiertos ｴﾝﾄﾚｱﾋﾞｴﾙﾄｽ adj.pl 半開きの                   「形容詞」 

esbozaran ｴｿﾎﾞｻﾗﾝ 接・3 複過･話者の推量(esbozar) 

v.t（動作を）やりかけた（ように見えた）                        「動詞」 

una media sonrisa, ｳﾅ･ﾒﾃﾞｨｱ･ｿﾝﾘｻ n.f わずかなほほ笑みを         「目的語」 

me dije ﾒ･ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decirse)v.pr 心の中で思った                        「動詞句」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 
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「眠っているこの王子様のことでそれほど僕を感動させるものは、一輪の花に対する彼の

誠実さなんだ。それは眠っている時でさえもランプの炎のように彼の中できらめくバラの

花の姿なんだ」 

《Lo que me emociona tanto en este principito dormido es su fidelidad por una flor, es la 

imagen de una rosa que resplandece en él como la llama de una lámpara, aun cuando 

duerme...》                              《「主語」「動詞」「補語」,「動詞」「補語」》 

《Lo ﾛ pron ものは                                                      「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                         「目的語」 

emociona ｴﾓｼｵﾅ 3 単現(emocionar)v.t 感動させる             「動詞」 

tanto ﾀﾝﾄ adv. そんなに                                   「副詞」 

en este principito dormido ｴﾝ･ｴｽﾃ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 

 adv. 眠っているこの王子様のことで                    「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

su fidelidad ｽ･ﾌｨﾃﾞﾘﾀﾞﾄﾞ n.f 彼の誠実さ                                   「補語」 

por una flor, ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ adv. 一輪の花に対する                    「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

la imagen ﾗ･ｲﾏﾍﾝ n.f イメージ、映像、姿                                  「補語」 

de una rosa ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾛｰｻ adj. バラの花の                           「形容詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

resplandece ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾃﾞｾ 3 単現(resplandecer) 

v.i きらめく、輝く                             「動詞」 

en él ｴﾝ･ｴﾙ adv. 彼の中で                       「副詞句」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                        「副詞句」 

la llama ﾗ･ｼﾞｬﾏ n.f 炎                   「目的語」 

de una lámpara, ﾃﾞ･ｳﾅ･ﾗﾝﾊﾟﾗ 

 adj. ランプの                「形容詞句」 

aun cuando ｱｳﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ 

 conj. 〜するときでさえも              「副詞節」 

duerme...》ﾄﾞｩｴﾙﾒ 3 単現(dormir) 

v.i 眠っている                   「動詞」 
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そして僕は彼が最も壊れやすいと思った。ランプを保護しなければならない。風のひと吹

きでも、ランプの火は消えてしまうかもしれないのだから．．． 

Y lo sentí más frágil todavía. Es necesario proteger a las lámparas; un golpe de viento 

puede apagarlas... 

Y「目的語」「動詞」「補語」「副詞」┃「動詞」「補語」「主語」；「主語」「動詞句」 
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Y ｲ conj. そして 

lo ﾛ pron 彼を                                                         「目的語」 

sentí ｾﾝﾃｨ 1 単点(sentir)v.t 思った                                        「動詞」 

más frágil ﾏｽ･ﾌﾗﾋﾙ adj. 最も壊れやすい                                    「補語」 

todavía. ﾄﾀﾞﾋﾞｱ adv. しかし                                              「副詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 

proteger ﾌﾟﾛﾃｼﾞｪｰﾙ 不定詞 n. 〜を保護することは                          「主語」 

a las lámparas; ｱ･ﾗｽ･ﾗﾝﾊﾟﾗｽ pl.n.f ランプを                        「目的語」 

un golpe ｳﾝ･ｺﾞﾙﾍﾟ n.m 一撃は                                            「主語」 

de viento ﾃﾞ･ﾋﾞｴﾝﾄ adj. 風の                                    「形容詞句」 

puede apagarlas... ﾌﾟｴﾃﾞ･ｱﾊﾟｶﾞｰﾙﾗｽ 3 単現･可能性(poder+不定詞) 

   v.t ランプの火を消すかもしれない                                    「動詞句」 

 

このように歩き進んで、僕は夜明けごろに井戸を見つけた。 

 Caminando así, descubrí el pozo al nacer el día. 

「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」 

Caminando así, ｶﾐﾅﾝﾄﾞ･ｱｼ 現在分詞(caminar+ así)adv. このように歩いて   「副詞句」 

descubrí ﾃﾞｽｸﾌﾞﾘ 1 単点(descubrir)v.t 見つけた                             「動詞」 

el pozo ｴﾙ･ﾎﾟｿ n.m 井戸を                                              「目的語」 

al nacer el día. ｱﾙ･ﾅｯｾｰﾙ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 夜明けごろに                       「副詞句」 

  al+不定詞 〜する時に nacer ﾅｾｰﾙ v.i 生まれる el día ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 一日が（主語） 

 

XXV 

 

「人々は」と、王子さまは言った。「特急列車に閉じこもっているけれども、自分たちが何

を探しているのか分からないんだ。それで動き回ったり、堂々巡りをするんだ」 

---Los hombres ---dijo el principito--- se encierran en los 《rápidos》pero no saben lo que 

buscan. Entonces se agitan y dan vueltas. 

《「主語」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞句」「副詞句」pero「動詞句」「目的語」┃「副詞」「動詞句」y「動詞」「目的語」》 

---Los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人々は                                   「主語」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito--- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

se encierran ｾ･ｴﾝｼｴﾗﾝ 3 複現(encerrarse)v.pr 閉じこもっている            「動詞句」 

en los 《rápidos》ｴﾝ･ﾛｽ･ﾗﾋﾟﾄﾞｽ adv. 特急列車に                          「副詞句」 
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pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no saben ﾉ･ｻﾍﾞﾝ 3 複現･否定(saber)v.t 分からない                        「動詞句」 

lo que buscan. ﾛ･ｹ･ﾌﾞｽｶﾝ pron 自分たちが探しているものを               「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. それで                                             「副詞」 

se agitan ｾ･ｱﾋﾀﾝ 3 複現(agitarse)v.pr 動き回る、揺れる                   「動詞句」 

y ｲ conj. そして 

dan ﾀﾞﾝ 3 複現(dar)v.t（行為を）する                                      「動詞」 

vueltas. pl.n.f 堂々巡りを                                               「目的語」 

 

そして付け加えた。 

 Y agregó:                                                             Y「動詞」 

Y ｲ conj. そして 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えた                               「動詞」 

 

「それには及ばないんだよね」 

 ---No vale la pena...                                          《「動詞句」「主語」》 

---No vale ﾉ･ﾊﾞﾚ 3 単現･否定(valer)v.i 役に立たない、有効でない           「動詞句」 

la pena... ﾗ･ﾍﾟｰﾅ n.f 苦労は、労力は                                       「主語」 

  → それには及ばない、そんなことをする必要は無い 

 

僕たちがたどり着いた井戸は、サハラ砂漠にある井戸に似ていなかった。 

 El pozo al cual habíamos llegado no se parecía a los pozos del Sahara. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

El pozo ｴﾙ･ﾎﾟｿ n.m 井戸は                                               「主語」 

al cual ｱﾙ･ｸゎﾙ adv.(副詞句) そこに〜する                        「形容詞節」 

habíamos llegado ｱﾋﾞｱﾓｽ･ｼﾞｪｶﾞﾄﾞ 1 複線･完了形(llegar) 

v.i たどり着いた                                      「動詞句」 

no se parecía ﾉ･ｾ･ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線・否定(parecerse)v.pr 似ていなかった       「動詞句」 

a los pozos ｱ･ﾛｽ･ﾎﾟｿｽ adv. 井戸に                                   「間接目的語」 

del Sahara. ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ adj. サハラ砂漠にある                  「形容詞句」 

 

サハラ砂漠の井戸というのは、砂地に掘られたただの穴なのだ。 

Los pozos del Sahara son simples agujeros cavados en la arena.「主語」「動詞」「補語」 

Los pozos del Sahara ﾛｽ･ﾊﾟｿｽ･ﾃﾞﾙ･ｻｱﾗ pl.n.m サハラ砂漠の井戸は           「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

simples agujeros ｼﾝﾌﾟﾚｽ･ｱｸﾞﾍﾛｽ pl.n.m 単なる穴                           「補語」 
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   simple ｼﾝﾌﾟﾚ adj. 単純な、ただの agujero ｱｸﾞﾍﾛ n.m 穴、割れ目 

cavados ｶﾊﾞﾄﾞｽ 過去分詞(cavar)adj.pl 掘られた                     「形容詞」 

en la arena. ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂地に                          「副詞句」 

 

この井戸は、村の井戸に似ている。しかしこの辺りにはどんな村もなかったので、僕は夢

を見ていると思った。 

Éste se parecía a un pozo de aldea. Pero ahí no había ninguna aldea y yo creía soñar. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」┃Pero「副詞」「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞句」 

Éste ｴｽﾃ pron この井戸は                                                「主語」 

se parecía ｾ･ﾊﾟﾚｼｱ 3 単線(parecerse)v.pr(a に) 似ている                   「動詞句」 

a un pozo ｱ･ｳﾝ･ﾎﾟｿ adv. 井戸に                                     「間接目的語」 

de aldea. ﾃﾞ･ｱﾙﾃﾞｱ adj. 村にある                           「形容詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

ahí ｱｲ adv. ここには                                                     「副詞」 

no había ﾉ･ｱﾋﾞｱ 3 単線･否定(haber)v.t なかった                          「動詞句」 

ninguna aldea ﾆﾝｸﾞﾅ･ｱﾙﾃﾞｱ n.f どんな村も                               「目的語」 

y ｲ conj. そして 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

creía soñar. ｸﾚｲｱ･ｿﾅｰﾙ 1 単線･判断(creer+不定詞)v.i 夢を見ていると思った  「動詞句」 

  soñar ｿﾝﾆｬｰﾙ v.i 夢を見る 

 

「これは奇妙だ！」と、僕は王子様に言った。「全てが準備されている：滑車も手桶もロー

プもすべて揃っている」 

 ---Es extraño ---dije al principito---. Todo está listo: la roldana, el balde y la cuerda... 

《「動詞」「補語」》,「動詞」「間接目的語」,《「主語」「動詞」「補語」：「主語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

extraño ｴｸｽﾄﾗﾆｮ adj. 奇妙な                                              「補語」 

---dije ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

al principito---. ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に                           「間接目的語」 

Todo ﾄﾄﾞ pron すべてのことが                                            「主語」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

listo: ﾘｽﾄ adj. 用意ができた、準備が整った                                 「補語」 

la roldana, ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車                                              「主語」 

el balde ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾃﾞ n.m 手桶                                               「主語」 

y ｲ conj. そして 

la cuerda... ﾗ･ｸｴﾙﾀﾞ n.f ロープ                                            「主語」 
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王子様は笑い、ロープに触れて、滑車を動かした。すると、風が長い間眠っていた時に古

い風見鶏がうめき声をあげるように、滑車はギシギシと音を立てた。 

 Rió, tocó la cuerda e hizo mover la roldana. Y la roldana gimió como gime una vieja 

veleta cuando el viento ha dormido mucho. 

「動詞」,「動詞」「目的語」e「動詞句」「目的語」┃Y「主語」「動詞」「副詞節」 

Rió, ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                             「動詞」 

tocó ﾄｺ 3 単点(tocar)v.t 触れた                                            「動詞」 

la cuerda ﾗ･ｸｴﾙﾀﾞ n.f ロープを                                         「目的語」 

e ｴ conj. そして 

hizo mover ﾋｿ･ﾓﾍﾞｰﾙ 3 単点･使役(hacer+不定詞+O)v.t 〜を動かした        「動詞句」 

la roldana. ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車                                            「目的語」 

Y ｲ conj. すると 

la roldana ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車は                                             「主語」 

gimió ﾋﾐｵ 3 単点(gemir)v.i うめき声をあげた                               「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜のように                                               「副詞節」 

gime ﾋﾒ 3 単現(gemir)v.i うめく                                    「動詞」 

una vieja veleta ｳﾅ･ﾋﾞｴﾊ･ﾍﾞﾚﾀ n.f 古い風見鶏が                      「主語」 

cuando ｸﾜﾝﾄﾞ conj. 〜する時に                                   「副詞節」 

el viento ｴﾙ･ｳﾞｨｴﾝﾄ n.m 風が                               「主語」 

ha dormido ｱ･ﾄﾞﾙﾐﾄﾞ 3 単現･完了形(dormir)v.i 眠っていた   「動詞句」 

mucho. ﾑﾁｮ adv. 長い間                                    「副詞」 

風見鶏（かざみどり）： 

鶏型の風向計（風見）。ヨーロッパの教会堂や住宅の屋根の上に取り付けられている。 

 

「聞こえるだろう？」と、王子様が言った。「僕たちが井戸を目覚めさせたから、井戸が歌

っているんだよ」 

 ---¿Oyes? ---dijo el principito---. Hemos despertado al pozo y el pozo canta... 

《「呼びかけ」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」「目的語」y「主語」「動詞」》 

---¿Oyes? ｵｲｴｽ 2 単現･確認(oír)v.t 聞こえるだろう？                    「呼びかけ」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Hemos despertado ｴﾓｽ･ﾃﾞｽﾍﾟﾙﾀﾄﾞ 1 複現･完了形(despertar)v.t 目覚めさせた「動詞句」 

al pozo ｱﾙ･ﾎﾟｿ n.m 井戸を                                             「目的語」 

y ｲ conj. それで 

el pozo ｴﾙ･ﾎﾟｿ n.m 井戸が                                               「主語」 
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canta... ｶﾝﾀ 3 単現(cantar)v.i 歌っている                                  「動詞」 

 

「僕に任せて！」と、僕は王子様に言った。「君には重すぎるよ」 

 ---Déjame a mí ---le dije---. Es demasiado pesado para ti. 

《「動詞句」「間接目的語」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞」「補語」》 

---Déjame ﾃﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現(dejar+me)v.t 僕に任せて！                    「動詞句」 

a mí ｱ･ﾐ adv. 僕に                                                 「間接目的語」 

---le ﾚ pron 王子様に                                               「間接目的語」 

dije---. ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

demasiado pesado ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｻﾄﾞ adj. 重すぎる                            「補語」 

para ti. ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君には                                       「副詞句」 

 

僕は手桶をゆっくりと井戸の縁石まで引き上げて、それをしっかりと置いた。僕の耳の中

では滑車が歌い続けており、まだ揺れている水の上には太陽が揺れているのが見えた。 

 Icé lentamente el balde hasta el brocal. Lo asenté bien. En mis oídos seguía cantando 

la roldana, y en el agua, que temblaba aún, vi temblar el sol. 

「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」┃「目的語」「動詞」「副詞」 

「副詞句」「動詞句」「主語」y「副詞句」「動詞」「補語」「目的語」 

Icé ｲｾ 1 単点(izar)v.t 引き上げた                                          「動詞」 

lentamente ﾚﾝﾀﾒﾝﾃ adv. ゆっくりと                                       「副詞」 

el balde ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾃﾞ n.m 手桶を                                           「目的語」 

hasta el brocal. ｱｽﾀ･ｴﾙ･ﾌﾞﾛｶﾙ adv. 井戸の縁石まで                        「副詞句」 

Lo ﾛ pron それを                                                      「目的語」 

asenté ｱｯｾﾝﾃ 1 単点(asentar)v.t 設置した                                  「動詞」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. しっかりと                                               「副詞」 

En mis oídos ｴﾝ･ﾐｽ･ｵｲﾄﾞｽ adv. 僕の耳には                               「副詞句」 

seguía cantando ｯｾｷﾞｱ･ｶﾝﾀﾝﾄﾞ 3 単線･継続(seguir+過去分詞) 

   v.i 歌い続けていた                                                  「動詞句」 

la roldana, ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車が                                            「主語」 

y ｲ conj. そして 

en el agua, ｴﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. 水の中では                                 「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

temblaba ﾃﾝﾌﾞﾗﾊﾞ 3 単線(temblar)v.i 揺れていた           「動詞」 

aún, ｱｳﾝ adv. まだ                                      「副詞」 

vi ｳﾞｨ 1 単点(ver)v.t 見えた                                               「動詞」 
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temblar ﾃﾝﾌﾞﾗｰﾙ 不定詞 v.i 揺れる                                         「補語」 

el sol. ｴﾙ･ｿﾙ n.m 太陽が                                                「目的語」 

 

「本当にこの水が欲しかったんだ」と、王子様が言った。「僕に飲ませてよ！」 

 ---Tengo sed de esta agua ---dijo el principito---. Dame de beber... 

《「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「動詞句」》 

---Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 〜がある                                    「動詞」 

sed ｾﾄﾞ n.f 渇き、(de に)願望を                                        「目的語」 

de esta agua ﾃﾞ･ｴｽﾀ･ｱｸﾞｱ adv. この水に                          「副詞句」 

  tener sed de.... 「〜を切望している、〜に飢えている」 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito---. ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                 「主語」 

Dame de beber... ﾀﾞ･ﾒ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 命･依頼･2 単現･使役(dar de+不定詞 beber+me) 

   v.t 僕に飲ませて                                                    「動詞句」 

 

それで僕は、彼が探し求めていたものが分かった。 

 Y comprendí lo que había buscado.                             Y「動詞」「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かった、理解した             「動詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

había buscado. ﾊﾋﾞｱ･ﾌﾞｽｶﾄﾞ 3 単線･完了形(buscar) 

v.t 探し求めていた                                  「動詞句」 

 

僕は手桶を彼の唇まで持ち上げた。彼は目を閉じて飲んだ。全てのことが祭りのように美

しかった。 

 Levanté el balde hasta sus labios. Bebió con los ojos cerrados. Todo era bello como una 

fiesta.      「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Levanté ﾚﾊﾞﾝﾃ 1 単点(levantar)v.t 持ち上げた                              「動詞」 

el balde ｴﾙ･ﾊﾞﾙﾃﾞ n.m 手桶を                                           「目的語」 

hasta sus labios. ｱｽﾀ･ｽｽ･ﾗﾋﾞｵｽ adv. 彼の唇まで                           「副詞句」 

Bebió ﾍﾞﾋﾞｵ 3 単点(beber)v.t 飲んだ                                       「動詞」 

con los ojos cerrados. ｺﾝ･ﾛｽ･ｵﾎｽ･ｾﾗﾄﾞｽ adv. 目を閉じて                    「副詞句」 

Todo ﾄﾄﾞ pron すべてのことが                                            「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

bello ﾍﾞｼﾞｮ adj. 美しい                                                   「補語」 
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como una fiesta. ｺﾓ･ｳﾅ･ﾌｨｴｽﾀ adv. 祭りのように                     「副詞句」 

 

その水はただの食料ではなかった。星の下の行進と滑車の歌と僕の腕の努力によって、そ

れは生まれたのだから。 

El agua no era un alimento. Había nacido de la marcha bajo las estrellas, del canto de la 

roldana, del esfuerzo de mis brazos.     「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

El agua ｴﾙ･ｱｸﾞゎ n.m その水は                                           「主語」 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定(ser)v.i 〜でなかった                               「動詞」 

un alimento. ｳﾝ･ｱﾘﾒﾝﾄ n.m 食べ物                                        「補語」 

Había nacido ｱﾋﾞｱ･ﾅｼﾄﾞ 3 単線･完了形(nacer)v.i 生まれた                 「動詞句」 

de la marcha ﾃﾞ･ﾗ･ﾏﾙﾁｬ adv. 行進から                                   「副詞句」 

bajo las estrellas, ﾊﾞﾎ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星の下の                  「副詞句」 

del canto ﾃﾞﾙ･ｶﾝﾄ adv. 歌から                                          「副詞句」 

de la roldana, ﾃﾞ･ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ adj. 滑車の                         「形容詞句」 

del esfuerzo ﾃﾞﾙ･ｴｽﾌｴﾙｿ adv. 努力から                                   「副詞句」 

de mis brazos. ﾃﾞ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adj. 僕の腕の                       「形容詞句」 

 

その水はプレゼントのように心を豊かにするものだった。僕が小さかった頃、クリスマス

ツリーの光や、夜中のミサの音楽や笑顔の優しさなどが、僕が受け取ったプレゼントの輝

きのすべてを形作っていたのだ。 

 Era buena para el corazón, como un regalo. Cuando yo era pequño, la luz del árbol de 

Navidad, la música de la misa de medianoche, la dulzura de las sonrisas, formaban todo 

el resplandor del regalo de Navidad que recibía. 

「動詞」「補語」┃「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

buena ﾌﾞｴﾅ adj.f 良い                                                   「補語」 

para el corazón, ﾊﾟﾗ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心のために                      「副詞句」 

como un regalo. ｺﾓ･ｳﾝ･ﾚｶﾞﾛ adv. 贈り物のように            「副詞句」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜の時に                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕が                                                 「主語」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                      「動詞」 

pequño, ﾍﾟｹﾆｮ adj. 小さい                                         「補語」 

la luz ﾗ･ﾙｰｽ n.f 光は、光が                                               「主語」 

del árbol de Navidad, ﾃﾞﾙ･ｱﾙﾎﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾅﾋﾞﾀﾞ adj. クリスマスツリーの 「形容詞句」 

la música ﾗ･ﾑｼｶ n.f 音楽は                                               「主語」 

de la misa de medianoche, ﾃﾞ･ﾗ･ﾐｻ･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨｱﾉﾁｪ adj. 夜中のミサの 「形容詞句」 
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la dulzura ﾗ･ﾄﾞｩﾙｽﾗ n.f 優しさは                                         「主語」 

de las sonrisas, ﾃﾞ･ﾗｽ･ｿﾝﾘｻｽ adj. 笑顔の、微笑みの               「形容詞句」 

formaban ﾌｫﾙﾏﾊﾞﾝ 3 複線(formar)v.t 形作っていた                          「動詞」 

todo el resplandor ﾄﾄﾞ･ｴﾙ･ﾚｽﾌﾟﾗﾝﾄﾞｰﾙ n.m 輝きのすべてを                「目的語」 

del regalo de Navidad ﾃﾞﾙ･ﾚｶﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾅﾋﾞﾀﾞ 

 adj. クリスマス・プレゼントの                             「形容詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                         「形容詞節」 

recibía. ﾚｼﾋﾞｱ 1 単線(recibir)v.t 受け取った      「動詞」 

 

「君のところでは」と、王子様が言った。「人々は 1 つの庭で 5000 本のバラを栽培してい

るけど．．．自分たちが探しているものが見つからないだね」 

 ---En tu tierra ---dijo el principito--- los hombres cultivan cinco mil rosas en un mismo 

jardín... Y no encuentran lo que buscan... 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」┃Y「動詞句」「目的語」》 

---En tu tierra ｴﾝ･ﾄｩ･ﾃｨｴﾗ adv. 君のところでは                           「副詞句」 

  tierra ﾃｨｴﾗ n.f 地球、大地、土地 

---dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

el principito--- ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                  「主語」 

los hombres ﾛｽ･ｵﾝﾌﾞﾚｽ pl.n.m 人々は                                      「主語」 

cultivan ｸﾙﾁﾊﾞﾝ 3 複現(cultivar)v.t 栽培している、耕す                      「動詞」 

cinco mil rosas ｼﾝｺ･ﾐﾙ･ﾛｻｽ pl.n.f 5000 本のバラを                         「目的語」 

en un mismo jardín... ｴﾝ･ｳﾝ･ﾐｽﾓ･ﾊﾙﾃﾞｨﾝ adv. 1 つの庭で                   「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

no encuentran ﾉ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗﾝ 3 複現･否定(encontrar)v.t 見つからない         「動詞句」 

lo que buscan... ﾛ･ｹ･ﾌﾞｽｶﾝ pron 自分たちが探しているものが              「目的語」 

 

「見つからないんだね」と、僕は答えた。 

 ---No lo encuentran... ---respondí.                              《「応答」》,「動詞」 

---No lo encuentran... ﾉ･ﾛ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗﾝ 3 複現･否定(encontrar+lo) 

   v.t 見つからないんだね                                                「応答」 

---respondí. ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 
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「それでも、彼らが探しているものは、たった 1 本のバラの中やほんの少しの水の中に、

見つかるかもしれないね」 

 ---Y, sin embargo, lo que buscan podría encontrarse en una sola rosa o en un poco de 

agua...                                 《Y「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」》 

---Y, ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. とはいえ、それにもかかわらず、それでも    「副詞句」 

lo que buscan ﾛ･ｹ･ﾌﾞｽｶﾝ pron 彼らが探しているものは                      「主語」 

podría encontrarse ﾎﾟﾄﾞﾘｱ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾙｾ 3 単過未･可能性(poder+不定詞･再帰受動) 

   v.pr 見つかるかもしれない                                           「動詞句」 

en una sola rosa ｴﾝ･ｳﾅ･ｿﾗ･ﾛｻ adv. たった 1 本のバラの中に                「副詞句」 

o ｵ conj. または 

en un poco de agua... ｴﾝ･ｳﾝ･ﾎﾟｺ･ﾃﾞ･ｱｸﾞゎ adv. ほんの少しの水の中に       「副詞句」 

 

「その通りだとも」と、僕は答えた。 

 ---Seguramente ---respondí.                                    《「副詞」》,「動詞」 

---Seguramente ｾｸﾞﾗﾒﾝﾃ adv. 確かに、その通りだ                            「副詞」 

---respondí. ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単点(responder)v.t 答えた                           「動詞」 

 

すると王子さまは付け足した。 

 Y el principito agregó:                                           Y「動詞」「主語」 

Y ｲ conj. そして 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け足した                               「動詞」 

 

「でも目というものは、物がよく見えていないんだ。心で探さなければいけないんだよ」 

 ---Pero los ojos están ciegos. Es necesario buscar con el corazón. 

《Pero「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」》 

---Pero ﾍﾟﾛ conj. でも 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 目というものは                                     「主語」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現(estar)v.i 〜である                                       「動詞」 

ciegos. ｼｴｺﾞｽ adj. 目の見えない                                           「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 

buscar ﾌﾞｽｶｰﾙ 不定詞 v.t 探すことが                                       「主語」 

con el corazón. ｺﾝ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心で                               「副詞句」 
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僕は水を飲んだ。とてもほっとしていた。砂は、夜明けには、蜜の色だった。僕はその蜜

の色によっても幸せを感じていた。 

Yo había bebido. Respiraba bien. La arena, al nacer el día, estaba de color de miel. Me 

sentía feliz también con ese color de miel. 

「主語」「動詞句」┃「動詞」「副詞」 

「主語」「副詞句」「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」「副詞句」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

había bebido. ｱﾋﾞｱ･ﾍﾞﾋﾞﾄﾞ 3 単線･完了形(beber)v.t 飲んだ                 「動詞句」 

Respiraba ﾚｽﾋﾟﾗﾊﾞ 1 単線(respirar)v.i ほっとしていた                       「動詞」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. とても                                                   「副詞」 

La arena, ﾗ･ｱﾚﾅ n.f 砂は                                                 「主語」 

al +不定詞 ｱﾙ adv. 〜する時には                                        「副詞句」 

nacer ﾅｾｰﾙ 不定詞 v.i 生まれる                                    「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 1 日が                                        「主語」 

  → 夜明けには 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

de color de miel. ﾃﾞ･ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾐｴﾙ adj. 蜜の色の                             「補語」 

Me sentía ﾒ･ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じていた             「動詞句」 

feliz ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

también con ese color de miel. ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ｺﾝ･ｴｾ･ｺﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ﾐｴﾙ 

   adv. その蜜の色によっても                                           「副詞句」 

 

悲しむ必要などあるだろうか？ 

¿Por qué habría de apenarme?                                 「副詞句」「動詞句」 

¿Por qué ﾎﾟﾙ･ｹ adv. どうして                                           「副詞句」 

habría de apenarme? ｱﾌﾞﾘｱ･ﾃﾞ･ｱﾍﾟﾅﾙﾒ 1 単過未･必要･推量(haber de+不定詞) 

   v.pr 悲しむ必要があるだろう                                         「動詞句」 

 

「約束を守らなきゃいけないよ」と、王子さまはそっと僕に言った。彼はまた僕のそばに

腰かけていた。 

 ---Es necesario que cumplas tu promesa ---me dijo suavemente el principito, que de 

nuevo se había sentado cerca de mí. 

《「動詞」「補語」「主語」》, 

「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」,「主語」「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

necesario ﾈｾｻﾘｵ adj. 必要な                                              「補語」 
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que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

cumplas ｸﾝﾌﾟﾗｽ 接・2 単現(cumplir)v.t 果たす                        「動詞」 

tu promesa ﾄｩ･ﾌﾟﾛﾒｻ n.f 君の約束を                               「目的語」 

---me ﾒ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

suavemente ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと                                         「副詞」 

el principito, ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

de nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. 再び、また                             「副詞句」 

se había sentado ｾ･ｱﾋﾞｱ･ｾﾝﾀﾄﾞ 3 単線･完了形(sentarsse) 

v.pr 腰かけていた                                         「動詞句」 

cerca de mí. ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ﾐ adv. 僕の近くに                         「副詞句」 

 

「何の約束だっけ？」 

 ---¿Qué promesa?                                                       「応答」 

---¿Qué promesa? ｹ･ﾌﾟﾛﾒｻ n.f 何の約束？                                  「応答」 

 

「分かっているだろう．．．僕の羊用の口輪だよ。僕はあの花に責任があるんだ！」 

 ---Tú lo sabes..., un bozal para mi cordero..., ¡soy responsable de esa flor! 

《「主語」「目的語」「動詞」「目的語」...「補語」「動詞」》 

---Tú ﾄｩ pron 君は                                                       「主語」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

sabes..., ｻﾍﾞｽ 2 単現･確認(saber)v.t 分かっている                           「動詞」 

un bozal ｳﾝ･ﾎﾞｻﾙ n.m 口輪                                             「目的語」 

para mi cordero..., ﾊﾟﾗ･ﾐｺﾙﾃﾞﾛ adv. 僕の羊用の                    「副詞句」 

¡soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                            「動詞」 

responsable ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj.(de に) 責任がある                              「補語」 

de esa flor! ﾃﾞ･ｴｻ･ﾌﾛｰﾙ adv. あの花に                               「副詞句」 

 

僕はポケットからデッサンの下描きを何枚か取り出した。王子さまはそれらを見て、笑い

ながら言った： 

 Saqué del bolsillo mis bosquejos de dibujo. El principito los vio y dijo riendo: 

「動詞」「副詞句」「目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」y「動詞」「副詞」 

Saqué ｻｹ 1 単点(sacar)v.t 取り出した                                      「動詞」 

del bolsillo ﾃﾞﾙ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットから                               「副詞句」 

mis bosquejos ﾐｽ･ﾎﾞｽｹﾎｽ pl.n.m 素案、下描きを                          「目的語」 
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de dibujo. ﾃﾞ･ﾃﾞｨﾌﾞﾎ adj. デッサンの                           「形容詞句」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

los ﾛｽ pron それらを                                                   「目的語」 

vio ﾋﾞｵ 3 単点(ver)v.t 見た                                                「動詞」 

y ｲ conj. そして 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

riendo: ﾘｴﾝﾄﾞ 現在分詞(reír)v.i 笑いながら                                 「副詞」 

 

「君のバオバブはちょっとキャベツみたいだね．．．」 

 ---Tus baobabs se parecen un poco a los repollos...        《「主語」「動詞句」「補語」》 

---Tus baobabs ﾄｩｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ pl.n.m 君のバオバブは                        「主語」 

se parecen ｾ･ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecerse)v.pr (a に) 〜に似ている、〜に見える 「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                          「副詞句」 

a los repollos... ｱ･ﾛｽ･ﾚﾎﾟｼﾞｮ adv. キャベツに                               「補語」 

 

「ああ、なんということだ！」 

 ---¡Oh!                                                                 「感嘆」 

---¡Oh! ｵｰ int. ああ、なんということだ                                    「感嘆」 

 

僕はバオバブの絵については自慢していたというのに！ 

 ¡Yo que estaba tan orgulloso de los baobabs!               「主語」「動詞句」「補語」 

¡Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                       「主語」 

que estaba ｹ･ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜であったのに                       「動詞句」 

  主語と動詞の間に que を挿入すると、逆説の表現になる 

tan orgulloso ﾀﾝ･ｵﾙｸﾞｼﾞｮｿ adj.(de を) とても自慢する                       「補語」 

de los baobabs! ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞｽ adv. バオバブの絵については         「副詞句」 

 

「君のキツネについては．．．耳が．．．角みたいだ．．．長すぎるんだよ！」 

 ---Tu zorro..., las orejas... parecen cuernos... ¡y son demaciado largas! 

《「副詞句」...「主語」「動詞」「補語」...y「動詞」「補語」》 

---Tu zorro..., ﾄｩ･ｿﾛ n.m 君のキツネについては                           「副詞句」 

las orejas... ﾗｽ･ｵﾚﾊｽ pl.n.f 耳が                                           「主語」 

parecen ﾊﾟﾚｾﾝ 3 複現(parecer)v.i 〜に見える                               「動詞」 

cuernos... ｸｴﾙﾉｽ pl.n.m 角                                                「補語」 

¡y ｲ conj. そして 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 
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demaciado largas! ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾗﾙｶﾞｽ adj.f.pl 長すぎる                         「補語」 

  orejas と性･数一致 

 

そう言って、彼はまた笑った。 

 Y rió aún.                                                      Y「動詞」「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

rió ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                               「動詞」 

aún. ｱｳﾝ adv. また                                                       「副詞」 

 

「君は公正じゃあないよ、坊や；僕は中の見えないボアと中の見えるボアしか描けなかっ

たんだから」 

 ---Eres injusto, hombrecito; yo no sabía dibujar más que las boas cerradas y las boas 

abiertas.                  《「動詞」「補語」「呼びかけ」；「主語」「動詞句」「目的語」》 

---Eres ｴﾚｽ 2 単現(ser)v.i 〜である                                        「動詞」 

injusto, ｲﾝﾌｽﾄ adj. 不公正な                                              「補語」 

hombrecito; ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

   hombrecito ← hombre +-cito（示小接尾辞） 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no sabía dibujar ﾉ･ｻﾋﾞｱ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊｰﾙ 1 単線･可能･否定(saber+不定詞) 

   v.t 描けなかった                                                    「動詞句」 

más que ﾏｽ･ｹ adv. 〜しか                                       「副詞句」 

las boas cerradas y las boas abiertas. ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｾﾗﾀﾞｽ･ｲ･ﾗｽ･ﾎﾞｱｽ･ｱﾋﾞｴﾙﾀｽ 

  pl.n.f 中の見えないボアと中の見えるボア                               「目的語」 

 

「ああ、それでいいよ！」と、王子様は言った。「子供たちは分かるから」 

 ---¡Oh, está bien! ---dijo---. Los niños saben. 

《「感嘆」「動詞」「補語」》,「動詞」,《「主語」「動詞」》 

---¡Oh, ｵｰ int. おお                                                      「感嘆」 

está ｴｽﾀ 3 単現(estar)v.i 〜である                                         「動詞」 

bien! ﾋﾞﾔﾝ adj. よい                                                      「補語」 

---dijo---. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

Los niños ﾛｽ･ﾆﾆｮｽ pl.n.m 子供たちは                                      「主語」 

saben. ｻﾍﾞﾝ 3 複現(saber)v.t 分かっている、わかる                         「動詞」 

 

それで僕は口輪を描いた。そしてそれを彼に渡すとき、胸が締め付けられる思いがした。 

 Dibujé, pues, un bozal. Y sentí el corazón oprimido cuando se lo di. 
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「副詞」「動詞」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」「補語」「副詞節」 

Dibujé, ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた                                   「動詞」 

pues, ﾌﾟｴｽ adv. それで                                                   「副詞」 

un bozal. ｳﾝ･ﾎﾞｻﾙ n.m（犬などの）口輪を                                「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

sentí ｾﾝﾃｨ 1 単点(sentir)v.t 感じた                                        「動詞」 

el corazón ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ n.m 心臓が                                         「目的語」 

oprimido ｵﾌﾟﾘﾐﾄﾞ 過去分詞(oprimir)adj. 締め付けられた                    「補語」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                           「副詞節」 

se ｾ pron 彼に                                             「間接目的語」 

lo ﾛ pron それを                                           「直接目的語」 

di. ﾃﾞｨ 1 単点(dar)v.t 渡した                                      「動詞」 

 

「僕の知らない計画があるんだろう？」 

 ---Tienes proyectos que ignoro...                               《「動詞」「目的語」》 

---Tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t 持っている、ある                          「動詞」 

proyectos ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｽ pl.n.m 計画を                                      「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

ignoro... ｲｸﾞﾉﾛ 1 単現(ignorar)v.t 知らない                 「動詞」 

 

しかし彼は質問に答えずに、僕に言った： 

 Pero no me respondió, y me dijo: Pero「動詞句」「間接目的語」y「間接目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

no ...respondió, ﾉ...ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(desponder)v.t 答えなかった      「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「あのね、僕の地上への墜落は．．．明日は、その記念日なんだ」 

 ---Sabes, mi caída sobre la Tierra... mañana será el aniversario... 

《「呼びかけ」「主語」...「副詞」「動詞」「補語」》 

---Sabes, ｻﾍﾞｽ adv. あのね                                            「呼びかけ」 

mi caída ﾐ･ｶｲﾀﾞ n.f 僕の墜落は                                           「主語」 

sobre la Tierra... ｿﾌﾞﾚ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地上への                        「副詞句」 

mañana ﾏﾆｬｰﾅ adv. 明日は                                               「副詞」 
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será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になる                                            「動詞」 

el aniversario... ｴﾙ･ｱﾆﾍﾞﾙｻﾘｵ n.m 記念日                                   「補語」 

 

それから少し黙ったあとで、さらに言った： 

 Luego, después de un silencio, dijo aún:                   「副詞句」「動詞」「副詞」 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

después de un silencio, ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. すこし黙ったあとで      「副詞句」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

 

「僕は、ここからすぐ近くに落ちたんだ」 

 ---Caí muy cerca de aquí.                                      《「動詞」「副詞句」》 

---Caí ｶｲ 1 単点(caer)v.i 落ちた                                           「動詞」 

muy cerca de aquí. ﾑｲ･ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｱｷ adv. ここからすぐ近くに                 「副詞句」 

 

そう言って、彼は顔を赤らめた。 

 Y se sonrojó.                                                        Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

se sonrojó. ｾ･ｿﾝﾛﾎ 3 単点(sonrojarse)v.pr 顔を赤らめた                    「動詞句」 

 

そして再び、なぜかわからないが、奇妙な悲しみを感じた。けれども僕に 1 つの問いかけ

が浮かんだ。 

 Y de nuevo, sin comprender por qué, sentí un extraño pesar. Sin embargo, se me 

ocurrió preguntar: 

Y「副詞句」,「動詞」「目的語」「副詞句」┃「副詞句」「動詞句」「間接目的語」「主語」 

Y ｲ conj. そして 

de nuevo, ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. 再び                                            「副詞句」 

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜しないで                                         「副詞句」 

comprender ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ 不定詞 v.t 分かる                          「動詞」 

por qué, ﾎﾟﾙ･ｹ adv. なぜか                                      「副詞句」 

sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 感じた                                         「動詞」 

un extraño pesar. ｳﾝ･ｴｸｽﾄﾗﾝﾆｮ･ﾍﾟｻｰﾙ n.m 奇妙な悲しみを                「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. けれども                                  「副詞句」 

se ...ocurrió ｾ...ｵｸﾘｵ 3 単点(ocurrirse)v.pr 浮かんだ                       「動詞句」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

preguntar: ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｰﾙ 不定詞 n. 問いかけが、質問が                        「主語」 
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「僕は 1 週間前、あの朝に、人の住むすべての地域から 1000 マイルも離れたところにあん

な風に一人でいる君と知り合いになったけれど、君は偶然に散歩をしていたわけじゃなか

ったんだね」 

 ---Entonces, no te paseabas por casualidad la mañana que te conocí, hace ocho días, así, 

solo, a mil millas de todas las regiones habitadas. 

《「副詞」「動詞句」「副詞句」「形容詞節」》 

---Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                           「副詞」 

no te paseabas ﾉ･ﾃ･ﾊﾟｾｱﾊﾞｽ 2 単線･否定(pasearse)v.pr 散歩していなかった 「動詞句」 

por casualidad ﾎﾟﾙ･ｶｽﾜﾘﾀﾞﾄﾞ adv. 偶然に                                「副詞句」 

la mañana ﾗ･ﾏﾆｬｰﾅ n.f あの朝                                          「副詞句」 

que ｹ（副詞）〜する                                          「形容詞節」 

te ﾃ pron 君と                                        「目的語」 

conocí, ｺﾉｼ 1 単点(conocer)v.t 知り合いになった            「動詞」 

hace ocho días, ｱｾ･ｵﾁｮ･ﾃﾞｨｱｽ adv. 1 週間前に            「副詞句」 

así, solo, ｱｼ･ｿﾛ adv. あんな風に一人で                  「副詞句」 

a mil millas ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾗｽ adv. 1000 マイルのところに       「副詞句」 

de todas las regiones habitadas. ﾃﾞ･ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾚﾋｵﾈｽ･ｱﾋﾞﾀﾀﾞｽ 

   adj. 人の住むすべての地域から               「副詞句」 

 

「君は、墜落地点に向かって戻っていたんだね？」 

¿Volvías hacia el punto de tu caída?                             《「動詞」「副詞句」》 

¿Volvías ﾎﾞﾙﾋﾞｱｽ 2 単線(volver)v.i 戻っていた                              「動詞」 

hacia el punto ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾌﾟﾝﾄ adv. その地点の方へ                          「副詞句」 

de tu caída? ﾃﾞ･ﾄｩ･ｶｲﾀﾞ adj. 君の墜落の                        「形容詞句」 

 

王子様はまた顔を赤らめた。それで僕はためらいながら付け加えた。 

 El principito enrojeció otra vez. Y agregué, vacilando: 

「主語」「動詞」「副詞句」┃Y「動詞」「副詞」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

enrojeció ｴﾝﾛﾍｼｵ 3 単点(enrojecer)v.i 顔を赤らめた                         「動詞」 

otra vez. ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. また                                             「副詞句」 

Y ｲ conj. そして、それで 

agregué, ｱｸﾞﾚｹﾞ 1 単点(agregar)v.t 付け加えた                             「動詞」 

vacilando: ﾊﾞｼﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(vacilar)v.i ためらいながら                     「副詞」 
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「たぶん、記念日のためだね？」 

 ---¿Tal vez, por el aniversario...?                                      《「副詞句」》 

---¿Tal vez, ﾀﾙ･ﾍﾞｽ adv. たぶん                                          「副詞句」 

por el aniversario...? ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱﾆﾍﾞﾙｻﾘｵ adv. 記念日のため                  「副詞句」 

 

王子様はもう一度顔を赤らめた。彼は決して質問に答えないけど、顔を赤らめるときは、「イ

エス」の意味だよね？ 

 El principito enrojeció de nuevo. Jamás respondía a las preguntas, pero cuando uno se 

enrojece significa 《sí》, ¿no es cierto? 

「主語」「動詞」「副詞句」 

「副詞」「動詞」「間接目的語」pero「副詞節」「動詞」「目的語」「問いかけ」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

enrojeció ｴﾝﾛﾍｼｵ 3 単点(enrojecer)v.i 顔を赤らめた                         「動詞」 

de nuevo. ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. もう一度                                        「副詞句」 

Jamás ﾊﾏｽ adv. 決して〜ない                                            「副詞」 

respondía ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｱ 3 単点(responder)v.i(a に) 答えた                     「動詞」 

a las preguntas, ｱ･ﾗｽ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｽ pl.n.f 質問に                         「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時は                                        「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人が                                                「主語」 

se enrojece ｾ･ｴﾝﾛﾍｾ 3 単現(enrojecerse)v.pr 赤くなる              「動詞句」 

significa ｼｸﾞﾆﾌｨｶ 3 単現(significar)v.t 意味する                            「動詞」 

《sí》, ｼ adv. イエス、はいということを                                「目的語」 

¿no es cierto? ﾉ･ｴｽ･ｼｪﾙﾄ adv. そうじゃないかい？                      「問いかけ」 

 

「ああ」と、僕は王子様に言った。「心配だよ」 

 ---¡Ah! ---le dije---. Temo...             《「感嘆」》,「間接目的語」「動詞」,《「動詞」》 

---¡Ah! ｱｰ int. ああ                                                      「感嘆」 

---le ﾚ pron 彼に                                                   「間接目的語」 

dije---. ﾃﾞｨﾍ 1 単点(decir)v.t 言った                                        「動詞」 

Temo... ﾃﾓ 1 単現(temer)v.i 心配している                                  「動詞」 

 

しかし彼は答えた： 

 Pero me respondió:                                     Pero「間接目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 
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respondió: ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.t 答えた                          「動詞」 

 

「さあ君は、仕事をしなくちゃいけないね。飛行機のところへ戻らなければいけない。僕

はここで君を待っているよ。君は、明日の夕方頃に戻っておいで」 

 ---Debes trabajar ahora. Debes volver a tu máquina. Te espero aquí. Vuelve mañana 

por la tarde...                      《「動詞句」「副詞」┃「動詞句」「間接目的語」 

「目的語」「動詞」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 

---Debes trabajar ﾃﾞﾍﾞｽ･ﾄﾗﾊﾞﾊｰﾙ 2 単現･義務(deber+不定詞) 

   v.i 仕事をしなければいけない                                        「動詞句」 

ahora. ｱｵﾗ adv. さて、今度は                                            「副詞」 

Debes volver ﾃﾞﾍﾞｽ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ 2 単現･義務(deber+不定詞) 

   v.i 戻らなければいけない                                            「動詞句」 

a tu máquina. ｱ･ﾄｩ･ﾏｷﾅ adv. 君の飛行機のところへ                  「間接目的語」 

Te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

espero ｴｽﾍﾟﾛ 1 単現(esperar)v.t 待っている                                「動詞」 

aquí. ｱｷ adv. ここで                                                     「副詞」 

Vuelve ｳﾞｴﾙﾍﾞ 命・2 単現(volver)v.i 戻っておいで                           「動詞」 

mañana por la tarde... ﾏﾆｬｰﾅ･ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 明日の夕方頃に             「副詞句」 

 

しかし僕はあまり気持ちが落ち着かなかった。キツネのことを思い出していた。人は飼い

ならされると、ちょっと泣きそうになる。 

 Pero yo no estaba muy tranquilo. Me acordaba del zorro. Si uno se deja domesticar, 

corre el riesgo de llorar un poco... 

Pero「主語」「動詞句」「補語」 

「動詞句」「間接目的語」┃「副詞節」「動詞」「主語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no estaba ﾉ･ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線･否定(estar)v.i 〜でなかった                     「動詞句」 

muy tranquilo. ﾑｲ･ﾄﾗﾝｷﾛ adj.（否定文で）あまり気持ちが落ち着か〜ない     「補語」 

Me acordaba ﾒ･ｱｺﾙﾀﾞﾊﾞ 1 単線(acordarse)v.pr(de を) 思い出していた       「動詞句」 

del zorro. ﾃﾞﾙ･ｿﾛ adv. キツネのことを                               「間接目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

uno ｳﾉ pron 人は                                                「主語」 

se deja domesticar, ｾ･ﾃﾞｼﾞｬ･ﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾙ 3 単現･使役(dejarse+不定詞･他動詞) 

  v.pr 飼いならされる                                          「動詞句」 

 domesticar ﾄﾞﾒｽﾁｶｰﾙ v.t 飼いならす、家畜化する、服従させる 
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corre ｺｯﾚ 3 単現(correr)v.i 走る                                           「動詞」 

el riesgo ｴﾙ･ﾘｴｽｺﾞ n.m 危険が                                            「主語」 

de llorar ﾃﾞ･ｼﾞｮﾗｰﾙ adj. 涙を流すという                         「形容詞句」 

un poco... ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. ちょっとだけ                                     「副詞句」 

 

XXVI 

 

井戸のそばに、古い石壁の残骸があった。 

Al lado del pozo había una ruina de un viejo muro de piedra. 

「副詞句」「動詞」「目的語」 

Al lado ｱﾙ･ﾗﾄﾞ adv. そばに、そばで                                     「副詞句」 

del pozo ﾃﾞﾙ･ﾎﾟｿ adj. 井戸の                                  「形容詞句」 

había ｱﾋﾞｱ 3 単線(haber)v.t あった                                        「動詞」 

una ruina ｳﾅ･ﾙｲﾅ n.f 廃墟、瓦礫が                                      「目的語」 

de un viejo muro ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾋﾞｴﾎ･ﾑﾛ adj. 古い壁の                   「形容詞句」 

de piedra. ﾃﾞ･ﾋﾟｴﾄﾞﾗ adj. 石の                        「形容詞句」 

 

翌日の夕方に、仕事から戻ると、遠くから、壁の上に足を垂らして座っている王子様が見

えた。そして、何か話しているのが聞こえた。 

Cuando volví de mi trabajo, por la tarde del día siguiente, vi de lejos al principito 

sentado allí arriba, con las piernas colgando. Y oí que hablaba: 

「副詞節」,「動詞」「副詞句」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜すると、〜する時                                「副詞節」 

volví ﾎﾞﾙﾋﾞ 1 単点(volver)v.i(de から) 戻った                       「動詞」 

de mi trabajo, ﾃﾞ･ﾐ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 仕事から                         「副詞句」 

por la tarde ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 夕方に                             「副詞句」 

del día siguiente, ﾃﾞﾙ･ﾃﾞｨｱ･ｼｷﾞｴﾝﾃ adj. 翌日の          「形容詞句」 

vi ﾋﾞ 1 単点(ver)v.t 見えた                                                「動詞」 

de lejos ﾃﾞ･ﾛﾎｽ adv. 遠くから                                           「副詞句」 

al principito ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                                  「目的語」 

sentado ｾﾝﾀﾄﾞ 過去分詞(sentar)adj. 座った                       「形容詞」 

allí arriba, ｱｼﾞ･ｱﾘﾊﾞ adv. その壁の上に                   「副詞句」 

con las piernas colgando. ｺﾝ･ﾗｽ･ﾋﾟｴﾙﾅｽ･ｺﾙｶﾞﾝﾄﾞ 

 adv. 足を垂らして                             「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

oí ｵｲ 1 単点(oír)v.t 聞こえた                                              「動詞」 
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que hablaba: ｹ･ｱﾌﾞﾗﾊﾞ pron 彼が何か話しているのが                     「目的語」 

 

「君は覚えていないんだね？」と、彼は言った。「全くここじゃあないよ！」 

 ---¿No te acuerdas? ---decía---. ¡No es exactamente aquí! 

《「動詞句」》,「動詞」,《「動詞句」「副詞句」》 

---¿No te acuerdas? ﾉ･ﾃ･ｱｸｴﾙﾀﾞｽ 2 単現･否定(acordarse)v.pr 覚えていない  「動詞句」 

---decía---. ﾃﾞｼｱ 3 単線(decir)v.t 言った                                    「動詞」 

¡No es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                「動詞句」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. 厳密に、ぴったり、（否定文で）まったく〜ない   「副詞」 

aquí! ｱｷ adv. ここ                                                       「副詞」 

 

恐らく別の声が彼に答えたのだろう、だから彼も返事をした： 

 Otra voz le respondió sin duda, puesto que contestó: 

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」, puesto que「動詞」 

Otra voz ｵﾄﾗ･ﾎﾞｽ n.f 別の声が                                            「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                                     「間接目的語」 

respondió ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点(responder)v.i 、答えた、返事をした             「動詞」 

sin duda, ｲﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. たぶん、おそらく                               「副詞句」 

puesto que ﾌﾟｴｽﾄ･ｹ conj. 〜だから、〜である以上 

contestó: ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点(contestar)v.i 返事した                               「動詞」 

 

「そう、そう。日にちは合っているけど、場所はここじゃあない」 

 ---¡Sí! ¡Sí! Es el día, el lugar no es aquí... 

《「応答」「動詞」「主語」,「主語」「動詞句」「補語」》 

---¡Sí! ¡Sí! ｼ･ｼ adv. そう、そう                                           「応答」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

el día, ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ n.m 日にちは                                             「主語」 

el lugar ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ n.m 場所は                                             「主語」 

no es ﾉ･ｴｽ 3 単現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞句」 

aquí... ｱｷ adv. ここ                                                      「補語」 

 

僕は壁の方へ歩みを進めた。ずっと誰も見えないし、声も聞こえなかった。それなのに、

王子様はまた何かに対して言い返した。 

 Continué mi camino hacia el muro. Seguía sin ver ni oír a nadie. Sin embargo, el 

principito replicó de nuevo: 

「動詞」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 
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Continué ｺﾝﾁﾇｴ 1 単点(continuar)v.t 続けた                                「動詞」 

mi camino ﾐ･ｶﾐﾉ n.m 道を、歩みを                                     「目的語」 

hacia el muro. ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾑﾛ adv. 壁のほうへ                                「副詞句」 

Seguía ｾｷﾞｱ 3 単線(seguir)v.i 〜の状態が続いた、ずっと〜だった            「動詞」 

sin ver ｼﾝ･ﾍﾞｰﾙ adv. 見えずに                                            「補語」 

ni oír ﾆ･ｵｲｰﾙ 不定詞･連続 v.t 聞こえもせずに                       「動詞句」 

a nadie. ｱ･ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も                                        「目的語」 

Sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それでも                                  「副詞句」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

replicó ﾚﾌﾟﾘｺ 3 単点(replicar)v.t 言い返した                                「動詞」 

de nuevo: ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. また                                              「副詞」 

 

「．．．その通り。砂の中のどこから僕の足跡が始まっているかが分かるだろう。君はそこ

で僕を待っているだけでいいよ。僕は今夜そこへ行くから」 

 ---... Seguro. Verás dónde comienza mi rastro en la arena. No tienes más que esperarme 

allí. Estaré allí esta noche. 

《「応答」┃「動詞」「目的語」┃「動詞句」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 

---... Seguro. ｾｸﾞﾛ adj. 疑いのない、その通り                               「応答」 

Verás ﾍﾞﾗｽ 2 単未(ver)v.t 分かるだろう                                    「動詞」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこで〜するかということを                           「目的語」 

comienza ｺﾐｴﾝｻ 3 単現(comenzar)v.i 始まる                        「動詞」 

mi rastro ﾐ･ﾗｽﾄﾛ n.m 僕の足跡が、痕跡                           「主語」 

en la arena. ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の中で                             「副詞句」 

No tienes más que +不定詞 ﾉ･ﾃｨｴﾈｽ･ﾏｽ･ｹ 2 単現･必要･否定(tener+不定詞, no...más que) 

   v. 〜しさえすればよい                                               「動詞句」 

esperarme ｴｽﾍﾟﾗｰﾙ･ﾒ 不定詞(esperar+me)v.t 僕を待つ             「動詞句」 

allí. ｱｼﾞ adv. そこで                                                     「副詞」 

Estaré ｴｽﾀﾚ 1 単未･予定・意志(estar)v.i 〜にいるだろう、行くつもりだ       「動詞」 

allí ｱｼﾞ adv. そこに                                                      「副詞」 

esta noche. ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩                                           「副詞句」 

 

僕は石の壁から 20 メートルの所に来ていたけれども、何も見えないままだった。 

 Yo estaba a veinte metros del muro y seguía sin ver nada. 

「主語」「動詞」「副詞句」y「動詞」「補語」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜にいた                                     「動詞」 
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a veinte metros ｱ･ﾍﾞｲﾝﾃ･ﾒﾄﾛｽ adv. 20 メートルの所に                     「副詞句」 

del muro ﾃﾞﾙ･ﾑﾛ adv. 壁から                                    「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

seguía ｾｷﾞｱ 1 単線(seguir)v.i 〜の状態のままでいた                         「動詞」 

sin ver nada. ｼﾝ･ﾍﾞｰﾙ･ﾅﾀﾞ adv. 何も見えない状態                           「補語」 

 

王子さまは、少し黙った後で、さらに言った： 

 El pirncipito dijo aún, despues de un silencio:             「主語」「動詞」「副詞句」 

El pirncipito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún, ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

despues de un silencio: ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ｼﾚﾝｼｵ adv. 少し黙った後で          「副詞句」 

 

「よい毒を持っているんだって？僕を長い間苦しめないって本当かい？」 

 ---¿Tienes buen veneno? ¿Estás segura de no hacerme sufrir mucho tiempo? 

《「動詞」「目的語」┃「動詞」「補語」》 

---¿Tienes ﾃｨｴﾈｽ 2 単現(tener)v.t 持っている                               「動詞」 

buen veneno? ﾌﾞｴﾝ･ﾍﾞﾈﾉ n.m よい毒を                                  「目的語」 

¿Estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜である                                      「動詞」 

segura ｾｸﾞﾗ adj.f(de+不定詞 〜することを) 確信した                        「補語」 

de no hacerme sufrir ﾄﾞｩ･ﾉｱｾﾙ･ﾒ･ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞･使役･否定(hacer+不定詞+me) 

   n. 僕を苦しめないということ                                    「副詞句」 

mucho tiempo? ﾑﾁｮ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. 長い時間                           「副詞句」 

 

僕は胸が締め付けられて立ち止まったが、何も分からないままでいた。 

 Me detuve, con el corazón oprimido, pero seguía sin comprender. 

「動詞句」「副詞句」pero「動詞」「補語」 

Me detuve, ﾒ･ﾃﾞﾄｩﾍﾞ 1 単点(detenerse)v.pr 立ち止まった                  「動詞句」 

con el corazón ｺﾝ･ｴﾙ･ｺﾗｿﾝ adv. 心臓で                                   「副詞句」 

oprimido, ｵﾌﾟﾘﾐﾄﾞ 過去分詞･受動(oprimir)adj. 締め付けられた      「形容詞」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

seguía ｾｷﾞｱ 1 単線(seguir)v.i 〜の状態のままでいた                         「動詞」 

sin comprender. ｼﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｰﾙ adv. 分からない状態                        「補語」 

 

「さあ、もう行って！」と、言った。「僕はまた降りたいんだよ」 

 ---Ahora, vete... ---dijo---. ¡Quiero volver a descender! 
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《「間投」「動詞句」》,「動詞」,《「動詞句」》 

---Ahora, ｱｵﾗ adv. さあ                                                   「間投」 

vete... ﾍﾞｰﾃ 命・2 単現(irse)v.pr 行きなさい、立ち去れ                    「動詞句」 

---dijo---. ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                      「動詞」 

¡Quiero volver a descender! ｷｴﾛ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ･ｱ･ﾃﾞｾﾝﾃﾞｰﾙ 1 単現･願望･再度 

(querer+不定詞 volver a+不定詞)v.i 再び降りたい                       「動詞句」 

 

その時、僕自身は視線を石壁の足元のほうへ下げて、飛び上がった。 

 Entonces bajé yo mismo los ojos hacia el pie del muro y ¡di un brinco!  

「副詞」「動詞」「主語」「目的語」「副詞句」y「動詞」「目的語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                             「副詞」 

bajé ﾊﾞﾍ 1 単点(bajar)v.t 下げた                                           「動詞」 

yo mismo ｼﾞｮ･ﾐｽﾓ pron 僕自身は                                         「主語」 

los ojos ﾛｽ･ｵﾎｽ pl.n.m 視線を                                           「目的語」 

hacia el pie del muro ｱｼｱ･ｴﾙ･ｯﾋﾟｴ･ﾃﾞﾙ･ﾑﾛ adv. 石壁の足元のほうへ         「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

¡di ﾃﾞｨ 1 単点(dar)v.t（動作を）した                                      「動詞」 

un brinco! ｳﾝ･ﾌﾞﾘﾝｺ n.m 跳躍を                                         「目的語」 

 

そこにいたのだ、30 秒で人を処刑するあの黄色い蛇が 1 匹、王子様に向かって真っすぐに

頭を持ち上げて。 

Estaba allí, erguida hacia el principito, una de esas serpientes amarillas que os ejecutan 

en treinta segundos.                                      「動詞」「副詞」,「主語」 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜にいた                                    「動詞」 

allí, ｱｼﾞ adv. そこに                                                     「副詞」 

erguida ｴﾙｷﾞﾀﾞ 過去分詞(erguir)adj.f（頭を）真っすぐに立てた       「形容詞」 

hacia el principito, ｱｼｱ･ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様に向かって   「副詞句」 

una de esas serpientes ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｻｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ pron その蛇が 1 匹              「主語」 

amarillas ｱﾏﾘｼﾞｬｽ adj.f.pl 黄色い                                  「形容詞」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

os ｵｽ pron.pl 人々を                                     「目的語」 

ejecutan ｴﾍｸﾀﾝ 3 複現(ejecutar)v.t 処刑する、死刑を執行する  「動詞」 

en treinta segundos. ｴﾝ･ﾄﾚｲﾝﾀ･ｾｸﾞﾝﾄﾞｽ adv. 30 秒で        「副詞句」 
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僕は、ポケットからリボルバーを取り出しながら駆け出した。しかし僕がたてた音を聞い

て、その蛇は、止めた噴水の水が蛇口に吸い込まれるように、そっと静かに砂の中に滑り

込んで行き、あまり急がずに金属的な軽い音を立てながら石の隙間をすり抜けていった。 

Comencé a correr, mientras buscaba el revólver en mi bolsillo, pero, al oír el ruido que 

hice, la serpiente se dejó deslizar suavemente por la arena, como un chorro de agua que 

muere, y, sin apresurarse demaciado, se escurrió entre las piedras con un ligero sonido 

metálico.              「動詞句」「副詞節」pero「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

y「副詞句」「動詞句」「副詞句」 

Comencé a correr, ｺﾒﾝｾ･ｱ･ｺﾚｰﾙ 1 単点･開始(comencer a+不定詞)v.i 駆け出した「動詞句」 

mientras ﾐｴﾝﾄﾗｽ conj. 〜しながら、〜している間                         「副詞節」 

buscaba ﾌﾞｽｶﾊﾞ 1 単線(buscar)v.t 取り出した、探した                       「動詞」 

el revólver ｴﾙ･ﾚﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ n.m（拳銃）リボルバーを                 「目的語」 

en mi bolsillo, ｴﾝ･ﾐ･ﾎﾞﾙｼｼﾞｮ adv. ポケットの中を                 「副詞句」 

pero, ﾍﾟﾛ conj. しかし 

al oír ｱﾙ･ｵｲｰﾙ adv. 〜を聞いて                                          「副詞句」 

el ruido ｴﾙ･ﾙｲﾄﾞ n.m 音を                                      「目的語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

hice, ｲｾ 1 単点(hacer)v.t 作った、（音を）たてた    「動詞」 

la serpiente ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ n.f その蛇は                                       「主語」 

se dejó deslizar ｾ･ﾃﾞﾎ･ﾃﾞｽﾘｻｰﾙ ｾ･ﾃﾞﾎ･ﾃﾞｽﾘｻｰﾙ 3 単点(dejarse+不定詞･自動詞) 

   v.pr 滑り込んでいった                                               「動詞句」 

suavemente ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに                                  「副詞」 

por la arena, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv. 砂の中に                                   「副詞句」 

como un chorro de agua ｺﾓ･ｳﾝ･ﾁｮﾛ･ﾃﾞ･ｱｸﾞﾜ adv. 噴水のように             「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

muere, ﾑｴﾚ 3 単現(morir)v.i 消える、止まる                「動詞」 

  噴水を止める時に、水が噴き出し口に吸い込まれるように 

y,  

sin +不定詞 ｼﾝ adv. 〜せずに、〜しないで                               「副詞句」 

apresurarse ｱﾌﾟﾚｽﾗﾙ･ｾ 不定詞 v.pr 急ぐ                          「動詞句」 

demaciado, ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ adv.（否定文で）あまり                        「副詞」 

se escurrió ｾ･ｴｽｸﾘｵ 3 単点(escurrirse)v.pr(entre の間を) すり抜けた        「動詞句」 

entre las piedras ｴﾝﾄﾚ･ﾗｽ･ｯﾋﾟｴﾄﾞﾗｽ adv. 石の隙間を                      「副詞句」 

con un ligero sonido ｺﾝ･ｳﾝ･ﾘﾍﾛ･ｿﾆﾄﾞ adv. 軽い音を立てて                 「副詞句」 

metálico. ﾒﾀﾘｺ adj. 金属的な                                    「形容詞」 
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僕が石の壁に到着すると、まさにその時、雪のように青ざめた王子様が壁から落ちてくる

のを両腕で受け止めることが出来た。 

 Llegué al muro justo a tiempo para recibir en brazos a mi hombrecito, pálido como la 

nieve.                                             「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Llegué ｼﾞｪｹﾞ 1 単点(llegar)v.i(a に) 着いた                                「動詞」 

al muro ｱﾙ･ﾑﾛ adv. 石の壁に                                       「間接目的語」 

justo a tiempo ﾌｽﾄ･ｱ･ﾃｨｴﾝﾎﾟ adv. ちょうどその時に                      「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

recibir ﾚｼﾋﾞｰﾙ 不定詞 v.t 受け取る                                 「動詞」 

en brazos ｴﾝ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕で                                 「副詞句」 

a mi hombrecito, ｱ･ﾐ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 王子様を                      「目的語」 

pálido ﾊﾟﾘﾄﾞ adj. 青ざめた                              「形容詞」 

como la nieve. ｺﾓ･ﾗ･ﾆｴﾍﾞ adv. 雪のように         「副詞句」 

 

「これはどういうことかい？今度は、蛇と話をするなんて」 

 ---¿Qué historia es ésta? ¿Ahora hablas con las serpientes? 

《「補語」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「間接目的語」》 

---¿Qué historia ｹ･ｲｽﾄﾘｱ n.f どんな話                                      「補語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

ésta? ｴｽﾀ pron これは                                                    「主語」 

¿Ahora ｱｵﾗ adv. 今度は                                                  「副詞」 

hablas ｱﾌﾞﾗｽ 2 単現(hablar)v.i 話す                                       「動詞」 

con las serpientes? ｺﾝ･ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ adv. 蛇と                        「間接目的語」 

 

彼がいつも首に巻いているマフラーを緩めた。彼のこめかみをぬらして、水を飲ませた。

しかしそれ以上は彼に何も聞かなかった。 

 Aflojé su eterna bufanda de oro. Le mojé las sienes y le hice beber. Y no me atreví a 

preguntarle nada. 

「動詞」「目的語」┃「間接目的語」「動詞」「直接目的語」y「目的語」「動詞句」 

Y「動詞句」「目的語」 

Aflojé ｱﾌﾛﾍ 1 単点(aflojar)v.t 緩めた                                       「動詞」 

su eterna bufanda ｽ･ｴﾃﾙﾅ･ﾌﾞﾌｧﾝﾀﾞ n.f いつも首に巻いているマフラーを    「目的語」 

  eterna ｴﾃﾙﾅ adj.f(eterno) いつもの、永遠の bufanda ﾌﾞﾌｧﾝﾀﾞ n.f マフラー 

de oro. ﾃﾞ･ｵﾛ adj. 金色の                                      「形容詞句」 

Le ﾚ pron 彼の                                                    「間接目的語」 

mojé ﾓﾍ 1 単点(mojar)v.t ぬらした、湿らした                               「動詞」 
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las sienes ﾗｽ･ｼｴﾈｽ pl.n.f こめかみを                                 「直接目的語」 

y ｲ conj. そして 

le ﾚ pron 彼に                                                         「目的語」 

hice beber. ｲｾ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 1 単点･使役(hacer+不定詞)v.t 飲ませた              「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

no me atreví a preguntarle ﾉ･ﾒ･ｱﾄﾚｳﾞｨ･ｱ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀｰﾙ･ﾚ 1 単点･否定･意図 

  (atreverse a+不定詞+le)v.t あえて彼に聞かなかった                      「動詞句」 

nada. ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

 

彼は重々しく僕を見つめて、両腕で僕の首に抱きついた。僕は彼の心臓が、カービン銃で

撃たれて死んでいく小鳥のように激しく脈打つのを感じた。それから僕に言った： 

Me miró gravemente y rodeó mi cuello con sus brazos. Sentía latir su corazón como el de 

un pájaro que muere, herido por una carabina. Y me dijo: 

「目的語」「動詞」「副詞」y「動詞」「目的語」「副詞句」 

「動詞」「補語」「目的語」「副詞句」┃Y「間接目的語」「動詞」 

Me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

miró ﾐﾛ 3 単点(mirar)v.t 見た                                            「動詞」 

gravemente ｸﾞﾗﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 重々しく                                      「副詞」 

y ｲ conj. そして 

rodeó ﾛﾃﾞｵ 3 単点(rodear)v.t 取り巻いた、（首に）抱きついた                「動詞」 

mi cuello ﾐ･ｸｪｼﾞｮ n.m 僕の首に                                         「目的語」 

con sus brazos. ｺﾝ･ｽｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕で                                 「副詞句」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線･知覚動詞(sentir)v.t(SVO+C:不定詞) O が〜するのを感じた 「動詞」 

latir ﾗﾁｰﾙ 不定詞 v.i 脈打つ                                               「補語」 

su corazón ｽ･ｺﾗｿﾝ n.m 彼の心臓が                                      「目的語」 

como el de un pájaro ｺﾓ･ｴﾙ･ﾃﾞ･ｳﾝ･ﾊﾟﾊﾛ adv. 小鳥の心臓のように           「副詞句」 

que muere, ｹ･ﾑｴﾚ adj. 死んでいく                              「形容詞節」 

herido ｴﾘﾄﾞ 過去分詞(herir)adj. 傷つけられて            「副詞句」 

por una carabina. ﾎﾟﾙ･ｳﾅ･ｶﾗﾋﾞﾅ adv. カービン銃によって 「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 
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「君が機械の欠陥を見つけて、僕はうれしいよ。これで君の家に戻れるね．．．」 

 ---Estoy contento de que hayas encontrado lo que faltaba a tu máquina. Vas a poder 

volver a tu casa...             《「動詞」「補語」「副詞節」┃「動詞句」「間接目的語」》 

---Estoy ｴｽﾄｲ 1 単現(estar)v.i 〜である                                     「動詞」 

contento ｺﾝﾃﾝﾄ adj.(de que+接続法) 〜して満足な、うれしい                 「補語」 

de que ﾃﾞ･ｹ conj. 〜したことで                                         「副詞節」 

hayas encontrado ｱﾔｽ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾄﾞ 接・2 単現･完了形･話者の想念(encontrar) 

   v.t 見つけた（だろう）                                       「動詞句」 

lo ﾛ pron それを                                                「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

faltaba ﾌｧﾙﾀﾊﾞ 3 単線(faltar)v.i 欠陥がある          「動詞」 

a tu máquina. ｱ･ﾄｩ･ﾏｷﾅ adv. 君の機械に      「間接目的語」 

Vas a poder volver ﾊﾞｽ･ｱ･ﾎﾟﾃﾞｰﾙ･ﾎﾞﾙﾍﾞｰﾙ 2 単現･近接未来･可能(ir a+不定詞) 

   v.i 戻ることが出来る                                                「動詞句」 

a tu casa... ｱ･ﾄｩ･ｶｰｻ adv. 君の家へ                                  「間接目的語」 

 

「どうしてそれを知っているの？」 

 ---¿Cómo lo sabes?                                    《「副詞」「目的語」「動詞」》 

---¿Cómo ｺﾓ adv. どうして                                                「副詞」 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

sabes? ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 知っている                                   「動詞」 

 

僕は丁度、飛行機の修理を奇跡的に成功したことを知らせにやってきたところだったのだ。 

 Precisamente venía a anunciarle que, contra toda esperanza, había tenido éxito en mi 

trabajo.                                               「副詞」「動詞句」「目的語」 

Precisamente ﾌﾟﾚｼｻﾒﾝﾃ adv. ちょうど、まさしく                           「副詞」 

venía a anunciarle ﾍﾞﾆｱ･ｱ･ｱﾇﾝｼｱﾙ･ﾚ 1 単線･目的(venir a+不定詞+le) 

   v.i 彼に知らせるためにやってきた                                    「動詞句」 

que, ｹ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

contra toda esperanza, ｺﾝﾄﾗ･ﾄﾀﾞ･ｴｽﾍﾟﾗﾝｻ adv. 奇跡的に           「副詞句」 

había tenido ｱﾋﾞｱ･ﾃﾆﾄﾞ 1 単線･完了形(tener)v.t（動作名詞を）した 「動詞句」 

éxito ｴｸｼﾄ n.m 成功                                            「目的語」 

en mi trabajo. ｴﾝ･ﾐ･ﾄﾗﾊﾞﾎ adv. 僕の仕事を                       「副詞句」 
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王子様は僕の質問に何も答えなかったが、付け加えて言った。 

 No respondió nada a mi pregunta, pero agregó: 

「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」pero「動詞」 

No respondió ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞｨｵ 3 単点･否定(responder)v.t 答えなかった         「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                          「直接目的語」 

a mi pregunta, ｱ･ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ adv. 僕の質問に                         「間接目的語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

agregó: ｱｸﾞﾚｺﾞ 3 単点(agregar)v.t 付け加えて言った                         「動詞」 

 

「僕も、今日、僕の所へ戻るところなんだ」 

 ---Yo también, hoy vuelvo a mi casa...        《「主語」「副詞」「動詞」「間接目的語」》 

---Yo también, ｼﾞｮ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 僕も                                      「主語」 

hoy ｵｲ adv. 今日                                                        「副詞」 

vuelvo ﾌﾞｴﾙﾎﾞ 1 単現･近接未来(volver)v.i 戻るところだ                     「動詞」 

a mi casa... ｱ･ﾐ･ｶｰｻ adv. 僕のところへ                              「間接目的語」 

 

そして、寂しそうに続けて言った： 

 Luego, melancólico:                                                   「副詞句」 

Luego, ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                「副詞」 

melancólico: ﾒﾗﾝｺｰﾘｺ adj. adv. 寂しそうに                                  「副詞」 

 

「君のところよりずっと遠いんだよ．．．君が戻るよりずっと困難なんだよ」 

 ---Es mucho más lejos... Es mucho más difícil...  《「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

mucho más lejos... ﾑｰﾁｮ･ﾏｽ･ﾚﾎｽ adj.（比較）君のところよりずっと遠い       「補語」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

mucho más difícil... ﾑｰﾁｮ･ﾏｽ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj.（比較）君が戻るよりずっと困難な  「補語」 

 

僕は、何かとんでもないことが起ころうとしていると気が付いた。 

 Sentí que estaba ocurriendo algo extraordinario.                  「動詞」「目的語」 

Sentí ｾﾝﾁ 1 単点(sentir)v.t 気づいた、分かった                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

estaba ocurriendo ｴｽﾀﾊﾞ･ｵｸﾘｴﾝﾄﾞ 3 単線･進行形･時制の一致(ocurrir) 

   v.i 起ころうとしている                                        「動詞句」 

algo extraordinario. ｱﾙｺﾞ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ n.m 何かとんでもないことが 「主語」 
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僕は、幼子を抱くように両腕でしっかりと王子様を抱き締めた。それなのに、引き留める

すべもなく、彼が真っ逆さまに深淵に滑り落ちていくように思われた。 

Lo estreché en mis brazos como a un niño, y sin embargo, me pareció que se escurría 

verticalmente hacia un abismo sin que pudiera hacer nada por retenerlo... 

「目的語」「動詞」「副詞句」y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」 

Lo ﾛ pron 彼を                                                        「目的語」 

estreché ｴｽﾄﾚﾁｪ 1 単点(estrechar)v.t 抱き締めた                            「動詞」 

en mis brazos ｴﾝ･ﾐｽ･ﾌﾞﾗｿｽ adv. 両腕に                                  「副詞句」 

como a un niño, ｺﾓ･ｱ･ｳﾝ･ﾆﾆｮ adv. 子供を抱くように                      「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

sin embargo, ｼﾝ･ｴﾝﾊﾞﾙｺﾞ adv. それにもかかわらず                        「副詞句」 

me ﾒ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

pareció ﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(parecer)v.i 〜に思われた                             「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                              「主語」 
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se escurría ｾ･ｴｽｸﾘｱ 3 単線･時制の一致(escurrirse)v.pr 滑り落ちる   「動詞句」 

verticalmente ﾍﾞﾙﾁｶﾙﾒﾝﾃ adv. 垂直に、真っ逆さまに                 「副詞」 

hacia un abismo ｱｼｱ･ｳﾝ･ｱﾋﾞｽﾓ adv. 深淵に                        「副詞句」 

sin que ｼﾝ･ｹ conj. 〜することなしに                              「副詞節」 

pudiera hacer ﾌﾟﾃﾞｨｴﾗ･ｱｾｰﾙ 接・1 単過･可能(poder+不定詞) 

   v.t 出来ない（だろう）                                「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                「目的語」 

por retenerlo... ﾎﾟﾙ･ﾚﾃﾈｰﾙ･ﾛ adv. 彼を引き留めるために     「副詞句」 

 

彼の真剣な視線は、ずっと遠くのほうに注がれていた。 

 Tenía la mirada seria, perdida muy lejos.                         「動詞」「目的語」 

Tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t（状態）をしていた                              「動詞」 

la mirada ﾗ･ﾐﾗﾀﾞ n.f 視線、まなざし                                    「目的語」 

seria, ｾﾘｱ adj.f 真剣な、まじめな                                「形容詞」 

perdida ﾍﾟﾙﾃﾞｨﾀﾞ 過去分詞･受動(perder)v.t 落とされた           「形容詞句」 

muy lejos. ﾑｲ･ﾚﾎｽ adv. ずっと遠くのほうへ              「副詞句」 

 

「君のおとなしい羊、持っているよ。それに羊用の箱と口輪も持ってる」 

 ---Tengo tu cordero. Y tengo la caja para el cordero. Y tengo el bozal... 

《「動詞」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」》 

---Tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                  「動詞」 

tu cordero. ﾄｩ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 君のおとなしい羊を                            「目的語」 

Y ｲ conj. そして 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

la caja ﾗ･ｶﾊ n.f 箱を                                                   「目的語」 

para el cordero. ﾊﾟﾗ･ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ adj. 羊用の                      「形容詞句」 

Y ｲ conj. そして 

tengo ﾃﾝｺﾞ 1 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

el bozal... ｴﾙ･ﾎﾞｻﾙ n.m 口輪を                                          「目的語」 

 

彼は、憂鬱そうに微笑んだ。 

 Sonrió con melancolía.                                          「動詞」「副詞句」 

Sonrió ｿﾝﾘｵ 3 単点(sonreír)v.i 微笑んだ                                    「動詞」 

con melancolía. ｺﾝ･ﾒﾗﾝｺﾘｱ adv. 憂鬱そうに                               「副詞句」 
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僕は長い間待った。少しづつ、彼が再び暖まってくるのを感じた。 

 Esperé largo rato. Sentía que volvía a entrar en calor poco a poco. 

「動詞」「副詞句」┃「動詞」「目的語」 

Esperé ｴｽﾍﾟﾚ 1 単点(esperar)v.i 待った                                    「動詞」 

largo rato. ﾗﾙｺﾞ･ﾗﾄ adv.(long while) 長い間                              「副詞句」 

Sentía ｾﾝﾁｱ 1 単線(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

volvía a+不定詞 ﾎﾞﾙﾋﾞｱ･ｱ 3 単線･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜した「動詞句」 

entrar en calor ｴﾝﾄﾗｰﾙ･ｴﾝ･ｶﾛｰﾙ 不定詞 v.i 暖まる           「動詞句」 

poco a poco. ﾎﾟｺ･ｱ･ﾎﾟｺ adv. 少しづつ                             「副詞句」 

 

「怖かったんだね、坊や」 

 ---Has tenido miedo, hombrecito.               《「動詞句」「目的語」,「呼びかけ」》 

---Has tenido ｱｽ･ﾃﾆﾄﾞ 2 単現･完了形(tener)v.t あった                     「動詞句」 

miedo, ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖、おそれ                                          「目的語」 

hombrecito. ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

 

間違いなく、怖かったはずだ。でも彼はそっと笑った。 

 Había tenido miedo, sin duda. Pero rió suavemente. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」┃Pero「動詞」「副詞」 

Había tenido ｱﾋﾞｱ･ﾃﾆﾄﾞ 3 単線･完了形(tener)v.t あった                    「動詞句」 

miedo, ﾐｴﾄﾞ n.m 恐怖、おそれ                                          「目的語」 

sin duda. ｼﾝ･ﾄﾞｩﾀﾞ adv. 間違いなく                                     「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

rió ﾘｵ 3 単点(reír)v.i 笑った                                               「動詞」 

suavemente. ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. そっと                                         「副詞」 

 

「今夜は、もっとずっと怖いだろうな」 

 ---Tendré mucho más miedo esta noche...            《「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

---Tendré ﾃﾝﾄﾞﾚ 1 単未(tener)v.t あるだろう                                「動詞」 

mucho más miedo ﾑﾁｮ･ﾏｽ･ﾐｴﾄﾞ n.m もっと恐怖                          「目的語」 

esta noche... ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今夜は                                       「副詞句」 

 

僕は、取り返しのつかないという感覚のために、再び寒気を感じた。 

 De nuevo me sentí helado por la sensación de lo irreparable. 

「副詞句」「動詞句」「補語」「副詞句」 
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De nuevo ﾃﾞ･ﾇｴﾎﾞ adv. 再び、もう一度                                  「副詞句」 

me sentí ﾒ･ｾﾝﾁ 1 単点(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じた                   「動詞句」 

helado ﾍﾗﾄﾞ adj. 凍った                                                  「補語」 

por la sensación ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｾﾝｻｼｵﾝ adv. 感覚のために                         「副詞句」 

de lo irreparable. ﾃﾞ･ﾛ･ｲﾚﾊﾟﾗﾌﾞﾚ 

 adj.（同格）取り返しのつかないという                       「形容詞句」 

 

そして王子様のあの笑い声を二度と聞けないのだという結論には耐えられないだろうと分

かった。あの笑い声は、僕にとっては、砂漠の中の泉のようなものだったのだから。 

Y comprendí que no soportaría la idea de no oír nunca más su risa. Era para mí como 

una fuente en el desierto.         Y「動詞」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

comprendí ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｨ 1 単点(comprender)v.t 分かった                       「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

no soportaría ﾉ･ｿﾎﾟﾙﾀﾘｱ 1 単過未･否定(soportar) 

v.t 〜に耐えられないだろう                                   「動詞句」 

la idea ﾗ･ｲﾃﾞｱ n.f 考えに                                        「目的語」 

de +不定詞 ﾃﾞ adj.（同格）〜するという                 「形容詞句」 

no oír ﾉ･ｲｰﾙ 不定詞･否定 v.t 聞こえない          「動詞句」 

nunca más su risa. ﾇﾝｶ･ﾏｽ･ｽ･ﾘｻ 

 n.f 彼の笑い声を二度と〜ない                「目的語」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

para mí ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとっては                                    「間接目的語」 

como una fuente ｺﾓ･ｳﾅ･ﾌｴﾝﾃ adv. 泉のような                               「補語」 

en el desierto. ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠の中の                         「副詞句」 

 

「坊や．．．僕は君の笑い声をもう一度が聞きたいよ」 

 ---Hombrecito..., quiero oírte reír otra vez... 

《「呼びかけ」...「動詞句」「補語」「副詞句」》 

---Hombrecito..., ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                    「呼びかけ」 

quiero oírte ｷｴﾛ･ｵｲﾙﾃ 1 単現･願望(querer+不定詞 oír+te) 

   v.t 君の声を聞きたい                                                「動詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                                 「補語」 

otra vez... ｵﾄﾗ･ﾍﾞｽ adv. もう一度                                        「副詞句」 
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しかし彼は僕に言った： 

 Pero me dijo:                                          Pero「間接目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「今夜で 1 年になるんだ。僕の星は、1 年前に僕が落ちた場所の真上にくるだろう」 

 ---Esta noche, hará un año. Mi estrella se encontrará exactamente sobre el lugar donde 

caí el año pasado...       《「副詞句」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」》 

---Esta noche, ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今夜で                                      「副詞句」 

hará ｱﾗ 3 単未(hacer)v.t（+数詞、 計算して）〜になる                      「動詞」 

un año. ｳﾝ･ｱﾆｮ n.m 1 年                                                「目的語」 

Mi estrella ﾐ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f 僕の星は                                        「主語」 

se encontrará ｾ･ｴﾝｺﾝﾄﾗﾗ 3 単未(encontrarse)v.pr（ある場所に）あるだろう  「動詞句」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. 正確に                                        「副詞」 

sobre el lugar ｿﾌﾞﾚ･ｴﾙ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. その場所の上に                        「副詞句」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv.（副詞）〜する                                 「副詞節」 

caí ｶｲ 1 単点(caer)v.i 落ちた                                「動詞」 

el año pasado... ｴﾙ･ｱﾆｮ･ﾊﾟｻﾄﾞ adv. 1 年前に                 「副詞句」 

 

「坊や、蛇とか待ち合わせ場所とか星の話は、悪い夢じゃないのかい？」 

 ---Hombrecito, ¿verdad que es un mal sueño esa historia de la serpiente, de la cita y de 

la estrella?...                       《「呼びかけ」,「副詞句」「動詞」「補語」「主語」》 

Hombrecito, ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ n.m 坊や                                        「呼びかけ」 

¿verdad que ﾍﾞﾙﾀﾞ･ｹ adv.（念押し）〜ではないのかい？                   「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

un mal sueño ｳﾝ･ﾏﾙ･ｽｪﾆｮ n.m 悪い夢                                     「補語」 

esa historia ｴｻ･ｲｽﾄﾘｱ n.f その話は                                        「主語」 

de la serpiente, ﾃﾞ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ adj. 蛇の                          「形容詞句」 

de la cita ﾃﾞ･ﾗ･ｼﾀ adj. 待ち合わせ場所の                         「形容詞句」 

y ｲ conj. そして 

de la estrella?... ﾃﾞ･ﾗ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adj. 星の                          「形容詞句」 

 

悪いことに、彼は僕の質問には答えずに、言った。 

 Peor no contestó a mi pregunta, y dijo:         「副詞」「動詞句」「目的語」y「動詞」 

Peor ﾍﾟｵｰﾙ adv. さらに悪く                                               「副詞」 
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no contestó ﾉ･ｺﾝﾃｽﾄ 3 単点･否定(contestar)v.t 答えなかった               「動詞句」 

a mi pregunta, ｱ･ﾐ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀ n.f 僕の質問に                              「目的語」 

y ｲ conj. そして 

dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

 

「大切なもの、それは目には見えないんだよ」 

 ---Lo que es importante, eso no se ve.                          《「主語」「動詞句」》 

---Lo ﾛ pron それは                                                      「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                               「動詞」 

importante, ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝﾃ adj. 重大な、大切な                   「補語」 

eso ｴｿ pron それは                                                      「主語」 

no se ve. ﾉ･ｾ･ﾍﾞ 3 単現･再帰受動･否定(verse)v.pr 見えない                「動詞句」 

 

「その通りだね」 

 ---Ciertamente...                                                      《「応答」》 

---Ciertamente... ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                  「応答」 

 

「あの花についてと同じようだね。星にある花が好きなら、夜に空を眺めることが楽しく

なる。すべての星が花盛りになるから」 

 ---Es como con la flor. Si amas a una flor que se encuentra en una estrella, es agradable 

mirar el cielo por la noche. Todas las estrellas están florecidas. 

《「動詞」「補語」┃「副詞節」,「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のような                                                 「補語」 

con la flor. ｺﾝ･ﾗ･ﾌﾛｰﾙ adv. あの花について                          「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

amas ｱﾏｽ 2 単現(amar)v.t 愛する                                  「動詞」 

a una flor ｱ･ｳﾅ･ﾌﾛｰﾙ n.f 一輪の花を                              「目的語」 

que ｹ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾀ 3 単現(encontrarse) 

v.pr（ある場所に）ある                       「動詞句」 

en una estrella, ｴﾝ･ｳﾅ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adv. ある星に     「副詞句」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

agradable ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 楽しい                                          「補語」 

mirar ﾐﾗｰﾙ 不定詞 v.t 〜を見ることは                                      「主語」 
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el cielo ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空を                                           「目的語」 

por la noche. ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                  「副詞句」 

Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星が                    「主語」 

están ｴｽﾀﾝ 3 複現(estar)v.i 〜になっている                                 「動詞」 

florecidas. ﾌﾛﾚｼﾀﾞｽ 過去分詞(florecer)adj.pl.f 満開の                        「補語」 

 

「その通りだね」 

 ---Ciertamente.                                                       《「応答」》 

---Ciertamente. ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                   「応答」 

 

「あの水についてと同じようだね。君が僕に飲ませてくれたあの水は音楽のようだった。

覚えているだろう？ほっとする飲み物だったね」 

 ---Es como con el agua. La que me has dado a beber era como una música, por la 

roldana y por la cuerda... ¿Te acuerdas?... Era dulce. 

《「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「動詞句」┃「動詞」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

como ｺﾓ adv. 〜のような                                                 「補語」 

con el agua. ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. あの水について                      「副詞句」 

La ﾗ pron その水は                                                      「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕に                                     「間接目的語」 

has dado ｱｽ･ﾀﾞﾄﾞ 2 単現･完了形･使役(dar a+不定詞) 

v.t 〜させた                                          「動詞句」 

a beber ｱ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 不定詞 v.t 飲む                  「動詞句」 

era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

como una música, ｺﾓ･ｳﾅ･ﾑｼｶ adv. 音楽のような                            「補語」 

por la roldana ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾛﾙﾀﾞﾅ adv. 滑車のおかげで                          「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

por la cuerda... ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｸｴﾙﾀﾞ adv. ロープのおかげで                「副詞句」 

¿Te acuerdas?... ﾃ･ｱｸｴﾙﾀﾞｽ 2 単現(acordarse)v.pr（同意を求める）覚えているね「動詞句」 

Era ｴﾗ 3 単線(ser)v.i 〜だった                                            「動詞」 

dulce. ﾄﾞｩﾙｾ adj. 甘い、心地よい                                          「補語」 

 

「その通りだね」 

 ---Ciertamente.                                                       《「応答」》 

---Ciertamente. ｼｪﾙﾀﾒﾝﾃ adv. その通りだ                                   「応答」 
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「夜には、星を眺めてね。僕のところはとても小さいから、僕の星がどこにあるかを君に

示すことができないんだ」 

 ---Por la noche mirarás las estrellas. No te puedo mostrar dónde se encuentra la mía, 

porque mi casa es muy pequeña. 

《「副詞句」「動詞」「目的語」 

「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,「副詞節」》 

---Por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜には                                   「副詞句」 

mirarás ﾐﾗﾗｽ 2 単未･勧誘(mirar)v.t 眺めてね                              「動詞」 

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 

No ...puedo mostrar ﾉ...ﾌﾟｴﾄﾞ･ﾓｽﾄﾗｰﾙ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 示すことができない                                              「動詞句」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

dónde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. どこに〜するかということを                       「直接目的語」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗ 3 単現(encontrarse) 

v.pr（ある場所に）ある                                   「動詞句」 

la mía, ﾗ･ﾐｱ n.f 僕の星が                                     「主語」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

mi casa ﾐ･ｶｻ n.f 僕のところは                                     「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                       「動詞」 

muy pequeña. ﾑｲ･ﾍﾟｹﾝﾆｬ adj.f とても小さい                         「補語」 

 

だけどそのほうがいいだろう。僕の星は君にとって多くの星の中の 1 つになるだろう。そ

うしたら、君はすべての星を見ることが好きになるだろう。すべての星が君の友達になる

だろう。その後で、君にプレゼントをするよ。 

Será mejor así. Mi estrella será para ti una de las estrellas. Entonces te agradará mirar 

todas las estrellas... Todas serán tus amigos. Y luego te voy a hacer un regalo... 

《「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

「副詞」「間接目的語」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Y「副詞」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                      「動詞」 

mejor ﾒﾎｰﾙ adj. より良い                                                 「補語」 

así. ｱｼ adv. そのようなことは                                             「主語」 

Mi estrella ﾐ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ n.f 僕の星は                                        「主語」 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜になるだろう                                 「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとっては                                        「副詞句」 
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una de las estrellas. ｳﾅ･ﾃﾞ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ n.f 多くの星の中の 1 つ             「補語」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、そうしたら                                 「副詞」 

te ﾃ pron 君にとって                                              「間接目的語」 

agradará ｱｸﾞﾗﾀﾞﾗ 3 単未･推量(agradar)v.i 好きになるだろう                「動詞」 

mirar ﾐﾗｰﾙ 不定詞 v.t 眺めることが                                       「主語」 

todas las estrellas... ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f すべての星を           「目的語」 

Todas ﾄﾀﾞｽ pron.pl すべての星が                                          「主語」 

serán ｾﾗﾝ 3 複未(ser)v.i 〜になるだろう                                    「動詞」 

tus amigos. ﾄｩｽ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 君の友達に                                  「補語」 

Y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. その後で                                                 「副詞」 

te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

voy a hacer ﾎﾞｲ･ｱ･ｱｾｰﾙ 1 単現･近接未来(ir a+不定詞)v.t 〜をするつもりだ  「動詞句」 

un regalo... ｳﾝ･ﾚｶﾞﾛ n.m プレゼントを                               「直接目的語」 

 

彼はまた笑った。 

 Volvió a reír.                                                         「動詞句」 

Volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v.i また笑った    「動詞句」 

 

「ああ、坊や、坊や！僕は、君の笑い声を聞くのが好きなんだ！」 

 ---¡Ah!, hombrecito..., hombrecito... ¡Me gusta oír tu risa! 

《「感嘆」┃「間接目的語」「動詞」「主語」》 

---¡Ah!, hombrecito..., hombrecito... ｱｰ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ･ｵﾝﾌﾞﾚｼﾄ 

   int. ああ、坊や、坊や                                                 「感嘆」 

¡Me ﾒ pron 僕にとって                                            「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                                     「動詞」 

oír ｵｲｰﾙ 不定詞 v.t 〜を聞くことは                                        「主語」 

tu risa! ﾄｩ･ﾘｻ n.f 君の笑い声を                                    「目的語」 

 

「まさしく、それが僕のプレゼントになると思うよ。あの水と同じようになるよ」 

 ---Precisamente, será mi regalo... Será como con el agua... 

《「副詞」,「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」》 

---Precisamente, ﾌﾟﾚｼｻﾒﾝﾃ adv. まさしく                                   「副詞」 

será ｽﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になると思う                                 「動詞」 

mi regalo... ﾐ･ﾚｶﾞﾛ n.m 僕のプレゼント                                    「補語」 

  それ「主語」は、「僕の笑い声」を表す 
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Será ｽﾗ 3 単未･推測(ser)v.i 〜になると思う                                「動詞」 

como con el agua... ｺﾓ･ｺﾝ･ｴﾙ･ｱｸﾞゎ adv. あの水の場合と同じように           「補語」 

 

「どういう意味なの？」 

 ---¿Qué quieres decir?                                      《「目的語」「動詞句」》 

---¿Qué ｹ pron 何を「目的語」 

quieres decir? ｷｴﾚｽ･ﾃﾞｼｰﾙ 2 単現･願望(querer+不定詞)v.t 言いたい「動詞句」 

  「何を言いたいの？」→「どういう意味？」 

 

「人々はそれぞれ異なる星を持っているんだよ。旅行者にとって、星は道案内になるんだ」 

 ---Las gentes tienen estrellas que no son las mismas. Para unos, los que viajan, las 

estrellas son guías.    《「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「補語」》 

---Las gentes ﾗｽ･ﾍﾝﾃｽ pl.n.f 人々は                                        「主語」 

tienen ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現(tener)v.t 持っている                                   「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                           「目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                  「動詞」 

las mismas. ﾗｽ･ﾐｽﾏｽ adj.f.pl 同じ                        「補語」 

Para unos, ﾊﾟﾗ･ｳﾉｽ adv. ある人たちにとって                             「副詞句」 

los ﾛｽ pron.pl（同格）その人々                                  「形容詞」 

que ｹ pron.pl（目的語）〜する                         「形容詞節」 

viajan, ﾋﾞｱﾊﾝ 3 複現(viajar)v.i 旅行する            「動詞」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

guías. ｷﾞｱｽ pl.n.f 道案内                                                 「補語」 

 

「他の人々にとっては小さな光に過ぎない。別の学者にとっては難題だし、知り合いの事

業家にとっては富だった。」 

Para otros, no son más que lucecitas. Para otros, que son sabios, son problemas. Para mi 

hombre de negocios, eran oro. 

《「副詞句」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」┃「副詞句」「動詞」「補語」》 

Para otros, ﾊﾟﾗ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の人々にとっては                            「副詞句」 

no son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                   「動詞」 

más que lucecitas. ﾏｽ･ｹ･ﾙｾｼﾀｽ adv. 小さな光以上の                         「補語」 

  no ser más que 〜 「〜に過ぎない」 lucecitas ← luces(luz) + -citas（示小接尾辞） 

Para otros, ﾊﾟﾗ･ｵﾄﾛｽ adv. 他の人々にとっては                            「副詞句」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVI 

  - 363 - 

que son sabios, ｹ･ｿﾝ･ｻﾋﾞｵｽ adj. 学者の                         「形容詞節」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

problemas. ﾌﾟﾛﾌﾞﾚﾏｽ pl.n.m 問題、難問                                   「補語」 

Para mi hombre de negocios, ﾊﾟﾗ･ﾐ･ｵﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾈｺﾞｼｵｽ 

 adv. 僕の知ってる事業家にとっては                                   「副詞句」 

eran ｴﾗﾝ 3 複線(ser)v.i 〜だった                                          「動詞」 

oro. ｵﾛ n.m 富、金、黄金                                                「補語」 

 

「だけど、どの星も話さない。君は誰も持ったことがない星を持つことになるんだよ」 

Pero todas esas estrellas no hablan. Tú tendrás estrellas como nadie las ha tenido. 

《Pero「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Pero ﾍﾟﾛ conj. だけど 

todas esas estrellas ﾄﾀﾞｽ･ｴｻｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f それらの星たちは皆            「主語」 

no hablan. ﾉ･ｱﾌﾞﾗﾝ 3 複現･否定(hablar)v.i 話さない                       「動詞句」 

Tú ﾄｩ pron 君は                                                         「主語」 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちを                                       「目的語」 

como ｺﾓ conj. 〜するような                                   「形容詞節」 

nadie ﾅﾃﾞｨｴ pron 誰も〜ない                            「主語」 

las ﾗｽ pron.f.pl 星を                                  「目的語」 

ha tenido. ｱ･ﾃﾆﾄﾞ 3 単現･完了形(tener)v.t 持った        「動詞句」 

 

「どういう意味なの？」 

 ---¿Qué quieres decir?                                      《「目的語」「動詞句」》 

---¿Qué ｹ pron 何を                                                   「目的語」 

quieres decir? ｷｴﾚｽ･ﾃﾞｼｰﾙ 2 単現・願望(querer+不定詞)v.t 言いたい        「動詞句」 

 

「夜に君が空をみると、僕はそれらの星の 1 つに住むことになって、そこで笑うだろうか

ら、君にとってはまるであらゆる星が笑っているみたいになるだろう」 

 ---Cuando mires al cielo, por la noche, come yo habitaré en una de ellas, como yo reiré 

en una de ellas, será para ti como si rieran todas las estrellas. 

《「副詞節」,「副詞節」「副詞節」,「動詞」「間接目的語」「補語」》 

---Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                      「副詞節」 

mires ﾐﾚｽ 接・2 単現（話者の推測）(mirar)v.i 見る                  「動詞」 

al cielo, ｱﾙ･ｼｴﾛ adv. 空の方を                                「間接目的語」 

por la noche, ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                「副詞句」 
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come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

habitaré ｱﾋﾞﾀﾚ 1 単未(habitar)v.i 住むことになる                    「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つに           「副詞句」 

come ｺﾓ conj.（理由）〜なので                                          「副詞節」 

yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                 「主語」 

reiré ﾚｲﾚ 1 単未(reir)v.i 笑うだろう                                 「動詞」 

en una de ellas, ｴﾝ･ｳﾅ･ﾃﾞ･ｴｼﾞｬｽ adv. それらの星の 1 つで          「副詞句」 

será ｾﾗ 3 単未(ser)v.i 〜になるだろう                                      「動詞」 

para ti ﾊﾟﾗ･ﾃｨ adv. 君にとっては                                    「間接目的語」  

como ｺﾓ conj. 〜のような                                                 「補語」 

si rieran ｼ･ｼｴﾗﾝ 接・3 複過(reírse)v.pr 笑っている                   「動詞句」 

todas las estrellas. ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f あらゆる星が               「主語」 

 

「君は笑うことができる星を持つことになるんだ」 

¡Tú tendrás estrellas que saben reír!                     《「主語」「動詞」「目的語」》 

¡Tú ﾄｩ pron 君は                                                        「主語」 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

estrellas ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                           「目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                                  「形容詞節」 

saben reír! ｻﾍﾞﾝ･ﾚｲｰﾙ 3 複現･可能(saber+不定詞) 

v.i 笑うことができる                                「動詞句」 

 

そう言ってまた笑った。 

 Y volvió a reír.                                                       Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 

 

「そして君の気持が落ち着いたら（どんな時も安らぎはあるよ）、君は僕と知り合ったこと

を嬉しくなるだろう。君はいつまでも僕の友達だよ」 

 ---Y cuando te hayas consolado (siempre se encuentra consuelo) estarás contento de 

haberme conocido. Serás siempre mi amigo. 

《Y「副詞節」(「副詞」「動詞句」「主語」)「動詞」「副詞」「補語」》 

---Y ｲ conj. そして 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜するとき                                         「副詞節」 
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te hayas consolado ﾃ･ｱﾔｽ･ｺﾝｿﾗﾄﾞ 接・2 単現･完了形再帰受動(consolarse) 

   v.pr 慰められた、気持ちが落ち着いた                          「動詞句」 

(siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつだって                                         (「副詞」 

se encuentra ｾ･ｴﾝｸｴﾝﾄﾗ 3 単現(encintrarse)v.pr ある                      「動詞句」 

consuelo) ｺﾝｽｴﾛ n.m 安らぎ、慰めは                                     「主語」) 

estarás ｴｽﾀﾗｽ 2 単未(estar)v.i 〜になるだろう                              「動詞」 

contento ｺﾝﾃﾝﾄ adj. 嬉しい                                               「補語」 

de +不定詞･完了形 ﾃﾞ adv.（原因）〜したことで                          「副詞句」 

haberme conocido. ｱﾍﾞﾙ･ﾒ･ｺﾉｼﾄﾞ不定詞･完了形(conocer) 

   v.t 僕と知り合った                                           「動詞句」 

Serás ｾﾗｽ 2 単未(ser)v.i 〜である                                          「動詞」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつでも                                            「副詞」 

mi amigo. ﾐ･ｱﾐｺﾞ n.m 僕の友達                                           「補語」 

 

「君は僕と一緒に笑いたくなるよ。そうしたら、時々こんな風に気晴らしに窓をあけてね。

すると、君の友達は君が空を見ながら笑うのを見てびっくりするだろう」 

Tendrás deseos de reír conmigo. Y abrirás a veces tu ventana, así..., por placer... Y tus 

amigos se asombrarán al verte reír mirando el cielo. 

《「動詞句」「副詞句」┃Y「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Y「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Tendrás deseos de +不定詞 ﾃﾝﾄﾞﾗｽ･ﾃﾞｾｵｽ･ﾃﾞ 2 単未･意志(tener deseos de+不定詞) 

   v.t 〜したくなるだろう                                              「動詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                        「動詞句」 

conmigo. ｺﾝﾐｺﾞ adv. 僕と一緒に                                         「副詞句」 

Y ｲ conj. そして、そうしたら 

abrirás ｱﾌﾞﾘﾗｽ 2 単未･要望(abrir)v.t 開けてちょうだい                      「動詞」 

a veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時々                                               「副詞句」 

tu ventana, ﾄｩ･ﾍﾞﾝﾀﾅ n.f 窓を                                          「目的語」 

así..., ｱｼ adv. こんな風に                                                 「副詞」 

por placer... ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ adv.（目的）気晴らしに                          「副詞句」 

Y ｲ conj. そして、すると 

tus amigos ﾄｩｽ･ｱﾐｺﾞｽ pl.n.m 君の友達は                                   「主語」 

se asombrarán ｾ･ｱｿﾝﾌﾞﾗﾗﾝ 3 複未(asombrarse)v.pr びっくりするだろう     「動詞句」 

al verte ｱﾙ･ﾍﾞﾙ･ﾃ adv.（原因）君を見て                                  「副詞句」 

reír ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                          「補語」 

mirando ﾐﾗﾝﾄﾞ 現在分詞(mirar)v.i 見ながら                 「副詞句」 
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el cielo. ｴﾙ･ｼｴﾛ n.m 空を                           「目的語」 

 

「その時に君は、“そうなんだ、星を見るといつも僕は笑いがこみ上げるんだ”というだろ

うね。すると彼らは君の気が変になったと思うだろう。僕は君にとてもひどい仕打ちをし

たことになってしまうだろうね。」 

Entonces les dirás: 《Sí, las estrellas siempre me hacen reír》, y ellos te creerán loco. Te 

habré hecho una muy mala jugada... 

《「副詞」「間接目的語」「動詞」：‘「応答」,「主語」「副詞」「目的語」「動詞」「補語」’, 

y「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時には                                         「副詞」 

les ﾚ pron.pl 彼らに                                               「間接目的語」 

dirás: ﾃﾞｨﾗｽ 2 単未(decir)v.i 言うだろう                                    「動詞」 

《Sí, ｼ adv.（肯定）そうだ                                               「応答」 

las estrellas ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちは                                   「主語」 

siempre ｼｴﾝﾌﾟﾚ adv. いつも                                              「副詞」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

hacen ｱｾﾝ 3 複現･使役(hacer+不定詞)v.t 〜させる                          「動詞」 

reír》ﾚｲｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                                「補語」 

  無生物主語の las estrellas 星たちを me 僕が reír 笑う原因として、能動態に翻訳する 

, y ｲ conj. すると 

ellos ｴｼﾞｮｽ pron 彼らは                                                  「主語」 

te ﾃ pron 君を                                                        「目的語」 

creerán ｸﾚｴﾗﾝ 3 複未(creer)v.t 思うだろう                                  「動詞」 

loco. ﾛｺ adj. 気が変になった                                              「補語」 

Te ﾃ pron 君に                                                    「間接目的語」 

habré hecho ｱﾌﾞﾚ･ﾍﾁｮ 1 単未･完了形･推測(hacer)v.t 〜したことになるだろう「動詞句」 

una muy mala jugada... ｳﾅ･ﾑｲ･ﾏﾗ･ﾌｶﾞﾀﾞ n.f とてもひどい仕打ちを     「直接目的語」 

  jugada ﾌｶﾞﾀﾞ n.f プレー、一手、汚い手段、悪だくみ 

 

そう言ってまた笑った。 

 Y volvió a reír:                                                       Y「動詞句」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír: ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 
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「そうすると、まるで僕は君に、星の代わりに笑うことのできる沢山の鈴をあげたような

ことになるね」 

 ---Será como si te hubiera dado en lugar de estrellas un montón de cascabelitos que 

saben reír...                                                     《「動詞」「補語」》 

---Será ｾﾗ 3 単未･話者の推測(ser)v.i 〜になるだろう                        「動詞」 

como si ｺﾓ･ｼ conj. まるで〜するような                                    「補語」 

te ﾃ pron 君に                                               「間接目的語」 

hubiera dado ｳﾋﾞｴﾗ･ﾀﾞﾄﾞ 接・1 単過･完了形・仮定法(dar) 

v.t あげた                                                      「動詞句」 

en lugar de estrellas ｴﾝ･ﾙｶﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ adv. 星の代わりに        「副詞句」 

un montón de ｳﾝ･ﾓﾝﾄﾝ･ﾃﾞ adj. 沢山の                 「形容詞句」 

cascabelitos ｶｽｶﾍﾞﾘﾄｽ n.m(cascabel + -itos) 小さな鈴を           「直接目的語」 

que ｹ pron.pl（主語）〜する                          「形容詞節」 

saben reír... ｻﾍﾞﾝ･ﾚｲｰﾙ 3 複現･可能(saber+不定詞) 

v.i 笑うことができる                        「動詞句」 

 

そう言ってまた笑った。それから彼は真剣な顔つきになった： 

 Y volvió a reír. Después se puso serio:       Y「動詞句」┃「副詞」「動詞句」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

volvió a reír. ﾎﾞﾙﾋﾞｵ･ｱ･ﾚｲｰﾙ 3 単点･再度(volver a+不定詞)v. 再び〜する 

  v.i また笑った                                                       「動詞句」 

Después ﾃﾞｽﾌﾟｴｽ adv. その後で                                           「副詞」 

se puso ｾ･ﾌﾟｿ 3 単点(ponerse)v.pr(+補語) 〜になった                      「動詞句」 

serio: ｾﾘｵ adj. 真剣な、まじめな                                          「補語」 

 

「今晩は．．．ねえ．．．来ないでね．．．」 

 ---Esta noche..., ¿sabes?..., no llega.           《「副詞句」,「呼びかけ」,「動詞句」》 

---Esta noche..., ｴｽﾀ･ﾉﾁｪ adv. 今晩は                                    「副詞句」 

¿sabes?..., ｻﾍﾞｽ 2 単現･呼びかけ(saber)adv. ねえ、わかるだろう？        「呼びかけ」 

no llega. ﾉ･ｼﾞｪｶﾞ 命・2 単現･否定(llegar)v.i 来ないで                     「動詞句」 

 

「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 
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「僕は苦しんでいるように見えるだろうね。ちょっと死んでしまうみたいに見えるだろう。

こんな風にね。見に来ないでね、それには及ばないよ」 

 ---Parecerá que sufro... Parecerá un poco que me muero. Es así. No vengas a verlo, no 

vale la pena...              《「動詞句」「主語」┃「動詞句」「補語」┃「動詞」「補語」 

「動詞句」,「動詞句」「目的語」》 

---Parecerá ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということ                                                「主語」 

sufro... 1 単現(sufrir)v.i 苦しんでいる                                「動詞」 

Parecerá  ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer) 

v.i 〜のように見えるだろう、〜のようになるだろう                    「動詞句」 

un poco ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                                 「補語」 

que ｹ conj. 〜ということ                                          「目的語」 

me muero. ﾒ･ﾑｴﾛ 1 単現(morirse)v.pr 死んでしまう           「動詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

así. ｱｼ adv. こんな風                                                     「補語」 

No vengas a verlo, ﾉ･ﾍﾞﾝｶﾞｽ･ｱ･ﾍﾞｰﾙ･ﾛ 接・2 単現･否定命令(venir a+不定詞+lo) 

   v.i それを見に来ないでね                                            「動詞句」 

no vale ﾉ･ﾊﾞﾚ 3 単現･否定(valer)v.t 〜に値しない                         「動詞句」 

la pena... ﾗ･ﾍﾟｰﾅ n.f 労力                                               「目的語」 

  「それは労力に値しない」→「それには及ばない」 

 

「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 

 

それでも彼は心配だった。 

 Pero estaba inquieto.                                         Pero「動詞」「補語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

estaba ｴｽﾀﾊﾞ 3 単線(estar)v.i 〜だった                                     「動詞」 

inquieto. ｲﾝｷｴﾄ adj. 不安な、心配な                                       「補語」 
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「蛇のことがあるから．．．君にこう言うんだよ。蛇が君を咬んではいけないから。蛇とい

うのは困りものなんだよ。気晴らしに咬みつくかも知れないんだ」 

 ---Te digo esto... también por la serpiente. No debe morderte... Las serpientes son 

malas. Pueden morder por placer... 

《「間接目的語」「動詞」「直接目的語」,「副詞句」┃「動詞句」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「副詞句」》 

---Te ﾃ pron 君に                                                  「間接目的語」 

digo ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decir)v.t 言う                                           「動詞」 

esto... ｴｽﾄ pron このように                                         「直接目的語」 

también por la serpiente. ﾀﾝﾋﾞｴﾝ･ﾎﾟﾙ･ﾗ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃ adv. 蛇のせいでも         「副詞句」 

No debe morderte... ﾉ･ﾃﾞﾍﾞ･ﾓﾙﾃﾞｰﾙ･ﾃ 3 単現･否定･必然(deber+不定詞+te) 

   v.t 蛇が君を咬んではいけない                                        「動詞句」 

Las serpientes ﾗｽ･ｾﾙﾋﾟｴﾝﾃｽ pl.n.f 蛇というのは                            「主語」 

son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

malas. ﾏﾗｽ adj.f.pl 都合の悪い、困りものの                                「補語」 

Pueden morder ﾌﾟｴﾃﾞﾝ･ﾓﾙﾃﾞｰﾙ 3 複現･可能性(poder+不定詞) 

v.t 咬みつくかもしれない                                            「動詞句」 

por placer... ﾎﾟﾙ･ﾌﾟﾗｾｰﾙ adv. 気晴らしに                                 「副詞句」 

 

「僕は君から離れないよ」 

 ---No me separaré de ti.                                    《「動詞句」「副詞句」》 

---No me separaré ﾉ･ﾒ･ｾﾊﾟﾗﾚ 1 単未(separarse)v.pr(de から) 離れない      「動詞句」 

de ti. ﾃﾞ･ﾃｨ adv. 君から                                                「副詞句」 

 

しかし何かが彼を安心させた。 

 Pero algo lo tranquilizó:                             Pero「主語」「目的語」「動詞」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

algo ｱﾙｺﾞ pron 何かが「主語」 

lo ﾛ pron 彼を「目的語」 

tranquilizó: ﾄﾗﾝｷﾘｿ 3 単点(tranquilizar)v.t 安心させた「動詞」 

 

「蛇が 2 度目に咬むときには毒がないというのは、確かなんだ」 

 ---Es cierto que no tienen veneno en la segunda mordedura... 

「動詞」「補語」「主語」 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

cierto ｼｴﾙﾄ adj. 確実な、確かな                                           「補語」 
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que ｹ conj. 〜ということは                                               「主語」 

no tienen ﾉ･ﾃｨｴﾈﾝ 3 複現･否定(tener)v.t ない                        「動詞句」 

veneno ﾍﾞﾈﾉ n.m 毒                                               「目的語」 

en la segunda mordedura... ｴﾝ･ﾗ･ｾｸﾞﾝﾀﾞ･ﾓﾙﾃﾞﾄﾞｩﾗ 

 adv. 2 度目に咬むときには                                       「副詞句」 

 

その夜、僕は彼が出かけるところを見なかったが、彼はこっそり抜け出していたのだ。 

Esa noche no lo vi ponerse en camino. Se evadió sin ruido. 

「副詞句」「動詞句」「目的語」「補語」┃「動詞句」「副詞句」 

Esa noche ｴｻ･ﾉﾁｪ adv. その夜                                          「副詞句」 

no ...vi ﾉ...ﾋﾞ 1 単点･否定(ver)v.t 見なかった                              「動詞句」 

lo ﾛ pron 彼が                                                         「目的語」 

ponerse en camino. ﾎﾟﾈﾙ･ｾ･ｵﾝ･ｶﾐﾉ 不定詞句 v.i 出発する、出かける          「補語」 

Se evadió ｾ･ｴﾊﾞﾃﾞｨｵ 3 単点(evadirse)v.pr 抜け出していた                  「動詞句」 

sin ruido. ｼﾝ･ﾙｲﾄﾞ adv. 音もなく、こっそりと                            「副詞句」 

 

追いつくことができたとき、彼は決心した様子で、早足に歩いていた。そして、僕に一言

だけ言った： 

 Cuando logré alcanzarlo, caminaba decidido, con paso rápido. Y me dijo solamente: 

「副詞節」,「動詞」「補語」「副詞句」┃Y「間接目的語」「動詞」「副詞」 

Cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜した時                                          「副詞節」 

logré alcanzarlo, ﾛｸﾞﾚ･ｱﾙｶﾝｻﾙ･ﾛ 1 単点･達成(lograr+不定詞+lo) 

   v.t 彼に追いつくことができた                                 「動詞句」 

caminaba ｶﾐﾅﾊﾞ 3 単線(caminar)v.i 歩いていた                             「動詞」 

decidido, ﾃﾞｼﾃﾞｨﾄﾞ adj. 決心した様子で                                    「補語」 

con paso rápido. ｺﾝ･ﾊﾟｿ･ﾗﾋﾟﾄﾞ adv. 足早に                               「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

solamente: ｿﾗﾒﾝﾃ adv. 一言だけ                                           「副詞」 

 

「ああ！君もそこに来ていたんだ．．．」 

 ---¡Ah! Estás ahí...                                   《「感嘆」┃「動詞」「副詞」》 

---¡Ah! ｱｰ int. ああ！                                                    「感嘆」 

Estás ｴｽﾀｽ 2 単現(estar)v.i 〜にいた                                       「動詞」 

ahí... ｱｲ adv. そこに                                                     「副詞」 
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彼は僕の手を掴んだが、苦しみ続けて、言った： 

 Me tomó de la mano. Pero siguió atormentándose: 

「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃Pero「動詞句」 

Me ﾒ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

tomó ﾄﾓ 3 単点(tomar)v.t つかんだ                                        「動詞」 

de la mano. ﾃﾞ･ﾗ･ﾏｰﾉ n.f 手を                                      「直接目的語」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

siguió atormentándose: ｼｷﾞｵ･ｱﾄﾙﾒﾝﾀﾝﾄﾞｾ 3 単点･継続(seguir+現在分詞) 

v.t 苦しみ続けた                                                    「動詞句」 

  atormentarse ｱﾄﾙﾒﾝﾀｰﾙ･ｾ v.pr 苦しむ、悩む 

 

「君は失敗したね。苦しむことになるよ。僕は死んでしまったように見えるかもしれない

けれど、それは本当じゃあないんだよ」 

 ---Has hecho mal. Vas a sufrir. Parecerá que me he muerto y no será verdad... 

《「動詞句」「目的語」┃「動詞句」┃「動詞」「主語」y「動詞句」「補語」》 

---Has hecho ｱｽ･ｴﾁｮ 2 単現･完了形(hacer)v.t（物事を）した                「動詞句」 

mal. ﾏﾙ n.m 失敗、悪いこと、間違い                                    「目的語」 

Vas a sufrir. ﾊﾞｽ･ｱ･ｽﾌﾘｰﾙ 2 単現･近接未来(ir a+不定詞)v.i 苦しむことになる 「動詞句」 
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Parecerá ﾊﾟﾚｾﾗ 3 単未(parecer)v.i 〜のように見えるだろう                  「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

me he muerto ﾒ･ｴ･ﾑｴﾙﾄ 1 単現･完了形(morirse)v.pr 死んでしまった   「動詞句」 

y ｲ conj. だけど 

no será ﾉ･ｾﾗ 3 単未･否定(ser)v.i 〜でないだろう                          「動詞句」 

verdad... ﾍﾞﾙﾀﾞﾄﾞ n.f 真実                                                「補語」 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

「分かるだろう？遠すぎるんだよ。僕の体をそこに運ぶことが出来ないんだ。重すぎるん

だよ。」 

 ---Comprendes. Es demasiado lejos. No puedo llevar mi cuerpo allí. Es demaciado 

pesado. 

《「呼びかけ」┃「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」「副詞」┃「動詞」「補語」》 

---Comprendes. ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞｽ 2 単現(comprender)v.t 分かるだろう          「呼びかけ」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i（距離が）〜である                                    「動詞」 

demasiado lejos. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾚﾎｽ adj. 遠すぎる                                「補語」 

No puedo llevar ﾉ･ﾌﾟｴﾄﾞ･ｼﾞｪﾊﾞｰﾙ 1 単現･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.t 運ぶことができない                                              「動詞句」 

mi cuerpo ﾐ･ｸｪﾙﾎﾟ n.m 僕の体を                                        「目的語」 

allí. ｱｼﾞ adv. そこへ                                                     「副詞」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i（重さが）〜である                                    「動詞」 

demaciado pesado. ﾃﾞﾏｼｱﾄﾞ･ﾍﾟｻﾄﾞ adj. 重すぎる                            「補語」 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

「だけど、僕の体は見捨てられた古い皮みたいになるだろう。古びた皮なんて、悲しくも

なんともないよ！」 

 ---Pero será como una vieja corteza abandonada. No son tristes las viejas cortezas. 

《Pero「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」》 
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---Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i（状態）〜になるだろう                          「動詞」 

como ｺｰも conj. 〜のように                                               「補語」 

una vieja corteza ｳﾅ･ﾋﾞｴﾊ･ｺﾙﾃｻ n.f 古びた皮                         「目的語」 

abandonada. ｱﾊﾞﾝﾄﾞﾅﾀﾞ adj.f 見捨てられた                   「形容詞」 

No son ﾉ･ｿﾝ 3 複現･否定(ser)v.i 〜でない                                  「動詞」 

tristes ﾄﾘｽﾃｽ adj.pl 悲しい                                               「補語」 

las viejas cortezas. ﾗｽ･ﾋﾞｴﾊｽ･ｺﾙﾃｻｽ pl.n.f 古びた皮は                       「主語」 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

彼は少し気力をなくした。しかし絞り出すようにしてさらに言った： 

 Se descorazonó un poco. Pero hizo aún un esfuerzo: 

「動詞句」「副詞句」┃Pero「動詞」「副詞」「目的語」 

Se descorazonó ｾ･ﾃﾞｽｺﾗｿﾉ 3 単点(descorazonarse) 

v.pr がっかりした、気力をなくした                                   「動詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少し                                              「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

hizo ﾋｿ 3 単点(hacer)v.t（行為を）した                                    「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 

un esfuerzo: ｳﾝ･ｴｽﾌｴﾙｿ n.m 努力を                                      「目的語」 

 

「分かるだろう？楽しいだろうな。僕も星を眺める。するとあらゆる星が、錆びた滑車の

ついた井戸のようになるだろう」 

 ---¿Sabes?, será agradable. Yo también miraré las estrellas. Todas las estrellas serán 

pozos con una roldana enmohecida. 

《「呼びかけ」,「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

---¿Sabes?, ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 分かるだろう？                       「呼びかけ」 

será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                       「動詞」 

agradable. ｱｸﾞﾗﾀﾞﾌﾞﾚ adj. 楽しい                                         「補語」 

Yo también ｼﾞｮ･ﾀﾝﾋﾞｴﾝ pron 僕も                                         「主語」 

miraré ﾐﾗﾚ 1 単未･推量(mirar)v.t 眺めるだろう                             「動詞」 

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星を                                    「目的語」 
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Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちがみな                    「主語」 

serán ｾﾗﾝ 3 複未･推量(ser)v.i 〜になるだろう                               「動詞」 

pozos ﾎﾟｿｽ pl.n.m 井戸に                                                 「補語」 

con ｺﾝ prep 〜のついた、〜のある                               「形容詞句」 

una roldana ｳﾅ･ﾛﾙﾀﾞﾅ n.f 滑車                           「目的語」 

enmohecida. ｴﾝﾓﾍｼﾀﾞ 過去分詞.f(enmohecer) 

adj.f 錆びついた                               「形容詞」 

 

「星たちがみな、僕に飲み水をくれるだろう．．．」 

Todas las estrellas me darán de beber...            《「主語」「間接目的語」「動詞句」》 

Todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちがみな                    「主語」 

me ﾒ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

darán de beber... ﾀﾞﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾍﾞｰﾙ 3 複未(dar de beber a+人) 

  v.t 飲み物を与えるだろう                                             「動詞句」 

  dar de beber a+人 「人に飲み物を与える」de beber は「直接目的語」（飲み物） 

 

僕は黙っていた。 

 Yo callaba.                                                       「主語」「動詞」 

Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

callaba. ｶｼﾞｬﾊﾞ 1 単線(callar)v.i 黙った                                    「動詞」 

 

「すごく面白いだろうな！君は 5 億の鈴を持つことになり、僕は 5 億の泉を持つことにな

るんだ．．．」 

 --- ¡ Será tan divertido!... Tendrás quinientos millones de cascabeles y tendrás 

quinientos millones de fuentes... 

《「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」y「動詞」「目的語」》 

---¡Será ｾﾗ 3 単未･推量(ser)v.i 〜だろう                                     「動詞」 

tan divertido!... ﾀﾝ･ﾃﾞｨﾍﾞﾙﾃｨﾄﾞ adj. すごく面白い、愉快な                   「補語」 

Tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

quinientos millones de ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ adj. 5 億の            「形容詞句」 

cascabeles ｶｽｶﾍﾞﾚｽ pl.n.m 鈴を                                         「目的語」 

y ｲ conj. そして 

tendrás ﾃﾝﾄﾞﾗｽ 2 単未(tener)v.t 持つことになる                            「動詞」 

  → 「tendré ﾃﾝﾄﾞﾚ 1 単未(tener)v.t 持つことになる」の間違い 

quinientos millones de ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ adj. 5 億の            「形容詞句」 

fuentes... ﾌｴﾝﾃｽ pl.n.f 泉を                                             「目的語」 
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フランス語原版では、 

きみが五億の鈴を持つことになり、ぼくが五億の泉を持つことになるなんて．． 

Tu auras cinq cents millions de grelots, j’aurai cinq cents millions de fontaines ... 

であるから、「泉を持つ」のは、やはり僕である（tendrás ではない） 

 

しかし彼も黙り込んだ、だって泣いていたから。 

 Pero también calló, porque lloraba...                Pero「副詞」「動詞」,「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も                                                「副詞」 

calló, ｶｼﾞｮ 3 単点(callar)v.i 黙った                                        「動詞」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

lloraba... ｼﾞｮﾗﾊﾞ 3 単線(llorar)v.i 泣いていた                        「動詞」 

 

「あそこだ！僕 1 人だけで行かせてね」 

---Es allá. Déjame dar un paso, solo.            《「動詞」「補語」┃「動詞句」「補語」》 

---Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

allá. ｱｼﾞｬ adv. あそこ                                                    「副詞」 

Déjame ﾃﾞﾊ･ﾒ 命・2 単現･使役(dejar+me+不定詞)v.t 僕に〜させて         「動詞句」 

dar ﾀﾞｰﾙ 不定詞 v.t（動作を）する                                         「補語」 

un paso, ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                          「目的語」 

solo. ｿﾛ adv. 一人で、助力なしで                                     「副詞」 

 

そして座り込んでしまった。なぜなら怯えていたから。 

 Y se sentó porque tenía miedo.                               Y「動詞句」「副詞節」 

Y ｲ conj. そして 

se sentó ｾ･ｾﾝﾄ 3 単点(sentarse)v.pr 腰を落とした、座り込んだ             「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. 〜なので                                             「副詞節」 

tenía ﾃﾆｱ 3 単線(tener)v.t あった                                  「動詞」 

miedo. ﾐｴﾄﾞ n.m おびえ、恐怖                                  「目的語」 

 

そしてさらに言った： 

 Y dijo aún:                                                     Y「動詞」「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

dijo ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                          「動詞」 

aún: ｱｳﾝ adv. さらに                                                     「副詞」 
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「分かるだろう？僕のあの花。僕はあの花に責任があるんだ。それにあれはとても弱いん

だ！そしてとても無邪気なんだ！世間から身を守るのに、取るに足らない 4 本のとげしか

持っていないんだ」 

 ---¿Sabes?..., mi flor..., soy responsable. ¡Y es tan débil! ¡Y es tan ingenua! Tiene 

cuatro espinas insignificantes para protegerse contra el mundo... 

《「呼びかけ」「目的語」,「動詞」「補語」 

Y「動詞」「補語」┃Y「動詞」「補語」┃「動詞」「目的語」「副詞句」》 

---¿Sabes?..., ｻﾍﾞｽ 2 単現(saber)v.t 分かるだろう                        「呼びかけ」 

mi flor..., ﾐ･ﾌﾛｰﾙ n.f 僕のあの花                                         「目的語」 

soy ｿｲ 1 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

responsable. ﾚｽﾎﾟﾝｻﾌﾞﾚ adj. 責任がある                                    「補語」 

¡Y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan débil! ﾀﾝ･ﾃﾞﾋﾞﾙ adj. とても弱い                                       「補語」 

¡Y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

tan ingenua! ﾀﾝ･ｲﾝﾍﾇｧ adj. とても無邪気な                                「補語」 

Tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t 持っている                                    「動詞」 

cuatro espinas ｸゎﾄﾛ･ｴｽﾋﾟﾅｽ pl.n.f 4 本のとげを                          「目的語」 

insignificantes ｲﾝｼｸﾞﾆﾌｨｶﾝﾃｽ adj.pl 取るに足らない             「形容詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

protegerse ﾌﾟﾛﾃﾍﾙ･ｾ 不定詞 v.pr 自分の身を守る                   「動詞句」 

contra el mundo... ｺﾝﾄﾗ･ｴﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adv. 世の中から、世間から        「副詞句」 

 

僕も座った、なぜならもう立っていられなくなったから。 

 Me senté porque ya no podía tenerme de pie.                   「動詞句」「副詞節」 

Me senté ﾒ･ｾﾝﾃ 1 単点(sentarse)v.pr 座った                              「動詞句」 

porque ﾎﾟﾙｹ conj. なぜなら〜                                           「副詞節」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                  「副詞」 

no podía tenerme ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾃﾈﾙ･ﾒ 1 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 立っていることができなかった                            「動詞句」 

de pie. ﾃﾞ･ﾋﾟｴ adv. 足で立って                                   「副詞句」 

 

王子さまは言った： 

 El principito dijo:                                                「主語」「動詞」 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 
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dijo: ﾃﾞｨﾎ 3 単点(decir)v.t 言った                                         「動詞」 

 

「さあ．．．これですべて話したよ．．．」 

 ---Bien... Eso es todo...                           《「感嘆」,「主語」「動詞」「補語」》 

---Bien... ﾋﾞｴﾝ adv. さあ                                                  「感嘆」 

Eso ｴｿ pron これが                                                      「主語」 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

todo... ﾄﾄﾞ adj. すべて                                                   「補語」 

 

彼はまだためらっていた。それから立ち上がって、1 歩を踏み出した。僕は動けなかった。 

 Vaciló aún un momento; luego se levantó. Dio un paso. Yo no podía moverme. 

「動詞」「副詞句」；「副詞」「動詞句」┃「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

Vaciló ﾊﾞｼﾛ 3 単点(vacilar)v.i ためらった                                   「動詞」 

aún ｱｳﾝ adv. さらに                                                   「副詞句」 

un momento; ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. 少しの間                                     「副詞句」 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから                                                 「副詞」 

se levantó. ｾ･ﾚﾊﾞﾝﾄ 3 単点(levantarse)v.pr 立ち上がった                   「動詞句」 

Dio ﾃﾞｨｵ 3 単点(dar)v.t（動作を）した                                     「動詞」 

un paso. ｳﾝ･ﾊﾟｿ n.m 1 歩                                               「目的語」 
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Yo ｼﾞｮ pron 僕は                                                        「主語」 

no podía moverme. ﾉ･ﾎﾟﾃﾞｨｱ･ﾓﾍﾞﾙ･ﾒ 1 単線･可能･否定(poder+不定詞) 

   v.pr 動くことができなかった                                         「動詞句」 

 

彼のくるぶしのあたりには、黄色い閃光の他には何もなかった。彼はちょっとの間、動か

なくなった。 

 No hubo nada más que un relámpago amarillo cerca de su tobillo. Quedó inmóvil un 

instante.                  「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「動詞」「補語」「副詞句」 

No hubo ﾉ･ｳﾎﾞ 3 単点･否定(haber)v.t（存在）なかった                    「動詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

más que ﾏｽ･ｹ adv.(no... más que) 〜を除いて                             「副詞句」 

un relámpago amarillo ｳﾝ･ﾚﾗﾝﾊﾟｺﾞ･ｱﾏﾘｼﾞｮ n.m 黄色い閃光         「目的語」 

cerca de su tobillo. ｾﾙｶ･ﾃﾞ･ｽ･ﾄﾋﾞｼﾞｮ adv. 彼のくるぶしあたりで     「副詞句」 

Quedó ｹﾄﾞ 3 単点(quedar)v.i 〜になった                                   「動詞」 

inmóvil ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. 動かない                                             「補語」 

un instante. ｳﾝ･ｲﾝｽﾀﾝﾃ adv. 一瞬、ちょっとの間                          「副詞句」 

 

彼は叫び声をあげたりしなかった。木が倒れるように、静かに倒れた。砂の上だったので、

音さえたてなかった。 

No gritó. Cayó suavemente, como cae un árbol. En la arena, ni siquiera hizo ruido. 

「動詞句」┃「動詞」「副詞」「副詞節」┃「副詞句」「動詞」「目的語」 

No gritó. ﾉ･ｸﾞﾘﾄ 3 単点･否定(gritar)v.i 叫び声をあげたりしなかった        「動詞句」 

Cayó ｶﾖ 3 単点(caer)v.i 倒れた                                            「動詞」 

suavemente, ｽﾜﾍﾞﾒﾝﾃ adv. 静かに、そっと                                 「副詞」 

como ｺﾓ conj. 〜するように                                             「副詞節」 

cae ｶｴ 3 単現(caer)v.i 倒れる                                       「動詞」 

un árbol. ｳﾝ･ｱﾙﾎﾞﾙ n.m 木が                                       「主語」 

En la arena, ｴﾝ･ﾗ･ｱﾚﾅ adv.（理由）砂の上なので                         「副詞句」 

ni siquiera ﾆ･ｼｷｴﾗ adv. 〜さえもない                                    「副詞句」 

hizo ｲｿ 3 単点(hacer)v.t（音を）立てなかった                              「動詞」 

ruido. ﾙｲﾄﾞ n.m 物音を                                                「目的語」 
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XXVII 

 

そして今ではもう 6 年が過ぎ去ったが、この話を 1 度も話して聞かせたことはない。 

Y ahora, por cierto, han pasado ya seis años... Nunca había contado esta historia. 

「副詞句」,「動詞句」「副詞」「主語」┃「副詞」「動詞句」「目的語」 

Y ahora, ｲ･ｱｵﾗ adv. そして今では                                       「副詞句」 

por cierto, ﾎﾟﾙ･ｼｴﾙﾄ adv. 確かに                                        「副詞句」 

han pasado ｱﾝ･ﾊﾟｻﾄﾞ 3 複現･完了形(pasar)v.i（時が）過ぎた               「動詞句」 

ya ﾔｰ adv. もう                                                          「副詞」 

seis años... ｾｲｽ･ｱﾝﾖｽ pl.n.m 6 年が                                        「主語」 

Nunca ﾇﾝｶ adv. 1 度も〜ない                                             「副詞」 

había contado ｱﾋﾞｱ･ｺﾝﾀﾄﾞ 1 単線･完了形(contar)v.t 話して聞かせた        「動詞句」 

esta historia. ｴｽﾀ･ｲｽﾄﾘｱ n.f この話を                                   「目的語」 

 

僕を見つけた仲間たちは、僕が生きているのをもう一度見て喜んだ。 

Los camaradas que me encontraron se alegraron de volver a verme vivo. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Los camaradas ﾛｽ･ｶﾏﾗﾀﾞｽ pl.n 仲間たちは                                 「主語」 

que ｹ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

me ﾒ pron 僕を                                         「目的語」 

encontraron ｴﾝｺﾝﾄﾗﾛﾝ 3 複点(encontrar)v.t 見つけた          「動詞」 

se alegraron ｾ･ｱﾚｸﾞﾗﾛﾝ 3 複点(alegrarse)v.pr 喜んだ                      「動詞句」 

de +不定詞 ﾃﾞ 不定詞（原因）〜して                                     「副詞句」 

volver a +不定詞 ﾎﾞﾙｳﾞｪｰﾙ･ｱ 不定詞 

v. 再び〜する                                                「動詞句」 

verme ﾍﾞｰﾙ･ﾒ 不定詞(ver+me)v.t 僕を見る                 「動詞句」 

vivo. ﾋﾞｰﾎﾞ adj. 生きている                                 「補語」 

 

僕は悲しかったが、彼らに言った：「疲れのせいさ」 

Estaba triste, pero les decía: 《Es la fatiga...》 

「動詞」「補語」「間接目的語」：《「動詞」「補語」》 

Estaba ｴｽﾀﾊﾞ 1 単線(estar)v.i 〜だった                                    「動詞」 

triste, ﾄﾘｽﾃ adj. 悲しい                                                  「補語」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

les ﾚｽ pron 彼らに                                                 「間接目的語」 

decía: ﾃﾞｼｱ 1 単線(decir)v.t 言った                                        「動詞」 
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《Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                           「動詞」 

la fatiga...》ﾗ･ﾌｧﾃｨｶﾞ n.f 疲労、疲れ                                      「補語」 

 

今では少しは悲しみが和らいだ。つまり．．．すっかり和らいだ訳ではない。 

 Ahora me he consolado un poco. Es decir..., no del todo. 

「副詞」「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」,「副詞句」 

Ahora ｱｵﾗ adv. 今では                                                   「副詞」 

me he consolado ﾒ･ｴ･ｺﾝｿﾗﾄﾞ 1 単現･完了形(consolarse)v.pr 和らいだ       「動詞句」 

un poco. ｳﾝ･ﾎﾟｺ adv. 少しは                                            「副詞句」 

Es decir..., ｴｽ･ﾃﾞｼｰﾙ adv. つまり、言うならば                            「副詞句」 

no del todo. ﾉ･ﾃﾞﾙ･ﾄﾄﾞ adv. すっかり和らいだ訳ではない                  「副詞句」 

 

でも、王子様が本当に自分の星に戻ったことは知っている、夜が明けた時に、彼の体が見

つからなかったのだから。 

Pero sé que verdaderamente volvió a su planeta, pues, al nacer el día, no encontré su 

cuerpo.                                          Pero「動詞」「目的語」,「副詞節」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

sé ｾ 1 単現(saber)v.t 知っている                                          「動詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

verdaderamente ﾍﾞﾙﾀﾞﾒﾝﾃ adv. 本当に                             「副詞」 

volvió ﾎﾞﾙﾋﾞｵ 3 単点(volver)v.i 帰った                              「動詞」 

a su planeta, ｱ･ｽ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 自分の星に                      「間接目的語」 

pues, ﾌﾟｴｽ conj.（理由）〜なので                                       「副詞節」 

al nacer el día, ｱﾙ･ﾅｾｰﾙ･ｴﾙ･ﾃﾞｨｱ adv. 夜明けに                   「副詞句」 

no encontré ﾉ･ｴﾝｺﾝﾄﾚ 1 単点･否定(encontrar)v.t 見つからなかった 「動詞句」 

su cuerpo. ｽ･ｸｪﾙﾎﾟ n.m 彼の体が                               「目的語」 

 

そしてあれは、それほど重い体ではなかったのだ。だから夜になると、僕は星たちの声を

聴くのが好きだ。星たちは 5 億の鈴のようにささやいている。 

Y no era un cuerpo tan pesado... Y por la noche me gusta oír las estrellas. Son como 

quinientos millones de cascabeles... 

Y「動詞句」「補語」┃Y「副詞句」「間接目的語」「動詞」「主語」┃「動詞」「補語」 

Y ｲ conj. そして 

no era ﾉ･ｴﾗ 3 単線･否定(ser)v.i 〜でなかった                             「動詞句」 

un cuerpo ｳﾝ･ｸｪﾙﾎﾟ n.m 体                                               「補語」 

tan pesado... ﾀﾝ･ﾍﾟｻﾄﾞ adj.（否定文で）それほど重い              「形容詞句」 
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Y ｲ conj. そして 

por la noche ﾎﾟﾙ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜に                                        「副詞句」 

me ﾒ pron 僕にとって                                             「間接目的語」 

gusta ｸﾞｽﾀ 3 単現(gustar)v.i 気に入る                                     「動詞」 

oír ｵｲｰﾙ 不定詞 n. 〜を聞くことは                                        「主語」 

las estrellas. ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星たちの声を                      「目的語」 

Son ｿﾝ 3 複現(ser)v.i（星たちは）〜である                                 「動詞」 

como ｺﾓ conj. 〜のような                                                「補語」 

quinientos millones de cascabeles... ｷﾆｴﾝﾄｽ･ﾐｼﾞｮﾈｽ･ﾃﾞ･ｶｽｶﾍﾞﾚｽ 

   pl.n.m 5 億個の鈴                                             「目的語」 

しかしここで何か大変なことが起こった。僕が王子様のために描いたあの口輪に、皮のベ

ルトを追加するのを忘れてしまったのだ。 

Pero he aquí que pasa algo extraordinario. Me olvidé de agregar la correa de cuero al 

bozal que dibujé para el principito. 

Pero「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

he ﾍ 1 単現(haber)v.t 持っている                                          「動詞」 

aquí ｱｷ adv. ここに                                                      「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

pasa ﾊﾟｻ 3 単現(pasar)v.i 起こっている                             「動詞」 

algo extraordinario. ｱﾙｺﾞ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾅﾘｵ pron 何か大変なことが      「主語」 

Me olvidé ﾒ･ｵﾙﾋﾞﾃﾞ 1 単点(olvidarse)v.pr(+de+不定詞) 〜するのを忘れた    「動詞句」 

de agregar ﾃﾞ･ｱｸﾞﾚｶﾞｰﾙ 不定詞 v.t 追加する                       「動詞句」 

la correa ﾗ･ｺﾚｱ n.f ベルトを                                            「目的語」 

de cuero ﾃﾞ･ｸｪﾛ adj. 皮の                                     「形容詞句」 

al bozal ｱﾙ･ﾎﾞｻﾙ adv. あの口輪に                                       「副詞句」 

que ｹ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

dibujé ﾃﾞｨﾌﾞﾍ 1 単点(dibujar)v.t 描いた                   「動詞」 

para el principito. ﾊﾟﾗ･ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ adv. 王子様のために  「副詞句」 

 

だから王子様は、絶対にあの口輪を取り付けられなかっただろう。そこで僕は自問する：「王

子様の惑星では、何が起こったのだろうか？たぶん、子羊が花を食べてしまっただろう」 

No habrá podido colocárselo nunca. Y me pregunto: 《¿Qué habrá pasado en el planeta? 

Quizá el cordero se comió la flor...》 

「動詞句」「副詞」┃Y「動詞句」： 

《「主語」「動詞句」「副詞」┃「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」》 
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No habrá podido colocárselo ﾉ･ｱﾌﾞﾗ･ﾎﾟﾃﾞｨﾄﾞ･ｺﾛｶﾙ･ｾ･ﾛ 3 単未･完了形･可能･推測･否定 

   (colocarse+lo)v.pr かれは口輪を取り付けられなかっただろう             「動詞句」 

nunca. ﾇﾝｶ adv. 決して                                                   「副詞」 

Y ｲ conj. そして 

me pregunto: ﾒ･ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾄ 1 単現(preguntarse)v.pr 自問する                 「動詞句」 

《¿Qué ｹ pron 何が                                                     「主語」 

habrá pasado ｱﾌﾞﾗ･ﾊﾟｻﾄﾞ 3 単未･完了形･推量(pasar)v/i 起こった          「動詞句」 

en el planeta? ｴ･ﾈﾙ･ﾌﾟﾗﾈﾀ adv. 王子様の惑星では                          「副詞」 

Quizá ｷｻ adv. たぶん                                                    「副詞」 

el cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m あの子羊は                                       「主語」 

se comió ｾ･ｺﾐｵ 3 単点(comer)v.t 食べてしまった                          「動詞句」 

la flor...》ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f あの花を                                           「目的語」 

未来完了 ： 

１．現在完了の推量を表す 

２．未来のある時点までに完了していると推測される行為や状態を表す 

 

そして時には、こう思う：「いや、そんなことはない！王子様は毎晩あの花をガラスの覆い

の下にしまって、しっかり子羊を警戒している」と。 

 A veces me digo: 《¡Claro que no! El principito encierra todas las noches la flor bajo un 

globo de vidrio y vigila bien a su cordero...》 

「副詞句」「動詞句」： 

《「呼びかけ」┃「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」y「動詞」「副詞」「目的語」》 

A veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時には、時々                                       「副詞句」 

me digo: ﾒ･ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decirse)v.pr 自分で思う、自分に言う              「動詞句」 

《¡Claro que no! ｸﾗﾛ･ｹ･ﾉ adv.（否定）もちろん違う！                  「呼びかけ」 

   Claro que sí! ｸﾗﾛ･ｹ･ｼ adv.（肯定）もちろんそうだ！ 

El principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                   「主語」 

encierra ｴﾝｼｴﾗ 3 単現(encerrar)v.t しまいこんでいる                        「動詞」 

todas las noches ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ﾉﾁｪｽ adv. 毎晩                                 「副詞句」 

la flor ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f あの花を                                              「目的語」 

bajo un globo de vidrio ﾊﾞﾎ･ｳﾝ･ｸﾞﾛﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾄﾞﾘｵ adv. ガラスの覆いの下に   「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

vigila ﾋﾞﾋﾗ 3 単現(vigilar)v.t 警戒している、用心している                   「動詞」 

bien ﾋﾞｴﾝ adv. しっかり                                                  「副詞」 

a su cordero...》ｱ･ｽ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 子羊を                                   「目的語」 
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そうすると僕は自分が幸せだと感じる。そして星という星が優しそうに笑いかけてくる。 

Entonces me siento feliz. Y todas las estrellas ríen dulcemente. 

「副詞」「動詞句」「補語」┃Y「主語」「動詞」「副詞」 

Entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時、そうすると                                 「副詞」 

me siento ﾒ･ｼｴﾝﾄ 1 単現(sentirse)v.pr 自分が〜だと感じる                 「動詞句」 

feliz. ﾌｪﾘｽ adj. 幸せな                                                    「補語」 

Y ｲ conj. そして 

todas las estrellas ﾄﾀﾞｽ･ﾗｽ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬｽ pl.n.f 星という星が                    「主語」 

ríen ﾘｴﾝ 3 複現(reír)v.i 笑う                                              「動詞」 

dulcemente. ﾄﾞｩﾙｾﾒﾝﾃ adv. 穏やかに、優しそうに                          「副詞」 

 

そしてまた時には、こう思う：「人は時にはうっかりするものだ。そしてそれだけで、大変

な事になる！ある晩、王子様はガラスの覆いをかけるのを忘れたかもしれないし、または、

あの羊が夜中にそっと抜け出したかも知れない．．．」 

 A veces me digo: 《De vez en cuando uno se distrae, ¡y es suficiente! Una noche el 

principito olvidó el globo de vidrio o el cordero salió silenciosamente durante la noche...》 

「副詞句」「動詞句」：《「副詞句」「主語」「動詞句」y「動詞」「補語」┃ 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」o「主語」「動詞」「副詞句」》 

A veces ｱ･ﾍﾞｾｽ adv. 時には、時々                                       「副詞句」 

me digo: ﾒ･ﾃﾞｨｺﾞ 1 単現(decirse)v.pr 自分で思う、自分に言う              「動詞句」 

《De vez en cuando ﾃﾞ･ﾍﾞｽ･ｴﾝ･ｸゎﾝﾄﾞ adv. 時には、時々                  「副詞句」 

   de vez en vez も同じ意味で使われる 

uno ｳﾉ pron 人というものは                                              「主語」 

se distrae, ｾ･ﾃﾞｨｽﾄﾗｴ 3 単現(distraerse)v.pr うっかりする、ぼんやりする   「動詞句」 

¡y ｲ conj. そして 

es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                              「動詞」 

suficiente! ｽﾌｨｼｴﾝﾃ adj. 十分な                                            「補語」 

  「都合の悪いことが起きるためには、たった 1 回のうっかりで十分だ！」 

Una noche ｳﾅ･ﾉﾁｪ n.f ある晩                                           「副詞句」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                                    「主語」 

olvidó ｵﾙﾋﾞﾄﾞ 3 単点(olvidar)v.t 忘れた                                    「動詞」 

el globo de vidrio ｴﾙ･ｸﾞﾛﾎﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾞﾄﾞﾛ n.m ガラスの覆いを                 「目的語」 

o ｵ conj. それとも 

el cordero ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m あの羊が                                         「主語」 

salió ｻﾘｵ 3 単点(salir)v.i 抜け出した                                       「動詞」 

silenciosamente ｼﾚﾝｼｵｻﾒﾝﾃ adv. そっと、静かに                            「副詞」 
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durante la noche...》ﾄﾞｩﾗﾝﾃ･ﾗ･ﾉﾁｪ adv. 夜中に                            「副詞句」 

 

そう思うと、あの鈴たちが涙に変わってしまう。 

¡Entonces, los cascabeles se convierten en lágrimas!... 

「副詞」「主語」「動詞句」「補語」 

¡Entonces, ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. そうすると                                        「副詞」 

los cascabeles ﾛｽ･ｶｽｶﾍﾞﾚｽ pl.n.m あの鈴が                                 「主語」 

se convierten ｾ･ｺﾝﾋﾞｴﾙﾃﾝ 3 複現(convertirse)v.pr 変わる、変わってしまう   「動詞句」 

en lágrimas!... ｴﾝ･ﾗｸﾞﾘﾏｽ adv. 涙に                                       「補語」 

 

それは大きな神秘だ。王子様を愛する君たちにとって、僕にとってと同様に、この宇宙で

は何も同じであり続けることはできない。どこか分からない場所で、僕らが知らない羊が

バラの花を食べてしまったかどうかによって変わってしまう．．． 

Es un gran misterio. Para vosotros, que también amáis al principito, como para mí, 

nada en el universo sigue siendo igual si en alguna parte, no se sabe dónde, un cordero 

que no conocemos ha comido, sí o no, a una rosa... 

「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「副詞句」「動詞句」「補語」「副詞節」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

un gran misterio. ｳﾝ･ｸﾞﾗﾝ･ﾐｽﾃﾘｵ n.m 大きな神秘                           「補語」 

Para vosotros, ﾊﾟﾗ･ﾎﾞｿﾄﾛｽ adv. 君たちにとって                          「副詞句」 

que ｹ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

también ﾀﾝﾋﾞｴﾝ adv. 〜も．．．する                       「副詞」 

amáis ｱﾏｲｽ 2 複現(amar)v.t 愛する                       「動詞」 

al principito, ｱﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様を                「目的語」 

como para mí, ｺﾓ･ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとってと同様に        「副詞句」 

nada ﾅﾀﾞ pron 何も〜ない                                                「主語」 

en el universo ｴ･ﾈﾙ･ｳﾆﾍﾞﾙｿ adv. 宇宙で                                  「副詞句」 

sigue siendo ｼｹﾞ･ｼｴﾝﾄﾞ 3 単現･継続(seguir+現在分詞 ser)v.i 〜であり続ける 「動詞句」 

  seguir+現在分詞・過去分詞・形容詞 「〜し続ける、〜であり続ける」継続の強調 

igual ｲｸﾞｱﾙ adj. 同じ                                                    「補語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

en alguna parte, ｴﾝ･ｱﾙｸﾞﾅ･ﾊﾟﾙﾃ adv. どこかの場所で               「副詞句」 

no se sabe dónde, ﾉ･ｾ･ｻﾍﾞ･ﾄﾞﾝﾃﾞ adj. どこか分からない   「形容詞句」 

un cordero ｳﾝ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊が                                     「主語」 

que ｹ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

no conocemos ﾉ･ｺﾉｾﾓｽ 1 複現･否定(conocer) 
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v.t 僕らが知らない                             「動詞句」 

ha comido, ｱ･ｺﾐﾄﾞ 3 単現･完了形(comer)v.t 食べた                 「動詞句」 

sí o no, ｼ･ｵ･ﾉ adv. そうかそうでないか                           「副詞句」 

a una rosa... ｱ･ｳﾅ･ﾛｻ n.f バラの花を                             「目的語」 

 

空をご覧なさい。そして尋ねてごらん：羊はあの花を食べてしまったのかどうか。そうす

ると、どれほどすべてが変わるか分かると思うよ 

 Mirad al cielo. Preguntad: ¿el cordero, sí o no, se ha comido la flor? Y veréis cómo todo 

cambia...                 「動詞」「間接目的語」┃「動詞」： 

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」┃Y「動詞」「目的語」 

Mirad ﾐﾗﾄﾞ 命・2 複現(mirar)v.i(a の方を) ご覧なさい                      「動詞」 

al cielo. ｱﾙ･ｼｴﾛ adv. 空のほうを                                     「間接目的語」 

Preguntad: ﾌﾟﾚｸﾞﾝﾀﾄﾞ 命・2 複現(preguntar)v.i 尋ねてごらん                「動詞」 

¿el cordero, ｴﾙ･ｺﾙﾃﾞﾛ n.m 羊は                                           「主語」 

sí o no, ｼ･ｵ･ﾉ adv. そうかそうでないか                                  「副詞句」 

se ha comido ｾ･ｱ･ｺﾐﾄﾞ 3 単現･完了形(comerse)v.pr 食べてしまった         「動詞句」 

la flor? ﾗ･ﾌﾛｰﾙ n.f あの花を                                             「目的語」 

Y ｲ conj. そして、そうすると 

veréis ﾍﾞﾚｲｽ 2 複未･推測(ver)v.t 分かるだろう                              「動詞」 

cómo ｺﾓ conj. どれほど、どんなに〜するかということを                   「目的語」 

todo ﾄﾄﾞ pron 全てが                                             「主語」 

cambia... ｶﾝﾋﾞｱ 3 単現(cambiar)v.i 変わる                           「動詞」 
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そして大人は誰も、そのことがそれほど大切なことだとは絶対に分からないだろうな。 

 ¡Y ninguna persona grande comprenderá jamás que tenga tanta importancia! 

Y「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

¡Y ｲ conj. そして 

ninguna persona grande ﾆﾝｸﾞﾅ･ﾍﾟﾙｿﾅ･ｸﾞﾗﾝﾃﾞ n.f 大人は誰も〜ない          「主語」 

comprenderá ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾃﾞﾗ 3 単未(comprender)v.t（否定文で）分からないだろう「動詞句」 

jamás ﾊﾏｽ adv. 決して〜ない                                             「副詞」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tenga ﾃﾝｶﾞ 接・3 単現(tener)v.t 〜がある                           「動詞」 

tanta importancia! ﾀﾝﾀ･ｲﾝﾎﾟﾙﾀﾝｼｱ n.f それほどの重要性            「目的語」 
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これは僕にとって、この世で一番美しく、そして一番悲しい景色です。 

Éste es, para mí, el más bello y más triste paisaje del mundo. 

「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Éste ｴｽﾃ pron これは                                                    「主語」 

es, ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 

para mí, ﾊﾟﾗ･ﾐ adv. 僕にとって                                         「副詞句」 

el más bello y más triste ｴﾙ･ﾏｽ･ﾍﾞｼﾞｮ･ｲ･ﾏｽ･ﾄﾘｽﾃ 

  adj.m 最も美しくて悲しい                                     「形容詞句」 

paisaje ﾊﾟｲｻﾍ n.m 景色                                                  「補語」 

del mundo. ﾃﾞﾙ･ﾑﾝﾄﾞ adj. この世の                              「形容詞句」 

 

これは前のページと同じ景色です。しかしそれを君たちによく見てもらいたくてもう一度

描きました。 

Es el mismo paisaje de la página precedente, pero lo he dibujado una vez más para 

mostrároslo bien.                 「動詞」「補語」pero「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Es ｴｽ 3 単現(ser)v.i 〜である                                             「動詞」 



スペイン語 星の王子様 El Principito Antoine de Saint-Exupéry 

 

XXVII 

  - 388 - 

el mismo paisaje ｴﾙ･ﾐｽﾓ･ﾊﾟｲｻﾍ n.m 同じ景色                              「補語」 

de la página precedente, ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟﾋﾅ･ﾌﾟﾚｾﾃﾞﾝﾃ adj. 前のページの   「形容詞句」 

pero ﾍﾟﾛ conj. しかし 

lo ﾛ pron それを                                                       「目的語」 

he dibujado ｴ･ﾃﾞｨﾌﾞﾊﾄﾞ 1 単現･完了形(dibujar)v.t 描いた                  「動詞句」 

una vez más ｳﾅ･ﾍﾞｽ･ﾏｽ adv. もう一度                                   「副詞句」 

para +不定詞 ﾊﾟﾗ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

mostrároslo ﾓｽﾄﾗﾙ･ｵｽ･ﾛ 不定詞(mostrár+os+lo) 

v.t それを君たちに見せる                                      「動詞句」 

bien. ﾋﾞｴﾝ adv. よく                                               「副詞」 

 

王子様が地上に現れ、その後姿を消したのは、ここです。 

Aquí fue donde el principito apareció en la Tierra, y luego desapareció. 

「補語」「動詞」「主語」 

Aquí ｱｷ adv. ここ                                                       「補語」 

  強調構文： Aquí を強調するために文頭に置き、「主語」と「動詞」を倒置している 

fue ﾌｴ 3 単点(ser)v.i 〜だった                                             「動詞」 

donde ﾄﾞﾝﾃﾞ adv. 〜した場所は                                           「主語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様が                              「主語」 

apareció ｱﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(aparecer)v.i 現れた                           「動詞」 

en la Tierra, ｴﾝ･ﾗ･ﾃｨｴﾗ adv. 地上に                               「副詞句」 

y ｲ conj. そして 

luego ﾙｴｺﾞ adv. それから、後になって                               「副詞」 

desapareció. ﾃﾞｻﾊﾟﾚｼｵ 3 単点(desaparecer)v.i 姿を消した              「動詞」 

 

君たちがもしいつかアフリカの砂漠を旅行するならば、ここだと確信できるように、この

景色をしっかりと見てください。 

 Mirad atentamente este paisaje a fin de estar seguros de que habréis de reconocerlo, si 

viajáis un día por el África, en el desierto.         「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Mirad ﾐﾗﾄﾞ 命・2 複現(mirar)v.t 見てください                             「動詞」 

atentamente ｱﾃﾝﾀﾒﾝﾃ adv. 注意深く、しっかりと                           「副詞」 

este paisaje ｴｽﾃ･ﾊﾟｲｻﾍ n.m この景色を                                  「目的語」 

a fin de +不定詞 ｱ･ﾌｨﾝ･ﾃﾞ adv. 〜するために                             「副詞句」 

estar ｴｽﾀｰﾙ 不定詞 v.i 〜である                                    「動詞」 

seguros de ｾｸﾞﾛ･ﾃﾞ adj. 〜を確信した                              「補語」 

que ｹ conj. 〜ということを                                「目的語」 
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habréis de reconocerlo, ｱﾌﾞﾚｲｽ･ﾃﾞ･ﾚｺﾉｾﾙ･ﾛ 2 複未･推量(haber de+不定詞) 

   v.t それだと分かるだろう                               「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                   「副詞節」 

viajáis ﾋﾞｱﾊｲｽ 2 複現(viajar)v.i 旅行する              「動詞」 

un día ｳﾝ･ﾃﾞｨｱ adv. いつか                        「副詞句」 

por el África, ﾎﾟﾙ･ｴﾙ･ｱﾌﾘｶ adv. アフリカを通って    「副詞句」 

en el desierto. ｴ･ﾈﾙ･ﾃﾞｼｴﾙﾄ adv. 砂漠を             「副詞句」 

haber de+不定詞 ： 

１．近接未来を表す 

Pronto ha de saberse lo que ha ocurrido. 何が起こったのかすぐに知られるだろう。 

２．義務・必要を表す(tener que+不定詞 と同等) 

Has de hacer algo si quieres salir de este apuro. この事態から抜け出したいのなら、

お前は何か手を打つべきだ。 

３．感嘆文での反語表現 

¡Qué bueno ha de ser aquel tío! あいつが善人だなんて！→善人ではない 

 

そしてもしこの辺りを通りかかることがあれば、君たちにお願いしたい：急がないで！そ

して少し待って欲しい、正確にこの星の下で。 

Y si llegáis a pasar por allí, os suplico: no os apresuréis; esperad un momento, 

exactamente debajo de la estrella. 

Y「副詞節」,「間接目的語」「動詞」：「動詞句」;「動詞」「副詞句」 

Y ｲ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

llegáis a pasar ｼﾞｪｶﾞｲｽ･ｱ･ﾊﾟｻｰﾙ 2 複現･偶然･結果(llegar a+不定詞) 

   v.i 通りかかることになる                                     「動詞句」 

por allí, ﾎﾟﾙ･ｱｼﾞ adv. この辺りを                                「副詞句」 

os ｵｽ pron 君たちに                                               「間接目的語」 

suplico: ｽﾌﾟﾘｺ 1 単現(suplicar)v.t 是非お願いする                           「動詞」 

no os apresuréis; ﾉ･ｵｽ･ｱﾌﾟﾚｽﾚｲｽ 接・2 複現･否定･話者の願望(apresurarse) 

   v.pr 急がないで                                                     「動詞句」 

esperad ｴｽﾍﾟﾗﾄﾞ 命・2 複現(esperar)v.i 待ってください                     「動詞」 

un momento, ｳﾝ･ﾓﾒﾝﾄ adv. ちょっとの間                                「副詞句」 

exactamente ｴｸｻｸﾀﾒﾝﾃ adv. 正確に                                「副詞」 

debajo ﾃﾞﾊﾞﾎ adv. 〜の下で                                            「副詞句」 

de la estrella. ﾃﾞ･ﾗ･ｴｽﾄﾚｼﾞｬ adj. この星の                     「形容詞句」 
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その時、君たちのほうへ少年がやって来て、その少年が笑っていたり、金髪だったり、君

の質問に答えなかったりしたら、君たちはもう彼が誰であるかが分かるよね？ 

Si entonces un niño llega hacia vosotros, si ríe, si tiene cabellos de oro, si no responde 

cuando se le interroga, adivinaréis quién es.            「副詞節」,「動詞」「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

entonces ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時                                      「副詞」 

un niño ｳﾝ･ﾆｰﾆｮ n.m 少年が                                      「主語」 

llega ｼﾞｪｶﾞ 3 単現(llegar)v.i 着く、やって来る                      「動詞」 

hacia vosotros, ｱｼｱ･ﾎﾞｿﾄﾛｽ adv. 君たちのほうへ                  「副詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ríe, ﾘｴ 3 単現(reír)v.i 笑っている                                  「動詞」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tiene ﾃｨｴﾈ 3 単現(tener)v.t（肉体的特徴）をしている、である        「動詞」 

cabellos de oro, ｶﾍﾞｼﾞｮｽ･ﾃﾞ･ｵﾛ pl.n.m 金髪                       「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

no responde ﾉ･ﾚｽﾎﾟﾝﾃﾞ 3 単現･否定(responder)v.i 返事をしない    「動詞句」 

cuando ｸゎﾝﾄﾞ conj. 〜する時                                  「副詞節」 

se ｾ pron 君が                                          「主語」 

le ﾚ pron 彼に                                         「目的語」 

interroga, ｲﾝﾃﾛｶﾞ 3 単現(interrogar)v.t 質問する           「動詞」 

adivinaréis ｱﾃﾞｨﾋﾞﾅﾚｲｽ 2 複未(adivinar)v.t 見抜くだろう、わかるだろう      「動詞」 

quién es. ｷｴﾝ･ｴｽ pron 彼が誰であるかということを                       「目的語」 

 

その時は、優しくしてあげてください！僕をこんなにも悲しいままにしておかないでくだ

さい。すぐに僕に手紙ください。そして教えてください、王子様が戻ってきたと。 

¡Sed amables entonces! No me dejéis tan triste. Escribidme enseguida, decidme que el 

principito ha vuelto...  「動詞」「補語」「副詞」┃「動詞句」「目的語」「補語」「動詞句」 

「動詞句」「副詞」,「動詞句」「目的語」 

¡Sed ｾｯﾄﾞ 命・2 複現(ser)v.i 〜にしてください                             「動詞」 

amables ｱﾏﾌﾞﾚｽ adj.pl 親切な                                             「補語」 

entonces! ｴﾝﾄﾝｾｽ adv. その時は                                           「副詞」 

No ...dejéis ﾉ...ﾃﾞﾍｲｽ 命・2 複現･否定(dejar) 

v.t 〜のままにしておかないでください                                「動詞句」 

me ﾒ pron 僕を                                                       「目的語」 

tan triste. ﾀﾝ･ﾄﾘｽﾃ adj. こんなにも悲しい                                  「補語」 

Escribidme ｴｽｸﾘﾋﾞ･ﾒ 命・2 複現(escribir+me)v.t 僕に手紙を書いてください 「動詞句」 
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enseguida, ｴﾝｾｷﾞﾀﾞ adv. すぐに                                           「副詞」 

decidme ﾃﾞｼﾄﾞ･ﾒ 命・2 複現(decir+me)v.t 教えてください                 「動詞句」 

que ｹ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

el principito ｴﾙ･ﾌﾟﾘﾝｼﾋﾟﾄ n.m 王子様は                            「主語」 

ha vuelto... ｱ･ﾌﾞｴﾙﾄ 3 単現･完了形(volver)v.i 戻ってきた           「動詞句」 
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